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序 文

熊本県には豊かな自然や歴史、 風土のなかで培われた多彩な地域

の伝統文化が数多く残されています。 これらを守り、 さらに新しい

文化を創造し、 後世に引き継いでいくためには、 県民の方々の文化

財に対するご理解とご協力をいただかなければなりません。

本書は、 阿蘇激甚災害に伴う狩尾遺跡群の報告書です。 この報告

書が、 熊本県の歴史を学ぶうえで、 また埋蔵文化財をより深く理解

していただくうえで、 ご活用いただければ幸いです。

最後に、 調査の円滑な実施に、 ご理解とご協力をいただきました

地元の方々、 並びに関係機関に対して厚くお礼申し上げます。

平成5年3月31日

熊本県教育長 道 越 温



例
1 . 本書は、県営災害復旧事業に伴い、事前に実施

した埋蔵文化財発掘調査の調査報告書である。

2. 発掘調査は、熊本県阿蘇郡阿蘇町大字狩f�に所

在する狩尾・湯の口遺跡、狩尾・方無田遺跡、j守

尾・前田遺跡、池田・古園遺跡が対象で、熊本県

農政部の依頼を受けて、熊本県教育委員会がむこ

なった。

3. 遺物の整理は、熊本県文化財収蔵庫でおこなっ

た。

4. 遺跡の発掘調査は、平成3年度と4年度に実施

し、平成4年度に整理をむこなったものである。

5. 本書は、遺跡ごとに章をかえ、 また、古L 、II.Ht
から順に節をかえて記載している。

6. 本書の地形図は、熊本県農政部から提供を受け

たものをもとにして、作成した。

仁1

木崎康弘

戴墜浩一

古城史雄

本山千絵

吉田正一

第I章第2節l、2、4

第E章第2節1、2、4

第皿章第1節

第2節l一③、⑤、2、3

第3節

第百章全節

第V章第1節1②、③、④、2、3

第2節

第刊章第1節1②、③、④、2、

3の石器と鉄器関係の部分

第2節

第四章第I節

第2節1、2、4

第3節

第刊章第1節l①、

3 

第皿章第2節4

第皿章第2節4

第皿章第2節1①、②、④、

5 

第四章第2節3

7. 現地調査での実測むよび写真撮影は、第I章第

1節に掲げる調査員がむこなった。 遺構の製r;<1は

北川賢次郎が全体を総括し、古城史雄、本山千絵、

北川、藤原ゆり子、友部麻美、平畑信子、徳永み

どりでおこなった。 遺物の実測は、木崎康弘、城

県浩一、吉田正一、本山千絵がむこない、製図は

木11崎、本山、北川、藤原、友部、平畑、徳永がむ

こなった。 遺物の写真は、 白石縦が撮影した。

北川賢次郎 第I章第2節3

第H章第2節3

8. 本書の執筆は、島津義昭、木崎康弘、戴県浩一、 第V章第l節l①

古城史雄、吉田正一、本山千絵、北川賢次郎がむ 4 

こなった。 9. 本書の編集は、熊本県教育委員会で木崎がむこ

その分担を下に示す。 なった。

島津義昭 第I章第1節

第E章第Uí'i



凡

1 . 現地での 実測図 は 、 以下の縮尺で作成 し た 。

調査区地形 図 200分 の l

竪穴式住居跡

溝

周 溝遺構

20分 の 1

20分 の 1

20分 の l

土坑 ・ 土 壌墓 10分の 1

本書収録の際 に は 以下 の縮尺と な っ た 。

調査区地形 図 600分 の l

-wm4

 

口止居住

構

式

遺

穴

溝

竪

溝

周

60分の 1

60分 の 1

60分の l

土坑 ・ 土 壌墓 30分の 1

2 . 遺 構の 方位 は 、 磁北で あ る 。

3 . 出土遺物 の 番号 は 、 第 皿 章か ら 第 VI章ま での も

の を す べ て 通 し て 付 し た 。 な お 、 縮尺は 、 次 の と

お り で あ る 。

4 . 土 器 3 分の l

石 器

磨製石鍛 3 分 の 2 磨 石 2 分 の l

石 包 丁 3 分 の 2 台石 6 分 の l

砥石 3 分 の 2

青銅器 ・ 鉄器 と そ の 関連遺物

銅鏡片 原す 鉄製品 3 分 の 2

銅鉱 3 分 の 2 関連遺物 3 分の 2

土製品 ・ 石製品 ・ 装 身 具

土製品 3 分 の 2 石製品 3 分の 2

装 身 具 原寸 (石棺出 土 の 丸玉 ・ 小玉)

3 分の 2 ( そ の他の玉類)

5 . 第 2 図周辺遺跡分布 図 は 、 弥生時代 の遺跡 を 取

り 上 げ て 作成 し た 。 そ の 際、 .を集落遺跡、 ・を

武器形祭器出 土遺跡 と し て 提示 し た 。

6 . 遺構内 で の 特徴的 な 痕跡 に つ い て は 、 そ の つ ど

ま た 、 箱式 石棺の 土 嬢 ラ イ ン 及 びベ ン ガ ラ の 範囲

も そ れ ぞれ に網目 で示 し 、 図 中 で そ のつど表示 し

て い る o

例
ま た 、 鉄浮 に つ い て は 、 図化や番号付 け で鉄製

品と 同 じ 取扱 い を し 、 出 土状態 が特徴的 だ と 判断

し た住居跡 に 限 っ て 、 粉末状の も の は 企で、 ま た 、

広 範囲 に 広 が っ て い る 場合に は 際盟 と い う

網目 で そ の 範囲 を 表現 し た 。

7 . 彩色の 土 器 は 、 丹塗や黒塗 を そ れ ぞれ 色を も っ

て 表現 し た 。

8 . 住居跡実測図内 の 出土遺物番号 は 、 鉄製品と 装

身具の遺物番号 で あ る 。

9 . 出 土遺物 の 解説 は 、 本 文 中 に 記 し た が、 そ れ ら

の 計測値 は 、 各章の末 に 一括 し て 掲載 し て い る 。

な お、 計測 位置は 、 下に 図示す る 。 ま た 、 玉類の

色に つ い て は 、 講談社 『 日 本語大辞典.1 (1 989年 版)

言葉の資料便覧 ・ 色名の 解説 を 参照 し た 。

10 . 竪穴式住居跡の番号 は 、 報告書作成 時 に 再度 整

理 し な わ し た も の で あ る 。 旧番号 と 新番号の 対照

は 、 章末 の 計測表 で可能 で あ る 。

Fヨ
己主

\Y 同
!日LJU 
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第四O図 狩尾 ・ 方無 田遺跡23号住居跡 第219図 狩尾 ・ 方無 田遺跡
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第247図 狩尾 ・ 前 田遺跡 9 号住居跡

実測図及 び出土 土 器… . . . ・ H・ . . . . . ・ H・ . . . 332 
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88 . 1 号掘立柱建物跡 図版64 1 27 .  34号竪穴式住居跡

図 版45 89 . 2 号掘立柱 建物跡 128 . 35号竪穴式住居跡

90 . 3 号掘立柱 建物跡 図版65 129 . 36号竪穴式住居跡

図版46 91 . 4 号掘立柱 建物跡 130 . 37号竪穴式住居跡

92 . 6 号掘立柱 建物跡 図 版66 131 . 38号竪穴式住居跡

狩尾 ・ 方無 田遺跡 132 . 39号竪穴式住居跡

図版47 93 . 1 号竪穴式住居跡 図版67 133 . 40号竪穴式住居跡

94 . 2 号竪穴式住居跡 134 .  1 号周溝遺構

図 版48 95 . 3 号竪穴式住居跡 図版68 135 . 2 号周溝遺構

96 . 4 号竪穴式住居跡 136 . 1 号土墳墓

図版49 97 . 5 号竪穴式住居跡 図版69 137 . 2 号土墳墓

98 . 6 号竪穴式住居跡 138 .  3 号土墳墓

図版50 99 . 7 号竪穴式住居跡 図版70 139 . 調査区全景

100 .  8 号竪穴式住居跡 調査風景

図版51 101 . 9 号竪穴式住居跡 狩尾 ・ 前 田遺跡

102 . 1 0号竪穴式住居跡 図 版71 140 . 調査 H 区 全景 (南 か ら )

図 版52 1 03 .  1 1 号竪穴式住居跡 141 . 調査 E 区全景 (西 か ら )

104 .  1 2号竪穴式住居跡 図版72 142 . 1 号竪穴式住居跡

図版53 105 . 13号竪穴式住居跡 143 . 2 号竪穴式住居跡

106 . 14号竪穴式住居跡 図 版73 144 . 2 号竪穴式住居跡 (出土土 器)

図版54 107 . 15号竪穴式住居跡 145 . 3 号竪穴式住居跡

108 . 1 6号竪穴式住居跡 図 版74 146 . 4 号竪穴式住居跡 (南 か ら )

図版55 1 09 . 17号竪穴式住居跡 147 . 4 号竪穴式住居跡 (東 か ら )

1 10 .  1 8号竪穴式住居跡 図版75 148 . 5 号竪穴式住居跡 (遺物出土状況)

図版56 1 1 1 . 1 9号竪穴式住居跡 149 . 5 号竪穴式住居跡

1 1 2 . 20号竪穴式住居跡



図 版76 1 50 .  5号竪穴式住居跡(炭化柱材平面状況)
1 5 1 . 5号竪穴式住居跡(炭化柱材断面状況)

図 版77 1 52 . 6 号竪穴式住居跡 ( 遺物 出土状況)

1 53 . 6 号竪穴式 住居跡

図 版78 1 54 .  6 号竪穴式住居跡

( ガ ラ ス 玉検出状況)

1 55 .  7 号竪穴式住居跡

図 版79 1 56 . 8 号竪穴式住居跡

1 57 . 9 号竪穴式住居跡

図版80 1 58 .  1 0 ・ 1 1 号竪穴式住居跡

1 59 .  1 2号竪穴式住居跡

図 版81 1 60 .  1 2号竪穴式住居跡( 集石部)

161 . 1 3号竪穴式住居跡

図 版82 1 62 . 土坑

1 63 . 土墳墓

図 版83 1 64 . 掘 建柱建物跡

165 . 1 号溝

図 版84 166 . 2 号溝

167 . 自 然流路

池 田 ・ 古園遺跡

図 版85 1 68 . 遺跡遠望

169 . 1 号竪穴式住居跡

図 版86 170 . 2 号竪穴式住居跡

1 71 . 3 号竪穴式住居跡

図 版87 1 72 . 4 号竪穴式 住居跡

1 73 . 5 号竪穴式住居跡

図版88 174 . 6 号竪穴式住居跡

1 75 . 調査風景

図 版89 176 . 7 号竪穴式住居跡 ( 遺物出土状況)

177 . 7 号竪穴式住居跡

図版90 1 78 . 7 号竪穴式住居跡 ( 土器出土状況)

1 79 .  8 号竪穴式住居跡

図 版91 180 . 9 号竪穴式住居跡

181 . 10号竪穴式住居跡

図 版92 1 82 . 1 1号竪穴式住居跡

183 . 12号竪穴式住居跡

図 版93 184 . 13号竪穴式住居跡

185 . 14号竪穴式住居跡

図 版94 1 86 . 1 5号竪穴式住居跡

187 . 1 6号竪穴式住居跡

図 版95 188 .  1 7号竪穴式住居跡

189 . 18号竪穴式住居跡

図 版96 190 .  1 9 ・ 21 ・ 22号竪穴式住居跡

191 . 1 9号竪穴式住居跡

図 版97 1 92 . 20号竪穴式住居跡

1 93 .  21 号竪穴式住居跡

図 版98 194 .  23号竪穴式住居跡

195 . 24号竪穴式住居跡

図 版99 196 . 25号竪穴式住居跡

1 97 .  26号竪穴式住居跡

図 版 100 1 98 .  27号竪穴式住居跡

1 99 .  28号竪穴式住居跡

図 版 101 200 . 29号竪穴式住居跡

201 . 29号竪穴式住居跡( 紡錘車)

図 版 102 202 . 29号竪 穴式住居跡( 鉄鍛)

203 . 30 ・ 31 号竪穴式住居跡

図 版 103 204 . 32号竪穴式住居跡

205 . 調査風景

図 版 104 206 . 33号竪穴式住居跡

207 . 33号竪穴式住居跡 ( 鉄器)

図 版 105 208 . 34号竪穴式住居跡

209 . 35号竪穴式住居跡

図 版 106 210 . 1 号周溝遺構

211 . 2 号周溝遺構

図 版 107 21 2 .  3 号周溝遺構

213 . 4 号周溝遺構

図 版108 214 .  5 号周溝遺構

215 . 溝 . .

図 版109 216 . 第 I 調査区全景

217 . 第 H 調査区全景

狩尾 ・ 湯の 口遺跡出土 の 壷形 土 器

図 版 1 10 218 . 2 号住

219-224 1 4号住・

図 版1 1 1 225 . 14号住 226 . 1 5 号住

227 . 27号住 228-230 . 32号住

231 . 40号住

図 版 1 1 2 232-234 . 40号 住

狩尾 ・ 湯の 口遺跡出土 の 鉢形土器

235 . 4 号住 236 . 1 0号住

237 . 14号住



図版1 1 3 238�240 . 14号住 241 .  24号住

242 . 29号住 243 ・ 244 . 32号住

245 . 34号住 246 . 36号住

247 . 37号住 248 . 38号住

図版1 14 238 . 38号住 249 . 40号住

狩尾 ・ 湯の 口 遺跡出 土 の 高坪形土器

250 .  7 号住 251 �253 . 14号住

254 . 38号住

図版 1 1 5 狩尾 ・ 湯の 口遺跡出 土 の 蓋形土器

255 . 2 号住 256 ・ 257 . 14号住

258 . 1 8号住 259 .  32号住

260 . 33号住 261 . 36号住

262 . 38号住

図版1 1 6 狩尾 ・ 湯の 口 遺跡出 土 の そ の他の 土器

263 . 24号住 264 ・ 265 . 32号住

狩尾 ・ 湯の 口遺跡溝出土 の 査形土器

266�271 . 

図版1 17 272�274 

狩尾 ・ 湯の 口 遺跡溝出 土 の 鉢形土器

275 ・ 276 .

狩尾 ・ 湯の 口 遺跡溝出土 の 高杯形土器

277 . 

狩尾 ・ 湯の 口 遺跡溝出 土 の 聾形土器

278 . 

図版1 18 279 ・ 280 .

狩尾 ・ 湯の 口 遺跡溝出土 の小型丸底土器

281 . 

狩尾 ・ 方無田遺跡出 土 の 査形土器

282 . 4 号住 283 . 32号住

284 . 30号住

図版 1 19 285 28号住

狩尾 ・ 方無 田遺跡出土 の 鉢形土器

286 . 4 号住 287 . 7 号住

288. 18号住 289・290. 2 1 号住

291 . 30号住

図版1 20 292 . 33号住 293 . 一括

狩尾 ・ 方無田遺跡出土 の 高坪形土器

294 . 2 1号住

狩尾 ・ 方無田遺跡 出 土 の 聾形土器

295�297 . 4 号住

図版121 298 ・ 299 . 4 号住 300 . 7 号住

301 . 8 号住 302 . 1 1 号住

303 . 22号住

図版 1 22 狩尾 ・ 方無田遺跡 出 土 の 小型丸底土器

303 . 32号住

狩尾 ・ 前田遺跡出土 の 聾形土器

304 . 4号住 305�307 . 5 号住

図版123 308�309 . 5 号住 310 . 6 号住

31 1 .  9 号住 31 2 .  1 2号住

狩尾 ・ 前田遺跡 出 土 の 鉢形土器

313 . 2 号住 314 . 4 号住

図 版1 24 3 1 5 ・ 31 6 . 6 号住 317 . 9 号住

狩尾 ・ 前 田遺跡出土 の 聾形土器

31 8 .  2 号住 319 ・ 320 . 5 号住

図 版125 321 ・ 322 . 5 号住 323�326 . 6 号住

図 版 1 26 327�329 . 6 号住

狩尾 ・ 前 田 遺跡出土 の 祭杷土器

330 . 4 号住

池田 ・ 古園遺跡 出 土 の 査形土器

331 . 6 号住 332 . 3 号住

図版127 333 . 6 号住 334�336 . 7 号住

338 . 1 2号住

図版 1 28 339 . 1 8号住 340 . 25号住

341 ・ 342 . 29号住 343 . 34号住

池 田 ・ 古園遺跡 出 土 の 鉢形土器

344 . 6 号住

図版 1 29 345 . 7 号住 346 . 9 号住

347 . 1 8号住 348 . 25号住

349 . 32号住

池 田 ・ 古園遺跡出土 の 高杯形土器

350 . 29号住

池田 ・ 古園遺跡出 土 の聾形土器

351 . 3 号住

図版130 352. 3号住 353�355. 7号住
356 . 9 号住 357 .  1 5号住

図版 131 358 . 1 7号住 359 . 26号住

360 . 26号住 361 . 3 1 号住

362 . 34号住

池田 ・ 古園 遺跡、出 土 の 祭杷土器

363 . 



図版132 狩尾 ・ 湯の 口遺跡出 土 の

石 器 ・ 青銅器 ・ 土製品

364 . 磨製石鍛 ・ 石 包丁 365 . 銅競片

366 . 銅鉱 367 . 土製円 板 14号住

378 . 土製円板 27号住

池 田 ・ 古園遺跡出土 の 石 器 ・ 土製品

369 . 磨製石鍛 370 . 紡錘車

図版133 狩尾 ・ 湯の 口遺跡出 土 の 鉄製品

37ト372 . 鉄鎌

図版134 373 . 鉄鉱 374 . 鉄鉱 ・ 万子

図版135 375 . 万子 ・ 錨 376 . 錨

図版136 377 . 錐 378 . 手鎌・

図版137 379 . 手鎌 ・ 不明鉄器

狩尾 ・ 方無田遺跡 出 土 の 鉄製品

380 . 鉄鍛

図版138 381 . 万 子

382 . 錐 ・ 鉄鎌 ・ 手鎌 ・ そ の他

国版139 池 田 ・ 古園遺跡出 土 の 鉄製 品

383 ・ 384 . 鉄鉱

図版140 385 ・ 386 . 鉄鉱

図版141 387 . 鉄鉱 388 . 万 子 ・ 鉄斧 ・ 錨

図版142 389 . 錐 390 . 錨 ・ 鉄鎌 ・ 手鎌

図 版143 391 . 手鎌 不明 鉄器 そ の他

狩尾 ・ 湯の 口 遺跡出 土 の

歴史時代 鉄製 品 ・ 紡錘牽

392 . 47号住 紡錘車の 軸 ・ 鉄片

393 . 4 号掘立柱 紡錘車
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第I章
第 1 節 調査にいたる経過

1 . 調査の契機

平成 2 年 (1 990) 7 月 2 日 、 熊本県一帯は豪悶 に

襲 わ れ た 。 と り わ け 火 山灰 の 軟弱土壌 か ら な る 阿蘇

地方 では宅地 ・ 耕地へ の 被 害 が著 し か っ た 。 一の宮

町 を 中心 と し た 土 石流災害等の 被害額は 1001億 9241

万円 に お よ ぶ。 被害地は 激甚災害指定 がな さ れ 、 阿

蘇谷地区県営圃場整備事業1 5 工 区 の 狩尾地区 では県

営災害復 旧 (関連 区整備) 事業 が計画 さ れ た 。

2 . 周知の遺跡と試掘調査

事業予定地区 内 に は 、 周 知 の 遺跡 で あ る 小無 田 、

古園石棺、 古園遺跡、 池 田遺跡 が含 ま れ (文化庁編

1981 ) そ れ以外 に も 地形 の 状況 か ら 遺跡の存す る 可

能性の 高 い部 分 が あ り 農地整備課 と の協議の う え 、

試掘調査 を 実施 し た 。 そ の結果、 阿蘇谷地区県営闘

場整備事業15工区 の な か に 5 箇所の遺跡 が所在す る

こ と が確認 さ れ、 削平 を 受 け る 箇所 に つ い て は発掘

調査 を 実施す る こ と と な っ た 。 試掘の結果、 周 知 の

古園 、 池田遺跡の ほ か 、 3 カ 所の遺物包含地 が発見

さ れ て 、 5 カ 所 を 本調査の 対象地 と し た 。 調査箇所

の 名 称 に つ い て は 当初、 事業地区 の 西側 か ら 狩尾 A 、

狩尾 B 、 狩尾 C 、 池 田 ・ 古園 と 命名 し た が、 こ の 前

3 カ 所 に つ い て は 新 た に小字名 を 付 し た (第 1 表) 。

3 . 発掘調査の進捗

発掘調査は平成 3 年 9 月 か ら 開始 し た 。 農地造成

工事計画 と 調査 を 担当 す る 調査員の 人 数 か ら 、 西側

の地区 (狩尾湯の 口 ) か ら 調査 を 開始 し た 。 農地造
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調査の概要

区 を 予 め 調査 を あ、 こ な う よ う に し た 。 調査 を は ピ め

で み る と 、 試掘 で予想 し た よ う な 、 弥生時代 の 集 落

が姿 を あ ら わ し た 。 ま た 、 想像 も し て い な か っ た 環

濠 (条溝) も 付属 し て い る こ と が わ か っ た 。

狩尾 ・ 湯の 口地点 の 調査 の 半 ばで、 狩尾 ・ 方無団

地点 の 表土剥 ぎ を お こ な っ た が、 こ のt也点 は と く に

湧 水 が著 し く 、 排水 に 多 く 力 を 費 や し た 。 こ こ では 、

弥生中期 の 竪穴住居跡 も 検出 し た 。 さ ら に 、 狩尾 前

田地点 で は 掘立 建物跡 を 検出 し た が、 こ れ は 弥生時

代の も の と み ら れ る 。

池田 ・ 古園地，区 は 、 試掘時 に も っ と も 多 く の遺物

が出土 し 、 遺構の 分布 が今回の 狩尾遺跡群 の な か で

は 、 最密集地 と 推定 さ れ た の で、 農政部 と の協議 に

よ り 、 地下 げは 行 わ な い 区画整理 が計画 さ れ た の で、

水路の幅の み の 発掘 を お こ な っ た が、 多 く の 竪穴住

居跡 を 検出 し た 。 な お 、 池 田 の北側 の 部 分 は 、 激甚

対策 に併せ て 、 圃場整備 も 計画 さ れ 、 発掘調査 を む

こ な い 、 古園地点 と 同 じ 弥生後期 の 竪穴住居跡 が多

く 出土 し た 。 個 々 の遺跡の発掘調査で得 ら れ た 結 果

に つ い て は 本報告書で、 詳細 に 報告す る が、 こ こ で

は 、 調査の進捗に つ い て 概説 し た 。 な お 、 池田地点

の圃場整備 に か か る 発掘調査の結果 に つ い て は 現在

鋭意整理中 で あ り 、 平 成 5 年度県文化財調査報告書

と し て刊行 し た い 。 狩尾遺跡群 を つ う じ て 得 ら れ た

移 し い遺物 は 現在、 熊本県文化課 が管理 し 、 熊本県

文化財収蔵庫 に保管 し て い る 。 鉄器 な どの腐食 の お

そ れ の あ る 金属製品 に つ い て は 、 然 る べ き 措置 を お

こ な っ て い る 。

第 1 表 狩尾遺跡群調査地一覧

旧 名 称 新 名 称 調査面積(ば) 所 在 地

尾 A 狩尾湯ノ 口 6 ， 1 40 阿蘇郡阿蘇町大字狩尾字湯ノ口
5守 尾 B 狩 尾方;無回 7 ， 146 阿蘇郡阿蘇町大字狩尾字方無国
狩 尾 C 狩 尾 前 回 2 ， 796 阿蘇郡阿蘇町大字狩尾字. 前回i也 回 池 回 3，299 阿蘇郡阿藤町大字狩尾字池凹
古 園 古 園 981 阿蘇郡阿蘇町大字狩尾字古関
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4 . 発掘調査及び整理の組織

発掘謂査責任者 文化諜長

教育審議員

大塚正信

隈 昭志

課長補佐 松崎厚生

発掘調査事務担当 主幹 ・ 経理係長 木下英治

参 事 高浜保子

発掘総括 調査第 1 係長 島津義昭

狩尾 ・ 湯の口担当 文化財保護主事 園村辰実
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第 2 節 調査の方法と経過

1 . 狩尾 ・ 湯の 口遺跡

調査は、 重機 に よ っ て 表土 を 除去す る こ と か ら 始

め た 。 そ の後、 清掃か ら 始め、 ま た 、 調査区 の 清掃

と 並行 し て、 遺構の検出 も お こ な っ た 。 検出作業は、

黄褐色土 の確認面 に 黒色土 が入 り 込 ん で い る た め に、

比較的容易 に 進行 で き た 。 遺構確認 が終了 す る と 、

す ぐ に 調査 を 開始 し た 。

調査は、 遺構の検出 と 発掘、 実測記録、 遺物の取

り 上 げ、 写真記録 と い う 段取 り を 踏 ん だ 。

遺構の検出作業 は、 平面形の把握、 遺構 ど う し の

切 り 合 い 関係 の 識別 に 重 点、 を 注 い だ 。 そ し て、 こ の

作業終了 を ま っ て遺構調査 に 着 手 す る 。

遺構は、 土 層観察用 の 土 手 を 十字 に 残 し て掘 り 始

め た 。 掘削 が床 に達 す る と 、 次 に 土手断面の観察 を

お こ な い、 土 層 の 堆積状況 を 確認 し た 。 観察 の要点

は、 色調、 粒子 の 大 き さ 、 し ま り 方、 粘性の帯 び方、

含有物の種類 と 有無 で あ る 。 土 層 の 観察 ・ 区分 を終

え る と 、 そ の状態 を 実測図 に 記録 し 、 そ の つ ど詳細

に 文章記述 し た 。

土層断面の 実測 が完 了 す る と 、 次 に 土手 の 取 り 外

し を 始め た 。 こ れ に よ っ て、 遺構の 全容 が明 ら か に

な る 。 炉では、 焼土面 や灰 面 ま での 土 を 除去 し た 。

柱穴の 調査では、 掘 り 方全体 を 5 cm li ど掘 り 下 げて

柱痕跡 を確認す る 場合 も あ っ た が、 そ の ほ と ん ど は

掘 り 方の掘 り 上 げ に終始 し た 。 し た がっ て、 柱の大

き さ を 知 る 材料は、 不足 し て い る が、 一部の柱穴 に

つ い て は そ の場所や直径 を 伺 え る も の も あ っ た 。

遺構調査は、 実測図 の完成 と 写真撮影 を 持 っ て終

わ る 。 竪穴式住居跡 と 掘立柱建物跡の 実測図は、 平

面 図 と 断面 図、 そ し て 先 に 記録 し た 土 層 断面 図 が基

本 で あ り 、 必要 と 思 わ れ る 場合 に は そ の つ ど微細図

な ど を 作成 し た 。 縮尺は、 20分 の l で あ り 、 微細図

では 10分の l の 図 面 も 作 っ た 。 写真撮影 は、 2 方向

か ら お こ な っ た 。 主軸方向 と そ れ に 直行す る 方向 で

あ る 。 使用機種は ニ コ ン F 3 で、 フ ィ ル ム はモ ノ ク

ロ と カ ラ ー ス ラ イ ド の 2 種 を 使 っ た 。 こ の他、 土壌

墓は 10分の l 、 周溝遺構は20分 の l で、 写真は竪穴

式住居跡 と 同 じ 様式 で撮影 を お こ な っ た 。 溝は、 40
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分の l で お こ な っ た 。

地形 図 及 び遺 構配 置 図 の 作成 は、 そ の つ ど 縮尺

200分の l でお、 こ な っ た 。 等 高 線 は 20cm毎 で、 必 要

な 場合 に は 10cmの補助 コ ン タ も 加 え た 。

調査終了 に 際 し て は、 調査区全体の 記録写真 と し

て、 模型ヘリ コ プ タ ー に よ る 空中写真 を 委託 し た 。

9月

調査 は、 1 7 日 か ら 開 始 し た 。 ま ず、 表土剥 ぎ か ら

始め て、 そ の つ ど調査区 の 清掃 を お こ な っ た 。 月 末

に は、 大型台風 の 到来 に よ っ て、 調査事務所 に 相 当

の被害 が で た O

1 0月

本格的 な 調査開始の 月 で あ っ た 。 調査 メ ン バー は、

園村 ・ 古城 ・ 吉田 ・ 飯富 ・ 吉本調査員で あ っ た 。 調

査 し た 竪穴式住居跡は、 l 号住居跡 か ら 9 号住居跡

ま で、 一部 の も の に つ い て は 1 1 月 に 作 業 を 積み残 し

た 。 ま た 、 調査 E 区 の 表土 剥 ぎ と 清掃、 お よ び 皿 区

の 清掃、 遺構掘 り を こ の 月 に 実施 し た 。

調査期 間 中 の 来跡者は、 14 日 に 熊本 大 学 甲 元異之

先生、 21 日 と 28 日 に 阿蘇町教育委員会で あ る 。

1 1月

7 日 に 木崎 が調査 に 合流 し た 。 皿 区 の遺構確認 を

月 初 め に お こ な い、 そ れ と 共 に 遺構調査 も 継続 し た 。

新た な 調査遺構は、 10号住居跡� 1 2号住居跡、 1 6号

住居跡、 18号住居跡�21 号住居跡、 23号 ・ 24号住居

跡 で あ る 。 ま た 、 条溝 の 掘 り 方 も 始 め た 。

歴史時代 の 竪穴式住居跡 と 掘立柱建物跡 の 調査 も

お こ な っ た 。 竪穴式住居跡は、 1 7号住居跡 と 22号住

居跡で、 掘立柱建物跡 が 1 号 と 2 号 が そ の 対象 で あ

っ た 。

来跡者は、 1 5 日 に 名 古屋 大学村上恭通 先 生、 29 日

に 大分市博物館の 木村幾太郎 先 生 で あ る 。

調査関係 の打合せ では、 20 日 に 農政部 と 阿蘇事務

所耕地課 と の協議 を 現場事務所で お こ な っ た 。 そ の

時の議題は、 湯の 口遺跡の現状は、 方無田 遺跡や前

田遺跡、 池田 ・ 古園遺跡の 調査へ の 取 り 組み に つ い

て で あ っ た 。

1 2月

調査 も 順調 に 進展 し て き た が、 高冷地 の た め 寒 さ

も 増 し て く る 季節 で あ る 。 木崎 と 飯富調査員 は、 方
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無 田遺跡の調査へ移動 す る 。

新 た な 調査遺構は、 25号住居跡�28号住居跡、 30

号住居跡 で あ る 。 ま た、 条溝内 の 遺物取 り 上 げ も 実

施 し た 。

来跡者は、 5 日 に愛媛大学下俊信行先生 と 熊本大

学 甲 元農之先 生、 6 日 に愛媛大学下保信行先生、 名

古屋大学村上恭通先 生 で あ っ た 。

報道関係 では、 5 日 に 熊 日 ニ ュ ー ス キ ャ ッ チ ャ ー

の取材があ っ た 。

1 月

寒 さ も 厳 し く 感 じ ら れ た が、 例年 に な い暖冬の た

め、 多 少 は過 ご し や す い 日 々 が続 い た 。 し か し 、 21

日 に は 積雪 を 記録 し て い る 。

新 た な 調査遺構は、 31 号住居跡�33号住居跡の み

で、 作業の ほ と ん どは昨年 か ら の 作業積み残 し の処

理 に終始 し た 。

来跡者は、 1 3 日 に 阿蘇町立尾 ケ 石 東部小学校の 先

生 で あ っ た 。 こ の 来跡は、 1 7 日 に お こ な わ れ る 小学

生 に よ る 体験発掘 に つ い て の打合せ の た め で あ る 。

2月

例年 に な い暖冬で、 過 ご し や す い 日 々 が続い た の

で、 作業 も は か ど っ た 。

新 た な 調査遺構は、 34号住居跡�38号住居跡 で あ

り 、 1 月 か ら の作業 も 継続 し て い る 。 ま た、 周溝遺

構の 調査 も 着手 し た 。

3月

春 を 感 じ る 陽気 の 日 と 少 々 寒 い 日 が交互 に 来 た 。

歴史時代の 掘立柱建物跡 3 号� 6 号 ま での調査 に

着手 し た 。 ま た、 包 含 層 の 掘 り 下 げ を 一部 お こ な っ

て い る 。

4月

新 し い 年度 と な り 、 調査員 と し て 本 山 ・ 北川 調査

員 が新 た に 加 わ り 、 調査 も 大詰 め で あ る 。 調査の 中

心は、 前 半 が掘立柱建物跡で、 後 半 が39号住居跡~

49号住居跡 の 調査 と な っ た 。 ま た、 8 日 に顔 を 出 し

た 石桔墓の 調査 も 並行 し て 実施 し た 。

空中写真の撮影 を 20 日 に お こ な っ た 。

協議 では、 21 日 に 今後 の 予定 に つ い て、 湯の 口遺

跡 で話 し 合 い が も た れ た 。 そ の 時 に は、 湯の 口遺跡

の 調査 を 5 月 中旬迄で車冬了 し て も ら い た い旨の申 し
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入 れ が あ っ た 。 こ れ に つ い て は、 可 能 だ と の 回答 を

し た 。 ま た、 阿蘇町教育委員会 と 石棺の 移転 に つ い

の打合せ が も た れ た 。 移転場所は、 文化財保護委員

会 と 相談の上、 決定 す る と の こ と 。

5月

調査終了 の 月 で あ る 。 4 月 の 積み残 し 作業 を 処理

し 、 全体図 の 作成 を 経て、 6 日 に 無事終了 し た 。

2 . 狩尾 ・ 方無田遺跡

調査は、 重機 に よ る 表土 の取 り 除 き と 清掃 か ら 始

め た 。 ま た、 調査区 の 清掃 と 並行 し て、 遺構の検出

作業 を お こ な っ た 。 遺構の検出作業は、 黄褐色土 の

確認面 に 黒色土 が入 り 込 む と い う 状況 な の で、 比較

的容易 に進行 し た 。 遺構確認 が 終 了 す る と 、 す ぐ に

グリ ッ ド設定 を 開 始 し た 。 グリ ッ ド は、 調査区 の 状

況 に あ わ せ て 設定 し 、 ト ラ ン シ ッ ト を 使 用 し た 。 区

画 は、 10m X 10m 大 の 正方形 で あ る 。 区 画 の 呼称は、

便宜的 に 南東隅 を 起点 に し て、 西方向 に l 列 � 1 2列、

北方 向 に A 列 �O列 と 決 め た 。 従 っ て 、 調査区 内 の

場所は、 A (南北軸) - 1  (東西軸) 区 と い う よ う

に 指定 さ れ る 。 標高は、 圃場整備事業地内 に 建設 さ

れ る 農道 の セ ン タ ー杭 を 使 っ て 割 り 出 し た 。

遺構の検出作業は、 平面形の把握 と 同 時 に 、 遺構

ど う し の切 り 合 い 関係 の 識別 に 重点 を 注 ぎ、 こ の 作

業終了 を ま っ て 遺構調査 に 移行 す る 。

遺構は、 土層観察用 の 土 手 を 十字 に残 し な が ら 掘

り 始め た 。 掘削 が床 に ま で及 ぶ と 、 次 に 土 手断面 に

お け る 土層 の 堆積状況 を 観察 し た 。 観察 は、 色調、

土 の粒子の 大 き さ 、 し ま り 具合、 粘性 の 帯 び具合、

含有物の種類 と 有無 と い う 観察基準 に よ っ て お こ な

っ た 。 土 層 の 観察 ・ 区分 が終 了 す る と 、 そ の状態 を

実測図 と し て 記録 し 、 そ の つ ど土 層 注記 と し て 詳細

を 文章記述 し た 。

土層断面の 実 測 が完 了 す る と、 次 に 土 手 の 取 り 外

し 、 竪穴式住居跡全体 の 掘 り 上 げ に 作業 を 移 し た 。

炉では、 焼土面 や灰 面 ま での 土 を 除去 し た 。 柱穴 で

は、 掘 り 方全体 を 5 cmほ ど掘 り 下 げ て 柱痕跡 を確認

し 、 そ の痕跡部分 だ け を 掘 り 上 げ る と い う 調査方法

を と っ た 。 た だ し 、 柱痕跡 が確認 さ れ な か っ た も の

も み ら れ た 。



遺構調査は、 実測図の 完成 と 写真撮影 を経 て終了

す る 。 遺構の 実測図は、 平 面 図 と 断面図、 そ し て 先

に 記録 し た 土 層 断面 図 と い う 3 種類が基本 で あ り 、

必要 と 思 わ れ る 場合 に は そ の つ ど微細図 な ど を 作成

し た 。 縮尺は、 20分 の l で あ り 、 微細図では 10分の

l の 図面 も 作 っ た 。 写真撮影 は、 2 方向 か ら お こ な

っ た 。 主軸方向 と そ れ に 直行 す る 方 向 で あ る 。 使用

機種は ニ コ ン F 3 で、 フ ィ ル ム はモ ノ ク ロ と カ ラ ー

ス ラ イ ド の 2 種 を 使 っ た 。 こ の他、 土壌墓は 10分の

l 、 周溝遺構 は20分 の l で、 写真は竪穴式住居跡 と

同 じ 様式 で撮影 を お こ な っ た 。

地形図 及 び遺構配置 図 は、 そ の つ ど縮尺200分 の

l で作成 し た 。 等高線は20叩毎 に 引 き 、 必要 な 時 に

は lOcmの補助 コ ン タ も 使用 し た 。

調査終了 に 際 し で は、 調査区全体の 記録写真 と し

て、 模型ヘリ コ プ タ ー に よ る 空中写真 を 委託 し た 。

ま た 、 外輪山 中腹付近 か ら の遠景撮影 も お こ な っ た 。

1 2月

木崎 と 飯富調査員 は、 湯の 口 遺跡 の 調査 か ら 離れ、

2 日 か ら 方無田遺跡 の 調査 を 始 め た 。 重機 に よ る 表

土剥 ぎ作業 が中心 で、 こ の 作 業 は 10固 ま で続 い た 。

表土剥 ぎ が終了 す る と 、 引 き 続 い て 調査区の 清掃作

業 と 遺構確認 を お こ な っ た 。 し か し 、 水 が湧 き 出 す

た め に、 そ の作業 も 遅 々 と し て 進 ま な い 。 清掃作業

と 併行 し て、 排水溝の掘削 も 進 め る 。

住居跡の 調査は、 19 日 か ら 開 始 し た 。 対象 と な っ

た住居跡は l 号� 4 号住居跡で あ る 。

来跡者 と し て は、 5 日 に愛媛大学下僚信行先生 と

熊本大学 甲元農之 先生、 6 日 に 愛媛大学下僚信行先

生 と 名 古屋大学村上恭通先生 が あ っ た 。

1月

寒 い 日 々 が続 く こ と も あ っ た が、 例年 に な い暖冬

で あ り 、 比較的過 ご し や す い 日 々 で あ っ た 。 調査は

本格化 す る 月 で あ る 。 最初 に、 ベ ン チ 移動 や グリ ッ

ド 設定 を お こ な い な が ら 、 遺構調査 も 継続 し た 。

新た に 対象 と な る 遺構は、 5 号 � 8 号住居跡 で あ

る 。 ま た 、 住居跡発掘 と 共 に、 そ の 合聞 を ぬ っ て、

調査区 中央 に あ る 谷部 の 掘 削 も お こ な っ た 。

2月

幸 い に も 暖冬で あ り 、 調査の 順調 に い く か と 思わ
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れ た が、 前半 は、 悶の 日 が続 い て 水 対策 に 追 わ れ る

日 々 を 送 る 。 し か し 、 後半 に 入 り 、 作業 の速度 も 増

し て い く 。

新た に 調査 を おこ な っ た 住居跡は、 9 号� 1 6号住

居跡で あ っ た 。 ま た、 2 月 か ら 継続 し て い た 中央の

谷部掘削 も 住居跡発掘の 合間 に お こ な っ た 。

3月

木崎 が 日 中旧石 器学術交流団 の 一員 と し て 中国へ

赴 い た が、 飯富調査員 の孤軍奮闘 に よ り 、 調査 も 順

調 で あ っ た 。

こ の 月 に 入 り 、 ま ず残 り の 調査区の表土剥 ぎ を 始

め、 1 7 日 に終了 し た 。 そ の問、 湯の 口遺跡 の 方 か ら

園村調査員 が時折指導 に 訪れ て い る 。 な お、 作業員

の作業 は、 中央谷部 の掘削 に あ て て い る 。

表土剥 ぎ が終了 す る と 、 次 に 調査区 の 清掃 と 遺構

確認 に作業の重点、 を 移 し た 。

4月

飯富調査員 が大薄町教育委員 会へ異動 す る こ と に

な り 、 か わ っ て 水野調査員 が調査 に 合流す る 。

13 日 か ら 調査 を 再開、 調査区 の 清掃 と 調査区 に 溜

ま っ た 水 の排水作業 か ら 始 め た 。 そ し て 、 24 日 に 調

区 内 の杭打 ち と ベ ン チ 移動、 続 い て 25 日 か ら 竪穴式

住居 の本格的調査 に着手 し た 。 対象遺構は、 1 6号~

1 9号住居跡で あ る 。

空中写真の撮影 を 20 日 に お こ な っ た 。

協議 と し て は、 21 日 に 湯の 口 遺跡の 現場事務所で

今後 の 予定 に つ い て の 話 し 合 い が も た れ た 。 そ の際

に、 農政側 か ら は方無回遺跡、の 調査 を 6 月 末迄 に 終

了 し て も ら い た い旨の申 し 入 れ が あ っ た 。 こ れ に つ

い て は、 可能だ と の 回 答 を し て い る 。

5月

調査 も 終盤 に 近 づ き 、 慌た だ し く な っ て き た 。 5

月 の 作業積み残 し 分 を 処理 し な が ら 、 新 た な 遺構へ

着手す る 。 で も 、 雨が多 く て 排水作業 を 繰 り 返 さ な

け れ ば な ら な い 。

対象遺構は、 2 1 号�32号住居跡 で あ る 。 遺構の残

り が悪 〈 、 発掘作業 も は か と 守っ た 。

来跡者 と し て 、 21 日 に、 文化課の 高浜保子 さ ん他

教育庁女性職員 の 現場視察 が あ っ た 。



第 2 節 調査の方法と 経過

6月

こ の 月 が調査終了 の 月 で あ る 。 残 り の遺構の 調査

と 残務整理 と 忙 し い 日 々 が続 い た 。

調査対象 の住居跡は、 新た に 33号-40号住居跡 が

あ る 。 特 に、 39号 と 40号住居跡は、 弥生時代 中期初

頭の城ノ越式土器 が出 土 し て驚 く 。 お そ ら く 、 阿蘇

谷 の 中 で最古の住居跡 と な る か ら だ 。 今後の研究進

展 に 大 き な 期待 が寄せ ら れ そ う だ 。 こ の 他 に 、 2 基

の周溝遺構の 調査 も 実施 し た 。 遺構調査の終了 は、

1 2 日 で あ る 。 そ の 後、 調査区 の地形 図 や遺構配置図

の 作成や調査区北側 に あ る 谷部の掘削 に 作業員の仕

事 を 移 し た 。 谷部堆積物の上層 か ら た く さ ん の遺物

が出土 す る が、 す ぐ に 水 が湧 き 出 し て き て 作業 も あ

ま り は か ど ら な い 。

来跡者 と し て は、 6 日 の城南町歴史 民俗資料館の

清 田純ー さ ん がい る 。

調査は、 18 日 に 無事終了 し た 。 し か し 、 水野調査

員や作業員は、 引 き 続 い て池田 ・ 古園遺跡調査へ合

流す る 手筈で あ り 、 調査終 了 を ま っ て 慌た だ し く 調

査機材等 の 移動 を お こ な っ た 。 な お、 空 中写真の撮

影は、 7 月 1 日 に お こ な っ た 。

3 . 狩尾 ・ 前田遺跡

調査は、 重機 に よ る 表土 の取 り 除 き の後、 遺構の

検出作業 を お こ な っ た 。 当 遺跡 も 、 黄褐色土 の確認

面 に 黒色土 が入 り 込 む と い う 状況であ り 、 比較的容

易 に進行 し た 。 検出作業は、 竪穴住居 の平面形の把

握 と 同時 に、 遺構の切 り 合い関係 の識別 に重点 を 注

ぎ、 遺構確認終了 後、 グリ ッ ド設定作業 を 開始 し た 。

グリ ッ ド の 設定 も 、 そ の方法 は 基本的 に 前項 と 同 じ

で あ り 、 設定 の 基準 と し た も の は、 建設 中 の 南北 に

貫流す る 支線第 5 号排水路の 基準点 (工事園地0 )

か ら 排水路の 中心 を 見通 し た 線 を 南北の基準線 と し

に 4 区 に 分 か れ て い る た め、 こ れ も 便宜上、 北 か ら

調査 I 区~調査 町 区 と 設定 し た 。 な お調査区 は、 南

北 lこ 1 30m 、 東西 に 50m の 範 囲 の 中 に あ り 、 飛 び地

に な っ て い る 。 標高 は、 調査区 の 南東方向 に あ る 圃

場 整備事業地内 に 建設 さ れ た ベ ン チ マ ー ク ( B M

473.997) 杭 か ら 各調査区 内 の 木杭 に任意 の 標高 を

移設 し た 。 こ の 作業終了 後、 遺構調査 を 開始 し た 。

遺構調査の方法 は、 前項 と 同様 で あ る た め こ こ で

は記述 し な い 。

1 2月

湯の 口遺跡 で お こ な っ た 1 1 月 20 日 の農政側 と の協

議 の 際 に 、 前田遺跡の排水溝部 分 の 調査 を 先行 し て

実施 し て も ら い た い旨の申 し 入 れ が あ っ た 。 そ の 意

向 を 受 け て、 19 日 に ま ず排水溝部分 の 表土剥 ぎ を お

こ な う こ と に な っ た 。 そ の任 に あ た っ た の は、 方無

田遺跡の 木崎 で あ る 。 結果は、 表土剥 ぎ を お こ な っ

た部分 に は遺構 が見 あ た ら な か っ た 。 す ぐ に 島津係

長 に連絡 を お こ な い、 計画 に そ っ た 工事 を 着 手 し で

も 構 わ な い旨が農政側 に 伝 わ っ た 。

3月

調査員 と し て漬田 ・ 吉田 ・ 北川 調査員 が そ れ に あ

て ら れ る こ と が決定 し た 。 し か し 、 湯の 口遺跡や池

田 ・ 古園遺跡 の 調査 が ま だ 継続中 で あ り 、 調査段取

り の 関係上 で前田遺跡 の 調査 を 先行的 に お こ な う た

め に は方無 田遺跡の方で対応 し な け れ ば な ら な か っ

た 。 そ う し た状況 を う け て 、 方無田遺跡の飯富調査

員 と 木崎 が表土剥 ぎ に 対応す る こ と に な っ た 。 表土

剥 ぎは、 1 7 日 か ら 31 日 ま で お こ な っ た 。

4月

担当 の 調査員が ま だ 湯の 口遺跡や池田 ・ 古園遺跡

の調査 に 携 わ っ て い た の で、 表土剥 ぎ作業終了 後、

調査区 は そ の ま ま 放置 し た 。

調査開始は、 24 日 で あ る 。 ま ず、 漬田 調査員が調

て求め、 ま た そ の 点 を基点と し て置角方向 を 求め た 。 査入 り し た 。

測量 に は、 ト ラ ン シ ッ ト を 使用 し 、 区画10m X 10m 

の 正方形の 測点 に 木杭 を 打設 し た 。 区画の呼称は、

便宜的 に 北東隅 を 起点 と し て、 西方向 に l 列- 6 列、

南方向 に A 列-M列 と 決 め た 。 従 っ て、 調査区 内 の

場所 を 示 す 呼称、は、 A (南北軸) - 1  (東西軸) 区

と い う よ う に 指定す る 。 ま た 、 調査区 が、 南北方向
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作業員 を 湯の 口遺跡の方 か ら 持 っ て く る と い う 段

取 り で あ っ た が、 調査 が少 々 延 び る こ と が わ か り 、

応急的 に方無 田遺跡の 作 業員 を あ て る こ と に し た。

た だ し 、 調査区 の状態 が悪 く 、 ま た 一部剥 ぎた ら な

い部分 も み ら れ た の で、 ま ず剥 ぎた ら な い部 分 の 表

土剥 ぎ を お こ な う こ と に な っ た 。



5月

表土剥 ぎ を 連休明 け か ら お こ な い、 並行 し て 表土

剥 ぎ を お こ な っ た 。 ま た 、 清掃作業 お よ び遺構確認

も 併せ て 実施 し た 。 作業員 は、 方無 田遺跡の方か ら

来 て も ら っ た 。

本格的 な 調査 は 15 日 か ら で、 そ の 日 に 北川 調査員

が合流 し 、 続 い て 27 日 に 吉田 調査員 と 湯の 口遺跡 か

ら の作業員 が調査 に 加 わ っ た 。 ま た、 i賓田 調査員 は、

27 日 か ら 奈良 国立文化財研究所研修受講の た め 、 調

査 か ら 外 れ る こ と に な っ た 。

調査対象 の遺構は、 1 号- 3 号住居跡 で あ る 。

6月

こ の 月 を も っ て 調査は終了 す る 。 調査対象 と な る

遺構は、 4 号-13号住居跡 と 掘立柱建物跡で あ っ た 。

調査終了 は、 18 日 で あ る 。 続 い て 、 器 材 な ど を 次の

調査現場で あ る 、 池 田 ・ 古園遺跡へ搬出 し た 。

4 . 池田 ・ 古園遺跡

調査は、 重機 を 使 っ た 表土剥 ぎ取 り か ら お こ な っ

た 。 そ の 後、 清掃 を お こ な い、 そ れ と 並行 し て 、 遺

構の検出作業 を お こ な っ た 。 検出作業は、 黄褐色土

の確認面 に 黒色土 が入 り 込 ん い た の で、 比較的容易

に進行 し た 。 遺構確認が終了 す る と 、 す ぐ に グリ ッ

ド設定 を 開始 し た 。 グリ ッ ド は、 調査区 ご と に 基準

を か え た 。 調査 I 区 は、 排水溝 が調査対象 な の で、

そ の 中央線 に 沿 っ て グリ ッ ド を 設 け た 。 ま た、 離れ

た場所 に あ っ た 調査 E 区 は 、 同ー の グリ ッ ト が設 け

ら れ ず、 圃場の方向 に あ わ せ た任意の方向 で設定 し 、

ト ラ ン シ ッ ト を 使 用 し た 。 区画は、 10m X lOm 大の

正方形 で あ る 。 区 画 の 呼称は、 調査 I 区 で は 西 か ら

1 区 - 13区、 調査 E 区 で は 南西隅 を 起点、 に し て 東方

向 に 1 列-:-6 列、 北方向 に A 列 - E 列 と 決 め た 。 従

っ て 、 調査区 内 の場所は、 調査区 に よ っ て 異 な り 、

I 区 では I 区 l と 、 H 区 で は A (南北軸) - 1  (東

西軸) 区 と い う よ う に 指定 す る 。 標高は、 圃場整備

事業地内 に建設 さ れ る 排水溝の セ ン タ ー 杭 を 使 っ て

割 り 出 し た 。

遺構の検出作業は、 平面形の把握 と 共 に、 遺構 ど

う し の切 り 合 い 関係 の 識別 に 重点、 を 注 い だ 。 遺構調

査は、 そ の結果 を ま っ て 実施 に 移 し た 。
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遺構は、 土 層 観察用 の 土 手 を 十字 に 残 し て 掘 り 始

め た 。 掘削 が床面 に 達 す る と 、 土 手断面 を 観察 し た 。

そ の観察 の要点は、 色調、 土 の 粒子 の 大 き さ 、 し ま

り 具合、 粘性 の帯 び具合、 含 有 物 の 種類 と 有無 を 設

け た 。 士層 の 観察 ・ 区分 が終 了 す る と 、 そ れ を 実測

図 と し て 記録 し 、 詳細 な 文章記述 を 入 れ た 。

土層断面の完成後、 次 に 土 手 を 取 り 外 し て、 竪穴

式住居跡の 全体 を 掘 り 上 げ た 。 炉では、 焼土面 や灰

面 ま での土 を 除去 し た 。 柱穴では、 一部柱痕跡 を 確

認 し た も の も あ る が、 多 く の場合 に は 掘 り 方の 全体

掘 り 上 げ を お こ な っ た 。

遺構調査 は、 実測図 の 完成 と 写真撮影 の 完 了 です

べ て を終了 し た 。 遺構の 実測図は、 平 面 図 と 断 面 図、

そ し て 先 に 記録 し た 土 層 断 面 図 で、 必要 と 思 わ れ る

場合 に は そ の つ ど微細図 な ど を 作成 し た 。 縮尺は、

20分の l で あ り 、 微細図 で は 10分 の l で必 る 。 写真

撮影 は、 2 方向 か ら お こ な っ た 。 主軸方向 と そ れ に

直行す る 方向 で あ る 。 使用機種は ニ コ ン F 3 で、 フ

ィ ル ム は モ ノ ク ロ と カ ラ ー ス ラ イ ド の 2 種 を 使 っ た 。

こ の 他、 周溝遺構は20分 の l で、 写真は竪穴式住居

跡 と 閉 じ 様式 で撮影 を お こ な っ た 。 溝は、 50分 の l

で、 お こ な っ た 。

地形 図 及 び遺構配置 図 は、 そ の つ ど縮尺200分 の

l で作成 し た 。 等高線は 20叩毎 にヲ| い た 。

調査終了 に 際 し て は、 調査区全体の 記録写真 と し

て、 模型ヘリ コ プ タ ー に よ る 空 中写真 を 委託 し た 。

ま た 、 外輪山 中腹付近 か ら の遠景撮影 も お こ な っ た 。

1 月

表土剥 ぎ を 調査 に 先立 つ て お こ な っ た 。 そ の 期 間

は、 12 月 24 日 -27 日 、 1 月 7 日 - 9 日 で あ る 。

調査員 と 作業員 が一同 に 集 ま っ て の 調査開始は、

13 日 か ら で あ る 。 調査員 は、 丸山 と 潰田 の 二 人 で あ

る 。 例年 に な い 暖 か い冬の た め、 過 ご し や す い 日 々

を お く る 。

ま ず、 調査区 の 清掃 と 遺構確認 を お こ な っ た 。 ま

た、 併せ て 16 日 と 17 日 に杭打 ち 、 20 日 と 22 日 に ベ ン

チ 移動 を お こ な っ た 。 調査対象遺構 は、 l 号- 5 号

住居跡 で あ る 。

来跡者 は、 1 6 日 に 阿蘇町教育委 員 会 と 文化財保護

委 員 会 か ら 計3 名 あ っ た 。
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2月

調査が始動 し て 半 月 。 調査 も 順調 に 進行 し は じ め

た 。 1 7 日 か ら 新た に戴堅調査員 を迎 え 、 3 人体制 と

な っ た 。 遺構調査は l 月 の 積み残 し の 処理 を お こ な

う と 同時 に 、 新た に 6 号� 9 号住居跡 を 調査 し た 。

近 く か ら 10数年前 に 銅鉾が見つ か っ て い た こ と が地

元 の 方 の 通 報 で わ か っ た 。 重要 な 問 題 で あ り 、 そ の

旨 を 島津係長 に 報告 し 、 指示 を 仰 ぐ 。 そ の後、 25 日

に、 そ の拾得者 (石島政広 さ ん ) と 共 に 現地踏査 を

お こ な っ た 。 同 行 者 は 島津係長 と 調査員であ る 。 な

お、 こ の 資料は、 石島 さ ん の ご好意 に よ り 、 熊本県

文化課 に寄贈 さ れ る こ と に な っ た 。 保管場所 は、 熊

本県文化財収蔵庫 で あ る 。

3月

暖か い季節がや っ て き て、 調査 も 順調 に推移 し て

い る 。 調査は 2 月 の 積み残 し 作業 を 処理 し な が ら 、

新た に、 10号�14号住居跡 が対象 と な っ た 。

4月

新年度 に な っ た が、 調査員の顔ぶ れ に 変化は な い 。

た だ し 、 i賓田 調査員は、 前 田遺跡の 調査 に 従事す る

た め に、 24 日 か ら 調査 を 離 れ た 。 調査は、 3 月 か ら

の繰 り 越 し 分 を 処理し な が ら 、 新た に 1 5号�1 9号住

居跡 を 調査対象 と し た 。

協議関係 では、 21 日 に 湯の 口遺跡で今後の調査 ス

ケ ジ ュ ー ル に つ い て会議 が あ っ た 。 そ の 際 に、 池田 ・

古園遺跡 は、 6 月 末迄 に と い う 申 し 入 れ が あ っ た が、

現在の状況では 7 月 末 に し か終 わ ら な い よ う だ 。 し

た が っ て、 調査工程 を 作成 し 、 5 月 中旬 に も う 一度

協議 を す る こ と に な っ た 。

空中写真の撮影 を 21 日 に お こ な っ た 。

5月

調査は、 淡 々 と 進 ん で い る 。 月 の 前半 は そ れ ま で

の積み残 し 分処理 で、 後 半 は 新 た な 遺構へ の着手で

あ る 。 対象遺構は、 20号�23号 ・ 25号 ・ 30号 で あ る 。

ま た 、 遺構配置図 の 作成 も お こ な っ て い る 。 調査 I

区 は、 29 日 に 無事終 了 し た 。

長 い 間 の懸案事項で あ っ た プ レ ハブ移転場所 も 、

地元の 方 々 の ご好意 で公民館敷地 に 決 ま り 、 21 日 に

無事移転 し た 。

来跡者として、 文化課の高浜保子さん他、 教育庁
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女性職員一行 が調査状況 を 視察 し た 。

6月

調査区 が H 区へ移 っ た 。 前 半 は 積み残 し 分 を 処理

し つ つ、 新た な 遺構へ の 着手、 後半 は そ の遺構 に 全

力投球 と い う サ イ ク ル と な り 、 調査の速度 も 相 当 に

増 し た 。 新た な 対象遺構は、 24号 ・ 26号 ・ 28号 ・ 29

号 ・ 31号 �33号、 1 号� 3 号周溝遺構、 そ し て歴史

時代 のj毒で あ る 。

方無 田遺跡 と 前 田遺跡の 調査 が終了 し た た め 、 22

日 に 両 方 か ら 調査員 と 作業員が調査 に 合流 し た 。 合

流 し た 調査員 は、 水野 ・ 吉田 ・ 北川 で、 水野調査員

が調査 H 区 の歴史 時代 の 溝調査へ、 吉 田 ・ 北川調査

員 が調査 皿 区へ張 り 付 い た 。

来跡者は、 多 い 。 )1固 に 書 く と 、 6 日 に 阿蘇事務所

耕地課、 9 日 に農政局 と 阿蘇事務所 か ら 1 0人程度、

城南町歴史 民俗資料館の 清 田 純ー さ ん が、 1 1 日 が農

政局 と 阿蘇事務所、 換地委員長 さ ん で、 25 日 が愛媛

大学 田崎博之先生 ・ 名 古屋大学村上恭通先生 で あ る 。

ま た、 阿蘇町立 の 内牧小学校 か ら 歴史 ク ラ ブの児童

10名 と 引 率教諭1 名 が発掘調査 を体験 し た 。

7月

調査終了 の 月 で あ る が、 梅雨で悪天候 を 予想 し た

が、 調査は順調 に進行 し てい る 。

ほ と ん どの遺構は、 6 月 中 に 着 手 し て お り 、 7 月

に 入 っ て 始め た も の は、 調査区拡張で確認 さ れ た 42

号 と 43号住居跡で あ る 。 こ の 他、 平 板 に よ る 遺構配

置図 と 地形図の 作成 も お こ な っ た 。

空中写真の撮影は、 1 日 に 実施 し た 。

来跡者は、 福岡大学武末純一先生 で あ る 。

調査は、 21 日 に 無事終了 し 、 関係部局へ の あ い さ

つや調査整理 の 後 に 24 日 に 器 材 を 撤収 し た 。
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第 E 章 遺跡の概要
第 1 節 遺跡の環境

1 . 地理的環境

狩尾遺跡群 は 、 熊本県阿蘇郡阿蘇町狩尾 に 佐 置す

る 。 阿蘇郡 は 熊本県の北東部 に 位 置 し 、 北 と 東 は 大

分県、 東南は宮崎県 と 接す る 。 阿蘇地方 は 南国九州|

に あ っ て も 、 特異 な 風土 を も っ て い る 。 高冷地 の た

め 、 盛夏 が少 な く 、 冬の期 聞 が長 い の が特徴 で あ る 。

1 1 月 に は 霜 がみ ら れ 、 冬期 の 積雪 も 珍 し く な い 。 郡

の地勢 は 、 阿蘇山 を 中 心 と し て 、 カ ル デ ラ と 外輪山

お よ び そ の 山 麓部の地区 か ら な る 。 こ れ ら の地域の

共通 点 は 、 灰 石 と 呼 ば れ る 溶結瀧灰岩 が基盤 と し て

あ り 、 そ の 上 を ヨ ナ と よ ぷ黒色 の 火 山灰 が覆 っ て い

る こ と で あ る 。 阿蘇町 は 、 カ ル デ ラ の北谷 の 中心域

を 占 め 、 南 は 中央火口丘、 中央部 は カ ル デ ラ 平坦面 、

北は 外輪山 内側斜面 と 一部外側原野 を 含 む。 カ ル デ

ラ 平坦面 を 、 東 か ら 西 に 黒川が流れ て い る が、 阿蘇

町の 中心街 で あ る 内牧付近 で南 に 流 れ を 変 え 、 更 に

南西の方向へ流れ て い る 。 黒川沿い の微高地 に は 集

落が発達 し て お り 、 山 麓 に あ る 集 落 と パ ラ レ ル な 位

置関係 を な す 。 す な わ ち 山 麓 の 折戸ー上小屋一申水

一一里山 一産小屋一石 の 前 な ど の 集 落 に 対 し 、 黒1 1 /

沿い に駄原一山 崎一広瀬一下原ー下 回 代 な どの集落

が 自 然堤防上 に あ る 。 お そ ら く 、 こ の よ う な 二重の

村落の 在 り か た は 、 歴史 的 に か な り 遡上 す る で あ ろ

う 。 黒川は カ ル デ ラ を 深 く え ぐ り 、 水面 ま で約1 0m

を は か る と こ ろ も 少 な く な い 。 さ ら に 、 蛇行 が激 し

く 三 日 月 湖 な ど が多 く 認め ら れ る 。 し た が っ て 、 こ の

川は近世 ま で充分 に 利 用 さ れ る こ と は な か っ た 。 狩

尾遺跡群の位置す る 地点、は 、 水 田 や畑地 と し て 利 用

さ れ て き た が、 そ の 用 水 に つ い て は 外輪山 を 水源 と

す る も の で あ る 。 カ ル デ ラ 面 の 河川沿い の微高地 を

除 い て 、 平坦面 は 湿地で あ る 。 と く に 、 狩尾遺跡群

か ら 東側 は 、 別 名 「千町無 田 」 と 呼ば れ て お り 、 近

世初頭 ま で、 未 開 墾 の 湿地 で あ っ た 。 こ の地区 の 本

格的 な 開 発 は 江戸 時 代 に な っ て か ら で あ る (花岡

1900) 。
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2 . 歴史的環境

阿蘇地方 は 起伏 に 富 む地形 を も っ て い て 、 そ れ ぞ

れ の 地区 に 多 く の遺跡 が分布 し て い る 。 そ れ を 調べ

る と 時代毎の遺跡 の 分布 は 、 地形 と 密接 に 対応 し て

い る こ と が わ か る (島海1 980) 。 時代順 に 概観 し て

み よ う 。

縄文時代

外輪山 内壁斜面 に 多 く み ら れ る 。 早期 か ら 晩期 ま

での遺跡 が出土 し て い る が、 遺跡の 規模、 内容 か ら

み て 2 種 に わ か れ る 。 ひ と つ は 各期土器 が出 土 し て 、

相 当 長 い 時期 の生活跡 と み ら れ る 遺跡で あ る 。 阿蘇

町六本松遺跡 は 、 約 l 加 の 広 さ を も っ 、 こ の 類の 代

表遺跡 で あ る 。 一方、 1 時期 の 土 器 し か 出 土 し な い

遺跡 も あ る 。 さ ら に 土 器 は な く 石鍛の み 出土 す る こ

と も 少 な く は な い 。 こ の 2 つ の遺跡の あ り か た は セ

ン タ ー 的役割 を も っ た 拠点集 落 と 狩猟や採集 の 一時

的 な 逗留地 と 解釈で き る 。 と く に 石鎌の み 出 土 す る

遺跡は 狩猟の キ ャ ン プ地 で あ ろ う 。

弥生時代

前期 の遺跡 は あ る が、 ど の よ う な 実体 か は っ き り

し な い 。 中期の遺跡は 前期 と 同様少 な い 。 阿蘇谷 で

は 今 回 の 狩尾遺跡群 を 除 い て 、 阿蘇 谷 で は つ ぎの 4

ヶ 所の 発掘調査 が な さ れ て い る 。

陣内遺跡 (阿蘇町西湯浦)

カ ル デ ラ の北平坦の 中央 に 位 置す る 。 外輪山 か ら

延 び る 、 埋没 し た低丘陵 の 先端 に位置す る 。 弥生終

末期 の竪穴22基 が出土 し た 。 カ ル デ ラ 内 に 弥生遺跡、

があ る こ と が、 最初 に確認 さ れ た (清田 1 982) 。

宮山遺跡 (阿蘇郡赤水)

中央火 口丘 か ら 北西 に延 び る 丘陵 先端 に あ り 、 2

基の 方形竪穴 を 検出 し た 。 l 号竪穴 に は カ マ ド様の

遺構 が あ る 。 住居跡の 焼土 内 か ら 米粒が検 出 さ れ 、

弥生期 の稲作 を 証明 し た (緒方1 972) 。

前田遺跡 (阿蘇町小園)

黒髪式 を 出土 す る 住居跡 1 基 を 検 出 し た 。 黒髪式

と 共 に 須玖式系 の 彩色土器片 も 出土 し た 。 古式 の 石

包丁 が採集 さ れ て お り 、 阿蘇谷 の 稲作関連資料と し
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で は 最 も 古い も の で あ る 。

下山西遺跡 (阿蘇町乙姫)

宮山遺跡 と 同様、 中央火 口 丘 の 先端 に 住置す る 。

34基の竪穴の う ち 、 古墳時代 の 1 基 と 時期 不明 の 2

基 を 除 い て 、 弥生時代終末期 の も の で あ る 。 さ ら に

丘陵の 最先端部 に 4 基 の 石棺 があ り 、 こ の う ち 3 基

か ら 鉄剣 1 本 づつ が出土 し 、 l 基 か ら ガ ラ ス 玉 が出

土 し た 。 石棺の 中 に は 大量の ベ ン ガ ラ が入 れ で あ り 、

被葬者 は 阿蘇 黄土 を 利 用 し た べ ン ガ ラ の 生産 と 関 わ

り あ る 者 で あ ろ う 、 と 推定 さ れ た 。 遺跡 か ら 出土 し

た 土 器 は 4 期 に わ か れ る が、 調査者 は 最終期 の 町期

は 古墳時代 の 疑 い が あ る も の の 弥生 時代 に属 す と し

た 。 土 器編年 を 基準 に し て遺構の 変遺 を み る と 、 1

期 に 5 � 1 0個 の竪穴 が あ る が、 同時期 の 切 り あ い を

勘案 す る な ら 、 4 基の竪穴の 同時存在 が想定 さ れ る 。

こ の遺跡 か ら は 多 種 ・ 多様の遺物 が出土 し た 。 ガ ラ

ス 製勾玉 ・ 銅鏡 ・ 銅鉱等、 北部九州 と の 直接的繋 が

り を 窺 わ せ る 物 も 少 な く な い 。 ま た 1 52点 の 鉄器 が

出 土 し た 。 と く に 織の 占 め る 割 合 が高 い 。 白 川 ・ 大

野 川 流域の 弥生後期の 鉄器 の 総 合的 な 分析 に よ れ ば、

こ の地域 は 鉄器生 産 と 流通 に つ い て 地域的特長 を 示

し 、 北九州地域 と は 異 な る 様相 を 示 す (村上1992) 。

こ の遺跡 か ら 狩尾遺跡群へ は カ ル デ ラ を 隔 て て 西方

約3 . 8km を は か る 。 な お 、 下 山 西遺跡 の 西南約300m

か ら は 、 大正 4 年 (1 900) に 中細銅文 1 本 が発見 さ れ

て い る 。 (梅原 ・ 古賀 ・ 下林1 925) 。 お そ ら く 下 山 西

遺跡 と 関係 あ る も の で あ ろ う 。 こ の 下 山 西遺跡は阿

蘇 谷 の 弥生期 の 有 力 集落の ひ と つ と み て よ い (高谷

編1 987) 。

以上 の よ う に 、 阿蘇谷 の 弥生 文化 は 高冷地 に も か

か わ ら ず他地域 と 比 し て 、 か な ら ず し も 特異点 を も

た な い 。 す な わ ち 、 初期水 田 耕作 を 基盤 と す る 社会

で あ っ た こ と がわ か る 。 し か も 、 諸遺物 の な か に は

北九州 と の 交通 を 窺 わ せ る も の が あ る 。 し か し 、 多

種 の 鉄鍛 の 出土 に み る よ う に 中 九 州 、 と り わ け 白 川

水 系の 諸遺跡 に 通 有 の 現象 も み ら れ る の であ る 。 こ

の よ う な カ ル デ ラ 平坦面 の 諸遺跡 に 比 し て 、 外輪山

や 中 央火 口丘等の 高所の遺跡 の 調査は ほ と ん どす す

ん で い な い 。 外輪山 の 西高 所 に あ る 谷頭遺跡 の発掘

が唯一 の 例 で あ る 。
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谷頭遺跡 (西原村谷頭)

こ こ では 黒髪期 の 川形 と 方形の竪穴 と 木棺墓が調

査 さ れ た 。 水 田 耕作 に は 不適 の 地 で あ る の で、 雑穀

栽培や焼畑耕作 な ど の 生 産 が想定 さ れ て い る 。 磨製

石 微 な ど に 山地型 と よ ぶ、 特徴 あ る も の が分布す る

(下僚1 977) 。 こ の 遺跡で注 目 さ れ る の は 、 石 器 の

な か に 石 包 丁 の 未製 品 が含 ま れ る こ と で あ る 。 制 作

さ れ た 石 包 丁 を こ の集落で消費 す る こ と は 考 え に く

い 。 む し ろ 、 水 団地帯へ の搬出 す る た め の 生 産 で あ

っ た と み ら れ る 。 石 包 丁製作技術 の な か に は 、 磨製

石鍬製作 と 相 い 通 じ る 技術 が あ り 、 相 互 の 技術の転

換は 容 易 で あ っ た と 考 え ら れ る 。 す な わ ち 、 在地的

技術 が新製品製作へ転化 し て い る の で あ る 。 こ の よ

う に 、 高地 の 非 水 田 地帯 で の 石 包 丁 生産 は 中央火 口

丘斜面 の 長陽村沢津野遺跡 で も み ら れ る 。 こ の よ う

な 、 現象 の な か に 、 カ ル デ ラ 部 での初期 水 田 耕作の

開始 を 直接 に 契機 と し て 、 高地部 で の 「 商 品J の 生

産 が始 ま っ た こ と 、 す な わ ち 縄文的社会が稲作 を 契

機 と し て 分裂 し て い く こ と を み る こ と が出 来 る 。 す

な わ ち 、 主 に 農耕地 と し て の優劣 を 主要因 と し て 阿

蘇谷内 に地域的 な 不均等 が生 ピ 、 こ れ が古墳時代へ

と 引 き 継がれ て い く 。

古墳時代

現在、 阿蘇谷 で86基 の 古墳 が知 ら れ て い る (島津

1980) 。 副 葬品 や土 器 な ど が出 土 せ ず時代 を 特定 で

き な い単独の長且合石棺 が相 当 あ る 。 こ の な か 下 山 西

遺跡 に み ら れ る よ う に 弥生後期の も の も あ る と お も

わ れ る 。 遺物 を 持つ も の と し て は 、 本村石棺 が も っ

と も 古い 。 石 棺の 土境部分 に 複 合 口 縁壷 が直 し て 据

え で あ り 、 周辺 か ら 小型 の 複 合 口 縁査 と 赤色顔料 を

詰 め た 広 口 壷 が出土 し た 。 土 器 の 年 代 は庄内~布留

式平行期 と み ら れ る 。 こ の期 に 引 き 続 き 中通古墳群

の 主墳で あ る 長 目 塚古墳 がつ く ら れ 、 以後大型の 円

墳 と 前方後円墳 がほ ぼ世代毎 に 作 ら れ て い る 。 お お

そ ら く 後の文献上 に み え る 阿蘇君の 古墳 で あ ろ う 。

後期 に な る と 、 手野地区 に迎平 ・ 外国古墳群 がつ く

ら れ 巨大 な 下御 倉 ・ 上御 倉 古墳 を 石室墳の 最後 と す

る 。 い っ ぽ う 外輪山 の 凝灰岩露頭部 を は じ め 、 ロ ー

ム 層 に 横穴 が作 ら れ る が、 こ の 中 に は 御塚横穴の よ

う に 古式 の様式 があ る 。 後期 に な る と 、 古墳の 分布
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第 3 表 関係遺跡地名表

( 第 3 図 阿蘇苔 を 中心 と す る 主要弥生 時代関係の遺跡)

〔調査遺跡〕

1 狩尾 (熊本 県阿蘇町) 23 秋永 (熊本県益城町")

2 陣内 ク ク 24 二子塚 。 嘉島町 )

3 前 回 ろ， ろ， 25 高i叩 ペシ 蘇陽IIIJ)

4 下 山 西 。 イシ 26 椛屋 ペン イシ
5 宮 111 ろ， // 27 上畑 ( 大 分 県 竹 田 市)

6 う て な イシ 七城IIIT) 28 内 河野 。 。

7 岡 田 イシ 。 29 也音rl // 。

8 八 反 田 ぞ〉 西 合志町) 30 ネ ギ ノ ペシ ク

9 高 木 原 イン イシ 3 1  石 井 入 口 ペン イシ

1 0  無 田 原 イシ 大津IIIT) 32 小国 イン ペシ
1 1  水 の 山 ク ペン 33 平 井 ペン ク

1 2  日 向 ク '" 34 政 所 西 イシ イシ

1 3  西弥護面 。 ペン 35 古賀 。 。

1 4  梅 ノ 木 。 菊l場11fT) 36 谷尻原 。 イ〉

1 5  石 原 ・ 亀甲 ( 。 熊本市) 37 恵良 。 。

1 6  I場丘 ク 長陽村 ) 38 中 山 ペシ イン

1 7 原 口 ろ， 久 木野村) 39 北原 ク イン

1 8  柏木 谷 イン イン 40 薄糸平 イシ ペン

1 9  東一丁田 イシ // 4 1  11J1方 C 。 イシ

20 西ー下 回 。 。 42 宮 の 前 第 2 ( イシ イシ

2 1  谷 頭 イシ 西原村 ) 43 栴 ノ 木原 イン イン

22 村， * 。 熊 本 市)

〔武器形祭器〕
玉祥寺 ( 熊 本 県 菊池市) 中細矛 1 6 イ云鳥子神 社 ( 。 西原村) 中 広 矛 2

2 西原 ペン 旭志村) 中 広 矛 1 7 北請 イシ 阿蘇町") 中 広 矛 l

3 西津留 。 大津町) 中 細 文 2 8 鏡山 イン ク ) 中 広 文 l

4 大 山 内 イン イン ) 中広 文 2 9 鉾 ノ 木 。 久住町〕 中 広 文 3

5 二百石 ク '" ) 広 矛 1

(第 4 図 周辺遺跡分布 図〉

l 狩尾 ・ 湯の 仁I (集落泣跡) 7 宮山 (集落遺跡)

2 持尾 ・ 方無田 ( // 8 前 回 ペン

3 狩尾 ・ 前 回 // 9 陣内 ペン

4 古園 ペシ 1 0  �t請 (武器形祭器出土泣跡)

5 i也田 ベン 1 1 �"克山 。

6 下 山 西 ペシ

1 6 



は阿蘇谷東部 か ら 西部 に 広 が り 、 阿蘇町の小倉 ・ 宮

原地区 に も 円墳 がつ く ら れ る よ う に な る 。

律令時代 に な り 、 条里の施工 は 宮地地区 を 中 心 に

み ら れ る が ( 日 野1 977) 依然 と し て 阿蘇谷西部 は丘

第 E 章 遺跡の概要

陵部 や黒川 沿い の 自 然堤防 の微高地の周辺 を 除 い て

耕地 と し て の 使 用 は 不可能 で あ っ た と お も わ れ る 。

中世の阿蘇大宮司 家 の 活躍は 、 こ の よ う な 弥生 時代

以来 の 永 い 開発史 の 蓄積の う え に 成 っ た も の で あ る 。

第 4 図 周辺遺跡分布図
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第 2節 遺跡の概要

1 . 狩尾 ・ 湯の 口 遺跡

狩尾 ・ 湯の 口遺跡 は 、 熊本県阿蘇郡阿蘇町大字狩

尾字湯の 口 に 所在 す る 。 黒川 は 、 的 石 の 入 り 口 に あ

る 「跡 ヶ 瀬」 付近 で大 き く 蛇行 す る 。 遺跡は そ の近

く に あ り 、 黒川 の 旧河道 に 面 し て い る 。 立地は 、 黒

川 右 岸 、 そ の 黒川近 く に迫 る 微高地上 に あ り (第 5

図) 、 標高 は 、 472m 前後で あ る 。 そ の微高地 は 、 比

較的平坦で、 そ れ ほ ど の 比高差は な い 。

阿蘇外輪山 は 、 垂直 に 近 い 断崖 と な っ て 阿蘇盆地

の 内 壁 を 作 っ て い る 。 そ の 内 壁 は 、 標高約960m か

ら 700m ま では ほ ぼ垂直の状態で落 ち る 断崖であ る が、

そ の 後 は し だ い に 傾斜 を ゆ る め な が ら 500m 付近 で

終わ る 。 そ し て 、 そ れ以 後 は 黒J 1 1 の 氾濫原 に 向 か う 。

遺跡 は 、 こ の 標高500m 付近 か ら 始 ま る 低 面部 に位

置 し 、 し か も 黒川 の 氾濫原 の 中 に 浮 か ぶ微高地上 に

立地す る 。

狩尾 ・ 湯の 口遺跡 は 、 阿蘇外輪山 の 麓、 標高500m

か ら 470m の 聞 に 点 在 す る 遺跡 の 集 ま り の 中 で も 、

狩尾周辺 に 集 中 す る 遺跡群の ー っ と い え る 。 以下、

今回 の 調査結果 の 概要 を 示 し て み た い 。

調査で は 、 縄文時代 に 属 す る 土器片 と 石鎌、 弥生

時代後期 の竪穴式住居跡や周溝遺構 と 条溝、 そ れ に

土墳墓、 石棺墓 が検出 さ れ た 。 特 に 、 阿蘇 で初 め て

の 濠 を 伴 う 弥生時代後期 の 集落の発見 は 、 狩尾遺跡

群 の 調査の 中 で も っ と も 注 目 さ れ る 。

縄文時代 の遺物 は 、 縄文時代早期 に 属 す る 押型文

土 器 と 時期 不 明 の 石 織 が あ っ た 。 い ずれ も 包含層 中

か ら 検 出 さ れ た も の で は な く 、 採集 資料で あ る 。 ま

た 調査時 に お い て も 安定 し た 層 の 中 で当 該時期 の遺

物 を 取 り 上 げ る こ と も で き な か っ た 。 し た が っ て 、

こ の地 が当 時の集落遺跡 で あ っ た と い う こ と は な さ

そ う で あ る 。

弥生時代後期 で は 、 そ の後半 か ら 終末 ま での遺構

群 か耀認 さ れ た 。 土器型式 で は 野辺 田 式土器 と 呼ば

れ る も の に あ た る 。 竪穴式住居跡 が45基、 条溝 1 条 、

周溝遺構 2 基、 土坑 l 基、 土墳墓 1 基、 石棺墓 3 基

で あ る 。 湯 の 口遺跡の 中 で も も っ と も 充実 し た遺構

数 で あ る 。 先 に も 書 い て お い た が、 阿蘇 カ ル デ ラ 内
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で初 め て 発見 さ れ た 濠 を 伴 う 弥生時代の 集 落 に つ い

て は 、 熊本 に お け る 弥生時代社会 に つ い て の議論で

今後問題 に さ れ る も の で あ る 。

次 の 時代 は 、 歴史 時代の遺構で あ る 。 竃 付 き の 竪

穴式住居跡 と 掘立柱建物跡 が検出 さ れ た 。 そ の 数 は 、

竪穴式住居跡 が 6 基で、 掘立柱建物跡 が 6 基 で あ っ

た 。 そ れ ぞれ の遺構の 所属時期 に つ い て は 、 次 の 章

に 譲 る が、 大枠 と し て は竪穴式住居跡 が平安時代 で、

掘立柱建物跡 が平安時代 な い し そ れ以降 で あ る 。 そ

れ ぞれ の遺構群の性格付 け は 、 資料不足 で お こ な え

そ う に な い の が残念で、 あ る 。

2 . 狩尾 ・ 方無回遺跡

狩尾 ・ 方無田遺跡、 は 、 熊本県阿蘇郡阿蘇町大字狩

尾字方無 田 に 所在 す る 。 そ の 立地 は 、 黒川右岸 、 そ

の黒川近 く に迫 る 丘陵地上 に あ る (第 5 図) 。 標高 は 、

477m �473m で、 そ の丘陵地 の 先端 と 低地部 と の 比

高差は 2 � 3 m で あ る 。

阿蘇外輪山 は 、 垂直 に 近 い 断崖 と な っ て 阿蘇盆地

の 内 壁 を 作 っ て い る 。 そ の 内 壁 は 、 標 高約960m か

700m ま で は ほ ぼ垂直の状態で落 ち る 断崖 で あ る が、

そ の 後 は し だ い に 傾斜 を ゆ る め な が ら 500m 付近 で

終わ る 。 そ し て 、 そ れ以 後 は 集 落 が現 れ て さ ら に ゆ

る や か な 傾斜地、 阿蘇谷底面 と な る 。 遺跡 は 、 こ の

標高500m 付近 か ら 始 ま る 低面 部 に 佐 置 し 、 し か も

黒川 の 氾濫原 に 向 か つ て 延 び る 丘陵 に 立地す る 。 そ

の縦断勾配は 、 4 % で あ る 。

狩尾 ・ 方無田遺跡は 、 阿蘇外輪山 の 麓、 標高500m

か ら 470m の 聞 に 点在 す る 遺跡 の 集 ま り の 中 で、 狩

尾周辺 に 集 中 す る 遺跡群の 一 つ で あ る 。 以下、 今回

の調査結果の概要 を 示 し て い く こ と に し た い 。

調査で は 、 縄文時代 に 属 す る と 予想 さ れ る 剥片、

弥生時代 中 期 の 竪穴式住居跡、 そ し て 、 後期 の 竪穴

式住居跡や周溝遺構、 そ れ に 土墳墓が検出 さ れ た 。

特 に 、 中期 と 後期 の 資 料 は 、 大 い に 注 目 さ れ る ほ ど

の 内 容 を 持 っ て い る 。

縄文時代の遺物 は 、 包 含層 中 か ら 検出 さ れ た も の

では な く て 一括資料で あ る 。 ま た 調査時 に お い て も

安定 し た 層 の 中 で当 該時期 の遺物 を 取 り 上 げ る こ と

も で き な か っ た 。 た だ し 、 方無田遺跡の近辺では 、



産 神 社遺跡 か ら 縄 文 時 代 後 期 の 鐘崎式 ・ 北 久根 山

式 ・ 御手洗 B 式 ・ 三 万 田 式土 器、 晩期の 古閑式土器

が採集 さ れ て い る 。 恐 ら く 、 方無 田遺跡周辺 に も 縄

文時代 の遺跡 が眠 っ て い る と 予測で き る 。

弥生時代 中期 は 、 城 ノ 越式土器の時期 で、 竪穴式

住居跡 2 基が検出 さ れ た 。 検出地点 は 、 調査区 の北

端 に あ り 、 調査区 の さ ら に 北側 に そ の 分 布 が広 がっ

て い く も の と 予想 さ れ る 。 住居跡の数 と し て は 少 な

い が、 阿蘇町前田遺跡での 調査例 と 共 に 、 阿蘇谷 の

中 で は も っ と も 古い 時期 の住居跡 で、 あ っ て 、 希少価

値 で あ る 。 そ の 意 味 か ら も 注 目 に値す る 遺跡 と な ろ

フ 。

弥生時代後期 は 、 そ の 後半 か ら 終末 ま での遺構群

が確認 さ れ た 。 土 器型式 で は 野辺 国 式土 器 と 呼ばれ

る も の に相 当 す る 。 竪穴式住居跡 が38基、 土壌墓 3

基、 周溝遺構 2 基で あ る 。 方無 田遺跡の 中 で も 中心

的 な 時期 で あ る 。 主 に 調査区 の 南半 分 に 集 中 し て い

た が、 一部北側 で も 検出 さ れ て い る 。 北側 の も の は 、

さ ら に 分布範囲 を 北へ の ば し て い く も の と 予想 さ れ

る が、 そ の広 が り の 範囲 は 明 ら か で な い 。

3 . 狩尾 ・ 前田遺跡

狩尾 ・ 前 田遺跡 は 、 熊本県阿蘇郡阿蘇町大字狩尾

字前 田 に 所在 し 、 近 く に は 、 前項 に 掲 げ た 狩尾 ・ 方

無 田遺跡 が西方向50m の場所 に あ る 。 立地は 、 方無

田遺跡 と 同様、 黒川 の右岸近 く に 迫 る な だ ら か な 丘

陵地の 上 に あ る (第 5 図) 。 標高 は 、 475m �473m で、

北か ら 南 に 向 か つ て傾斜 し て お り 、 そ の比高差は 2 m

程度 で あ る 。 当遺跡 も 、 阿蘇外輪山 の 麓 、 標高500m

か ら 470m の 聞 に 点 在 す る 遺跡 の 集 ま り の 中 で、 狩

尾周辺 に 集 中 す る 遺跡群の 一 つ で、 あ る 。 周辺遺跡 に

つ い て は 、 前項で記載 し て い る の で省略す る 。 今回

の 調査結果 の概要 に つ い て は 、 調査の結果、 弥生時

代後期 の竪穴式住居跡13基、 掘建柱建物跡 1 基、 及

び土壊 墓 2 基 を 検出 し 、 ま た 、 時期不 明 の溝 と 自 然

流路 を確認 し た 。 な か で も 中 心 的 な 住居跡 は 、 調査

I 区 に あ り 、 幾っ か に切 り 合 う 。 前 田遺跡の土器型

式 に つ い て は 野辺 田 式 土 器 と 呼ば れ る も の に 相 当 し 、

そ の 型式的特徴 か ら 判断す る と 狩尾遺跡群の な か で

は 最 も 新 し い 時期 と 推測 さ れ る 。
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4 . 池田 ・ 古園遺跡

池田 ・ 古園遺跡 は 、 熊本県阿蘇郡阿蘇町大字狩尾

字池田 と 古園 に所在 す る 。 そ の 立地は 、 黒川右岸 、

そ の 黒 川 近 く に 迫 る 丘陵地上 に あ る (第 5 図〉 。 標

高 は 、 474m �473m で、 そ の 聞 の 比高差は な く 、 比

較的平坦 な 丘陵 と い う こ と に な る 。

阿蘇外輪山 は 、 垂直 に 近 い 断崖 と な っ て 阿蘇盆地

の 内 壁 を 作 っ て い る 。 そ の 内 壁 は 、 標高約960m か

700m ま で は ほ ぼ垂直の状態で落 ち る 断崖 で あ る が、

そ の 後 は し だ い に 傾斜 を ゆ る め な が ら 500m 付近 で

終わ る 。 そ し て 、 そ れ 以 後 は 集 落 が現 れ て さ ら に ゆ

る や か な 傾斜の後 に 、 黒川 の 氾濫原 と な る 。 そ の 聞

が阿蘇 谷 の 底 面 で あ る 。 遺跡 は 、 こ の 標 高 500m 付

近 か ら 始 ま る 低面部 に 位 置 し 、 し か も 黒川 の 氾濫原

に 向 か つ て 延 び る 丘陵上 に 立地す る 。

池 田 ・ 古園遺跡 は 、 阿 蘇 外 輪 山 の 麓 に あ る 標 高

500m か ら 470m の 聞 に 点在 す る 遺跡 の 集 ま り の 中 に

あ る 。 他の 3 遺跡 と は 少 々 距離 を お い て い る が、 こ

れ ら と 一連 の流 れ に あ る 遺跡 で あ る こ と に は か わ り

な い 。

次 に 、 今回 の 調査結果 の概要 を 示 し て い く こ と に

し た い 。

調査では 、 弥生時代 中 期 の 土器片の他、 後期の 竪

穴式住居跡や周溝遺構が検出 さ れ た 。 ま た 、 歴史 時

代 の 溝 も 調査 さ れ た 。 こ の 中 で注 目 さ れ る の は 弥生

時代後期 の集落跡 で あ ろ う 。

弥生時代 中 期 では 、 城 ノ 越式土器 の破片 が数点出

土 し た の み で あ る 。 遺構の 検 出 は 無 か っ た 。

弥生時代後期 は 、 そ の 後半 か ら 終末 ま での遺構群

が確認 さ れ た 。 土 器型式 で は 野辺 田 式 土 器 と 呼 ば れ

る も の に 相 当 す る 。 今 回 の 報告分 で は 、 竪穴式住居

跡 が35基、 周溝遺構 5 基で あ る 。 こ の 時代 が、 池田 ・

古園遺跡の 中 で も 中 心 的 な 時代 で あ る 。 調査区 は 、

I 区 と E 区 に 分 か れ て い た が、 こ の 二 つ の 調査区 か

ら も 遺構の検出 があ っ た 。 し か し 、 I 区 の 調査は排

水溝部分 の み で あ り 、 竪穴式住居跡 の 一部 を 調査す

る に 止 ま っ た も の も 多 く み ら れ た 。 E 区 では 、 南半

分 に 集 中 し て い た が、 一部北側 で も 検出 さ れ て い る 。

北側 の も の は 、 さ ら に 分布範囲 を 北へ の ば し て い く

も の と 予想 さ れ る が、 そ の 広 が り の 範囲 は 明 ら か で
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第 5 図 地形断面図

な い 。 な お、 今 回 の 報告では 扱 わ な い が、 皿 区 の 調

査 も 実施 し た 、 そ の 際の遺構数 は 、 弥生時代後期 の

竪穴式住居跡 9 基 で あ る 。

歴史時代の溝 も 調査 E 区 で調査 さ れ た 。 中 か ら 出

土 す る の は 、 平安時代 の遺物 が主 で あ っ た が、 そ の

状態は こ の遺構 に 伴 う も の で は な か っ た 。 お そ ら く 、

こ の 近 く に 当 該期 の 集 落 が存在 し て い た 可能性 が高

い 。 な お 、 今 回 の 報告分 か ら は は ず し て い る が、 調

査 皿 区 では近世陶磁器 を と も な う 土坑 が数 多 く 検出

さ れ て い る 。
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第 田 章 狩尾 ・ 湯の 口遺跡の調査 と 成果

第 E 章 狩尾 ・ 湯の 口 遺跡の調査と 成果

第 1 節 縄文時代の遺物 (第 6 図)

出土遺物 の 中 で一番古い も の は 、 縄文時代 の石鎌

で あ っ た 。 出土 し た 場所は 、 第38号竪穴式住居跡で

あ る 。 た だ し 、 は っ き り し た 時期 を 推定 す る こ と は

で き な か っ た 。 で も 、 調査区 内 か ら 晩期 の 土器の小

破片 が出土 し た り 、 近 く の 水 田 で押型文土器 が採集

さ れ る な ど、 こ の 周 辺 で縄文時代早期 か ら 晩期 に か

け て の 人 間 の 足跡 を た ど る こ と は可能で、 あ る 。

石 鍛 は 、 安 山岩製 で あ る 。 平 面形状は二等辺三角

形 を 呈 し 、 浅 い 逆 V 字状 に 挟 り 込 ま れ た 基部 を も っ

て い る 。

第 2節 弥生時代後期の遺構と 遺物
1 . 竪穴式住居跡 ・ 溝と 遺物

① 竪穴式住居跡と 土器

1 号住居跡 【第 8 図)

本遺跡 の 南端 で あ る 第 I 調査区 内 に 所在 す る 。 大

型住居 で あ る 2 号住居跡 と 同方位で、 こ れ と 平行 し

て 立地す る 。

平面形態 は 、 ほ ぽ正方形 で あ る 。 長軸方向5 . 96m 、

短軸方向3 . 54m で、 本遺跡の住居跡 で は 小規模の部

類で あ る 。方住 は N -490 -W を 測 る 。残存壁高 は41cm、

主柱穴 は 2 本 で、 住居跡の 中 心部 よ り や や 南東壁 に

偏 っ て 炉 を 有 し 、 80cmX 68cmの 方形 を 呈す る 。 炉内

は下層 に 多量の草本類の炭化物 を 含 む埋土 で充 た し 、

深 さ は32cmで、 あ る 。 べ、 ッ ド状遺構は 西 、 北隅 に 設 け 、概⑥ ね 5 ω比高差 を 有 す る 。 南東壁の ほ ぼ中 央 に 接 し

A�A� 
〈二〉

。 5 cm 

第 6 図 狩尾 ・ 湯の口遺跡縄文時代の遺物
2 1 

て 不 整形 に 浅 く 掘 り 込 み 、 内 に 一対の 小柱穴 を 穿 つ。

出土遺物 は 少量 の 土 器片 と 、 床 面 よ り 出土 の 器種

不 明 の 鉄器 l 点 (587) で あ る 。

[土器] (第 8 図〉

1 は 、 下層 よ り 出土 し た 査形土器 の 胴部破片 で あ

る 。 やや脆 い 胎土 の器面 を 磨 い た の ち 暗 い 撞褐色 に

彩色 を施す。 隣接の 2 号住居跡 と 、 14号住居跡 lこ遊

離 し た 同一個体 と み ら れ る 土器片 が あ り 、 復 元 す る

と 袋状口縁 を 有 す る 長頚壷 で あ る 。 図 は 主 た る 部位

が出 た 2 号住居跡の遺物 と し て 示 し た 。

2 号住居跡 (第 9 . 1 0図)

平面形態 は 、 ほ ぽ方形の 大型住居 で あ る 。 鉄製品

が多量 に 出土 し 、 鉄製 品製作 中 心 の 鍛冶工房 の性格

を 有 す る と み ら れ る 。

主 軸 の 方 向 は N -380 -W を 測 る 。 l 号住居跡 に

平行 し て 隣接 し 、 か つ 両 者 に 同 一個体の 土器片 が出

土 し て い る こ と か ら 相互 に 近 い 時期 の住居跡 と み ら

れ る 。 長軸方 向 は9 . 42m 、 短軸方向 は8 . 44m で本遺

跡で最大規模 で あ る 。 残存す る 壁高 は42cmで、 主 た

る 柱穴は 4 本 で あ る 。 炉は 134cmX 102cmの 規模 で か

な り の 大型の 長方形で あ る 。 炉 内 の 埋土 は 上層 に 焼
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第 7 図 狩尾 ・ 湯の口遺跡弥生時代遺構配置図
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土 を 多 く 含 み 、 底部近 く に は 草本類 と 木 材の形状 を

顕著 に 留 め る 炭化物 を 多 く 含 む 。 ま た 炉辺の 床 面 は

か な り の硬化 と と も に 加 熱 に よ る 赤変 を 呈す る 。

炉 と 南壁の 聞 に は 、 入 口 施設 と み ら れ る 一対の小

柱穴 を 穿つ 。 こ の ほ か住居跡 の 床 面 の 各所 に は ベ ン

ガ ラ の 散布 を み る 。 ベ ッ ド4お童構は 、 南 を 除 く 各壁

沿い に コ の 字状 に 巡 る が、 本 来 4 隅 に 設 け 、 追加的

に相互 に 接続 し た も の と み ら れ、 色調 に 格差 が観察

さ れ る 。

住居跡の埋土 は 、 中 層 以 下 に 焼土 と 炭化物 が移 し

く 、 と く に住居跡の 中 央 と 北壁の 聞 に 限定 さ れ て 分

布す る が、 こ れ は 火 災 では な く 廃絶 に伴 う 焼却 と み

る の が妥当 で あ る 。 こ れ を 裏付 け る よ う な 出土状況

を 示す好適 な 資料 が次 に 掲 げ る 土器の あ り 方 で あ る 。

柱穴 ( P - 1 ) の 中 層 に は 、 小型 の 重弧文長頚査( 2 )

と 脚台付 き の聾形土器 ( 7 ) の い ずれ も 破片状態で

出土 し た 。 中 で も 重弧文長頚査は 主要部位 が柱穴内

の 中 層 か ら 、 ま た他の小破 片 は 柱穴上端 の外部床面

に 散 ら ば り 、 床 面 で割 り 、 柱 を 抜 い た 柱穴 に 投げ込

ん だ 姿 を 示 し て い る 。 こ れ は住居跡の廃絶に伴 う 儀

礼で あ ろ う 。

床面 の状況は 、 北半 に廃絶後 の 土器片の集中 し た
∞ 回 ・
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第 皿 章 狩尾 ・ 湯の 口 遺跡 の 調査 と 成果

投棄 がみ ら れ る 。 炉の 周 囲 は 、 硬化 が著 し く 、 こ れ

と 南壁の 聞 の床 面 に 、 不整形 の小鉄片 の集 中 し た 分

布 が あ り 、 こ の あ た り が鍛冶操業 に 関 わ る 作業空 間

と み ら れ る 。

こ の ほ か の 鉄製 品 は 、 住居跡 の 北 半 の土 器溜め部

分 に 散在 し 、 鉄片 の ほ か に 鉄鉱 が 目 立つ 。 こ れ ら の

鉄製品 は 、 前 者 の 分 布 と 性格 を 異 に し 、 土 器片 と と

も に 出土 し た こ と か ら 住居跡の廃絶 に 関 わ る 遺物 と

も 考 え う る o

出土遺物 は 、 土器14点 を 図化 し た 。

[土器] (第1 1 . 1 2図〉

2 は 、 袋状 口 縁の 長頚査で あ る 。 1 号、 14号住居

跡 に 同一個体 と み ら れ る 破片 が あ る 。 胴部 の 最大径

部分 と 、 特徴的 な 口縁部の み の 資料 で あ る 。 胴部の

最大径部分 に は 、 断面 が低 い 三角 形 を 呈す る 突帯 を

有 し 、 か な り 偏平 な 丸底 と み ら れ る 。 口 縁部 は 、 外

反 し て 聞 く 長頚部 の 上位 に 、 「 く 」 の 字 を な し 強 く

内湾 し た 袋状 を 呈 す る 。 外面 は 磨 か れ 暗赤褐色 に 彩

色 し 、 内面 は 弱 い ハ ケ 目 を 残 す 。 中 層 よ り の 出 土 で

あ る 。

3 は 、 柱穴 と 床面 か ら 出土 し た 、 小型の 重弧文 を

有す る 長頚の査形土 器 で あ る 。 長頚部 の ほ と ん ど を

. 。 。 :\可3

。 lOcm 
A ' 

4 m  

A ' 

三三( 、 g 

第 8 図 狩尾 ・ 湯の 口遺跡 1 号住居跡実測 図
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欠 く 。 胴部 は 中 央位 に 最大径 を 置 き わ ずか に 偏平 ぎ

み で あ る 。 底部 は 鈍 く 尖 り 、 胴音[1最大径は 「 く 」 の

字 を な し 屈 曲 す る 。 長頚部 は 胴部上端 よ り 聞 き 気味

に 直立す る 。 胴部上半 に は 3 段の 重弧文 を施す。 櫛

状の施文具 を 用 い 、 上 か ら 平行文+連続す る 重弧文、

梯状の 平行文+連続す る 重弧文、 連続す る 重弧文+

梯状の平行文 を施す。 器面 は 磨 か れ 黒褐色 の 光 沢 を

有 し 、 内面 は ナ デ と 指頭圧痕 を 有 す る 。

4 は 、 素 口縁の 鉢形土器で あ る 。 胴部 は 丸底 を な

し 、 器高の 3 分 の l 佐 に 最大径 を 置 く 。 こ れ よ り 内

傾 し て 立 ち 上 が り 、 器壁が薄 い 口 縁 を な す。 内外面

〈
凶 .

第 皿 章 狩尾 ・ 湯の 口遺跡 の 調査 と 成果

を 丁寧 に ナ デ る 。 下層 出 土 で あ る 。

5 は 、 か な り 小型 の 聾形土 器 で あ る 。 胴部 の 中央

よ り やや上位 に 最 大径 を 置 き 、 内 外面 は わ ずか に ハ

ケ 目 調整 を 施す 。 下層 出 土 で あ る 。 6 は 、 床 面 出 土

の 、 やや大形の翠形土 器 で あ る 。 胴部中 央 よ り や や

上 に 最大径 を 置 き 、 内外面 は ハ ケ 目 調整で あ る 。 胴

部の下半 を 欠 く 。 7 は 、 蓋形土 器 で あ る 。 胴部 は 器

壁が肥厚 し い びつ で あ る 。 最 大径 は 胴部 の 高 い 位 置

に 置 く 。 胴部の 下 半 を 欠 き 、 内外面 は ハ ケ 目 を 施 す 。

口 縁端部 は 弱 い つ ま み 上 げがみ ら れ る 。 下 層 出 土 で

あ る 。 8 は 、 柱穴 ( P - 1 ) 出 土 の 、 つ ま み 上 げ気
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白司

ふ3 。a
0.. 

、
江l • 

Cコ

且l • 

第1 0図 狩尾 ・ 湯の 口遺跡 2 号住居跡断面図
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2 

9 10 1 1 
第1 1 図 狩尾 ・ 湯の口遺跡 2 号住居跡出土土器

26 



第 皿 章 狩尾 ・ 湯の 口遺跡 の 調査 と 成果
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第1 2図 狩尾 ・ 湯の口遺跡 2 号住居跡出土土器
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第 皿 章 狩尾 ・ 湯の 口遺跡の調査 と 成果

昧の 口縁端部 を 有 す る 童形土器で あ る 。 胴部 の や や 長頚査形土器 と 共伴 し た 聾形土 器 の 下 半 の み の 資料

高 い 位 置 に 最 大径 を 置 く 。 内外面 は ハ ケ 目 調整であ で あ る 。 内外面 と も ハ ケ 目 調 整の あ と 丁寧 に ナ デ る 。

る 。 9 ， 1 0 は 、 下層 出 土 で あ る 。 い ずれ も 胴部 の上 脚台部 は低 く 、 天井部 は やや下 に 凸 を 呈 し 、 体部 は

端 と 口 縁の み の 資料 で あ る 。 9 は 、 翌形土 器であ る 。 外反 し て 聞 く 。 1 3 は 、 床面 よ り 出土 し た 、 下半 を 欠

「 く 」 の 字 に 屈 曲 し 、 直線状 に 聞 く 口 縁 を な し 、 外

面 に は ハ ケ 目 調整の下 に タ タ キ の痕跡 が観察 さ れ新

し い 時期の 特徴 を 有 す る 。 1 1 は 、 床 面 出 土 の 、 やや

大型の費形土器で あ る 。 上半 の み の 資料だ が最大径

は 高 い 位 置 に あ る と み ら れ る 。 頚部 は外面の横方向

の 強 い 指 ナ デ を す る 。 内 外面 は ハ ケ 目 調整で あ る 。

1 2 は 、 柱穴 ( P - 1 ) よ り 出 土 し 、 重弧文 を 有 す る

く 壷形土器 で あ る 。 最大径 は や や下 が る と み ら れ る 。

内外面 は ハ ケ 目 調整だ が、 外面 に は 若干 の タ タ キ が

残存す る 。 口縁は頚部 で鈍角 に 「 く 」 の 字 に屈 曲 し 、

直線状 に 聞 き 、 胴部 は や や長胴の傾向 がみ ら れ る 。

1 4 は 、 床 面 出 土 の 、 聾形土 器 で あ る 。 下半 を 欠 く が

最大径 は 高 い 位置 に 置 く と み ら れ る 。 口 縁部 は 緩 く

やや外反 し て 聞 き 、 端部 は つ ま み上 げの傾 向 が観察
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第1 4図 狩尾 ・ 湯の 口遺跡 4 号住居跡実測図及び出土土器
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第 2 節 弥生時代後期 の遺構 と 遺物

さ れ る 。 内外面 は ハ ケ 目 調整 を 施す が、 と く に 外面

は 下 か ら 上 に 胴部 と 口 縁部 に跨 が る 強 い ハ ケ 目 の た

め 、 頚部 の 屈 曲 線 が 目 立 ち に く い 。

1 5 は 、 床 面 出土 の 、 異形祭最E土器 の 長頚部 で あ る 。

直線状 に 伸 び、 口 縁 に 到 り わ ず か に 外反 し つ つ 聞 く 。

外面 は 上 を ベ ン ガ ラ で赤褐色 に 、 下 を 黒色 に を 彩色

し 、 内 面 は ハ ケ 目 調 整 を 残す 。 な お こ の 土器の同一

個体の破片 は 14号住居跡 か ら も 出 土 し た 。 失 わ れ た

胴部 は 、 類例 か ら 推定 し て 偏平 の 丸底 で頚部 に 突帯

を 有 し 、 本来 は 長頚部 の 発達 し た 「 お ひ ね り 」 状の

器形 と み ら れ る 。

3 号住居跡 (第1 3図)

一部 が調査区外 で あ る が復元 し た 平面形態 は 長方

形 で あ ろ う 。 主 軸 の 方 向 は N -550 -W で、 長軸方

向 は 5 . 3m 、 短軸方 向 は残存3 . 5m 、 壁高 は約30cmで、

'あ る 。 主柱穴 は 4 本 で あ り 、 中 央 よ り 南東 に 偏 し て

概ね径65cmの 正円 形 の 炉 が あ る 。 炉内の埋土 は 3 層

に 分 か れ上層 は 黒色土、 中 層 は 焼土 と 灰 、 下層 は炭

化物 を 多 く 含 む黒色土 で あ る 。 ベ ッ ド状遺構 は残存

す る 2 隅 に あ り 、 ま た 南東壁中央 に接 し て 長方形の

入 口 施設 と み ら れ る 掘 り 込 み が あ る 。 遺物 は 土器の

ほ か鉄製品 は 、 小鉄片 1 点 (593) で あ る 。

[土器1 (第1 3図)

1 6 は 、 床 面 出土 の 、 複合口縁の壷形土器 で あ る 。

口 縁の み の 資料で頚部 は 断面 が三角 形 を 呈 し 、 端部

は つ ま み 上 げ る 。 頚部 は 「 く 」 の 字 に屈 曲 し 、 さ ら

に 外反 し て 大 き く 聞 き 、 口 縁 に 到 る 。 頚部 に は 櫛状

の施文具で列点 文 を施す。 内外面 は ハ ケ 目 調整 で あ

る が口 縁部 の 内 面 は 丁寧 に な で る 。 1 7 は 、 下半 を 欠

く が長胴 ぎみ の聾形土 器 で あ る 。 口 縁部 は 頚部 に で

「 く 」 の 字 に屈 曲 し 直線状 に 聞 く 。 胴部 は 器壁が薄

く 長胴化 し た 器形 で あ る 。 口縁の 内 面 に は モ ミ の圧

痕 を 有 す る 。 内外面 は ハ ケ 目 調整 を施 し 、 と く に 外

面 に は タ タ キ を 下地 に す る 。

4 号住居跡 (第1 4図)

南側 が調査区外で、 か つ削平 を 受 け 主要部分 を 欠

く が、 平面形態 は 方形 で あ ろ う 。 南北 を 主軸の方向

と み て N -360 -W を 測 り 、 長軸方向 は6 . 5m 、 短軸

方 向 は 残存2 . 7m 、 壁高 は 約40cm で、 あ る 。 柱穴 は残

存 2 本 で、 抜 き 取 り の た め 著 し い 楕円形 を 呈す る 。

30 

柱痕相互 の 間 隔 は3 . 85m を 測 る 。 本 来 の 主柱穴 は 2

本 あ る い は 4 本 で あ ろ う 。 残存す る 2 隅 に は ベ ッ ド

状遺構 を 設 け る 。 床面 4 カ 所 に ベ ン ガ ラ の 付着 が あ

る 。

出土遺物 は 、 撹乱の た め残 り が悪 く 図化 し う る 土

器は 2 点 で あ る 。 鉄製 品 は 、 2 点 で有茎の鉄鉱 (492) 、

同 じ く 茎部 (526) で あ る o

[土器1 (第1 4図)

1 8は 、 複合口縁 を 有 す る 査形土器 で あ る 。 口 縁部

の上端の み の 資 料 で あ る 。 複合 口 縁部 は 未発達 で、

小 さ い 断面三 角 形 の 口 縁部 を な し 、 そ の外面 は 、 櫛

状施文具 を 押圧 し た 斜方向 の 文様 を 施 す 。 そ の他の

器面 は ハ ケ 目 調整 を施す。 1 9 は 、 床 面 出 土 の 、 丸底

の鉢形土器 で あ る 。 胴部 の 中佐 に 最大径 を 置 き 、 こ

れ よ り 内傾 し つ つ 直立 し 、 口 縁部 は 、 頚部 よ り 「 く 」

の 字 に 屈 曲 し 、 直線状 に 開 く 。 外面 は ハ ケ 目 を 施 し 、

内 面 は な で る 。

5 号住居跡 (第1 5図〉

5 号� 1 7号住居跡 は 、 第 H 調査区 に 所在 す る 。 こ

の調査区 の東端 に は 、 小型の住居跡で あ る 5 号 � 8

号住居跡 が集 中 す る 。

本住居跡の平面形態は正方形 を な し 、 主 軸 の 方 向

は N -25・ -W を 測 る 。 長 軸方 向 は 3 . 74m 、 短軸方

向 は3 . 22m 、 壁高 は 良 好 な 部 分 で18cm を 測 る 。 6 号

住居跡 を 切 っ て 立地 し 、 か な り 削平 を 受 け る 。 中央

よ り やや南壁 に 偏 し て 、 浅 く 穿 た れ た 円形 の小 さ い
炉があ り 焼土 を 有 す る 。 北西隅 に ベ ッ ド状遺構 が あ

り 、 比高差 は l l cmで あ る 。 柱穴 は確認 さ れ な い 。 遺

物 は 少量の土器片で あ る が、 実測 に 耐 え な い破片 と 、

鉄製 品 は 2 点 で、 矢柄 を 残 す 無 茎鉄鍛 (490) お よ

び錐 (546) で あ る 。

6 号住居跡 (第1 5図〉

平面形態 は 長方形 で あ る が、 西側 の 大半 を 5 号住

居跡 に切 ら れ て い る 。 主軸の 方向 は N -250 -W で、

長軸方 向 は4 . 22m 、 短軸方 向 は3 . 74m を 測 る 。 壁高

は約1 5cmで、 あ る が削平 に よ り 全体 に 残 り が よ く な い 。

中央 よ り やや北西 に 偏 し て 、 径60cmX 52cmの 円形の

浅 い 炉 を 有 し 、 内部 に 焼土 を 残す。 住居跡内 の柱穴

は検出 さ れ ず、 も と も と 伴 わ な か っ た と み ら れ る 。

炉の傍 ら の柱穴は後世の擾乱 で あ り 、 本遺構 に伴 う
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も の で は な い と み ら れ る 。

出土遺物 は す べ て 土 器 で あ る が、 微細 な 弥生土器

小片 で あ る 。

7 号住居跡 (第1 5図〉

削平が著 し く 、 残存す る 壁高 は 良 好 な 部分 で約10cm

で あ る 。 平面形態 は 台 形 で あ り 、 長 軸方 向 は 3 . 18m 、

短軸方 向 は 2 . 44m 、 南西 に 入 口 を 有 す る と み て 、 主

軸 の 方 向 は N -360 -W を 測 る 。 中 央 よ り や や 南 に

偏 し て 48cmX41cmの 浅 い 円形 の 炉 を 有 し 若干 の焼土

を み る 。 柱穴 は 見 当 た ら な い 。

出土遺物 は 土器 お よ び砥石 片 (425) で あ る 。

[土器] (第1 5図)

20は 、 床 面 出 土 の 、 高杯形土 器 で あ る 。 脚部 は端

部 を 欠 く 。 円 形 の 透 か し 穴 を 4 カ 所穿 ち 、 こ れ よ り

外反 し て 聞 く 。 坪部 は 鈍角 に 立 ち 上 が り 、 「 く 」 の
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第 皿 章 狩尾 ・ 湯の 口 遺跡、の 調査 と 成 果

字 に屈 曲 し て 短 く 聞 く 口 縁 を な す 。 杯部 お よ び脚の

外面 は 若干 の ハ ケ 目 調整 を 施 し 、 杯部 の 内面 は ハ ケ

目 の あ と 放射状の 磨 き を 施す。 脚 の 内 面 は透 か し 穴

よ り 以上 が成形の さ い の ケ ズ l人 以下 がハ ケ 目 に て

調整す る 。

8 号住居跡 (第1 6図〉

北西 に 9 号住居跡 が あ り 、 南東 に 平 面形態 は正方

形で長軸方 向 は3 . 50m 、 短軸方 向 は3 . 46m 、 主軸の

方 向 は N -450 -W を 測 る 。 小 型 の 住 居跡 で あ る 。

削平 に よ り 残存壁高 は 1 2cmで、 あ る 。 中 央 よ り や や 西

に偏 し て 円形 の 炉 と み ら れ る 浅 い 掘 り 込 み があ り 炭

化物 と 焼土 を確認 し た 。 柱穴 は 認 め ら れ な い 。

出土遺物 は す べ て 土 器 で あ る が実測 し う る 資料 は

な か っ た 。

ムC3424P 相 手
1 1 111 \ υ・

1 1 1 I υ . 

O {) 

d/j E 
C
CD コ

J三〉- M p、てが
1 1  
.....l 
∞ 

A ' 
. 

4 m  
' 

第1 7図 狩尾 ・ 湯の 口遺跡1 0号住居跡実測 図

33 



第 2 節 弥生時代後期の遺構 と 遺物

9 号住居跡 (第1 6図)

第 H 調査区の北端 に 所在 す る 。 同調査区 の住居跡

の 配置 お よ び主軸の方向 は 地形 の 制約 を 受 け て い る

と み ら れ る 。

遺構の検 出 面 の 等 高 線 か ら 推定 し て 、 削平以前の

旧地形 に は 調査区 の 西 か ら 緩や か な 浸食谷 の 入 り 込

み が あ り 、 こ れ を 囲 む よ う に 9 号、 10号、 1 1 号 、 1 3

号、 14号の 各住居跡 が立地す る 。 い ずれ も 入 口施設

を 谷 に 背 を 向 け る 方角 に 設 け る 規則性 がみ ら れ 、 本

住居跡 は谷 の 北 に 立地す る た め 入 口施設 を 他の住居

跡 と 異 な る 北東位 に 設 け て い る 。

平面形態 は ほ ぼ正方形 で、 主 軸 の 方 角 は N -43。

-w 、 長軸方 向 は5 . 95 m 、 矩軸方向 は5 . 48m 、 壁高

は約80cm を 測 る 。 埋土 は住居跡の 中 央 に 集 中 し て 炭

。

IWill 
22 

1 0  20cm 

、、
ー

26 

第1 8図 狩尾 ・ 湯の 口遺跡1 0号住居跡出土土器
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化物 と 黄色 ロ ー ム の塊 が あ り 、 廃絶 に伴 う 焼却 がな

さ れ た と み ら れ る 。

柱穴 は 4 本 で、 中央 よ り 南東 壁 に 偏 し て 、 34cmの

深 さ で、80cmX 74cm規模の 方 形 の 炉 が あ り 、 内部は 中

位以下 に 一段深 く 掘 り 込 み 、 中 に は柔 ら か い 炭化物

を 充 た す 。 北東壁中央 に 接 し て 入 口施設 と み ら れ る

不整形の 浅 い 掘 り 込 み が あ り 、 内 に 壁 に 平行 し た 一

対の小柱穴 を 有 す る 。

出 土遺物 は 土器 と し て は 実測 に 耐 え る 資料は な か

っ た 。 鉄製 品 は 5 点 で、 鉄鉱 (484) が床 面 よ り 出

土 し た 。 特殊 な 遺物 で あ る 素環 頭 万 子 (534) は 、

床面 よ り 約lOcm上 の炉の傍 ら に て 、 そ の 長辺 に 万 身

を 平行 さ せ 水平位 で遺存 し て お り 、 住居跡の廃絶に

関 わ る 供献物の 可能性 も あ る 。 こ の ほ か 中 層 よ り 錐

(540) が出土 し た 。

1 0号住居跡 (第1 7図)

平面形態 は 長 方形 で あ る 。 長軸方 向 は 6 . 10m 、 短

軸方 向 は 5 . 28m で あ り 、 主 軸 の 方 向 は N -280 -W

を 測 る 。 主柱穴 は 2 本 で南北の 2 隅 に ベ ッ ド状遺構

を 設 け 、 中 央 よ り 南東 壁 に 偏 し て 長方形の 炉 があ り 、

同 じ く 壁際 に は 不 整形の 掘 り 込 み があ り 入口施設 と

み ら れ る 。 中 に は 壁 に 平 行 し た 一 対の柱穴 を穿 つ。

出土遺物 は土器 6 点 を 実測 し う る 資料 と し た 。 鉄

製 品 と し て は 、 4 点 を 数 え 、 鉄片 (606) が床 面 出

土 し 、 こ の ほ か 鉄斧 (563) が炉の 上 面 か ら 、 大型

無茎鍬 (485) が入 口施設上 の 中 層 か ら 、 手鎌 (572)

が南西隅 の 中 層 よ り そ れ ぞれ 出 土 し た 。

[土器1 (第1 8図)

21 は 、 鉢形土 器 で あ る 。 レ ン ズ状の 丸底 よ り 稜線

を な し て 内傾 し て 立 ち 上 が り 、 最 大径 は 、 胴部 の 中

位やや上 に 置 き 、 こ れ よ り 内傾 し 頚部 に て 「 く 」 の

字 に 屈 曲 し て 聞 く 。 調整は 、 外面 に わ ず か に ハ ケ 目

を施す。 中 層 出 土 で あ る 。

22-26は 、 斐形土 器 で あ る 。 22 、 25 、 26 は 、 床面

出 土 で あ る 。 い ずれ も 内外面 は ハ ケ 目 調整で、 口縁

音11 は外反 し て 聞 く 。 22 、 25 は 、 端部 を つ ま み 上 げ る 。

24 は 、 口縁部 が 「 く 」 の 字 に 屈 曲 し た あ と 直線状 に

聞 く 。 ま た 外面 に タ タ キ を 下地 に し た ハ ケ 目 調整が

み ら れ る 。

1 1 号住居跡 (第1 9図)
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平面形態は平行四辺形 に 近 い 長方形 で あ り 、 長軸

方 向 は 5 . 42m 、 短軸方 向 は4 . 38m 、 残存壁高 は 58cm、

主 軸 の 方 向 は N -44・ - E を 測 る 。 主柱穴 は 4 本 で

あ る 。 下層 の埋土 に は か な り の 炭化物 を 含 む。 中央

よ り 南東壁に 偏 し て 、 80cmX 74cm、 深 さ 32cm規模の

円形の炉があ り 、 下層 に 焼土 を 充 た す 。 同 壁際 に は

貯蔵穴 と み ら れ る 104cm X 52cm、 深 さ 14cm規模 の 長

方形の 浅 い 掘 り 込 み を 有 し 、 ベ y ド状遺構は北隅 に

1 カ 所設 け る 。

出土遺物 は 、 土器 2 点 を 実測可能 な 資 料 と し た 。

鉄製 品 と し て は 、 7 点 出 土 し た 。 柱穴 ( P - 3 ) よ

り 鉄片 の 付着 し た 鉄鉱 (498) が、 入 口 施設 の 掘 り

込み か ら 半 月 形の鉄片 (607) 、 床 面 よ り 鉄鍛 (51 1 ) 、

棒状の 鉄片 (608) が 出 土 し た 。 こ の ほ か錨 と し て

接合す る 3 片 (544) お よ び錨 ら し い小片 (559) が

出土 し た 。

こ の ほ か コ ブ シ 大 か ら 人頭 大 の 自 然石 数個 が、 住

居跡の 中 央 あ た り の 床 面 で 出 土 し た 。

[土器1 (第1 9図)

実測 に 耐 え る 資 料 は 2 点 で あ る 。 27 は 、 脚部 の み

の 高杯形土 器 で あ る 。 4 カ 所の透 か し 穴 を 有 し 、 こ

れ よ り 以下 は 欠失 す る 。 内 面 は ケ ズ リ を 施 し 、 外面

は疎 ら な ハ ケ 目 調整 で あ る 。 中 層 出 土 で あ る 。 28 は 、

聾形土器の脚台部 の み の 資料 で あ る 。 内外面 は 若干

の ハ ケ 目 を施 し 頂部 に は砂 が付着 す る 。 中 層 出 土 で

あ る 。

1 2号住居跡 (第20図)

平面形態 は ほ ぼ正方形 で、 本遺跡 で は 最小規模 で

あ る 。 13号住居跡の 南 に 所在 す る 。 長 軸方 向 は 3 . 02m 、

短軸方向は 2 . 88m を 測 る 。 著 し く 削平 を 受 け 残存壁

高 は 良 好 な 部分 で、22cmで、 あ る 。 主軸の 方向 は N -44。

-w を 測 る 。 柱穴 お よ び炉は な い 。

出土遺物 は 、 土器 4 点 を 図示 し た 。 い ずれ も 、 ほ

ぽ床面出土 の 資料 で あ る 。 鉄製品 は 実 測 に 耐 え な い

小破片 で あ る 。

[土器1 (第20図)

29 は 、 査形土 器 の 肩 部 の 小破片 で 、 櫛状の施文具

で波状文 を施す。 30 は 、 重弧文 を 有 す る 長 頚 の 査形

土 器 の 胴部破片 で あ る 。 「 く 」 の 字 に 屈 曲 す る 部 分

直上 に 梯状の平行 文 を 櫛状の施文具で施す。 31 、 32



第 2 節 弥生時代後期の遺構 と 遺物

， ::>  

⑥ 〈 ・

。

、 1'

、 、/ 、\、 、
27 

。 20cm 1 0  

第1 9図 狩尾 ・ 湯の 口遺跡1 1 号住居跡実測図及び出 土土器

3 6 

28 



は 、 誕形土器 の 脚部 で あ る 。 3 1 は 、 高 い 脚台部 と み

ら れ る 。 32 は 、 頂部 が下 に 凸 を 呈 し 、 砂の付着があ

る 。 高 い 直線状 に 聞 く 脚台部 と み ら れ る 。

1 3号住居跡 (第21 図〉

規模、 平 面形態 お よ び方位 が、 隣 り 合 う 1 4号住居

跡 と 酷似 す る 。 出 土逃物 も 相互 に接合す る た め 同時

期の住居跡 と み ら れ る 。 緩や か な 谷 を 囲 む住居跡群

に 属す る が、 後述 す る よ う に 、 本住居跡は 鍛冶工房

で あ り 、 通 風 を 得 る た め の 立 地 で あ る 可能性 が高 い

よ う だ 。

平 面 形 態 は 正 方形 を な し 、 主 軸 の 方 向 は N - 1 7。

W を 測 る 。 長 軸 方 向 は 5 . 70m 、 短軸方 向 は 5 . 66m 、

壁高 は 良 好 な 部 分 で58cmで、 あ る 。 主柱穴 は 2 本 で あ

り 、 住居跡 の 中央 よ り 南壁 に 偏 し て 長方形の炉 を 有

し 、 そ の 士見F莫は 90cmX 74cm、 j菜 さ は 1 5cm で、 あ る 。 大戸

内 の埋土 は 下 層 以下 に 炭化 物 を 充 た す 。 べ y ド状遺

構 は 南 東 、 北東|偶 お よ び西 壁 に 面 し て 設 け 、 床 面 と

白 . ∞ . 
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第m 掌 狩尾 ・ 湯の 口追跡の調査 と 成 果

の比高差は概ね 1 0cm を な す 。 南 壁 の 中 央 に 接 し 、 入

口施設 と み ら れ る 浅 い 掘 り 込 み があ り 、 同 壁 に 平 行

し て 内 に 一対 の 小柱穴 を 穿つ 。

床 面 に は北壁の 中 央際 な ど に べ ン ガ ラ の 付着 がみ

ら れ 、 ま た 炉 と そ の周 囲 に は 鉄片 な ど鉄製 品 と コ ブ

シ 大の 石 の 分布 が あ り 、 炉辺 に 炭 化 物 が付 着 し て お

り 、 鍛冶工房 の 姿 を 如 実 に 残 す 。

出 土 遺物 は 、 土 器 の ほ か 石 包 丁 (422) が 南 壁際

の 中 層 よ り 出 土 し 、 ま た 砥 石 (430) が入 口 施 設 の

掘 り 込 み よ り 出土 し た 。

鉄製品 は 主要 な も の で25点 あ り 、 鉄鉱 が 2 点 、 錨

の破片 と み ら れ る も の 3 点 、 手 鎌 1 点 、 こ れ 以 外 は

鉄片 で炉 と 入 口施設付近 が分布 の 中 心 で あ る 。 ま た

鉄浮 も 出土 し た 。

[土器] (第21 図)

土 器 は 小破片 が 多 い 。 33 は 、 査形土器 で あ る 。 胴

部 が丸み を 帯 び、 最 大 径 で 「 く 」 の 字 に 屈 曲 す る 。
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第21 図 狩尾 ・ 湯の口遺跡1 3号住居跡実測図及び出土土器
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調密 な ハ ケ 目 調整 を施 し 、 丁寧 な っ く り で あ る 。 本

来 の 器形 は 長頚 の 童形土 器 と み ら れ る 。 中 層 出土 で

あ る 。 34は 、 重弧文 を 有 す る 壷形土器の胴部 と み ら

れ る 。 35 は 、 査形土器の 刻 み 目 突帯部分 で あ る 。 36

は 、 斜方向 の刺突文 を 有 す る 査形土器の肩部 で あ る 。

37は 、 流水文 を 有 す る 壷形土器の肩部 で あ る 。 38は 、

刻み 目 突帯部分 の み の 査形土器 の 頚部 で あ る 。

1 4号住居跡

緩や か な 谷 に 面 す る 住居跡群 の 一 つ で あ り 、 13号

住居跡 に 隣 り 合 う 。

平面形態 は 正方形 で あ り 、 前述 の 13号住居跡 と 規

模、 ベ ッ ド状遺構の 有 り 方 が酷似す る 。 長軸方 向 は

5 . 60m 、 短軸方 向 は5 . 53m 、 残存壁高 は36cm、 主軸

の 方 向 は N - 4 D - E を 測 る 。 主柱穴 は 4 本 で あ る 。

中 央 よ り 南 壁 に 偏 し て80cmX 69cmの 隅 丸長方形の炉

が あ り 、 深 さ は 14cmで、 あ る 。 同壁中央際 に 入 口施設

と み ら れ る 不整形の 掘 り 込み と 、 わ ずか に 中央 よ り

に 隔 て て 壁 に平行す る 一対の 小柱穴 を 穿つ。

ベ ッ ド状遺構 は 南 東 お よ び北東 と 、 西壁沿い に北

西岡 か ら 中央 あ た り ま で設 け 、 床 面 よ り 概ね 8 cm な

い し 3 cmで、 あ り 、 一部 に 床溝 を 有 す る 。 西壁際 に は

86cmX 60cmの 長 円 形の貯蔵穴 と み ら れ る 比高約20cm

の掘 り 込み が あ る 。 こ の ほ か 南東の主柱穴の傍 ら に

あ る 柱穴 ( P - 5 ) に は 粘土塊が詰 ま っ て い た 。

床 面 に は ベ ン ガ ラ の 散布 が著 し く 、 な か で も 入 口

施設の 両脇 お よ び北壁の 中央際近 く に は 、 大量の集

中 し た 累積部 分 が あ り 、 数次 に わ た る 散布行為 がみ

ら れ る 。 ま た 炉辺 に は 薄板状の 炭化物 が付着す る 。

い わ ゆ る 土 器溜め の状況 を 呈 し 、 出土遺物 は 中 層

以下 に 大量 に 各種の土器片 を蔵す る 。 土器の 中 に は

異形祭杷土器 と 安国寺式 の 特徴 を 有 す る 壷形土器 l

点 を 含 む。

ま た こ れ に 交 え て 安 山 岩 の柱状の 石 材 を 著 し く 多

く 含 む の も 特徴 で あ る 。 こ の 石 材は40cm前後の長 さ

に や や規格化 さ れ 、 屋根押 さ え に 用 い た と み ら れ る

が、 か な り の 数 が一挙 に捨 て ら れ て い る 。 (第23図〉 。

こ の ほ か 入 口 施設 の 近 く に 台 石 1 点 (458) を 遺

存す る 。 鉄製品 と し て は 、 手鎌 4 点 (565 、 567 、 573 、

576) 、 お よ び錨 2 点 (557 、 562) だ が、 床 面 で な く

中 層 の 土 器片 に 交 え で の 出 土 で あ る 。 そ の他の遺物

39 
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と し て 、 直径2 . 6cmの 円 盤状土製 品 (665) が出土 し
f 事， � 。

と こ ろ で土器溜め の形成 に さ い し て は 、 あ る 種 の

廃棄 に伴 う 儀礼 が あ っ た と み ら れ 、 供 献物 と み ら れ

る 2 点の遺物 を 検 出 し た 。

ひ と つ は 鉄浮 (662) で あ る 。 金属分 の 品 佐 が高 く 、

ス ポ ン ジ状の外観で金属光沢 を 有 す る 。 こ れ は北西

隅 の 中層 か ら 出土 し た 。 こ の地点 よ り 南東の方位の

土器密集部 の 縁辺 に 、 本住居跡 で唯一完形の 鉢形土

器 l 点 (55) が正立位 で出土 し た 。 両遺物 は 同一対

角線上 の 至 近距離 に あ り 、 か っ 同 レ ベ ル よ り の 出 土

で あ る 。

出土土 器 に は 2 号、 1 3号 の 各住居跡 よ り の 出土物

と 相互 に 接合す る も の が あ り 、 近 い 時期 の住居跡 で

あ る こ と を 示唆す る 。

[土器1 (第24-36図〉

39 は 、 レ ン ズ状の底部 を 有 す る 小型 の 査形土 器 で、

あ る 。 底部 よ り 鈍 く 立 ち 上 が り 胴 を な し 最大径 を 胴

部 の 中央 に 置 く 。 口 縁部 は 「 く 」 の 字 に 屈 曲 し て 短

く 聞 く 。 内外面 は ハ ケ 目 調整 を 施す。

40は 、 長頚 を 有 す る 壷形土 器 で あ る 。 底部 は レ ン

ズ 状で、 稜線 を な し て 立 ち 上 が り 、 頚部 に 列 点文 を

置 き 、 こ れ よ り 直立 し て 長頚部 を な し 口 縁 に 到 り つ

つ大 き く 外反 し て 聞 く 。 内外面 は ハ ケ 目 調 整 で あ る

が、 外面 は よ り 欄密 で あ る 。

41 は 、 口 縁部 の み の 査形土 器 の 資 料 で あ る 。 頚部

に 断面 が三 角 形の低 い突帯 を 巡 ら し 、 こ れ よ り 直立

し て 、 端部 に 到 り つ つ 外反 し て 開 く 口 縁部 を 有 す る 。

内外面 は疎 ら な ハ ケ 目 を 施 す 。 42 は 、 胴部 の 下 半 を

欠 い た 、 直立 す る 口 縁 を 有 す る 査形土器 で あ る 。 口

縁部 は 、 卵 形 に 膨 ら む胴部 よ り 鈍角 に 「 く 」 の 字 に

屈 曲 を な し 、 外反気味 に 直立 し て 開 く 。 内外面 は 短

い タ ッ チ の ハ ケ 目 調 整 を やや密 に施す。 43 は 、 大型

の壷形土 器 で あ る 。 倒卵形 の 胴部 を な す が、 下住 は

欠失す る 。 頚部 に は 2 条 の 低 い 突帯 を 付 し 、 頚部の

高 い 位置で く びれ外湾 し て 聞 く 口 縁部 を 有 す る 。 外

面の調整は タ タ キ を 下地 に し た ハ ケ 目 で、 一部 ナ デ

を施す 。 内面 は 荒 い ハ ケ 目 で あ る 。 44は 、 口 縁部 の

み の 査形土 器 で あ る 。 残存す る 肩部 に は 、 平行文の

下位 に 流水 文 を 加 え た 文様部 分 を 有 す る 。 頚部 よ り
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を 有す る 。 頚部 は 、 胴部 よ り 直主 し て 立 ち 上 が り 、直立 し て立 ち 上 が り 中位 に て 強 く 外反 し て 開 く 口縁

中 ほ ど で強 く 外反 し て 聞 き 口 縁部 に 到 る 。 口 縁部 は 、部 を 有 す る 。 45は 、 壷形土器の肩部の 文様部分であ

断面三角形で、 そ の 口 唇 に 浅 い 刻 み 目 を 有 し 、 口 縁2 条の刺突文、 流水文 を 描 き 、る 。 上 よ り 平行文、

の下位 は 尖 る 。 文様 は 、 平行文の 下位 に 繊細 に し てさ ら に 1 条分の刺突文 が見 え る 。 46 、 47 は 、 査形土

優雅 な 波状文 を 肩部 に 描 く 。 こ の ほ か の 外面 は 丁寧器 の 下位部分 で あ る 。 ほ と ん ど平底 に近 く 、 鈍い角

な ハ ケ 目 調整で内面 は ナ デで あ る 。を な し て 胴部 は立 ち 上 が る 。 内外面 は い ずれ も ハ ケ

49は 、 大型の特徴的 な 複合 口 縁 を 有 す る 外来系の目 調整 で あ る 。 と く に 46 は 、 内面 に ベ ン ガ ラ の穆 み

査形土器 で あ る 。 胴部 は 、 膨 ら ん だ倒卵形 の 胴部 をが観察 さ れ る 。

有 し 、 頚部 に は 断面 が三角 形 で斜方向 の 刻 み を 有す48は 、 複合口縁の壷形土器 で あ る 。 倒卵形の胴部

る 突帯 を 巡 し 、 頚部 は こ こ か ら 直立 し 、 中位 に て く

ミ三六
中央 よ り や や上位 に 最 大径 を 置 き 、 肩部 に 文様部分
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びれ外反 し て 聞 き 、 口 縁部 に 到 り 外面 lこ 浅 い 刻み 目

の あ る 稜線 を 残 し て 「 く 」 の 字 に 屈 曲 し 、 短 く 直線

状 に 内傾 し て 直立 し 、 再 び 「 く 」 の 字 に 折れ水平 に

位近 く に 外反 し て 口 唇部 と な す。 内外面 は ハ ケ 目 調

整 で あ る 。

50 は 、 い わ ゆ る 安国 寺式 の複合口縁の査形土器で

あ る 。 丸底 と 思 わ れ る 底部 か ら 胴部 が立 ち 上 が り 、

や や偏平気味の卵形 を な す 。 胴部 の 中央 よ り わ ずか

に 上住 に 最大径 を 置 き 、 さ ら に や や上 に 2 条 の 断面

が三 角 形 の突帯 を 巡 ら す。 頚部 に は 、 4 対の 勾玉形

の貼付文 を 、 断面三 角 形 の 突帯上 に付す。 頚部 は 直

線状 に 聞 き 、 八分 目 当 た り か ら 強 く 外反 し て 「 く 」

、

。

の字 に 強 く 屈 曲 し 、 さ ら に 外反 し つ つ 内傾 し 、 こ の

外面 に 文様帯 を 有 す る 口 縁部 を な す。 口 唇部 は 、 水

平位 に 平縁 を な し 6 対 の 円 形 の 浮文 を 貼 る 。 口 縁部

の 文様 は 、 細 か い ピ ッ チ の 波状文 な い し は 簾状文 を

有す る 。 内外面ハ ケ 目 調 整 で あ り 、 胎土 は 暗赤褐色

で、 器壁は 厚 め で脆 い 。

51 は 、 口 縁部 を 欠 く 査形土器で あ る が直 口 す る 口

縁部 を 有 す る も の と み ら れ る 。 胴部 の 中 央 よ り や や

上位 に最大径 を 置 き 、 倒卵形の 胴部 を な す 。 内外面

は ハ ケ 目 調整 で あ る 。 52は 、 小型の長頚の童形土器

であ る 。 胴部 は低位 に 最 大径 を 置 く 丸底 で、 肩部 に

は繊細 な 波状文 を 描 き 、 そ の上下 を す り 消 し 、 さ ら

1 0  20cm 

第26図 狩尾 ・ 湯の 口遺跡1 4号住居跡出土土器
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第27図 狩尾 ・ 湯の 口遺跡1 4号住居跡出土土器
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第28図 狩尾 ・ 湯の口遺跡1 4号住居跡出土土器
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第29図 狩尾 ・ 湯の 口遺跡1 4号住居跡出土土器
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第31 図 狩尾 ・ 湯の 口遺跡1 4号住居跡出土土器
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第33図 狩尾 ・ 湯の 口遺跡1 4号住居跡出土土器
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第34図 狩尾 ・ 湯の ロ遺跡1 4号住居跡出土土器
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第35図 狩尾 ・ 湯の口遺跡1 4号住居跡出土土器
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第36図 狩尾 ・ 湯のロ遺跡1 4号住居跡出土土器
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に磨 く 。 口 縁部 は 頚部 か ら 外 し て 直線状 に 聞 く 。 胎

土 に は ベ ン ガ ラ の 混 入 が あ る と み え 、 赤褐色 を 呈 す

る 。 53 は 、 重弧文 を 有 す る 長頚壷形土器の胴部 で あ

る 。 3 条 の 平 行 文 の 上位 に 重弧文 を 櫛状の施文具 に

て 描 く 。 こ の 土 器片は隣 の 14号住居跡 に も 接合す る

同一個体が出土 し た 。 54は 、 小型の査形土器胴部上

半 の破片 で あ る 。 肩部 に 平行 文 と 簾状文 を施す。

55-59 は 、 鉢形土 器 で あ る 。

55 は 、 土 器溜め の 上位 に据 え 供献 さ れ た 完形の 素

口縁の鉢形土器で あ る 。 丸底 よ り 直線状 に 立 ち 上 が

り 、 そ の ま ま 口 縁部 は 外反 気味 に 聞 く 。 器壁は 分厚

く 手裡 ね で作 ら れ 、 内外面 は 細 か い ハ ケ 目 調整 を 施

す 。 56は 、 丸底 の 鉢形土器で あ る 。 内傾 し て 立 ち 上

が り 直立 し た位置で、 わ ずか な 内傾 を 伴 い つ つ 素口

縁部 を形 成 す る 。 内外面 は 若干 の ハ ケ 目 で調整す る 。

57 は 、 手控ね の鉢形土器 で あ る 。 不安定 な 平底 か ら

内傾 し て 胴部 は 立 ち 上 が り 、 中位 か ら 直立 し て 口 縁

部 と な る 。 器壁は 著 し く 肉厚 で、 成形の さ い 内圧 に

よ り 外面 に 縦方 向 の ひ び割 れ を 生 じ て い る 。 58は 、

丸底 の鉢形土器 で あ る 。 底部 か ら 緩 く 立 ち 上 が り 、

胴部メ 位 に て 外面 l こ 弱 い 稜線 を 残 し 、 さ ら に 胴部 は

丸み を 帯 び て 張 り 出 し 、 中央位 に 最大径 を 有 す る 。

口 縁部 は 内傾す る 肩部 か ら 弱 く 「 く 」 の字 に 屈 曲 し 、

直線状 に 聞 く 。 内外面 は ハ ケ 目 調 整 で あ る 。 59 は 、

底部 を 欠 く 鉢形土器で あ る 。 胴部 は 中央位 の やや下

に 最大径 を 置 き 、 口縁部 は 内傾す る 肩部 か ら 弱 く r < J

の 字 に 屈 曲 し 、 直線状 に 開 く 。 内外面 は ハ ケ 目 調整

で あ る 。

60-65 は 、 高坪形土 器 で あ る 。

60 、 6 1 は 、 杯部 は 直線状 に 体部 を 張 り 出 し 、 稜線

を 強 く 残 し こ れ よ り 外反 し て 開 く 口 縁部 を付す。 61

は 、 内面 に 放射状 に 磨 き を 残 す 。 62 、 63 は 、 前 2 者

よ り 小型の 高坪形土 器 で あ る 。 62 は 、 杯体部 の上半

の み の 資料で あ る 。 口 縁部 は 、 内傾気味の体部 か ら

「 く 」 の 字 に 屈 曲 し 、 内 面 に 弱 い稜線 を な し て 外反

し て 聞 く 。 63 は 、 内湾気味の杯体部 の 上端 に 、 内 面

に突出 す る 稜線 を 有 す る 口 縁部 を 付す 。 内 面 は 、 放

射状 に磨 き を 施す。 64 は 、 古い タ イ プの 高杯形土器

で あ る 。 鋤先状の断面 を 有 す る 口 縁部 で、 胎土 は脆

〈 、 内外面 は 暗撞色 の 彩色 を 有 す る 。 65 は 、 小型の
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高杯形土器の 脚 で あ る 。 4 カ 所の 透 か し 穴 を 設 け 、

裾 は 大 き く 広 が る 。

66-1 00 は 、 屈 曲 口縁の聾形土 器 で あ る 。

66 は 、 脚台部 を 欠 く 聾形土器で あ る 。 胴部 中央住

の 高位 に 最 大径 を 置 き 、 口 縁部 は 頚部 で屈 曲 し 聞 く 。

内外面 は ハ ケ 目 調整 を施 す 。 器 壁は 全体 に 厚 め で あ

る 。 67は 、 胴部の 下半 を 欠 く 。 最大径 は 胴部 の やや

上住 に あ る と み ら れ る 。 口 縁部 は 、 胴部 と の境界 が

あ い ま い で頚部の 屈 折 が弱 く J 字形 を 呈 し て 聞 く 。

68 は 、 胴部下位 を 欠 く 聾形土 器 で あ る 。 最大径 は胴

部中央の やや上 に 置 く 。 69 は 、 や や外反 し て 聞 く 口

縁部 を 有 す る 聾形土器 で あ る 。 最大径 は 胴部 の か な

り 上位 に 置 く 。 70は 、 胴部 が歪 ん だ 稚拙 な 作 り の聾

形土器 で あ る 。 胴部 の 器壁は 不均等 な 厚 み で あ る 。

口縁部 は 、 弱 く 屈 曲 し 外反 し て 聞 く 。 内 外面 の ハ ケ

目 調整は欄密 で あ る 。 74 は 、 や や小型の聾形土 器 で

あ る 。 口 縁部 の 「 く 」 の 字 に 弱 く 屈 曲 し 、 内傾気味

に 聞 き 、 端部 は つ ま み上 げ る 。 内外面 は ハ ケ 目 調 整

を施す。 74 を 除 く 、 7 1 -77 は 最大径 を 残 す 聾 形土 器

で あ る が、 い ずれ も 、 最大径 は 胴部 の 中央 よ り や や

高位 に 置 き 、 内外面 は ハ ケ 目 調 整 で あ る 。 78-81 お

よ び86-89 、 9 1 、 92 は 、 胴部上住 の み の 資 料 で、 い

ずれ も 内外面 は ハ ケ 目 調 整 で あ る 。 80 は 、 口 縁部 を

つ ま み 上 げ、 器壁 が薄手 で あ る 。 82 は 、 肩部 あ た り
を 強 く 横方向 に 撫 で、 胴、 口 縁部 の 境界 を 量 す 。 84 、

85 は 、 小型の聾形土 器 で あ り 、 下 か ら 上 に 外 面 の 強

い ハ ケ 目 を施す特徴 を 有 す る 。

93 、 94は 、 ハ ケ 目 の 下地 に タ タ キ を 有 す る 整形土

器 で あ る 。 口 縁部 は 屈 曲 が弱 く 、 J 字形 を 呈す る が、

こ れ は 下 か ら 上 に ハ ケ 目 を 強 く 施す技法 の 所産 と み

ら れ る 。 95-97 は 、 ハ ケ 目 の 下地 に タ タ キ を 有 す る

聾形土器の う ち 、 最大径 を 残 す も の で あ る 。 96 は 、

薄手 の 器壁 を 有 し 口 縁部 は 、 「 く 」 の 字 に 屈 曲 し て

聞 く 。 95 お よ び97 は 、 最大径 がや や 高 く 、 口 縁部 は 、

緩 〈 屈 曲 し 、 胴、 口 縁部 の 境 界 は 暖昧で あ る 。 98 は 、

胴部上位 の み の 資料で あ る 。 器壁は不均等 に 分厚 く

技法の稚拙 さ が見取 ら れ る 。 口 縁部 は屈 曲 が緩 く 、

J 字形 を 呈す る 。 外面 に は 胴部 か ら 口 縁部 に 到 る ま

で タ タ キ を 有 し 、 下 か ら 上方 向 の ハ ケ 目 調 整 を 上 に

重 ね る も 、 頚、 口 縁部 に は タ タ キ を 顕著 に 残す 。 99
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は 、 下半 の み の聾形土 器 の 資 料で あ る 。 脚台部 が欠

け た あ と 破断面 を 丸 く 磨 き 再利 用 す る 。

1 00 は 、 刻 み 目 文 を 、 口 縁部 と 、 頚部 に 貼 り 付 け

た 三角 形 の 突帯 の 上 に 残す聾形土器で あ る 。 内外面

は ハ ケ 目 調整 を施 し 、 丁寧 な 仕上 げ で あ る 。

1 01 -1 1 3は 、 聾形土器の脚台部 の み の 資料で あ る 。

1 05 、 1 06 は 、 こ の う ち 内底部 は 下 に 凸 を 呈す る 。 ま

た 1 07 、 1 1 0 、 1 1 2は 、 内底部 が砂付 き で、 こ れ以外 は 、

内外面 と も ハ ケ 目 調整で外反 し て 聞 く 裾 を 有 す る 。

1 1 4 、 1 1 5 は 、 丸底 の聾形土 器 の 底部 で あ る 。

1 1 6 、 1 1 7は 、 異形祭最E土器の小破片 で あ る 。 前者

は 口縁端部 で外面 に ベ ン ガ ラ に よ る 赤褐色 の 彩色 が

あ る 。 後 者 は 頚部 の突帯部分で あ る 。 図 は 類例 か ら

復 元 し た 概念図 で あ る 。 2 条 の 断面 三 角 形の突帯 と

胴部 に は黒 く 彩色 の あ と が認 め ら れ る 。

1 5号住居跡 (第37図)

第 E 調査 区 で は 南端部 に 所在 す る 一群の切 り 合い

住居跡の ひ と つ で あ る 。 17号、 1 6号、 1 5号の順 に変

遷 す る 。 後 2 者 は 調査区外 に か か り 全貌は よ く わ か

ら な い 。

本住居跡 は 、 こ の 中 で最 も 新 し い住居跡で あ る 。

平 面 形態 は 長方形 を な し 、 主 軸 の 方 向 は N -18・ 

E を 測 る 。 長軸方 向 は4 . 66m 、 短軸方 向 は3 . 68m 、

壁高 は 良 好 な 箇所で、60cmで、 あ る 。 主柱穴 は 2 本 で あ

り 、 住居跡の 中央 よ り 東壁 に 偏 し 長円形の 炉 を 有 し 、

そ の 規模は80cmX 74cm、 深 さ は 31cm で あ る 。 炉内の

埋土 は 下 層 以下 に 炭 化物 を 充 た す 。 台石 (460) は

南側 の柱の脇 に遺存す る 。

出 土遺物 は 土 器 、 鉄製 品 2 点 お よ び砥石 (431 )

で あ る 。 鉄製品 は 鉄鉱 (500) 1 点、 錐 (543) 1 点

で あ る 。

[土器】 (第38 、 39図)

実測可能 な 資料 は 、 8 点 で あ る 。

1 1 8 は 、 床 面 出 土 の 、 直 口 の 壷形土 器 で あ る 。 底

部 は わ ず か に 丸み の あ る 平底 で、 中 心線 よ り やや偏

芯す る 。 胴部 は 中位 よ り 上 に 最大径 を 有 す る 。 口 縁

部 は 外傾 し て 直立 す る 。 内外面 は ハ ケ 目 調整 で あ る 。

1 1 9 は 、 複 合 口 縁 の 童形土器の破 片 で あ る 。 屈 曲部

分 に 突 出 し た 断面長方形の突帯 を 付 し 、 櫛状の施文

具で斜方 向 の 押圧 し た 文様 を 有 す る 。 中 層 出 土 で あ

5 6 

る 。 1 20 は 、 床 面 出 土 の 、 査形土 器 の 肩 部 の 施文部

分 で あ る 。 平行文 を 施 し た あ と 2 条 の 列点文、 流水

文 を 下位 に描 く 。

1 21 、 1 22 は 、 素 口 縁 の 鉢形 土 器 で あ る 。 1 21 は 、

小型の 丸底 で精製土器で あ る 。 底部 か ら 内 湾気味 に

立 ち 上 が り 、 胴部 は 中央位 で直立 し 口縁部 と な す。

1 22 は 、 柱穴 ( P - l ) 出 土 の 、 脚台付 き の鉢形土器

で あ る 。 杯部 は底部 か ら 鈍 く 立 ち 上 が り 、 直線状 に

聞 き 、 器高 の 上 よ り M佐 か ら 、 内傾気味 に 直立 し ご

く 弱 く S 字状の 口 縁部 と な す。

1 23-1 25 は 、 費形土 器 で あ る 。 後 2 者 に は ハ ケ 目

の下地 に タ タ キ を 有 し 、 器壁は概 し て 薄手 で あ る 。

1 25 の み床 面 出 土 で あ る 。 1 25 は 、 やや長胴化 の 傾向

があ る 。

1 6号住居跡 (第37図)

住居跡の南半 が調査区外で あ る 。 ま た 北壁の一部

を 1 5号住居跡 が切 る 。 正確 な 平面形態 は 不明 だ が方

形 を な し 、 主軸 の 方 向 は 南北 と み た 場 合 N -17・ 

W を 測 る 。 長軸方向 は残存4 . 88m 、 短軸方向 は3 . 28m 、

壁高 は 良 好 な 地点 で48cmで、 あ る 。 主柱穴 は 2 カ 所残

存す る が、 位 置 か ら み て 本 来 は 4 本 で あ ろ う 。 住居

跡の 中 央 あ た り に 円形 の 炉 を 有 し 、 そ の 規模 は 直径

約60cm、 深 さ は32cmで あ る 。 炉内 の埋土 は 下 層 以下

に 炭化物 を 充 た す 。 ベ ッ ド状遺構 は 南東 の 隅 に 設 け 、

概ね1 0cmの 比高差 を 床面 と な す。 調査区外 と 接す る

南端部 に は 、 浅 い 掘 り 込 み が あ る が、 そ の性格は不

明 で あ る 。

出土遺物 は 、 土 器 、 鉄製品 お よ び屋根押 さ え と み

ら れ る 柱状の 石 材 で あ る 。 鉄製 品 は 、 北東隅 の 下 層

か ら 錐 (63 1 ) 1 点 が出土 し た 。

[土器] (第40図)

1 26 、 1 27 は 、 床 面 出土 の 、 聾形土 器 で あ る 。 1 26 は 、

頚部 よ り 「 く 」 の 字 に 屈 曲 し 、 内 に稜線 を な し 外反

し て 開 く 口 縁部 を 有す る 。 胴部 の 最大径 は や や 高 い

位 置 に 置 く 。 内 外 面 は ハ ケ 目 調 整 で あ る 。 1 27 は 、

弱 く 屈 曲 す る 口 縁部 を 有 す る 。 外面 は ハ ケ 目 調整で

あ る 。

1 28- 1 30 は 、 タ タ キ を 有 す る 聾 形 土 器 で あ る 。

1 28 は 、 床 面 出 土 で あ る 。 1 29 は 、 高 い 位 置 に 最大径

を 有 す る 。 1 30 は 、 脚台部 を 破損 し た あ と 破断面 を
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磨 き 再利 用 し た 土 器 の 資 料 で あ る 。 中 層 出 土 で あ る 。

1 3 1 --- 1 33 は 、 口 縁部 の み の 資 料 で あ る 。 1 3 1 は 、

床 面 出 土 で あ る 。 頚部 を 強 く 横方向 に な でた た め 、

J 字形 を 呈す る 口 縁部 で あ る 。 後 2 者 は 、 直線状 に

聞 く 口 縁部 で あ る 。 1 34 、 1 35 は 、 脚台部 の み の 資料

で あ る 。 前 者 は 、 床面出土 で あ る 。 低 い 器高 で、 天

井部 は わ ずか に 下 に 凸 を 呈 し 、 砂付 き で、 古い タ イ

プの特徴 を 有 す る 。 後 者 は 、 器高 が高 く 、 天井部 は

平 た く 、 わ ずか に 外反 し て 開 く 裾 を 有 す る 。 中 層 出

土 で あ る 。

1 7号住居跡 (第37図〉

住居跡の 大半 を 16号、 次 い で15号住居跡 が切 る 。

住居跡の 南 半 は 調査区外 で あ り 、 正確 な 規模 と 平面

形態 は 不明 で あ る が、 方形 を な す と み ら れ る 。 主軸

の 方 向 を 南北 と す る 場合 N ー170 -W を 測 る 。 長 軸

方 向 は 残存4 . 26m 、 短軸方 向 は 5 . 72m で、 壁高 は 良

好 な 地点 で43cm を 測 る 。 主柱穴 は 2 本残 る が、 復元

す れ ば 4 本柱で あ ろ う 。 炉 お よ びベ ッ ド状遺構は切

，

 

，

 

，
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1 35 

。 20cm 1 0 

り 合 い の た め確認で き な い 。 西壁の 一部 に は 、 奥行

き 約50cmの突出部 を 有 す る 。

出土遺物 は 、 土器 l 点 を 実測可能 な 資料 と す る 。

鉄製品 は 鉄片 1 点 (631 ) を 西側 の 柱穴 よ り 出土 し た 。

[土器1 (第40図)

1 36 は 、 下 半 の み の 聾 形土 器 で あ る 。 胴部 の 内 底

部 は 、 上 げ底 を な し 、 脚台部 は 、 著 し く 低 く 古い聾

形土器の特徴 を 有 す る 。 中 層 出 土 で あ る 。

1 8号住居跡 (第41 図)

第 皿 調査区の う ち 、 条溝の 南側 の住居跡群の一つ

で あ る 。 本住居跡 は 、 切 り 合い住居跡群1 9号�21号

に 隣合 う 。

平面形態は 正方形 で あ り 、 長軸方向 は 5 . 46m 、 短

軸方向 は 5 . 28m 、 残存壁高54cmで、 主軸の方向 は N

470 -W を 測 る 。 主柱穴 は 4 本 で あ り 、 住居跡の

中央 よ り 南東壁 に 偏 す る 円形 の 炉 が あ り 、 わ ずか に

炉堤 (炉の 周 囲 を 巡 る 硬化 し た 高 ま り 部分 を 称す る )

を 認 め る 。 t戸の 士見F莫は90cmX 74cm、 深 さ は 1 5cmで、 あ

，，I
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第40図 狩尾 ・ 湯の 口遺跡1 6 ・ 1 7号住居跡出土土器
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る 。 炉内 の埋土 は 下層以下 に 炭化物 を 充 た す 。 ベ ッ

ド状遺構は 4 隅 に 設 け る 。 南東壁中央 に 沿 い 、 入口

施設 と み ら れ る 浅い 不整形 の 掘 り 込 み が あ り 、 こ れ

に接 し て 炉 と の 聞 に 同 壁 に 平行 し た 一対の小柱穴 を

有 す る 。 床面 に は 数 カ 所ベ ン ガ ラ の付着 があ る 。 台

石 は 中央 よ り や や北東 の 床 面 に遺存す る 。

出土遺物 は 土 器 2 点 を 実測可能 と し た 。 こ の ほ か

石 器 と し て は 砥石 (432) 1 点 が入 口 施設の掘 り 込

み の 床 面 で出 土 し た 。

鉄製品 と し て は 、 有 茎鉄鉱の破片 4 点 (489 、 520 、

523 、 529) 、 錨 2 点 (545 、 548) 、 鉄片 l 点 (624)

で い ずれ も 床面 か ら の 出土 で あ る 。 こ の ほ か 、 入 口

施設の掘 り 込 み に は 、 壁 に接 し て コ ブ シ 大の 自 然石

1 0個 が出土 し た 。

[土器] (第41 、 42図〉

土 器 は 、 10点 を 実測可能 な も の を 図示す る 。

1 37 は 、 査形土 器 の 胴部 の み の 資 料 で あ る 。 倒卵

形 に 張 り 出 し た 胴部 を 有 し 、 内外面 は ハ ケ 目 調整で

あ る 。 中 層 出 土 で あ る 。 1 38 は 、 床 面 出 土 の 、 口 縁

部 と 底部 を 欠 く 鉢形土 器 で あ る 。 最大径 は低 め で下

膨 れ 形 で あ る 。 内外面 は鉢形土 器 で あ る 。 1 39-1 41

は 、 査形土 器 で あ る 。 1 39 は 、 肩部 の み の破片資 料

で あ る 。 櫛状の施文具 に で 鍵形 の 文様 を 軽い タ ッ チ

で描 く 。 後 2 者 は 、 底部 の み の 資 料 で あ る 。 中 層 出

土 で あ る 。 1 40 は 、 床 面 出 土 の 、 狭 い 平底部分 を も

っ 底部 で あ る 。 1 41 は 、 低 い レ ン ズ 状の底部 を 有 す

る 平底 で底面 に 板 目 圧痕 を 有 す る 。 中層 出 土 で あ る 。

1 42-1 46 は 、 聾形土 器 の 資 料 で あ る 。 1 42 、 1 43 、

1 45 、 1 46 は 、 床 面 出 土 で あ る 。 1 42 、 1 44 は 、 わ ずか

に つ ま み上 げの特徴 を 持つ 口縁部 で あ る 。 1 44は、 r < J

の字 に屈 曲 し 、 や や強 く 聞 く 口 縁部 を 有す る 。 頚部

の 外面 は 強 い 横 ナ デ で仕上 げ る 。 1 46 は 、 脚台部 の

み の 資料 で あ る 。 裾 は 直線状 に 聞 き 、 裾の端部 で わ

ずか に 外 反 す る 。

1 9号住居跡 (第43図)

3 軒切 り 合 い の住居跡群 の 一つ で あ る 。 21号、 22

号、 23号住居跡の 順 に 変還 す る 。

平面形態 は 長方形 で あ り 、 長軸方向 は 7 . 02m 、 短

軸方向 は 5 . 76m 、 残存壁高 は 良 好部分で、44cm 、 主軸

の 方向 は N -57・ -w で あ る 。 主柱穴 は 4 本 で あ り 、
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柱痕跡は各柱 に 残 り 、 概 ね 1 0cm な い し 1 3cm を 測 る 。

住居跡 の 中 央 よ り 南東壁 に 偏 し て 長方形の炉 を 有 し 、

そ の 規模は 97cmX 66cm、 深 さ は 26cmで、 あ る 。 炉の周

辺 に は 若干の 高 ま り があ り 、 炉堤 (炉の 周 囲 に 巡 る

小 高 い 周堤部分) の残欠 と み ら れ る 。 炉内 の 埋土 は

下層以下 に 炭化物 を 充 た す 。

ベ ッ ド状遺構 を 4 隅 に 設 け 、 床 面 と の 比 高差 は 概

ね 5 cm を な す 。 南東壁中央 に 沿 い 、 入 口 施設 と み ら

れ る 不整形の浅い掘 り 込 み があ り 、 同 壁 に 平 行 し て 、

内 に 一対の 小柱穴 を 穿 つ 。 床 面 の 各所 に ベ ン ガ ラ の

付着 を 有 す る 。

出土遺物 は 、 土器の ほ か鉄製 品 2 点 が出 土 し た 。

柱穴 ( P - 4 ) 上 面 よ り 軽石製 の 定型勾玉 (666) が

出土 し た 。 ま た コ ブ シ 大 の 自 然石 1 0個 が北隅近 く の

北西壁 に接 し て 集 中 す る 。

鉄製品 と し て は 、 鉄鎌の 茎 1 点 (51 3) が床面 か ら 、

ま た 万子 l 点 (536) が出土 し た 。
[土器] (第43図)

1 47 、 1 48 は 、 聾形土 器 で あ る 。 1 47 は 、 柱穴 ( P -

2 ) よ り 出土 し た 。 胴部外面 に は 著 し い タ タ キ を 施

し 、 内 面 は ハ ケ 目 を施す。 口 縁部 は 胴部 よ り 「 く 」

の 字 に 屈 曲 し て 開 く 。 1 49 は 、 床 面 出 土 の 、 器 高 の

低 い 脚台部 の み の 資料 で あ る 。 内外面 に は ハ ケ 目 調

整 を施す。

20号住居跡 (第44図〉

平面形態 は 長 方形 を な し 、 主 軸 の 方 向 は N -56・

-w を 測 る 。 長軸方向 は 5 . 34m 、 短軸方 向 は4 . 48m 、

壁高 は 良 好 な 部分 で56cm で あ る 。 大 半 を 19号住居跡

が床 の上面 ま で切 る 。

主柱穴 は 2 本 で あ り 、 住居跡の 中央 よ り 南東 壁 に

偏 し て 問 丸方形の 炉 を 有 し 、 そ の 規模 は56cmX 52cm、

深 さ は25cmで あ る 。 炉内 の埋土 は 下 層 以下 に 炭化物

を 充 た す。 ベ ッ ド状遺構は 、 切 り 合 い の た め 判 然 と

し な い が、 北隅 の 1 カ 所 に 痕跡 を 残 し 、 わ ずか に 床

面 と 比高差 を な す 。 入口施設 と み ら れ る 壁 に 平 行 し

た 一対の小柱穴 は 、 南東壁の 中 央 と 炉の 聞 に 有 し 、

床面 に は住居跡の 中 央 よ り 北東寄 り に ベ ン ガ ラ の広

が り を み る 。

出土遺物 は 、 19号住居跡の影響 を 免 れ た 空 間 に 局

在 し 、 そ の 出土状況は 、 北西方面 か ら 廃絶後の 投棄
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第 2 節 弥生時代後期 の 遺構 と 遺物

を 示 し 、 多 数 の 自 然石 や柱状の割石 材 に 土器片 を 交

え る 。

[土器] (第44図〉

実測 し う る 土器 は 2 点 で あ る 。

1 50 は 、 床 面 出 土 の 、 底部 の み の査形土 器 で あ る 。

レ ン ズ状の 丸底 を 有 し 、 稜線 を な し て 胴部 が立 ち 上

が る 。 内外面 に は ハ ケ 目 を施す。

1 5 1 は 、 底部 を 欠 く 斐 形土 器 で あ る 。 胴部 は 中 位

よ り や や 上 に 最大径 を 有 し 、 「 く 」 の 字 に 屈 曲 し 、

短 い 口 縁部 が聞 く 。 中 層 出 土 で あ る 。 内外面 の ハ ケ

目 調整は疎 ら で あ る 。

21 号住居跡 (第44図〉

住居跡の 岡部分 の み が残存す る 。 ほ と ん ど を 19号

住居跡 に切 ら れ、 正確 な 平面形態 は 不 明 で あ る が、

柱穴 が な く 小規模 な 住居跡 で あ ろ う 。 あ る い は20号

・住居跡の 突 出部 の 可能性 も 否定 で き な い 。 残存す る

長軸方 向 は 2 . 04m 、 同 じ く 短軸方向 は 1 . 1 6m 、 壁高

は 良 好 な 部 分 で46cm で、 主 軸 の 方 向 は N -560 - E

を 測 る 。

出土遺物 は 土 器 と 柱状の 石 材片で、 廃絶後の投げ

込 み で あ る 。 実測 に 耐 え る 土器資料は 無 か っ た 。

22号住居跡 (第45図)

本遺跡 よ り 45号住居跡 ま で は 、 第 皿 調査区の う ち 、

条溝の北側 に 立地す る 。

条溝ほ ど近 く 、 約 4 m 北の地点 l こ 立地す る 。 用 水

路 に よ り 、 東壁の 上部 は 、 や や破壊 を 受 け る 。 平面

形態 は 長 方形 を な し 、 主 軸 の 方 向 は N -1 50 -W を

調見 。 長軸方 向 は 5 . 23m 、 短軸方 向 は4 . 48m 、 壁高

は 良 好 な 部分で、22cmで、 あ る 。

主柱穴 は 4 本 で あ り 、 住居跡の 中央 よ り 南壁 に 偏

し て 円形 の 炉 を 有 し 、 そ の 規模は80cmX 78cm、 深 さ

は24cmで あ る 。 炉内 の埋土 は下 層 以下 に 炭化物 を 充

た す 。 ベ ッ ド状遺構は 南、 西隅 に 設 け 、 床面 と の 比

高差は概ね 5 cm を な す 。 南壁中 央 に 接 し 、 入 口施設

と み ら れ る 浅 い 掘 り 込 み が あ り 、 壁 と 平行 し た 一対

の 小柱穴 を 内 に 有 す る 。 ベ ン ガ ラ の床面への付着 は 、

入 口施設の 東側 の 壁際 に 集 中 部 分 がみ ら れ る 。

出土遺物 は 、 土器 1 点 を 実測 し た 。 鉄製品 と し て

は 、 完形 の錨 1 点 (537) が東壁 に 間 近 か の 床 面 で

出土 し た 。
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[土器] (第45図〉

1 52 は 、 精製 し た 薄手 の 小型鉢形土 器 で あ る 。 口

縁部 の み の 資 料で あ る が、 小型丸底土器の胴部 に接

続す る 直線状 に 聞 く 口縁の一部 で あ ろ う 。

23号住居跡 (第46図〉

東側 3 分の l が調査区外 で あ り 、 用 水路 の 敷地 に

よ り 撹乱 を 受 け る 。 復 元 し う る 平面形態 は 方形 を な

し 、 主軸の 方 向 は N -320 -W を 測 る 。 長 軸方 向 は

5 . 53m 、 残存す る 短軸方 向 は4 . 1 6m 、 壁高 は 良 好 な

部分 で、28cmで、 あ る 。 主柱穴は 2 本残 り 本来 4 本 と み

る 。

住居跡の 中央 よ り 南壁 に 偏 し て 、 内部 に深 い 掘 り

込み の あ る 、 正方形の 炉 を 有 し 、 そ の 規模は l 辺80cm、

深 さ は23cmで、 あ る 。 炉内の埋土 は下 層 以下 に 炭化物

を 充 た し 、 周 囲 に は 炭化物 が床 面 に付着す る 。 ベ ッ

ド状遺構は北東隅 に 設 け る 。 南壁の 中 央 に 接 し て 、

入口施設 と み ら れ る 不整形 の 浅 い 掘 り 込 み が あ り 、

楕円形の小柱穴 を 有 す る 。 こ の 両脇 は じ め 床 面 の各

所 に ベ ン ガ ラ が付着 す る 。

出土遺物 は 、 土器 1 点 を 実測可能 と し た 。 鉄製品

と し て は 、 床 面 か ら 有 茎銑 2 点 (506 、 5 1 8) 、 北東

隅の下層 か ら 有茎鎌 1 点 (493) が出 土 し た 。

[土器] (第46図〉

1 53 は 、 炉 か ら 出 土 し た 、 下 半 を 欠 く 素 口 縁の鉢

形土器 で あ る 。 丸底 と 思 わ れ る 底部 か ら 内傾 し て に

立 ち 上 が り 、 口 縁部 は 中途 よ り 直線状 に 聞 く 。 内外

面 は ハ ケ 目 調 整 で あ る 。

24号住居跡 (第47図)

3 軒切 り 合 い住居跡群 で あ る 24号�26号住居跡の

1 軒で あ る 。 な お こ の群 に は 、 後世の48号住居跡 が

さ ら に切 り 合 う 。 住居跡は 、 24号 か26号、 25号 、 48

号の順 に 変選 し 、 24号、 26号の 先後関係 は 不 明 で あ

る 。

平面形態 は 正 方形 を な し 、 主 軸 の 方 向 は N -320

-w を 測 る 。 長軸方 向 は6 . 32m 、 短軸方向 は 5 . 58m 、

壁高 は 良 好 な 部分 で36cm で、 あ る 。

主柱穴 は 4 本 で あ り 、 住居跡の 中 央 よ り 南東壁に

偏 し て 楕円形の炉 を 有 し 、 そ の 規模は 78cmX 66cm、

深 さ は36cmで、 あ る 。 炉内 の埋土 は 下層 以 下 に 炭化物

を 充 た す 。 ベ ッ ド状遺構は 各隅 に 設 け 、 床 面 と の 比
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第 2 節 弥生時代後期 の遺構 と 遺物

高差 は概ね 7 cm を な す。 南東壁の 中央 に 接 し 、 入 口 1 54 は 、 底部 を 欠 く 鉢形 土 器 で あ る 。 胴部 は 下位

施設 と み ら れ る 浅い 掘 り 込み が あ り 、 内 に 小柱穴 を に 最 大径 を 置 き 、 口 縁部 は 「 く 」 の 字 に 屈 曲 し 、 短

穿つ 。 く 聞 く 。 内外面 は ハ ケ 目 の 上 を 軽 く 撫 で て 調整す る 。

出土遺物 は 、 土 器 3 点 を こ こ に掲 げ た が、 う ち 1 中 層 出 土 で あ る 。 1 55 は 、 床 面 出 土 の 、 口 縁部 の み

点 は 異形祭杷土器 で あ る 。 の聾形土器で あ る 。 口 縁部 は やや 内傾気味 に 聞 き 、

鉄製 品 の 出土 は 豊富 で、 12点 を 数 え 、 炉 と 入 口施 つ ま み 上 げ る 端部 を な す 。 1 56 は 、 床 面 出 土 の 、 異

設 の 問 、 東隅 の ベ ッ ド付近、 西 隅 の ベ ッ ド上の各床 形祭杷土 器 で あ る 。 胴部 を 欠 き 、 頚部 の突帯部分 主

面 に 出土 し 、 こ の う ち 7 点 は 鉄片 の ほ か有茎鉄鎖、 口縁部 の遊離破片 の み の 資料 で あ る が、 類例 よ り 判

手鎌が出土 し て お り 鍛冶工房 の 可能性 が あ る 。 断 し て 偏平 な 丸底 と み ら れ 、 図 は 一部概念図で欠損

[土器] (第47図) 部位 を 補 う 。 突帯 は 、 断面 が三 角 形 を 呈 す る 2 条 を

() 
「

H
人口
ω・
0
0
5

- の

回 ・ ∞

⑥ 「1 1 
仏
、a
w 

g 堀立柱柱穴ヨ u

\ 〈号
、

r -
堀立柱柱穴

、 J 恒 4 I 506 
0 

• F e 。

� 五〉A 1Q;r--� 厨: 。。
b 

2 

の

- ∞ - ∞ . (ヲ

A L =473 . 00m 
O 

A ' 

ヨ 一一-
E塑旦 ミヂ

J 出iJiliiV7\\ / 1 53 

第46図 狩尾 ・ 湯の 口遺跡23号住居跡実測図及び出土土器

20cm 

68 



@ 。
。
ミコ国 !l? 
司 。

r 634 j 

D @ P . 

4 
1 -\ 63マ3 ‘  

r 569 

ー r 495 
r 522 T 1 己主ニFー

0 )> 
D D ' 
. . 

- fE  
)> コ /"τB、、
r ... ・・. J 
H \」ヨノ
� 
...， 
w 

8 ヨ

， コ

B 

0 )> 
B L =473 . 00m 

三三

0)> 

0 <1 - ø 

品
。

第 E 章 狩尾 ・ 湯の 口遺跡、 の 調査 と 成果

f: 匡
山OO ' f:l.l'= 寸

コ

a 

コ

o 4 m  、
。 色 0 .. - 、

。，“，

 

ロU
・

。

B ' 

J L/ \ f 圭
。

、�寸J、AやE、、
，(1 1 0  、、

1 54 

f、、- (( / ノ
ノ/ 
/ I 

-、~、....::、
， t = 、 l JJ 20cm 

第47図 狩尾 ・ 湯の 口遺跡24号住居跡実測図及び出土土器

69 



第 2 節 弥生時代後期 の遺精 と 遺物

巡 ら し 、 長頚部 の 上 か ら 3 分の 2 佐 に 置 く 。 口 縁部

は 、 直線状 に 聞 い て 長 く 伸 び、 わ ずか に 外反気味 に

聞 く 。 外面 は 、 頚部以下 を 黒彩 し 、 以上 を ベ ン ガ ラ

に よ る 赤褐色 の 彩色 を施す。 内 面 は 素地 に 荒い /ゐ ケ

目 調整 で あ る 。

25号住居跡 (第48図)

24号、 26号住居跡 が切 る 。 さ ら に 後世の カ マ ド付

き の48号住居跡 に 切 ら れ 辛 う じ て 床 面 を 留 め る 。 平

面形態は 歪 ん だ 方形 を な し 、 主軸 の 方 向 は N - 7 。

-w を 測 る 。 長軸方向 は3 . 95 m 、 短軸方 向 は3 . 04m 、

壁高 は 良 好 な 部分 で、約30cmで、 あ る 。 柱穴 お よ び炉は

確認 さ れ な い 。 出土遺 物 は 土器 お よ び鉄製器 で あ る

が実測 に耐 え な い 小破片 で あ る 。

26号住居跡 (第49図)

北 l こ 3 軒切 り 合 い の住居跡群 で あ る 27号�29号住

居跡 が控 え 、 ま た 29号 お よ び そ の 周辺 の住居跡 と 方

位、 規格の 類似 がみ ら れ る 。

平面形態 は 長 方形 を な し 、 主軸 の 方 向 は N -320

-w を 測 る 。 長軸方 向 は7 . 42m 、 短軸方 向 は 5 . 54m 、

壁高 は 良 好 な 部分 で、38cmで、 あ る 。 主柱穴 は 4 本 で あ

り 、 住居跡の 中央 よ り 南東壁に偏 し て 長方形 の 炉 を

有 し 、 そ の 規模は98cmX 80cm、 深 さ は38cmで、 あ る 。

炉内 の埋土 は 下 層 以下 に 炭 化物 を 充 た す 。 ベ ッ ド状
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回
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H
九日
吋
ω・
0
0ヨ

A 

遺構は北隅以外の 3 隅 に 設 け 、 床 面 と の 比高差は概

ね 8 cm を な す 。 南東壁中央 に 接 し 、 入 口施設 と み ら

れ る 起伏 の 多 い 浅 い 掘 り 込み があ り 、 同 壁 に 平行 し

て 炉 に 近 い 縁辺 に 一対の小柱穴 を 有 し 、 内 に は他 に

2 カ 所小柱穴 が あ る 。

出土遺物 は 、 土器 4 点 を 実測可能 な も の と し た 。

石器 と し て は 、 砥石 は 3 点 (421 、 432 、 433) を 数 え 、

い ずれ も 床面 か ら 出土 し た 。

鉄製品 は 、 5 点 を 実測 し て 示 し た が、 2 点 は 鉄片

で あ る 。 入 口施設 の 掘 り 込 み か ら 3 点出土 し 、 1 点

は完形の有茎鉄鉱、 他 は 同破片 と み ら れ る 。 こ れ ら

鉄製品 は ほ と ん ど床 面 出 土 で あ る 。 こ の ほ か微細 な

鉄浮 が中 層 お よ び床面 か ら 少 し 検出 し た 。

[土器1 (第49図)

1 57 は 、 鉢形土 器 の 口 縁部 の み の 資 料 で あ る 。 胴

部 か ら 緩や か に屈 曲 し 、 外反 し て 短 く 開 く 。 内面 に

わ ず か に ハ ケ 目 調整 を 認め る が、 外面 は ほ と ん ど ナ

デで調整す る 。 下層 よ り の 出 土 で あ る 。

1 58 は 、 高杯形土器 の 杯 部 の み の 資 料 で あ る 。 杯

部 は 中位 に 到 り て 直立 し 、 内 面 に稜線 を 有 し て 「 く 」

の 字 に屈 曲 し 、 外反 し て 開 く 口 縁部 を 有 す る 。 外面

は ハ ケ 目 調整の あ と ナ デ、 内 面 は 丁寧 に 撫で る 。 下

層 よ り の 出 土 で あ る 。
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第 2íí↑i 弥生時代後期の遺構 と 遺物
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1 59 は 、 胴 部 の 上位 の み の 整 形 土 器 で あ る 。 な で

肩 に し て 緩 や か に 外反 し て 聞 く 口 縁部 を 有 す る 。 内

外 面 は 縦方 向 の ハ ケ 目 調 整 を 著 し く 残す 。 下 層 よ り

の 出 土 で あ る 。 1 60 は 、 床 面 出 土 の 、 護 形 土 器 の 口

縁古11 で あ る 。 「 く 」 の 字 に 強 く 屈 曲 し て 開 く 口 縁 部

で あ る 。 内 外面 は 疎 ら な ハ ケ 目 調 整 を 施 す 。

27号住居跡 (第50図)

第 四 調査 区 の う ち 中 心部 を 占 め る 3 1肝 切 り 合 い の

住居跡群 で あ る 。 28号 あ る い は 29 号 、 27号住居跡の

)1聞 に 変選 す る 前 2 者 の 先後 関係 は 不詳 で あ る 。 3 住

居 跡 の 壁 は低 く 、 し か も 検 出 面 で は 本遺跡の な か で

も 高位地点 で あ る こ と か ら 、 削 平 以 前 の 本 来 の レ ベ

ル では 、 際立 っ て 高 い 地点 に こ の住居跡群 は 立地 し

て い る こ と に な る 。 と く に 27号、 29号住居 跡 は 大 型

住居 で あ る こ と や 、 3 住居 跡 が い ずれ も 鉄津 を か な

り 出ニ!こ し て い る こ と か ら 、 こ の 一帯 が本逃跡の �I:J で

重要 な 役割l を 占 め て い た と み ら れ る 。

平 面 形態 は ほ ぼ正 方形 を な し 、 一般住居 と 隔絶 し

た 規模の 大 型住居 で、 同 じ く 大 型 の 29号住居跡 を切

る 形 で立地す る 。 床 面 に 多 量 の 鉄j宰が広 が り 鍛冶工

房 と し て の性 格 を �lj併 と さ せ る 。

主 il!111 の 方 向 は N -5 1 0 -W 、 長 制l方 向 は 8 . 55m 、

短�!IJI 方 向 は8 . 1 3 m 、 壁高 は 良 好 な 音11 分 で40cm を 測 る 。

上柱穴 は 4 本 で あ り 、 住居跡の 中央 よ り 南東 壁 に 偏

し て 正方形の 大 型 の 炉 を 有 し 、 そ の 規模は 1 1 6cm X
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第 皿 章 狩尾 ・ 湯 の 口 遺跡の調査 と 成果

1 04cm 、 深 さ は 24cm で、 あ る 。 炉 内 の 立li土 は 下 層 以下

に 炭 化物 を 充 た し 、 微細 な 鉄棒 が出 土 し た 。

ベ ッ ド;1犬遺構は北西壁中央 と 東附 に 、 ま た 段差 の

あ る L 字形 を 南隅 に 設 け 、 床 面 と の 比 高差 は 8 cm な

い し 3 cm を な す 。 南東壁の 中 央 に 按 し 、 入 口 施設 と

み ら れ る 浅 い 掘 り 込 み が あ り 、 そ の 縁辺上 に は 同 壁

に 平 行 し て 一対 、 他 に l カ 所の 小柱穴 を 穿 つ 。 入 口

施設の傍 ら に は 鉄淳微粉 が集 中 が あ り 床 面 が藤色 を

呈 し 、 こ こ か ら 炉辺 に か け て の 範囲 が操業 の 中 心 と

み ら れ る 。

出土造物 は 、 土 器 4 点 を 実 測可能 な も の と す る 。

土 器 の 1 点、 は 、 安 国 寺式 の 特徴 を 有 す る 査形 土 器 の

口 縁片 で あ る 。 石 器 と し て は 、 石 包 丁 l 点 (423)

が床面 よ り 出 土 し 、 砥石 2 点 (424 、 435) が 出 土 し

た 。 鉄製品 は 1 3点 で あ り 、 う ち 7 点 は 鉄片 で あ る 。

出土状況 は 、 床 面 と 中 層 が相 半 ばす る 。 こ の ほ か 南

附 ベ ッ ド の 法 面 下 に は 管玉 l 点 (668) 、 土 器 片 で作

る 土製 の 円 盤 (664) が炉内 か ら 出 土 し た 。

{土器] (第51 図)

1 6 1 は 、 口 縁部 の み の 壷形 土 器 の 破片 資 料 で あ る 。

外 反 し て 開 き 、 外 面 に 流 水 文 を 描 く 。 口 唇 音11 分 は 平

坦化 し 、 斜方向 に ハ ケ 状施 文 具 でtll'圧 し て 、 刻 み 目

文 を 施 す 。 中 層 出 土 で あ る 。 1 62 は 、 複 合 口 縁 を 有

す る 萱形土器の 口 縁部 の破 片 で あ る 。 安 国 寺式 土 器

の特徴 を 有 し 、 幅広 の 口 縁端 部 の 外 面 に ピ ッ チ の 狭

' I • ， 

第51 図 狩尾 ・ 湯の口遺跡27号住居跡出土土器
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第 2 節 弥生時代後期 の遺構 と 遺物

ぃ 波状文 を施す。 胎土 は鈍い 赤褐色 を 呈 し 、 明 ら か

に 在地 と 異 な る 。 中 層 出 土 で あ る 。

1 63 は 、 床 面 出 土 の 、 童 形土 器 の 上 半 の み の 資 料

で あ る 。 胴部 よ り 「 く 」 の 字 に 屈 曲 し て 聞 く 口縁部

を 有 し 、 内外面 は ハ ケ 目 調整 を施す。 1 64 は 、 柱穴 ( P

- 3 ) よ り 出土 し た 聾 形土 器 の 下 半 の み の 資料 で あ る 。

柱穴の 中 か ら の 出 土 で あ る 。 脚台部 は低 く 張 り 出 し

裾の端部 で わ ずか な 外反 を 示 す 。 内外面 は ハ ケ 目 調

整 で あ る 。

28号住居跡 (第52図)

平面形態 は 長 方形 を な し 、 北東の 一部 を 27号住居

跡 が切 る 。 主 軸 の 方 向 は N ー130 -W を 測 る 。 長 軸

方向 は5 . 88m 、 短軸方 向 は 5 . 05 m 、 壁高 は 良 好 な 部

分 で、40cmで あ る 。 主柱穴 は 4 本 で あ り 、 住居跡の 中

央 よ り 南壁 に 偏 し て 隅 丸正方形の炉 を 有 し 、 皿状の

掘 り 込み の 中位以下 を さ ら に 深 く 掘 る 。 そ の 規模 は

86cmX 84cm、 深 さ は34cmで、 あ る 。 炉内の埋土 は 、 下

層 以下 に 炭化物 を 充 た す。

ベ ッ ド状遺構は北東以外の各隅 に 設 け 、 床面 と の

比高差は概ね 10cm を な す 。 南壁の 中央 に 接 し 、 入 口

施設 と み ら れ る 起伏 の あ る 不 整形 の 浅 い掘 り 込み が

あ る 。 内 に は 壁 に接 し て砥石 2 点 があ る 。 床面 に は

ベ ン ガ ラ の付着 が炉の傍 ら に み ら れ 、 ま た 微細 な 鉄

j宰 が広範囲 に み ら れ る 。 北壁中央 に は 壁際 に 球形の

磨 石 (448) が あ り 、 同 壁 の や や 東 よ り に は コ ブ シ

大の 自 然石10個 の 集 中 が遺存す る 。 住居跡の 中 央 に

は 一 見台石 に 見 え る 使 用 痕 の な い 板石 があ る 。

出土遺物 は 、 土 器 5 点 を 実測可能 な も の と し た 。

石 器 と し て は 、 下層 よ り の 出土 の磨製石鍛 1 点(41 9) 、

砥石 2 点 (437 、 438) で あ る 。 鉄製品 と し て は 、 6

点 です べ て 鉄片で、 床 面 お よ び下層 よ り 出土 し た 。

う ち 4 点 を 実測 し た 。

[土器] (第52図)

1 65 は 、 査形土 器 の 口 縁部 の み の 資 料で あ る 。 頚

部 の 高 い 位 置 で く びれ外湾 し て 聞 き 、 端部 の断面 は

ご く わ ず か に 三 角 形 を 呈す る 。 頚部 よ り 肩部 の 聞 に

は短 い ピ ッ チ の 波状文 を 有 す る 。 中 層 出土 で あ る 。

1 66 は 、 査形土 器 の 肩部 の 小破片 で あ る 。 外面 に 平

行文 と そ の 下位 に 流水 文 がみ え る 。 中 層 出土 で あ る 。

1 67 は 、 口 縁部 を 欠 く 鉢形土 器 で あ る 。 底部 を 欠
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く が丸底 と 思 わ れ 、 胴部 は 中位 よ り 下 に 最大径 を 置

き 、 下膨れ の 器形 で あ る 。 外面 は 、 上 に 細 か く 、 下

は 荒 い ハ ケ 目 調整 を施す。 中 層 出土 で あ る 。 1 68 は 、

横広 い鉢形土 器 で あ る 。 鈍 く 立 ち 上 が る 胴部 の 下 よ

り M佐 で直立 し 、 頚部 に て r < J の字 に 屈 曲 し 、 口

縁部 と な す。 中 層 出 土 で あ る 。 1 69 は 、 床 面 出土 の 、

脚台付 き の 鉢形土器 で あ る 。 軸太 の体部 の み の 資 料

で あ る 。 4 カ 所の 透 か し 穴 を 穿 ち 、 こ れ の 上位 は 外

反気味 に 直立 し 、 ま た 下位 は 大 き く 開 く 。 外面 は疎

ら な ハ ケ 目 を 残 し 、 内 は 成形時の 削 り を 残 す 。

29号住居跡 (第53図〉

平面形態は 長 方形 を な し 、 や や大型の住居 で あ り 、

埋土 の 中 層 以下 に 、 黄色粘質土 が広範囲 に 厚 く 分布

す る 。 そ の上 に住居跡の 中央 あ た り に 木 材の 形状 を

留 め る 炭化物 が集 中 す る 。

主 軸 の 方 向 は N - 300 - W を 測 る 。 長 軸 方 向 は

7 . 18m 、 短軸方向 は 5 . 74m 、 壁高 は 良 好 な 部分 で、28cm

で あ る 。

主柱穴は 4 本 で あ り 、 い ずれ も か な り の 大型の 掘

形で、 最 大 は 径 104cm を 測 る 。 住居跡 の 中 央 よ り 南

東壁 に 偏 し て 長 方 形 の 炉 を 有 し 、 そ の 規模 は 102cm

X 60cm、 深 さ は 27cm で あ る 。 炉の 周 囲 は わ ず か に 盛

り 上 が り がみ ら れ 、 ま た 炉内 の埋土 は 若干 の 炭化物

を 含 む。 ベ ッ ド状遺構は東隅 を 除 く 各隅 に 設 け 、 形

状は L 字形 お よ び方形 を な し 、 床面 と の 比高差は概

ね 1 1 cm な い し 5 cmで あ る 。 床面 に は 南壁中 ほ ど の 壁

際 に ベ ン ガ ラ の 集 中 が あ り 、 こ の ほ か床 面 全体 に 薄

く 赤褐色 のi参 み を み る 。

南東壁の 中 央 に 接 し 、 入 口施設 と み ら れ る 起伏の

あ る 浅い掘 り 込 み が あ り 、 こ の傍 ら に 、 壁 に 接 し て

正立位 で置 か れ た 小型の鉢形土 器 (1 78) が床面 6 cm 

上の レ ベ ル で出土 し た 。 こ の 直下 に は 、 さ ら に 鉄鉱

(496) が水平位 で 置 か れ て お り 、 埋費 と し て の機

能 あ る い は住居跡の廃棄 に 伴 う 儀礼の 可能性 が考 え

ら れ る 。

遺物 は 、 土器1 0点 を 実測可能 な 物 と し た 。 こ の 内

の I 点 は異形祭肥土器の破片で、 中 層 か ら の 出 土 で

あ る 。 石 器 は 、 台石 を 西側 の 2 柱 の 聞 に 置 き 、 こ の

他砥石 I 点 (438) が出土 し た 。

鉄製品 と し て は 、 1 1 点 を 数 え 、 こ の う ち 有茎鉄鉱
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第 m 章 狩尾 ・ 湯の 口i立跡の 調査 と 成果
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3 点、 が床面 か ら 出土 し 、 無茎鉄鍛 2 点 お よ び手鎌 3

点 が下層 よ り 出土 し た 。 鉄製品 の 総数 の う ち 5 点 が

床 面 出 土 で、 6 点 が廃絶後 の 投 げ込 み で あ る 。

ま た埋土 及 び床面 に は微細 な 鉄浮 が広 く 分布 し 、

鍛冶工房 と し て の性格が窺 わ れ る 。

[土器] (第54図)

1 70 は 、 住穴 ( P - 2 ) 出土 の 、 口 縁部 の み の 査形

土 器 で あ る 。 頚部 の低 い位置で く びれ強 く 外湾 し て

聞 き 口 縁部 と な す 。 内外面 は ハ ケ 目 で丁寧 に 調整 を

施す 。 1 7 1 は 、 査形土 器 の 肩 部 の破 片 で あ る 。 平 行

文 に 丁寧 な 流水文 を 描 く 。 中 層 出 土 で あ る 。

1 72-1 74 は 、 屈 曲 口 縁の 鉢形土器 で あ る 。 1 72 は 、

床 面 よ り 出土 し た 胴部 の 最大径以下 を 欠 く 鉢形土器

で あ る 。 胴部上端 は やや内傾 し 、 こ れ よ り 緩 く 「 く 」

の 字 に 屈 曲 し 、 直線状 に 開 く 口 縁部 を な す 。 内外面

に は 丁寧 な ハ ケ 目 調 整 を 施す。 1 73 は 、 床面 よ り 出

土 し た 資料 で あ る 。 底部 を 欠 く が、 偏平 な 丸底 を な

す と み ら れ 、 緩や か に 立 ち 上 が り 、 胴部 は 中位 よ り

やや下 に 最大径 を 有 す る 。 こ こ よ り 直線状 に 著 し く

内傾 し 、 頚部 に 到 り て 屈 曲 し 、 内傾気味の 口 縁部 が

聞 く 。 1 74 は 、 底部 を 欠 く が、 偏 平 な 丸底 を 有 す る

鉢形土器 で あ る 。 胴部 は 丸 く 張 り 出 し 、 最大径は胴

部 は 中位 に 置 く 。 中 層 出 土 で あ る 。

1 75 ，  1 76 は 、 聾形土 器 で あ る 。 1 75 は 、 口 縁部 は 「 く 」

の字 に や や緩 く 屈 曲 し 、 外反 気味 に 聞 き 、 端部 は つ

ま み 上 げ る 。 胴部 は下半 を 欠 く が長胴化 し た 器形 で

あ る 。 胴部 の 内 外面 は ハ ケ 目 調 整 を 施す が、 口縁の

外面 に は著 し い タ タ キ がみ ら れ る 。 下層 よ り の出土

で あ る 。 1 76 は 、 床 面 よ り 出土 し た 胴部 は 中 位 よ り

上 に 最大径 を 有 す る 整形土 器 で あ る 。 口 縁部 は 「 く 」

の字 に屈 曲 し て 聞 き 、 端部 は 、 つ ま み上 げ がみ ら れ

る 。 外面 は タ タ キ を 施 し 、 胴部 の 上位 は ハ ケ 目 調整

を さ ら に施す。 そ の 下半 は 削 り がみ ら れ る 。 内 面 は

調密 な ハ ケ 目 調整 で あ る 。

1 77 は 、 異形祭杷土 器 で あ る 。 胴、 肩部の破片の

み の 出土 で あ り 、 図 は 類例 に よ る 概念図 で あ る 。 磨

か れ た 胴の肩部 あ た り と 口 縁端部 に は 、 ベ ン ガ ラ に

よ る 赤褐色 の 彩色 を 認め る 。 中 層 出 土 で あ る 。 1 78 は 、

こ の土 器 は 、 入 口施設近 く か ら 出土 し た 丸底の鉢形

土 器 で あ る 。 口 縁部 は 欠 き 、 最大径 は胴部 の上 か ら

メ位 に 置 く 。 胎土 は 精良 で あ る 。 1 79 は 、 底部 を 欠

く 精製の小型の 丸底 土 器 で あ る 。 鯛部 は 偏 平 で、 全

器高 の 中位 に 頚部 を 有 し 、 内傾す る 肩 か ら 「 く 」 の

字 に 屈 曲 し 、 直線状 に 伸 びて 聞 く 口 縁部 を な す。 中

層 出 土 で あ る 。

30号住居跡 (第55図〉

2 軒切 り 合 い の住居跡の l 軒 で あ る 。 こ の群 は 、

条溝以北の住居跡全群 では 、 南西部 の は ずれ に 所在

す る 。 遺構検出 面 に み る 等高線 に よ る と 、 同 所 あ た

り か ら 南西方 向 は 、 緩や か な 斜面 で、 住居跡は空 白

で あ り 、 か な り 隔 て て 独 り 石棺群 が所在 す る 。

平面形態 は 長方形 を な す が、 湧水の た め 残 り が よ

く な い 。 主 軸 の 方 向 は N ー620 -W を 測 り 、 長 軸 方

向 は 5 . 1 3m 、 短軸方向 は3 . 60m 、 壁高 は 良 好 な 部分

で54cm を 測 る 。 主柱穴 は 2 本 で あ り 、 そ の 間 隔 は

2 . 60m で あ る 。

住居跡の 中 央 よ り 南東壁 に 偏 し て 惰円形 の 炉 を 有

し 、 そ の 士見F莫は 69cmX 60cm、 i菜 さ は 1 7cmで、 あ る o *戸

内 の埋土 は 、 わ ず か に 焼土 を 下層 に 含 む。 ベ ッ ド状

遺構 お よ び入 口施設 と み ら れ る 浅 い 掘 り 込 み は確認

さ れ な い 。
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出土遺物 は 少 な く 、 土器 3 点 を 実測 に 耐 え る も の

と し た 。 鉄製品 は 、 2 点 で有茎鉄鎖で あ る 。

[土器] (第55図)

1 80 は 、 丸底 で 素 口 縁 の 鉢形土 器 で あ る 。 胴部 が

立 ち 上 が り 直立 し た 位 置 に 達 し た あ た り で 口 縁部 と

な し 、 端部 を つ ま み 上 げ る 。 1 81 は 、 浅 い 鉢形 土 器

で あ る 。 丸底 の 底部 よ り 内傾 し て 立 ち 上 が り 、 直立

し た 位 置 か ら 「 く 」 の 字 に 折 れ て 聞 き 口 縁部 と な す 。

外面 は疎 ら な ハ ケ 目 を施す。

1 82 は 、 床 面 出 土 の 、 聾形土 器 の 脚台部 の み の 資

料であ る 。 直線状 に 開 き 器高 は 高 く 伸 び、 端部 は つ

ま み上 げ で あ る 。 器壁は 薄手 で、 細 か く 丁寧 な ハ ケ

目 を 外面 に施す。

31 号住居跡 (第56図)

2 軒切 り 合 い の住居跡群の 1 基で あ る 。

北西壁の 一帯の み残 し 大半 を 30号住居跡 が切 る が、

残存す る 柱の 位 置 か ら み て 、 平面形態 は 長 方形 で あ

ろ う 。 南北 を 主軸 の 方 向 と 想定 の N -640 -W、 残

存す る 長軸方 向 は2 . 62m 、 短軸方 向 は 1 . 53m 、 壁高
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あ る 。 口 縁部 は 内 面 に 稜線 を な し つ つ 「 く 」 の 字 には 良 好 な 部分 で、27cm を 測 る 。 主柱穴 は 本来 2 本 で、

屈 曲 し て 聞 く 。 胴部 は 中央部 よ り やや上 に 最 大径 を1 本 が残存 し 、 南西 壁 か ら 1l0cm、 北西 壁 か ら 94cm

有す る 。 器面調整は 、 内 外面 と も に ハ ケ 目 調整で あの位置 に あ る 。

る 。 1 84 は 、 脚部 を 接合部分 で 欠 く 有脚 の 聾 形 土 器こ の他聾ベ ン ガ ラ の付着 を 1 点認め 、床面 に は 、

で あ る 。 口 縁部 は 「 く 」 の 字 に 屈 曲 し 直線状 に 聞 く 。形土器 を 復元 し う る 土器片 が床 面 に 密着 し て 出土 し

胴部 は 中央部 よ り やや上 に 最大径 を 有 す る 。 器面調た 。

整 は 、 内外面 と も に ハ ケ 目 調整 で あ る が、 外面 は 胴[土器) (第56図)

部上半分 は タ タ キ を ハ ケ 目 調整 の 下 に 観察 す る 。い ずれ も 床 面 出 土 で あ る 。
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32号住居跡 (第57図〉

平面形態 は 長 方形 を な し 、 主 軸 の 方 向 は N -33・

-w を 測 る 。 長 軸方 向 は 6 . 20m 、 短軸方向 は4 . 72m 、

壁高 は 良 好 な 部分 で46cmで あ る 。 主柱穴 は 4 本 で あ

り 、 柱穴 ( P - l ) に は底 に 土 台石 を 置 く 。

住居跡の 中央 よ り 南東 壁 に 偏 し て 、 楕円形 の 炉 を

有 し 、 そ の規模は 96cm X 84畑、 深 さ は23仰で あ る 。

炉内 の 埋土 は 下層 以下 に 炭化物 を 充 た す 。 炉辺 に は

炉上施設 の 支柱 と み ら れ る 小柱穴 3 カ 所 を巡 ら す。

ベ ッ ド状遺構は 北隅 を 除 く 各隅 に 設 け 、 床面 と の比

高差は概ね 8 cmで あ る 。

南東壁面 の 中央 よ り や や 西 に 偏 し て 、 壁 に接 し て

入 口 施設 と み ら れ る 浅 い 掘 り 込 み があ り 、 内 に 2 カ

所の小柱穴 を 穿 つ 。 北東壁 に は 、 貯蔵穴 と み ら れ る

方形の 掘 り 込 み があ り 、 中 に倒立 し 胴部 の下半分 を

欠 く 聾 形 土 器 ( 1 9 1 ) を 有 す る 。 北隅一帯 は 北 か ら

の投棄 と み ら れ る 土器 お よ び石 の散乱 が あ り 、 こ の

中 に は 、 異形祭最E土 器 ( 1 92) を 含 む。

[土器】 (第57 、 58図)

1 85 は 、 床 面 出 土 の 、 長 頚 の 壷形土 器 で あ る 。 口

縁部 は胴部 よ り わ ずか に 聞 き 直線状 に 立 ち 上 が り 、

口縁端部 に 到 り やや内傾す る 。 胴部 は そ の 中央部 よ

り 少 し 下 で屈 曲 し 最大径 を な す。 底部 を 欠 く が偏平

な 丸底 と み ら れ る 。 胎土 は精良 で薄手 に 作 り 、 内外

面 は 若干 の ハ ケ 目 調整 を残す も 丁寧 に ナ デ を施す。

1 86 は 、 床 面 出 土 の 、 頚部 に 刺 突 文 を 施 す 査形土器

で あ る 。 内外面 に ハ ケ 目 調整 を施す が、 外面 は タ タ

キ の 痕跡 も 観察 さ れ る 。 1 87 は 、 床 面 出 土 の 、 素 口

縁の鉢形土器 で あ る 。 丸底 の 底部 よ り 緩や か に 立 ち

上 が り 、 上 か ら バ位 で直立 し 、 こ れ よ り 内傾 し て 口

縁部 を な す 。 外面 に は ハ ケ 目 を 残 す 。

1 88 は 、 ほ ぼ床 面 出 土 の 、 断面 が三 角 形 を な す 複

合口縁の査形土器で あ る 。 頚部 に 断面三角 形の突帯

を 有 し 、 そ の 頂部 お よ び突帯 と 胴部 の接合部位 に そ

れ ぞれ 刻 み 目 文 を施す。 胴部 は卵形 に 膨 ら み外面 は

タ タ キ を 施 し た の ち ナ デ を か け 調整 し 、 下位 に わ ず

か に ハ ケ 目 を み る 。 頚部 お よ び内面 全体 は ハ ケ 目 調

整であ る 。

1 89 は 、 床 面 出 土 の 、 鉢形土 器 で あ る 。 偏平 な 丸

底 の 胴部 か ら 立 ち 上 が り 直立 し た 部位 に て 「 く 」 の

83 
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字 に やや 聞 き 口 縁部 を 作 り な す 。 外面 の 一部 に わ ず

か な ハ ケ 目 を残す が内外面 は 概 し て ナ デ に よ る 調整

で あ る 。 1 90 は 、 脚 台部 を 有 す る 鉢形 土器 で あ る 。

胴部 の 高 い位 置 に 最 大径 を 置 き 、 口 縁部 は 、 内傾す

る 頚部 か ら 外反 し て 聞 く 。 脚台部 は 、 外反 し て 聞 く 。

胎土 は 精良 あ り 、 中 層 か ら の 出 土 で あ る 。 1 91 は 、

貯蔵穴 よ り 出土 の聾形土器で あ る 。 口 縁部 は 内 面 に

稜線 を 残 し 外反 し て 直線状 に 聞 く 。 外面 は 、 著 し い

タ タ キ を施 し 、 内 面 は ハ ケ 目 調整 で あ る 。

1 92 は 、 廃絶後 の 投棄 さ れ た 土 器 に 含 ま れ る 異形

祭杷土 器 で あ る 。 口 縁部 の 上半 を 欠 く が、 ふ つ う 小

破片 し か 出土 し な い 本 器種 と し て は よ い残 り 方 で あ

る 。 偏平 な 丸底 を な し 、 胴部 の 中 位 や や上 に 最 大径

を 置 き 、 内傾 し た 胴部 の 上端 よ り 頚部 は 直立 し 、 口

縁部 に 到 る 。 頚部 に は 2 条 の 断面 三 角 形 の 突帯 を 巡

ら す 。 1 93 は 、 底部 を 欠 く 小 型 の 丸底土 器 で あ る 。

偏平 な 丸 い 胴部 の 内傾 し た 上端 に 、 頚部 に で 弱 く 屈

曲 し 直立気味 に 聞 く 口 縁部 を 付 す 。 中 層 出 土 で あ る 。

33号住居跡 (第59図)

北 に 37号住居跡 が本住居跡 と 平行 し て 立地す る 。

平面形態 は 正 方形 を な し 、 主 軸 の 方 向 は N -18・ 

W を 測 る 。 長軸方向 は 5 . 59m 、 短軸方 向 は 5 . 58m 、

壁高 は 良 好 な 部分 で23cmで あ る 。 西壁の 南西隅 に は 、

奥行 き 68cmの突出部 を 有 す る 。 主柱穴 は 4 本 で あ り 、

こ の う ち 柱穴 ( P - 3 ) は 突 出 部 に 接近 し た 位 置 に

置 き 、 柱穴 ( P - 4 ) と の 聞 に 副柱穴 ( P - 5 ) を 設

け る 。 住居跡の 中央 よ り 南壁 に 偏 し て 、 柱穴 ( P - 2 ) 、

同 ( P - 3 ) の 中 間 に 正方形 の 炉 を 有 し 、 そ の 規模

は78叩X 72側、 深 さ は 18cmで、 あ る 。 炉内 の埋土 は 下

層 以下 に炭化物 を 充 た す。 ベ ッ ド状遺構は 観察 さ れ

な い 。 南壁の 中央 に 接 し 、 入 口施設 と み ら れ る 浅い

掘 り 込 み が あ り 、 南面 す る 2 柱穴 に 平行 し て 内 に 一

対の小柱穴 を 穿つ。台石 は 2 点床 面 に遺存す る 。 廃 絶

後 に土器片 と 石 の投棄 があ る 。北西隅の床面 か ら 、 素環

頭万子が出土 し 、 ま た 鉄分 品位 の 多 い 鉄j宰 を 西壁の

中央の壁際 か ら 2 点、 北壁の 中 層 か ら 1 点、 が出土 し

た こ と は 、 注 目 さ れ る 。 こ の ほ か の鉄製 品 は 鉄蟻(502) 、

針状の鉄片 (655) で あ る 。

[土器] (第60図)

1 94-1 97は 、 聾形土器、 1 98-200 は 、 異形祭最E土
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外反 し つ つ 直立 す る 長頚部 の 下 半 で あ る 。 外 面 は 磨器 を 図示 す る 。 童形土 器 は い ずれ も 胴部上端 か ら 口

き 、 上半 を ベ ン ガ ラ で赤褐色 に 彩色 し 、 下半 を 黒彩縁部 の み の 残存 で、 す べ て 中 層 出 土 で あ る 。 1 94 、

す る 。 1 99 は 、 直線状 に 聞 く 口 禄端部 の み の 資 料 で口 車象部 は わ ず1 95 は 内外面 と も ハ ケ 日 調整 を 施 し 、

あ る 。 ベ ン ガ ラ で彩色 し 、 内 面 に は細 か い ハ ケ 目 調か に 内傾気味 に 聞 く 。 1 95 の 口 縁端部 は 弱 い つ ま み

こ の 器種 に 独特 の 断面 三 角整 がみ ら れ る 。 200 は 、上 げの 技法 がみ ら れ る 。 1 96 、 1 97 は 同 じ く ハ ケ 目 調

形の 2 条 の 頚部突帯 を 含 む長頚部 で あ る 。 上位 の 突整 を施す が、 外面 に は タ タ キ の痕跡が観察 さ れ 、 い

帯頂部 よ り 以上 に 黒彩 が あ り 、 以下 は 素地 で あ る 。ずれ も 口 縁端部 は 弱 く つ ま み上 げ る 。

34号住居跡 (第61 図)異形祭肥土器 は 3 個体出土 し た が、 す べ て 小片で

す ぐ 南 に 2 号周溝遺構 が迫 り 、 北 に は35号住居跡
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が接近す る 。 3 遺構 は 、 遺跡全体の 西端 に位置す る 。

平 面 形態 は 長方形 を な し 、 主 軸 の 方 向 は N -240 -

W を 測 る 。 長軸方向 は5 . 67m 、 短軸方向 は3 . 52m 、

壁高 は 良 好 な 部分 で、38cmで、 あ る 。 主柱穴 は 2 本 で あ

り 、 そ の 間 隔 は 302cmで、 あ る 。 住 居跡 の 中央 よ り 南

壁 に 偏 し て 円形 の 直立 し た 、 やや深 い 炉 を 有 し 、 そ

の 規模は79cmX 78cm、 深 さ は35cm で あ る 。 炉内 の埋

土 は 、 上面 に 炭化物 を 有 し 、 そ の 以下 は褐色粘質土

を 充 た す。 ベ ッ ド状遺構 お よ び入 口施設は認め ら れ

ず、 南壁の 中央際 に 、 わ ずか な 起伏 が入 口 の 名 残 を

留 め る 。

遺物は少量の土器片 と 石 で あ り 、 鉢形土器 お よ び

高杯形土器 が実測 に 耐 え る 資 料 で あ る 。

[土器1 (第61 図)

201 は 、 半球状の 素 口 縁 の 鉢形 土 器で あ る 。 底部

を 欠 く が丸底 の 底部 を な し 、 口 縁部 は 胴部 よ り 内傾

し つ つ 立 ち 上 が り 直立位 に て 口 縁部 と な し 、 端部 は

や や 内傾気味の平坦面 を な す。 内外面 は細 か い ハ ケ

目 調 整 で あ る 。 中 層 出 土 で あ る 。 202 は 、 高杯形土

器 で あ る 。 発達 し た 口 縁部 の み を 残 し 以下 を 欠 く 。

破断面 に 体部 と の接合面 が観察 さ れ 、 緩 く 内傾す る

体部 を 巻 き 込 む よ う に 口 縁部 を 接 ぎ、 内 に稜線 を な

し つ つ外反 し て 聞 く 、 端部 は 反 り 気味 に 尖 る 。 内外

面 は 滑 ら か に ナ デ を施す。 下層 よ り の 出土 で あ る 。

35号住居跡 (第61 図)

平面形態は小規模 な 正方形 を な す が、 削平 に よ り

壁 を ほ と ん ど失 う 。 主軸 の 方 向 は N -610 -W を 測 る 。

長軸方 向 は 3 . 86m 、 短軸方向 は3 . 54m 、 壁高 は 良 好

な 部分 で18cmで、 あ る 。 柱穴 は確認 さ れ な い 。 住居跡

の 中央 あ た り は重機の撹乱の た め 炉 が破壊 を 受 け 不

整形の残欠 の み を 残 し 、 そ の 規模は64cmX34cm、 深

さ は 6 cmで あ る 。 炉内 の埋土 は焼土 を検出す る 。 出

土遺物 は微細 な 土器片で、 次 に掲 げ る 1 点 の み が実

測可能 で あ る 。

[土器1 (第61 図〉

203 は 、 小 型 の 壷形土 器 で あ る 。 底部 を 欠 く が丸

群38号�41号住居跡の 西 に 所在 す る 。

2 本 の 主柱穴 を 中 心 lこ 、 火災 あ る い は廃絶時の焼

却 に伴 う 放射状の炭化物 がみ ら れ る 。 ま た 主柱穴の

聞 を 中 心 lこ 、 人頭大 か ら コ ブ シ 大 の 自 然 石 の 分布 が

あ り 、 屋根押 さ え 石 と と も に 焼 け 落 ち た状況 を 如 実

に 留 め る 。

住居跡 の 東側 の 一部 は 、 37号住居跡 が切 り 壁溝の

み を残す。 平面形態は横長 の 長 方形 を な し 、 主軸の

方 向 は N ー l 1 O -W を 測 る 。 長 軸 方 向 は 5 . 82m 、 短

軸方向 は3 . 54m 、 壁高 は 良 好 な 部分で44cmで、 あ る 。

住居跡の 中央 よ り 南壁 に 偏 し て 、 正方形 の 炉 を 有

し 、 そ の 規干莫は 74cmX 70cm、 深 さ は 24cmで あ る 。 炉

内 は 、 中央 に 深 く 段差 を 設 け て 掘 り 込 み 、 柔 ら か い

炭化物 を 蔵す る 構造 を な し 、 当 該部分は 径32cmの 円

形 で あ る 。 ベ ッ ド状遺構は な く 、 南壁中央 に 接 し 、

入口施設 と み ら れ る 浅 い 掘 り 込 み があ る 。

こ の傍 ら の 壁 に 接 し て 、 正立住 で据 え た 鉢形土器

(205) が床 面 の lOcm上 の レ ベ ル で出 土 し た 。 入 口

と い う 位置 か ら し て 埋蓋 の 可能性 も あ る が、 土器面

に 二次熱変 が認 め ら れ ず、 焼却後、 廃絶 に 伴 う 儀礼

と も み ら れ る 。 そ の他 の 出 土遺物 は す べ て 土 器 で あ

る 。

[土器1 (第62図〉

204 は 、 査形土 器 の 肩 部 で あ る 。 焼成不良 で あ る

が流水 文 がみ え る 。 中 層 出 土 で あ る 。 205 は 、 入 口

あ た り に 供献 し た と 覚 し き 完形 の 浅 い 素 口 縁の鉢形

土器で あ る 。 丸底 の 底部 か ら 緩や か に 立 ち 上 が り 、

次第 に 内傾 を 強 め 、 直立 し た 位 置 に 到 り て 、 わ ずか

に 内傾 が ち な 口 縁部 を な す 。 内外面 は欄密 な ハ ケ 目

調整 を施す。

206 は 、 上半 の み の 斐 形 土 器 で あ る 。 器壁は 薄 く

頚部 よ り 「 く 」 の 字 に屈 曲 し 、 内 面 に 稜線 を な し つ

つ 聞 き 、 端部 を つ ま み 上 げ る 口 縁部 を 有 す る 。 器形

は長胴化 がみ ら れ 、 外面 は タ タ キ の 上 に 疎 ら な ハ ケ

目 で、 ま た 内 面 は ハ ケ 目 で調整す る 。 下層 よ q の 出

土 で あ る 。 207 は 、 床 面 出 土 の 、 上半 の み の 聾形土

底 と み ら れ る 。 胴部の 中央 よ り 高 い 位 置 に 最大径 を 器で あ る 。 口 縁部 は 、 胴部 と の屈 曲 角 が緩 く 、 暖昧

有 し 、 肩部 に て 強 く 屈 曲 し て 聞 く 短 い 口縁部 を な す 。 に 「 く 」 の 字 を な し て 聞 く 。 端部 は 弱 く つ ま み上 げ

36号住居跡 (第62図) る 。 外 面 の 調整は 、 タ タ キ に ハ ケ 目 を 重 ね 、 内 面 は

2 基切 り 合 い の住居跡群 で あ る 。 切 り 合い住居跡 やや荒い ハ ケ 目 調整で あ る 。
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第 2 節 弥生時代後期の遺梼 と 遺物

37号住居跡 (第63図) 本類の形状 を 留 め る 炭化物 を 充 た す 。

一部 が揚水パ イ プ に 阻 ま れ未調査 で あ る 。 36号住 ベ ッ ド状遺構 は 、 南隅 を 除 く 各隅 に 設 け 、 と く に

居跡 を 切 る 形で立地す る 。 平面形態は正方形 を な し 、 東壁の ベ ッ ド は 若干 の拡張 を 施す 。 床 面 と の 比高差

主軸の 方 向 は N -18・ -w を 測 る 。 長軸方向 は 6 . 60m 、 は概ね 5 cm を な す 。 床面 に は ベ ン ガ ラ が付着 し 、 住

短軸方向 は 6 . 20m 、 壁高 は 良 好 な 部分 で55cmで あ る 。 居跡の 中央 あ た り と 、 東 の 柱穴の周辺 に 分布 し 、 と

主柱穴は 4 本 で あ り 、 住居跡の 中央 よ り 南壁に偏 し く に北東壁の 中 央 の 壁際 に集 中 地点 があ る 。

て 、 中位 に段差の あ る 長方形 の炉 を 有 し 、 そ の 規模

は86叩X 68cm、 深 さ は 18cmで、 あ る 。 炉内 の埋土 は 中

層 に 焼土 を 含 む。 ベ ッ ド状遺構は 南西、 北東隅 に 設

け 、 床面 と の 比高差は概ね 5 cm を な す 。 南壁中央 に

接 し 、 入 口 施設 と み ら れ る 浅い 掘 り 込 み があ る 。

床面 に は土 器 と 、 鉄器 2 点 (556 、 656) があ り 、

こ の ほ か コ ブ シ 大 の 自 然石 が北壁際 に 9 個 、 やや隠

て て 2 個 、 西壁際 な ど に 8 個集 中 す る 。

[土器1 (第63図)

208 は 、 中 層 よ り 出土 し た 小型の鉢形土器で あ る 。

器壁は厚 い 。 丸底 の 底部 か ら 球状 を な し て 胴部 に 続

き 、 直立 し た 部位で内傾 し 、 弱 い S 字状の 直立 し た

口 縁部 が上 に 伸 び る 。 外面 は疎 ら な ハ ケ 目 と ナ デで

仕上 げ る 。 表 面 は 二次加熱 に よ る と み ら れ る カ ー ボ

ン の 付着 と 表面剥離 がみ ら れ る ó 209 は 、 小型の 長

頚 の 査形土器 と み ら れ る 肩部 の 小破片 で あ る 。 簾状

文 を施 し :赤褐色 の 彩色 が残 る 。

2 1 0 は 、 高杯形土 器 の 口 縁部 で あ る 。 体部 の 上端

外面 に 稜線 を な し 、 内傾 し た 短 い S 字状 を 呈 す る 口

縁部 を 付 す 。 下 層 よ り の 出 土 で あ る 。 21 1 は 、 床 面

出 土 の 小型 の 丸底土器 で あ る 。 器 高 の 中位やや上 に

頚部 を 置 き 、 わ ずか に 外傾 し て 直線状 に 開 く 口禄部

を 有 す る 。 頚部 の 屈 曲 は滑 ら か で あ る 。 内外面 は ナ

デで仕上 げ る 。

38号住居跡 (第64図〉

4 基切 り 合 ぃ住居跡群 を な し 、 そ の 南端の l 基で

あ る 。

平 面 形 態 は 長 方形 で あ る 。 主軸 の 方 向 は N -36。

-w で あ る 。 長軸方 向 は 6 . 36m 、 短軸方向 は5 . 45m 、

壁高 は 良 好 な 部分 で、43cm を 測 る 。

主柱穴 は 4 本 で あ り 、 こ の ほ か に 柱穴 1 本 があ る 。

住居跡の 中央 よ り 南東 壁 に 偏 し て 長方形の 炉 を 有 し 、

そ の 規模は83cmX71 cm、 深 さ は31cmで あ る 。 内部 は

さ ら に 掘 り 込 み 、 そ の埋土 は 下 層 以下 に 柔 ら か い 草
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住居跡の埋土 は 中 層 に 炭化物 を 著 し く 含 み 、 さ ら

に下層 か ら 上層 に か け 、 黄褐色 ロ ー ム の ブ ロ ッ ク を

大量 に 含 む傾斜 し た 層 が あ り 、 ま た 南隅 あ た り に は 、

南壁 よ り な だ れ落 ち た 状況で土器片 と 石 が集 中 し 、

廃絶後の投 げ込 み と み ら れ る 。

南東壁の 中 央 に接 し て 、 入 口施設 と み ら れ る 浅い

掘 り 込み があ り 、 内 に 一対の小柱穴 を 、 ま た 縁辺上

に 一段深 い 不 整形の掘 り 込 み を 設 け る 。 入 口施設の

壁際 に は 、 長脚 を 有 す る 聾 の 脚台 の破片 (21 9) を

水平 に 重 ね 合 わ せ た 状況で床面 レ ベ ル か ら 出土 し た 。

29号、 36号住居跡の事例 と 同 U く 、 こ の遺物 は廃絶

後の焼却 な ど片付 け に 関 わ る 供献儀礼 の 可能性 が あ

る 。

出土遺物、 土器10点 を 実測す べ き 資料 と し た 。 石

器 と し て は 、 砥石 l 点 (441 ) お よ び台石 1 点 を 中

層 か ら 出土 し た 。

鉄製 品 は 、 4 点 で、 銘 3 点 の う ち 1 点 は 、 残 り の

よ い 床面出土 の も の で あ る 。 こ の ほ か 鉄片 l 点 が床

面 よ り 出 た 。

装飾品 は 、 大 型 の 勾 玉 が南西壁際 の 床 面 よ り 出土

し た 。 わ ず か に 緑色 を お び た 灰色 の 滑石製 で あ る 。

[土器1 (第65図〉

21 2-21 4は 、 童形土器 の 櫛描す る 文様 の あ る 肩部

破片 で あ る 。 2 1 2 は 、 南隅 あ た り の 投 げ込 ま れ た 土

器片の一つ で、 中 層 よ り の 出 土 で あ る 。 肩部 か ら 外

湾 し て 聞 き 口 縁部へ続 く 部分 で あ る 。 平行文 を 頚部

以下 に描 き 、 こ の 下位 に 半 ば重 ね て 推淳 な 流水文 を

描 く 。 21 3 は 、 中 層 出 土 の 、 同 じ く 櫛描 す る 流水 文

がみ え る 童形土器の破片 で あ る 。 2 1 4 も 、 中 層 よ り

出土 し た 同器種の肩部文様の部分 で あ る 。 平行文の

下位 に 細 か い 波状文 がみ え る 。

21 5 と 21 6 は 、 い ずれ も 中 層 出 土 の鉢形土器 で あ る 。

2 1 5 は 、 偏平 な 丸底 の 底部 よ り 立 ち 上 が り 、 器 高 の

バ位 に わ ずか に稜線 を 残 し つ つ 内 湾 し 、 胴部 の 中位
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に 最大径 を 置 き 、 こ れ よ り 内傾 し て 頚部 に 到 り 「 く 」

の字 に 屈 曲 し て 聞 く 。 外面 は稜線の上下でハ ケ 日 の

流れ を 違 え て 調 整 す る 。 21 6 は 、 底部 と 口 縁部 を 欠

く 鉢形土器 で あ る 。 下膨 れ の 胴部 を な し 外面 は 、 わ

ずか な ハ ケ 目 を 残 す 。

21 8 は 、 床 面 出 土 の 上 半 の み の 聾 形 土 器 で あ る 。

口縁部 は 「 く 」 の 字 に 鋭 く 屈 曲 し 、 内傾気味 に 聞 く 。

口縁端部 は つ ま み 上 げ技法 で あ る O 長胴化 し た 器形

で、 外面 は タ タ キ と ハ ケ 目 を 併用 し 、 内 面 は ハ ケ 目

で調整す る 。 21 7 は 、 高杯形土 器 の 脚 台部 で あ る 。

中位やや下 を 絞 り そ の 以下 か ら 裾 を 聞 く 。 端部 は わ

ずか に 内傾 を み せ る 。 外面 の 上 半 は 磨 き 以下 は ハ ケ

目 調整 で あ る 。 内 面 は 、 中位以上 に 成形時の 削 り を

残 し 、 そ の 以 下 は ハ ケ 目 調 整 で あ る 。 2 1 9 、 220 、

221 は 、 い ず れ も 童形土 器 の 脚台部 で、 高 脚 の 特徴

を 有 す る 。 2 1 9 は 、 入 口施設 の 掘 り 込 み の 中 よ り 出

土 し た も の で あ る O 直線状 に 聞 き 、 端部 は わ ずか に

内傾 し 、 つ ま み 上 げ る 。 外面 は タ タ キ を 下地 と し 、

丁寧 な ハ ケ 目 調整 を施す。 内 面 は 、 ハ ケ 目 調整であ

る 。 220 は 、 薄 い 器壁で直線状 に 聞 く 。 丁寧 に 内 外

面 に ハ ケ 目 調 整 を 施す。 221 は 、 急 角 度 で直線状 に

聞 く 裾部 を 有 す る 。 丁寧 な っ く り で あ り 、 外面 は タ

タ キ の上 に ハ ケ 目 調 整 を施す。 内 面 は ノ 、 ヶ 自 に な で

を 加 え る 。 こ の 資 料 は 、 39号住居跡出土 の土器片 と

接合 し た 。

39号住居跡 (第66図)

平面形態 は 歪 ん だ正方形 を な し 、 主軸の 方 向 は N

-430 -W を 測 る 。 長 軸方 向 は 5 . 90m 、 短軸方 向 は

5 . 37m 、 壁高 は 良 好 な 部分で、52cmで あ る 。 湧水の た

め 床 面 の 各所 が沈下 がみ ら れ る 。

主柱穴 は 4 本 で あ る 。 住居跡 の 中央 よ り 南壁に偏

し て 長方形 の 炉 を 有 し 、 そ の 規模は90cmX 82cm、 深

さ は 33cmで、 あ る 。 炉内 の埋土 は 焼土 が な く 、 下層以

下 に 若干の 炭化物 を 充 た す 。 ベ ッ ド状遺構は認め ら

れ な い 。

入口施設 と み ら れ る 浅 い 掘 り 込 み は 、 北東壁の 中

央 に 接 し て 設 け 、 同壁 に 平行 し て 内 に 一対の不明瞭

な 掘 り 込 み を 有 す る 。 入 口施設 が南面 を 外 し て い る

の は 、 同地点 が40号住居跡 と 切 り 合 い 、 地盤 が軟弱

な た め と み ら れ る 。
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出土遺物 は 、 土 器1 1 点 を 実測 に 耐 え る 資 料 と し た 。

鉄製 品 は 、 中 層 か ら 木 質部 分 を 遺 存 す る 手 鎌一 点、

(568) が出土 し た 。 こ の ほ か屋根材 と み ら れ る 柱

状の 石材片 が散乱 が 目 立 つ 。

[土器1 (第67図)

222 は 、 床 面 出 土 の 、 直 口 す る 口 縁部 の み の 査形

土 器 で あ る 。 肩部 は 直線状の ま ま 倒 れ込 み 、 頚部 に

て 「 く 」 の 字 に 屈 曲 し 直線状 に 伸 びて 聞 き 口 縁部 と

な す 。 内 面 は ハ ケ 目 調 整 を 施す。 223 は 、 査形土 器

の肩部破片 で流水文 を 有 す る 。

224 は 、 床 面 出 土 の 、 小 型 の 菱 形 土 器 の 上 半 の み

の 資 料 で あ る 。 口 縁部 は 頚部 に で 強 く 屈 曲 し て 、 水

平位近 く ま で聞 く 。 端部 あ た り は わ ずか に 内傾気味

で あ る 。 内外面 は ハ ケ 目 を施 し 、 さ ら に な で る 。

225 は 、 高杯形土 器 で あ る 。 脚部 を 欠 き 、 体部 は

内傾 し て 聞 き 、 弱 い 稜線 を 外面 に な し 外反 し て 聞 く

口 縁部 を 付す。 外面 は ハ ケ 目 調整の あ と 撫 で る 。 体

部 の 内 面 は 放 射状の ハ ケ 目 調 整 が残 る 。 226 は 、 小

型の 高杯形土 器 で あ る 。 口 縁部 は稜線 を 残 し 、 水平

位 ま でタト反 し て 聞 き 口車蒙音日 と な す 。

227-231 は 、 聾 形土 器 で あ る 。 227 は 、 床 面 に 広

く 破片 が散在 し て い た 資料 で あ る 。 最大径以上 の み

の 資料で 皮; る 。 口 縁部 は 緩. く 屈 曲 し 、 わ ずか に 外反

気味 に 聞 く 口 縁部 を 有 し 、 長胴化 し た 器形 で あ る 。

外面 は タ タ キ の 上 に ナ デ と 若干 の ハ ケ 目 で調整す る 。

内 面 は ハ ケ 目 調 整 で あ る 。 228 は 、 口 縁部 の み の 資

料 で あ る 。 「 く 」 の 字 に 鋭 く 屈 曲 し 、 口 縁端部 は つ

ま み 上 げ る 。 外面 は タ タ キ を 有 し 、 内 面 は 若干 の ハ

ケ 目 調 整 で あ る 。 229 は 、 口 縁部 の み の 斐 形 土 器 の

資料で あ る 。 「 く 」 の 字 に屈 曲 し て 開 く 口 縁部 を な す 。

器壁は 薄 く 端部 は つ ま み 上 げ の 技法 がみ ら れ る 。

230 お よ び23 1 は 、 聾形土器の脚台部 で あ る 。 230 は 、

床面出土 の 、 や や 高脚 で器壁は 薄 く 、 わ ずか に 外反

す る 端部 を な す。 天井部 は砂が付 く 。 外面 は 丁寧 な

ハ ケ 目 調整 で あ る 。 231 は 、 柱穴 ( P - 2 ) よ り 出土

の 資料で あ る 。 器 高 は 高 く 、 直線状 に 聞 く 。 薄手 で

丁寧 に 作 る 。

40号住居跡 (第68図)

大半 を 39号住居跡 に 切 ら れ 、 本住居跡 も ま た 41号

住居跡 を 切 る 形 で立地す る が、 土 器溜め の状況 を 呈
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す る 。

平面形態 は 長 方形 を な し 、 主 軸 の 方 向 は N -45。

-w を 測 る 。 長 軸方 向 は 7 . 06m 、 短軸方向 は 5 . 20m 、

壁高 は 良 好 な 部分 で36cmで、 あ る 。 主柱穴 は 4 本 で あ

る 。 住居跡 の 中央 よ り 南東壁 に 偏 し て 円形の炉 を 有

し 、 そ の 規模は 径78cm、 深 さ は 1 7cmで、 あ る 。 炉内 の

埋土 は 若干の焼土混 じ り の 黒褐色土 を 充 た す 。 ベ ッ

ド状遺構 お よ び入 口施設 と み ら れ る 浅 い 掘 り 込 み は

と も に 認め ら れ な い 。 こ の ほ か 南東壁の 中央 に接 し 、

不整形の 小柱穴 を 穿つ 。

炉 と 南東壁の 聞 の 床 面 に は 、 一括遺物 と し て 把握

し う る 土器片 が集中 す る 。 土 器 の 時期は概 し て 古い

特徴 を 有 す る 。 こ の ほ か 炉辺 の 床 面 よ り 磨製 石 鍛

(420) が、 ま た 、 床面 か ら 鉄片 の 集塊 (659) が出

土 し た 。

[土器) (第69-73図)

232 は 、 床面 か ら 出土 し た 、 完形の 査形土器 で あ る 。

底部 は 、 偏平 な レ ン ズ状 を 呈 し 、 縁辺 に稜線 を 残 し

て 立 ち 上 が り 、 胴部 の やや上位 に 最大径 を 有 す る 。

口 縁部 は 、 「 く 」 の 字 に 頚部 に て 屈 曲 し 、 外反 し て

聞 く 。 胴部 の 外面 調整 は 、 タ タ キ の 上 に ハ ケ 目 を 施

す。 ま た 下佐 に は 削 り がみ ら れ る 。 内 面 は 概ね ナ デ

で あ る 。 233 は 、 下層 出 土 の 、 直 口 す る 口 縁部 を 有

す る 壷形土 器 で、 上位 の み の 資料 で あ る 。 口 縁部 は 、

頚部 に で 「 く 」 の 字 に 屈 曲 し 、 直立気味 に 聞 く 。 内

外面 は 、 丁寧 な ハ ケ 目 調整 を 施す。 焼成 は 、 硬質 な

印 象 で あ る 。 234 は 、 床 面 出 土 の 、 長 頚 の 小 型査形

土器 と み ら れ る 胴部 の破片 で あ る 。 胴部 の最大径 は

低 く 、 下膨 れ の 器形 で あ る 。 肩部 に 2 列 の重複 し あ

う 波状文 を施す。 胎土 は 精良 で丁寧 な 作 り で あ る 。

235 は 、 床 面 出 土 の 、 複 合 口 縁 の 査形土 器 で あ る 。

尖 り 気味の 丸底 を な し 、 胴部 は倒卵形 に膨 ら む。 口

縁部 は 漸進的 に 胴部 よ り 移行 す る が、 頚部 の 高 い位

置で く び れ 、 大 き く 外反 し て 聞 き 、 断面 が三角 形 を

呈す る 口 縁部 を な す。 肩部 に は 、 刺突 に よ る 列点 文

を 2 条巡 ら す 。 内外面 は ハ ケ 目 調整 を 施す。 236 は 、

口 縁、 胴部 を 欠失 す る が、 上記 と ほ ぼ同 じ 形の査形

土 器 と み ら れ る 。 文様 は 、 頚、 頚部 に か け て 櫛描す

る 。 頚部 に平行文 を 広 く 施 し 、 こ れ に や や重 ね て 肩

部 に I 条 の 列点 を施す。 こ の 下位 に は 雄i軍 な 流水文
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を 這 わ せ る 。 内外 に は ハ ケ 目 調 整 を 施 す 。 237 は 、

床面 よ り 出 土 し た 、 完形の複合 口 縁 を 有 す る 査形土

器であ る 。 胎土 は砂混 じ り で脆 く 、 明 る い 赤褐色 を

帯 び、 在地産 と は 異 な る 特徴 を 有 す る 。 底部 は 、 レ

ン ズ 状 に 近 い平底 で、 不 明 瞭 な 稜線 を な し て 立 ち 上

が り 、 最大径 は 、 胴部 の 中 佐 に 置 き 倒卵 形 の 胴部 を

な す 。 口縁部 は 、 頚部 よ り 「 く 」 の 字 に 屈 曲 し て 、

わ ずか に外反 気味 に 立 ち 上 が り 、 口 縁部 は 「 く 」 の

字 に 内 に 折れ 、 直線状 に 短 く 伸 び袋状 口 縁 を 形成 す

る 。 外面 の 調 整は 、 口 縁部 の 下 半 に 縦方 向 の 装飾 を

意識 し た ハ ケ 目 を 施 し 、 胴部 は 、 タ タ キ と ハ ケ 目 調

整であ る 。 内 面 は 、 ハ ケ 目 と ナ テー で あ る 。

238 は 、 柱穴 ( P - 1 ) よ り 出土 し た 鉢形土 器 で あ

る が、 縦 に 半割 し て 再利 用 す る 。 破断面 は 、 打 ち 欠

ぎ と 擦 り 磨 き に よ り 、 あ た か も 本 来 の 口 縁部 を 思 わ

す 巧 み な 作 り で あ る 。 “底部" に は 、 正 円 形 の 穿孔

を 内面 か ら 施す。 と こ ろ で元 の 器形 は 、 丸底 の底部

か ら 立 ち 上 が り 、 偏平 な 球状の胴部 を な し 、 口 縁部

は 「 く 」 の 字 に 屈 曲 し て 聞 く 。 239 は 、 欠 け た 口 縁

部 を 擦 り 落 と し 再利 用 し た 鉢形土 器 で あ る 。 球状 に

膨 ら む胴部 を 有 し 、 内外面 に 桐密 な ハ ケ 目 調整 を施

す。 中 層 よ り の 出 土 で あ る 。

241 は 、 床 面 出 土 の 聾 形 土 器 で あ る 。 最 大 径 は 胴

部 の 中位 よ り 高 く 、 口 縁部 は 、 「 く 」 の 字 に 屈 曲 し

て 聞 き 、 端部 は つ ま み上 げ る 。 内 外面 は 、 ハ ケ 目 調

整 で あ る 。 242 は 、 床 面 よ り 出 土 し た 、 下佐 を 欠 く

聾形土 器 で あ る 。 口 縁部 は 、 前 者 よ り 緩 く 「 く 」 の

字 に屈 曲 す る 。

240 は 、 床 面 よ り 出 土 し た 、 脚部 を 欠 失 す る 高坪

形土器 で あ る 。 杯部 は 、 内傾 し て 緩 や か に 立 ち 上 が

り 、 中位 よ り やや上 で、 内 に 稜線 を 残 し つ つ 外反 し

て 聞 き 発達 し た 口縁部 を な す 。 調整は 、 外面 は桐密

な ハ ケ 目 で、 内 は ナ デで あ る 。 な お 、 破 片 の 断 面 は

二次的 な 熱変 を 受 け 、 赤変 を 呈す る 。

243 は 、 床 面 出土 の 、 聾形土器で あ る 。 口 縁部 は 「 く 」

の字 に 屈 曲 し て 聞 く 。 頚部内 面 に は 明 瞭 な 稜線 を残

し 、 端部 は つ ま み上 げ る 。 胴部 は 長胴 ぎみ で あ る 。

内外面 は ハ ケ 目 調 整 で あ る 。 244 は 、 同 じ く 床 面 出

土の聾形土器 で あ る 。 口 縁部 は 、 緩 く 屈 曲 し 直線状

に 聞 き 、 最 大径 は 下 が る 。 外面 は タ タ キ の上 に ハ ケ
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目 を施 し 、 内 面 は ハ ケ 目 調整 で あ る 。 245 は 、 床 面

出土の聾形土器の脚台部 で あ る 。 器高 は低 め で あ り 、

内部 に は 、 砂粒の付着 がみ ら れ る 。

41 号住居跡 (第68図)

38号、 40号 両住居跡 が南北 か ら 切 る 。 大半 を 失 う

が、 平面形態 は 、 柱穴の 位 置 か ら み て 長 方形 を な す

と み る 。 南北 を 主軸 の 方向 と 想定 し N ー28・ -w を

測 る 。 長 軸方 向 は4 . 20m 、 残存 す る 短軸方向 は2 . 32m 、

壁高 は 良 好 な 部 分 で14叩で あ る 。 主柱穴 は 本来 4 本

と み ら れ る 。 西壁側 に 2 本 を 認 め る が、 両側 の住居

跡 に 切 ら れ残 り は よ く な い 。 こ の ほ か東壁側 に38号

住居跡 に ほ と ん ど切 ら れ た 柱穴 が あ る が、 こ れ も レ

ベ ル か ら み て住居跡 に伴 う と み ら れ る 。 炉お よ び入

口施設は切 り 合い に よ り 不明 で あ る 。

42号住居跡 (第74図)

調査区 の北辺 に 所在 し 、 近辺の38号、 39号、 43号、

45号の 各住居跡 と 方位 を 同 じ く し 整然 と 立地す る 。

平 面 形態 は 長 方形 を な し 、 主 軸 の 方 向 は N -31・

-w を 測 る 。 長 軸方 向 は 6 . 06m 、 短軸方 向 は 5 . 1 2m 、

壁高 は 良 好 な 部分 で64cmで あ る 。 主柱穴 は 4 本 で あ

り 、 住居跡 の 中央 よ り 南東壁 に 偏 し て 長方形の 炉 を

有 し 、 そ の 規模は84cmX 56叩、 深 さ は 14佃で、 あ る 。

炉内 の埋土 は 下 層 以下 に 、 草本類の形状 を 留 め る 柔

ら か い 炭化物 を 充 た す 。 南西、 北東各壁の 中 央 に 接

し て 、 長方形の貯蔵穴 を 各 々 設 け 、 床面 よ り 25畑、

24叩の深 さ を 測 る 。

ベ ッ ド状遺構は 四隅 に 設 け 、 床 面 と の 比高差は概

ね 7 cm を な す 。 南東壁中央 に接 し 、 入 口施設 と み ら

れ る 浅い 掘 り 込み があ り 、 こ の 縁辺内 に 1 カ 所小穴

を 穿 つ 。 床面 に は 、 ベ ン ガ ラ の付着部分 を 1 カ 所認

め る 。

遺物 は 、 土器は 8 点 を 実測可能 な も の と し た 。 い

ず れ も 部分破片 で あ る が、 1 点 は 柱穴 よ り の 出土 で

時期判 定 の 好資料で あ る 。 ま た 中 層 に 異形祭最E土器

の 小破片 2 点 が出土 し た 。

こ の ほ か 中層 よ り 鉄製 品 3 点 (571 、 581 、 661 ) 、

上層 か ら 銅鉱 (478) が出土 し た 。

銅鎌は 、 九州 の 山岳地帯 に 特徴的 な 分布 を す る 無

茎の磨製石鉱 を 模 し た も の で あ る が、 青銅製利器の

切 っ 先 を研 ぎ直 し て 作成 し た も の で、 背面 に は本来
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の利器 が製造時 に 有 し た ハ ン マ ー 痕 が認 め ら れ る 。

[土器】 (第75図)

246 は 、 童形土 器 の 頚部 の み の 資料 で あ る 。 断 面

が三角 形 で斜方向 に 刻 み 目 文 を 有 す る 。 こ の 上位 は

丁寧 な ハ ケ 目 調整 を施す。 247 、 248 は 、 査形土器 の

肩部 の 文様部 分 で、 流水文 を 施す 。 249 は 、 長 頚 の

小型査形土器 の 肩部 で あ る 。 平行文 の 下位 に 簾状文

がみ え る 。

250 、 25 1 は 、 聾 形土 器 の 脚 の み の 資 料 で あ る 。

251 は 、 柱穴 ( P - 4 ) の 底 面 よ り 出 土 の 遺 物 で あ る 。

器高 が高 く 、 直線状 に 長 く 伸 び て 聞 き 、 丁寧 な 作 り

で あ る 。

252 、 253 は 、 異形祭杷土器 で あ る 。 そ れ ぞ れ 口 縁

端部 と 胴部 の 小城片 で、 外面 に 磨 き の あ と ベ ン ガ ラ

で赤褐色 に 彩色 す る 。 図 は類推 し た概念図 と し て そ

れ ぞれ 当 該部分 を 表現 し た 。

43号住居跡 (第76図〉

平面形態 は 長方形 を な し 、 主 軸 の 方 向 は N -32・

-w を 測 る 。 長 軸方 向 は5 . 89 m 、 短軸方向 は4 . 55 m 、

壁高 は 良 好 な 部分 で64cmで あ る 。 主柱穴は 2 本 で あ
り 、 住居跡の 中央 よ り 南東 壁 に 偏 し て 正 円形 の 炉 を

有 し 、 そ の 規模は 径75畑、 深 さ は22cmで あ る 。 炉内

の埋土 は 黒褐色土 を 充 た し 、 炉辺 に は 台石 を 据 え る 。

ベ ッ ド状遺構は北、 東隅 に 設 け 、 床 面 と の 比高 差 は

概ね 5 cm を な す。 南東壁の 中央 に 接 し 、 入 口施設 と

み ら れ る 不整形の浅 い 掘 り 込 み が あ り 、 同 壁 に 平行

し て 内 に一対の小柱穴 を 、 壁 に 著 し く 接近 し た 位 置

に 穿つ。

住居跡の埋土 は 、 下層 に 黄褐色 ロ ー ム の集 中 お よ

び プ ロ ッ ク を 多 く 含み 、 1 層 を 隔 て て 、 素材の形状

を 留 め た 炭化 物 が あ り 、 住居跡の廃絶後 や や時 を お

い て の 焼却 を し た と み ら れ る 。 柱穴の状況 か ら み て 、

西の柱穴 は 抜 き 取 ら れ て い る が、 東 の 柱穴 は 土層 図

の知 く 中 層 ま で柱痕跡 が達 し て お り 、 し か も 柱痕跡

と 抜 き 取 り 穴の底部 に 、 炭化物の 落 ち 込 み がみ ら れ

る 。 す な わ ち 廃絶時 に 1 本 の 柱 を 、 何 か の 事情 で抜

き 残 し た か 、 折れ た ま ま 片付 け 、 1 層 堆積の あ と 焼

却時 に 抜 か れ た と み え る 。

床面 に は 、 西側 の 柱穴付近 に ベ ン ガ ラ 付着 の集 中

を み る 。 入 口 の 掘 り 込 み に は 砥 石 (440) が あ り 、
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ま た 北西壁の 中 央 の 床 面 に は 壁際 に 鉄淳塊 (663)

があ り 、 住居跡の廃絶儀礼 に 伴 う 供献物 の 可 能性 も

あ る 。 こ の ほ か 鉄製品 と し て は 、 無 茎鉄鍬 l 点 (479)

が中 層 か ら 出土 し た O 台 石 は 1 点 が浮 い て 出土 し た 。

土 器 は 、 2 点 を 実測可能 な 資料 と し た 。

[土器] (第76図)

254 は 、 床 面 出 土 の 、 複 合 口 縁 を 有 す る 査形 土 器

の 口 縁部 で あ る 。 断面 が三 角 形 を 呈 す る 。 255 は 、

中 層 出 土 の 、 護 形 土 器 の 脚台音11 の み の 資 料 で あ る 。

わ ずか に 外 反 し て 聞 き 、 内 外 面 は ハ ケ 目 調整 で あ る 。

44号住居跡 ( 第76図〉

調査区 の 北端 に あ り 、 45号住居跡 が 切 る 。 自Ij平 が

著 し く 、 壁高 は 良 好 な 部 分 で、1 2cm で 、 平 面 形 態 は 長

方 形 を な し 、 主 軸 の 方 向 は 東 西 方 向 と し て N -71 '

E を 測 る 。 長 軸方 向 は 3 . 38m 、 短i/lrh 方 向 は 3 . 30m

\ 
、、\

 

等、

/ノ 〆〆/ ， 

{ \ ‘、、、 、
246 
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で あ る 。

主柱穴 は 本 来 2 本 で あ り 南側 1 本 を 残 す 。 住居跡

の 中 央 よ り 東壁 に 偏 し て 惰円 形 の 炉 を 有 し 、 そ の 規

模は 79cm X 58cm、 深 さ は 9 cm で、 あ る 。 炉の埋土 は 赤

褐色の焼土 を 充 た し 、 少 量 の獣骨片 を 含 む。 底 面 は

焼結状態 で あ る O ベ ッ ド 状遺 構は 、 壁 に 沿 う L 字形

を な し 、 こ の ほ か北隅 に 同遺 構 の 一部 が残 る 。 床 面

と の 比高差は概ね 8 cm を な す 。

床 面 に は 西壁際 に ベ ン ガ ラ の 集 中 が あ る 。 こ の ほ

か の 遺物 は 若干 の 土 器 片 と 屋根 材 と み ら れ る 柱状 の

石 材片 で あ る 。

45号住居跡 (第77図)

調査区 の 最北端 に あ り 、 44号住居跡 を 切 っ て 立地

す る 。 平 面 形態 は 長 方形 を な し 、 主 軸 の 方 向 は N -

32' -W を 測 る 。 長 i/!rb方向 は6 . 46m 、 短軸方向 は4 . 84 m 、

\ \ 
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壁高 は 良 好 な 部分 で65cmで あ る 。

主柱穴は 4 本で あ り 、 住居跡 の 中央 よ り 南東壁 に

偏 し て 長方形の 炉 を 有 し 、 そ の 規模は70cmX 31cm、

深 さ は 1 5cmで、 あ る 。 炉内 の埋土 は下層以下 に 炭化物

第 E 章 狩尾 ・ 湯の 口遺跡の調査 と 成果

条溝の 出土土 器 は 、 最下層 に 古い 形態 が多 く 、 条

溝の 南 がわ の住居跡群の も の と 時期 が近 い が、 こ れ

よ り 上層 は 新 し い 時期 の 土 器 で、 条溝の 北が わ の住

居跡群 に 由来 す る の も の で あ ろ う 。

を 充 た す 。 ベ ッ ド状遺構は 認 め ら れ な い 。 南東壁の 土器の ほ か に は 、 中 層 か ら 下層 に か け 南 がわ か ら 、

中央近 く に 、 入 口施設 と み ら れ る 円形の浅い掘 り 込 極 め て 多量の ベ ン ガ ラ の 投 げ込 み地点 が あ る 。 ま た

み が あ り 、 同 壁 に 平行 し て 内 に 一対の小柱穴 を 穿つ 。 北側 か ら は 、 住居跡の屋根材 と み ら れ る 柱状の石 材

ま た 入 口 施設 よ り や や隔 て て 台石 を やや浮 い て 出土

す る 。

出土遺物 は 、 土 器 3 点 を 図示 す 。 鉄製品 と し て は 、

炉辺の床面 よ り 手鎌 ら し き 破片 1 点 (564) 、 下層 よ

り 有茎鉄鎌 1 点 (51 0) が出土 し た 。 西隅 あ た り に

は石 と 土器片 の投棄状況 を 示 す 散乱 がみ ら れ る 。

[土器] (第77図)

256 は 、 聾 形 土 器の 下 半 の み の 資料 で あ る 。 尖 り

気味の 丸底 を 呈 し 、 外面 は ハ ケ 目 を ナ デ消 し 、 内面

は ハ ケ 目 を 施 す 。 257 は 、 長頚 の 壷形土 器の 胴部破

片 で あ る 。 肩部 に 細 か い 波状文 を施 す。 胎土 は精良

で あ る 。 258 は 、 異形祭最E土器の 突帯部分 で あ る 。

3 条 の 断面 が三 角 形 の突帯 が巡 り 赤褐色 の彩色 を す

る 。

② 溝と土器
第 皿 調査区 の 中央 よ り や や 南で検出 し た (第78図〉 。

規模は 、 全長28 . 5m 、 幅 3 m 、 比高差は 1 90仰 を 測 る 。

断面 の 形状 は 、 お よ そ 72・ で 開 く V 字形 を な し 、 北

東 か ら 南西 に 、 北 に せ り 出 す 弓状 に 弧 を な し て 走 り 、

北東の 端部 は 、 わ ずか な が ら 北 に 反 る 。

溝の総延長 わ よ び形態は 、 検出面積が狭 い た め 不

明確で、 あ る が、 住居跡 の 立地す る 舌状 に 延 び る 微高

地 を 背後の 山 地 と 隔絶す る 開放条溝か 、 あ る い は住

居跡 を 囲 む環濠の一部 で あ ろ う 。 こ こ では 全貌 が不

明 の た め 、 条溝 と し て 記述す る 。

住居跡出土 の 土器 に よ る と 、 条溝の 南 が概 し て 古

く 、 北 が新 し い 。 し か も 南側 を 囲 が如 き 態勢で弧 を

な し て お り 、 本来、 条溝よ り 南 の住居跡群 を 防衛す

る 機能 を 有 し た と み ら れ る 。 北側 の住居跡群 は 、 南

と 比べ密集 し 、 条溝の 間際 ま で土地利用 さ れ て い る

が、 条溝 を 切 っ て 立地す る も の は な く 、 集落の拡張

に と も な い 条溝の機能 を 喪失 し た あ と も 、 か な り の

時 を か け て埋没 し 続け た と み ら れ る 。

1 07 

が広 い 範囲 で、み ら れ る 。 こ の ほ か、 鉄鉱、 鉄津 が各

1 点出土 し た 。

[土器] (第79-1 02図)

259-261 は 、 レ ン ズ状の底部 を 有 す る 壷形土器で

あ る 。 弱 い稜線 を な し て 立 ち 上 が り 、 倒卵形 の 胴部

の 中佐やや上 に 最大径 を 有す る 。 頚部 よ り 「 く 」 の

字 に 屈 曲 し 、 外反 し て 聞 く 口 縁部 を 有 す る 。 い ず れ

も 中 層 の 南寄 り の地点、 か ら の 出土 で あ る 。 259 に は

胴部 に 若干 の タ タ キ がみ ら れ、 ま た 259 、 261 の 口縁

部 は つ ま み 上 げ の 技法 を 有 す る 。

262-264は 、 底部 を 欠 く 査形土 器 で あ る 。 外反 し

て 開 く 口 縁部 を 有 す る が、 263 、 264 に は 、 や や 直 口

す る 口 縁 の 傾 向 がみ ら れ る 。 262 、 263 は 下 層 、 264

は 中層 の 出 土 で あ る 。 262 に は 若干 の タ タ キ を 有 す る 。

265 、 266 は 、 平底 の 査形土器で あ る 。 明 瞭 な 稜線

を 残 し て 立 ち 上 が り 、 倒卵 形 の 胴部 の 中 位 や や上 に

最大径 を 置 く 。 265 は 、 直 立 気 味 の 口 縁部 を こ れ に

付 し 、 266 は 、 小 型 の 壷形 土 器 で、 口 縁部 は 「 く 」

の字 に屈 曲 し て 聞 き 、 端部 を つ ま み上 げ る 。 い ずれ

も 下層 よ り 出土 し た 。

267 は 、 下 層 よ り 出 土 し た 、 装飾 の 著 し い 壷形 土

器 で あ る 。 レ ン ズ状の 底部 よ り 稜線 を 残 し て 立 ち 上

が り 、 胴部 の 中位 の 高 い 位 置 に 最 大径 を 置 き 、 や や

胴張 り で あ る 。 口 縁部 は 、 頚部 に で 強 く 「 く 」 の 字

に 屈 曲 し 、 外反 し て 聞 く 。 口 縁端部 に は刻 み 目 文 を

施す。 肩部 に は流水文 と そ の 下位 に 細 か い 波状の平

行文 を施 し 、 さ ら に 下佐 lこ は 6 カ 所 に 大 き な 円形 の

浮文 を 貼 り 豪壮 な 作 り で あ る 。

268-271 は 、 口 縁部 の み の 査形土器の 資 料 で あ る 。

268 は 、 「 く 」 の 字 に 屈 曲 し 外反 し て 聞 く 口 縁部 で あ

る 。 南 が わ に 近 い 中 層 よ り の 出 土 で あ る 。 269-271

は 、 直線状 に 開 く 口 縁部 を 有 す る 資 料 で、 269 は 、

つ ま み 上 げ の 口 縁端部 を 有 し 、 上 層 出 土 で あ る 。
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271 は 、 や や外反 気味 の 直 口 す る 口 縁 で 中 層 出 土 で

あ る 。 ま た 272 は 、 頚部 よ り 滑 ら か に 屈 曲 す る 直立

す る 口 縁部で、 中 層 出土 で あ る 。

273-276 は 、 頚部 に 断面 三 角 形 で、 刻 み 目 文 を 有

す る 突帯 を巡 ら す査形土器の 口 縁部 の み の 資料で、

い ずれ も 上層 の 出 土 で あ る 。 273 は 、 大 型 で彫 り の

深 い 刻 み 目 文で、 直立気味 に 外反 す る 口縁部 で あ る 。

274 、 275 は 、 浅 い 刻 み 目 文 で、 外反 し て 聞 く 口縁部

で あ る 。 276 は 、 直 立 す る 口 縁部 で、 端部 は 無 文 で

あ る 。

277 は 、 頚、 肩部 に 文様 を 描 く 複 合 口 縁 の 査形土

器 で あ る 。 大 き く 外湾 し て 聞 き 、 端部 は 断面三角形

を な し 、 上端 は 尖 る 。 頚部 に は平行文、 そ の 下位 に

2 条の列点文、 さ ら に 流水文 を 櫛 に て 描 く 。

278-280 は 、 口 縁部 の上端 が尖 る 断面 三 角 形 を な

す 複 合 口 縁 を 有 す る 査形土 器 で あ る 。 279 は 、 頚部

に 刻 み 目 文 の あ る 突帯 がみ え る 。 280 は 、 頚部 に 平

行文 を 有 す る 。 後 2 者 は 、 上層 出 土 で あ る 。

281 -283 は 、 上端 が丸 く 、 下端 が突出 す る 断面三

角形 を な し 発達 し た 口 縁部 を 有 す る 複合口 縁の 査形

土 器 で あ る 。 い ずれ も 下端 に浅い 刻 み 目 文 を 有 し 、

上端 は 無 文 で あ る 。 す べ て 上層 出 土 で あ る 。

284-286 は 、 大型の発達 し た 複合口 縁の壷形土器

で あ る 。 284 は 、 頚部 に 断面 が三 角 形 で斜方 向 の 刻

み を 有 す る 突 帯 を 巡 ら す 。 口 縁部 は 無 文 で あ る 。

285 は 、 口 縁 の 上端 は 尖 ら ず、 下 端 は 突 出 部 分 に 細

か い 刻 み 目 文 を 有 す る 。 頚部 に 、 断面三 角 形 で刻み

目 文 を 有 す る 突帯 と 、 そ の 下位 に 縦方向 の ハ ケ を 押

し 当 て た 施文 を 巡 ら す 。 上 層 出 土 で あ る 。 286 は 、

口 縁部 の み の 資料で あ る 。 上端 は 丸 く 、 下端 は浅い

刻 み 目 文 を 有 す る 。 中 層 出 土 で あ る 。

287 は 、 上 層 で 出 土 し た 、 赤褐色 の 胎土 を 有 す る

外来系 の複合口縁の 童形土 器 で あ る 。 頚部 よ り 外湾

し て 直立気味 に 立 ち 上 が り 、 口 縁部 は 「 く 」 の 字 に

内 に倒 れ つ つ 外反 し て 聞 き 、 端部 は 丸 く 上面 に は 数

点 の深 い 小孔 を 穿つ 。 口 縁部 に は 2 単佐 の流水文 を

ハ ケ で描 く 。 頚部 に は 2 条 の 断面 三 角 形の低 い突帯

を 巡 ら し 、 下位の突帯 に は 、 2 条 を l 組 と す る 短 く

下垂す る 断面 三 角 形 の貼 り 付 け 文 を 数 カ 所 に 有 す る 。

288-29 1 は 、 複合口縁の壷形土器退 の 頚部 の み の
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資料 で あ る 。 い ずれ も 上層 出 土 で あ る 。 断面 が三 角

形 で斜方 向 の 刻 み 目 を 有 す る 突帯 を 巡 ら す 。

292 は 、 胴部 か ら 頚部 突帯 ま で を 残 す 複合 口 縁の

査形土 器 で あ る 。 胴部 は卵形 に 膨 ら み 、 ほ ぽ中央 に

最大径 を 有 す る 。 頚部 に は 断面 が三 角 形 で斜方向 の

ハ ケ に よ る 押圧文 を 有 す る 突帯 を 巡 ら す 。 上層 出土

で あ る 。

293-296 は 、 平 底 の 壷形土 器 で あ る 。 293 は 、 中

層 出 土 の 、 口 縁部 を 欠 く 資 料 で あ る 。 倒卵形の胴部

に ハ ケ 目 調 整 を 内外面 に施す。 294 、 295 は 、 上層 出

土、 296 は 、 中 層 出 土 で あ る 。

297-305 は 、 長頚 を 有 す る 壷形土器 で あ る 。 297 は 、

上層 出 土 の 胴部 の み の 資 料 で あ る 。 最大径 は 、 緩や

か に 屈 曲 し 、 無 文 で あ る 。 298 は 、 中 層 出 土 の 、 重

弧文 を 有 す る 長頚査形土器で あ る 。 肩部以上 と 底部

を 欠 き 、 胴部 は 、 鋭 く 「 く 」 の 字 に 屈 曲 し 、 器形 は 、

算盤玉形 を 呈す る 。 胴音[í上半 に 文様 を 有 し 、 櫛描 に

て 上 か ら 、 平行文の下端 に 短 く 斜方 向 の 沈線 を 重 ね

る 。 そ の下住 に 重弧文 を 描 き 、 さ ら に 平 行 文 の 上 に

斜方 向 の 沈線 を 重 ね る 。 300 は 、 重弧文 を 有 す る 長

頚査形土器の胴部 で あ る 。 平行文 の 中位 と 下端 に 斜

方 向 の 沈線 を 描 き 、 そ の 下 位 に 重 弧文 が み え る 。

301 は 、 上層 出 土 の 、 萱形土 器 の 肩部破片 で あ る 。

ノ 、 ヶ に よ る 平行文 に 2 条 の 列 点 が巡 る 。 302 、 303 、

305 は 、 上層 出 土 の 、 小 型 の 長頚 と み ら れ る 査形 土

器の肩部 で あ る 。 平行文 の 下位 に 繊細 な 流水 文 を ハ

ケ で描 く 。 304 は 、 重弧文 を 有 す る 長 頚 の 査形 土 器

の胴部破片 で あ る 。

306 、 309 、 3 1 0 は 、 素 口 縁 の 鉢形土器 で あ る 。 306

は 、 下 層 出土 の 、 丸底 か ら 内傾 し て 胴部 は 立 ち 上 が

り 直立位 に て 口 縁 と な す 。 後 2 者 は 、 同種の ミ ニ チ

ュ ア 土器 で あ る 。

307 、 308 、 3 1 1 -3 1 3 は 、 屈 曲 口 縁 を 有 す る 鉢形土

器 で あ る 。 307 は 、 上層 出 土 の 、 偏 平 な 丸底 の 底部

よ り 内傾 し て 立 ち 上 が り 口 縁部 は 外 反 し て 開 く 。

308 は 、 小 型 の 鉢形土 器 で あ る 。 直立 し て 伸 び る 口

縁部 を 有 し 、 胴 部 は 、 高 い 位 置 に 最 大 径 を 置 く 。

309 は 、 最 大 径 の 低 い 下膨 れ の 胴部 で あ る 。 口 縁部

は や や緩 く 屈 曲 し て 聞 く 。 内外面 は 著 し い ハ ケ 目 調

整であ る 。 3 1 0 は 、 や や深 い 丸底 の 鉢形土器 で あ る 。
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最大径 を 器高 の 中 ほ ど に 置 き 屈 曲 し て 聞 く 短 い 口 縁

部 を 有 す る 。 31 1 は 、 下 層 出 土 の 、 丁寧 に 作 ら れ た

完形の 鉢形土 器 で あ る 。 丸底 か ら 内湾 し て 立 ち 上 が

り 、 胴部 は 潰 れ た 球状 を な し 、 最大径 は やや高 い 。

31 2 は 、 床 面 よ り 出土 し た 、 脚台部 の あ る 鉢形土

器 で あ る 。 完形で、 器面 は 丁寧 に 磨 か れ薄手の作 り

で あ る 。 脚台部 は 、 外反 し て低 く 聞 き 、 低位 に 4 対

の透 か し 穴 を 穿つ 。 鉢部 は 、 丸 み の あ る 底部 か ら 強

く 屈 曲 し て 張 り 出 し 、 こ れ よ り 立 ち 上 が り 、 外反 し

つ つ 直立 し 端部 は 尖 る 。
31 3 は 、 中 層 出 土 の 、 口 縁部 を 欠 く 高坪形土器で

あ る 。 脚台部 は 、 透 か し 穴 を 4 カ 所穿 ち 、 こ れ の上

住 は 直立 し 、 下位 は 緩や か に 聞 く 。 杯部 は脚 と 滑 ら

か に接続 し て 聞 く 。 杯部 の 内 面 は 、 放射状の磨 き を

施 し 、 脚 の 内 面 は 削 り の ま ま で あ る 。 他の器面 は 、

ハ ケ 目 調整で あ る 。

31 6-320 は 、 脚台部 の 器高 が低 い聾形土器であ る 。

31 6 は 、 中 層 出 土 の 、 小 型 の 聾 形土 器 で あ る 。 最大

径 は や や高位 に 置 き 、 口 縁部 は短 く 外反 し て 聞 く 。

31 7 は 、 下 層 出 土 の 、 著 し く 低 い 脚台部 を 有 し 、 天

井部 は平 た い 。 最大径 は 高位 に 置 く 。 胴部 に わ ずか

に タ タ キ を 残す。 31 8 は 、 中 層 出 土 で あ る 。 脚台部

の 内 面 は 砂付 き で あ る 。 31 9 は 、 中 層 出 土 の 、 小型

の聾形土 器 で あ る 。 最大径 は や や 高位 に 置 き 、 外面

に は 胴部 に わ ず か に タ タ キ を 残 す 。 320 は 、 中 層 出

土 の 、 大型の聾形土器で あ る 。 最大径 は やや高住 に

置 き 、 頚部 よ り 強 く 外反 し て 聞 く 。 脚台部 は低 く 、

天井部 は わ ず か に 下 に 凸 を な す 。

321 は 、 上層 出 土 の 、 大 型 の 聾 形土 器 で あ る 。 脚

台部 は や や高 く 、 外反 し て 聞 く 。 胴部 は 中央位 に 最

大径 を 置 き 、 口 縁部 は 、 内 に稜線 を 残 し て屈 曲 し 、

直線状 に 開 く 。

322 は 、 下 層 出 土 の 聾 形土 器 で あ る 。 最大径 は 胴

部 の 最大径 は やや高佐 に 置 き 、 わ ず か に タ タ キ を 残

す 。 器壁は 薄 い 。

323 は 、 中 層 出 土 の 、 小 型 の 聾 形 土 器 で あ る 。 最

大径 は やや高位 に 置 き 、 胴部 に わ ずか に タ タ キ を 残

す。 口 縁部 は屈 曲 が緩 く 直立気味 に 開 く 。 脚台部 は 、

やや低 く 、 天井部 は平坦で直線状 に 聞 く 。

324-330は 、 脚台部 を 欠 く 費形土器の 資料で、 い
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ずれ も ハ ケ 目 調整の み で あ る 。 324 は 、 上層 出 土 で、

つ ま み 上 げの 口 縁部 を 有 す る 。 脚台部 の天井部 は 、

平坦で あ る 。 324 、 325 は 、 最 大径 は や や上位 に 置 き 、

324 は 、 内 に 稜線 を 残 し 屈 曲 す る 口 縁 を 有 す る 。 下

層 出 土 で あ る 。 325 は 、 床 面 出 土 で あ る 。 口 縁部 は 、

や や強 く 外反 し て 聞 く 。 327 は 、 上 層 出 土 の 、 胴部

中位 に 最大径 を 置 き 、 口 縁端部 は つ ま み 上 げの 技法

で あ る 。 328 は 、 下層 出 土 の 大 型の聾形土器 で あ る 。

358-363は 、 タ タ キ がハ ケ 目 の 下地 に 観察 さ れ る 聾

型土器で あ る 。 胴部 は 長胴化 の 傾向 が う か がわ れ る 。

329 は 、 上層 出 土 の 聾形 土 器 で 、 口 縁部 は 、 内 面 に

明 瞭 な 稜線 を 残 し て r < J の 字 に 屈 曲 し 、 直線状 に

聞 く 。 330 は 、 下 層 出 土 で、 最大径 は やや上位 に 置 き 、

口縁部 は 、 外反 し て 聞 き 端部 は つ ま み 上 げ る 。

331 -333 は 、 下 半 を 欠 く 聾形土器 の 資 料で あ る 。

331 は 、 下 層 出 土 で、 最大径 は 高 い と み ら れ る 。 332

は 、 上層 出土 で わ ずか に つ ま み上 げ る 口 縁端部 を 有

す る 。

333-339 は 、 肩部以上 が残 る 聾形土器で あ る 。 い

ずれ も 内外面 は ハ ケ 目 調 整 で あ る 。 335 、 337 、 338

が上層 出 土 で、 336 は 下層 出土 で あ る 。

339 、 340 は 、 上層 出 土 の 、 小型の菱形土器で あ る 。

い ずれ も 口 縁部 は 緩や か に屈 曲 し て 聞 く 。

341 -357 は 、 口 縁部 の み の聾形土器 の 資料で あ る 。

い ずれ も ハ ケ 目 の み の 調 整 で あ る 。 341 、 350 、 352 は 、

ややつ ま み上 げの 口 縁端部 を 有 す る 。 337-340 、 350 、

355-357 は 、 上 層 出 土 の で あ る 。 345 、 346 、 348 、

351 -353 は 、 中 層 出 土 で あ る 。 こ の う ち 346 は 、 ベ

ン ガ ラ の集中投棄 の 中 か ら の 出 土 で あ る 。

358 、 359 は 、 下 層 出 土 の 、 外面 に タ タ キ を 有 す る

大型の聾形土器で あ る 。 胴部 の 最 大 径 は 中 央住 に 置

き 、 口 縁部 は 、 外反 し て 聞 く 。

360-362 は 、 胴部 の 下位 を 欠 く 翠形土器で あ る 。

い ずれ も タ タ キ を 有 す が、 360 は 、 ハ ケ 目 調 整 の 上

に タ タ キ を 重 ね る 。

363 、 364-371 は 、 タ タ キ を 有 す る 聾形 土 器 の 口

縁部 の み の 資 料 で あ る 。 364 、 365 、 368 は 、 タ タ キ

を ハ ケ 目 の上 に施す。 367 は 、 縦方向 の タ タ キ で あ る 。

372 、 373 は 、 い ずれ も 下層 出土 で あ る 。 や や低 い

脚台部 の み の聾形土器で あ る 。 残存す る 胴部 に は タ

1
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タ キ は み ら れ な い 。 前 者 は 、 脚台の天井部 は平坦で、、

砂の付着 がみ ら れ る 。 後者 は 、 低 く 外反 し て 聞 く 脚

台部 で、 胴部 の 器壁は 薄 い 。

374 、 375 は 、 脚台部 を 欠 く 胴部下 半 の み の聾形土

器の 資料で あ る 。 後者 は 、 床 面 出 土 の 資料で、 脚台

部 の 天井部 は平坦で、 胴部 の 器壁は分厚 い 。

376-389 は 、 翌形土器の脚台部 の う ち 、 天井部 あ

た り の み の 資 料 で あ る 。 376 、 378 、 389 は 、 下 層 よ

り の 出土で、 他 は 中 、 上層 出 土 で あ る 。 380-383 は 、

天井部 に 砂 の 付着 し 、 383 は 、 中 層 、 他 は 上 層 出土

で あ る 。 386 は 、 上 層 出 土 の 、 器 高 が高 い 直線状 に

開 く 脚台部 で あ る 。

390-405 は 、 脚台部 の み の聾形土器 の 資 料で あ る 。
特 徴的 な も の は 、 390-395 と 40 1 は 、 低 脚 で391 、

394 は 下 層 、 390 、 40 1 は 中 層 、 他 は上層 出土 で あ る 。

392 、 397 は 、 天井部 が わ ずか に 下 に 凸 を 呈す る 。 こ

の ほ か の 資料 の 層 位 は 、 397 、 398 、 404 が下層 、 401 、

403 は 中 層 、 396 、 402 は 上 層 出土 で あ る 。

406-408 は 、 丸底 の聾形土器の底部 の み の 資料で

あ る 。 こ の 器種は ひ じ よ う に 少 な く 3 点 を 図示す る 。

407は 、 中 層 出土 で、 外面 は 著 し い タ タ キ で覆 わ れ る 。

他 は い ずれ も ハ ケ 目 調整で あ る 。

409-41 1 は 、 装飾性の 高 い聾形土器 で あ る 。 409は 、

分厚 い 器壁で直 口 す る 口縁部 を 有 し 、 頚部 に 、 断面

三角 形 の 低 い突帯 を 巡 ら す 大型 の聾形土器の上部 で

あ る 。 41 0 は 、 上 層 出 土 の 、 緩 く 屈 曲 し て 開 く 口 縁

部 を 有 し 、 肩、 頚部 に は相互 に 隔 て た 2 条の断面三

角 形 の 低 い 突帯 を 巡 ら し 、 さ ら に 両突帯 を 、 同様の

短 い 突帯 で、縦 に繋 ぐ 。 器壁は 不均等 に 厚 く やや歪み

が あ る 。 胎土 は 、 暗 い 赤褐色 を お び外来系 の土器の

特徴 を 有 す る 。 4 1 1 は 、 中 層 出土 の聾形土器 で あ る 。

頚部 に は 、 頂部 の 鋭 い 断面 三 角 形 の 突帯 を巡 ら し 、

そ の下位 に は 斜方向 の ハ ケ に よ る 押圧文 を 有 す る 。

ま た 口 縁端部 に は 、 ハ ケ 押圧 に よ る 刻 み 目 文 を 有 す

る 。 胴部 の 内外面 は ハ ケ 目 調整 で あ る 。

41 2-41 6は 、 異形の 祭杷土器で、 5 点 を 掲 げ る 。

す べ て 上層 出土 で あ る 。 こ れ ら は細片で出土す る の

が特徴 と み ら れ祭杷 の あ と 割 っ て廃棄 さ れ た も の と

思 わ れ る 。 図 は 、 類例 か ら 想定 す る 概念図 に 出土遺

物 の部位 を 図示 し た 。 復元す る と 、 偏平 な 丸底の胴

1 1 2 

部 に 、 直線状 に 開 く 口 縁部 を 付す 3 条 の 断面 三角 形

の突帯 を巡 ら す 。 長頚の壷形土器で、 頚部 あ た り か

口 縁部の 中位 に 、 2 条 ま た は 、 3 条 の 断面 三 角 形 の

突帯 を 巡 ら す。 41 2 は 、 大 型 で、 頚部 に 3 条 の 断面

三 角 形 の 突帯 を 巡 ら す。 4 1 3 は 、 2 条 の 断面 三 角 形

の突帯 を 巡 ら す が、 長 く 伸 び る 口 縁部 の 中位 に こ れ

を 置 く 。 41 4 は 、 2 条 の 断面 三 角 形 の 突帯 を 、 頚部

の やや上の 口 縁部下端 に 置 き 、 外面 は 、 ベ ン ガ ラ で

赤褐色 に 彩色 す る 。 41 5 は 、 同 じ く 口 縁部 の 下端 に 、

2 条の断面三角形 の突帯 を 置 き 、 上位の突帯項部 よ

り 以上 を 赤褐色 に 、 以下 を 黒 く 塗 り 分 け て 彩色 す る 。

41 6 は 、 頚部 に 、 2 条 の 断面 三角 形 の 突帯 を 置 く 。

41 7 は 、 小 型 の 鉢形土器 で あ る 。 偏 平 な 丸底 よ り

胴部 は 立 ち 上 が り 、 器 高 の 中佐やや下 に 、 外面 に わ

ずか に く びれ を 巡 ら し つ つ 、 こ れ よ り 外反 し て 直立

気味 に 聞 く 口 縁部 を な す 。 器壁は 薄 く 精製 の 土 器 で

あ る 。

③ 石 器 (第1 07図~第1 27図)

石 器 で は 、 磨製石 鎌 2 点 (41 9 ・ 420) 、 小型偏平

磨製石斧 1 点 (421 ) 、 石包丁 3 点 ( 1 点 は 遺構外出

土) (422 -424) 、 砥石 18点 ( 1 点 は 遺 構 外 出 土)

(425-442) 、 磨 石 14点 ( 2 点 は 遺構外 出 土) (443 

-456) 、 台石21 点 ( 1 点 は遺構外出土) (457-477) 

が出土 し た 。 そ の住居跡 ご と の 内訳 を 示 そ う 。

磨製石鎌は、 28号住居跡 と 40号住居跡 か ら 1 点づ

っ 出土 し た 。 小型偏平磨製石 斧 は 、 26号住居跡 か ら

出土 し た 。 石 包 丁 は 、 13号住居跡 と 27号住居跡 か ら

l 点づっ 出土 し て い る 。 砥石 は 、 7 号住居跡、 13号

住居跡、 15号住居跡、 18号住居跡、 26号住居跡、 29

号住居跡、 30号住居跡、 32号住居跡、 38号住居跡、

43号住居跡 で l 点づ、つ 、 9 号住居跡 で 4 点、 27号住

居跡 と 28号住居跡で 2 点 が出土 し た 。 磨石 は 、 16号

住居跡で 2 点、 14号住居跡 と 28号住居跡 で 3 点、 38

号住居跡 で 4 点出 土 し た 。 台石 は 、 14号住居跡 と 18

号住居跡、 そ し て 32号住居跡で 2 点 が出土 し た 他 は 、

1 号住居跡、 16号住居跡、 1 9号住居跡、 26号住居跡、

27号住居跡、 28号住居跡、 33号住居跡、 37号住居跡、

43号住居跡で l 点づっ 出土 し 、 ま た 溝 か ら も 5 点出

土 し て い る 。
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I磨製石鍍) (41 9 . 420) 

4 1 9 は 、 形状が二等辺三 角 形 を 呈 す る 凹基式 の 磨

製石 鎌 で あ る 。 石 材 は 、 頁 岩 で あ る 。 420 は 、 基部

を 欠損 し た 資料 で あ る 。 し た がっ て 、 基部の 種類は 、

わ か ら な い 。 全体的 な 形状は 、 柳葉形 を 呈 し て い る 。

粘板岩 を 使 用 石 材 と す る 。

[小型偏平磨製石斧) (42 1 )  

頁岩 を 使 用 石 材 と し て い る 。 刃部形態 は 、 両 刃 の

円 刃 で あ り 、 そ の右側 の擦 り 減 り が顕著で、 あ る 。

[石包丁) (421 -424) 

42 1 は 、 器体のバ を 欠損 し た 資料で、 頁岩製 で あ る 。

使用段階 での研 ぎ を 経 た 刃部 は 直線 刃 で、 直線的 な

基部 と 共 に 、 長方形の外形 を 作 っ て い る 。 し か し 、

製作段階の形状は 、 直線的 な 基部 と 刃部 両端の カ ー

ブ か ら す れ ば、 半 月 形 を 呈 し て い た も の と 想像 さ れ

る 。 表裏両面 か ら 穿 た れ た 2 孔 が紐通 し の た め に 用

意 さ れ て い る 。 な お 、 紐通 し の 孔 に は 、 紐擦 れ が観

察 さ れ 、 孔 を 通 し た 紐の 輪 を 指 に か け る 使用方法が

具体的 に 復 元 で き る 。 422 は 、 兄 を 欠 損 し た 資料で

あ る 。 粘板岩 が石 材 と し て 使 用 さ れ て い る 。 使用終

了段階の 刃 部 は 、 外湾 刃 で、 ゆ る い カ ー ブ を 描 き 、

基部 は 直線的 で あ る 。 組通 し の 孔 は 2 孔 あ り 、 表裏

両 面 か ら 穿 た れ て い る 。 石 質 の 関係 で あ ろ う か 、 紐

擦 れ は 、 観察 さ れ な か っ た 。 424 は 、 遺構 か ら の 出

土例 で は な い 。 完全 な 資料で、 平面形態は長方形 を

呈す る 。 使用品冬了段階 の 刃 部 は 、 ゆ る い 内湾 刃 で あ

る 。 基部 と 両側縁の状態 か ら す れ ば、 製作時の形状

も 長方形 を 呈 し て い た と 想像 さ れ る 。

[砥石) (425-442) 

砥石 は 、 素材の形状や研 ぎ方 に よ っ て い ろ い ろ な

形状 に 変化す る 。 し た がっ て 、 そ の形態の 分類属性

を 捉 え る こ と が困難 な 道具 で あ る 。 狩尾 ・ 湯の 口遺

跡で も 、 偏平 な も の や直方体の形、 ま た は 不 整形 を

し た も の な ど、 と て も 個性的 で、 あ る 。 石材 では、 頁

岩 (426 ・ 43 1 -433 ・ 441 ) と 砂岩 (427 ・ 429 . 430 ・

434 ・ 435 ・ 437-440 ・ 442) 、 粘板岩 (425) 、 安山岩

(428 ・ 436) が利 用 さ れ て い る 。 研 ぎの段階 で い け

ば、 き め の 細 か い 頁岩 、 粘板岩 、 安 山 岩 は仕上げ砥

で あ り 、 砂岩 の も の は 荒砥 か 中砥で は な い か と 考 え

ら れ る 。
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[磨石) (443-456) 

磨石 は 、 ど の 資 料 を 観察 し で も 作業 面 が平 坦 に 磨

り 減 っ て い て 、 よ く 使 い 込 ま れ て い る こ と を 伺 わ せ

る 。 そ の作業面 の 数 を み る と 、 一 面 に 固定 さ れ て い

る も の (443-447 ・ 450 ・ 452 . 455 . 456) 、 二 面 あ

る も の (451 . 453 ・ 454) 、 特定 の 面 を 持 た な い も の

(448 ・ 449) が あ る 。 量的 に 見 て み る と 、 通常、 作

業 面 は 一面 に 固定 さ れ て い た よ う だ。 石 材 で は 、 す

べ て 安 山 岩 で あ る 。 使 い 込 み が激 し く て 、 住居 お よ

び集落移動 の 際 に 常 に 携帯 さ れ て い く 石器 の 一 つ で

あ ろ う と 想像 さ れ る 。

[台石) (457-477) 

台石 は 、 ほ と ん ど の 資 料 が床 直 の 状態 で 出 土 し て

い る 。 石 器 の 大 き さ か ら し で も 、 据 え 置 か れ た 場所

を そ れ ほ ど移動 し な い 石 器の ーっ と み な し て よ い だ

ろ う 。 そ の 前提で、 そ の住居跡 に お け る 出土佐置 を

見 て み よ う 。

l 号住居跡 で は 、 炉 の 東側 1 . 2m の 所、 南東柱の

脇 か ら 検出 さ れ た 。 柱穴の 掘 り 方 に か ぶ さ っ た 状況

で あ る が、 そ の位 置 か ら す れ ば柱痕跡 の 真上 で は な

さ そ う だ 。 14号住居跡で は 、 浮 い た 状態 で 1 点、 南

壁の 中 心 点 か ら 西へ 1 . 1 m ほ ど い っ た 所、 そ の 壁 ぎ

わ か ら 1 点 が出土 し た 。 1 5号住居跡 は 、 中心部 か ら

南東へ 1 m い っ た 所、 南側柱痕跡 の 脇 に あ っ た 。 炉

の近 く で も あ る 。 18号住居跡 で は 、 2 点 が出 土 し て

い る 。 一つ は 、 中 心部 か ら 西へ2 . 7m の 所 で ベ ッ ド

状遺構の上、 も う 一つ は 、 北東へ1 . 3m の 所 で あ っ た 。

19号住居跡で は 、 中 心部 か ら 西へ2 . 3m い っ た 所 に

あ っ た が、 そ の位置は よ り 壁 に 近 い と こ ろ で あ る 。

26号住居跡 は 、 そ の 中 心部 か ら 南西へ2 . 5 m い っ た

部分で、 南西側柱の 脇 に 出 土位 置 が あ る 。 27号住居

跡の も の は 、 床 直 では な く 、 埋土 内 か ら の 出土 で あ

っ た 。 28号住居跡 では 、 住居跡の 中央部、 し か も 北

西 に 約O . 6m ほ ど ず れ た 所 に あ っ た 。 33号住居跡 の

台石 は 、 2 点 が あ る 。 一つ は 、 中 心 部 の 北 2 m の 所、

北東柱の脇 に あ り 、 も う 一つ は 、 中 心部 か ら 南西へ

1 m ほ ど い っ た 所、 南西柱の 脇 に あ っ た 。 37号住居

跡 の 台 石 は 、 中 央部 か ら 南へ1 . 6m ほ ど の 所、 炉の

近 く で検出 さ れ た 。 43号住居跡は 、 そ の 中央部、 し

か も 西へ わ ずか に 偏 っ た 部分 に 出土位 置 が あ っ た 。
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炉の傍 で あ る 。 32号住居跡 は 、 2 点 が出土 し た 。 そ

の場所は 、 一つ が北壁の 中央部 で そ の 壁 ぎ わ と 、 も

う 一つ が南壁近 く で、 そ の 中 間地点、 か ら 約40仰の と

こ ろ で あ る 。

こ れ を 整理す る と 、 大 き く は 、 炉の周辺、 住居跡

の 中央部、 ベ ッ ド状遺構、 そ し て 壁 ぎ わ や貯蔵穴付

近 に 整理す る こ と がで き る だ ろ う 。 そ の 実数 は 、 炉

周辺で 3 住居跡 3 点、 住居跡の 中央部 5 住居跡 7 点、

ベ ッ ド状遺構 1 住居跡 l 点、 壁 ぎ わ や貯蔵穴付近 3

住居跡 4 点 と い う 結果 が得 ら れ た 。 整理の結果 では 、

中央部 が も っ と も 多 か っ た が、 炉周辺や壁 ぎ わ に も

目 立 つ て い る 。 特別 な 傾 向 を 捉 え る こ と が少 々 難 し

そ う だ 。 な お 、 中央部 で は 、 柱の 脇 に あ る 場合 が 目

立 っ て い る 。

c:> 4 1 9  
c:::=コ〉

次 に 、 住居跡の総数 と 台石 出 土住居跡の 数 と の 比

較 を お こ な っ て み よ う 。 そ の 際、 完掘 さ れ な い た め

に 台石 が出土 し な か っ た住居跡 も あ る と 予想 さ れ る

の で、 未掘部分 が住居跡の 半分以上 に の ぼ り 、 し か

も 台石 を 出土 し て い な い住居跡 は 、 こ の 検討 か ら 外

し て お き た い 。

こ の検討の 対象 に な る 住居跡は 、 全部 で41基で あ

っ た 。 こ れ に 対 し て 、 台石 が出 土 し た住居跡は 、 13

基で あ る 。 41対13 な の で、 台石残 置住居 の 出現頻度

は 、 3 . 1 5対 1 で、 3 基強 に 1 基の割合 と い う こ と に

な ろ う 。

以上、 検討事項 を 2 つ 設 け て 、 記述 し た 。 有意 な

デー タ と は な ら な い が、 今後 の検討デー タ の 蓄積の

ーっ と し て 提示 し て お く 。
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④ 青銅器 ・ 鉄製品と関連資料
狩尾 ・ 湯の 口遺跡、 で は 、 大量 の 鉄製 品 と 鉄j宰 お よ

び青銅器 2 点 が出土 し た 。

青銅器 は 、 銅鉱 l 点 (478) と 石桔 出 土 の 鏡片 の

2 点 で あ る 。 後者 に つ い て は 、 別稿 に 記述 を 譲 る 。

銅鉱は 、 第 皿 調査区の北端 に 所在 す る 42号住居跡の

上層 で出土 し た 。 器形 は 、 腸挟 が浅い 弧状 に く り こ

む無茎銅畿 で あ る 。 横断 面 は わ ずか に 紡錘形 を 呈 し 、

一面 に浅 い 凹面 を 有 し 両側 に 刃部 を な す 。 片面 が調

密 に横方 向 に 磨 か れ、 他面 は基部 に接す る 面 を 除 く

周縁 を 斜方 向 に 磨 く が、 内部 は 浅 い挟面 を な し 、 細

か い ハ ン マ ー 痕 を 残す。 両側 面 に は 刃部 を 有 し 、 先

端 は ご く わ ずか に 潰 れ 、 実際 に儀礼では 矢 に 装着 し

て 発射 さ れ た も の で あ ろ う 。 磨 き 残 し た 器面 か ら み

て他の 青銅製 の 利 器 を 転用 し た も の と み ら れ る が、

器形 は 、 九州 の 山岳地帯 に 分布 す る 無茎の磨製石鍛

と 酷似す る 。

鉄製品 は 、 完製 品 と 、 未製品 お よ び不明破片 に 大

き く 分 け 、 米製品 は 制 作工程で派生 し た 鉄片 であ る 。

完製品 の 内訳 は 、 鉄鉱55点、 茎万 子 2 点、 素環頭万

子 2 点、 錨28点、 手鎌15点、 鉄斧 1 点 で あ る 。 ま た

鉄片類は 、 多様性 が あ る が、 板状の も の 、 棒状の も

の に 大別 し 、 68点 で あ る 。

鍛冶 に 伴 う と み ら れ る 鉄津 は 、 160点 で あ る が、

こ れ は遺物 を検出 し た 点数 で あ り 、 実体 は 、 ナ ゲ ッ

ト 状 か ら 微細 な 粉状 ま で さ ま ざ ま で あ る が大半は微

粉 が小量の 出 土 で あ る 。 鉄j宰 の 出 土遺構数 は 、 住居

跡12基、 土壌 1 基お よ び条溝で あ る 。

遺構別 に 分類す る と 次 の通 り で あ る 。

1 号住居跡 : 鉄鎌 1 点 (587)

2 号住居跡 : 鉄鍛 5 点、 (479 . 489 . 503 . 505 . 525)

錨 2 点 (491 . 542)

手鎌 2 点 (564 . 577)

鉄片1 6点 (585 . 590 . 591 . 592 . 594 .

595 . 596 . 597 . 598 . 599 . 

600 . 60 1 . 602 . 603 . 604) 

3 号住居跡 : 鉄片 1 点 (593)

4 号住居跡 : 鉄鎌 3 点 (492 . 5 1 7 . 527)

錨 1 点 (605)

1 63 
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5 号住居跡 : 鉄鉱 1 点 (490)

錨 l 点 (546)

9 号住居跡 : 鉄鎌 1 点 (484)

素環頭万 子 1 点 (534)

錨 1 点 (540)

不明鉄器 l 点 (579)

10号住居跡 : 鉄鉱 1 点 (482)

鉄斧 1 点 (563)

手鎌 1 点 (572)

鉄片 l 点 (606)

1 1 号住居跡 : 鉄鉱 2 点 (498 . 5 1 1 )

錨 3 点 (538 . 544 . 559)

鉄片 2 点 (607 . 608)

1 3号住居跡 : 鉄鉱 4 点 (481 . 504 . 5 1 5 . 5 1 4)

錨 3 点 (547 . 55 1 . 56 1 ) 

手鎌 1 点 (575)

鉄片20点 (609 . 6 1 0 . 6 1 1 . 6 1 2 . 6 1 3 .

6 1 4 . 61 5 . 61 6 . 61 7 . 61 9 .  

620 . 62 1 . 622 . 623 . 624 . 

625 . 626 . 627 . 628 . 629) 

鉄j宰 4 点

14号住居跡 : 錐 2 点 (557 . 562)

手鎌 4 点 (565 . 567 . 573 . 576)

鉄j宰 2 点

15号住居跡 : 鉄鉱 1 点 (500)

錐 l 点 (543)

Æ�片 l 点 (630)

1 6号住居跡 : 錐 l 点 (553)

17号住居跡 : 鉄片 l 点 (631 )

18号住居跡 : 鉄鉱 4 点 (501 . 520 . 523 . 529)

錨 2 点 (545 . 548)

鉄片 1 点、 (632)

1 9号住居跡 : 鉄鎌 1 点 (5 1 3)

万 子 l 点 (536)

22号住居跡 : 錨 1 点 (537)

23号住居跡 : 鉄鉱 3 点 (493 . 506 . 51 8)

鉄j宰 1 点

24号住居跡 : 鉄鉱 3 点 (495 . 5 1 9 . 52 1 )

手鎌 l 点、 (569)
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鉄片 7 点 (589 ， 633 ， 634 ， 635 ， 636 ，

637 ， 638 ， 641 ) 

鉄j宰 l 点

25号住居跡 : 鉄浮 1 点、

26号住居跡 : 鉄鎖 3 点 (494 ， 530 ， 641 )

鉄片 2 点 (580 ， 640)

鉄j宰 1 点

27号住居跡 : 鉄鉱 3 点 (480 ， 509 ， 528)

錨 3 点、 (541 ， 550 ， 558)

鉄片 6 点 (639 ， 644 ， 645 ， 648 ， 646 ，

647) 

鉄浮1 12点

28号住居跡 : 鉄片 4 点 (588 ， 649 ， 650 ， 65 1 )

鉄j宰 7 点

29号住居跡 : 鉄鉱 5 点 (482 ， 488 ， 496 ， 521 ， 524)

手鎌 3 点 (570 ， 574 ， 578)

鉄片 4 点 (582 ， 586 ， 652 ， 653)

鉄津1 1 点

30号住居跡 : 鉄鉱 2 点 (506 ， 5 1 2)

32号住居跡 : 鉄鎖 2 点 (532 ， 533)

鉄片 l 点 (654)

33号住居跡 : 鉄鎌 1 点 (502)

素環頭万 子 1 点 (写真)

錨 1 点 (552)

鉄片 3 点 (583 ， 584 ， 655)

鉄浮 2 点

35号住居跡 : 鉄片 1 点 (657)

37号住居跡 : 銘 1 点 (556)

鉄片 1 点 (656)

鉄j宰 1 点

38号住居跡 : 錨 3 点 (549 ， 554 ， 555)

鉄片 l 点 (658)

39号住居跡 : 手鎌 l 点 (568)

40号住居跡 : 鉄片 1 点 (659)

42号住居跡 : 手鎌 l 点 (571 )

錨 1 点 (661 )

ま兵片 l 点 (581 ) 

43号住居跡 : 鉄鎌 1 点 (479)

鉄j宰 3 点

45号住居跡 : 鉄鎖 1 点 (51 0)
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鉄j宰 1 点、

溝 : 鉄鎌 3 点 (486 ， 487 ， 508)

錨 l 点 (560)

鉄j宰 1 点

坑 : 鉄j宰1 2点

調査区一括 : 鉄鎌 6 点 (488 ， 497 ， 499 ， 507 ， 5 1 6 ，

531 ) 

茎 万 子 l 点 (525)

次 い で、 資料別t こ 説明 を 加 え る 。

鉄鉱は 、 479-533 で あ る 。 無茎鎌 (479-487 、 490)

と 有茎鎌 (488 、 489 、 491 -506) に 大別 さ れ、 さ ら

に 細分 が可能 で、 あ る 。

無茎鍛 は 、 腸挟 が矩形 の も の は 、 479-482 お よ び

485 で あ る 。 腸扶 が弧状の も の は 、 483 、 484 、 486 、

490で あ る 。 こ の う ち 487 は 、 条溝 よ り 出土の 大型織

で あ る 。 490 は 、 装着 し た 矢柄 を 遺存す る 資料で あ る 。

有茎鎌 は 、 柳葉式 の も の は 、 488 、 489 、 492で あ る 。

圭頭斧箭式 の も の は 、 493-498 、 5 1 2 、 5 1 4で あ る 。

方頭斧箭式の も の は 、 499-504 、 506 、 5 1 5 で あ る 。

507-509 、 5 1 0 、 5 1 1 は 、 鉄鉱の 先端 の み の破片 で

茎 の 有 無 は 不 明 で あ る 。 507 は 器形 か ら み て 大 型 の

儀器 と し て の 無茎鎌 で あ ろ う 。 5 1 0-533 は 、 有茎鍛

の 茎部 の破 片 で あ る 。 51 6 に は 矢柄 が、 ま た 525 、

530 に は 口巻 の 糸 が遺存す る 。

万 子 は 、 534-536 で あ る 。 こ の う ち 534 は 、 素環

頭万子 で あ る 。 斜傾 し た 闘 を 有 し 、 環頭部 分 は 下方

向 に巻 く 。 鉄素材は 高 品 質 で、 銀白色 の 金属光沢 を

今 に残す。 535 、 536 は 、 茎 万 子 の破片 で あ る 。

錐 は 、 537-562で あ る 。 鉄鉱 に 次 ぐ個体数 で あ る

が、 殆 ど は 、 辛 う じ て 器形 を 残す破片 で あ り 、 当 時

の使用頻度 の 高 さ を 思 わ す も の があ る 。 537 、 538 は 、

ほ ぽ完形で両端 に 、 反 り の やや異 な る 刃部 を 有 す る 。

539 は 、 繊維質 の 組 を 巻 く 資 料で、 当 時の 刃 物 の保

存法 を 窺 い 知 る こ と の で き る 。 544 は 、 3 破片 を 接

合 し 復元 し た 資料 で あ る 。 551 、 552 は 、 袋部 で あ ろ

7 。

鉄斧 は 、 563-566 で あ る 。 こ の う ち 563 は 、 完形

で小型 の 手 斧 で あ ろ う 。

手 鎌 は 、 565-578 で あ る 。 565 は 、 大 型 で 刃 部 が

か な り 磨損す る 。 567 、 568 、 570 、 577 は 、 木 質部 が
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第 2 節 弥生時代後期の遺構 と 遺物

遺存す る 。

578 は 、 器種不 明 の 刃 器 で あ る 。 長方形 で四辺 に

刃部 を 認 め る 。

582以下 は 、 鉄片で あ る 。 こ こ では 鉄片 を 定義 し て 、

製 品以前の未成 品 お よ び加工 工程で発生 す る 端切 れ

な ど と し 、 製 品 の破片 は 含 め な P o さ し あ た り 形状

に よ り 、 棒状、 板状、 そ の他 に分類す る 。 未成 品 が

棒状鉄片 に 、 板状鉄片 が端切 れ に ほ ぼ対応す る 。 そ

の 他 と し た 細片 に は 、 鍛冶工程で発生 し た と み ら れ

る も の を 含 む。

棒状鉄片 は 、 582-589で あ る 。 有茎鍛 な ど の 中 間

素材 と な る 線材 と み ら れ る が、 や む を 得ず有茎鍛の

茎部破片 と 分別 し がた い も の も あ る 。

板状鉄片 は 、 590 - 595 、 605 - 61 7 、 631 -654 、

656-66 1 で あ る 。 さ ま ざ ま な 形態 を と り 、 さ ら に細

分 が可能で あ る 。 こ の う ち 606-607 、 609-61 1 、 6 1 2 、

624 、 646 は 半 月 形 あ る い は 三 角 形 の 鉄片 で、 長辺 が

直線状 に 切断 さ れ て い る 。 633 、 649 は 、 一見鉄鍛ふ

う で あ る が鎌状の 鉄片 で あ る 。 6 1 7 、 640 、 659 は 、

小鉄片 の 集塊 で あ る 。

そ の 他 の 鉄片 は 、 596-604 、 6↑9-630 、 655 は 、

不 整形 の 小鉄片 で あ る 。

鉄j宰 は 、 集塊状の も の 2 点 (662 、 623) を 図示す

る 。 662 は 、 ス ポ ン ジ状の 金属光沢 を 有 す る 鉄浮で

あ る 。 長辺の 両側 に 、 半 融解 中 に 生 じ た 平行す る 平

坦面 を 有 す る 。 663 は 、 赤褐色 がか っ た灰色の鉄津で、

地肌は 石 炭 ガ ラ 状 を な す。 一部 に 浅 い U 字形の庄痕

を 思 わ す 溝状の窪み が認め ら れ る 。

⑤ 土製品 ・ 装身具 (第1 35図)

土製品 に は 、 土製円板 2 点 (664 ・ 665) が出土 し

て い る 。

装 身具 に は 、 勾玉 2 点、 (666 、 667) と 管玉 l 点 (668)

で あ る 。 勾玉の 出 土住居跡 は 、 1 9号住居跡 (第43図)

と 38号住居跡 (第64図〉 で、 管玉の 出土住居跡 は 、

27号住居跡で あ っ た 。

666 は 、 凝灰岩 製 で あ る 。 定形勾玉で、 非丁字頭

で あ る 。 孔 が穿 た れ て い な い の で、 勾玉の未加工品

か も し れ な い 。 667 は 、 緑色 を し た 滑石製定形勾玉

で あ る 。 非丁字頭で あ る が、 頭部 に 弱 い 直線 が観察

さ れ る 。 668 は 、 滑石製管玉で あ る 。

1 72 
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第1 35図 遺構内 出 土土製品 ・ 装身具実測図

2 . 周溝遺構

周溝遺構は 、 2 基 を 確認で き た 。 い ずれ も 調査 皿

区 で、 そ の北半部 に あ り 、 そ の あ り 方 は偏在的 で あ

る 。 し か し 、 調査の 対象 が集落の 全域 に 及 ん では い

な い の で、 そ の住 置的 な 特徴 を 云 々 す る こ と は で き

な い 。 ま た 、 今 回 の 調査 で も そ の性格 を 推定 す る 手

だ て も 得 る こ と は で き な か っ た 。

1 号周溝遺構 (第1 36図〉

調査 皿 区 の北西部 で検出 さ れ た 遺構で あ る 。 平 面

形態は隅丸長方形 で、 長 軸6 . 7m 、 短軸6 . 0m を 測 る 。

溝の幅 は 、 1 0 . 8m � 6 . 9m で、 そ の 断 面 形 は 、 台形

を 呈 し て い る 。 そ の深 さ は 、 も っ と も 深 い 所 で、50cm

を 測 る 。

出土遺物 は あ っ た が、 こ の遺構 に 伴 い そ う な 状態

で検出 さ れ た も の は な か っ た 。

2 号周溝遺構 (第1 36図〉

調査 皿 区 の北側 で検出 さ れ 、 39号 と 40号の 竪穴式

住居跡 と 切 り 合 い 関係 が あ る 周溝遺構で あ る 。 す な

わ ち 、 こ の 種の遺構 の 時期 を 推定 す る 基準 と し て 注

目 で き る 検出状況 に あ る 。

平面形態 の 詳細 は 不 明 で、 あ る が、 そ の現状 か ら 判

断す る と 楕円形 を 呈す る と 思 わ れ る 。 た だ し 、 大 き
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第 2 節 弥生時代後期の遺構 と 遺物

さ に つ い て は推定 す る こ と がで き な い 。 現存 し た部 時期的 な 新 旧 関係 で は 、 土墳墓の 方 が古 い と い う こ

分 での 溝の 幅 は 、 0 . 64m -0 . 42m で、 そ の 断面形 は 、 と に な る 。 お そ ら く 、 こ の周 辺 は 、 集 落形成 前 に 墓

台形 を 呈 し て い る 。 そ の深 さ は 、 遺構の残 り が悪 〈 、 地 と し て 利 用 さ れ て い た部分 と 考 え ら れ る 。

8 叩程度 を 測 っ た 。 平面形態 は 、 不整の 長方形で、 長軸1 . 66m で短軸

1 . 2m を 測 る 。 竪穴式住居跡 に 切 ら れ た 状況 に あ る

3 . 土坑と 土墳墓 (第1 37図〉 の で、 遺構本来 の 深 さ は 不明 で あ り 、 現状では 1 6叩

土坑お よ び土墳墓 を 2 基検出 し た 。 そ の位 置 は 、 を 測 る 。 底面 に は ベ ン ガ ラ の集 中部 が 2 箇所あ る 。

す べ て 調査 皿 区 で あ る 。 特 に 、 土壌墓の住 置 は 、 調 そ の住置は 、 北壁中央 と 東壁中央 で あ っ た 。

査区 の 南端近 く に あ り 、 墓地は調査区外 に 広 がっ て 出土遺物 と し て は 特別 に は何 も な か っ た 。

い た も の と 予想 さ れ る 。

土坑 (第1 37図) 4 . 箱式石棺と供献遺物

土坑は 、 調査 田 区北の 中央 に位置す る 。 周辺の遺 調査 I 区南西部 に 位置 し 、 北 よ り 1 号石棺 ・ 2 号

構 と し て は 、 38号住居跡や40号住居跡、 そ れ に42号 石棺 ・ 3 号石棺 と よ ぷ。

住居跡 が あ る 。 平面形態 は 、 隅 丸の胴張 り 正方形で、 3 基 と も 主軸 を ほ ぼ東西 に と り 1 号石棺は 2 号石

断面 が皿状 を 呈す る 。 大 き さ は 、 長軸0 . 89m 、 短軸 棺 を切 っ て 構築 さ れ て い る 。

0 . 81 m を 測 る 。 深 さ は 8 cm程度 な の で、 遺構の残 り い ずれ も 安 山岩製 の 薄 い 板石 を 組み 合 わ せ て お り 、

と し て は 悪 い よ う だ 。 底 面 は 、 若干焼 け て硬化 し た 墳丘 ・ 周溝は も た な い 。

状況が観察 さ れ 、 ま た 、 焼土 が塊 と し て遺存 し て い な お 、 遺構確認面上 に 石桔の 蓋石 ら し き 石 材 が数

た 。 点散在 し て お り 、 他 に も 1 基か ら 2 基石棺が あ っ た

出土資料 と し て は 、 鉄棒 が も っ と も 注 目 さ れ る 。 可能性 があ る 。 石 材 に は ベ ン ガ ラ の痕跡 は 認 め ら れ

遺構の 中 での そ の 分布域は 、 東 に 偏 る 傾向 に あ っ た な か っ た 。

が底 に 密着 し た状況で は な く 、 出 土 面 は 底面 よ り も 1 号箱式石棺 (第1 38 、 1 39 、 1 40図〉

浮 い て い た 。 こ の遺構の機能 を 考 え る 上 で、 重要 な 主軸 を E ー14・ -w に と る 西側 が頭位 の組合式箱

発掘所見 で あ ろ う 。 こ の他 に は 、 若干の 土器片 がみ 式石桔で、 使 用 石 材 は 安 山岩 で あ る 。

ら れ た が、 図化 に 耐 え う る も の で は な か っ た 。 桔蓋 (第1 38図) は 、 6 枚の 板石 か ら な り 、 最 大

土墳墓 (第1 37図) の 長 さ は 213cm で あ る 。 板石 を 大 き な も の か ら 順 に

調査区南端近 く の31号住居跡の 床面 で そ の存在 が 頭側 か ら 足側 に 向 け て 重ね て い る 。板石 の厚 さ は 4 cm 

確認 さ れ た 。 住居跡 の 床 面 が土墳 を 覆 っ て い た の で、 程度、 粘土 に よ る 目 張 り 等 は な さ れ て い な い 。 蓋石

A 
⑥
ν

 

A A ' 

仁コ 塊状 ・ 粉末状の ス ラ グ範囲
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-
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第1 37図 狩尾 ・ 湯の 口遺跡土坑 ・ 土域墓実測図
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を 除去す る と 棺内 に は 鉄分 を 含 ん だ 土 が流入 し て い

た 。 棺身 (第1 39図) は 長側 壁 の 北側 が 7 石、 南側

が 5 石 、 短側壁 が各 l 石 の 計14石 の 板石 で構築 さ れ

て い る 。 内 法 が棺 身 上 面 で長辺約174cm、 短辺 は 頭

側約54cm . 足側約39cm ・ 中 央 がや や膨 ら ん で、約60cm

で あ る 。 床面 は棺身上面 か ら の深 さ 30cm程度、 長辺

約1 70cm、 短辺 は 頭側約50cm ・ 足側約45cm ・ 中 央 よ

り や や西寄 り が膨 ら ん で、 約60cm あ る 。 西側端 は や

や高 く な っ て お り 、 枕状の 浅 い 掘 り 込み が あ る 。 枕

の北側 に 一部 わ ずか に ベ ン ガ ラ が認め ら れ た 。

土壌 (第1 40図〉 は 二段堀 り で、Z3Zcm X 1ZZcm の 隅

丸の長方形 を 呈 し 、 深 さ は 一段 固 ま で予 が53cm、 床面

ま で、68cm、 土壌 の 底 に は 石 材 を 据 え る た め 更 に 深 さ

ZOcm程度 の溝 を 堀 り 込 ん でい る 。 溝底部 に破線 で示

し た の は 、 棺材下端で あ り 、 棺身 の構築順 が推測 さ

れ る 。 ま ず棺材の 中 では 厚 み の あ る も の を 選 ん で、

足側 の短側石 と 両長側石 と し て 固定 し て い る 。 次 に 、

頭側 の短側石 と 南側 の 長側 石 2 石 を 置 き 、 石棺の 長

さ を 決 め て い る 。 そ の た め 、 南側壁の 厚 い 板石 3 石
に は 隙聞 がで き 、 そ の 隙聞 を 2 石 の 薄 い 板石 で補 っ

て お り 、 裏込め に し た の か 、 大 き め の醸 ま で入 れ ら

れ て い る 。 最後 に 北側壁 を 、 下端部 の 特 に 薄い板石

を 頭側 か ら 溝の 内側 に倒 し か け る よ う に 並べ て い る 。

で き た 壁の 隙 聞 を 小 さ な 石 材で補 う の は 南側壁 と 同

様 で あ る 。

土壌の埋土 は 茶褐色 で、 固 め ら れ て い た 。 埋土西

半 に は ベ ン ガ ラ がや や混 じ っ て い た 。

2 号箱式石棺 (第1 41 図)

主軸 を E -1 Z0 -W に と る 。 安 山 岩 の 板石 を 組み

合 わ せ た 箱式石桔で あ る 。

棺蓋は (第1 41 図) 、 厚 さ が最 大 で10cm程度 の 4 石

の板石 か ら な り 、 全 長 1 34cm。 板石 は 、 東側 か ら }I聞

に 重ね ら れ て お り 、 う ち 南側 に 突 出 し て い る 小 さ な

板石 は 、 他の 3 石 を 補 っ た ら し い 。 棺蓋上 面 は 最 高

5 cm程度 の 厚 さ に ベ ン ガ ラ が ま か れ て お り 、 ベ ン ガ

ラ は 石 の 隙 聞 に も つ ま っ て い た 。 棺蓋の 上面 は ま か

れ た ベ ン ガ ラ で赤 く 染 ま っ て い た が、 特 に 塗布 さ れ

た の では な い と 思 わ れ る 。 ま た 蓋 を す る 際 に 粘土 は

用 い ら れ て い な い 。 蓋石 を 除去す る と 、 棺内 に は 鉄

分 を 帯 び た 土 が流入 し て い た 。
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棺身 (第1 42図) は 北 側 壁 3 石 、 南 側 壁 3 石 、 短

側壁が各 1 石 の 8 石 の 板石 で構築 さ れ て い る 。 他 に

南側壁 に 1 石 、 西短側 壁の 裏 に 1 石小 さ な 板石 があ

り 、 南側 の も の は 側壁の一部 と な っ て い る 。 棺身 の

内 法 は 上 面 で、長辺約 1 l 1 cm、 短辺 は 西側約35cm ・ 東

側約3Zcm . 中央部 は や や 張 っ て 約39cmで、 あ る 。

床面は棺身上面 か ら の深 さ Z7cm程度、 長辺約109cm、

短辺 は 西側約38cm . 東側約35cm ・ 中央部約4Zcmで あ

る 。 床面 は 固 め ら れ て お り 、 厚 さ Z cm程度 に ベ ン ガ

ラ が敷 か れ て い た 。 床 上 ほ ぽ中央部 の ベ ン ガ ラ の 中

か ら 鏡片 が 1 点鏡面 を 上 に し て 検 出 さ れ た 。 鏡片 の

周 囲北側 か ら 丸玉 が 4 個 、 南西 と 北西の側石寄 り に

丸玉 ・ 小玉、 各 1 個 が検 出 さ れ た (第1 41 図〉 。

土墳 (第1 42図) は 二段堀 り で149cmX 90cmの 隅 丸

長方形 を 呈 し 、 深 さ は 一段 固 ま で、約56cm、 床面 ま で

約63cmであ る 。 底 に は棺材 を 据 え る た め に 更 に 深 さ

約ZOcm、 幅約58cmの 溝 が堀 ら れ て い る 。 棺身 は 、 以

下の よ う に 作 ら れ て い る 。 ま ず、 や や 薄 い 両 短側石

を 外側 に倒 し 気味 に 据 え て 石棺 の 長 さ を 決 め て い る 。

そ の 後、 北壁は 西側 か ら 、 南壁は東側 か ら 順 に 石 材

を 内側 に た で か け る よ う に し て 、 両 長側 壁 を 作 っ て

い る 。 石 材 は 下端部 の 尖 っ た も の 、 厚 み の あ る も の 、

ま ち ま ち で あ る 。

土壌の埋土 は 、 茶褐色 で、 深 く な る に つ れ や や 黒

昧 がか り 固 p 。 棺身 を 固定 し た 土 は 、 ベ ン ガ ラ を 多

量 に 含 む赤褐色土 で あ る 。

棺材の外側 と 溝 と の 隙 聞 に は ベ ン ガ ラ 混 じ り の 赤

い 土 がつ ま っ て い た 。 一段 目 土墳の 底部外側 に は 、

地山 に似た ロ ー ム 状 の 土 と 土墳埋土 が混 じ っ た 黒褐

色土 がス テ ッ プ状 に 四周 し て 、 部分的 に は硬化 し て

い る の が確認 さ れ た 。

土横埋土 か ら 時期 不 明 の 土 器 の ご く 小片 が検出 さ

れ た 。 ま た 石棺内 の 埋土 は 水洗 し 、 丸玉 3 個 ・ 小玉

13個 ・ 管玉 3 個 ・ ガ ラ ス 玉片数個 を 発見 し た 。

[供献遺物1 (第1 43図)

670 は鏡片 で あ る 。 石 棺床 上 中 央部 か ら 鏡面 を 上

に し て 出土 し た 。摩滅 し て ご く 薄 く な り 厚 さ は約 1IIlIIlO 

鏡背面 か ら 2 個 の 穿孔 が認 め ら れ 、 垂直借 り と し て 再

利 用 さ れ た ら し い 。 紐座 か ら 内 区 に か け て の部分 が

約ys残 っ て お り 、 復元す れ ば大小の 乳 が交 互 に 5 個



第 2 節 弥生時代後期 の遺構 と 遺物

EGO -N
3uH」

L =472 . 00m ーーーーーーーーーーーーーーーー�・

⑨ 

一
国00 ' ZLv= 寸

第1 38図 1 号箱式石棺実測図

7 76 

「
H品
UJN・ccヨ

。 2 m =1 



E00 .NhF4YHHJ

 

ベ ン ガ ラ

土繍 ラ イ ン

山OO ï ìL.v= l

。

第 血 章 狩尾 ・ 湯の 口遺飾の調査 と 成果

L = 472 . 00m ーーーーー・-ー明-・E・-・

⑨ 

第1 39図 1 号籍式石棺実測図

1 77 

2 m 

「
HAF叶N
CCヨ



第 2 節 弥生時代後期の遺構 と 遺物

-
HH
H
HHHHH

M川t川l

HJ川川川u

第1 40図 1 号箱式石棺実測図

7 78 

I
i'H
EGO -N
SHJ

 

L =472 目 OOm
-

ーの

。 2m 



第 皿 章 狩尾 ・ 湯の 口遺跡の調査 と 成果

。

③ 

④ 

ベ ン ガ ラ

山OO ' U世= 1・一一一一一一一一ー

第1 41 図 2 号箱式石棺実測図

1 79 

L =472 . 00m -

⑨ 
①層 茶網色土 固 い
②財 赤褐色土
③層 黒偶色土
④桝 赤 色 土

「
H
会N・00ヨ



第 2 節 弥生時代後期の遺構 と 遺物

L =472 . 00m ・回・E・E・-ーーーーーーーーー圃.

⑨ 
ED0 .N
hS
H
J

 

、、、、

「
H
会N・00ヨ

土綴 ラ イ ン

一
山OO . Gl.V= 1 

⑨ 

、、、-
ーーーーーーーーーーーーーーーー�・
L =472 . 00m 

EGO -N
S
H
J

 
。 2 m  

第1 42図 2 号箱式石棺実測図

1 80 



づっ並ぶ も の と 思 わ れ る 。 半 肉彫 り さ れ た 龍 が頭部

を 鉦方向 に 向 け 大乳 を め ぐ っ て お り 、 龍の左下 に は

鳥 の 尾 、 右下 に は獣の 尾 ら し き も の が配 さ れ て い る 。

な お、 鏡面 の 2 孔の 聞 に は紐の痕跡 が残 っ て い て 、

右撚 り の 糸 で あ っ た と 観察 さ れ る 。 鏡式 に つ い て は 、

画文帯神獣鏡 ・ 獣帯鏡等 が考 え ら れ る が、 断定 は で

き な い 。

671 -695 は 石棺内 で検出 さ れ た 玉類であ り 、 他は

水洗 し た 石棺内埋土 か ら 発見 さ れ た 。 丸玉 ・ 小玉(671

-692) は ガ ラ ス 製 で、 気泡 が か な り 見 ら れ 、 あ ま

り 良 質 と は 言 え な い 。 平面形 は 略円形、 側面形は側

面 がほ と ん ど直立 す る も の と 中央部 が膨 ら む も の と

あ る 。 孔は垂直 に 穿 つ で あ る も の と 斜め に 穿 つ で あ

る も の があ る 。 他 に 図化 で き な い破片 が1 1 点 あ る 。

管玉 (693-695) は 碧玉製 と 思 わ れ 、 (693) は孔 が
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第 皿 章 狩尾 ・ 湯の 口遺跡の調査 と 成果

貫通 し て い な い 。

3 号箱式石棺 (第1 44図)

主軸 を E -1 20 -W に と る 組合式 石 棺 で使 用 石 材

は 安 山岩 で あ る 。

棺蓋 (第 1 44図) は 8 枚 か ら な る が、 大 き な 板石

は 2 枚で あ り 、 そ れ ら の 聞 に は 隙聞 が生 じ る た め 、

さ ら に 6 枚の 小 さ な 板石 を お き 隙聞 を う め る 。 粘土

に よ る 目 張 り 等 は な さ れ て な い 。 蓋石 を 除去す る と 、

棺内 に は鉄分 を 帯 びた 土 が流入 し て い た 。

棺身 (第 1 45 図〉 を 構成 す る 主要 な 板石 は 長側 壁

が各 2 石 、 短側壁 が各 1 石 の 6 石 で あ る 。 他 に 長側

壁の南側 に 2 石 ・ 短側壁の東側 に 1 石 ・ 西側 に 2 石 、

小 さ な 板石 が存在 す る 。 こ れ ら は 、 主要 な 板石 間 の

隙聞 を 補 う も の や 、 裏込 め の 役割 を な す も の で あ る 。

内法は棺身上 面 で、長辺約90cm、 短辺 は 西側約36cm .

東側約40cm ・ 中央部約32cmで、 あ る 。

床面 は棺身上面 か ら の深 さ 約28cm、 長辺約90cm、

短辺 は 西側約34cm ・ 東側約36cm ・ 中央部 でト約29cm を

は か る 。

土壌 (第1 45図) は 二段堀 り で1 38cmX 73cmの 隅 丸

長方形 を 呈 し 、 深 さ は 一段 目 ま で、 が約45cm、 床面 ま

で約70cmで、 あ る 。 底 に は 棺材 を 据 え る た め に 更 に 深

さ 13cm程度 の溝が掘 ら れ て い る 。

土墳の埋土 は 、 茶褐色 で黄褐色 の 粘質土 を ブ ロ y

ク 状 に 含 み 固 く し ま る 。

5 . ま と め

狩尾 ・ 湯の 口遺跡の調査の結果、 弥生後期 に 属 す

る と み ら れ る 遺構 は 、 竪穴式住居跡45基、 周 溝遺構

2 基、 土墳墓 l 基、 土坑 1 基、 条溝 l 基 を 検出 し た 。

遺物 は 、 土器、 石 器、 鉄製 品 が出土 し た 。

こ れ ら の遺物 は 、 す で に 1 - 4 項で種類、 出土状

況 に つ い て 詳述 し た 。 こ こ で は 、 各分野 ご と に 要約

し 考察 を 加 え る 。

[集落]

狩尾 ・ 湯の 口遺跡で検出 し た 遺構は 、 条溝 を 区画

と し て 南群、 北群 に 大別 で き る 。

南群は 、 第 I 、 皿 調査区 に 該当 し 、 第 皿 調査 区 の

南端 に 支群 が あ る 。 南群 は 、 2 1基の竪穴住居跡 を 検

出 し た 。 第 H 調査区 の住居跡 の 配列 は 、 自 然地形 に
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規制 さ れ 、 西 に 開放 し た U 字形 を な す空 白部分 があ

る 。 検出面 で は 、 こ の部 分 は 緩 や か な 斜面 を な し 、

往時の 旧地形では微高地 に 、 浅 い 小 さ な 浸食谷の貫

入 が認 め ら れ る 。 南群の 南端 に 最 高地点 が あ り 、 大

型住居 が立地す る 。 こ れ よ り 南 は未調査であ る 。 大

型住居 が仮 に 集落の 中 心 で あ る と す れ ば、 谷 の 貫入

す る 西以外 に住居域は 広 が る と み ら れ る o

南群 に 特徴的 な こ と は 、 谷 を 囲 む住居跡群の あ り

方 で あ る 。 ほ ぽ規模 を 同 じ く す る 住居跡 4 基が谷 を

巡 り 、 そ れ ぞれ 入 口 が谷 に 背 を 向 け る 。 こ の 一群 と

大型住居 の 聞 に は 、 小型の住居跡 が、 や は り 谷 を 囲

む態勢で谷頭 に 集 中 す る 。 大型住居 の立地は最高地

点 に し て 谷 の 要 に も 当 た る 位置 で あ る 。

第 皿 調査区 の 南端 に は 、 支群 があ る が、 狭小 な 調

査区域 で あ る た め 、 広 が り は 不明 で、 あ る が、 条溝 よ

り 南 の群 と し て 考 え た 。 谷 を 巡 る 一群 に 列す る の か

も し れ な い 。

条溝の北の住居跡群は 、 南群 と は か な り 様相 を 異

に す る 。 南群 が 自 然地形 に 添 い 、 分散 し た住居跡の

分布で あ る の に 対 し 、 北群 は 、 密集 し 、 22号-25号、

29号 、 32号、 38号、 39号、 42号、 43号、 45号の各住

居跡 は 、 方位 を 同 じ く し 、 相互の 間 隔 も 整然 と し た

配 置 で あ る 。 こ こ に は 狭 い 土地 を 有効利 用 し た 姿 と 、

計画性 を 維持 し た あ る 種の 公権力 の 存在 を 想定 す る

こ と も で き ょ う 。 調査区 の 南 か ら 南西 に か け て の緩

や か な 傾斜面 お よ び北端 に は住居跡は な く 、 住居跡

の広 が り は 、 東西 に わ ず か に 広 が る と み ら れ る 。 26

号、 29号、 32号 、 38号 、 43号 の 各住居跡の 聞 に は 若

干の空 白 部 分 がみ ら れ る 。 こ こ に は 第 E 調査区の事

例 と 同様 に 、 現存す る 等高線 か ら 推定 し て 、 浅い浸

食 谷 の 貫入 が認め ら れ、 谷頭の要 に は 、 大型住居27

号 が北群 の 最 高地点 に 立地す る 。

次 い で、 竪穴式住居 の 規模 を 検討す る と 、 遺構配

置図 (第 7 図〉 に 見 る よ 号 に 、 規模の 格差 が大 き い

こ と が 目 立つ 。 縦軸 を住居跡 の 長軸 に 、 横軸 を 短軸

に 設定 し て グ ラ フ 図 (第1 46図) を 作成 し た と こ ろ 、

有意 あ る 分布 の特徴 を 得 た 。 住居跡の規模は 、 3 つ

に 大 き く 分 か れ 、 こ れ を 大 き い 順 に A 群、 B 群、 C

群 と す る 。

A 群 は 、 2 号 、 27号の 各住居跡 が含 ま れ る が、 他

の 2 群 と は は る か に 隔絶 し た 規模で あ る 。 B 群 は 、

23基 を 数 え 最 も 多 く 、 い わ ば標準的規模で あ る 。 C

群は 10基であ る が、 規模の ば ら つ き が大 き い 。

柱の 数 は 、 4 本柱、 2 本柱の ほ か柱穴 の確認 さ れ

な い も の の 3 種で あ る 。 4 本柱の住居跡 は 、 大半 を

占 め 総数19基、 2 本柱の住居跡は 同 8 基、 柱穴の確

認 さ れ な い住居跡 は 同 6 基で あ る o 柱 の 数 と 住居跡

の 規模の 関係 を 、 各規模の群 ご と に 検討す る と 次の

と お り で あ る 。

A 群 は 、 2 基両 方 と も 4 本柱で あ る 。 い ずれ も 大

型住居 で あ り 、 柱穴 が 4 本 の み で あ っ た こ と は 意外

で あ っ た 。 B 群 は 、 4 本柱 が圧倒的 で1 7基 を 占 め 、

2 本柱は 5 基で構成す る 。 C 群 は 、 柱穴の確認 さ れ

な い住居跡 6 基、 2 本柱 3 基で、 4 本柱 は 皆無で あ

る 。 住居跡 の 規模 と 柱穴 の 関係 は 、 以上 の よ う に 、

大型は 4 本、 小型は 2 本 な い し O 本 と な る 傾 向 が あ

る が、 全体 と し て 、 4 本柱 が優勢 で あ る 。

柱穴の 数 を 規定 す る 要 因 に つ い て は 、 3 つ の 考 え

方 が あ る 。 ①弥生 か ら 古墳時代 に 変 わ る さ い に 2 本

柱 か ら 4 本柱 に 移行 す る と さ れ 、 時期差 が柱穴 の 数

を 規定 す る と す る 見方 、 @漣築構造上 か ら 住居跡の

規模が柱穴の 数 を 規定 す る と す る 見方、 ③住居跡の

生業の相違 が柱穴 の 数 を 規定 す る と す る 見方 、 があ

る が、 次 に こ れ ら の 見方 を 詳 し く 検討 し て み よ う 。

時期差 と す る 見方 は 、 後 に み る よ う に 条溝の 南 に
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立地す る 住居跡群の 時期 が古 く 位置づけ ら れ、 2 本

あ る い は O 本 の柱数の住居跡 を 多 く 含 み 、 こ の こ と

か ら 2 本柱 は 古 い 時期 と 判断で き そ う だ が、 そ う で

は な い 。 こ の群の住居跡は小規模で、 2 本柱 に O 本柱

を 混 え て い る こ と か ら み て も 、 床 面積の確保上 か ら 、

4 本柱は 困難で あ っ た と み ら れ る 。

一般 に 、 4 本柱 が 2 本柱 よ り 強 固 に 屋根 を 支持す

る 性能 を 有す る こ と は い う ま で も な く 、 本遺跡 で も

大 多 数 の住居跡 が こ れ を 採用 し て い る こ と か ら も 額

け る 。 た だ し 2 本 に 比べ 4 本 に な る と 、 柱材の加工

に 要す る 手 聞 は 2 倍 で あ り 、 家屋構造 の複雑化 に伴

い 従前 よ り 加 工 の 精密 さ が求 め ら れ る 。 こ の よ う な

技術上の 制約 を 超 え て 可能 と し た 条件 は 、 本遺跡 が

鉄製木工具 に 事欠 か な い 集団 だ っ た こ と に 求め ら れ

ょ う 。

さ で 、 柱の 数 に お い て 、 技術上の 制約 が鉄製木工

具で克服 さ れ て い た と す れ ば、 大型住居 では規模 と

比べ て 過少 な 4 本 に 留 ま る 理由 は 何 か 、 ま た 2 本柱

が何故 に 混 在 す る の か 、 を 明示す る 必要 が あ ろ う 。

そ の 前提 と し て 、 炉の形態 と 規模の 分析 を 試み た (第

1 47図) 。

炉の形態 と 規模 は 、 既述 し た 住居跡の規模 と 類似

す る 3 つ の集合 を 描 き 出 す 。 炉の形態 は 、 円形 と 方

形 と は 、 載然 と 分離す る 。 円形炉は ほ と ん ど小規模

で、 数 は 少 数 で あ る 。 分布の ま と ま り は 散漫で\ 小

型 の住居跡 と ほ ぼ対応 す る 。 方形炉は 2 群 に 分 か れ 、

長

1 00 

50 
45 

.5 

}jI静が. 29 ・ 1 9 ・25
1 3 1 �" ; 1 0 ・:19
"-2 37.，;'_ .28 • 1 4 15"，， ?o9 22 4 ・vf奈ミポ3
3 そ百11>''''-- 40 ・ 6 ザ ・ 308 ・ 20

1 ' 1 形骨 5

50 

k. ，!J� )j形炉
. 2 

• Jj形
・ 1 ' 1 形

. 27 

100 単位 :叩 j短

第1 47図 住居内炉の長幅比比較図

1 85 

第 血 章 狩尾 ・ 湯の 口遺跡、の調査 と 成果

ひ と つ は 大型住居 に 伴 う 炉で、 他 は 、 大 多 数 が帰属

す る 群 で、 住居跡 の 規模 で は B 群 (第 1 46図) に ほ

ぼ対応す る が、 炉 の 規模 は 、 住居師 の 規模 よ り か な

り 凝縮 し た 分布域 を 示 す。

ふ た つ の大型住居 は 、 炉 の 規模 も ま た 他 と 隔絶 し

た 規模 で あ り 、 最小 の 炉 よ り 1 6倍 の 面 積 で あ る 。 炉

の周 り に は 鉄片、 鉄j宰 が あ り 、 鍛冶工房 と し て の性

格 を 有 す る 大型住居 で、 作業空間 を確保 す る た め 柱

は 4 本 に 留 め た と み ら れ る 。 住居跡 の 規模 B 群 の う

ち 2 本柱は 10号 、 13号、 34号、 36号 、 43号住居跡で

あ る が、 こ の う ち 34号、 36号住居跡 は 、 群の 中 で も

主系列 を 離 れ た 細長 い 平面形態で、 構造上 4 本柱 を

可能 と す る 規模 を 外 れ て い る 。 こ れ を 除 く 住居跡で

は 、 13号住居跡は 多 数 の 鉄片 が、 43号住居跡 は 大型

の鉄棒 が出土 し 、 大型住居 と と も に 鍛冶工房 と し て

の一翼 を 担 う 性格 が窺 わ れ 、 住居跡 内 の 作業面積の

確保上 か ら 4 本 で な く 2 本柱 を 採用 し た と み ら れ る 。

以上み て き た よ う に 、 住居跡の柱数 を 規定 す る も

の は 、 鉄製木工具 の 普 及 程度 で あ り 、 古墳時代 に 先

ん じ て よ り 普及 し た 当 地方 で は 、 4 本柱 が基本形態

と な り 、 小規模 あ る い は 変則的 な 規模の住居跡 に 2

本柱は残 っ た の で あ ろ う 。 そ の 上 で さ ら に 柱数 を 規

定す る も の は 生 業の差異 で あ る 。 こ こ では 鍛冶 と い

う 生 業で あ り 、 こ こ で は柱数 に 時期差認め る 流布 さ

れ た 見解 を 積極的 に 同 意 す る こ と は 困難 で あ る と し

た 上で再度 、 本遺跡 の 時期 を 探究 し て み た い 。

遺跡の 時期 を 判 定 す る 基準 と し て 、 遺物の 出 土 層

位 と 過去の 型式研究 の 成 果 に 準拠 し て 本遺跡の時期

区分 を 試み た 。

土器の編年の さ い 照合すべ き 住居跡の切 り 合 い は 、

9 カ 所でみ ら れ 、 次 の と お り で あ る 。

5 号住居跡 と 6 号住居跡

1 5号、 1 6号、 1 7号住居跡

19号、 20号、 21 号住居跡

24号 、 25号、 26号住居跡

27号、 28号、 29号住居跡

30号住居跡 と 31 号住居跡

36号住居跡 と 37号住居跡

38号 、 39号、 40号、 41 号住居跡、 円形周溝

44号住居跡 と 45号住居跡
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[土器l

出土 し た 土 器 は 、 遺跡の 時期 を 判定す る 基準資料

と さ れ る が、 様式 と し て 把握 し う る も の を 基本 と し 、

様式 を な さ な い 土 器 は 、 排除 ま た は参考資料 と し た 。

記述の 方針 と し て 、 様式 を な す 土 器 の 出土 し た い く

つ か の遺構 を 指標 と し 、 こ の様式 を 構成 す る 土器 を

有 す る 遺構 を 同時期 に 準 U る も の と し 、 時期区分 を

試み た 。

湯の口 I 期

こ の 時期 の住居跡 と し て 、 良 好 な 資料の 出土 し た

遺構は 、 2 号住居跡で あ る 。

2 号住居跡 (第 9 図) の 資料 は 、 査形土器 ( 2 、

3 、 4 ) 、 聾形土器 ( 5 - 1 4) 、 異形祭杷土器 (1 5)

で あ る 。

査形土器 と し て は 、 袋状口 縁 を 有 す る 長頚の壷形

土 器 ( 2 ) お よ び小型の 重弧文 を 有 す る 長頚壷形土

器 ( 3 ) が出土 し た 。 前 者 は 、 時期的 に や や古す ぎ

る と 思 わ れ る が祭杷 に 供 す る 土器 に あ り が ち な 伝統

的 な 要素の残存 と 理解 し た い 。 後 者 は 、 い わ ゆ る 免

田 式 の 土器で、 こ の 文化圏 で は 準外来系 の土器であ

る 。 聾形土器 に つ い て は 、 5 は小型の聾形土器であ

る 。 脚台部 は 低 く 胴部 の 最大径 の位置は 高 い 。 7 、

8 は 最大径 が高 い 傾向 を 有 す る 。 1 2 は 、 底 い 脚台部

を 有 す る 聾形土器で あ る 。

同時期 と み ら れ る の は 10号住居跡 (第1 7図) で、

器種構成 は 不十分 で、 あ る が、 出土 し た 資料 は 、 鉢形

土 器 (21 ) 、 費 形土 器 (22-26) で あ る 。 21 は 、 最

大径の 高 い 屈 曲 口 縁の 鉢形土器 で あ る 。 聾形土器22 、

25 、 26 は 、 下半 を 欠 く 資 料 で あ る が、 口 縁部 は外反

し て 強 く 聞 き 、 最大径 を 胸部 は 高 い 位置 に 置 き 、 こ

の 時期 の 特徴 を よ く 表現 し て い る 。

湯の口 E 期

14号住居跡 (第22 図) 、 27号住居跡 (第50図) を

指標 と す る 。 前者 は 第 E 調査区、 後 者 は 第 皿 調査区

に 属 す る 。

14号住居跡 の 資 料 は 次 の と お り で あ る 。 査形土器

(39-54) 、 鉢形土器 (55-59) 、 高均二形土器 (60-

65) 、 聾形土器 (66-1 1 5) 、 異形祭最E土器 (1 1 6 、 1 1 7)

で あ る 。

査形土 器 は 、 小型で、 レ ン ズ状の平底の も の (39) 、
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閉 じ く 平 底 で や や長頚気味の も の (40) 、 直 口 す る

口 縁の も の (42) 、 頚部 に 突 帯 を 巡 ら し 外反 し て 聞

く 口 縁 を 有 す る 大型 の 査形 土 器 (41 、 43 、 44) 、 複

合 口 縁 の 査形土器 (48-50) 、 長 頚 の 査形 土 器 (52

-54) で あ る 。

屈 曲 口縁の査形土器 の 時期変化 を 追 い や す い 属性

に着 目 す る と 、 口 縁部 は 、 頚部 で く び れ て 外反 す る

も の (41 ) と 、 屈 曲部位 が こ れ よ り 上位 に あ る も の

(43 、 44) の 新 旧 2 相 の 併存 がみ ら れ る 。 同 じ く 底

部 は 、 39 、 40 は レ ン ズ状の平底で、 46 、 47 は 、 底部

の み の 資料だ が単純な 平底 で あ る 。

複合口縁の査形土器 を み る と 、 48 は 、 い わ ゆ る 白

川水系 型 の 、 未発達 な 断面 三 角 形 の 口 縁部 を 有 す る 。

こ れ と と と も に 、 外来系 で あ る 筑肥型の査形土器(49) 、

安国寺式 の 口 縁部 を 有 す る 査形土器 (50) お よ び湯

の 口 I 期 に 引 き 続 き 、 重弧文 を 有 す る 長頚査形土器

の破片 (53) が出土す る 。

高杯形土 器 は 、 口 縁部 の 外面 に突 出 し た 稜線 を 有

す る も の (60 、 6 1 ) と 、 こ れ が な く 杯部 が深 い 古相

の も の (62 、 63) が併存す る 。

聾形土器 は 、 ハ ケ で仕上 げ る も の (66-89 、 9 1 、

92) と 、 ハ ケ を や や 省 略 し 若干 の タ タ キ を 残す も の

(90 、 旬 、 98) が あ る が、 主流は ハ ケ で仕上 げ る も

の で あ る 。 器形 は 、 全般 に 長胴化 の 傾向 で あ る 。 こ

の ほ か湯の 口 I 期 に 続 き 異形祭最E土器 (1 1 6 、 1 1 7)

が出土 す る 。

新旧様相 の併存 を ど う 理解 す る か は 、 こ の 土器群

の 資 料価値 に係 わ る 問 題 で あ る 。 ひ と つ の理解 は 、

土器溜め と し て の 出土状況か ら 単一時期 を 越 え る と

す る 考 え 方 で あ ろ う 。 し か し 現場の状況 に よ る と 、

土器相互 が密着 し 、 土器層 を 挟 ん で床 面近 く に 分厚

く ベ ン ガ ラ の投 げ込み が あ り 、 土器層 の 最上面 に 供

献 し た と み ら れ る 鉢形土器 (55) が置 か れ 、 数次の

投棄 で あ っ て も 儀礼 は 始め と 終 わ り だ け で あ り 、 投

棄は一連の行為 と し な け れ ば な ら な い 。 土器 に 交 え

て屋根押 さ え と み ら れ る 柱状の 石 材 が 多 い の も 、 災

害 な ど何 ら か の 事情 で数基の住居跡 がー拠 に廃絶 し

た こ と を 物語 る 。 ま た 、 阿蘇地方 の住居跡 は 、 寒冷

地の た め概 し て 壁 が高 く 、 下層 で集積 し た 状態で出

土 し た 土器 は 時期差 が考 え に く い 。 こ の よ う に み る



な ら ば、 一括資 料 に 準 じ る 資料 と し て 、 新 旧併存 は

こ の 時期 の 実態 と す る の が妥当 で、 そ こ に は急激な

時代 の転換期 と し て の 実態 を 読み取 る こ と も 出来 よ

フ 。

同時期 の 資料 と し て 、 第 皿 調査区 の 大 型住居跡で

あ る 27号住居跡 (第50図) は 、 切 り 合 い 関係 で、 は 古

く 位 置付 け ら れ る 住居跡 で あ る 。 資料 と し て は 器種

構成 が不十 分 で あ る が、 壷形土 器の破片 (1 61 、 1 62) 、

聾形土器 (1 63 、 1 64) で あ る 。

1 62 は 、 安 国 寺式 の 壷形 土 器 の 口 縁部破片 で こ の

型式 に 特 有 の細 か い 波状文 を 有す る 。 14号住居跡 と

同様、 外来系 の土器の進 出 が こ の 時期 の 特徴で あ る

こ と が窺 え る 。

こ れ ら の 時期 に近 い 資 料 と し て は 、 費形土器の型

式的特徴 を も と に し て 挙 げ る と 、 次 の と お り で あ る 。

1 1 号住居跡 (第1 9図) 、 1 5号住居跡 (第37図〉 、 1 6号

住居跡 (同図〉 、 18号住居跡 (第41 図〉 で あ る 。

こ の う ち 1 6号住居跡の聾形土器 (1 26 、 1 27) は 、

脚台部 を 欠 く 資 料 で あ る が、 ハ ケ 目 で仕上 げ長胴化

の傾向 が窺 わ れ る 。 1 29 、 1 30 は 最大径 が高 い が外面

に は疎 ら な タ タ キ を 残す 。 脚台部 に つ い て み る と 、

1 34 は 、 低 く 、 天井部 は 水 平 で、砂 の 付着 を 認 め る 。

1 35 は 、 外反 す る 脚 が高 く 伸 び る 資 料 で あ る 。 18号

住居跡の 1 42 、 1 45 は 、 長胴で外面 は ハ ケ 目 調整であ

る 。 146 は 、 外反 し て 開 く 脚台部 の み の 資料 で あ る 。

聾形土器以外の 土 器 を み る と 、 査形土器 は 胸部の

下半 の み の 資料 (1 40 、 1 41 ) で あ る が、 い ずれ も 平

底 で あ る 。

湯の口 E 期

29号住居跡 (第53図〉 と 40号住居跡 (第68図) の

資料 を 指標 と す る 。

40号住居跡 は 、 湯の 口 町 期 の38号佳居跡 に 切 ら れ

て い る 。 出 土 土 器 は 、 童形土器 (232-237) 、 鉢形

土器 (238 、 239) 、 高杯形土器 (240) 、 聾形土器 (241 、

242) で あ る 。

査形土 器 で は 、 232 の 底部 は レ ン ズ 状 を な し 、 口

縁部 は 、 頚部 で屈 曲 し 外反 し て 開 く が、 胴部外面 の

上半 に は 、 わ ずか に タ タ キ を 残 し 、 下位 は 削 り で仕

上 げ る 。 235 は 、 複合口縁の査形土 器 で あ る 。 底部 は 、

尖 り 気味の 丸底 を な し 、 胴部 の 最 大径 は 中位 に 置 く 。
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口縁部 は 、 断面三 角 形 を な す い わ ゆ る 白 川 水系 型 の

典型的 な 特徴 を 有 す る 。 湯の 口 H 期 の48 と 比べ る と 、

頚部 の く び れ は 高 い 位 置 に 移 る 。 237 は 外来 系 の複

合口縁査 で あ る 。 湯の 口 H 期 の49 と 比べ る と 、 外面

の 調 整 が タ タ キ が顕著 に な る 。 238 は 、 穿孔 の あ る

再利用 さ れ た 鉢形土器 で あ る 。 丸底 で最大径 は 中佐

に あ る 。 高杯形土器 (240) は 、 杯部 の み の 資料 で

あ る 。 口 縁は体部 の 中 ほ ど か ら 緩 く 外反 し て 開 く 。

聾形土 器 は 、 最大径 が高 く 外面 がハ ケ 目 調整 で仕上

げ る も の (241 、 242 、 243) と 、 最 大 径 が 中 ほ ど で

タ タ キ を 残す も の (244) が併存 す る 。 245 は 低 い 脚

台 の み の 資 料 で あ る 。 29号住居跡 が良 好 な 資料の 出

土 し た遺構で あ る 。

29号住居跡の遺物 は 、 査形土器、 鉢形土 器 、 費形

土器、 異形祭杷土器、 小型丸底 土 器 で あ る 。 壷形土

器 (1 70) は 、 口 縁部 の み の 資 料 で あ る が、 頚部 の

く びれ て屈 曲 す る 部位 が高 い 特徴 が あ る 。 鉢形土 器

は 、 最大径の低 い も の (1 73) 、 最大径 が胴部 の 中佐

に あ る も の (1 72 、 1 74) が あ り 、 湯の 口 E 期 と 比べ

最大径 が下 が る 傾向 が窺 え る 。 こ れ ら は カ ー ボ ン や

ふ き こ ぼれ の痕跡 が あ り 、 日 常的 な 使用 に 供 さ れ た

も の で あ る こ と か ら 、 聾形土 器 の 最 大径 の 下 降 に 連

動 し た 変化 と み ら れ る 。 鉢形土器 で は 、 こ の ほ か小

型 の 鉢形土 器 問あ る 。 1 78 は 、 住居跡の廃絶時 の 供

献 に 用 い た と み ら れ る 伝統的 な も の で、 最大径 は 高

い 位 置 に あ る 。 1 79 は 、 直 立 気味 に 口 縁部 が聞 く 薄

手 の 精製土器 で あ る 。

湯の口町期

32号住居跡 (第57図) 、 38号住居跡 (第64図) 、 39

号住居跡 (第66図) を 指標 と す る 。

32号住居跡 の 資 料 は 、 査形土 器 (1 86 、 1 88) 、 鉢

形土器 (1 85 、 1 87 、 1 89 、 1 90) 、 異形祭肥土器 (1 92) 、

小型丸底土器 (1 93) で あ る 。

1 87 は 素 口 縁 の 浅 い 鉢形 土 器 で、 あ る 。 36号住居跡

出 土 の 素 口 縁の 鉢形 土 器 (205) と 基本的 に 同 じ 器

形であ る 。 1 85 は 、 上記 と 同 じ 器形 に 屈 曲 目 縁 を 付す 。

整形土器 (1 9 1 ) は 、 外 面 に は 、 口 縁、 胴部 に 顕著

な タ タ キ を 残 し 、 器壁は 薄 い 。

38号住居跡 の 資 料 は 、 査形土 器 (21 2) 、 鉢形土 器

(21 5 、 2 1 6) 、 高杯形土器 (21 7) 、 聾形土器 (21 8-
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221 ) で あ る 。 鉢形土 器 は 湯 の 口 皿 期 と 比べ最大径

は 下 が る 。 高杯形土器 (21 7) は 、 杯部 を 欠 き 脚台

部 は 中途で外反 を 強 め て 聞 く 。 聾形土器は 、 直線状

に 開 く 高 い 脚台部 を 有 す る 。 胴部 は 著 し い タ タ キ を

有 す る 。

こ れ ら と 同時期 と み ら れ る 住居跡は、 聾形土器で

み る と 、 1 9号住居跡 (第43図) 、 30号住居跡 (第55図) 、

36号住居跡 (第62図〉 、 42号住居跡 (第74図) で あ る 。

童形土器以外 を み る と 、 鉢形土 器 が、 36号住居跡の

205 は 素 口 縁 の 浅 い 鉢形 土 器 で あ る 。 32号住居跡 出

土 の 素 口 縁の 鉢形土 器 (1 87) と 基本 的 に 同 じ 器形

で あ る 。 32号住居跡 の 屈 曲 口 縁の 鉢形土器1 85 は 口

縁部以外 は ほ ぼ同 じ 器形 で あ る 。 異形祭最E土器は 、

こ の 時期 は 32住居跡 の 1 92、 42住居跡 の 252 、 253 で

あ る 。

[鉄製品]

鉄器 お よ び そ の 関係 資 料は 、 鉄鉱55点、 素環頭万

子 2 点、 茎 万 子 2 点、 錨28点 、 手鎌14点、 鉄斧 1 点、

鉄片68点、 鉄j宰1 60点 、 不 明 鉄器 1 点、 で、 各遺構別

の 出土状況 は 別 表 (第 4 表) に 示 し た と お り で あ る 。

鉄j宰 を 除 く 鉄製品 の 出土 し た住居跡 は 、 34基で全

住居跡の76% に の ぼ る が、 遺構の残存状況 と 、 調査

の 精度 を 勘案す れ ば出土率 は さ ら に 上 が り 、 ほ と ん

どの住居跡 か ら 出土 し た と み ら れ る 。 ま た 鉄j宰 を 検

出 し た住居跡は 12基であ る o

ほ と ん どの住居跡 か ら 鉄製品 が出土 し て お り 、 す

で に 鉄器 が普及 し た段階 で あ る こ と を 窺 い 知 る こ と

がで き る 。 こ の な か で顕著 な 出土 の あ る 事例 に つ い

て 、 分析 を 試み 、 結論 と し て こ の遺跡内 で鍛冶 お よ

び鉄器の 生 産 が な さ れ て い た と し た 。 出土鉄製品の

か な り の 点 数 が、 床 面 出 土 で な く 廃絶後の住居跡 に

投棄 さ れ た も の で あ る 。 鉄製品 は 貴重 な も の と さ れ

て お ら ず、 ま る で使 い捨 て で あ る こ と も 、 か か る 結

論 に お い て 初 め て 首肯 さ れ る こ と で あ る 。

ま ず鉄製品 の と く に 著 し く 出土 し た住居跡 を み る

と 、 2 号住居跡 (第 9 図) 、 1 3号住居跡 (第21 図) 、

24号住居跡 (第47図) 、 27号住居跡 (第50図) 、 29号

住居跡 (第53図) で あ る 。

こ れ ら の住居跡 よ り 出土 し た 鉄製品 を 検討す る と 、

出土 し た 総数 に 対 し 、 鉄片 の 出土 数 が高 い こ と が知
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ら れ る 。 そ の 出土状況は下記の と お り で あ る 。

2 号住居跡は 、 総数25点 の う ち 1 6点 を 鉄片 が 占 め 、

13号住居跡 は 、 総数28点 の う ち 16点 を 鉄片 が 占 め 、

24号住居跡 は 、 総数1 1 点 の う ち 7 点 を 鉄片 が 占 め る 。

27号住居跡 は 、 大半 を 他の住居跡 に 切 ら れ て い る が

総数1 2点 の う ち 6 点 を 鉄片 が 占 め る 。 29号住居跡は 、

総数1 2点 の う ち 4 点 を 鉄片 が 占 め る 。

鉄j宰 に つ い て み る と 、 塊状の 鉄j宰 が出土 し た住居

跡 と 、 微細 な 粉末 あ る い は小粒が出土 し た住居跡 に

区 分 で き る 。 前 者 は 、 1 4号住居跡 (第22図) 、 33号

住居跡 (第59図) 、 43号住居跡 (第76 図) で あ る 。

ま た 後 者 は 、 住居跡 7 基 あ る が唱と く に 多 い住居跡 は 、

27号住居跡 (第50図) 、 29号住居跡 (第53図) で あ

る が、 こ の う ち 後者 は 、 鍛冶操業の さ い 飛散 し た 鉄

j宰 と み ら れ る 。

多 数 の 鉄製品 あ る い は 鉄津 の 出 土 し た住居跡 を 鍛

冶操業 に 係 わ る も の と み て 、 こ れ ら の 分布 を み る と 、

集落の 南群、 北群 に 対応 し て 、 条溝の 南 と 北 に 分布

域がみ ら れ 、 そ の 中 心 は 大型住居 で あ る 。

大型住居 は 、 南北両群 に l 基ずつ あ り 、 南群は 2

号住居跡、 北群では27号住居跡 が こ れ に相 当 す る が、

出土 し た 土 器 か ら み て 時期差 が若干 あ り 、 南 か ら 北

に集落 と と も に 移動 し た と み ら れ る 。

ふ た つ の 大型住居 の 有 り 方 に は 共通性 と 相違 点 が

あ り 次 に 述べ る 。

両大型住居 と も 隔絶 し た 規模 を 有 し 、 そ の帰属 す

る 住居跡群の な か では 最高地点 を 占 め 、 ま た 両大型

住居 と も 微高地 に 貫入 し た 浅 い 浸食谷 の 最奥部 に 立

地す る 。 こ れ は 大型住居 が集落の 中 心 と し て の 公共

的施設の性格 と 、 工房 と し て の性格 と 併せ持つ た め

で あ ろ う 。 と く に 最高地点 を 占 め る こ と あ る い は 谷

を 意識 し た 立地 は 、 防湿 と 通風 を 考慮 し た 鍛冶工房

と し て 技術上の 必須条件 と み ら れ る 。

一方、 両住居跡 に は 、 同 じ く 工房 と し て の性格 を

有 し つ つ も 相違 点 が あ る 。 2 号住居跡 は 鉄片 を 出土

す る が鉄j宰 は な く 、 周辺 の住居跡 に 若干の 鉄津の 出

土 がみ ら れ る が、 一方、 27号住居跡 は 鉄片 と と も に

多量の鉄津 が出土 し た 。

大型住居 を 含 む鍛冶操業 に 関 わ る と み ら れ る 住居

跡 を 配置構成 か ら み る と 次 の と お り で あ る 。
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第 4 表 遺構別石器 ・ 鉄製品組成表
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西 か ら 貫入す る 浅 い浸食谷 の 最奥部 に 、 大型住居 で

あ る 2 号住居跡 が立地す る 。 こ の 浅 い 谷 を 囲 ん で 9

号住居跡、 10号住居跡、 1 3号住居跡、 14号住居跡が

立地す る 。

こ の う ち 13号住居跡 は 、 少量の鉄j宰 お よ び多 く の

鉄片 を 出 し た 工房 と み ら れ る 住居跡 で あ る 。 14号住
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居跡 か ら は 、 鉄浮塊 を 出土 し た 。 全体の遺構配 置 を

み る と 、 先述の ふ た つ の住居跡 を 含 む 、 谷 を 囲 む 4

住居跡 は 、 い ずれ も 谷 と 反 対側 に 入 口 を 置 く 規則性

を 有 す る が、 こ れ を 鍛冶操業 に 伴 う 何 ら か の 通風 を

配慮 し た 立地選択 と 考 え る こ と も で き ょ う 。

以上 の こ と か ら と 鉄津の 出 た 谷 を 囲 む住居跡 を 仮

に l 次工程 と し 、 鉄片 の 出 た 2 号住居跡 が 2 次加 工
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工程 と し て 何 ら か の 鍛冶工程 に お け る 分業 が な さ れ

て い る と み る こ と も で き ょ う 。 こ の 背後 に は 、 大型

住居 が集落 を 統合す る 中心施設 と し て の性格が優先

さ れ、 工房 と し て の機能へ の 一 元化 と 措抗 し て い た

た め と も 考 え ら れ る 。

た だ し 、 大型住居 と 谷 を 囲 む住居跡の時期差 が こ

こ で問 題 で あ ろ う 。 出土 し た 土器 か ら み た 各住居跡

の 時期 は 、 2 号住居跡 と 同時期 で谷 を 囲 む住居跡 は 、

10号住居跡で あ る が、 当 該住居跡 か ら は完形の大型

鉄鉱 と 鉄斧 が出 た が、 鉄片 の 出土 は 大型の も の が 1

点 の み で あ る 。 鉄浮塊の 出 た 1 4号住居跡 は 、 2 号住

居跡 に 1 時期下降す る と み ら れ る 。 多量の鉄片 の 出

た 13号住居跡 か ら は 時期 を 判 定 す る 土器 を 欠 い た が、

14号住居跡 と 平面形態 を 同 じ く す る こ と 、 ま た 13 、

14の各住居跡 に 同一個体の 土 器片 が相互 に 混 じ り あ

う 状況 に あ る か ら 、 両 者 は 時期的 に 近 い と す る 傍証

と な ろ う 。

さ ら に 、 こ の 両 者 と 2 号住居跡 は 時期差 は あ る も

の の 、 同一個体の土器片 が相互 に 埋土 に 混 じ り あ う

こ と 、 あ る い は 大型住居 の 公共的建物 と し て の 役割

か ら 一般の住居跡 よ り 存続期 聞 が長 い と み れ ば、 時

期差は さ ほ ど大 き く は な く 、 大型住居 と 谷 を 囲 む住

居 は連携 し て鍛冶 お よ び鉄器 を 生産 す る 体制 で あ っ

た と 考 え う る 。

次 い で、 条溝の北の 大型住居 で あ る 27号住居跡 を

立地す る 微高地の地勢 か ら み る と 、 現存す る 等高線

か ら 削平以前 の 南 か ら 浅 い浸食谷 の 貫入 が窺 い 知 る

こ と がで き る が、 南群 と 較べ て 谷 の 発達 は 貧弱で、 あ

る 。 土器 の 型式 か ら み る と 、 住居跡の時期 は 、 2 号住

居跡 よ り 1 時期下降す る 湯の 口 皿 期 と み ら れ る 。 同

時期 の住居跡 は 、 18号住居跡 1 基 が離れ て 位置す る 。

27号住居跡の鉄製 品 関係 の 資料 は 、 先述 の 2 号住

居跡 と 異 な り 、 鉄片 に 加 え て 多 量 の 鉄津が出土 し た

こ と に 特徴 があ る 。 鉄j宰の 出 土状況は 、 住居跡の床

面 に 広 く 分布す る が粒子 は概 し て 大 き く 、 と り わ け

炉の周辺 に は微細 な 鉄浮の面 的 な 広 が り があ る 。 こ

こ で鍛冶操業 し た こ と は歴然 と し て お り 、 2 号住居

跡でみ た よ う な 分散 し た 操業 で な く 、 鍛冶 か ら 鉄製

品 の 制作 ま での 一貫 し た 工房 で あ り 、 大型住居 の役

割 が、 2 号住居跡 と 比べ て 、 よ り 工房 と し て の機能
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に傾斜 し た 姿 を 見 て と る こ と がで き ょ う 。

27号住居跡以後の 、 湯の 口 町期 に 属 す る 住居跡 は 、

条溝の北 に ほ と ん ど分布 を 移す 。 か な り の住居跡 か

ら 鍛冶 に 関 わ る 遺物 と 思 わ れ る 鉄片、 鉄j宰の 出土 す

る がやや数量 が減少 す る 。

こ の う ち 著 し い 出土 は 、 24号住居跡、 28号住居跡、

29号住居跡 で あ る 。 こ の う ち 出土 土 器 か ら 時期 の 判

明 し て い る 29号住居跡 は 、 27号住居跡 を 切 る 比較的

大型の住居跡で あ る が、 巨大 な 柱穴 か ら 推定 し て 、

一般住居 よ り 屋根 が高 く 、 工房仕様 の構造 を 推測す

る 住居跡 で あ る 。 29号住居跡 か ら は 、 鉄製品 1 2点、

鉄津1 1 点 で あ る が、 こ の う ち 鉄片 は 4 点 の み で あ る 。

24号住居跡では 、 鉄片 7 点 、 鉄淳 l 点 で あ り 、 28号

住居跡 で は 、 鉄片 4 点、 鉄j宰 7 点 で あ る 。 こ の 時期

は 、 鍛冶 に 関 わ る 遺物 の 出 な い住居跡は ほ と ん ど無

く 、 集落全体 の 生業 と な っ た 観が あ る 。

し か し な が ら 、 以 前 の 湯の 口 皿 期 に 見 た よ う な 中

心的 な 大型住居 は 姿 を 消 し 、 か つ て 27号住居跡の 立

地 し た 良 好 な 地点 を 占 め た 29号住居跡 も 、 大型 と は

い え 他の住居 よ り 隔絶 し た 規模では な く 、 ま た 鍛冶

に 関 わ る 遺物 も 必 ず し も 多 く は な い 。 集落の 生 業化

す る 一方 で零細化 が進行 す る 。 こ の 背後 に は 、 大型

住居 が担 っ た 鍛冶工程での 素材の供給源 が集落の外

に去 り 、 集落内 の 生 業 が一種の下請 け 化 し た た め で

あ ろ う 。

{箱式石棺]

調査 I 区 南西部 で検出 し た 3 基の 箱式 石棺は 、 溝

状遺構の外側 に存在す る と 推測 さ れ 、 ま た 竪穴式住

居跡群 と も 若干離れ て お り 、 小 さ な 墓域 を 形成 し て

集落の 有 力 者 を 葬 っ た と 考 え ら れ る 。

い づれ も 主軸 を ほ ぼ東西 に と る ・ 石 材 に 薄 い 安 山

岩 を 使 用 す る ・ 土壌 を 深 く 掘 る な どの 共通事項 が認

め ら れ る 。 逆 に 相違点 と し て は 、 供献品 ・ ベ ン ガ ラ

の使用 の有無 ・ 石棺の 規模 の 大小 が あ げ ら れ る 。 2

号石棺の み が供献品 (鏡片 ・ 玉類) を も ち 、 ベ ン ガ

ラ を 多 量 に 用 い て お り 、 1 号石棺 に な る と ベ ン ガ ラ

を わ ずか に 用 い た 痕跡 が認 め ら れ 、 3 号石棺で は ベ

ン ガ ラ の使用 は確認で き な か っ た 。 石棺の規模の違

い は 、 被葬者 の 年 齢の 違 い に よ る も の か 、 あ る い は

一番小 さ い 3 号石棺は再葬の可能性 も 考 え ら れ る 。



石棺の 築造時期 に つ い て は 、 時期 を 特定 す る こ と

の で き る 遺物 が な く 不明 で あ る が、 築造の順序 は切

り 合い 関係 よ り 2 号石桔→ 1 号石棺 と な る 。 3 号石

棺 に つ い て は 、 溝状遺構の 中位層 に 多 量の ベ ン ガ ラ

が捨 て ら れ て い た こ と を ベ ン ガ ラ を 用 い る 習慣がな

く な っ た と 考 え る こ と がで き る な ら ば、 ベ ン ガ ラ 使

用 の痕跡 が認め ら れ な い 3 号石棺が 1 号石棺よ り 新

し い 時期 の 築造 と 考 え ら れ 、 溝状遺構 に ベ ン ガ ラ を

捨て た 時期 と 3 号石棺築造 の 時期 と が近接す る 時期

が考 え ら れ る 。 し か し 、 ベ ン ガ ラ の 使 用 の有無 を 時

期差 と し て と ら え る の か 、 被 葬者 の 中 で も よ り 持定

の被葬者 に だ け ベ ン ガ ラ を 使 用 す る と い う ふ う に と

ら え る の か検討 を 要 す 。

供献品 の 中 で注 目 さ れ る の は 2 号石棺 よ り 出土 し

た 鏡片 で、 鏡式 は 不明 だ が、 舶載鏡で鏡面 ・ 鏡背面

破砕部 と も 摩滅 し て お り 、 鏡片 と い う 形 で長期 に 使

用 さ れ て い る こ と を 物語 っ て い る 。

一方阿蘇町乙姫 に あ る 下 山 西遺跡 で も 、 竪穴住居

跡 (32号) よ り 完形品 の 小型的製鏡が出土 し て お り 、

報告書 に よ る と 遺棄 あ る い は 投棄 し た 時期 を 下 山西
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町期 (古墳時代初頭) と さ れ て い る 。 他 に 箱式石棺

4 基 も 出土 し て お り 、 い づれ も 多 量 の ベ ン ガ ラ が用

い ら れ 、 副葬品 と し て 鉄剣 ・ ガ ラ ス 小玉 が出 土 し て

お り 、 石棺の 年代 を 下 山 西 皿 期 (弥生時代後期後葉)

と さ れ て い る 。 (高谷 ・ 島津1 987)

つ ま り 、 下 山 西 皿 期 の 時代 に は 、 ま だ 鏡 は 本来持

っ て た 諸機能 (祭配品 と し て の機能や そ の 背後 に あ

っ た あ る 種の権威性) (高橋1979) を 失 っ て わ ら ず、

下 山 西 町 期 の 時点 で そ の 機能 を 失 っ た と 考 え ら れ 、

狩尾 ・ 湯の 口遺跡の 2 号石棺 も 下 山 西 町 期 に 近接 し

た 年 代 が推測 さ れ る 。

一方、 鏡の 出土状況の違 い は 、 特定 の 個 人 の 墳墓

に 副 葬 と い う 形 で埋納す る も の は 、 よ り 個 人的所有

あ る い は個人的 管理の ニ ュ ア ン ス の 扱 い を う け 、 一

方竪穴住居跡 と い う 生 活遺構 に 廃棄 す る も の は 有 力

集団 、 あ る い は特定個 人 を 代表 と す る よ り 共 同的所

有、 共同的管理 を 受 け た 、 よ り 共 同体 に帰属す る も

の と し て取 り 扱 わ れ た 祭杷品 と の指摘 が あ る (高橋

1979) 。 熊本県内 で は 竪穴住居跡 に 廃棄 さ れ た 状態

で出土す る 例 が多 く 、 県 内 での検討 が必 要 で、 あ ろ う 。
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歴史 時代 の遺構 と し て 、 竪穴式住居跡 と 掘立柱建

物跡 が検出 さ れ た 。 調査区別 で は 、 調査 田 区 に あ た

り 、 そ の 中央部 に あ る 。

1 . 竪穴式住居跡と 遺物

竪穴式住居跡 は 、 6 基 を確認 し た が、 そ の 中 の 3

基 は 、 遺存状態 が悪 か っ た 。 お そ ら く 、 こ の時代の

遺構は 、 そ の遺存状態 が劣悪 で、 あ っ た の で、 本来は

も っ と 多 く の 数 が存在 し て い た は ずで あ る 。 確認 さ

れ た場所は 、 調査 皿 区 の 中央部 で あ る 。

46号住居跡 (第1 49図)

1 号掘立柱建物跡の 真西、 ま た 北東方向 に は47号

住居跡 があ り 、 い ずれ も ほ と ん ど主軸 を 同 じ く し て

立地す る 。 平面形態 は 、 や や 歪 ん だ正方形 を な し 、

竃 を 有 す る 竪穴式住居跡で あ る 。 西側 の一部 は 調査

区 外 で あ る 。 主 軸 の 方 向 は N - 8 0 -W を 測 る 。 南

北軸 は3 . 50m 、 東西軸は北壁の 幅 で3 . 00m 、 壁高 は

良 好 な 部分 で、1 7cmで、 あ る 。 北壁中 央 に竃 を 有 し 、 煙

道 は 削平 に よ り 失 う が、 コ の 字形 に 粘土 で、作 っ た 袖

を 残す 。 竃 の 規模は奥行 き 58cm、 幅68cmで若干壁面

の 外 に 張 り 出 す 。 燃焼室の奥行 き は 26cm、 幅22cm を

測 る 。 左袖部 は 34cm、 右 の そ れ は 52cm残存 し 、 い ず

れ も 高 さ 14cmで、 焚 き 口 か ら 燃焼室 に か け 、 ご く 浅

い 掘 り 込み を な す。 竃 の 埋土 は 、 上層 に 焼土 を下層

に は灰 と 炭化物 を 充満す る 。

出土遺物 は 床 面 よ り 土 師器の杯 (696) 、 聾 (697) 、

お よ び砥石 (698) で あ る 。

[ 出土遺物1 (696-698) 

696 は 、 土 師器 の杯 で あ る 。 底部 は 、 回転ヘ ラ 切

り で、 そ の 上 を 弱 く 撫 で て い る 。 底部 か ら 体部の境

は 、 屈 曲 し 、 そ の ま ま 直線的 に 聞 い て い く 。 器面の

調 整 は 、 横方 向 の ナ デ調整で あ る 。 697 は 、 歪 であ る 。

「 く 」 の 字状 に 口 縁部 が強 く 屈 曲 し 、 胴部 は 丸 く 張

り 出 し ぎみ で あ る 。 器面 の 調整 は 、 外面 がハ ケ 目 を

一部残 し て そ の他の部分 は ナ デ調整で、 内 面 は 口 縁

部 が ナ デ調 整、 胴部 は 縦方 向 の ヘ ラ 削 り で あ る 。

698 は 、 頁岩製砥石 で あ る 。 形状は 、 直方体 に 近 く 、

研 ぎ面 の 一 つ は 大 き く 内湾 し て い る 。
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47号住居跡 (第1 50 、 1 5 1 図〉

46号住居跡の北東方向 15m ほ どの 所 に あ る 竪穴式

住居跡で あ る 。 こ の住居跡 の 南隣 に は 1 号掘立柱建

物跡 があ る 。 平面形態 は 、 正方形で、 竃 が付 い た 竪

穴式住居跡で あ る 。 そ の 大 き さ は 、 南北軸5 . 60m 、

東西軸6 . 40m 、 壁高 は 、 良 好 な 部分 で40cm を 測 る 。

柱穴 は 、 4 個 あ り 、 四 隅 か ら 2 . 1 m � 1 . 7 m の 所 に 穿

た れ て い る 。 柱痕跡 は 4 個 と も 確認で き 、 そ の 直径

は 18cm�14cm で あ っ た 。 北東隅 に は 、 貯蔵穴 が設 け

ら れ て い る 。 そ の平面形態は正方形で、 一 辺 が1 . 1 2

� l m を 測 る 。 深 さ は 、 35cm で あ る 。 寵 は 、 北壁の

真ん 中 よ り も 80cmほ ど西へ ずれ た 部分 に 付 け ら れ て

い る 。 構造 は 、 粘土 で作 ら れ た 両袖 を 壁 に 直接作 り

付 け た も の で あ り 、 芯 の 一部 に は 石 が用 い ら れ て い

た 。 焚 き 口 か ら の 奥行 き は 、 1 1 8cm、 幅 は 、 袖端部

付近 で、80cm、 そ の 基部 で、55cm を 測 る 。 ま た 、 燃焼室

の奥行 き は60cm、 そ の 中央部 で、 の 幅56cm を 測 る 。 左

袖の現存長 は60cm、 幅 は36cm、 高 さ 1 9cmで、 右袖 は 、

現存長75cm、 幅40cm、 高 さ 20cmで、 あ る 。 燃焼面 は 、

皿状 に 浅 く 窪み 、 焼土 を 多 く 残 し て い る 。

遺物 は 、 こ の 時代 の住居跡の 中 で も っ と も 多 く 出

土 し て い る 。 須恵器、 土師器、 茎 万 子 (709 ・ 7 1 0)

紡錘車 の 軸 (71 1 ) な ど で あ る 。

[ 出土遺物】 (699-708)

699 は 、 須恵器 の 査 で、 頚部 か ら 肩部 に か け て の

資料で あ る 。 700 と 70 1 と 703 は 、 杯蓋 で あ る 。 701 に

は 、 形状不明 の つ ま み 、 703 に は 、 輪状つ ま み が付

い て い る 。 702 は 、 高 台 付 の 杯 で あ る 。 底部 か ら 体

部 の 境 は 、 屈 曲 し 、 体部 は そ の ま ま 直線的 に 聞 い て

い く 。 高 台 は 、 縁よ り も やや内側 に 付 け ら れ て い る 。

器面 の 調 整 は 、 ナ デ調 整 で あ る 。

土師器 は 、 い ずれ も 斐 で あ る 。 屈 曲 口 縁で、 胴部

の 張 り は 、 弱 い 。 器面 は 、 ハ ケ 調整の 後 に ナ デ調整

が施 さ れ る 。 た だ し 、 土 器 に よ っ て は 、 ハ ケ 目 を 顕

著 に 残す も の (704) か ら ほ と ん ど無 く し で い る も

の (705) ま で あ る 。 内 面 は 、 口 縁部 で ナ デ調整、

胴部 で斜め な い し 縦方 向 の へ ラ 削 り で調整 さ れ て い

る 。

709 と 71 0 は 、 茎 万 子 で あ る 。 71 1 は 、 断面 が正方

形 を 呈す る 紡錘車 の 軸 で あ ろ う 。 先端部 が尖 り 、 基
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部 は 、 紐 を 掛 け る た め の鈎 が作 り 付 け ら れ て い た よ

う だ 。

48号住居跡 (第1 52図)

47号住居跡 か ら 北へ20m ほ ど い っ た 所 に あ る 竪穴

式住居跡で あ る 。 こ の住居跡は 、 24号�26号住居跡

を 切 り 、 4 号掘立柱建物跡 に 切 ら れ た 状況で検出 さ

れ た 。 平面形態 は正方形 で、 竃付 き の竪穴式住居跡

で あ る 。 そ の 大 き さ は 、 南北軸3 . 64m 、 東西軸3 . 83m

で あ る 。 住居跡の残 り は 悪 く 、 壁高 は 、 良 好 な 部分

で叩cmで、 4 cm し か な い部分 も あ っ た 。 柱穴 や貯蔵

穴 は 、 無 い 。 竃 は 、 北壁の 真 ん 中 に 付 け ら れ て い る 。

構造 は 、 あ ま り 外側へ せ り だ さ ず に 直接壁 に 作 り 付

け た も の で あ る 。 焚 き 口 か ら の奥行 き は 、 50cm、 幅

は 、 袖端部付近 で70cm、 そ の 基部 で、60cm を 測 る 。 ま

た 、 燃焼室の奥行 き は 40cm、 そ の 中央部 で、の 幅42cm

を 測 る 。 左袖 の 現存長 は50cm、 幅 は 36cmで、 右袖 は 、

現存長60cm、 幅45cmで あ っ た 。 燃焼面 は 、 皿状 に浅

く 窪 ん で、 い た が、 焼土 の 残 り は 悪 か っ た 。

遺物 は 、 わ ずか に 土師器 が出土 し て い る だ け で、

少 な か っ た 。 ま た 、 台石 も 出土 し て い る が、 こ れ に

伴 う も の か は 不 明 でト あ る 。

[出土遺物] (71 2 ・ 7 1 3)

出土遺物 と し て 2 点 を 図示 し て い る 。 7 1 2 は 、 土

師器の 斐 で あ る 。 屈 曲 目縁で、 胴部 の 張 り は 、 弱 い 。

器面外面 は 、 て い ね い な ナ デ調整で、 内 面 は 口 縁部

でナ デ調整、 胴部 で横 か ら 斜め 方 向 の へ ラ 削 り が観

察 さ れ る 。 71 3 は 、 安 山 岩 製 の 台石 で あ る 。

49号住居跡 (第1 53図)

48号住居跡 の 西隣 に あ る 竪穴式住居跡で、 そ の残

り は悪 い 。 平面形態 は 現状で は 長方形 で あ る が、 そ

の 実際 は 不明 で、 あ る 。 現存部分 での 大 き さ は 、 南北

軸4 . 14m 、 東西軸2 . 84m を 測 る 。 壁高 は 、 10cm� 6 cm 

程度 で あ る 。 柱穴や貯蔵穴 は 無 く 、 竃 も 失 わ れ て 燃

焼面 だ け の遺存状況で あ っ た 。 し た がっ て 、 そ の 大

き さ は 、 不明 で あ る 。 燃焼面 は 、 皿状 に浅 く 窪み 、

焼土 が よ く 残 さ れ て い た 。

遺物 は 、 わ ずか に 土 師器 が出 土 し て い る だ け で あ

る 。

[出土遺物] (7 1 4) 

出土遺物 と し て 1 点 を 図示 し て い る 。71 4 が そ れ で 、
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土師器の 高台付 き 坪 で あ る 。 器面 は 、 横方向 の ナ デ

で、 横走暗文 が内外面 に み ら れ る 。

50号 ・ 51 号住居跡 (第1 53図)

50号 ・ 51 号住居跡 ti ， 49号住居跡 か ら 北へ10m ほ

ど い っ た 所 に あ っ た が、 竃 の 燃焼面 2 基 を検 出 し た 。

二 つ の 燃焼面の位置関係 は 、 長 軸 を 同 じ く し て 南北

に 並 ん で い た 。 南の も の を 50号、 北の も の を 5 1 号 と

呼ぶ。 そ の 間 隔 は 、 2 m で、 こ の 間 隔 か ら す る と 、

こ の 二つ の住居跡 は 、 切 り 合 っ て い た 可能性 が高 い 。

そ の際 に は 、 燃焼面 の 長 軸 が同 じ 方 向 に あ る 点 と 狩

尾 ・ 湯の 口遺跡の他の住居跡 がす べ て 竃 を 北 に 付 け

て い る 点 に よ っ て 、 南側 に あ る も の を 新 し い と み な

す こ と がで き る だ ろ う 。

2 . 掘立柱建物跡

調査の結果、 掘立柱建物跡 を 6 基 を 検 出 し た 。 そ

の検出場所 は 、 調査 皿 区 の 中央部南端 に l 基、 中央

部北西端近 く に l 基、 北部 中 央 に 1 基、 そ し て 中央

部北東端 に 3 基で あ っ た 。 特 に 、 3 基 を 検 出 し た 中

央部北東端 の掘立柱建物跡 で は 切 り 合 い 関係 が成 立

し て い て 、 掘立柱建物跡群の 聞 に 何段階 か の 時期差

を 認定 し う る 資 料 と な っ た 。

1 号掘立柱建物跡 (第1 54図)

調査 皿 区 の 中央部 南端 で検 出 し た 掘立柱建物跡で

あ る 。 桁行 5 聞 で梁行 3 聞 の建物 で、 桁の 軸 がほ ぼ

南北 に あ っ た 。 平 面 形 態 は 長 方形 を 呈 し 、 桁行 間

10 . 9m � 1 0 . 66m 、 梁行 間 6 . 5 m � 6 . 3 m を 測 る 。 東

側の 桁行柱列 の柱間隔 は 、 北 か ら 1 . 93m 、 2 . 30m 、

1 . 93m 、 2 . 30m 、 2 . 40m で、 西側桁行柱列 で は 、 2 . 1 2m 、

1 . 92m 、 2 . 32m 、 2 . 1 5 m 、 2 . 18m で あ っ た 。 次 に 梁

行 で は 、 北側 が東 よ り 2 . 00m 、 2 . 48m 、 1 . 82m で、

南側 では 東 か ら 2 . 25m 、 2 . 30m 、 1 . 90m で あ っ た 。

柱穴の掘 り 方 は 、 70cm�30cmの 円 形 な い し 楕円 形 で 、

そ れ に 16� 14cmの 柱痕跡 を確認 し た 。

こ の遺構 に伴 う 遺物 の 出 土 は 、 無 か っ た 。

2 号掘立柱建物跡 (第1 55図〉

調査 皿 区 の 中央部北西端 で検出 し た 総柱の 掘立柱

建物跡で あ る 。 桁行 2 聞 で梁行 2 聞 で、 平面形態 は

長方形 を 呈 し て い る 。 桁軸 が ほ ぼ南北 に あ っ た 。 桁

行間3 . 87m �3 . 75m 、 梁行間3 . 30m �3 . 05m を 測 る 。
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第1 56図 狩尾 ・ 湯 ノ 口 遺跡 4 号堀立柱建物跡実測図

東側 の 桁行柱列 の柱間隔 は 、 北 か ら 1 . 80m 、 1 . 92m 、 伴出遺物 の 出 土 は 、 無 か っ た 。

中央桁行柱列 は 、 1 . 85m 、 1 . 95m 、 西側桁行柱列北 4 号掘立柱建物跡 (第1 56図)

4 m  

2 

。

側 が東 よ り 1 . 50m 、 1 . 70m 、 中央 が東 か ら 1 . 60m 、 調査 皿 区 の 中央部北東端 で検出 し た 3 基の掘立柱

1 . 57m で、 南側 で は 東 か ら 1 . 52m 、 1 . 52m で あ っ た 。 建物跡群の 一 つ で あ る 。 5 号掘立柱建物跡 と の切 り

柱穴の 掘 り 方 は 、 43cm�28cm の 円 形 で、 そ れ に 18cm 合 い 関係 が成立 し て い る 。 桁行 3 聞 で梁行 2 聞 の建

� 12cmの柱痕跡 を 確認 し た 。

こ の遺構 に 伴 う 遺物 は 、 無 か っ た 。

3 号掘立柱建物跡 (第1 55図)

物で、 桁の 軸 がほ ぼ東西方向 に あ っ た 。 た だ し 、 北

側 の 桁行柱列 の 中 、 西 か ら 2 個 目 の柱穴は確認 さ れ

な か っ た 。 平面形態は正方形 を 呈 し 、 桁行 間6 . 20m

調査 皿 区 の北部 中 央 で検 出 さ れ た 掘立柱建物跡で �5 . 90m 、 梁行間5 . 80m �5 . 73m を 測 る 。 北側 の 桁

あ る 。 桁行 3 聞 で梁行 2 間 と 3 聞 の 建物であ る 。 桁

軸 は 、 ほ ぼ南北方向 に あ っ た 。 平面形態は 長方形で、

桁行 間6 . 10m �6 . 00m 、 梁行 間 5 . 20m �4 . 80m で あ

る 。 東側桁行柱列 の柱間 隔 は 、 北 か ら 1 . 80m 、 2 . 85m 、

1 . 98m で、 西側桁行柱列 で は 、 2 . 10m 、 1 . 88m 、 2 . 04m

で あ っ た 。次 に梁行では 、 北側 が東 よ り 2 . 50m 、 2 . 5 1 m

で、 南側 で は 東 か ら 1 . 65m 、 1 . 50m 、 1 . 70m であ っ

た 。 柱穴の 掘 り 方 は 、 44cm�32cmの 円形で、 18cm�

1 4cmの 柱痕跡 が残 っ て い た 。
J ) I 三 ?
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第 3 節 歴史時代 の遺構 と 遺物

行柱列 の柱間 隔 は 、 東 か ら 2 . 30m 、 3 . 92m で、 南側

桁行柱列 で は 、 1 . 95m 、 2 . 18m 、 1 . 77m で あ っ た 。

次 に 梁行 で は 、 東側 が北 よ り 2 . 80m 、 3 . 98m 、 西側

で は 北 か ら 2 . 70m 、 3 . l Om で あ っ た 。 柱穴の掘 り 方

は 、 55叩�30cmの 円形 な い し 楕円形で あ る 。 柱痕跡

は 、 直径 が16叩� 1 3cmで あ っ た が、 西側梁行柱列 の

真 ん 中 の柱穴 では確認で き な か っ た 。

出 土遺物 と し て 、 土製の 結錘車 が 1 点 が あ る (第

1 57図) 。 そ の 出土場所 は 、 南側桁行柱列 の 東 か ら 2

番 目 の 柱穴内 で あ っ た 。

5 号掘立柱建物跡 (第1 58図)

4 号掘立柱建物跡 と 切 り 合 い 関係 に あ り 、 桁行 4

聞 で梁行 4 聞 の建物 で あ る 。 桁軸 が北西 と 南東 を 結

ぷ軸上 に の り 、 桁行間8 . 55m �8 . 45m 、 梁行間5 . 90m

�5 . 75m を 測 る 。 平面形態 は 、 長方形 を 呈 し て い る 。

東側 の 桁行柱列 の住間 隔 は 、 北 か ら 2 . 00m 、 2 . 22m 、

1 . 96.m 、 2 . 28m で、 西側 桁行柱列 で、は 、 2 . 35m 、 1 . 80m 、

2 . 00m 、 2 . 32m で あ っ た 。 次 の 梁行 で は 、 北側 が東

よ り 1 . 35m 、 1 . 30m 、 1 . 60m 、 1 . 65m で、 南側 では

東 か ら 1 . 62m 、 1 . 40.m 、 1 . 30m 、 1 . 60m で あ っ た 。

住穴の掘 り 方 は 、 44叩�30cmの 円形 で、 か な り の柱

穴 に 20cm�14cmの柱痕跡 が残 っ て い た 。 し か し 、 確

認 さ れ な い 柱穴 も あ っ た 。 例 え ば、 西側桁行柱列 と

北側梁行住列 で 4 個 が そ れ で あ る 。

共伴す る 遺物 の 出土 は 無 か っ た 。

6 号掘立柱建物跡 (第1 58図)

5 号掘立住建物跡 と 切 り 合 ぃ 関係 に あ る 建物跡で

あ る 。 建物跡の ほ と ん ど が調査区外 に あ る た め に 、

西側 の柱列 と 北側 お よ び南側 の 一部 を検出 し た に 止

ま っ た 。 し た が っ て 、 桁 と 梁の位 置関係 や平面形態、

全体の 規模 な ど は 、 わ か ら な い 。 そ の 柱間隔 を 示 そ

う 。 西側住列 ( 3 聞 で7 . 70m ) は 、 北 か ら 2 . 60m 、

2 . 85m 、 2 . 25m で、 北側 の 柱列 では 1 . 30m 、 南側柱

列 で は2 . 1 3m で あ っ た 。 北 と 南 と の柱列 の 間 隔 が大

き く 違 っ て い る の で、 北側柱列 の 2 個の住穴 は 、 そ

れ ぞれ異 な っ た 遺構の も の の 可能性 も あ る 。

共伴す る 遺物 の 出土 は 、 無 か っ た 。

204 

3 . まとめ
歴史 時代の遺構 と し て 、 竪穴式住居跡 6 基 と 掘立

住建物跡 6 基 を 検出 し た 。 ま ず、 そ の 年 代 に つ い て

考 え て み た い 。

出土遺物 の 中 で年代観 を 示す 資 料 と し て 、 須恵器

があ る 。 特 に 、 47号住居跡 か ら 出土 し た 資料 は 、 ま

と ま っ て い て 、 そ の 年代 を 良 く 示 し て い る 。 出土 し

た 須恵器の坪 蓋 は 、 偏平化 し て い な い 資料で、 そ の

型式的特徴 か ら 8 世紀代 の終わ り 頃 に 比定 さ れ る 。

ま た 、 坪 の 型式的特徴 も こ の 年 代観 を 支持す る 。

46号住居跡の 土師器の杯 は 、 -そ の 型式的 な 特徴 か

ら 8 世紀終わ り か ら 9 世紀始 め の時間 幅の 中 で考 え

ら れ よ う 。 た だ し 、 一緒 に 出土 し た聾 は 、 胴 が張 っ

た 資料で、 年代的 に は 古い 傾 向 を 持 っ て も い る 。

48号住居跡の土師器の聾 に つ い て は 、 そ の 年代 を

詳 し く 知 る こ と は で き な い 。 で も 、 47号住居跡 に 近

い 型式的特徴 を 持 っ て い て 、 時期的 に 近 い 資料 と す

る こ と がで き る だ ろ う 。

49号住居跡出 土 の 土師器高台付 き 杯 は 、 器高 が高

く 、 高台部 の 付 け 方 や接地の状況 か ら 9 世紀代 の 始

め 頃 に そ の 年代 が も と め ら れ る 。

以上の結果 を も と に す る と 、 狩尾 ・ 湯の 口遺跡で

検出 し た 竪穴式住居跡 は 、 8 世紀の終わ り 頃 か ら 9

世紀の 始め 頃 に か け て の も の と す る こ と がで き る 。

た だ し 、 今 回 の 調査 で は 、 そ の 年 代 を そ れ以上 に究

め る こ と は で き な い と 判断す る の で、 ‘ こ う し た 年代

観 を 提示す る に 止 め よ う 。

次 に 、 掘立柱建物跡 そ の も の に つ い て 、 そ の切 り

合い を み て み よ う 。 3 基の建物跡 に 切 り 合 い 関 係 が

成立 し て い る 。 4 号 と 5 号 と 6 号 が そ れ で あ る 。 た

だ し 、 3 基の 中 で直接的 な 切 り 合 い 関係 を 持つ も の

は 、 4 号 と 5 号、 5 号 と 6 号 で あ る 。 し か も 、 4 号

と 6 号 は 、 と て も 良 〈 似 た 建 物 の 方 向 に あ る 。 こ の

2 点の特徴 か ら す れ ば、 3 基の建物跡 に は 二 つ の切

り 合 い 関係 し か指摘 で き そ う に な い 。 つ ま り 、 こ の

遺跡の掘立住建物跡 は 、 最低 2 時期 に わ た る と 考 え

た 方 が良 い よ う に 思 え る 。

以上 の こ と を 整理 し て 、 狩尾 ・ 湯の 口 遺跡、の掘立

柱建物跡の構成 を 考 え て み よ う 。 建物方 向 か ら す れ



ば、 l 号 と 3 号 と 4 号 と 6 号 は 、 (;1:. ぼ同 U 方 向 な い

し そ れ に 直行す る 方 向 に あ る 。 こ れ を 一 つ の群 と 見

な せ よ う 。 こ う し た 作 業 を 続け る と 、 2 号 が一 つ 、

5 号 がーっ と い う こ と に な る 。 ま た 、 そ の 中 で建物

の構造 が他 と 違 う 2 号 (倉庫 と 考 え ら れ る ) を 外せ

ば、 5 号 と 1 号 ・ 3 号 ・ 4 号 ・ 6 号 と は 時期 が異 な

っ て い る と い う こ と に な ろ う 。

最後 に 、 掘立柱建物跡の 年代 を み て み よ う 。 残念

な が ら そ の 年 代 を 示 す 資料 が l 点 も 出土 し て い な い

の で、 遺物 か ら の 直接的 な 年 代推定 は不可能 で あ っ
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た 。 し か し 、 竪穴式住居跡 と の 聞 に切 り 合 い 関 係 が

あ る の が救 い で、 あ る 程度 の 推定 は 可 能 で あ る 。 そ

の切 り 合 い と は 、 4 号掘立柱建物跡 が48号住居跡 を

切 る と い う 関係 で あ る 。 こ れ に よ っ て 、 掘立柱建物

跡 は 、 少 な く と も 竪穴式住居 の 年代 よ り も 新 し い 可

能性 が高 く な っ た 。 お そ ら く 、 集落の 継続性 を 強調 す
れ ば、 10世紀代 の建物跡 と す る こ と がで き そ う だ し 、

そ れ を 酌 ま な け れ ば、 そ れ以降 と し か推定 で き そ う
に な い 。
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No. 遺 構 名 器 種 ー ー 計 【 ilU 値
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2 1 . 7 

23 . 6  

23 . 6  

23 . 2  

20 . 0  

1 4 . 9  

18 . 6  

20 . 2  

21 . 0  

23 . 7  

22 . 4  

。

。 。

。 。

イシ イシ
イシ 。

。 。

。 。

。 。

4シ 。

。 イシ
。 。

。 。

。 イシ
イシ 。

。 。

。 。

。 。

。 。

イシ 。

。 4シ
。 。

。 。

ク 。

。 。

。 。

。 。

。 ク
。 ク
。 。

。 。

。 。

。 。

。 。

イシ 2 1 . 6  。

ク 。

ク イシ
ク 。

。 。

。 イシ
。 。

18 . 1  

24 . 5  

24 . 0  

1 7 . 2  

24 . 6  

21 . 7 

24 . 2  

1 8 . 3  

22 . 9  

20 . 5  

22 . 9  

25 . 1  

28 . 。

21 . 3  

21 . 7 

1 9 . 8  

23 . 6  

21 . 7 

27 . 5  

207 



考備登録番号
計 ì<<� 値

高 {cm} 胴最大径 {cm} 脚台径 {cm} 脚台高 {cm}

12 . 3  4 . 3  245 

1 3 . 4  6 . 8  245 

1 1 . 2  5 . 1  235 

径 {cm} 器口
種

斐 形 土 器

器遺 構 名

14 号 住

No. 

1 08 

109 

1 1 0  

1 1 1  

イシ。

2 12  

3 1 2  

248 

259 

3 17  

。
。

。
。

イシ
。

イシ
。1 1 2  

1 1 3  

1 14 

1 1 5  

1 1 6  

1 1 7  

削 り . 壷 ?

赤彩

黒彩

底部

底部

底音11

底部

底部

黒彩 と 赤彩

70 ， 79 . 80 

一括

一括

341主1

341主24

341主14

34住一括

341主l

341主15

34住26

341主245

351主8 ， 9 ， 40

351主57 ， 60 ， 90

351164 

351主47

35住6 ， 1 1 ， 1 2 他

35住44

35住1 3 ， 26

351主68

351主7

351主57

361主3

1 61主199 ， 202

1 61主82

16住68 ， 72 ， 1 2 1 他

1 61主26 ， 27 ， 44 1m

1 6住92 ， 95 ， 96 他

1 6住54 ， 55 ， 一括

1 61主20 ， 2 1 ， 29 f也

161主76

1 6住120 ， 122 他

1 6住7 1

31 1主2 ， 9 ， 10

31住3

311主95

32住31

321主38 ， 40

39住:1 3 ， 14

43住炉内

481主55

481主56

48住13 ， 1 3 ， 1 5 他

491主58

491主70

491主77

1 2 . 1  

。
。

祭 杷 土 器
。

壷 形 土 器

。

。

。

1 5 号 住

。

。
1 1 8  

1 1 9  

1 20 

1 2 1  

1 22 

5 . 9  

7 . 7  

4 . 2  

1 2 . 8  

1 3 . 5  

1 3 . 5  

1 6 . 8  

25 . 2  

21 . 0  

20 . 4  

1 9 . 1  

27 . 2  

18 . 1  

23 . 9  

1 9 . 7  

22 . 7  

21 . 6  

{ 4 .  7} 

(28 . 4) 

1 2 . 2  

1 0 . 2  

25 . 0  

18 . 8  

1 8 . 6  

2 1 . 8  

1 7 . 7  

23 . 1  

1 6 . 9  

1 9 . 6  

22 . 9  

20 . 6  

20 . 3  

1 6 . 8  

2 1 . 2  

1 9 . 9  

21 . 5  

1 9 . 0  

。
4シ

鉢 形 土 器

姿 形 土 器

護 形 土 器

壷 形 土 器

斐 形 土 器
。

イシ
イシ
。

。

イシ
。
。
イシ

。
。
イシ

。

。

イシ
。
。

。
。

16 号 住

1 7 号 住

1 8 号 住

イシ
。
今

。

。
。
。

。
。
。

。
。

イシ
。
。
。

。

イシ

6 . 8  13 . 1  

21 . 2  (31 . 0) 

。
。
ク

5 . 3  14 . 3  

22 . 1  

1 7 . 8  

5 . 7  

6 . 0  

208 

。

1 9 号 住

7 . 7  

4 . 7  

1 9 . 6  。

1 23 

124 

125 

126 

'127 

1 28 

1 29 

1 30 

1 3 1  

1 32 

133 

1 34 

1 35 

1 36 

1 37 

1 38 

1 39 

140 

141 

1 42 

143 

4

5

6

7

8

9

0

1A

2

3

4

5

6

7

8

9

0
 

凋処

44

AA

a4

aq

aq

RU

Rd

phd

RU

Rd

RU

RU

RU

Rd

FD

FO

I

l

-

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

 

イシ

1 8 . 9  

22 . 0  

1 7 . 8  

1 5 . 3  

1 9 . 0  

1 5 . 8  

1 9 . 2  

1 6 . 0  

1 5 . 5  

受 形 土 器

壷 形 土 器

費 形 土 器

鉢 形 土 器 ?

鉢 形 土 器

鉢 形 土 器

袈 形 土 器

祭 杷 土 器

壷 形 土 器

高 杯 形 土 器

菱 形 土 器

。
イシ

イシ

20 ， 2 1 号住
22 号 住

23 号 住

24 号 住

26 号 住



第 回 章 狩尾 ・ 湯の 口遺跡の調査 と 成果

計 測 f直
No. 遺 構 名 器 種

口 径 (叩) 器 高 (cm) 胴最大径 (cm) 脚台後 (叩) 脚台高 (叩)

161 26 号 住 整 形 土 器 22 . 4  

162 27 号 住 壷 形 土 器

1 63 

1 64 

1 65 

イシ 。
。 護 形 土 器 20 . 0  

ぞシ 。

1 66 28 号 住 登 形 土 器 1 5 . 5  

167 

1 68 

1 69 

1 70 

イシ 。
。 鉢 形 土 器

高 杯 形 土 器。
。 。

17 1  29 号 住 壷 形 土 器 18 . 4  

1 72 

1 73 

1 74 

1 75 

1 76 

1 77 

1 78 

1 79 

180 

。 イシ
。 鉢 形 土 器 1 4 . 6  

� 22 . 8  

1 3 . 9  

努 形 土 器 20 . 2  

。
。
イシ
イシ ク 21 . 7  

。 祭 最E 土 器

小型丸底土 器。
イシ 1 0 . 3  

1 0 . 8  

23 . 1  

。

181 30 号 住 鉢 形 土 器

182 

183 

。 。
。 斐 形 土 器

184 3 1 号 住 斐 形 土 器 1 8 . 6  

185 。 21 . 3  イシ
186 32 号 住 壷 形 土 器 1 5 . 8  

187 

188 

189 

1 90 

19 1  

1 92 

1 93 

1 94 

。
。
。
ク
。 18 . 2  

斐 形 土 器 1 8 . 4  

祭 肥 土 器

小 型 丸底土 器 8 . 9  

。
。
イシ

1 95 33 号 住 菱 形 土 器 1 8 . 9  

23 . 4  1 96 

1 97 

1 98 

1 99 

200 

201 

。 。
。 21 . 8  

21 . 6  

祭 杷 土 器

。
ぞ〉
。 イシ
。 。

202 34 号 住 鉢 形 土 器 1 8 . 0  

203 // 高 杯 形 土 器 26 . 1  

204 35 号 住 鉢 形 土 器 1 0 . 6  

205 36 号 住 萱 形 土 器

206 // 鉢 形 土 器 1 9 . 2  

207 

208 

受 形 土 器 23 . 9  イシ
。 。 20 . 1  

1 0 . 5  209 37 号 住 査 形 土 器

210  

2 1 1  

2 12  

ク 。
。 高 杯 形 土 器 30 . 0  

小型丸底土 器 7 . 2  。
他2 13  38 号 住 登 形 土 器

1 2 . 0  

14 . 4  

34 . 4  

4 . 7  

9 . 7  

1 5 . 8  

1 5 . 5  

1 5 . 5  

20 . 3  

1 7 . 8  

24 . 5  

25 . 4  

14 . 1  

1 2 . 1  

9 . 9  

1 7 . 2  

21 . 9  

(36 . 0) 25 . 2  

1 4 . 0  

1 2 . 3  

20 . 9  

8 . 6  1 5 . 5  

7 . 0  

9 . 2  

9 . 5  

7 . 2  

2 . 8  1 1 . 0  

8 . 9  1 9 . 6  

23 . 8  

1 7 . 1  

1 2 . 8  

6 . 7  8 . 5  

登録番号

15 . 2  

49t主40

47t主166

47f主233

47住1 62

5 . 8  47住1 1 6 ， 127 他

備 考

安国寺式土器

461主30

46f主16

46t主1

46住63

46住38 ， 39

45住柱穴2

45住一括

45f主1 1 2 ， 144

45住97

45住146

45f主1 1 ， 57 ， 96 他

45f主85 ， 86 ， 93 f也

45住91 . 一括 f也 赤彩

14 . 4  

45f主 1 98

45f主135

1 8住一括

18住一括

1 8住3

29f主1

29t主5

1 9f主83

1 9住

1 9住21

1 9住83-85

1 9住π ， 77

1 9f主82 ， 84 ， 85

1 9住

1 9f主87

1 9住84

22f主26 ， 30

22住29

22住21

22t主38 ， 4 1

22住22

22f主40 . 4 1

22f主23

37f主31

371主44

38住2

21住6

2H主

2lf:主7 ， 25

2H主1 5

20t主8

20住一括

20t主12

20f主3 ， 86

25住1 1 ， 84 

1 5 . 6  27 . 2  

鉢 形 土 器 21 . 4  7 . 0  22 . 3  

壷 形 土 器 1 9 . 9  (44 . 8) 33 . 1  

鉢 形 土 器 1 2 . 0  ( 1 2 . 5) 1 1 . 8  

209 

鉢 ?

外面 ミ ガキ

脚台付

赤彩 ， 黒彩

赤彩

黒彩

完形

-==--TC/，; フ巴11ノ
赤彩



No. 遺 構 名 器 備 考種 目 径 (仰) 器 高 (側) 胴最大径 (cm) 御台径 (cm) 脚台高 (cm)

ιず』--aR

 

明世 f直
登録番号

。 イシ
214  38 号 住 登 形 土 器

215  

2 16  

217  

218  

219  

220 

221 

222 

鉢 形 土 器 18 . 7  " 

。 。
。 高 杯 形 土 器

薬 形 土 器 21 . 7 。
。 。
。 。
。 。

223 39 号 住 壷 形 土 器 1 6 . 4  

224 

225 

226 

227 

228 

229 

230 

231 

。 。
。 鉢 形 土 器 18 . 2  

高 均二 形 土 器 27 . 3  

21 . 4  

菱 形 土 器 21 . 1  

" 

。
。
。 。 21 . 4  

21 . 3  。 。
。 ク

232 " 

233 40 号 住 壷 形 土 器 20 . 0  

1 5 . 1  4斗・

F『υ

nhu

n，・

ORv

nuu

AHV

噌EA

nr“

内喝u

d42

p、υ

qu

『υ

qυ

『u

qu

qU

44

A噌

aaτ

AZ

Az

suT

η，“

nru

nr“

nru

n，u

nru

nr“

。κ“

nノ“

内〆“

n，“

の，“

イシ イシ
。 。
。 。 19 . 7  

" 。
。 18 . 6  

鉢 形 土 器 17 . 9  。
。 4シ

19 . 0  

40 . 5  

44 . 5  

59 . 5  

20 . 5  

20 . 8  

15 . 3  

23 . 9  

27 . 4  

12 . 5  

27 . 3  

26 . 4  

39 . 6  

22 . 9  

14 . 5  

。
高 杯 形 土 器 34 . 6  

姿 形 土 器 21 . 0  (30 . 4) 23 . 2  

。

。 。 18 . 8  

23 . 3  

20 . 8  

。 。
。 。

246 '， " 

247 42 号 住 牽 形 土 器

248 

249 

250 

251 

252 

253 

254 

。 。
。 。
。 ク
。 イシ
イシ 今

22 . 3  

27 . 4  

25 . 4  

。 祭 最E 土 器 17 . 2  

。 1 1 . 0。
'i

凋告

の4

44

nru

唱1

器

器

器

器

器

器

土

土

土

土

土

土

形

形

形

形

紀

形

査

費

登

登

祭

壷

住

住

溝

口一つ
ク
ロ方
。
。
口一ワ

内d

にd

llL

凋仏τ

凋ιτ

ιι

5

にu

7
00
0汐

ハU

RU

F
U

RU

FD

Rυ

ρb

 

ワω
ワ臼
ワ臼
ヮ“
つω
つ白
261 

262 

263 

264 

265 

266 

1 5 . 6  

1 5 . 5  

14 . 9  

14 . 7  

14 . 6  

。 イシ
。 イシ
ク 。
イシ 。
。 イシ
。 。

39 . 8  

36 . 0  

39 . 8  

31 . 8  

26 . 1  

24 . 3  

27 . 9  

25 . 4  

28 . 6  

25 . 5  

21 . 8  

1 5 . 7  

16 . 6  

16 . 2  

15 . 4  

10 . 4  

14 . 6  

13 . 4  

1 6 . 4  

2 1 0 

25住2

25住一括

25住35 . 37 他

25住21

13 . 2  25住102 . 104 他 脚台

25t主9 . 53

1 0 . 4  25住24 . 1 号土坑 脚台

9 . 6  25t主84

10 . 6  25住61他 脚台

26住3 . 21

26住一括

2M:主32

26t主41

2M:主炉内

26住14 . 20 . 他

26t主28

26住10

6 . 3  26t主40

26住柱穴2

27住43 . 47 他

27住1 1 . 13

27f:主16

27f:主

27住50-52 他

27住1 . 40 他

27住柱穴l 穿孔有 り

27住25 . 27

27住10

27住33 . 50-52

27t主47 . 50

27住19 . 20 . 24

27住30 . 柱穴3 他

5 . 4  27t主30

24t主

24住一括

24住一括

24住一括

241主62

24住柱穴4

24住一括

24住一括

脚台

脚台

脚台

赤彩

42住80

6 . 8  42住 1 1 2

401主

4Of:主32

40t主64

1 号溝18

1 号溝53

l 号溝14一括

l 号溝1 18

l 号潜117

1 号溝175 . 176

1 号溝1 71

丸底

彩

形

形

形

黒

完

完

完



第 四 章 狩尾 ・ 湯の 口遺跡の調査 と 成果

No. 遺 構 名 器 種
計 測 値

口 径 (叩) 器 高 (cm) 胴最大径 (叩) 脚台径 (叩) 脚台高 (叩)
登録番号 備 考

267 号 溝 壷 形 土 器

268 � � 

ω

刊

行

η

n

n

刊日

刊山

打

刊山

内

∞ω

m

u

m

u目

前

mw

u

m

m∞

卯

川目

的山

川町

川四

%

Mm

W

Mm

m出

∞

倒

的ω

m

M

MW

MW

閉山

川ω

ω

m

u

u

u

M

ぱM

M山

口

m

mm

ワU
9h
ワu
ワU
9u
ヮ“
ヮω
ワω
ヮ“
つれ】
ワu
つ，“
つω
ワム】
ワ臼
ワ臼
ワω
ワ臼
ワiU
9“
ヮu
ワω
つれ】
つム
ヮ“
ヮu
ワu
ワ白
ワ臼
ワu
ワu
qU
9d
qd
9d
qd
nJ
nd
qu
qd
qd
nJ
つd
qd
qu
つd
9Jv
qJ
9Ju
qd
9d

。

1 2 . 4  

1 9 . 4  

1 7 . 7  

1 7 . 9  

1 5 . 1  

1 3 . 6  

1 1 . 2  

1 8 . 7  

1 7 . 2  

1 5 . 6  

1 6 . 1  

21 . 8  

17 . 5  

18 . 0  

1 7 . 8  

23 . 1  

1 7 . 6  

21 . 8  

20 . 4  

33 . 2  

7 . 5  

4 . 3  

4 . 1  

16 . 6  

1 1 . 0  

1 5 . 2  

28 . 0  

43 . 5  

1 6 . 9  

28 . 7  

27 . 7  

1 3 . 4  

26 . 3  

1 6 . 4  

1 1 . 2  

1 7 . 4  

17 . 6  

1 5 . 4  

1 0 . 3  

1 6 . 8  

24 . 2  

13 . 0  

1 6 . 4  

1 0 . 1 

1 2 . 6  

1 号溝1 67

1 号溝141

1 号潜168

1 号潜一括

1 号溝一括

1 号溝148

1 号講中 層 一括

I 号溝20

1 号溝上層 一括

1 号溝上層 67

l 号溝上層一括 肩部 に 赤彩

l 号溝一括 白 川 水系型複合

1 号溝上層 白 川 水系型復合

1 号溝上層 白 川 水系型複合

l 号溝上層 白 川 水系型複合

l 号溝上層

完形

7 . 3  

1 号溝上層

1 号溝上 層

I 号溝一括

1 号溝上層

1 号溝174

1 号溝上層

1 号溝上層

1 号潜1 50

1 号溝上層

1 号溝上層

1 号溝27 ， 1 1 1

1 号溝105- 107 底部

1 号溝上層 一指 底部

1 号溝上層 一括 底部

1 号溝中 層

1 号溝上層一括

1 号溝160 重弧文土器

I 号溝上層

l 号溝上層 重弧文土器

l 号溝上層

1 号溝上層

1 号溝上層

1 号溝上層

l 号溝上層

1 号溝口

I 号溝上層

1 号溝一括

1 号潜一括

1 号溝一括

ク
。 。

5 . 3  

8 . 1  

重弧文 土 器

小 型 丸底 土 器 ?

小型品

小型品

1 号溝

1 号溝2 A

I 号溝1 26

6 . 0 号溝192

1 5 . 2 号潜3 ， 10

3 . 6 号溝57

3 . 8 号溝1 1 6

l 号潜

完形

完形

脚台付

'ゴ�-rr:�フじ11ノ
町三=-.:n:;.:ヌ"G71ノ
完形

。 。
。 。
。 。
。 。
。 。
4シ 。
。 。
。 。
。 。
。 。
。 。
。 イシ
。 。
。 。
。 。
。 22 . 8  

22 . 6  

1 7 . 0  

14 . 2  

。
。 。
今 。
。 。
。 。
イシ イシ
。 イシ
。 。
。 。
。 � 
イシ イシ
。 。
。 。
。 イシ
。 イシ
。 。
" イシ
。 イシ
。 ク
。 。
イシ 。
ク 鉢 形 土 器 1 6 . 2  

� 1 6 . 2  。
。 9 . 7  

7 . 8  

6 . 8  

1 6 . 5  

。
。 。
。 ク
。 。
。 16 . 6  

。 1 2 . 7  

� 8 . 6  イシ
。 ク
イ少 受 形 土 器 1 5 . 9  

� 22 . 2  。
。 ク

2 7 1 



No. 遺 構 名 器
種 計 iJlIj 直

口 径 (cm) 器 高 (叩) 胴最大径 (叩) 脚台径 (側) 脚台高 (叩)
登録番号 備 考

320 号 溝 藷 形 土 器 15 . 6  
釦

m

m

町一

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

抑

制

抑

制

制

抑

制

抑

制

抑

制

知

抑

制

訓

郡

問

問

抑

制

抑

制

御

抑

制

抑

制

加

湖

抑

m

m

m

。
4シ
。
。
。
。
。
。
。
ク
。
。
。
。
。
。
イシ
イシ
。
。
。
イシ
。
。
イシ
イシ
イシ
。
。
。
。
。
。
。
。
。
イシ
。
イシ
。
。
。
。
。
。
。
イシ
。
" 
。
。
。

イシ 2
6
1
3
7
:
7
8
0
0
9
7
5
8
3
3
7
2
0
7
5
2
3
2
3
9
7
1
4
9
0
3
4
0
2
6
5
FA
AJ
nJ
S
ι
3
2
3
J
F3
1
ι
3
3
b

 

江

見

見

広

肌

M

此

肌

侃

引

は

此

此

払

乱

引い

礼

伍

札

口比

比

肌

肌

肌

乱

1

a

比

比

肌

比

比

比

比

胤

払

幻

m

m

幻

げ

M

MH

日

幻

M

M

げ

幻

初

日

間

。
。
。
。
ク
。
。
。
ク
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
ク
。
。
イシ
。
。
。
。
。
。
。
。
。
イシ
。
イシ
イシ
ク
。
イシ
。
イシ
。
イシ
ク
。
ク
。
イシ

32 . 4  
46 . 8  
50 . 2  
43 . 1  
28 . 6  

1 7 . 7  
26 . 0  
27 . 3  
22 . 5  
16 . 9  
24 . 3  
24 . 1  
20 . 1  
24 . 8  
31 . 0 
24 . 0  
21 . 0  
26 . 6  
19 . 8  
27 . 5  
29 . 1  

24 . 7  

1 1 . 6  
1 6 . 1  
1 5 . 9  
1 3 . 5  
1 1 . 0 

5 . 4 号溝1 73
6 . 5 号溝17
8 . 6 号溝15
6 . 4 号溝11 9A
4 . 9 号潜174

1 号溝33-35
1 号溝120
l 号溝193
1 号潜16
l 号溝114 ， 1 22
1 号溝33-35
1 号溝107 B 
1 号溝136
1 号溝128 ， 1 36 日 他
1 号溝上層一括
1 号溝2 B
1 号溝上層
1 号潜84
1 号溝上層一括
1 号溝上層一括
1 号溝68
1 号溝163
1 号溝46
1 号講中層一括
l 号潜中層一括
1 号溝
1 号潜106
1 号溝べ、 ン ガラ 内
1 号溝183
1 号溝131
1 号溝
1 号溝上層一括
1 号j蕃中層一括
1 号溝56
1 号潜中層一括
1 号溝一括
1 号溝63
1 号溝上層一括
1 号溝上層一括
1 号溝123
1 号溝108A
l 号溝134
1 号溝165
1 号溝1 1 6
1 号溝中層一括
1 号溝一括
1 号溝122
1 号溝23
1 号溝上層
1 号溝上層一括
1 号滋70
1 号溝上層一括
1 号滋一括

�n:;.: フ';11ノ
完形
完形
，去・Z〆7'C}I� 
完形

2 7 2 



第 皿 章 狩尾 ・ 湯の 口遺跡の調査 と 成果

No. 遺 構 名 器 種
計 測 直

口 径 (cm) 器 高 (叩) 胴最大径 (叩1) 脚台径 (叩) 脚台高 (口n)
登録番号 備 考

373 号 溝 愛 形 土 器
374 " 
375 
376 
377 
378 
379 
380 
381 
382 
383 
384 
385 
386 
387 
388 
389 
390 
391 
392 
393 
394 
395 
396 
397 
398 
399 
400 
401 
402 
403 
404 
405 
406 
407 
408 
409 
4 10 
4 1 1 
4 12 
4 13 
414 
4 15 
4 1 6 
417 
418 

。 イシ
。 イシ
イシ イシ
イシ イシ
イシ イシ
。 。
。 。
。 。
。 。
。 。
。 。
。 。
ペシ 。
。 イシ
イシ 。
。 。
。 ク
4シ 。
。 。
。 。
ク 。
。 。
ク 。
。 イシ
。 。
。 。
。 。
イシ 。
イシ 。
。 イシ
イシ 。
ク 。
。 。
。 イシ
。 。
イシ 20 . 0  

22 . 7  
ク 26 . 6

祭 杷 土 器

ペシ
。
。
ク 。
。 。
。 。
イシ イシ
ペシ 小型丸底土器 7 . 3  

672 号周溝 斐 形 土 器
696 46 号 住 杯
697 " 
699 47 号 住
700 
701 
702 

1 3 . 1  
27 . 1  墾

壷
。 杯、 蓋 16 . 1

1 6 . 1  

( 4 . 4) 

26 . 6  
34 . 1  

3 . 3  
24 . 5  

4 . 7  

1 1 . 5  
1 3 . 0  

qd
A吐
￡υ
つ白
1i
Fb
nu
つμ
d宅
ワ旬
nv
oo
oO
RU
OO
RU

•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

 

ワu
AUZ
勺δ
ワ匂
唱I
Qd
1i
14
qo
qδ
ワ臼
11
ワω
つb
nJ
PU

l
l
-
-
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

 

6 . 7  
1 1 . 9  
7 . 3  

8 . 3  

5 . 8 号潜127
4 . 9 号溝108 B

l 号溝中層一括
I 号潜12
I 号129
1 号74
1 号1 1 6
1 号上層
1 号潜81
1 号溝89
1 号溝7
l 号j毒中層
1 号溝88
l 号溝109
l 号溝上層一括
l 号溝上層
1 号溝一括
1 号溝120

3 . 7 号溝一括
4 . 9 号潜1 1 6
4 . 5 号溝上層一括
5 . 0 号溝上層
4 . 1 号溝12 1
4 . 3 号溝上層一括
5 . 0 号溝1 72
5 . 0 号溝123
6 . 5 号溝一括
6 . 4 号溝一括
6 . 5 号溝上層一括
4 . 5 号溝中層一括
6 . 7 号溝4
5 . 9 号溝中層一括
6 . 5 号溝120
4 . 4 号潜中層

l 号溝一括
l 号溝中層

丸底
丸底

1 号滋一括 丸底
l 号溝一括 凸帯有 り

l 号溝28 ， 一括 凸帯有 り

1 号溝152 凸帯 . 刻 み

1 号溝上層
l 号潜一括 赤彩

l 号溝上層
l 号溝一括
l 号溝一括
1 号溝
1 号周溝遺構 3
l 7f主l
1 7t主4 ， 64
23住
23t主8
23t主2

0 . 8  23t主19

赤彩

赤彩

須恵、器
土師器
須恵器
須恵器
須恵器
須恵器

。 ク
。 高 台 付 杯 12 . 2  

2 1 3 



No. 遺 構 名 器

703 47 号 住 杯、

704 

705 

706 

707 

708 

。
。
。
。
。

計 i則 値
蓋
種

目 径 (cm) 器 高 (cm) 胴最大径 (叩) 脚台径 (cm) 脚台高 (cm)
登録番号

愛

護

費

愛

護

26 . 2  

24 . 0  

18 . 6  

26 . 0  

1 9 . 5  

29 . 8  

1 9 . 0  

7 12  48 号 住 斐

714 49 号 住 高 台 付 杯 7 . 1  

25 . 1  

20 . 2  

1 7 . 9  

1 0 . 2  

23住

231主

23住14

231:主14 . 1 8

23住9 - 1 1 他

231:主12

441:主1

0 . 8  30住2

備 考
須恵器
土師器
土師器
土師器
土師器
土師器
土師器
土師器.赤彩時文

第 6 表 石器計測表

① 

Na 遺 構 名

縄文関係
419 28 号 住

420 40 号 住

421 26 号 住

422 13 号 住

423 27 号 住

424 

425 7 号 住

426 9 号 住

427 

428 ク

429 " 

430 13 号 住

431 1 5 号 住

432 18 号 住

433 26 号 住

434 27 号 住

435 " 

436 28 号 住

437 ク

438 29 号 住

439 30 号 住

440 32 号 住

441 38 号 住

442 43 号 住

443 14 号 住

444 

445 

446 1 6 号 住

447 イシ

448 28 号 住

449 " 

450 " 

器 種 石 質

安 山 岩

頁 岩

粘 板 岩

頁 岩

頁 岩

粘 板 岩

頁 岩

粘 板 岩

頁 岩

砂 岩

安 山 岩

砂 岩
。

頁 岩
イシ
。

砂 岩
。

安 山 岩

砂 岩
イシ
。
。

岩

岩

岩山

頁

砂

安
イシ
ク

。
イシ
イシ
" 

。

計 ìJ!� 値
長 (cm) 幅 (c澗) 厚 (cm) 重 (g ) 

8

九
3

2

9

4

0

0

4

4

5

8

0

8

2

3

'
台
.

.

.

.

.

 
.

 

•
•
.
.
.
.
•
•
•

 

ワ“

ワ“

qd

A仏竺τ

QU

弓t

ハU

FR、bυ

にd

nb

Fo

《b

4A

。。

氏U

Rυ

1

1

1

1

 

1 1 . 7  

14 . 9  

1 1 . 2  

14 . 7  

1 2 . 6  

8 . 5  

1 2 . 8  

12 . 2  

1 1 . 6  

10 . 6  

8 . 1  

Qd

qd

nt

qd

qd

14

1i

Rd

pb

只u

qu

1A

nt

nU

氏u

qu

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

 

'i

噌I

咽I

'i

qu

qd

aq

qU

4住

民d

nhu

nxu

nHv

an-

aq

qu

ー

0 . 4  

0 . 33 

0 . 3  

0 . 6  

0 . 5  

0 . 7  

0 . 5  

0 . 3  

3 . 6  

2 . 3  

1 . 7  

1 . 1 

2 . 5  

4 . 2  

29 . 8  

24 . 4  

45 . 2  

1 1 . 2  

1 1 9 . 8  

1 26 . 4  

登録番号

251主93

46f主14

271主23

49住

1 31:主22

47住

B グ 1) "1 ド
7 住1 1

9 1:主17

9 住一括

9 1主122

9 1主146

13住

341主 1 1

1 61:主64

491主17

47住

47住

46f主98

46住

451主121

181:主

1 91:主14

251主62

421主143

14住322

141主390

14住220

35住87

351:主27

4613:106 

461:主99

46住37

石 鍛

磨 製 石 鍛

。

磨 製 石 斧

石 包 丁

。
。

砥 石

。
。
。
。
。
。
イシ
。
。
。
イシ
イシ
。
。
。
イシ
。

磨 石 ・ 敵 石

。
。
イシ
ろ初
イシ
イシ
。

2 1 4 

4 . 2  

1 3 . 3  

5 . 3  

1 2 . 8  

7 . 5  

3 . 9  

1 1 . 7 

7 . 0  

10 . 1  

9 . 0  

1 . 6  262 . 4  

5 . 3  1051 . 7  

2 . 8  730 . 2  

4 . 3  223 . 0  

2 . 0  72 . 5  

2 . 8  32 . 8  

30 . 0  

5 . 5  

3 . 1  1 95 . 7  

2 . 6  583 . 2  

1 .  3 97 . 7  

3 . 1  853 . 0  

3 . 6  

0 . 6  

571 . 4  

32 . 8  

10 . 1  

1 1 . 6  

8 . 6  

7 . 2  

4 . 0  1 093 . 0  

7 . 5  

7 . 9  

8 . 1  

18 . 6  

7 . 8  

1 0 . 8  2 160 . 0  

6 . 7  918 . 6  

5 . 2  366 . 8  



第 血 章 狩尾 ・ 湯の 口遺跡の調査 と 成果

遺 構 名 器 種 質
計 調4 (直

登録番号N() 石
長 (cm) 幅 (cm) 厚 (cm) 重 (g ) 

451 38 号 住 。 。 10 . 6  8 . 0  5 . 2  362 . 0  25住68

452 1 号 j糞 イシ 。 10 . 6  9 . 3  7 . 8  1 1 58 . 2  1 滋1 1 4

453 。 。 。 1 0 . 6  9 . 0  4 . 3  688 . 8  1 ì詳98

454 イシ 。 。 1 2 . 0  6 . 7  1 ì蒋

455 。 。 。 1 0 . 7  9 . 3  8 . 9  1 181 . 6  l 溝1 1 3

456 。 。 。 8 . 1  7 . 9  A ， 8 区一括

457 1 号 f主 4ロA 石 安 山 岩 32 . 6  50 . 0  13 . 6  32000 11: 主27

458 14 号 住 イシ 。 34 . 0  44 . 0  1 1 . 0  25000 1 4住

459 イシ イシ 。 28 . 4  26 . 2  1 5 . 5  1 5440 141主31 5

460 1 5 号 f主 。 イシ 32 . 4  58 . 4  1 3 . 0  29000 341主

461 18 号 住 。 。 29 . 2  37 . 4  12 . 0  1 9330 161主16

462 。 。 。 40 . 6  53 . 2  1 1 . 0  34500 1 61主235

463 1 6 号 住 イシ 。 49 . 2  70 . 0  1 1 . 5 49000 f主

464 1 9 号 f主 。 。 32 . 2  44 . 0  1 1 . 2  1 6445 3H主98

465 26 号 住 。 。 47 . 4  56 . 0  1 2 . 1  35000 49f.主82

466 27 号 住 。 。 36 . 8  47 . 0  1 5 . 3  42500 47f主 1 70

467 28 号 f主 。 イシ 38 . 6  43 . 6  6 . 5  1 6960 461主10

468 32 号 住 イシ イシ 39 . 8  40 . 0  1 5 . 5  35000 40住60

469 イシ 。 。 23 . 6  37 . 6  18 . 0  24500 401主68

470 33 号 f主 。 。 37 . 4  44 . 2  9 . 7  22000 22f.主

471 43 号 住 磨 石 安 山 岩 33 . 7  38 . 6  1 1 . 8  23500 42f.主78

472 37 号 f主 。 イシ 20 . 6  1 4 . 6  37 . 0  3485 27住

473 l 号 満 。 今 43 . 8  43 . 6  1 5 . 3  24000 1 i茸
474 。 イシ 。 31 . 0  26 . 2  9 . 0  8860 l ì薄

475 。 。 。 38 . 6  24 . 6  1 0 . 3  1 3760 l 溝

476 イシ イシ 。 29 . 6  39 . 2  8 . 2  1 2 1 30 つ
477 。 イシ 。 40 . 6  53 . 6  1 3 . 0  32000 l ì蒋

698 46 号 住 石伝 石 14 . 0  5 . 4  4 . 6 1 71主2

713  48 号 f主 -口L、 石 安 山 岩 35 . 2  24 . 2  1 . 35 15710  441主

2 1 5 



第 7 表

登録番号

241主

421主1

471主218

1 31主24

451主163

451主160

9 1主88

101主1

l 溝1 06

1 溝上層

C 区一括

2 1主79

5 1主 2

2 1主125

4 住一括

43住30

49住25

481主3

45住

B 区一括

l lf主3

C 区一括

341主25

161主床直

221主3

2 1主33

1 31主42

2 1主60

431主10

C 区一括

l 海中層

47住1 1 4

40住65

1 1 1主7

181主6

31住

131主50

13住23

B 区一括

4 住一括

43住14

481主6

16住

45住158

481主l

1 6住

451主162

2 1主70

18住一括

4 1主83

47f主221

161主60

491主170

重 (g ) 

FD
つd
AUZ
Aせ
氏U
QU
1A
dせ
A砧z
nu
ヮ“
巧4
巧t
At
nhV
AUA
1i
AUτ
?“
只U
OO
Gυ
1i
nb
oo
qd
令d
勺d
つω
ワム
oo
nv
戸b
nd
Qu
nt
nU
7e
nJ
FO
円t
Fb
氏U
ph
oo
--
ヴt
4・
Aせ
氏U
Fb
nv

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•

 

Fhu
ヮ“
FD
ヮ“
au
oO
Rd
弓4
00
弓t
oo
nt
ti
qd
FD
A&
qd
n，d
弓t
Fhu
っ“
qd
巧t
qU
1i
ワu
1i
o0
4-
wb
A-
っd
ワμ
4‘
っ白
百且
qd
11
1i
nu
qd
ワ&
ワ臼
1A
4・
ヮ臼
nu
1a
nυ
ワ臼
ti
--

1

2

1
 

FD
Fb
ワム
31
ワU
Fb
にd
qu
ワ白
?“
つμ
qd
AUZ
ワU
1i
Aせ
1A
Fb
FU
ηi
ワ白
FU
FD
1i
14
1i

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

 

1A
1A
nυ
ハU
AU
1ょ
E且
Au
nv
nu
ハu
nv
nu
nu
nv
nu
nu
nu
--
nv
nu
nu
nu
nu
nv
AU

0 . 1  

0 . 2  

0 . 3  

0 . 2  

1 . 5 

直-一叩一
m
J
J
J
5
5

4目一 i1一
ハU
AU
AU
nリ
胃i
'i

一
厚一

寝
つ一)一

測
一
一
叩一
9

1

8

8

6

8

7

2

3

5

白
1

2

5

6

7

7

4

3

2

4

2

計

五一
日一
2

2

1

1

1

2

2

2

2

3

2

2

2

6

1

1

1

1

2

2

1

1

具
一

幅一

身
一

装
一

器
一

属
一

金
一

Fhd

 

6

3

2

4

5

3

4

5

4

1

4

3

6

4

6

 

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

nU
ハU
ハU
AU
AU
ハリ
ハU
qδ
nu
nU
ハU
nU
AU
AU
ハU

4
AU
qd
nJ
Fb
qd
ワ臼
QU
1よ
必噌
氏U
ヴ4
00
au
nt
ny
FD
Fb
Fb
にd
にd
saτ
A宅
氏U
組処
A品τ
oo
qa
勾t
au
oo

，

 

•
•
•
•
•

.

.

.

.

.
•

•
.
•
•
.
.
.
.
•
•
•
.
•
.
.
.
.

 

1

2

1

2

1

2

2

2

2

2

2

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

)-叩一
8

4

3

2

6

6

7

6

7

3

0

4

1

9

(--
qu
A噌
qd
Aせ
ワ臼
nJ
Aせ
nt
Rd
oo
mb
Fhd
勾t
n，，

長

戸、υ

2

8

8

5

8

7

6

2

8

9

7

2

5

8

5

0

1

0

3

2

1

4

5

8

6

8

8

8

3

4

7

1

9

3
5

0
8
4
4

 

.

.

.

.

.

.

.

.

.
.
.
.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
.
.

.

.

.

.

.

 
目
.
.

 

3

6

5

4

4

3

3

3

3

3

2

1lよ

3

44.

4

3

4

3

2

2

6

3

3

3

3

2

2

5

6

5

4

5

2

2

2

2

2

2

1i

質

青 銅

鉄

。

。
。
イシ
。
。
ク

。
イシ
。
。

。

イシ
ク
イシ
イシ
イシ
。

。

ク
。
イシ
イシ
イシ
イシ
。

ク

。
。

。
イシ
。
イシ
。

材種

鍛

鍛
イシ

。

ク

イシ

イシ

。
。

イシ

。
。

。

イシ

イシ
イシ
。

。
ク
。
イシ

イシ
。
イシ
イシ
。

。
。
イシ
ク
。

。
。
。
。

イシ

器

銅

鉄

遺 構 名

42 号 住

43 号 住

27 号 住

1 3 号 住

29 号 住

29 号 住

9 号 住

10 号 住

1 号 溝

l 号 溝

15 号 住

18 号 住

33 号 住

2 号 住

1 3 号 住

2 号 住

23 号 住

1 号 溝

27 号 住

45 号 住

1 1 号 住

30 号 住

19 号 住

1 3 号 住

13 号 住

2 号 住

5 号 住

2 号 住

4 号 住

23 号 住

26 号 住

24 号 住

29 号 住

1 1 号 住

。

ク

。

。

。
。

2 1 6 

イシ
イシ

ク
。
イシ

イシ
イシ
。

イ〉

イシ

No. 

478 

479 

480 

481 

482 

483 

484 

485 

486 

487 

488 

489 

490 

491 

492 

493 

494 

495 

496 

497 

498 

499 

500 

501 

502 

503 

504 

505 

506 

507 

508 

509 

5 10  

5 1 1  

5 12  

5 13  

514  

515  

5 16  

5 1 7  

5 18  

5 19  

520 

521 

522 

523 

524 

525 

526 

527 

528 

529 

530 

。
。
。

。

。

。

。

。
。

。

。

。

イシ

イシ
。

。
。
。4 号 住

23 号 住

24 号 住

18 号 住

29 号 住

24 号 住

18 号 住

29 号 住

2 号 住

30 号 住

4 号 住

27 号 住

18 号 住

26 号 住



第 皿 章 狩尾 ・ 湯の 口遺跡の調査 と 成果

No. 遺 者署 名

531 26 号 住
532 32 号 住
533 32 号 住
534 9 号 住
535 
536 1 9 号 住
537 22 号 住
538 1 1 号 住
539 2 号 住
540 9 号 住
541 27 号 住
542 2 号 住
543 1 5 号 住
544 1 1 号 住
545 1 8 号 住
546 5 号 住
547 1 3 号 住
548 38 号 住
549 1 8 号 住
550 27 号 住
551 1 3 号 住
552 33 号 住
553 1 6 号 住
554 38 号 住
555 38 号 住
556 37 号 住
557 1 4 号 住
558 47 号 住
559 1 1 号 住
560 号 滋
561 1 3 号 住
562 1 4 号 住
563 1 0 号 住
564 45 号 住
565 1 4 号 住
566 2 号 住
567 14 号 住
568 39 号 住
569 24 号 住
570 29 号 住
571 42 号 住
572 1 0 号 住
573 1 4 号 住
574 29 号 住
575 1 3 号 住
576 1 4 号 住
577 2 号 住
578 29 号 住
579 9 号 住
580 26 号 住
581 42 号 住
582 29 号 住
583 33 号 住

器 種 材 質

鉄
。
。
。
。
。
イシ
イシ
。
。
イシ
。
。
イシ
。
。
イシ
。
イシ
。
イシ
。
。
。
。
。
。
。
。
イシ
。
。
。
ク
。
。
。
。
イシ
。
イシ
。
。
イシ
。
。
。
。
イシ
イシ
。
。
。

計 測l 値
長 (cm) 幅 (cm) 厚 (cm) 重 (g ) 

2
3
9

S
2
1
ρ
0
2
3
5
1
0
1

J
S
2
4
7
0
1
0
5
1
0
4
5
9
2
4
9
6
9
3
0
3
1
5
7
7
1
4
4
6
3
3
2
7
0
8
7
5
6

 

•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•

•
•
•
•

 

2
3
l

U
4

m
口
U
9
3
1
2
3
7
5
7
2
3
3
3
5
4
4
3

1
5
2
2
2
2
5
3
7
4

日
4
8
5
7
5
6
5
5
3
3
1
1
1
1
仏
ふ
仏
3
ー

Fhd

 

y
FJ
PA
PA
-
A
b
2
4
4
9
9
9
4
2
3
6
7
4
4
6
6
6
5
6
9
6
5
0
1
8
7
9
7
9
8
8
2
1
4
4
7
6
4
3
4
0
8
1
2
3
5
5

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
1
1
1
1
1

O
O
O
I
l
-
-
1
1
1
0
O
I
l
-
-
o
o
1
1
1
1
1
1
1
0
1
1
1
1
0
1
2
2
3
L
2
2
2
2
乙
1
乙
2
Z
2
1
乙
つい
ト
ト
仏
仏

td

rD

RU

RU

Fhu

 

ι
J
J
A
J
J
2
J
Z
J
5

J
Z
A
2
J
J
I

J
J
J
J
J
J
5
J
5
J
5
1

J
J
5
5
J
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
日
1
1
2
1
ぉ
5
5

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
1
0
O
I
l
-
-
0
0
0
0
0
0
仏
仏
仏
仏
仏
仏
仏
仏
仏
仏
仏
仏

oA
ハA
Y
J
A
1
8
1
8
1
6
4
0
9
8
1
8
2
4
0
0
5
7
9
6
6
2
0
0
4
5
0
9
5
7
6
7
3
1
2
7
4
1
7
8
4
2
0
8
6
5
3
3

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•

 

0
2
0

M
3

ロ
7

M
8
4
0
1
5
4
4
5
0
3
3
3
7
4
5
2
8
4
2
3
1
1
4
4
8
6
5
4
5
QU
1
L
o
-
-
ι
1
1
0ι
ふ
ふ
つい
仏
仏
1

11

丹、υ

AUτ

A-

zi
--
胃i
qJ
ti

ti
ti

登録番号

B 区一括
1 91主51
1 91主59
9 f主83
包含層一括
3H主l
39住1
l H主
2 f主57
9 住93
471主229
2 1主4
34住23
l l f主
1 6住4
5 住1
1 31主57
25住3
1 6住床 直
47f:主P-4
1 31主28
22fì39 
35fì35 
25住91
25住1 1 9
20住一括
1 4住 中 層 一指
471主220
1 1 1主P-3
1 i薄18 1
1 3f主54
1 4住ベ ン ガ ラ 内
1 0f主2
40f主69
1 4f主324
2 f主148
1 4f主229
26住43
481主4
451主169
241主51
l Of主3
1 4住265
451主 1 67
1 3住
1 4住一括
2 f主84
451主 1 53
9 号住84
49号住30
24住一括
45f主200
22f主2

鉄 鍬
。
。

環 頭 万 子

茎 万 子

。

鋒
イシ
。
イシ
ク
イシ
イシ
ク
。
。
。
イシ
ク
イシ
ク
。
イシ
イシ
。
。
ク
。
。
イシ
。
。

鉄 斧手 鎌
イシ
。
イシ
。
。
イシ
ク
。
。
。
。
。
イシ
イシ

不 明 鉄 器
。
。
。
ク

2 1 7 



No. 遺 構 名

584 33 号 住
585 2 号 住
586 29 号 住
587 号 住
588 28 号 住
589 24 号 住
590 2 号 住
591 2 号 住
592 2 号 住
593 3 号 住
594 2 号 住
595 2 号 住
596 2 号 住
597 2 号 住
598 2 号 住
599 2 号 住
600 2 号 住
601 2 号 住
602 2 号 住
603 2 号 住
604 2 号 住
605 4 号 住
606 10 号 住
607 1 1 号 住
608 1 1 号 住
609 13 号 住
610 1 3 号 住
61 1  1 3 号 住
612  1 3 号 住
613 1 3 号 住
614 1 3 号 住
615  1 3 号 住
616  1 3 号 住
617  1 3 号 住
618 1 3 号 住
619 1 3 号 住
620 1 3 号 住
621 1 3 号 住
622 1 3 号 住
623 1 3 号 住
624 1 3 号 住
625 1 3 号 住
626 1 3 号 住
627 13 号 住
628 13 号 住
629 13 号 住
630 1 5 号 住
631 1 7 号 住
632 1 8 号 住
633 24 号 住
634 24 号 住
635 24 号 住
636 24 号 住

器

不 明 鉄 器
ク
。
。
。
。

鉄 片
ク
イシ
。
ク
ク
。
。
ク
。
イシ
イシ
イシ
イシ
ク
イシ
。
。
。
" 
イシ
。
。
イシ
イシ
。
。
。
。
" 
。
。
。
イシ
。
。
。
。
今
。
。
。
イシ
。
。
。
。

種 材 質

鉄

計 測 値
長 (cm) 幅 (cm) 厚 (cm) 重 (g ) 

5 . 2  0 . 6  0 . 4  2
4
2
6
6
4
7
7
2
2
5
3
2
6
9
3
6
2
4
1
0
2
6
4
1
4
2
5
7
3
1
8
7
1

 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
一・
・
・
・
・
・

・
・
・
目
a

Rυ
つu
nU
9b
pb
nu
ヮ，
噌1
1i
ヮ“
寸ょ
っU
1A
1A
nυ
qd
1i
噌i
11
11
1i
ワ臼
ni
nt
1i
にu
nJ
?“
00
1占
1ム
ワu
qd
I

4A
nv
ワ白
oo
--a
つω
ワ白
oo
qu
ワ白
nj
Fhυ
OO
Fb
qv
氏u
nu
。。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

 

2
1
1
0
0
1i
3
0
2
1
0
0
4
3
1‘
8
3
2

 

登録番号

221主2
2 住1 4
45住16 1
11:主28

46166 
481主 1 1
2 住
2 住26
2 住51
3 f主28
2 住93
2 住14
2 住1 5
2 1主35
2 1主27
2 住86
2 住26-3
2 1主32
2 住1 6
2 住102
2 住15-2

H主20
1 01主80
1 l f主23
1 1住床面
131:主
13住23
1 3住63
1 3住62
13住
131主176
1 3住55
13住
131主32
1 3住
13住29
1 3住60
13住26
131主57
1 31:1:37 
1 3住51
1 31主27
1 3住40
131主53
13住
131:1:58 
341主10
361主4
1 61主75
481主2
481主7
481主9
481主5

。
。
。
。
。
。
。
。
4シ
。
。
。
。
。
ク
。
イシ
イシ
。
イシ
。
。
。
。
。
ク
。
。
イシ
。
。
。
ク
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
イシ
イシ
イシ
イシ
。
。
イシ
イ少
。

2 . 2  
4 . 9  
5 . 3  
1 . 1  
6 . 7  

0 . 6  
5 . 5  
0 . 4  
0 . 35 
1 . 9 

0 . 4  
0 . 5  
0 . 25 
0 . 3  
0 . 1  

'EA

 

RU

にd
FD

FD

・

-A
ワ臼
11
ワ臼
FU
--
ηt
Aせ
1i
泊uz
Fo
qd
qu
Auz
η4
2i
ワム
つ&
3A
1i
1A
『I
1A
喝1
1A
nu
つ白

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•

•

 

，
.

 

nu
nU
AU
AU
AU
AU
AU
nu
'i
nリ
ハU
AU
ハu
nU
AU
AU
AU
AU
AU
ハu
nU
ハu
nu
nU
AU
nL
AU
•

 

AU

 

nu

 

•

 

8
日
0
3
5
9
0
7
5
8
8
6
7
2
8
3
6
5
7
1
5
7
3
0
9
1
7

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

 

市i
胃i
胃A
ti
AU
AU
--
AU
唱i
ハU
nu
nU
ハU
1よ
ハU
9“
市i
nu
'i
14
司i
ti
市i
唱i
nU
FD
AU

AU

 

nt

 

phυ

Fhd

 

6
6
7
9
1
1
5
8
1
7
0
5
2
0
1
1
6
8
8
4
5
8
6
3
7
1
4

 

.

.

.

.

.

.

.

.

.
•
.
.
.
.
.
.
.
.
•
•
.
.
•
.

 

，
.

 

ワu
ヮ“
つU
1i
AAτ
ワ白
ワU
9b
。ο
ワ&
9d
ワu
つd
ワμ
ワu
Fb
4&
ワ臼
Aq
内d
ヮ，“
qδ
つ臼
ワム
ワ旬
。。
ヮu
•

 

nノμ

-Lh

Fhd

 

A
1
1
3
2
4
6
3
6
3
5
2
3
6
1
2
1
2

 

.
，

 

•
•
•

.

.

.

.

.

 

1
・
・
・
・
・
・
・
・
・
守

rL
ハU
ハu
nv
nv
nHv
nv
AHv
nu
nυ
qu
nu
nU
ハU
AU
nu
nu
nU

7
9
8
6
MM
5
6
5
9
8
4
2
1
1
7
0
1
8

 

-
目
・

・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
目
a

nu
nU
Au
nU
《U
AU
AU
nU
AU
AU
ハu
nu
nL
唱i
唱i
qδ
'i
AU

瓜生
aq
司υ
η4
0白
nL
RU
06
nud
弓4
ワa
nu
nU
A告
のO
AU
OO
唱i

•
•

•
•
•

 

-
-
-
-
-
-
-
-
a

 

qJ
ti
nru
η4
04
9臼
qtυ
咽i
qL
唱1
1A
qru
qd
qδ
nL
aq
の4
8ny
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第 E 章 狩尾 ・ 湯の 口遺跡の調査 と 成果

No. 遺 構 名

637 24 号 住

638 24 号 住

639 27 号 住

640 26 号 住

641 26 号 住

642 24 号 住

643 27 号 住

644 27 号 住

645 27 号 住

646 27 号 住

647 27 号 住

648 27 号 住

649 28 号 住

650 28 号 住

651 28 号 住

652 29 号 住

653 29 号 住

654 32 号 住

655 33 号 住

656 37 号 住

657 35 号 住

658 38 号 住

659 40 号 住

660 2 号 住

661 42 号 住

662 14 号 住

663 43 号 住

664 27 号 住

665 14 号 住

666 19 号 住

667 38 号 住

668 27 号 住

669 2 号石橋

670 2 号石棺

671 2 号石棺

673 2 号石棺

674 2 号石棺

675 2 号石棺

676 2 号石棺

677 2 号石棺

678 2 号石棺

679 2 号石棺

680 2 号石棺

681 2 号石棺

682 2 号石棺

683 2 号石棺

684 2 号石棺

685 2 号石棺

器

鉄 片
。
。
。
。
。
。
。
。
。
イシ
イ少
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

鉄 j宰
。

土 製 円 板
。

勾 玉
。

管

主党

丸 玉
。
。
。
。

小 玉

丸 玉
。
。

小 玉
イシ
。
。
。
。

種 材 質

鉄
計 測 値

長 (cm) 幅 (cm) 厚 (cm) 重 (9 ) 

pb

ハU

AU

21

ヴ'

4-

ni

qδ

00

勾t

qu

nb

Ed

η4

1i

ワω

ワu

ヮ“

AUT

ハU

nu

ヮ“

ヮU

9u

マt

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

 

9ω

ヮ“

qU

9b

ワu

kd

Ed

ヮ“

1i

ワω

ワω

Fb

qd

ワ白

9“

1A

ワb

Aせ

っu

ワ臼

司υ

qd

a仏Z

91“

つd

同hd

必品τ

弓t

nt

po

qd

AU

唱i

nv

ハb

nU

FO

oo

n''

EU

AU

AV

E-u

AU

phu

。o

ti

凋告

のL

弓t

au

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-


nu

nu

t-

胃A

AU

胃i

qL

噌i

ハU

ハu

nu

nU

唱A

nU

21

nU

AU

nL

ヮ“

1ょ

のL

nu

qG

AU

nu

2 . 3  

(径 厚)

0 . 65 

2 . 4-2 . 6  0 . 7  

(長 幅)

2 . 95 

4 . 95 

(径)

0 . 42 

(長)
3 . 5  

(径)

0 . 55 

0 . 6  

0 . 55 

0 . 55 

0 . 5  

0 . 35 

0 . 6  

0 . 5  

0 . 6  

0 . 4  

0 . 35 

0 . 35 

0 . 35 

0 . 3  

0 . 3 

1 . 5  

2 . 63 

(厚)

1 . 65 

(幅)

0 . 43 

(厚)

0 . 45 

0 . 45 

0 . 55 

0 . 3 

0 . 3  

0 . 1 5 

0 . 4  

0 . 4  

0 . 3 

0 . 35 

0 . 25 

0 . 25 

0 . 1 5 

0 . 2  

0 . 2  

2 . 5  

0 . 1 5 

0 . 1 

0 . 5  

0 . 3  

0 . 35 

0 . 1  

0 . 1  

0 . 1  

1 . 5 

0 . 3  

0 . 4  

0 . 1  

0 . 5  

0 . 3  

0 . 05 

0 . 45 

0 . 1  

1 . 5  

0 . 1 

1 . 5 

0 . 4  

1 . 2 

0 . 1 5 

0 . 3  

(厚 )

喝1

白d

F3

1i

o0

2ー

のL

ウt

nwd

pO

FD

Qd

1i

n，d

Fb

ou

nu

ηt

Fhυ

ヴt

1i

sny

q3

no

an官

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•

 

1

2

2

2

0

5

8

4

0

1

0

3

1

1

2

0

14

3

0

2

5

1

6

0

3
 

(孔径)

登録番号

48住一括

48住8

47f:主226

49住75

49住26

48住1 0

47f主219

47住223

47f主225

47f:主222

47i主228

47i主227

46f主65

46f:主90

46f:主8

46住166

45住159

1 9f主29

22住1

20住2

38住

25住92

27f主20

2 f主26-3

2M主5 1

14住2

42住1

47住炉下層

14住

0 . 95 31住

0 . 7  4 . 5-0 . 3  25住

(孔径 色)

0 . 1 5  ね ずみ

(厚 孔径)

2 . 3  0 . 1  

(孔径 色)

0 . 2  鉄 紺 2 石桔屍床上

0 . 25 マ リ ン ブ ル ー 2 石棺屍床上

0 . 25 淡紺

47住

l 石桔床上

2 石棺屍床上

0 . 2  マ リ ン ブル ー 2 石棺屍床上

0 . 2  マ リ ン ブル ー 2 石棺屍床上

0 . 1  マ リ ン ブル ー 2 石棺屍床上

0 . 25 マ リ ン ブル ー 2 石棺地点不明

0 . 2  マ リ ン ブ ル ー 2 石棺地点不明

0 . 2  "7 リ ン ブル ー 2 石棺地点不明

0 . 1 5  淡淡紺 2 石棺地点不明

0 . 1  淡淡紺 2 石棺地点 不明

0 . 1 5  淡淡紺 2 石棺地点不明

0 . 1 5 淡淡紺 2 石棺地点不 明

0 . 1  淡淡紺 2 石棺地点不明

0 . 1  マ リ ン ブル ー 2 石棺地点不明

。
。
。
。
。
。
イシ
イシ
。
。
。
。
。
。
4シ
。
イシ
。
。
。
。
。
。
。
。
。

土 器
。

凝 灰 岩

滑 石

玉 滑 石

片 青 銅

ガ、 ラ ス
。
。
イシ
。
。
。
。
。
イシ
。
。
。
。
。
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No. 遺 構 名 器 種 材 質
言十 調tl f直

登録番号
長 (cm) |隔 (cm) 厚 (cm) 重 (g ) 

(径) (厚 ) (孔径) (色)

686 2 号石棺 玉 ガ ラ ス 0 . 25 0 . 2  0 . 1  淡マ リ ン ブルー 2 石棺地点不明

687 2 号石棺 。 。 0 . 3  0 . 2  0 . 1  淡マ リ ン プ}�- 2 石棺地点不明

688 2 号石棺 。 。 0 . 3 0 . 2  0 . 1  淡マ リ ン ブルー 2 石棺地点 不明

689 2 号石棺 。 。 0 . 25 0 . 2  0 . 1  淡マ リ ン ブルー 2 石棺地点不明

690 2 号石棺 。 。 0 . 25 0 . 2  0 . 1  淡淡紺 2 石棺地点 不明

691 2 号石棺 。 ". 0 . 3  0 . 15 0 . 1 5 淡淡紺 2 石棺地点、不明

692 2 号石棺 。 。 0 . 3  0 . 2  0 . 1  淡マ リ ン プ}�- 2 石棺地点、不明

693 2 号石棺 管 玉 。 0 . 35 -0 . 3  0 . 75 0 . 2  モ ス グ レ ー 2 石権地点不明

694 2 号石棺 。 。 0 . 4  0 . 9  0 . 1 5 モ ス グ レ ー 2 石本宮地点不明

695 2 号石棺 。 。 0 . 3  1 . 2  0 . 1 5 オ リ ー ブ色 2 石棺地点不明

709 47 号 住 茎 万 子 鉄 1 5 . 8  1 . 0 0 . 3  25 . 0  27f主2

710  47 号 住 。 イシ 16 . 2  1 . 3 0 . 3  1 8 . 5  27f主3

71 1 47 号 住 紡 錘 車 軸 。 25 . 7  0 . 6  0 . 4  21 . 1  23f主l

715  4 号掘立 紡 錘 車 4 号掘立柱
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第 町 章 狩尾 ・ 方無田遺跡の調査 と 成果

第 N 章 狩尾 ・ 方無田遺跡の調査と 成果

第 1 節 縄文時代の遺物 (第1 61 図)

縄文時代の遺物で は 、 調査区 の北側 に あ る 第36号

竪穴式住居跡の埋土 中 か ら 石 器及 び剥片 が出土 し た 。

た だ し 、 他の住居跡や調査箇所 か ら は一片の遺物 も

出土 し て い な い 。 従 っ て 、 調査区全体 に し っ か り し

た 包 含層 の存在 を 認め る こ と は で き な い 。 恐 ら く 、

調査区 よ り も さ ら に北側 に 分布の 中 心 が あ る も の と

考 え ら れ る 。 共伴 し そ う な 縄文式土器 は 出土 せ ず、

そ の所属時期 は 不 明 で、 あ る 。

石器関係 の遺物 は 、 2 点出土 し て い る 。 一つ は 削

器 (71 7) で、 も う 一つ は 剥片 (71 6) で あ る 。

削器の 素材は 、 縁辺 か ら 求心的 に ほ ど こ さ れ る 平

坦 な 二次加工 に よ っ て 主要剥離面 が失 わ れ て い る の

で、 不 明 で、 あ る 。 二次加 工 は 、 表裏両 面 に認め ら れ

る が裏 面の度 合 い は 少 な い 。 安 山岩 製 で あ る 。

剥片 は 、 黒曜石製の横長剥片 で あ る 。 磯面 を 打面

と し 、 表 面 の 一部 に も 喋 面 が残 さ れ て い る 。 黒曜石

は 、 漆黒色 を 呈 し 、 光沢 を 持つ 。 気泡 を僅 か に 含み 、

平行 し て走 る 摂理状の 細 い 線 が観察 さ れ る 。

長

ゅ

望

多�
モ三二み 717 

。 5 cm 

第159図 狩尾 ・ 方無回遺跡出土縄文時代の石器

第 2 節 弥生時代中期の遺構と 遺物
1 . 竪穴式住居跡と 遺物

弥生時代 中期の遺構 と し て 、 調査区 の北端 で 2 基

の竪穴式住居跡 が南北 に 並 ん だ状態で検出 さ れ た (第

1 60図) 。 遺構の位 置 か ら す れ ば、 そ の 分布 が さ ら に

北側へ の びて い く も の と 判断 さ れ る 。

1 号住居跡 (第1 61 図〉

南北 に並ん だ住居跡の 中 、 南側 に あ る 住居跡 を 1

号 と 呼ん だ (第1 60図) 。 そ の 規模は 、 長 軸4 . 04m . 

短軸 3 m を 測 り 、 壁高 は も っ と も 良 好 な 残存箇所で

52cm程度 あ っ た 。 平面形 は 、 胴張 り で四隅 が丸 い 長

方形 で あ る o 床面 に は柱穴や炉穴 は 無 く 、 唯一南壁

近 く に貯蔵穴 と 思 わ れ る 深 さ 40cmの 穴 が穿 た れ て い

る 。 そ の平面形 は 四 隅 が丸 い 長方形で、 長辺O . 55 m

短辺O . 26m で あ る 。

出土遺物 は 、 す べ て 土 器 で あ る 。

2 号住居跡 (第1 62図)

南北 に 並 ん だ住居跡 の 中 で、 北側 に位置す る 住居

跡 が 2 号 で あ る (第1 6 1 図) 。 そ の 規模は 、 長 軸3 . 74m

⑨ 

第1 60図 遺構配置図 (弥生時代 中 期 )
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第 2 節 弥生時代 中期の遺構 と 遺物
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第1 61 図 狩尾 ・ 方無田遺跡 1 号住居跡実測図及び 1 ・ 2 号出土土器
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- 短軸3 . 05m を 測 り 、 壁高 は も っ と も 良 好 な 残存箇

所で、40cm程度 あ っ た 。 平面形 は 、 l 号住居跡 に 類似

し て 、 胴張 り で四隅 が丸 い 長方形 で あ る 。 床 面 に は

柱穴や炉穴 は無 く 、 南壁近 く に 楕円形の貯蔵穴 と 思

わ れ る 深 さ 43cmの穴 が見 ら れ る の み で あ る 。 そ の 大

き さ は 、 長軸O . 34m 、 短軸O . 26m を 測 る 。

出土遺物 は 、 す べ て 土器 で あ る 。

[土器] (第1 6 1 図 71 8-724) 

土器は 、 す べ て 中期初頭 に 編年 さ れ る 城 ノ 越式土

器 の 型式的特徴 を 示す聾形土器 で あ る 。 7 1 8-72 1 は

口縁部 で、 722-724 は 底部 で あ る 。 出土遺構で は 、

71 9 ・ 721 . 723 は 1 号住居跡、 720 ・ 722 . 724 ・ 725

は 2 号住居跡で あ っ た 。

口 縁 は 、 71 8 ・ 7 1 9 ・ 72 1 の よ う に 平 坦 な も の と 、

720 の よ う に 低 く 傾斜す る も の が あ り 、 そ の 張 り 出

し は い ず れ も 弱 い 。 口 縁の 内 側 は 、 71 8 の よ う に 僅

か に 張 り 出 す も の も あ る が、 他の も の に は そ の 特徴

は み ら れ な い 。 口 縁下 に は 、 断面 が三 角 形 の 凸 帯 が

張 り 付 け ら れ て い る も の (7 1 8 ・ 720 ・ 72 1 ) と l 条

の沈線 が付 さ れ て い る も の (71 9) が あ る 。 底部 は 、

厚 い 作 り で、 弱 い 上 げ底 を 呈 し て い る 。

器面調整 は 、 内外面 と も ハ ケ 調整の 後 に ナ デ成形

に よ っ て そ の痕跡 を 撫 で消す 手 法 が取 ら れ て い る 。

そ の ナ デの 範囲 は 、 基本的 に 内外器面全域 に 及 ん で

回

「
1 1 
::、‘a cll 
CCコ
コ

ヨ

A . 

- ∞ 

A L =475 . 00m 

Z主

第 N 章 狩尾 ・ 方無回遺跡の調査 と 成 果

い る が、 内 面 の ほ ん の 一部 (71 9) や底部 お よ び そ

の周辺 (722 ・ 724) に ハ ケ 調整 の 痕跡 が残 さ れ て い

る 場合 も あ る 。

2 . ま と め

弥生時代 中期の遺構検出 は 、 竪穴式住居跡 2 基 に

と ど ま っ た 。 し か し 、 1 号住居跡の 中 か ら 城 ノ 越式

土器が出土 し た こ と に よ っ て極 め て 注 目 で き る 事例

と な っ た 。

こ れ ま で発掘 さ れ た 阿蘇谷 の 弥生時代遺跡の 中 で

も っ と も 古い住居跡 は 、 阿蘇町前田遺跡 に あ る 。 方

無田遺跡 か ら は 北東方 向へ約 5 kmほ ど の 所で あ る 。

調査の結果、 黒髪式土器 に 伴 っ て 石 包 丁 が発見 さ れ 、

稲作関係 では 阿蘇谷 に お け る 最 古の 資 料 と い う 意義

づけ がな さ れ た (島津1 983) 。

こ う し た 研究状況の 中 で、 今回 の 資 料 は 、 単 に 黒

髪式土器 に 先行す る 段階 の 弥生 人 の 足跡 と い う 意味

合い に と ど ま る 筈 は な P o そ れ は 、 前 田 遺跡 と 方無

田遺跡 と の遺跡立地の比較か ら 、 方無 田遺跡 に 稲作

の存在 を 想定 で き る か ら で あ る 。 お そ ら く 、 今回 の

報告 を 介 し て 、 方無田遺跡 が、 阿蘇谷 での稲作開始

時期 を 論 ず る 際の キ ー ワ ー ド に な る で あ ろ う 。

- ∞ 

⑨ 
4 m 

A ' 
. 

2 

- ∞ 

A ' 

三三 。

第1 62図 狩尾 ・ 方無田遺跡 2 号住居跡実測図
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第 3 節 弥生時代後期の遺構 と 遺物

第 3 節 弥生時代後期の遺構と 遺物
弥生時代後期 の遺構 に は 、 竪穴式住居跡 と 周溝遺

構、 そ し て 土墳墓が あ る 。 し か し 、 そ れ ら は 、 調査

区全域 に わ た っ て み ら れ る 訳で は な い 。 調査区 内 で

の地形的 な 特徴 に よ っ て そ の 配置 が規定 さ れ て い る

か ら で あ る 。 例 え ば、 調査区 の北半部 に は 、 小規模

な 谷 がみ ら れ る (第1 63図) が、 そ の 部分 に は遺構

は 無 い 。 同様 に 、 調査区 の 西側 に も 小 さ な 谷 があ る

が、 こ こ に も 遺構の存在 は な い の で あ る 。

⑨ 

第1 臼図

遺構は 、 谷以外の場所 か ら 検出 さ れ た 。 仮 に 、 そ

の配置 を 谷部 の 位 置 を 考慮 し て 群別 し て み よ う 。 西

外 れ の 一群、 中央部 の 一群、 さ ら に 北外 れ の 一群 に

分離で き そ う だ (第1 63図) 。 そ れ が ど の よ う に 有意

な ま と ま り な の か は 、 今 回 の 調査 に よ っ て は 明 ら か

に で き 辛 か っ た 。 何故 な ら ば、 西 と 北 グ ル ー プの遺

構数 が少 な く 、 3 つ の 群 を 詳細 に 比較検討で き な か

っ た こ と に よ る 。 従 っ て 、 今 回 の 報 告 で は あ く ま で

も 仮の グ ル ー プ分 け と し て の 意味合 い が強 い 。 以下、

竪穴式住居跡 か ら 順 に み て い こ う 。
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1 . 竪穴式住居跡と 遺物

① 竪穴式住居跡と 土器

弥生時代後期 の竪穴式住居跡 は 、 全部 で38基が検

出 さ れ た 。 前記 し た 支群毎の 内 訳は 、 西群 1 基、 中

央の群32基、 北群 5 基で あ る 。

西群では l 基の み を 調査 し た 。 お そ ら く 、 調査は 、

西群の一角 を 対象 に し た だ け で あ り 、 調査区外 に遺

構の 分布 が広 が っ て い る も の と 思 わ れ る 。

中央の群では32基 を 調査 し た 。 調査対象 を 外 れ た

部分 に 、 さ ら に 1 0基以上 の住居跡の存在 を 予想で き

る の で全体 では40基 を 越 え る 集 中部 と い う こ と に な

り そ う だ 。

北群 に は 、 5 基の 竪穴式住居跡 が あ る が、 そ の 全

体 を 調査 し た 訳では な い 。 そ の状態 か ら み れ ば、 群

の 南端 を 調査対象 に し た だ け に す ぎ な い と い う こ と

がわ か る 。

以下、 3 号 か ら 順 に み て い こ う 。

3 号住居跡 (第1 64図)

西群唯一 の 竪穴式住居跡で あ る 。 平面形態は正方

形 で、 南北軸6 . 07m 、 東西軸6 . 6 1 m を 測 る 。 壁高 は 、

約50cmで、 あ る 。 炉は 、 住居跡中 央 よ り も 北へ 1 m ほ

ど ず ら し て 設 け ら れ て い た 。 炉内 は 、 ほ と ん ど焼土

がな く 、 灰 に よ っ て 満 た さ れ て い た 。 そ の平面形態

は 、 直径85cmの正円 形 を 呈す る 。 炉の構造は特徴的

で、 炉の縁 に 沿 っ て 巡 る 堤 (以下 、 炉堤部 と す る )

に よ っ て 固 ま れ て い た 。 そ の炉堤部 の 高 さ は 1 l � 8 cm

で、 そ の幅は 50�20cmで あ る 。 柱穴 は 、 四隅 か ら 約

2 m 前後の場所 に 4 個穿 た れ 、 い ずれ か ら も 柱痕跡

を確認す る こ と は で き な か っ た 。 ベ ッ ド状遺構 は 、

6 箇所 に 設 け ら れ て い た 。 住居跡の 四隅周辺、 西壁

中央部、 そ し て北壁中央部 の 6 箇所で あ る 。 ベ ッ ド

の 高 さ は 、 8 � 5 cm で あ る 。 炉 と 南壁 と の 聞 に は 不

整の方形 を 呈 す る 貯蔵穴 が あ る 。 深 さ は 、 6 cm を 測

る 。 中 か ら 斐形土器 1 点 が出土 し て い る 。 北東隅近

く で、 二つ の ベ ッ ド状遺構の 聞 か ら も 貯蔵穴 が見 つ

か っ た 。 深 さ が1 5cmで、 あ る 。 掘 り 方 は 2 段の段掘 り

で、 比高10cm前後 を 測 る 。 平面形態 は 、 64cmX 54cm

の 長方形 で あ る 。 床 面 に は ベ ン ガ ラ が 3 つ の ブ ロ ッ

ク で認め ら れ た 。

出土土器は 多 く 出土 し た が、 図化 で き る も の は 少
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な く 、 ほ と ん ど が破片 の 状態 で あ っ た 。 そ の 中 で、

貯蔵穴 か ら 出土 し た整形土 器 は 、 完形 に 近 く 復元 で

き る も の で あ っ た 。 鉄関係 で は 棒状 の 鉄片 が 2 点

(884 ・ 888) 出 土 し て い る 。

[土器1 (第1 64図 725 . 726) 

725 は 、 鉢形土 器 で あ る 。 や や 丸 み を も っ た 底部

か ら 曲線的 に 胴部ヘ至 り 、 口 縁部 で弱 く 内傾す る 器

形 を と る 。 弱 く ハ メ 目 が残 っ た 胴部以外 は 、 内外面

と も で い ね い に 撫 で ら れ て い る 。 726 は 、 脚台付 き

の聾形土器で あ る 。 口 縁部 が 「 く 」 の 字 に屈 曲 し 、

胴部 の ほ ぼ中央部 に 最大径 が く る 。 口 縁端部 は 弱 く

摘み上 げ ら れ て い る O 器面調整 は 、 内外面共 に ハ ケ

目 調整で、 胴部上半部 に は タ タ キ も 観察 さ れ る 。

4 号住居跡 (第1 65-1 67図)

中央の群 に 属 す る 竪穴式住居跡 で、 そ の も っ と も

西端 で検 出 さ れ た 。 平 面 形態 は 正 方 形 でL 南 北 軸

5 . 95m 、 東西軸6 . 49m を 測 る 。 壁高 は 、 約50cmで、 あ

る 。 炉 は 、 住居跡 の 中 央部 よ り も 北へ 1 m ほ ど ず ら

し て 設 け ら れ 、 炉内 は 、 灰 に よ っ て 満た さ れ て い た 。

炉の底面 は 2 段 あ り 、 そ の 聞 の 比 高 は lOcm を 測 っ た 。

そ の平面形態 は 、 直径96�84cmの 円形 を 呈 し 、 深 さ

32cm で、 あ っ た 。 柱穴 は 、 四 隅 か ら 約 2 � 1 . 5m 前後

の場所 に 4 個穿 た れ 、 4 本 と も 24� 18cmの 柱痕跡 を

確認す る こ と がで き た 。 炉 と 南壁 と の 聞 に は 不整の

円形 を 呈 す る 貯蔵穴 が あ る 。 底 面 は段違 い で 2 段 あ

り 、 そ れ ぞれ の 比高 は 14cm ほ ど で あ っ た 。 床 面 と 貯

蔵穴最深部 と の差 は 、 20cm を 測 る 。 南隅 の底 面 に は

さ ら に 直径20cmの柱穴状の穴 がみ ら れ る 。 入 口施設

の 支 え 柱の跡で あ ろ う か 。 貯蔵穴内 か ら の 出 土遺物

と し て は 、 台石 l 点 が出土 し て い る 。

出土土器 は 、 か な り 多 量 に の ぼ っ た 。 特 に 、 南東

隅では密集 し た 状態 で あ っ た 。 し か し 、 床 に 密着 し

た も の は ま っ た く 無 く 、 す べ て が1 5cm以上 も 浮 い た

状態で あ っ た 。 住居廃棄後 に 投 げ込 ま れ た も の と 判

断 で き る 。 石器では 、 台石 3 点 (848-850) が床 及

び貯蔵穴の底面 に密着 し て 出 土 し た 。

[土器1 (第1 67-1 68図 727-737) 

壷形土器、 鉢形土器、 高均二形土器、 聾形土 器 が出

土 し た 。 727 は 、 童形土 器 の 口 縁部 で あ る 。 複 合 口

縁で、 肩部 に 波状の 櫛描文 がみ ら れ る 。 728 は 、 査
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形土器の胴部上半部、 そ の肩部 に 箆状工具 に よ る 列

点 文 が施文 さ れ て い る 。 器面調整 は 、 全体的 に は ナ

デ調整で、 胴部 の 内外面 の 一部 に ハ ケ 目 が残 さ れ て

い る 。 鉢形土器 は 、 素 口 縁 (729) と 屈 曲 口 縁 (730 ・

731 ) の 2 者 が あ る 。 器面 の 調整 は 、 内 外面 共 に ナ

デ調整で あ る が、 胴部 の 一部 に ハ ケ メ を 残す も の が

あ る 。 732 は 、 高杯形土 器の脚部 で あ る 。 透 か し は 、

み ら れ な い 。 器面 は 、 僅 か に ハ ケ メ を の こ す場合 も

あ る が、 全体的 に は ナ デで調整 さ れ て い る 。 聾形土

器 に は 、 脚台付 き (735) と 丸底 (733 ・ 734 ・ 737)

があ る 。 土器 の 型式的特徴 は 、 両 者 と も ほ ぼ同 じ で

あ る 。 口 縁部 が r < J の 字 に 屈 曲 し 、 胴部 の ほ ぼ中

央部 に 最大径 が く る 。 器面調 整 は 、 内外面共 に ハ ケ

目 調 整 で、 胴部 に は タ タ キ も 観察 さ れ る 。 ま た 、

734 の よ う に 胴部 下 半部 に 下 か ら 上へ の 箆 削 が観察

さ れ る 土 器 も あ る 。 口 縁端 部 の 状態 で は 、 735 の よ

う に摘 み 上 げの 手法 がみ ら れ る も の と 平縁があ る 。

5 号住居跡 (第1 68-1 69図)

中央の群の西端 に 近 い場所 に あ る 竪穴式住居跡で

あ る 。 平 面 形態 は 正 方 形 で、 南北軸 ・ 東 西 軸 共 に

6 . 62m を 測 る 。 壁高 は 、 約40cmで、 あ る 。 炉は、 住居

跡 中 央 よ り も 北へ 1 m 、 西へO . 5m ほ ど ず ら し て 設

け ら れ て い た 。 炉 は 、 四隅 が丸 い 、 胴張 り の長方形

で、 長辺49cm ・ 短辺36cm を 測 る 。 底 面 は段違 い で 2

段 あ り 、 そ の 比 高 は 6 cmで あ る 。 炉内部 に は焼土 が

残 さ れ て い た 。 炉の 周 囲 に は 、 直径14cmほ どの小穴

が 6 個 あ る 。 柱穴 は 、 四隅 か ら 2 m 前後 の場所 に 4

個穿 た れ て い た 。 い ずれ の住居跡 か ら も 16- 13cmの

柱痕跡 が確認で き た 。 ま た 、 炉の南脇 に も 柱穴状の

穴 が あ っ た 。 1 5cmの柱痕跡 が あ り 、 入 口施設の 支 え

柱 と も 思 え る 。 南壁 に は 不整の方形 を 呈 す る 貯蔵穴

があ る 。 床面 に は 、 小 さ な プ ロ ッ ク で は あ っ た がベ

ン ガヲ が 3 箇所で認 め ら れ た 。

出土土器は 多 く 出 土 し た が、 図化で き る も の は 少

な い 。 石 器 は 、 砥石 1 点 (837) が出土 した 。

[土器1 (第1 69図 738-744) 

壷形土器、 鉢形土器、 そ し て 図化 に は 耐 え な い 資

料 で あ っ た が聾形土 器 が出 土 し て い る 。 738 ・ 739 は

複合口縁であ る 。 内 外面 と も で い ね い な ナ デ調整 が

施 さ れ て い る 。 肩部へ の 文様 は 、 櫛描 に よ る 平行文
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と 流水文 (740 ・ 741 ) 、 箆状工具 に よ る 列 点 文 (742 ・

743) があ る 。 鉢形土器 は 、 素 口 縁 で あ る 。 器面 は 、

て い ね い に撫 で ら れ て い る 。

6 号住居跡 (第1 68図)

5 号住居跡 に 切 ら れ た 状態 で検出 さ れ た 。 規模及

び平面形態 は 不明 だ が、 そ の残存状態 か ら す れ ば、

3 . 9m を 越 え る も の で は な さ そ う だ 。 し た が っ て 、

竪穴式住居跡 と し て は 、 小型の部類 に 入 る 。 壁高 は 、

22cmで あ る 。 内部の施設は わ か ら な い 。 柱穴 は 、 5

号住居跡の床面上で も そ の 存 在 を 確認す る こ と は で

き な か っ た 。

出土遺物 は 、 小破片 が数点程度 で あ っ た 。

7 号住居跡 (第1 70図)

中央の 群 に 属 す る 竪穴式住居跡で、 そ の 西端 に 近

い と こ ろ で検出 さ れ た 。 平面形態は正方形 で、 南北

軸4 . 33m 、 東西軸4 . 82m を 測 る 。 壁高 は 、 約36cmで

あ る 。 炉は 、 住居跡 の 中 央部 よ り も 北へ50cm ほ どず

ら し て 設 け ら れ て い た 。 炉の 底 面 は 2 段 あ り 、 そ の

聞 の 比高 は 14cm を 測 る 。 そ の 平面形態 は 、 直径81 -

76cmの 円形 を 呈 し 、 深 さ 32cmで、 あ っ た 。 炉内 に は 、

焼土 が残 っ て い た 。 柱穴 は 2 本 で、 そ の 東西軸上 で

約 2 m の 聞 を お い て 穿 た れ て い た 。 柱痕跡 は 2 っ と

も 13cmで、 あ る 。 ベ ッ ド状遺構 は 、 東壁南半分 に 1 箇

所 に 設 け ら れ て い た 。 ベ ッ ド の 高 さ は 、 28-24cmで

あ る 。 炉 と 南壁 と の 聞 に は 長 方形 の 平面形態 を 呈 す

る 貯蔵穴 が あ る 。 長辺1 . 45- 1 . 2m 、 短辺O . 8-0 . 9m

の 大 き さ で、 深 さ は14cmで、 あ る 。 貯蔵穴の 底面北側

に は60cmの 聞 を お い て 2 個 の 穴 が あ る 。 直径14cm と

20cmの 大 き さ で あ る 。 入 口 施設 の 支 え 柱 と 考 え ら れ

る 。 ベ ン ガ ラ は 、 東側 の住穴近 く に あ っ た 。

出土土器 は 相 当 量 あ っ た が、 図化 に 耐 え る も の は

な か っ た 。 石 器 に は 磨 石 ・ 敵 石 l 点 (845) が出土

し て い る 。

8 号住居跡 (第1 70図〉

中央の群 に 属 し 、 そ の 西端近 く に あ る 、 竪穴式住

居跡で あ る 。 平面形態 は 長方形で、 南北軸3 . 83m 、

東西軸3 . 10m を 測 る 。 壁高 は 、 約38cm前後で、 あ る 。

炉は 、 住居跡 の 中 央部 よ り も 南へ80cmほ どずれ て い

た 。 平面形態 は 、 直径48cmの 円形 を 呈 し 、 深 さ 1 6cm

で あ っ た 。 炉内 に は焼土 が残 り 、 さ ら に ほ ぼ完形 の
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第 3 節 弥生H寺代f変則の逃構 と 逃物

整形土 器 が押 し 潰れ た 状態 で 入 り 込 ん で い た 。 柱穴

は 無 い 。 ベ ッ ド状泣梢は 北壁側 に 設 け ら れ 、 床 面 と

の 比 高 は 26cm を 測 っ た 。 東 壁 に は 、 長 iliUI42cm、 短ilil11

30cm を 測 る 惰円 形 の貯蔵穴 が あ る 。 床 面 か ら の 深 さ

は 、 1 7cm前後 で、 あ る 。

出 土 土 器 は 、 完形 な い し そ れ に 近 い も の の 他 、 小

破片や細片 が 多 く 出土 し た 。 石 器 ・ 鉄器の 出 土 は 無

か っ た 。

[土器] (第1 71 図 745�748) 

鉢形土 器 、 整 形 土 器 が 出 土 し た 。 745 は 、 鉢形土

器 で あ る 。 屈 曲 口 縁 で 、 ハ ケ 目 調 整 の 跡 が残 っ て い

る 。 整 形土 器 は 、 い ず れ も 脚 台 付 き で あ る 。 746 は

脚台部 で、 そ の 欠損後 に 加 工 し て 再 利 用 し た 資 料 で

あ る 。 747 は 、 脚 台音1\ を 欠 い た 資 料 で あ る 。 JJ阿 部 に

タ タ キ の痕跡 を 止 め て い る 。 最 大径 は 、 胴部 の 中 位

に あ る 。 748 1ム 口 縁部 か ら 脚台音11 ま で ほ ぼ揃 っ た

資 料 で あ る 。 器 面 に は ハ ケ 目 が残 り 、 一部 タ タ キ の

痕跡 も 見受 け ら れ る 。 肱11台 は 低 く 、 そ の 上部 は 面 を

持 っ て い る 。 最 大径 は 、 胴部 の 中位 な い し やや上部

に あ る 。

9 号住居跡 (第1 72図〉

中 央 の 群 に 属 す る 竪穴式住居跡 で あ る 。 平 面形態

「只)ノ ヨUUぃ
η

\ 
740 

\ 
。 1 0  20cm 

第1 69図 狩尾 ・ 方無回遺跡 5 号住居跡出土土器

‘ 、

は正方形で、 南北軸3 . 89 m 、 東 西ilill!3 . 54 m を 測 る 。

壁高 は 、 約 1 8cm前 後 で あ る 。 炉 は 、 住居跡の 中央部

よ り も 南へ30cmほ どずれ て い た 。 平 面 形 態 は 、 直径

1 8cmの 円 形 を 呈 し 、 深 さ 8 cm でト あ っ た 。 炉内 に は 、

焼土 そ の も の は 残 さ れ て い な か っ た が、 焼土 を 多量

に 含 ん だ 土 で満た さ れ て い た 。 柱穴や ベ ッ ド状遺構

は 無 い 。炉 と 南壁 と の 中 間 部 分 に は 、 直径74cm-80cm

を 測 る I J J 形の貯蔵穴 が あ る 。 床 面 か ら の 深 さ は 、 47cm

前 後 で あ る 。 炉の底面北側 に は 、 直径22cmの 柱穴状

の 穴 が穿 た れ て い る 。 入 口施 設 の 支 え 柱 と し て は 、

少 々 壁 か ら は 離 れ て い る 。

出 土 土 器 で は 、 図 化 に た え う る も の は な く て 、 小

破片や細片 が 多 く 出 土 し て い る 。 石 器 ・ 鉄器 の 出土

は な か っ た 。

1 0号住居跡 (第1 73図〉

中 央 の 群 に 属 す る 竪穴式住居跡 で、 9 号住居跡の

北隣 で、 検 出 さ れ た 。 平 面 形 態 は 長 方 形 で、 南 北 ilill!

4 . 76m 、 東 西軸6 . 62 m を 測 る 。 壁 高 は 、 40cm で、 あ る C

炉 は 、 住居跡の 中 央部 よ り も 南ヘ70cm ほ ど ず ら し て

設 け ら れ て い た 。 平 面形態 は 、 80cmX 65cm の 長 方 形

を 呈 し 、 深 さ 1 6cm で あ っ た 。 炉内 に は 、 あ ま り 焼土

が残 っ て お ら ず、 ま た 底 面 や炉壁 も 激 し く 焼 け た 痕

一一 ーさー主主5三三-一 一~ ー

\ 4齢 、
74 1 742 
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跡は止 め て い な か っ た 。 柱穴 は 2 本 で、 そ の 東西軸

上 で約3 . 3m の 聞 を お い て 穿 た れ て い た 。 柱痕跡 は

2 っ と も 13cmで あ る 。 ベ ッ ド状遺構は 、 設 け ら れ て

い な か っ た 。 炉 と 南壁 と の 聞 に は 60cm か ら 40叩 を 測

る 不整 の 円 形 を 呈す る 穴 が あ る 。 床面 か ら の 深 さ は

36cmで、 そ の 用途 に つ い て は 判 ら な い 。 壁か ら や や

離 れ た と こ ろ に あ る が、 入 口 施設 の 支 え 住 か も し れ

な い 。

出土遺物 は 、 小破片や細片が多 く 出土 し た が、 図

化 に 耐 え る も の は あ ま り 見 ら れ な か っ た 。 石 器 で は 、

床 に 密着 し た 状態で台石 (95 1 ) が出土 し た 。

[土器】 (第1 73図 749) 

図化 に 耐 え う る も の が少 な く 、 こ こ で は 査形土器

を l 例提示 し て お く 。 複合 口 縁の 口 縁部 で あ る 。 器

面 の 全体 に ナ デの 調 整 が認め ら れ る 。

1 1 号住居跡 (第1 74図)

中央の群 に 属 す る 竪穴式住居跡で、 10号住居跡 に

わ ずか に切 ら れ た状態 で検出 さ れ た 。 検出状況は 、

そ の 半 分 が調査区外 に の びて お り 、 そ の 全体 は不明

で あ る 。 平面形態 は 長 方形 で、 計測可能 な 部分での

回

第 N 章 狩尾 ・ 方無田遺跡の調査 と 成果

南北軸は6 . 66m で、 東西軸 は 柱穴 の 位 置 か ら 判 断 し

て2 . 40m 前後 と 予測で き る 。 床 面 か ら 壁高 は 、 37cm

で あ る 。 炉は 、 住居跡の 中央部 よ り も 南へ60叩ほ ど

ず ら し て 設 け ら れ て い た 。 平面形態 は 、 直径70cmの

円形 を 呈 し 、 深 さ 23cmで あ っ た 。 炉内 に は 、 あ ま り

焼土 が残 っ て い な い 。 炉の 周辺 の 床 面 は 、 わ ず か な

盛 り 上 が り がみ ら れ る 。 柱穴は 2 本 で あ る が、 ひ と

つ の柱は調査区外 に 隠 れ て い る 。 柱痕跡 は 、 l l cmで

あ る 。 ベ ッ ド状遺構は 、 南壁沿 い に あ る 。 床 面 か ら

の 高 さ 9 cm程度 で あ る 。 炉 と 西壁 と の 聞 に 、 柱穴状

の 穴 が あ る 。 長軸45cm、 短軸28cmの楕円形 を 呈 し て

い る 。 壁か ら や や離 れ た と こ ろ に あ る が、 入 口施設

の 支 え 柱 か も し れ な い 。 出土遺物 は 、 小破片 や細片

が出土 し た が、 図化 に 耐 え る も の は 少 な い 。 ベ ン ガ

ラ の ブ ロ ッ ク が柱穴の そ ば で 1 箇所検 出 で き た 。

[土器1 (第1 74図 750 ・ 751 )

図化 に 耐 え う る も の が少 な く 、 こ こ で は 壷形土器

と 聾形土 器 を 2 例提示 し て お く 。 750 は 、 査形土 器

の 肩 部 で、 櫛描 き に よ る 波状 文 が施 さ れ て い る 。

751 は 、 丸底 の 聾 形土 器 で あ る 。 口 縁端部 は 、 弱 い
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摘み上 げの手法で作 り だ さ れ て い る 。 器面 の表面 に

は そ の 上部 を 中 心 に し て タ タ キ が残 さ れ 、 内 面 で は

ハ ケ 目 調整 が観察 さ れ る 。

1 2号住居跡 (第1 75図)

中央の群 に 属 し 、 10号 と 1 1 号住居跡の北側 に あ る

住居跡 で あ る 。 平面形態は正方形で、 南北軸4 . 08m 、

東西軸4 . 46m を 測 る 。 壁高 は 、 40cm前後で、 あ る 。 炉

は 、 住居跡 の 中 央部 よ り も 南へ60cmほ どずれ て い た 。

平面形態 は 、 直径90�85cmの 円形 を 呈 し 、 深 さ 1 8cm

を 測 っ た 。 柱穴は 4 本で、 そ れ ぞれ の 四 隅 か ら 1 . 4m

の 所 に 穿 た れ て い る 。 住痕跡 は 、 4 本 と も 確認で き

た 。 そ の 直径 は 、 14�12cmで、 あ る 。

出土土器は 、 図化 に 耐 え う る わ ずか な 例 を 除 け ば

ほ と ん ど が小破片 や細片 で あ る 。 石器では砥石 が 1

点 (838) 出土 し て い る 。

[土器] (第1 75図 752-756) 

こ こ で は 、 壷形土器、 鉢形土器、 聾形土器、 祭杷
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土器 を 図示 し た 。

752 は 、 査形土器の 口 縁部 か ら 肩部 に か け て で あ る 。

口縁形態 は複合口縁で あ る 。 頭部 に 櫛描 に よ る 平行

線文 が施 さ れ て い る 。 753 は 、 査形土器 の 頭部 で、 あ る 。

箆状工具 に よ る 刻 み が付 い た 凸帯 がめ ぐ る 。 756 は 、

素口縁の鉢形土器 で あ る 。 器 面 は で い ね い に 撫 で ら

れ て い る 。 聾形土 器 は 、 口 縁部 か ら 胴部上半部 の 資

料で あ る 。 表面 に は タ タ キ が残 さ れ 、 口 縁部 と 内面

に は ハ ケ 調 整 がみ ら れ る 。 口 縁端部 は 、 摘 み上 げの

手法 で作 り だ さ れ て い る 。 754 は 、 祭肥土 器 の 頚部

で あ る 。 型式的 に は 、 長頚で丸底 の 査形土器 に 似 て 、

頚部 の一部 に 3 � 2 条 の 三 角 形 凸帯 が ま わ る 持徴 を

持つ 。 本 資 料 は 、 三 角 形凸帯部 で あ る 。

1 3号住居跡 (第1 76図)

中央の 群 に 属 し 、 12号住居跡の北側 に あ る 竪穴式

住居跡 で あ る 。 住居跡 の 東側 が調査区外 に 隠 れ て い

ぶ た め に 、 そ の 規模や形状 に は 不 明 な 点 が多 い 。 計

， ， ， 

第1 76図 狩尾 ・ 方無回遺跡1 3号住居跡実測図及び出土土器
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測可 能 な 場所 で の 数 値 は 、 東 西軸 2 . 60m 、 南北軸

3 . 25m 以上 を 測 る 。住居跡の残 り が悪 く 、 壁高 は l Ocm

で あ る 。 炉は 、 現状では み ら れ な い の で、 調査区外

に 隠 れ て い る の だ ろ う 。 柱穴や ベ ッ ド状遺構、 そ の

他の 穴 な ど は 、 見 あ た ら な い 。 出 土遺物 は 、 小破片

や細片 が多 く 出 土 し た が、 図化 に 耐 え る も の は 少 な

p 。

[土器) (第1 76図 757) 

図化 に 耐 え う る も の が少 な し こ こ では斐形土器

を 1 例提示 し て お く 。 丸底 の底部で、 胴部 に は タ タ

キ を 残 し て い る 部分 も あ る 。 全体的 に は 、 内外面 と

も に ハ ケ 目 調整 が観察 さ れ る 。

1 4号住居跡 (第1 77 ・ 1 78図〉

中央の群で、 1 2号住居跡の 西隣 に あ る 竪穴式住居

跡 で あ る 。 平面形態 は 長方形 で、 南北軸3 . 45m 、 東

西軸4 . 1 2m で あ る 。 壁高 は 、 26cmで あ る 。 炉は 、 住

居跡中 央 よ り も 南へ40cmほ ど ずれ て い た 。 炉の壁は

焼 け た状態 を 示 し て い た が、 内部 に は ほ と ん ど焼土

は残 さ れ て い な か っ た 。 そ の 平面形態 は 、 直径39cm

の 円形 を 呈 し て い る 。 柱穴 は 2 本 で、 2 . 2m の 間 隔

を お い て 、 東西軸の近 く に 穿 た れ て い た 。 柱痕跡 は 、

西側 の柱穴 で確認 さ れ た 。 そ の 直径 は 、 1 3cmで、 あ る 。

炉 と 南壁 と の 聞 に は柱穴状の穴 が あ る 。 直径25cmで、

⑨ 

@ 
国 ・

A L =4 74 . 00m 

第町章 狩尾 ・ 方無回遺跡、の 調査 と 成果

柱の痕跡 は 観察 で き な か っ た 。 用途 は 不 明 で、 あ る が、

入 口 の何 ら か の施設 か も し れ な い 。

出土土器 は 、 小破片 や細片 も 多 か っ た が、 図 化 で

き る も の も 多 い 。 石 器 ・ 鉄器 は 無 い 。

[土器] (第1 78図 758-763) 

査形土器 (758) 、 鉢形土 器 (76 1 ) 、 高杯形土器 (759) 、

童形土器 (760 ・ 762 ・ 763) を 図示 し た 。 758 は 、 壷

形土器 で あ る 。 口 縁形態 は 、 素 口 縁 で あ る 。 胴部 の

上半部 に は タ タ キ を わ ず か に 残 し て い る が、 全体的

に は 器面 の 内外面共 に ナ デで調整 さ れ て い る 。 759は 、

高杯形土器 で あ る 。 部位 は 、 屈 曲 し た 口 縁部 か ら 胴

部上半 に か け て で あ る 。 内 面 に は 、 縦方 向 の 暗文 が

み ら れ る 。 761 は 、 屈 曲 口 縁 を 持つ 鉢形土 器 で あ る 。

器面調整は 、 内外面共 に ハ ケ 調整 で あ る 。760 と 762 ・

763 は 、 翌形土 器 で あ る 。 763 は 丸底 で、 760 と 762 は

底部 を 欠 い て い る 。 器面 に は 、 タ タ キ を 残 し 、 ハ ケ

調整があ る 。 胴部 の 最大径 は 、 中 佐 に あ る 。

1 5号住居跡 (第1 79図)

こ の住居跡 は 、 中央の群 に 属 し 、 14号住居跡 に 切

ら れ た状態 で検出 さ れ た 。 平面形態 は 長方形で、 南

北軸6 . 16m 、 東西軸7 . 53 m を 測 る 。 壁高 は 、 状態の

良 好 な 部分で、40cm で、 あ る 。 炉 は 、 住居跡の 中央部 よ

り も 北へ約 1 m ほ どず ら し て 設 け ら れ い る 。 炉内 は 、
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あ ま り 焼土 が 目 立 た ず に 、 灰 を 多 く 含 ん だ 土 に よ っ

て 満 た さ れ て い た 。 炉の底面 は 2 段 あ り 、 そ の 聞 の

比高 は 8 cm を 測 っ た 。 平面形態は楕円形で、 88cmX

65cm、 深 さ 22cm で、 あ っ た 。 2 本柱で、 住居跡 の 東西

軸 に 沿 っ て 、 3 . 3 m の 聞 を お い て 穿 た れ て い た 。 柱

痕跡は 、 東側 が20cmで、 西側 が1 5cmで あ る 。 炉の南

隣 に は 直径60�50cm を 測 る 円形の穴 があ る 。深 さ 30cm

で あ る 。 ま た 、 南北軸上 の北壁近 く に も 26cmX 20cm
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の穴 が あ る 。

出土土器は 多 く 出土 し た が、 ま と ま っ た 状態での

出土状態で も な く 、 し か も 図化 に 耐 え る も の も 少 な

か っ た 。 石 器 では 、 砥石 1 点 (839) と 台石 1 点 (852)

が床面 に 張 り つ い た 状況で出土 し た 。

[土器] (第1 79図 764) 

1 点 を 図示 し た 。 査形土 器 で あ る 。 頭部 か ら 口縁

部 に か け て の部位 で あ る 。 口 縁形態は複合口 縁で、
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第 N 章 狩尾 ・ 方!!担 問 遺跡 の 調査 と 成果

口 縁下端 に 刻 み 目 が観察 さ れ る 。 全体的 に は で い ね て い る 。 平 面 形態 は 長 方 形 で 、 南北軸6 . 88 m (推定 ) 、

い に 撫 で ら れ て い る が、 頭部 の 一部 に ハ ケ 目 が残 っ 東西iliUl6 . 08 m で あ る 。 壁高 は 、 39cm で あ る 。 炉 は 、

て い る 。 住居跡南壁寄 り に 設 け ら れ て い た 。 炉 の 内 部 に は ほ

1 6号住居跡 (第1 80図〉 と ん ど焼土 は 残 さ れ ず、 灰 を 多 く 含 ん だ 土 がつ ま っ

中 央 の 群 の 北端 に あ る 竪穴式住居跡の ひ と つ で あ て い た 。 そ の 平 面 形 態 は Illq� 丸の台形 を 呈 し 、 四 辺 は

る 。 北側 の一部 が調査区外 に 隠 れ て い る た め に そ の 40cm�60cm を 測 っ た 。 柱穴 は 、 4 本 で あ る 。 そ の柱

規模は 不 明 な 部分 が あ る 。 現状で み る 限 り 、 平 面 形 痕跡は 、 す べ て の柱穴 か ら 確認 で き 、 直 径 1 4cm� 1 8cm

態 は 長 方 形 で 、 東 西 判12 . 48 m 、 南�tijilli3 . 50m 以 上 を を 測 っ た 。 南壁の 中 央部 に は 、 貯蔵穴 が あ る 。 隅 丸

測 る 。 住居跡の残存状態 が悲 く 、 そ の 壁高 は 、 12cm の台形 を 呈 し 、 そ の 4 辺 の 長 さ は 90cm�40cmで、 あ る 。

に す ぎ な い 。 現状で 見 る か ぎ り 、 炉は 、 住居跡 の 中 掘 り 方 は段掘 り で、 東 西 の 中心線上 に 75cm�20cm を

央部 よ り も 南へ ず れ た 部分 に 設 け ら れ て い る 。 炉は 測 る 長桁川 形 の 小穴 が さ ら に 掘 り 込 ま れ て い る 。 べ

不整の 川 形 で、 直径60� 55cm を 測 る 。 炉内部 に は ま ッ ド状泣椛 は 、 住居跡の北東問 と 北西 間 に あ っ た 。

と ま っ て 焼土 が残 さ れ て い た 。 柱穴 は 、 j.l!� い 。 そ の 床 面 と の 比 高 は 、 北 東 部 の も の が23cm 、 北西部

出 土 土 器 は 、 わ ず か に 小破片 や細片 が見 ら れ る の の も の は 8 cm で、 あ っ た 。

み で 、 少 な か っ た 。 出 土 土 器 は 、 小破片や細片 が 多 く 、 図 化 で き る も

1 7号住居跡 (第1 81 . 1 82図) の は 限 ら れ て い た 。 石 器 で は 、 台 石 が 1 点 (853)

中 央 の 群 に 属 し 、 1 4号や1 5号住居跡の北 に 位 置 し 床 直 で、 出 土 し た 。 鉄器 で は 長 め の 鉄片 (887) が l
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第 3 節 弥生時代後期 の遺構 と 遺物

点 出土 し て い る 。

[土器1 (第1 82図 765-770) 

童形土器 (756-767) 、 聾形土器 (768-770) 、 祭

最E土 器 (771 ) を 図示 し た 。 765 は 、 査形土器 で あ る 。

複合口 縁で、 そ の 下縁 に 細 か な 刻 み 目 が観察 さ れ る 。

766 ・ 767 は 、 肩部 に付 さ れ た 櫛描文 の土器で あ る 。

766 に は平行文 と 流水 文 、 767 に は流水文 がみ ら れ る 。

768 は 、 菱形土 器 の 口 縁部 か ら 胴部 中 位 ま で の 資 料

で あ る 。 器面 は 、 撫で ら れ、 内 面 の 一部 に ハ ケ 目 が

残 る 。 769 と 770 は 、 脚 台 で あ る 。 771 は 、 祭最E土 器

の頭部 で、 12号住居跡出土の 祭杷土器 と 同 じ 形態で

あ る 。 部佐 は 、 3 条 の 三 角形凸帯 が ま わ る 頭部 で あ

る 。

1 8号住居跡 (第1 83図)

中央の群 に 属 す る 竪穴式住居跡で、 そ の北東部 に

位 置 し て い る 。 平面形態は 長方形で、 南北軸5 . 1 2m 、

東西軸6 . 30m を 測 る 。 壁高 は 、 最深部 で約60cmであ

る 。 炉 は 、 住居跡 の 南壁近 く に 作 ら れ て い た 。 そ の

平面形態 は 、 1 m X O . 88cm を 測 る 情円形 を 呈 し て い

た 。 炉の断面 は す り 鉢状で、 床面 と の 比高 は 53cm を

測 る 。 炉内 に は 、 焼土 は 少 な く 、 そ の か わ り に灰 が

多 く つ ま っ て い た 。 住穴 は 2 本 で、 そ の 東西軸上で

約3 . 2m の 聞 を お い て 穿 た れ て い た 。 柱痕跡 は 東側

の柱穴で見っ か り 、 15cmで、 あ っ た 。 そ し て 、 西側 の

柱 は 、 抜 き 取 ら れ て 、 そ の後 に 石 が投げ込 ま れ て い

た 。 ベ ッ ド状遺構は 、 住居跡の北西間 と 南西隅、 北

壁の 中 ほ ど か ら 北東隅周辺、 南壁の 東側 の一部で検

出 さ れ た 。 こ の 中 で、 北西隅 と 南西隅の も の は完全

で、 他 の 二 つ は 東側 が壊 さ れ て い た 。 お そ ら く 、 東

壁での配置状況は 西壁 に 似 た 状況 を 呈 し て い た に違

い な い と 思 わ れ る 。 そ う だ と す れ ば、 ベ ッ ド状遺構

は 、 も と も と 住居 の 壁の か な り の部分 に 付設 さ れ て

い た は ず だ 。 ベ ッ ド の 高 さ は 、 比較的低 く 、 8 � 4 cm 

で あ る 。

出土土器は小破片や細片 が多 く 、 図化 に 耐 え る も

の は 少 な か っ た 。 石器では磨製石鍛(836) 、 台石 (855)

が柱穴内 よ り 出土 し て い る 。

[土器1 (第1 83図 772-784) 

壷形土 器 (772-782) 、 鉢形土 器 (783) 、 聾形土

器 (784) を 図示 し た 。 772-773 は 、 壷形 土 器 での
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口縁部 で あ る 。 い ずれ も 複合口 縁 を 呈 し て い る 。 器

面 の 調整は ナ デ調整で、 内 面 の 一部 に ハ ケ 目 を残 し

て い る 。 774-782 は査形土 器 の 肩部 の 資 料 で あ る 。

そ れ ぞれ 、 平行線文や流水 文 、 そ れ に刺突文 が付 さ

れ る 土器 (774-779 ・ 781 ) 、 波状文 の土器 (780) 、

刺突文 の土器 (782) で あ る 。 783 は 、 鉢形土 器 で あ

る 。 屈 曲 口縁で、 ハ ケ 目 調整の跡 を 胴部 の 一部 に 弱

く 残 し 、 全体は撫で ら れ て い る 。 聾形土器 は 、 口 縁

部 か ら 胴部 中位 の 資 料 で あ る 。 胴部 に は タ タ キ の痕

跡が残 さ れ て い る 。

1 9号住居跡 (第1 84 ・ 1 85図)

中央の 群 に 属 し 、 そ の北端近 く の 竪穴式住居跡で

あ る 。 平面形態 は 台形 を 呈 し 、 南北軸5 . 46m 、 東西

軸5 . 96m を 測 る 。 壁高 は 、 約29cm前後 で、 あ る 。 炉 は 、

住居跡の 中央部 よ り も 南へ 1 m ほ どず れ 、 南側の柱

穴問 に 設 け ら れ て い た 。 平面形態 は 不整の方形で、

65cmX 60cm を 測 る 。 深 さ 6 cmで、 あ っ た 。 炉内 に は 焼

土 を 含 む土 が入 っ て い た 。 柱穴 は 4 本 あ り 、 住居跡

の四隅 か ら 2 m � 1 . 5m ほ ど離 し て 、 穿 た れ て い た 。

柱痕跡は 、 4 っ と も 残 さ れ て い た 。 直径 は 、 16cm�

14cmで あ る 。 ベ ッ ド状遺構は 、 無 い 。

出土土器は 、 完形 な い し そ れ に 近 い も の が、 わ ず

か では あ る が、 床面 か ら 出土 し た 。 石 器 ・ 鉄器の 出

土 は無 か っ た 。

[土器1 (第1 85図〉

鉢形土 器 (785 . 786) 、 高杯形土 器 (787 ・ 788)

を 出土 し た 。 た だ し 、 出 土土 器 に は 、 図化 に は 耐 え

な か っ た が多 く の蓋形土器の破片 が含 ま れ て い る 。

785 は 、 鉢形土 器 で あ る 。 屈 曲 口 縁で、 丸底 を 呈 し

て い る 。 器面 の 内外面 と も に ハ ケ 目 を 残 し て い る 。

786 は 、 屈 曲 口 縁 で、 脚 台 が付 い た 資 料 で あ る 。 器

面 内外 に は ハ ケ 目 が残 さ れ て い る 。 787 は 、 高杯形

土器で、 脚部 の柱状部 を 欠 い た 資料 で あ る 。 杯部 は 、

中位部 で し ゃ く れ上 が っ て 有段 を な し 、 そ の ま ま 外

反 ぎみ に の び て 丸作 り の 端部へ い た る 。 器面調整は 、

ナ デ調整で あ る 。 脚部下 半 に は 、 透 か し が 3 孔 あ け

ら れ て い る 。 器面内外 に は 、 ハ ケ 目 調整の 後 が残 っ

て い る 。 788 は 、 高杯形土器の均二部 で あ る 。 杯 の 丸

み を も っ た 胴部 か ら 屈 曲 し て 口 縁 を な す 器形 を と っ

て い る 0_ 器面調整は ナ デ調整で、 内 外面 の 一部 に ハ
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第 3 節 弥生時代後期の遺構 と 遺物

ケ 目 が残 さ れ て い る 。 ま た 、 内面 に は 縦方向 の 暗文

がみ ら れ る 。

20号住居跡 (第1 86図〉

中央の群、 そ の 中 心近 く で確認 さ れ た 竪穴式住居

跡 で あ る 。 平面形態は 長方形で、 南北軸5 . 02m 、 東

西軸5 . 82m を 測 る 。 住居跡の残存状態 が悪 〈 、 壁高

は 、 20叩以下 と 低 か っ た 。 炉 は 、 住居跡の 中央部 よ

り も 南へ 1 m ほ どずれ、 南側柱の 聞 に 設 け ら れ て い

た 。 そ の平面形態 は 、 直径75佃-70叩の 円形 を 呈 し 、

深 さ 16佃で あ っ た 。 炉内 に は 、 焼土 や灰 そ の も の は

見 あ た ら ず、 少量の焼土 が埋 め 土 の 中 に 混 じ る と い

う 状況で あ っ た 。 柱穴 は 4 本 で、 そ の 中 の南東側 に

あ る 柱以外 か ら 住痕跡 が確認 さ れ た 。 そ の 直径 は 、

16叩-1 2crnで あ る 。 ベ ッ ド状遺構 は 、 北西隅 に 1 箇

所作 り 出 さ れ て い た 。 床面 と の 比 高 は 、 9 crnであ る 。

炉 と 南壁 と の 中 間部分 に は 、 直径55cm-45cm を 測 る

円形 の 柱穴状の 穴 が あ る 。 深 さ は 、 33叩で あ る 。 入
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口施設の 支 え 柱 と し て 利 用 さ れ て い た も の と 推定 で

き る 。 ま た 、 南壁に接 し て 、 貯蔵穴 も あ っ た 。 88cm

X 60crn を 測 る 長方形 を 呈す る 掘 り 方 で、 床 面 か ら の

深 さ は 9 叩で あ っ た 。

出土土器は 、 全体 と し て 少 な か っ た が、 そ の 中 で

も 小破片や細片 が多 く 出土 し た 。 石 器 ・ 鉄器の 出土

は無 か っ た 。

【土器】 (第1 86図 789) 

聾形土器 を 図示 し た 。 胴部下部 を 失 っ て い る た め

に 、 脚部の 有無 は わ か ら な い 。 最大径 は 、 胴部 中位

に あ り 、 口 縁部 の屈 曲 は 弱 い 。 ま た 、 口 縁端部 は 、

弱 〈 摘 み 出 さ れ て い る 。 器面 に は 、 全体的 に タ タ キ

が残 さ れ て い る 。 ま た 、 口 縁部内外面や胴部 内 面 に

は ハ ケ 目 が観察 さ れ る 。

21 号住居跡 (第1 87図)

中央の群 に 属 し 、 そ の 中央部 に あ る 竪穴式住居跡

で あ る 。 調査区外 に そ の 半 分 が隠 れ て い て 、 実際の

Q . ⑥ 

可

制

/

\」

・

九

/

 

f@
ー

ノ

。
』

F一一ー-

第1 倒図 狩尾 ・ 方無田遺跡1 9号住居跡実測図及び出土土器

248 

υ . 

A ' 

E
G
O -

ご一
司Y
HH
J

A ' 

2 

E 

Q 

ーこニヨ
E
C
0 ・
4可
ト

サH
J

4 m  
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第 N 章 狩尾 ・ 方無 因遺跡の調査 と 成果
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第 3 節 弥生時代後期の遺構 と 遺物

規模 を 計測す る こ と は 不可能で、 あ っ た 。 推定値 を も

と め る と 、 南北軸6 . 55m 、 東西軸6 . 65m で、 平面形

態 は 、 正方形 を 呈す る と 推定 で き る 。 住居跡の残存

状態 は悪 く 、 壁高 は 6 cm以下 と 低 い 。 炉 は 、 住居跡

の 中央部 か ら 南へ1 . 3m ほ どず ら し て 設 け ら れ て い た 。

平面形態 は 長方形で、 1 m X O . 9m を 測 り 、 深 さ 8 cm 

で あ る 。 炉内 に は あ ま り 焼土 が無 く 、 ま た 底面や炉

壁 も 激 し く 焼 け た 痕跡 は な か っ た 。 こ の 炉の特徴 は 、

四隅 に あ る 直径32cm�20cmの 小 さ な 穴 で あ ろ う 。 そ

の 用 途 は 不明 で あ る が、 方無田遺跡では こ の住居跡

の み で認め ら れ た 。 柱穴 は 、 4 本 だ ろ う と 推定 で き

る 。 柱痕跡 は 、 い ずれ の柱穴 か ら も 確認す る こ と は

で き な か っ た 。

出土遺物 は 、 小破片や細片 が わ ずか に 出土 し た が、

図化 に 耐 え る も の は あ ま り な か っ た 。 石器では 砥石

l 点 (841 ) が出土 し た 。
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[土器1 (第1 86図 790) 

図化 に 耐 え う る も の が少 な く 、 斐形土器 を l 点 図

示 し て お く 。 口 縁部 と 胴部下半以下 を 欠 い た 資料で

あ る 。 最大径 は 、 中 位 の や や 上 に あ る 。 器面 の調 整

は 、 胴部上半 の 表面 に は タ タ キ が残 り 、 内面 に は ハ

ケ 目 が認め ら れ る 。

22号住居跡 (第1 88 ・ 1 89図)

中央 の 群 に 属 し 、 そ の 中央部 に佐置す る 21号住居

跡南隣の竪穴式住居跡 で あ る 。 そ の 全容 は 、 そ の 西

壁が調査区外 に 隠 れ て い た た め に 、 つ ま び ら か に で

き な か っ た 。 平面形態 は 長方形で、 南北軸5 . 68m 、

東西軸6 . 1 5m を 測 る 。 壁高 は 、 35cmで、 あ る 。 炉 は 、

住居跡の 中央部 よ り も 南へ 1 m ほ どずれ て い た 。 平

面形態 は 、 直径75cm�70cmの 円形 を 呈 し 、 深 さ 18cm

で あ っ た 。 炉の底面 に は 、 焼土 が残 っ て い た 。 柱穴

は 4 本 で、 住居跡の 四隅 か ら 2 . 2m � 1 . 9m ほ ど離 し
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て 穿 た れ て い た 。 柱痕跡 は 、 ど の 柱穴 か ら も 認め ら

れ た 。 そ の 直径 は 、 14cm- 1 6cmで あ る 。 炉 と 南壁 と

の 聞 に 、 60叩X 38cmの台形 を 呈す る 穴 も あ っ た 。 入

口施設 の 支 え 柱 と 推定 で き る 。

出土土器 は 、 小破片 や細片 が出土 し た が、 図化 に

耐 え る も の は 少 な か っ た 。 そ う し た 中 で、 炉 と 南壁

の 間 に あ っ た 穴の 周辺 に は 比較的 多 く ま と ま っ て い

る 。 石 器 に は 、 台 石 1 点 (854) が床 に 密着 し て 出

土 し て い る 。

[土器1 (第1 89図 791 -792) 

第 百 章 狩尾 ・ 方無田遺跡の調査 と 成果

図化 に耐 え う る も の が少 な く 、 こ こ で は 3 点 (791

-792) を 図示 し た 。 そ の 内 訳は 、 聾形土 器 2 点 (79 1 ・

792) は 祭杷 土 器 (793) で あ る 。 791 は 、 聾 形 土 器

で あ る 。 脚台 と そ の や や上位 を 欠 い た 資 料で あ る 。

胴部 の 最大径 は 、 そ の 中位付近 に あ り 、 頚部 の屈 曲

は 弱 い 。 胴部 中位以上 の 表面 に は 、 タ タ キ が残 さ れ 、

口縁部内外面 と 胴部内 面 に は ハ ケ 調整の跡 がみ ら れ

る 。 792 は 、 口 縁部 か ら 屈 曲部付近 ま での 資 料 で あ る 。

内外面 と も ハ ケ 調 整 の 跡 が残 さ れ て い る 。 793 は 、

祭肥土器の頭部 で、 1 2号や17号住居跡出土 の 祭杷土

】
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第1 回図 狩尾 ・ 方無田遺跡22号住居跡出土土器
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第 3 節 弥生時代後期 の遺構 と 遺物

器 と 同 む も の で あ る 。 部位 は 、 三角形凸帯 が ま わ る

頚部 で あ る 。 現状では 2 条 し か な い が、 3 条 の可能

性 も あ る 。

23号住居跡 (第1 90図)

南北軸3 . 60m (推定 値) 、 東 西 軸4 . 35m を 測 る 。 壁

高 は 4 cm前後 に す ぎず、 ま た 、 南東隅周 辺 で は 壁 が

失 わ れ て い た 。 炉 は 、 住居跡の 中央部 よ り も 南へ50cm

ほ どずれ て い た 。 平面形態 は 、 楕円形で、 長軸72cm、

中央の群 に 属 し 、 そ の 中央部近 く に あ る 竪穴式住 短軸55cm を 測 る 。 深 さ は lOcmで、 そ の 中 に は 焼土 が

居跡で あ る 。 住居跡の北壁が調査区外 に の び、 し か 残 さ れ て い た 。 柱穴 は 2 本 で あ る 。 西側 の 柱 か ら は 、

も そ の検出状況は悪 か っ た 。 平面形態は 長方形で、 直径1 2cmの柱痕跡 が確認で き た が、 東側 の も の に つ
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第 町 章 狩尾 ・ 方;無 田 遺跡の 調査 と 成 果
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第 3 節 弥生時代後期 の遺構 と 造物

い て は わ か ら な か っ た 。

出土土器 は 、 図化 に 耐 え う る わ ずか な 例 を 除 け ば

ほ と ん ど が小破片 や細片 で あ る 。 そ の 中 で、 わ ず か

な 資料 と し て あ る 程度復元可能 な 査形土器 が 1 点床

面 直上 か ら 出土 し た 。

[土器] (第1 90図 794) 

壷形土 器 を l 点 (794) 図示 し た 。 胴部下半 か ら

底部 ま で を 欠 い て い る 。 素口 縁で、 直立 ぎみ の 口 縁

で あ る 。 胴部 は 卵形 で、 そ の 器面 は 内外 と も ハ ケ 目

が残 り 、 そ の上 が弱 く 操で ら れ て い る 。

24号住居跡 (第1 91 図)

中央の群 に 属 し 、 そ の 東端 で見つ か っ た竪穴式住

居跡 で あ る 。 そ の ほ と ん どの部分 が調査区外 に あ る

た め に 、 そ の 全容 は 不 明 で、 あ る 。 見 え て い る 部分 で

の 壁高 は 、 1 5cmで、 あ る 。 出土土器 は 、 小破片 や細片

で出土 し た が、 図化 に 耐 え る も の で は な い 。

25号住居跡 (第1 91 図)

中央の 群 に 属 し 、 そ の 中央部外 れ に位置す る 23号

住居跡の東隣 で、み つ か っ た 竪穴式住居跡で あ る 。 北

西隅 が調査区外 に あ る が、 そ の 全容 を 知 る に は 支障

を き た さ な い 。 平面形態 は 長方形で、 南北軸5 . 50m 、

東西軸6 . 44m を 測 る 。 住居跡の残 り が悪 く て 、 壁高

は 3 cm前後 に す ぎ な か っ た 。 炉 は 、 住居跡の 中央部

か ら 南へ 1 . 3m ほ どずれ た と こ ろ に 設 け ら れ て い た 。

そ の構造 は 、 西群の 1 号住居跡で も 見 ら れ た よ う に 、

炉穴の 周 り を 炉堤 が ま わ る も の で あ る 。 平面形態 は 、

直径95cmの 円形で、 深 さ 30cmで あ っ た 。 炉の底面 に

は 、 灰 が残 っ て い た 。 炉堤の平面形態 は 、 逆 U 字形

を と り 、 長 軸 1 . 8m 、 短軸O . 66m を 測 る 。 炉堤 と 床

面 と の 比高 は 、 10cm前後で、 あ る 。 柱穴 は 4 本 で、 住

居跡の 四隅 か ら 2 . 1 m �1 . 8m ほ ど離れ た 場所 に あ っ

た 。 柱痕跡 は 、 どの柱穴 に も あ り 、 直径 は 、 24cm�

12cmで あ る 。 炉堤 と 南壁 と に 挟 ま れ て 、 貯蔵穴 が見

つ か っ た 。 長軸70cm、 短軸55cm を 測 る 楕円の平面形

態 を 呈 し て い る 。 深 さ は 、 炉堤項部 か ら 14cm を 測 る 。

ベ ッ ド状遺構は住居跡の 四隅 に 設 け ら れ て い た が、

そ の残 り は悪 く 、 唯一南東隅 の も の が原型 に 近 い も

の で あ る 。 そ こ での 床 面 と の 比高 は 、 25cmで、 あ る 。

出 土土 器 は 、 小破片 や細片 が出土 し た が、 図化 に

耐 え る も の は無 か っ た 。 石 器 で は 、 台石 1 点 (856)

256 

が床 に 密着 し て 出土 し て い る 。 ま た 、 鉄器で は 、 鉄

鍛 2 点 (869 ・ 872) 、 万子 1 点 (876) が床直 で 出 土

し て い る 。

26号住居跡 (第1 92図)

中央の群で、 そ の 東端 で検出 さ れ た 竪穴式住居跡

で あ る 。 平面形態 は 長方形 で、 南北軸3 . 84m 、 東西

軸4 . 80m を 測 る 。 壁高 は 、 26cmで、 あ る 。 炉 は 、 住居

跡の ほ ぼ中 央 に あ り 、 そ の 内部 に は灰 が残 さ れ て い

た 。 そ の平面形態は 正方形 を 呈 し 、 I 辺60cm で あ る 。

柱穴は 2 本 で、 2 . 3m の 間 隔 を お い て 、 東西軸上 に

穿 た れ て い た 。 柱痕跡 は 、 二 つ の 柱穴 と も 残 さ れ 、

直径1 3cm (西柱穴) と 1 5cm (東柱穴) で あ る 。 炉 と

南壁 と の 聞 に は 不整形 の 穴 が あ る 。 こ の 穴 は 、 1 m

X O . 7m を 測 る 楕 円形 と そ れ に 付随 す る 直径30cmの

穴の集合 に よ っ て 成 り 立 っ て い る 。 楕円形の穴 に は 、

さ ら に50cmX 25cmの楕円形の小穴 が掘 り 込 ま れ て い

る 。 最深部の深 さ は 、 38cmで、 あ る 。 用途 は 不 明 で、 あ

る が、 貯蔵用 と 入 口 の 何 ら か の施設 と の併用 が考 え

ら れ る 。

出土土 器 は 、 小破片や細片 が多 く 、 図化 で き る も

の は み ら れ な か っ た 。 鉄器で は 、 鉄片 が 1 点 (89 1 )

出土 し て い る 。

27号住居跡 (第1 92図〉

こ の住居跡 は 、 中央の群 に 属 し 、 26号住居跡の 南

隣で検出 さ れ た 。平面形態は 長方形 で、 南北軸3 . 52m 、

東西軸4 . 82m を 測 る 。 壁高 は 、 状態 の 良 好 な 所で37cm

で あ る 。 炉は 、 住居跡 の 中 央部 か ら 南西へ約80cm ほ

どずれ た場所 に あ っ た 。 炉内 に は 、 焼土 が残 っ て い

た 。 平面形態は 正方形 で、 一辺55cm、 深 さ 7 cmで、 あ

っ た 。 柱穴 は 、 4 個穿 た れ て い た 。 そ の位 置 は 、 四

隅 か ら 1 . 3cm� 1 . 1 cm を 測 る と こ ろ で あ る 。 4 f固 と も

柱痕跡 が あ り 、 直径 が16cm� 1 3cmで、 あ っ た 。 南隣 の

中央部 に は 長軸8別Oc叩mで

る 穴 があ る 。 深 さ は 、 l l cmで、 あ っ た 。 貯蔵穴 と 思 わ

れ る 。 ま た 、 こ の穴 の 東側壁 に は 、 さ ら に 直径14cm

の小 さ な 穴 が穿 た れ て い る 。 入 口施設の 支 え 柱 と 言

え そ う だ 。

土器は 多 く 出土 し た が、 ま と ま っ た 状態で の 出土

状態で も な い 。 し か も 図化 に 耐 え る も の も 少 な か っ

た 。
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第 3 節 弥生時代後期 の遺構 と 遺物

[土器] (第1 92図 795) 

1 点 を 図示 し た 。 査形土 器 で あ る 。 頭部 か ら 口縁

部 に か け て の部位 で あ る 。 口 縁形態は複合口縁で あ

る 。 全体的 に は て い ね い に撫 で ら れ て い る が、 頭部

お よ び 口 縁部 内 面 の 一部 に ハ ケ 目 が残 っ て い る 。

28号住居跡 (第1 93 . 1 94図)

中 央 の 群 の 東端 に あ る 竪穴式住居跡の ひ と つ で あ

る 。 住居跡 の 西壁 を 27号住居跡 に よ っ て切 ら れ て い

る 。 東西軸6 . 94m 、 南北軸7 . 40m で、 ほ ぼ正方形 に

近 い 菱形の平面形態 を し て い る 。 壁高 は 、 46cmであ

る 。 炉 は 、 住居跡の 中 央部 よ り も 南へ 1 . 5m ほ どず

れ た 部分 に 設 け ら れ て い る 。 炉は 不整の 円形で、 直

径98�80cm を 測 る 。 炉内部 に は灰 が残 さ れ て い た 。

柱穴 は 、 4 本 み ら れ た 。 そ の 位置は 、 四隅 か ら 2 . 6m

� 2 . 3m ほ ど聞 を お い た 所 で あ っ た 。 柱痕跡 は 、 北

西の柱穴 を 除 い た 、 3 箇所か ら 見つ か っ た 。 そ の 直

径 は 、 20cm�14cmで あ る 。 炉 と 南壁の 聞 に は 、 直径

45cm�40cmの 円形 を 呈す る 穴 2 個 が並 ん で い た 。 壁

か ら 少 々 間 隔 が あ り 、 入 口施設関連の も の と は で き

そ う に な く 、 そ の位置 か ら す る と 、 炉 に伴 う と 考 え

た 方 が良 さ そ う だ 。 ベ ッ ド状遺構は 、 南西隅 と 北西

隅 の 2 か所 に 設 け ら れ て い た 。 住居跡の 大 き さ の わ

り に は 小 さ め の も の で あ る 。 高 さ は 、 い ずれ も 10cm

で あ っ た 。

出土遺物 は 、 も っ と も 豊富 で あ っ た 。 土器 は 、 わ

ずか に 小破片 や細片 が見 ら れ る の み で、 図化 で き る

も の は 少 な か っ た 。 石器 で は 、 砥石 2 点 (842 ・ 843) 、

台石 l 点 (857) が床直の状態で出土 し た 。 鉄器では 、

鉄鉱 3 点、 素環頭 万子 1 点 、 万子 1 点、 鉄鎌 l 点、

手鎌 1 点、 鉄片 2 点 が出土 し た 。 ベ ン ガ ラ の ブ ロ ッ

ク は 、 炉の 西側 と 北西隅 の ベ ッ ド状遺構近 く の 5 箇

所で み つ か っ た 。 し か し 、 そ の 分布 は 、 床 面 の 全域

に 薄 く お よ ん で い た 。

[土器] (第1 94図 796-809) 

査形土器 (796-802) 、 高杯形土 器 (803 ・ 804) 、

童形土器 (805-809) を 図示 し た 。 796-798 は 、 複

合 口 縁 の 童形土 器 で あ る 。 796 の 下縁 に 細 か な 刻 み

目 が観察 さ れ る 。 797 と 798は 、 口 縁部 に 櫛描で連簾

文 や 波状文 が施 さ れ て い る 。 799-802 は 、 査形土器

の 肩部 に 付 さ れ た 櫛描文の土器で あ る 。 799-801 に

は平行文や流水文、 802 に は連簾文 がみ ら れ る 。803 ・

804 は 、 高均二形土器で あ る 。 803 は杯部 で、 中佐部 で

し ゃ く れ 上 が っ て 、 そ の ま ま 外反 ぎみ に の びて い く 。

内外面 と も 磨 か れ 、 外面上半部 に 稲妻形の 暗文 がみ

ら れ る 。 804 は 、 そ れ と 同 じ 個体の脚部下半 で あ る 。

透 か し は 、 4 孔 で あ る 。 器面 の 調 整は 、 ナ デ調整で

あ る 。 805-808は 、 聾形土器の 口 縁部 か ら 胴部上半

の 資 料 で あ る 。 器面調 整 は 、 ハ ケ 調 整で、 そ の 上 を

撫 で ら れ る こ と が あ る 。 807 の 口 縁端部 に は 、 刻 み

目 がみ ら れ る 。 808 は 、 屈 曲部 か ら 胴部 に か け て の

資料で あ る 。 器面 の 内外面 と も 、 ハ ケ 調整で あ る 。
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809 は 、 脚台 で あ る 。 器面 は 撫 で ら れ 、 一部 ハ ケ 目

が残 っ て い る 。

29号住居跡 (第1 95図〉

中央の 群 に 属 し 、 そ の南東隅 で検 出 さ れ た 。 南壁

が調査区外 に の びて い る た め 、 平面形態 は わ か ら な

い 。 南北軸4 . 56m 以上、 東西軸6 . 46m で あ る 。 壁高

は 、 38cmで、 あ る O 炉 は 、 住居跡中央部 か ら 1 m ほ ど

南へ い っ た と こ ろ に 作 ら れ て い る 。 炉の 半 分 が調査

区外 に あ る た め に 、 平面形態や規模 な ど に つ い て は

不明 な 点 が多 い 。 た だ し 、 推定 は 可 能 で、 あ る 。 お そ

ら く 、 平面形態 は 情 円 形 で、 長 軸75cm (推定値) 、

短軸58cm (推定 値) 、 深 さ 20cm を 測 る 。 炉内 に は 、

灰 が残 っ て い た 。 炉の構造 では 、 炉穴の 周 り を 炉堤

が ま わ っ て い る と こ ろ に 特徴 が あ る 。 炉堤の 高 さ は

4 cm� 2 cmで、 そ の 幅 は 20cm で あ る 。 た だ し 、 炉東

側 に は 炉堤は存在 し な い 。 柱穴 は 、 本来 4 本 で あ ろ

う が、 そ の 中 の 1 本 は 調査区外 に あ る 。 し た がっ て 、

調査では 3 本 を確認 し た 。 そ の 中 、 住痕跡 が残 っ て

い る も の は 1 本 で あ っ た 。 そ の 直径 は 、 直径13cmで、

あ る 。 ベ ッ ド状遺構は、 住居跡の北壁中央 に あ っ た 。

7 cm� 5 cmで、 あ る 。

出土遺物 と し て は 、 小破片 や細片 が多 く 、 図化 で

き る も の は 少 な か っ た が、 鉄器関係 の 資料 と し て は

多 か っ た 方 で あ る 。 す な わ ち 、 鉄鉱 3 点 (865 ・ 866 ・

870) 、 錨 l 点 、 鉄片 2 点 で あ る 。 ベ ン ガ ラ も 床面 に

ブ ロ ッ ク 状で残 さ れ て い た 。 そ の場所は 、 東壁近 く

に 2 箇戸斤 あ っ た 。

[土器] (第1 95図 81 0) 

費形土 器 (81 0) を 1 点 図 示 し た 。 口 縁部 か ら 胴
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第 3 節 弥生時代後期 の遺構 と 遺物

部中位 に か け て の 資料 で あ る 。 胴部表面 に は タ タ キ

調整の跡 が あ り 、 口 縁部や胴部 の 内 面 に は ハ ケ調整

の 跡 が残 さ れ て い る 。

30号住居跡 (第1 96図)

中央の群 に 属 す る 竪穴式住居跡で、 27号住居跡の

南隣 に あ る 。 平面形態 は 長方形で、 南北軸3 . 68m 、

東西軸5 . 08m を 測 る 。 壁高 は 、 深 い 部 分 で約50cmで

あ る 。 炉 は 、 住居跡の 中央部 よ り も や や南側 に 作 ら

れ て い た 。 そ の平面形態は 、 不整の 円形で、 直径1 . 05m

-0 . 8m 、 深 さ 26cm を 測 る 。 炉内 に は 、 焼土 は 少 な く 、

そ の か わ り に 灰 が多 く 入 っ て い た 。 柱穴 は 、 そ の 東

西軸上 に 2 本穿 た れ て い た 。 そ の 間 隔 は 、 2 . 5m で

あ る 。 柱痕跡 は 両 方 の柱穴 で見っ か り 、 直径 は い ず

れ も 14叩で あ っ た 。 ベ ッ ド状遺構は 、 住居跡の南東

隅 に 1 箇所作 ら れ て い た 。 ベ ッ ド の 高 さ は 、 1 5cm を

測 る 。 炉 と 南壁 と の 聞 に は 、 並列す る 二 つ の 穴 があ

る 。 西側 の 穴 は 55cmX 38cmの 長方形で、 東側 の穴 は

50cmX 50cmの 正方形で あ る 。

出土土器は小破片や細片 が多 く 、 図化 に 耐 え る も

の は 少 な か っ た が、 一部床直 で ま と ま っ た 資料 も み

ら れ た 。 石 器で は 、 砥石 が 1 点 (844) 、 台石 1 点 (858)

出 土 し て い る 。 鉄器 で は 、 不 明 鉄片 1 点、 (889) が

出土 し た 。

[土器】 (第1 96図 81 1 ・ 8 1 2)

査形土器 (81 1 ) と 鉢形土 器 (81 2) を 図示 し た 。

た だ し 、 出土土器 に は 、 図化 に は耐 え な か っ た が多

く の 聾形土 器の破片 が含 ま れ て い る 。 81 1 は 、 査形

土器 で あ る 。 直 口 ぎみ に 立 ち 上 が っ た 素 口 縁で、 卵

形 の 胴部 、 そ し て 丸底 を 持つ。 器面調整 は 、 外面 で

は タ タ キ 、 ハ ケ 調整、 そ し て ナ デ、 一部 に ミ ガ キ が、

内 面 で は ハ ケ 調 整 が観察 さ れ る 。 81 2 は 、 屈 曲 口 縁

の 鉢形土器 で あ る 。 器面 の 調 整は 、 外面では ハ ケ 調

整の 後 に 下半部 で は ナ デ、 胴部 中位では ヘ ラ 削 り が

み ら れ 、 内 面 は ハ ケ 調 整 と ナ テー で あ る 。

31 号住居跡 (第1 97図)

中央の群 に 属 し 、 そ の 南端近 く に あ る 竪穴式住居

跡 で あ る 。 30号住居跡の南隣 で あ る 。 北西隅 か ら 西

壁の 一部 が破壊 さ れ て い た が、 そ の平面形態や規模

を 知 る う え で は 支障 が無 か っ た 。 平面形態 は 、 長方

形 を 呈す る 。 大 き さ は 、 南北軸3 . 90m 、 東西軸4 . 34m
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で あ る 。 壁高 は 、 状態 が良 好 な 部分 で29cm を 測 る 。

炉は、 住居跡の 中央部 よ り も 南西へ50cm ほ ど ず れ て

い た 。 平面形態 は 長方形で、 64cmX 55cm、 深 さ 22cm

で あ っ た 。 炉内 に は灰 が残 っ て い た 。 ま た 、 こ の住

居跡 に は地床炉 も 併設 さ れ て い た 。 そ の場所は 、 炉

穴 の 北1 . 2 m の と こ ろ で あ っ た 。 地床炉 は 、 掘 り 方

が無 く て 、 3 - 2 cmの 厚 さ で焼土 が見 ら れ た 。 柱穴

は 2 個 で、 住居跡の 東西軸上 に そ っ て 穿 た れ て い た 。

柱痕跡は 、 両 方 と も み ら れ 、 直径 は 、 13佃で あ っ た 。

ベ ッ ド状遺構は 、 南東隅 で み ら れ た が、 そ の残存状

況は悪 か っ た 。 現状での 高 さ は 、 lOcm- 4 cmで あ る 。

出土土器は小破片や細片 が多 く 、 図化 に 耐 え る も

の は 少 な か っ た 。

[土器] (第1 97図)

壷形土 器 (81 3 ・ 8 1 7) 、 鉢形 土 器 (81 4-81 6) を

図示 し た 。 し か し 、 出土土器 に は 、 図化 に は耐 え な

い 多 く の聾形土器の破片 が含 ま れ て い る 。 81 3 は 、

童形土 器 で あ る 。 口 縁部 か ら 肩部 ま で の 資 料 で あ る 。

口縁形態 は 、 複合口 縁 を な し て い る 。 肩部 と 頭部 と

の 境部 分 に は 、 ヘ ラ に よ る 刺突文 がみ ら れ る 。 器面

の調整は 、 内外面 と も に ナ デで あ る が、 口 縁 の 内 面

の 一部 l こ ハ ケ 調 整の痕跡 を 残 し て い る 。 8 1 7 は 、 査

形土器の底部 と 考 え ら れ る 。 ナ デ調整で、 一部ハ ケ

目 を 残 し て い る 。 8 1 4 は 、 鉢形土 器 で あ る 。 口縁は 、

素 口 縁で、 内 傾 す る 。 器 面 は 、 撫 で ら れ て い る 。

81 5 も 、 素 口 縁 の 鉢形土 器 で あ る 。 口 縁 は 、 端部 に

い た る 直前 で や や 直立 ぎみ に な っ て い る 。 器面 に は

ハ ケ 調 整の痕跡 が残 さ れ て い る 。 81 6 は 鉢形 土 器 の

脚台部 で あ る 。 器面 は 、 て い ね い に撫で ら れ て い る 。

32号住居跡 (第1 98 ・ 1 99図)

中央の群、 そ の 中 心近 く で確認 さ れ た 。 火災住居

跡で、 床 面 で は 多 量 の 焼土の他、 炭化 し た 屋根材 と

が出 土 し た 。 平面形態 は 長方形 で、 南北軸4 . 20m 、

東西軸5 . 00m で あ る 。 壁高 は 、 28cmで、 あ る 。 炉 は 、

住居跡の 中央部 か ら 90cm ほ ど南へ ず れ た と こ ろ に 設

け ら れ て い た 。 そ の 平 面 形態 は 、 1 . 1 m X O . 80m を

測 る 楕円形 を 呈 し 、 深 さ 1 2cmで あ っ た 。 炉内 に は 、

焼土 が残 さ れ て い た 。 柱穴 は 4 個 で、 四 隅 か ら 1 . 7m

- 1 . 3m ほ ど離 し た 所 に 穿 た れ て い た 。 柱痕跡 は 、

4 っ と も 残 っ て い た 。 直径 は 、 1 7cm- 1 3cm で、 あ る 。
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ベ ッ ド状遺構は 、 北西隅 に 作 り 出 さ れ て い た 。 残存

状態 が悪 く 、 現状での 高 さ は 、 9 cm� 3 cmで、 あ る 。

東壁中央 に は 、 60cmX 35cm を 測 る 長方形の 穴 があ る 。

深 さ は 、 1 5cmで、 あ る 。 貯蔵穴 で あ ろ う か 。

出土土 器 は 、 小破片 や細片 が多 く 出土 し た が、 床

直の も の は 少 な か っ た 。 石 器 で は 、 台石 1 点 (859)

が出土 し た 。 鉄器の 出 土 は 無 か っ た 。

[土器1 (第1 99図 8 1 8-823) 

査形土 器 (8 1 8-821 ) 、 蓋 形 土 器 (823) 、 小 型 丸

底土器 (822) を 図示 し た 。 8 1 8 は 、 完形の 資料で あ

る 。 口 縁 は 、 素 口 縁で、 肩部 か ら ラ ッ パ状 に 聞 い て

い く 。 』阿部 は卵形 に 丸み を 持 ち 、 底部 は 丸底 を な す 。

肩部 と 頭部 と の 境部分 に は 、 箆状工具 に よ る 刺突文

が施文 さ れ る 。 器面 は 、 タ タ キ お よ び、ハ ケ 調整の跡

が観察 さ れ 、 弱 く 撫 で ら れ て い る 。 8 1 9 は 、 口 縁部

の 資 料で、 複合口 縁であ る 。 器面 の 調整は ナ デで、

一部ハ ケ 目 を 残 し て い る 。 820 ・ 821 は 、 肩部 に櫛描

文 が施文 さ れ た 土 器 で あ る 。 820 は 、 平行線文 と 刺

突文、 そ し て 流水文 で、 821 は 、 波状文 が観察 さ れ る 。

823 は 、 斐 形土 器 で あ る 。 口 縁部 か ら 胴部 中 位 に か

、
U . 0 ∞ . 

「
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け て の 資料 で あ る 。 胴部 の 最 大径 は 、 そ の 中 位 に あ

る 。 器面 に は 、 外面 に は タ タ キ が残 り 、 内 面 は ハ ケ

目 が残 っ て い る 。 822 は 、 小 型 丸底 土 器 で、 あ る 。 口

縁部 は 直立 ぎみ で あ る 。 器 面 の 調 整 は 、 ナ デ調整で

あ る 。

33号住居跡 (第200図)

中央の群 に 属 し 、 そ の 南端で検出 さ れ た 竪穴式住

居跡 で あ る 。 火災住居 で、 床 面 に 多 量 の 焼土 や炭 化

し た 屋根材が出土 し た 。 そ の 南壁 お よ び東西 の 壁の

一部 が調査区 外 に あ る 。 南北軸約 5 m (推定 値) 、

東西軸5 . 82m で あ る O 平面形態 は 、 そ の 柱穴 の 位 置

な ど を 考慮 し て み る と 、 長方形の 可能性 が高 そ う で

あ る 。 壁高 は 、 55cmで、 あ る 。 炉は 、 住居跡の 中央部

か ら 南へ90cmほ どず ら し て 設 け ら れ て い た 。 平面形

態は 円形で、 直径 は66cm を 測 る 。 深 さ は 、 1 8cmで、 あ

る 。 炉内 に は わ ずか に 焼土 が残 さ れ て い る 程度 で、

そ の他は焼土 と 炭化物 を 含 む土 に よ っ て 満 た さ れ て

い た 。 柱穴 は 、 2 個 で あ る 。 そ の 間 隔 は 、 3 m で あ

る 。 柱痕跡 は 、 西側 の柱穴 に 残 さ れ て い た 。 直径 は 、

14cmで あ る 。
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出土遺物 は 、 小破片 や細片 が出土 し た が、 図化 に

耐 え る も の は 少 な か っ た 。 石 器 で は 台石 l 点 (860)

が床 直 で 出 土 し た 。 鉄器 は 、 茎 万 子 1 点 (877) が

出土 し て い る 。

[土器1 (第200図 824�830) 

壷形土器 (824 ・ 825) 、 鉢形土器 (826 ・ 827) 、 聾

形土 器 (828�830) を 図示 し て い る 。 824 は 、 査形

土 器 の 口 縁部 で あ る 。 頭部 が大 き く 外反 し て 口 縁部

が ラ ッ パ状 に 聞 い て い る O 口 縁形態 は 、 素 口縁であ

る 。 器 面 は 、 て い ね い に 撫 で ら れ て い る 。 825 も 口

縁部 の 資 料 で あ る 。 口 縁形態は 、 複合口 縁で あ る 。

。 10  20cm 

第1 99図 狩尾 ・ 方無回遺跡32号住居跡出土土器

823 

頭部 が外 に 聞 い て い る が、 口 縁部 は 直立 ぎみ と な る 。

器面の外面 は 、 て い ね い な ナ デ調整で、 内 面 は 、 ハ

ケ 調整の 後 に 弱 く 撫 で ら れ て い る 。 826 は 、 鉢形土

器 で あ る 。 丸み の あ る 胴部で、 口 縁部 は や や 内湾す

る 。 器面 の 外面 に は タ タ キ が残 り 、 そ の 内 面 に は ハ

ケ調整の あ と が観察 さ れ る 。 口 縁形態 は 、 素 口 縁で

あ る 。 827 は 、 外 に 大 き く 聞 く 脚台 が付 い た 素 口 縁

の鉢形土器 で あ る 。 鉢部下半 では球形で、 口 縁部 で

は 内 湾 ぎみ と な る 。 器面外面 は 、 ハ ケ 調整の後 に ナ

デ、 そ し て ヘ ラ ミ ガ キ がお こ な わ れ 、 内 面 は ミ ガ キ

の後 に 暗文 が施 さ れ る 。 829 は 、 菱形土 器 で、 口 縁

戸川

、
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、、
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第 3 節 弥生時代後期 の遺構 と 遺物

部 か ら 胴部上半 の 資料 で あ る 。 胴部内外面 と も に ハ

ケ 調整 の あ と が残 さ れ て い る 。 830 も 、 口 縁部 か ら

胴部上半 に か け て の蓋形土器で あ る 。 外面 に は タ タ

キ が残 っ て い る が、 そ の他の部分 は ナ デ調整で仕上

げ ら れ て い る 。 828 は 、 聾形土 器 の 脚台 で あ る 。 器

面 は撫で ら れ て い る が、 内 面 の 一部 に は ハ ケ 目 が残

っ て い る 。 脚台項部 に は 、 砂 が付 い て い る 。

34号住居跡 (第200図)

33号住居跡の 床 を は ず し て 現 れ た 竪穴式住居跡で

あ る 。 そ の 大半 が調査区 外 に あ る た め 、 そ の 全容 を

知 る こ と は で き な い 。 壁高 は 、 20cm程度 し か残 っ て

い な い 。 し か し 、 そ の 数値 は34号住居跡 に切 ら れ た

結果 で あ っ て 、 本来 は も っ と も 深 か っ た は ずで あ る 。

少 な く と も 34号住居跡の 壁高 を 加 え て 、 約75cm程度

∞ 

「
H
ミ
ム・
c
cヨ

A 

は あ る は ずで あ る 。 炉や柱穴 な どの施設 に つ い て は 、

わ か ら な い 。

出土土 器 は 、 小破片や細片 が少量出土 し た が、 図

化 に 耐 え る も の は 無 か っ た 。

35号住居跡 (第201 図〉

中央の群 に属 し 、 34号 に切 ら れ た 状態で検 出 さ れ

た 。平面形態は長方形で、 南北軸4 . 72 m 、 東西軸5 . 54m

を 測 る 。 壁高 は 60cmで、 あ る 。 炉 は 、 住居跡の 中央部

よ り も やや南へ ず、 ら し て 設 け ら れ て い た 。 平 面形態

は惰円形で、 長軸90cm、 短軸78cm を 測 る 。 深 さ は 1 2cm

で、 そ の 中 に は灰 がみ ら れ た 。 柱穴は 2 個 で、 東西

軸上 に 沿 っ て 穿 た れ て い る 。 そ の 間 隔 は 、 2 . 4m で

あ る 。 2 個 と も 柱痕跡が残 さ れ て お り 、 直径 は 東側

で、15cm、 西側 で、18cmで、 あ る 。 は っ き り し た ベ ッ ド状

- ∞ 
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遺構は 見 ら れ な か っ た が、 一部 南西隅 に 3 cmほ ど高

い部分 があ っ た 。

出土土器 は 、 ほ と ん ど が小破片 や細片 で あ っ た 。

石 器 で は 、 磨 石 が 1 点 (847) 、 台 石 1 点 (861 ) が

床直で出土 し て い る 。

[土器] (第20 1 図 831 ・ 832)

聾形土 器 を 2 点 (831 . 832) 図示 し た 。 831 は 、

聾形土器 の 脚台 で あ る 。 器面 は 内外面 と も 撫で ら れ

て い る 。 832 は 、 聾形土 器 の 底部 で、 丸底 を な し て

い る 。 器面 の 調 整 は 、 ナ デ調 整 で あ る 。

36号住居跡 (第202図)

北群 に 属 す る 竪穴式住居跡で あ る 。 南北軸5 . 27m 、

東西軸6 . 02m を 測 る 。 そ の平面形態 は 、 正方形 に近

い 。 壁高 は 、 50cmで あ る 。 炉 は 、 住居跡の 中央部 か

ら 1 m ほ ど南へ ずれ た と こ ろ に 設 け ら れ て い た 。 そ

の平面形態は楕円形 を 呈 し 、 1 . 9m X O . 9m を 測 る 。

炉は 、 炉穴上端 か ら 皿状 に 落 ち 込み 、 そ の後垂直 に

掘 り 込 ま れ る と い う 、 構造上 の 特徴 があ る 。 こ の垂

直の掘 り 込 み部 は 、 65叩-60cmの 円形で、 こ こ に は

灰 がい っ ぱ い に 詰 ま っ て い た 。 深 さ は 、 43cm を 測 る 。

柱穴 は 4 個 で、 住居跡の 四 隅 か ら 1 . 9m - 1 . 5m ほ ど

離 れ た 所 に 穿 た れ て い た 。 柱痕跡は 、 どの住穴 に も

あ り 、 直径 は 、 23cm- 17叩 で、 あ る 。 炉 と 南壁 と の 聞

に は 、 炉 と 同 ビ 掘 り 方 の 柱穴状の穴 がみ ら れ る 。 入

口施設の 支 え 柱で あ ろ う か。 ベ ッ ド状遺構は住居跡

の 南西隅 に あ る 。 住居跡 の 規模 か ら す れ ば、 小 さ い 。

高 さ は 、 13cmで、 あ る 。

出土土器 は 、 小破片 や細片 が出土 し た が、 図化 に

耐 え る も の は 少 な か っ た (835) 。 石器 で は 、 台石 1

点 (862) 、 鉄器 で は 鉄鎌 1 点 (867) が床 に 密着 し

て 出土 し て い る 。

37号住居跡 (第202図)

北群 に 属 す る 竪穴式住居跡 で あ る 。 そ の ほ と ん ど

の部分 が調査区外 に あ る た め に 、 そ の 全容 は 不 明 で

あ る 。 見 え て い る 部分 で の 壁高 は 、 62cmで あ る 。

出土土器 は 、 小破片 や細片 で出土 し 、 図化 に 耐 え

る も の では 少 な か っ た 。

[土器] (第202図 833 ・ 834)

童形土器 1 点 (833) と 費形土 器 1 点 (834) を 図

示 し た 。 833 は 、 童形土 器 の 口 縁部 で あ る 。 口 縁形

2 7 1 
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態 は 、 複合口縁で あ る 。 器面 の 調 整 は 、 ナ デ調 整 で

あ る が、 外面 の 一部 に ハ ケ 目 を 残 し て い る 。 834 は 、

聾形土器の 口 縁部 か ら 胴部上 半 で あ る 。 器面外面 に

は タ タ キ が残 り 、 口 縁部 の 内外面 と 胴部 内 面 に は ハ

ケ 目 が観察 さ れ る 。

38 ・ 39 ・ 40号住居跡 (第203図〉

北群 に 属 す る 竪穴式住居跡 3 基で あ る 。 か つ て 、

こ の場所 に は 民家 が そ の 上 に 建 て ら れ て い て 、 そ の

際 に ほ と ん ど が破壊 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 そ の

正確 な 基数 は わ か ら な い 。 最低 で も 3 基の切 り 合 い

か確認 で き た だ け で あ る 。 柱穴や炉の位置、 そ し て

規模 な ど も わ か ら な い 。

② 石 器 (第204図~第21 5図)

石 器 で は 、 磨製石鍛 を 再利 用 し た 石 器 1 点 (836) 、

砥石 8 点 (837-844) 、 磨石 3 点 (845-847) 、 台石

15点 (848-862) が出土 し た 。 そ の住居跡 ご と の 内

訳 を 示 そ う 。

磨製石鯨の再利 用 品 は 、 18号住居跡 か ら 出土 し た 。

砥石 は 、 5 号住居跡、 1 2号住居跡、 15号住居跡、 21

号住居跡、 30号住居跡、 32号住居跡 で l 点 づっ 、 28

号住居跡で 2 点 が出土 し た 。 磨石 は 、 7 号住居跡 と

21 号住居跡、 そ し て 35号住居跡で そ れ ぞれ 1 点 づっ

出土 し た 。 台石 は 、 4 号住居 跡 で 3 点 が出土 し た 他

は 、 10号住居跡、 15号住居跡、 17号住居跡、 22住居

跡、 18号住居跡、 25号住居跡、 28号住居跡、 30号住

居跡、 32号住居跡、 33号住居跡、 35号住居跡、 36号

住居跡 で 1 点 づっ 出 土 し た 。

磨製石鎌 (836) は 、 そ の 先端部 と 左側縁、 お よ

び基部 が欠損 し 、 左側縁 は 欠 損後研 ぎ な お さ れ て い

る 。 こ う し た こ と か ら 、 再利 用 の 石器 と 判断 し た が、

再利 用 の 目 的 は 、 わ か ら な い 。 右側縁の 鋭 い 縁辺 を

。

c::::プ 836

5 cm 

第2倒図 遺構内出土磨製石鎌実測 図



第 3 節 弥生時代後期 の遺構 と 遺物

利 用 し た 利 器 と 考 え ら れ る か も し れ な い 。 頁岩製 で

あ る 。

砥石 は 、 そ の 素材の形状や研 ぎ方 の違 い に よ っ て

さ ま ざ ま も 形状 を 持つ。 方無田遺跡で も 、 偏平 な も

の か ら 直方体の形 を と る も の な ど、 実 に個性的 で あ

る 。 使 用 さ れ る 石 材 と し て は 、 頁岩 (837 ・ 839 ・ 840) 、

安 山 岩 (838 ・ 842 ・ 843) 、 砂岩 (841 ・ 844) があ る O

研 ぎの段階 で い け ば\ よ り 目 の細 か い 頁岩 や安山岩

は仕上 げ砥 で あ り 、 砂岩 の も の は 中砥では な い だ ろ

う か。

磨石 は 、 作業面 が平 坦 に磨 り 減 っ て い て 、 よ く 使

い込 ま れ て い る 。 どの 資料 も 作業面 は l 面 で あ る 。

石 材 で は 、 す べ て 安 山 岩 で あ る 。 資料点数 と し て は 、

と て も 少 な か っ た が、 そ の使 い込 み の 激 し さ か ら 考

え て 、 住居 お よ び集落移動 の 際 に 持 ち 去 ら れ た 可能

性 が高 そ う で あ る 。

台石 は 、 ほ と ん ど の 資 料 が床面 に 密着 し た状態で

出土 し て い る 。 石器の 大 き さ か ら い っ て 、 本来据 え

置 か れ た 場所 を そ れ ほ ど移動 し て い な い と 判 断 さ れ

る 。 そ の 前提で、 そ の住居跡の場所 を 見 て み る こ と

に し よ う 。 そ の際 に 、 18号 は 、 柱穴の 抜 き 取 り 穴内

か ら 出土 し 、 30号住居跡 と 32号住居跡 は 、 埋土上部

で の 出 土 で あ り 、 こ の 3 点 は検討 か ら 除外す る 。

4 号住 は 、 貯蔵穴内 に 1 点、 炉の 西側周辺 に 2 点

が あ っ た 。 10号住 は 、 住居跡 の 中 心部 か ら やや北東

へ50cmの所 に あ っ た 。 15号住居跡は 、 炉の 東側 、 1 7

号住居跡 も 炉の 東側周辺 に あ っ た 。 22号住居跡は 、

中心部 か ら 北西へ 1 m の 所 に あ っ た 。 25号住居跡は 、

南壁近 く の 中央部西端、 28号住居跡 も 同 じ で南壁近

く の 中央部西端 に あ っ た 。 33号住居跡は 、 住居跡中

心部 か ら 西へ 1 . 2m の 所 で あ る 。 35号住居跡 は 、 北

壁中央部東側 に あ り 、 36号住居跡 は 、 住居跡中心部

か ら 西へ80cmの所で、 あ っ た 。

こ れ を 整理す る と 、 大 き く は 、 炉の周辺 と 住居跡

の 中央部、 お よ び壁際や貯蔵穴内 に 整理す る こ と が

で き る だ ろ う 。 そ の 実数 は 、 炉の周辺は 3 住居跡 4

点、 住居跡の 中央部 4 住居跡 4 点、 壁際 や貯蔵穴内

4 住居跡 4 点 と い う 結果 が得 ら れ た 。 整理の結果で

は 、 出 土 箇所 で の 明確 な 偏在 は 認 め ら れ な い 。

次 に 、 住居跡の総数 と 台石 出 土住居跡の数 と の 比

2 72 

較 を お こ な っ て み よ う 。 弥生時代 中期 の住居跡 2 基

を 除 い た住居跡総数 は 、 38基 で あ っ た 。 こ れ に 対 し

て 、 台石 が出土 し た住居跡は 、 13基で あ る 。 38対13

な の で、 台石残置住居 の 出現頻度 は 、 2 . 92対 1 で、

3 基 に l 基の割合 と い う こ と に な ろ う 。

以上、 検討事項 を 2 つ 設 け て 、 記述 し た 。 有 意 な

デー タ と は な ら な い が、 今後 の検討デー タ の 蓄積の

ーっ と し て 提示 し て お く 。

③ 鉄器とその関連資料

方無 田遺跡で は 、 他の 3 遺跡 に 比べ て 少 な く は あ

る が、 鉄器 と そ の 関連 資 料 が出土 し た 。 そ の 器種 ご

と の 内訳 は 、 鉄鉱1 1 点 、 環頭万子 1 点、 茎万子 1 点、

不 明 万 子 2 点、 錐 2 点 、 鉄鎌 l 点、 手鎌 2 点、 そ の

他の鉄片10点 で あ る 。 こ れ を さ ら に 、 住居跡 ご と に

整理 し な お し て 、 下 に提示 し よ う 。

3 号住居跡… …偏平鉄片 2 点 (884 ・ 885)

棒状鉄片 1 点 (888)

1 7号住居跡……偏平鉄片 1 点 (887)

25号住居跡……鉄鉱 2 点 (869 ・ 872)

不 明 万 子 1 点 (876)

26号住居跡……偏平鉄片 1 点 (891 )

28号住居跡……鉄鉱 3 点 (863 ・ 868 ・ 873)

環頭万子 1 点 (874)

不 明 万 子 1 点 (875)

鉄鎌 1 点 (880)

子鎌 1 点 (88 1 )

偏平鉄片 2 点 (883 ・ 886)

29号住居跡……鉄鉱 3 点 (865 ・ 866 ・ 870)

錨 1 点 (878)

偏平鉄片 2 点 (890)

不明鉄塊 l 点 (892)

30号住居跡… …偏平鉄片 1 点 (889)

32号住居跡……鉄鍛 1 点 (864)

33号住居跡… …茎万子 1 点 (877)

36号住居跡… …鉄鉱 l 点 (867)

次 に 、 器種 ご と に 説明 を 加 え て い き た い 。

[鉄鉱1 (863-873) 

鉄鉱は 、 1 1 点 出土 し て い る 。 そ の形式 の 内訳 は 、

無茎三 角 形式鉄鎌 l 点 (863) 、 柳葉形式鉄鉱 4 点 (864

-867) 、 圭頭斧箭形式鉄鉱 2 点 (868 . 869) 、 欠 損
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資料の た め に 帰属 不明 で あ る が柳葉形式鉄識の可能

性 が高 い も の 3 点 (870-872) で、 そ の他 に 茎の み

の も の l 点 (873) が あ る 。

無茎三角 形式鉄鎌 の 基部 は 、 凹 基腸扶式 で あ る 。

そ の 基部 の挟 り 入 り は 、 や や 聞 き ぎみ の 弧 を 描 い て

い たj犬態 で あ る 。

柳葉形式鉄鉱で は 、 そ の 可能性 が高 い も の も 含 め

て 見 て み よ う 。 形状で は 、 幅広 の も の (864 ・ 865 ・

870-872) と 幅 が狭 い も の (866 ・ 867) があ る が、

い ずれ も 関 は 明確 で、は な い 。 ま た 、 大型の も の と 小

型の も の も み ら れ る 。

圭頭斧箭形式鉄鍛 は 、 い ずれ も 鍛身部分の形状、

大 き さ では 大差 な い が、 基部 の状態 に 違 い が認め ら

れ る 。 869 の 基部 の 断面 形 は 偏 平 で、 正方形 の 断面

形 を と る 868 と は 違 い が あ る 。 た だ し 、 869 の 資料 は 、

茎の大部分 を 欠 損 し て い る の で、 以 下 が どの よ う に

な っ て い る の か 不 明 で あ る 。

[JJ子] (874-877) 

万 子は 、 4 点出土 し た 。 環頭 万子 I 点 (874) 、 茎

万 子 1 点 (877) 、 そ れ に帰属不明 の も の 2 点 (875 ・

876) で あ る 。 資料 ご と に 見 て み よ う 。

874 は 、 環頭 万 子 で あ る 。 先端部 は 両 刃 に 研 ぎ出

さ れ て い る の で、 平 面形 か ら は剣 の よ う な 印 象 を 受

け る 。 し か し な が ら 、 鐙以外 に は 背 がみ ら れ る こ と

か ら 、 万 子 に 分類 さ れ よ う 。 お そ ら く 、 先端部 が欠

損 し た 後 に 、 こ う し た 形 に研 ぎ出 さ れ た も の で あ ろ

う 。 ち な み に 、 こ れ と 同 じ 住居跡 か ら 出土 し 、 し か

も 万 身 の 幅 がほ と ん ど同 じ 875 は 、 欠 損前 の 貨 で あ

ろ う と 推定 で き る 。 環頭部 は 、 柄の 背 か ら そ の ま ま

の びば し て 造 り 出 さ れ て い る 。 関 は 、 両 関 で、 刃側

の 関 は斜め に 、 背側 の 関 は垂直で、 あ る 。

876 は 、 万 子 の 身 で あ る 。 万 身 の 幅 か ら 、 茎 万 子

と 考 え ら れ る 。

877 は 、 茎万 子 で、 そ の切 先 を 欠損 し た 資料であ る 。

関 は 片 関 で、 刃 側 に 斜め に 作 ら れ て い る 。

[錨] (878 ・ 879)

2 点 出 土 し た 。 878 は 、 先端部 を 欠 損 し た 資料 で

あ る 。 身 の部 分 の 変形 が著 し い が、 そ の 断面 は 、 三

日 月 状 を と る 。 879 は 、 先端部 と 基部側 を 欠 損 し た

資料で あ る 。 そ の 断面形 は 、 三 日 月 形 で あ る 。

[鉄鎌] (880) 

先端部 を 欠損 し た も の が、 l 点 出土 し た 。 鉄製刈

鎌の 身 で あ る 。 刃 は やや湾曲 ぎみ で あ る が、 直 刃 の

分類 に 入 ろ う 。

[手鎌] (881 ・ 882)

2 点 出 土 し た 。 い ずれ も 、 両端 を 折 り 曲 げた も の

で、 881 に は 木 質部 を 残 し て い る 。 刃 部 は 、 研 ぎ 直

し を 経て も 直 刃 の 形状 を と ど め て い る 。

[鉄片類] (883-892) 

鉄片 は 、 10点 が出土 し た 。 そ の形状 に は 、 偏平 な

も の (883-887 ・ 889-89 1 ) と 棒状の も の (888) 、

塊状の も の (892) が あ る 。

出土 し た 鉄片 に は 、 そ の 大 き さ や形状 に お い て 、

鉄器製作の い ろ い ろ な 段階の も の が含 ま れ て い る と

判断 さ れ よ う 。 特 に 、 前記 し た 偏平鉄片 や棒状鉄片

や塊状鉄片 は 、 し か り で あ る 。 ま た 、 偏平鉄片 にも 、

886や887 の よ う に 鉄器素材 と し て 十分 に 利 用 で き る

も の か ら 三 角 形の小型鉄片 ま で が含 ま れ て い る 。 で

も 、 こ う し た 傾向 を 方無 田遺跡の み で検討す る こ と

は 、 資料数の 上 で も 不可能で、 あ ろ う か ら 、 狩尾遺跡

群全体 での そ の 数量的検討が必要 と な ろ う 。 な お、

889 は 、 錨 の破片 か も し れ な い 。

284 

2 . 周 溝遺構 (第21 8図〉

周溝遺構は 、 2 基 を 検 出 し た 。 い ずれ も 竪穴式住

居跡の 群 で い え ば、 中央の群 に あ る 。 し か も 、 群の

中心部 に あ る の では な く 、 そ の縁辺近 く に あ る 。 ひ

と つ の特徴 と し て 記憶 し て お き た い 。 ま た 、 こ の遺

構の性格 に つ い て は こ れ ま で も 不明 な 点 が指摘 さ れ

て き た が、 今 回 の 調査で も そ の性格 を 推定 す る 手 だ

て を 得 る こ と は で き な か っ た 。

1 号周溝遺構 (第21 8図)

中央の群の北端近 く で検出 さ れ た 。 検出状況は 、

1 9号住居跡 に 切 ら れ た 状態 で あ り 、 こ の遺構の 時期

を あ る 程度限定す る 材料 と な っ た 。

遺構は 、 19号住居跡 に 切 ら れ 、 し か も そ の 一部 が

調査区外 に あ る た め に 、 そ の 全容 を 知 る こ と は で き

な か っ た 。 で も 、 十分 に 類推は 可能 で あ る 。

平面形態 は 、 辺 が丸み を も っ た 胴張 り の 三 角 形 で、
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陸橋部 を 南側 に 設定 し て い る 。 計測可能 な 辺 の 長 さ

(外縁) は 、 北側5 . 4m 、 東側4 . 8m で あ る 。 溝の幅 3 . 土壌墓 (第21 9図〉

は 、 1 m 前後で、 そ の断面形は皿形 で あ る 。 深 さ は 、 土墳墓は 、 3 基 を 検出 し た 。 い ずれ も 中央の群 に

22cm を 測 る 。 あ る が、 性格上、 住居跡 と の併存 は無 い は ずで あ り 、

出土遺物 は 、 数片の 弥生式土器片 が出土 し て い る そ の 意味か ら 時期 の 決定 に は慎重 に な ら ざ る を 得 な

が、 こ の遺構 に伴 う も の で は な い 。 い 。 た だ し 、 3 基の 中 の 2 基 が竪穴式住居跡 を 切 っ

2 号周溝遺構 (第21 8図) て 作 ら れ て お り 、 こ の 集落の廃絶後 に 、 墓地 が営 ま

中央の群の南端 で検 出 さ れ た 。 住居跡や そ の他の れ た こ と は確実で、 あ る 。 ま た 、 3 基の位置関係 が か

遺構 と の切 り 合 い は み ら れ な か っ た 。 な り 近距離 に あ り 、 ま た 、 そ の部分 の ほ と ん ど が未

遺構の平面形態 は 、 隅 が丸 い 二等辺三 角 形 を 呈 し 調査区 で あ る の で、 こ の未調査区 の 中 に 、 ま だ 多 く

て い る 。 三 角 形 を 呈す る と い う 点 で は 、 1 号 に 似 て の土壌墓が隠 れ て い る 可能性 も 高 そ う だ 。

い る が、 2 号 に は 陸橋部 が無 い 。 辺 の 長 さ (外縁 号土境墓 (第21 9図〉

は 、 北側7 . 2m 、 南側 7 . 2m 、 東側6 . 2m で あ る 。 溝 10号住居跡 を 切 っ た 状態 で検出 さ れ た 。 し た が っ

の 幅 は 、 40cm-30cmで、 そ の 断面形は U で あ る 。 深 て 、 こ の遺構の 時期 は 、 10号住居跡 よ り も 新 し い と

さ は 、 30cmで、 あ る 。 い う こ と に な る 。

出 土遺物 は 、 無 い 。 平面形態 は 、 胴張 り の 長方形 で あ る 。 長軸 2 m 、
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短軸1 . 55m を 測 る 。 こ の遺構の確認 は 、 10号住居跡

を 掘 り 上 げた 後 で あ っ た た め に 、 正確 な 深 さ を 調査

と し て 認識 し 得 な か っ た 。 計測で き る 部分 で、は 、 60cm

の深 さ があ っ た 。

供献遺物 と し て の 出 土 物 は 無 く 、 混入品 と し て 数

片 の 弥生式土器片 が出 土 し て い る の み で あ っ た 。

2 号土嬢墓 (第2 1 9図)

1 2号住居跡 を 切 っ て 検出 さ れ た 。 し た が っ て 、 こ

の遺構 の 時期 は 、 1 2号住居跡 よ り も 新 し い と い う こ

と に な る 。

平面形態は 、 長方形 で あ る 。 長軸1 . 5m 、 短軸1 . 3m

を 測 る 。 こ の遺構の確認 も 1 2号住居跡 を 掘 り 上 げた

後 で あ っ た た め に 、 正確 な 深 さ を 調査 と し て 認識す

る こ と がで き な か っ た 。 し た がっ て 、 計測で き る 部

分 の 数値 を 示す と 、 55cmの 深 さ で あ っ た 。

供献遺物 と し て の 出土物 は 、 無 か っ た 。

3 号土墳墓 (第21 9図)

こ の 土墳墓は 、 20号住居跡の北側 で検出 さ れ た 。

平面形態 は 、 不整の楕円形で、 長軸2 . 7m 、 短軸1 . 34m 

を 測 る 。 掘 り 方 は段掘 り で、 屍床 か ら 30cm�20cmの

所 に段 が あ る 。 下端 てるの 長 軸 は 、 1 . 8m 、 短軸 は 、 0 . 6m

を 測 る 。 深 さ は 、 55cm を 測 る 。

f共献遺物 と し て の 出土物 は 、 無 か っ た 。

4 . ま と め

調査の結果、 弥生時代後期 に 属 す る と 考 え ら れ る

遺構は 、 竪穴式住居跡38基、 周溝遺構 2 基、 土墳墓

3 基 が検出 さ れ た 。 ま た 、 遺物 で は 、 主 に竪穴式住

居跡 を 中 心 に し て 、 土器、 石器、 鉄器 が出土 し た 。

そ し て 、 こ れ ら の も の に つ い て は 、 1 � 3 工頁で そ の

出土状況や そ の 種類 に つ い て 詳 し く 述べ て き た 。 本

章 を 終 え る に あ た り 、 こ う し た 記述 を 整理 し て お く

こ と が必要 で、 あ ろ う 。 以下、 そ れ ぞれ の 項 目 を 設定

し て 、 整E里 し て い こ う 。

[集落]

集落関係 と し て は 、 竪穴式住居跡 と 周溝遺構 を と

り あ げ る 。

方無田遺跡で検出 し た 遺構 は 、 そ の配置の状態 か

ら 、 3 つ の グ ル ー プ に 分 け る こ と がで き た 。 そ し て 、

r 1 . 竪穴式住居跡 と 遺物」 の項で、 こ の グ ル ー プ
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を 西群、 中央の群、 北群 と 呼 び、 各遺構 の 説明 の 中

で、 そ の グ ル ー プ名 を 使用 し て お い た 。

西群の 調査 は 、 そ の 東端 の 一部 が対象 に な っ た だ

け で あ り 、 1 基の 竪穴式住居跡 し か検出 さ れ な か っ

た 。 北群 も 同 じ で、 そ の 南端 し か調査で き て お ら ず、

そ の 全容 を 捉 え る に は 不 十分 な 遺構数 で あ る 。 そ う

し た 意味か ら 、 こ こ で は 、 中 央 の 群 を 中 心 に し て 、

そ の 特徴 を 抽 出 し て み よ う 。

中央の群 で は 、 32基の 竪穴式住居跡 と 2 基の 周溝

遺構 を検出 し た 。 し か し 、 調査対象 か ら は ずれ た 部

分 が残 さ れ て い る の で、 実際 の 数 と し て は こ れ に 1 0

基以上の 数 を た さ な け れ ば な ら な い だ ろ う 。 そ う な

ら ば、 中 央 の 群 は 、 40基以上 、 な い し は 50基 を 越 え

る 住居跡 に よ っ て 構成 さ れ て い る こ と に な る 。

中央の群は 、 調査結果 か ら 判 断す る と 、 東西110m 、

南北60m の 範囲 に 広 が り 、 そ の 平面形状 は 楕円形 を

呈 し て い た 。 さ ら に そ の集 中 の 仕方 を み て み る と 、

東側 に よ り 多 く の住居跡 が集 ま る 傾向 も あ り 、 こ の

群 が東西二つ の 支群 に よ っ て 成 り 立 っ て い る 可能性

も 指摘 で き な い わ け では な い 。 ま た 、 周 溝遺構 が支

群 ご と に 1 基づっ み ら れ る こ と も お も し ろ い 事実で

あ る o た だ し 、 こ の こ と に つ い て は 、 肝心 な 部 分 が

未調査区 で あ り 、 こ れ 以上 の 言及 は 不可 能 で あ ろ う 。

竪穴式住居跡の 大 き さ を み て み よ う 。 遺構配置図

(第1 63図〉 を 見 て み る と 、 住 居跡 の 大 き さ に お い

て 大小 2 つ の グ ル ー プが あ る よ う に 感 じ ら れ る 。 そ

こ で、 そ の こ と を 客観的 な 基準で示す 必要 が あ る 。

こ の 資料 と し て 、 縦軸 を住居跡 の 長軸 に 、 横軸 を 短

軸 に し て 、 そ の 長幅比 の グ ラ フ (第220図) を 作成

し た 。 そ の結果、 大 き く 二つ の ま と ま り に 整理 で き

そ う だ 。 し か も 、 そ の偏 在 は 、 そ れ ぞれ の 群 が そ れ

ぞれ に 隔絶 し た 状況 を 呈 し て い る の で、 そ こ に 何 ら

か の 有意 な 関係 を 指摘 で き る か も し れ な し 当 。 そ こ で、

大 き め の住居跡 を A 群 と 、 小 さ め の住居跡 を B 群 と

し て 検討 を 進 め て い っ て み よ う 。

方無田遺跡、では 、 柱 の 数 で 3 種類の 竪穴式住居跡

があ る 。 4 本柱 と 2 本柱、 そ し て 、 床 面 に 柱穴 が無

い も の が そ れ で あ る 。 ま ず、 A 群 と B 群 と の 中 での

住居跡の構成 を み て み る こ と に し よ う 。

A 群では 、 4 本柱が10基 ( グ ラ フ 中 で は 1 2基 を 表
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示 し て い る が、 そ の 中 の 2 基は 北群 と 西群の も の で

あ り 、 こ こ か ら は 除外す る ) 、 2 本柱 が 6 基で あ る 。

一方、 B 群 に は 、 4 本柱 が 3 基、 2 本柱 が 6 基、 柱

穴無 し が 3 基あ っ た 。 傾 向 と し て は 、 4 本柱は大型

の住居跡 に 多 く 、 2 本柱 は 大型 に も 小型 に も あ り 、

O 本 の も の は小型 に し か な い 、 と い う こ と が伺 え そ

う で あ る 。

と こ ろ で、 熊本の竪穴式住居跡の構造 を 見 て み る

と 、 次 の よ う な 傾 向 が指摘 さ れ る 。 そ れ は 、 弥生時

代後期 の 前 半 で は 2 本柱 の 長方形住居 が中心 で、 古

墳時代 に な る と 4 本柱の正方形住居 が主流 に な る 、

と い う 傾向 で あ る 。 こ こ で問 題 と な る の が、 4 本柱

住居 の 出現 で あ る が、 こ れ ま での と こ ろ 4 本住 は 、

後期の後半期 に は確実 に 存在 し て い る 。 そ れ は 、 狩

尾遺跡群 を み れ ば わ か る こ と で あ る が、 そ の後半期

の どの段階 な の か がわ か ら な い 。

そ こ で、 方無 回遺跡 を み て み よ う 。 A 群 と B 群 と

の 聞 に は そ の偏 在 の仕方 で隔絶 し た 状況 を 読み取 る

こ と がで き る 。 そ れ は 、 大 型 と 小型 が明確 に 区分 さ

れ て い る こ と で あ り 、 そ こ に 何 ら か の 意味 を 考 え る

必要 がでて く る 。 そ の た め に幾つ か の可能性 を 考 え

て み よ う 。

ま ず、 ふ た つ の 群 を 時期差 と 考 え る 方法で、 4 本

柱 が多 い A 群は 、 そ れ が少 な い B 群 よ り も 新 し い と

い う 考 え で あ る 。 こ の 考 え を 基 に す れ ば、 方無田遺

跡 に 集落 が構 え ら れ る 最初の段階 に は小型の 4 本柱

長

5 - . 

， ， 
• .. 6 . ι . . . ・.
・ ・. . . . 。 。

1 : 1 

' 4 本柱・ 2 本柱。 o 本柱
5 単位 : m ) 短

第220図 竪穴式住居跡の長幅比比較図 図
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住居 が登場 し 、 そ の後 に 数 を 増 し て 大型 の 4 本柱住

居へ か わ っ て い く と す る こ と がで き る 。 そ し て 、 2

本柱住居 は 、 そ の ま ま 数 を 同 ビ く し て 継続す る 一方

で、 大型化す る 、 と い う の で あ る 。 こ れ を 第 1 の 考

え と し て お こ う 。 こ の場合、 2 本柱住居 と 4 本柱住

居 と の違 い が、 集 落内 で どの よ う な 関係 に あ る の か

が問題 と さ れ る で あ ろ う 。

次 に 、 2 本柱 と 4 本柱 と が時期 を 違 え て い る と 考

え る 方法で、 2 本柱 が古 く て 、 4 本柱 が新 し い と い

う 考 え で あ る 。 そ の 考 え か ら は 、 古い段階 に 2 本柱

の小型 と 大型 があ り 、 そ の後 4 本柱 に な る と 、 大型

住居 が増 し て 、 小 型 が減少 す る と い う 図式 が想定 で

き る 。 こ れ を 第 2 の 考 え と し て お こ う 。 こ の場合、

住居 での大型 と 小型 の違 い が、 当 時の 集落 を 考 え る

上 で重要 な 問題 の ーっ と な る は ずで あ る 。

こ れ に 対 し て 、 こ の よ う な 整然 と し た 認識では な

い 考 え も 成 り 立つ で あ ろ う 。 そ れ は 、 方無田遺跡の

集落は 、 そ の 開始期段階 か ら 4 本柱 と 2 本柱、 そ れ

に O 本柱の住居、 お よ び そ の 大小 が併存 し 、 そ の後

何段階 か継続す る 中 で も そ う し た傾向 は 、 そ の ま ま

引 き 継 がれ て い く と い う 考 え で あ る 。 こ の場合、 第

1 と 第 2 と の 考 え で示 し た 問題点 を 複雑 に 絡 ま せ な

が ら 、 集落の構成 を 考 え る 必要 が出 て く る 。

以上、 三 つ の 可能性 を 想定 し た が、 結論 を 得 る た

め に は 、 次 に 各住居跡の切 り 合 ぃ 関係 を 考 え な け れ

ば な ら な い だ ろ う 。

住居跡の切 り 合 い は 、 5 箇所でみ ら れ た 。 5 号住

居跡 と 6 号住居跡、 10号住居跡 と 1 1 号住居跡、 14号

住居跡 と 15号住居跡、 33号住居跡 と 34号住居跡 お よ

び33号住居跡 と 35号住居跡、 27号住居跡 と 28号住居

跡、 以上 5 箇所で あ る 。 こ れ を 、 さ き ほ どの住居 の

類型化 を も と に 整理 し て み よ う 。

5 号住居跡 と 6 号住居跡で は 、 5 号 が四本柱の 大

型住居 で あ る 。 そ し て 、 6 号 は 、 そ の 全容 が不 明 で

あ る が、 O 本柱の小型住居 の 可 能性 が高 い 。 切 り 合

い 関係 は 、 5 号 が 6 号 を 切 っ て い る 。 大型住居 が小

型住居 を 切 っ て い る 事例で あ る 。

10号住居跡 と 1 1 号住居跡は 、 と も に 2 本柱の大型

住居 で あ る 。 10号 が1 1 号 を 切 っ て い る 。 同 じ 類型の

住居 に切 り 合 い 関係 が成立 し て い る 事例 で あ る 。



14号住居跡 と 1 5号住居跡 は 、 14号 が 2 本柱の小型

住居で、 15号 が 4 本柱の 大型住居 で あ る 。 14号 が1 5

号 を 切 っ て い る 。 2 本柱の 小型住居 が 4 本柱の大型

住居 を 切 っ て い る 例 と し て 、 注意 が必要 だ ろ う 。

33号住居跡 と 34号住居跡 お よ び33号住居跡 と 35号

住居跡で は 、 33号 と 35号 が 2 本柱の 大型住居 で、 34

号 は 不明 で あ る 。 33号 が34号 を 、 同 じ く 35号 を 切 っ

て い る 。 33号 と 34号 の 関係 は わ か ら な い が、 33号 と

35号 と の 関係 は 、 同 じ 類型の住居 に 切 り 合 い 関係 が

成立 し て い る 事例 で あ る 。

27号住居跡 と 28号住居跡は 、 27号 が 4 本柱の 小型

住居 で、 28号 が 4 本柱の 大型住居 で あ る 。 27号 が28

号 を 切 っ て い る 。 4 本柱の小型住居 が 4 本柱の大型

住居 を 切 っ て い る 事例 と し て 注意 が必要 で、 あ る 。

さ で 、 こ う し た 切 り 合い の 関係 と 、 さ き ほ どの 3

つ の 考 え を 比較 し て 、 そ の ど れ が も っ と も 考 え や す

い も の で あ る か を 探 っ て み よ う 。

第 l の 考 え は 、 二つ の 群 に 時期差 を 想定 す る も の

で、 4 本柱が多 い A 群 は 、 そ れ が少 な い B 群 よ り も

新 し い と い う 考 え で あ る 。 こ の場合、 14号住居跡 と

15号住居跡 と の 事例 と し て 、 2 本柱の小型住居 が 4

本柱の 大型住居 を 切 っ て い る 例 が あ る 。 ま た 、 27号

住居跡 と 28号住居跡は 、 4 本柱の小型住居 が 4 本柱

の 大型住居 を 切 っ て い る 事例 で も あ る 。 し た がっ て 、

住居跡の 大小 に 時期差 を 予想、 で き そ う に な い 。

第 2 の 考 え は 、 2 本柱 と 4 本柱 と の 時期差 を 想定

す る も の で、 2 本柱が古 く て 、 4 本柱が新 し い と い

う 考 え で あ る 。 こ の場合、 14号住居跡 と 1 5号住居跡

と の事例 と し て 、 2 本柱の小型住居 が 4 本柱の 大型

住居 を 切 っ て い る 例 が あ る の で、 こ れ も 可能性 と し

て は低 い 考 え で あ る 。

第 3 は 、 開始期段階 か ら 4 本柱 と 2 本柱、 そ れ に

O 本柱の住居 、 お よ び そ の 大小 が併存 し 、 そ の ま ま

継続す る と い う 考 え で あ る 。 こ う し た 考 え で、 上の

切 り 合い を み て み る と 、 矛盾 を き た す 事例 は 見 あ た

ら な い 。 つ ま り 、 方無田遺跡の集 落 を 理解 す る 時、

こ の 第 3 の 考 え 方 が、 も っ と も 自 然 な 理解の方法 と

い う こ と に な る 。 し か し 、 こ れ だ け では 、 こ の集 落

の 構成 が明 ら か に な っ た わ け で は な い 。 や は り 、 集

落の変遷 の 基本 に な っ て い る 一定 の 法則 を 読み取 る
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必要 があ る 。 そ の た め に も 、 出土遺物 の 整理 が不可

欠 に な っ て こ よ う 。

[土器]

出土 し た 土 器 は 、 そ の遺跡 の 時期決定 の 際 の 重要

な 基準資料で あ る 。 そ の 際 に 、 熊本 で お こ な わ れ る

弥生時代後期土 器群の型式研究 は 、 整形 土 器 の 器形

変化 (特 に 、 口 縁部 か ら 胴部中位 ま で) と 脚 台 わ よ

び底部 の 形状変化 を 型式 表徴 に し て進 め ら れ る 。 そ

れ は 、 中期黒髪式土 器 か ら 古式土師器 ま での 口 縁部

か ら 胴部の形状 と 底部形状の型式的 な 流 れ を 考 え る

と 、 有効 な 方法 と 考 え ら れ る 。 し た が っ て 、 そ う し

た慣例 に 準拠 し な が ら 、 そ の 土 器組成 の 関係 を 整理

し て い き た い 。

8 号住居跡出土の聾形土 器 (第1 7 1 図 748) は 、

胴部 の 最大径 が中位 な い し や や上 に あ り 、 低 い 脚台

が付 い た 土器で あ る 。 こ の 土 器 は 、 方無 田遺跡の斐

形土器の 中 で型式的 に も っ と も 古い 形状 を 呈す る も

の で あ る 。 流域の違 い が あ り 、 そ の ま ま 援用 す る に

は 問題 が あ ろ う が、 菊地J 1 1 流域編年 の津袋 E 期 (高

木1 979) の聾形土 器 に 相 当 す る も の で あ ろ う 。 で も 、

こ れ は単独出土 で 、 共伴資料 と し て の 土 器組成 は わ

か ら な い 。

28号住居跡 で は 、 壷形土 器 (796-802) 、 高杯形

土 器 (803 ・ 805) 、 聾 形土 器 (808-809) が 出 土 し

て い る 。 ま ず、 整形土器 を み て み よ う 。 完形の聾形

土器が出土 し て い な い の で、 断片的 な 資料 か ら そ の

特徴 を 抽 出 し て み る 。 胴部 の 最 大径 は 、 そ の 中位 よ

り も 上 に あ る 。 器 面 の 調 整 は 、 ハ ケ 調 整 な い し ナ デ

調整で、 タ タ キ が残 さ れ る 資料 は 無 P o 脚台は低 く

て 、 そ れ ほ どの 発達 を し て い な い 。 査形土 器 は 、 す

べ て 複合口縁で、 2 種 が あ る 。 796 と 798 は 、 朝顔形

に 聞 い た 頭部 か ら 垂直 に 口 縁 が付 け ら れ 、 口 縁端 に

刻 み 目 (796) が付 け ら れ た り 、 櫛描波状文 を 付 し

た り す る 。 胴部上半部 の 肩部 に は 、 799-802 の よ う

な 櫛描 に よ る 流水 文 や 簾状文 が施 さ れ る 。 797 は 、

口縁部 が強 く 内傾す る 土器 で あ る 。 口 縁部 に 櫛描 に

よ る 簾状文 が施 さ れ 、 頚部 と 胴部 と の 境 に は 凸帯 が

付 け ら れ て い る 。 豊後地方系統の壷形土 器 で あ る 。

高杯形土器は 、 内 湾 ぎみ の杯下半 と し ゃ く れ上 が る

上半 と の境では鋭 く 折れ て い る 。 脚台下半部 は 、 広
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〈 聞 い て 、 4 孔の 透 か し が付 さ れ る 。 28号住居跡の

土器は 、 聾形土器の 型式的特徴 か ら 、 8 号住居跡の

そ れ に 後続す る も の と 判断 さ れ る 。

こ の 28号住居跡出土土器 と 時期的 に 近 い 資料 と し

て 、 17号住居跡 (第1 82図〉 が あ る 。 1 7号住居跡 に は 、

査形土器(756-767) 、 聾形土器(768-770) 、 祭杷土

器 (771 ) があ る 。 壷形土器 の 口 縁形態は 、 白 川 水系

型複合 口 縁で、 そ の下端 に 刻 み 目 がみ ら れ る 。 胴部

上半 の 肩部 に は 、 766 と 767の よ う な 櫛描文 が施文 さ

れ る 。 聾形土器 は 、 胴部 の 最大径 が そ の 中位 よ り も

やや上 に あ る 。 器面調整は、 ナ デ調整が中心で、 内

面 の 一部 に ハ ケ 目 が残 さ れ て い る 。 脚部 は 、 低 い も

の (769) と 高 い も の (770) の 2 種 が出土 し て い る 。

両 者 が伴 う の か ど う か は 、 断片資料の た め わ か ら な

い 。 769 は 、 混 入 の 可能性 が高 い 。 祭肥土 器 は 、 3

条 の 三角形凸帯 が付 さ れ た 頭部資 料であ る 。

4 号住居跡 は 、 特徴的 な 資料 が出 土 し た住居跡で

あ る 。 出 土 土 器 は 、 壷形土 器 (727 ・ 728) 、 鉢形土

器 (729-73 1 ) 、 高杯形土器 (732) 、 聾形土器 (733

-737) で あ る 。

聾形土器 に は 、 2 種 があ る 。 ひ と つ は 、 長 く の び

た 脚 台 が付 き 、 胴 部 最 大 径 が そ の 中 位 に あ る 土 器

(735) で、 二 つ 目 は 、 底部 が 丸底 を 呈 し 、 胴部 の

最大径 が そ の 中 位 に あ る 土 器 (733 ・ 734 ・ 737) で

あ る 。 こ の 二種の聾形土器 は 、 同 じ 住居跡 か ら 出土

し 、 そ の 出土状態 か ら 共伴資料 と 判断 さ れ る 。 こ の

聾形土器は 、 型式的特徴 か ら 28号住居跡の 資料よ り

も 後出 す る も の と 判 断 さ れ る 。 壷形土器では 口 縁形

態 がわ か る 資料は 1 点 の み で、 白 川 水系 型複合口縁

(727) で あ る 。頚部 に 櫛描文 がみ ら れ る 。728は、 口縁形

態は わ か ら な い が、 肩部 に 箆 状 に よ る 押引 文 がみ ら

れ る 。 鉢形土器 に は 、 素 口 縁 (729) と 屈 曲 口 縁 (730 ・

73 1 ) が あ る 。 後者 は 、 頭の す ぽ ま り が強 い も の (731 )

と 弱 い も の (730) が あ る 。 高杯形土 器 は 、 脚部資

料で、 短 い 脚柱 か ら 下半部へ そ の ま ま 広 く 聞 い て い

る 。

4 号住居跡出土土器 と 時期的 に 近 い 資料 と し て 、

聾形土器の 型式的特徴 を 基 に し て 、 挙 げて み よ う 。

3 号住居跡 (第1 64図〉 、 5 号住居跡 (第1 68図) 、 7

号住居跡 (第1 70図) 、 1 3号住居跡 (第1 76図) 、 14号

292 

住居跡 (第1 77図〉 が そ れ に相 当 す る 。

ま た 、 鉢形土器 (785) 、 脚台付鉢形土器 (786) 、

高杯形土器 (787 ・ 788) を 出土 し た 19号住居跡 も 高

坪形土器の型式的特徴 か ら こ の 時期 に 比定 で き る 。

3 号住居跡で は 、 鉢形土器 (725) と 聾形土器 (726)

があ る 。 鉢形土器 は 素 口 縁で、 胴部以上 が真 っ 直 ぐ

に の び、 口 縁部 は やや内傾す る 。 聾形土 器 は 、 脚台

が付 く 。 胴部 の 最 大径 は 、 胴部 中位 の 上 に あ る 。 器

面 の 調 整 は 、 ハ ケ 調 整 と ナ デ調整で、 胴部上半部 に

タ タ キ の痕跡 を 残 し て い る 。 器面調整の残存状況で

あ り 、 決定的 な 型式表徴 と は な り え な い が、 特徴の

ひ と つ と し て 記憶 し て お き た い 。

7 号住居跡 に は 、 鉢形土器(745) と 聾形土器(746 ・

747) が あ る 。 鉢形土 器 は 屈 曲 口 縁で、 下膨 れ の 胴

部 を 持つ 。 聾形土器 に は 、 脚台 を 欠 い た 資料 (747)

と 脚台資料 (746) があ る 。 747 は 、 胴部 の 最 大径 が

胴部 中佐 な い し やや上 に あ る 。 器面調整 は 、 ハ ケ 調

整 と ナ デ調整で あ る が、 胴部上半部 に タ タ キ の痕跡

を と ど め る 。 747 は 、 壊 れ た 底部 を 加 工 ・ 整形 し て

再利 用 し た 資 料 で あ る が、 現状でみ る か ぎ り 脚台 の

発達 は 弱 い 。

菱形土器以外の 土器 を 整理 し て み よ う 。 査形土器

の 口 縁形態 に は 、 素口 縁(758) と 白 川 水系型複合口 縁

(727 ・ 739 ・ 740 ・ 74 1 ) が あ る 。 素 口 縁の 土器 に は 、

小型で寸 詰 ま り の 器形の も の で あ る 。 後者の頭部 に

は刺突文 が施文 さ れ る 。

鉢形土器 に は 、 素 口 縁の も の (725 ・ 730 ・ 731 ) 、

屈 曲 口 縁の も の (745 ・ 761 ) が あ り 、 脚台 は付 か な

い 。 屈 曲 口縁の鉢形土 器 は 、 胴部 の 最大径 が胴部 中

位 に き て い る も の と やや下 に あ る も の が あ る 。

高坪形土器で は 、 口 縁部 の の び が短 く 、 内面 に 暗

文 がみ ら れ る 資料 だ け で、 他の も の は 出土 し て い な

い 。 た だ し 、 三 角 凸帯 を め ぐ ら す 祭杷土器は 出 土 し

て い な い 。

聾形土器の型式的特徴 と し て 、 胴部上半 に タ タ キ

調整の痕跡 を そ の ま ま 残 し て い る 丸底 の 土器 が出土

し て い る 。 こ れ が、 4 号住居跡の 土器群 に 後続す る

聾形土器で あ ろ う 。 標式的 な 住居跡 が無 い の で、 最

初 か ら 全部 を 提示 し よ う 。 1 1 号住居跡、 12号住居跡、

18号住居跡、 20号住居跡、 21 号住居跡、 22号住居跡、



29号住居跡、 32号住居跡、 33号住居跡、 36号住居跡、

第37号住居跡 が そ れ で あ る 。

全体 を 概観 し て そ の形態組成 の 特徴 を ま と め て み

ょ う 。

査形土器 に は 、 素 口 縁(81 8 . 824) と 白 川 水系型複

合口縁、 (752 ・ 8 1 9 ・ 825 ・ 833 ・ 774-779 ・ 781 . 820) 、

他の複合口縁 (772 、 773) の 三 つ があ る 。 素 口 縁 に

は 、 口 がす ぼ ま る 小型 の 査形土 器 (824) と 口 縁 が

朝顔形 に 聞 い て 卵形 の 胴部 を 付 け た 土 器 (81 8) が

あ る 。 後 者 の 肩部 と 頭部 の 境 に は刺突 に よ る 列点文

があ る 。 肥後型複合口 縁壷形土器 の 全体像 は 不 明 で

あ る 。 た だ し 、 断片資 料 か ら す れ ば、 櫛描 き に よ る

平行文や列点文、 流水 文 、 簾状文 な ど が存在す る 。

鉢形土器 に は 、 素 口 縁の も の (756 ・ 826) と 屈 曲

口 縁の も の (783) 、 そ し て 脚台 付 の も の (827) と

が あ る 。 調整加 工 で は 、 ナ デ調 整 が中 心 と な る も の

(756 ・ 783) 、 器面 が磨 か れ て い る も の (827) があ

る 他、 タ タ キ 調整の痕跡 を 残 し て い る も の も あ る 。

特 に 、 最 後 の も の は 、 、 蓋 形 土 器 の 製作技法上 の 特

徴 に 類似 し て い て 興味 が あ る 。

そ の 他 に 、 三 角 形 凸 帯 を 数状 め ぐ ら す 祭肥 土 器
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(754) や小型 丸底土器 (822) も 出土 し て い る 。

以上、 方無田遺跡の竪穴式住居跡は 、 出土土器の

型式検討 を 通 し て 、 三 つ の 時期 に ま と め ら れ る 。 今

一度整理 を し て お こ う 。

8 号住居跡、 1 7号住居跡、 28号住居跡 が、 方無 田

遺跡 で も っ と も 古い 土器 を 出 土 し た 。 住居跡の 類型

は 、 O 本柱の小型住居 1 基 ( 8 号) 、 4 本住大型住

居 2 基 (17号、 28号) で あ る 。

次 に 続 く の が、 3 号住居跡、 4 号住居跡、 5 号住

居跡、 7 号住居跡、 1 3号住居跡、 14号住居跡、 1 9号

住居跡 が そ れ に 相 当 す る 。

住居跡の類型 で は 、 O 本柱小型住居 1 基 (13号) 、

2 本柱小型住居 が 2 基 ( 7 号、 14号) 、 4 本柱 大 型

住居 が 4 基 ( 3 号、 4 号 、 5 号、 1 9号) あ る 。

方無田遺跡で も っ と も 新 し い 時期 の も の が、 1 1 号

住居跡、 12号住居跡、 18号住居跡、 20号住居跡、 21

号住居跡、 22号住居跡、 29号住居跡、 32号住居跡、

33号住居跡、 36号住居跡、 37号住居跡 で あ る 。 住居

跡類型 で、 再度 整理 し て み よ う 。 2 本柱大型住居 は

3 基 (1 1 号、 18号、 33号) 、 4 本柱小型住居 は 2 基 (1 2

号、 32 号) 、 4 本柱大型住居 は 5 基 (20号 、 21 号 、

Nn 磨鍛 砥石 磨石 台石

第 8 表 遺構別石器 ・ 鉄製品組成表

錨 鉄鎌 手鎌 鉄 片
平 棒 塊
2 

刀 子
鉄鍛

環 万 子 茎 万 子 不明

3 
4 
5 

7 

10  

1 2  

1 5  

1 6  

1 7  

1 8  

21  

22 

25 一 一 2

3 

ワ白nhυ

no

nwd

nHv

nL

ntu

phu

po

 

?“

ヮ臼

ワ臼

qd

qd

nJ

qd

qu

3 
3 

1 
1 

2 2 

2 
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22号、 29号、 36号) と い う こ と に な る 。

[石器]

石 器 に は 、 磨製石織再利 用 の 石 器 1 点、 砥石 8 点、

磨石 3 点、 台石 15点 が あ る 。 そ の住居跡 ご と の 内訳

は 、 整理 し て 第 表 に 示 し て い る 。 な お 、 先の 「②

石 器」 の 項 で は 、 台 石 の 設 置場所 と 台石 が住居跡 に

遺存す る 割 合 に つ い て 言及 し た 。 そ の結果 を ま と め

て み よ う 。

設置場所 に つ い て は 、 特別 な 傾向 を 見 出 す こ と が

で、 き な か っ た 。

依存状況では 、 遺跡の 時期幅 を 無視 し て 集 計 し 、

2 . 92対 1 で、 3 基 に l 基の割合で あ る こ と を 明 ら か

に し た 。 し か し 、 こ れ は あ く ま で も 時期 を 問題 に せ

ず に お こ な っ た 資料操作 で あ っ た 。 そ こ で、 こ こ で

は 、 土 器編年 の概観結果 を も と に し て そ の操作 を 再

度 お こ な っ て み よ う 。

8 号住居跡、 17号住居跡、 28号住居跡 で は 、 17号

住居跡で台石 が出土 し て い る 。 し た がっ て 、 3 基 に

対 し て 1 基 と い う 遺存の状況で あ る 。

3 号住居跡、 4 号住居跡、 5 号住居跡、 7 号住居

跡、 1 3号住居跡、 14号住居跡、 19号住居跡 を み て み

よ う 。 こ れ ら の住居跡で、 台石遺存住居跡 は 、 4 号

だ け で あ っ た 。 し た が っ て 、 7 基 に 対 し て l 基 と い

う こ と に な ろ う か。

次 に 、 1 1 号住居跡、 12号住居跡、 18号住居跡、 20

号住居跡、 21号住居跡、 22号住居跡、 29号住居跡、

32号住居跡、 33号住居跡、 36号住居跡、 第37号住居

跡 を み て み よ う 。 こ の 中 で、 台石 が遺存 し て い た 住

居跡は 、 18号、 22号、 29号、 32号 、 33号、 36号 で あ

っ た 。 つ ま り 、 1 1 基 に 対 し て 6 基 な の で、 2 基弱 に

対 し て l 基の割合で遺存 し て い る こ と に な る 。

[鉄器]

鉄器 お よ び そ の 関係 資 料 に は 、 鉄鉱1 1点、 環頭万

子 1 点、 茎万 子 1 点、 不 明 刀 子 2 点、 錐 2 点、 鉄鎌

l 点、 手鎌 2 点、 そ の他 の 鉄片10点 が あ る 。 そ の住

居跡 ご と の 内 訳 は 、 整理 し て 第 表 に 示 し て い る 。

こ こ で は住居跡類型 ご と に そ の 出 土の傾向 を 検討 し

て み た い 。

鉄器が出土 し た 4 本柱大 型住居 は 、 5 基で あ っ た 。

そ れ は 、 3 号 (手鎌 l 点、 鉄片 2 点) 、 15号 (鉄片
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l 点) 、 17号 (鉄片 1 点) 、 28号 (鉄鉱 3 点、 環頭万

子 1 点、 不明 万 子 1 点 、 鉄鎌 l 点、 手鎌 1 点、 鉄片

2 点) 、 29号 (鉄鉱 3 点、 錨 1 点 、 鉄片 2 点) で あ る 。

2 本柱大型住居 は 、 2 基で あ っ た 。 そ れ は 、 25号

(鉄鉱 3 点、 不 明 万 子 1 点) 、 33号 (茎 万 子 1 点、)

で あ っ た 。

2 本柱小型住居 に は 、 鉄片 が l 点 出 土 し た 26号 と

30号 が あ る 。

こ の結果 か ら わ か る こ と は 、 4 本柱や 2 本柱の大

型住居 か ら 出 土 す る 傾向 が強 い と い う こ と 、 ま た 、

大型住居 の 中 で も よ り 4 本柱 か ら 出 土 す る 傾 向 が強

い こ と がで あ る 。 ま た 、 4 本住大型住居 の 中 で も 、

特 に 28号 と 29号 が特 に 際立 つ て い る こ と も 見逃せ な

い事実 で あ る 。 以上、 方無田遺跡での傾向 と し て 、

記憶 し て お き た い 。

[墓地]

調査の結果、 竪穴式住居跡や周溝遺構の他 に 、 土

墳墓 も 3 基検出 し た 。 た だ し 、 こ の 墓地 が こ の集 落

に付属す る も の で な い こ と は 、 土壌墓 3 基 が集落の

中心部で見 つ か っ て い る こ と 、 し か も そ の 中 の 2 基

が竪穴式住居 を 切 っ て 作 ら れ て い た こ と か ら も 明 ら

か で あ る 。 ま た 、 調査では 3 基 し か検出 で き な か っ

た が、 そ の 見 つ か っ て い る 場所 の 周 辺 が未調査区 に

あ た っ て い る こ と か ら す れ ば、 そ の部分 に さ ら に 何

基 か の 土墳墓 が隠 れ て い る 可能性 が高 い 。 お そ ら く 、

集落が廃絶 し た 後 に 営 ま れ た 墓地 で あ ろ う 。
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No. 

718  

719  

720 

721 

722 

723 

724 

725 

726 

727 

728 

729 

730 

731 

732 

733 

734 

735 

736 

737 

738 

739 

740 

741 

742 

743 

744 

745 

746 

747 

748 

749 

750 

751 

752 

753 

754 

755 

756 

757 

758 

759 

760 

761 

762 

考。精登録番号

第 9 表

口 径 (cm) 器

25 . 5  

1 9 . 0  

25 . 6  

2 1 . 9  

種器遺 様 名

菱 形 土 器
。

1 号 住

2 号 住

l 号 住

2 号 住

1 号 住

2 号 住

。

4 . 0  

4 . 3  

5 . 1  

6 . 4  

5 . 2  

6 . 8  

1 9 . 5  

6 . 8  

(29 . 6) 

1 3 . 0  

1 6 . 2  

2 1 . 0  

イシ

鉢 形 土 器

整 形 土 器

童 形 土 器

。

3 号 住

4 号 住

丸底
胴部下削 り
'古・=フロ川ク

8 . 2  1 2 . 1  

18 . 0  

1 5 . 0  

1 7 . 。

25 . 3  

20 . 8  

23 . 4  

1 0 . 3  

7 . 8  

9 . 8  

43 . 3  

32 . 8  

47 . 6  

1 6 . 5  

1 4 . 5  

1 4 . 。

1 1 . 5  1 6 . 1  

丸底

白 川 水系 型

白 川 水 系 型

白 川 水 系 型

26 . 6  41 . 8  

20 . 1  

1 5 . 7  

20 . 1  

23 . 6  

2 1 . 7 

1 6 . 8  

20 . 0  

。

鉢 形 土 器

。

器

器

土
土

砂
形
5

杯

亮

吉向

斐

イ〉
。
。
。
。
。
". 

。
。

。
。

イシ

壷 形 土 器

。
。

5 号 住

。
4シ

。。

1 5 . 6  

18 . 8  

25 . 5  

1 4 . 0  

1 5 . 9  

23 . 1  

。

鉢 形 土 器

楚 形 土 器

ク
。

7 号 住

イシ

4 . 6  1 3 . 0  1 7 . 5  

1 6 . 3  

38 . 2  

29 . 1  14 . 5  

22 . 9  

整 形 土 器

壷 形 土 器

壷 形 土 器

菱 形 土 器

壷 形 土 器

8 号 住

1 0 号 住

1 1 号 住

40 . 5  21 . 4  

20 . 0  

丸底
白 川 水系型

丸底

H音文

23 . 5  

1 9 . 7  

21 . 9  

20 . 0  

25 . 0  

1 6 . 8  

1 1 .  5 

21 . 5  

20 . 2  

1 5 . 6  

1 5 . 2  

1 9 . 4  

1 9 . 8  

1 2 . 7  

1 7 . 2  

祭 杷 土 器

奏 形 土 器

鉢 形 土 器

主主 形 土 器

壷 形 土 器

鉢 形 土 器

棄 形 土 器

鉢 形 土 器

護 形 土 器

1 2 号 使

1 3 号 住

14 号 住

。
。

。
。

33 . 0  

14 . 1  

(48 . 0) 

1 8 . 7  

20 . 4  

萱 形 土 器

壷 形 土 器

。

住
住

ク
ロ方
口可
。

F吋υ
nta

イシ

。

5 . 9  

2 95 

脚台

脚台

1 3 . 2  

1 8 . 3 1 9 . 1  

。

饗 形 土 器

イシ
。

イシ
ク
ク
。

763 

764 

765 

766 

767 

768 

769 

770 



種
計 測 値

口 径 (叩) 器 高 {cm} 胴最大径 (叩) 脚台径 {cm} 脚台高 {cm}
fu 遺 構 名 器 登録番号

1 2住一括

331主5

33住一括

33住一括

33住一括

33住一括

33住一括

33住一括

33住一括

33住一括

33住一括

33住一括

33f:主5

33住一括

181主12

5 . 4  1 8t主7

4 . 1  1 8住一括

備 考
771 1 7 号 住 祭 杷 土 器

772 1 8 号 住 壷 形 土 器

773 '， .. 

22 . 5  

14 . 8  複合口縁

白 川 水系 型

白 川 水系 型

白 川 水系 型

白 川 水系 型

白 川 水系 型

白 川 水系 型

白 川 水系型

白 川 水系型

774 

775 

776 

777 

778 

779 

780 

781 

782 

783 

784 

。。

。。

。。

。。

。。

。.. 

.. 。

。。

イシ。

鉢 形 土 器 1 8 . 4  

楚 形 土 器 23 . 5  

14 . 1  1 7 . 2  。

。

785 21 号 住 鉢 形 土 器 28 . 5  24 . 9  

1 7 . 5  

1 9 . 6  

22 . 6  脚台付1 5 . 0  

1 5 . 0  

。 1 8 . 4

高 杯 形 土 器 27 . 1  

786 

787 

788 

.. 

。

18住

16t主1

1 7住一括

1 9住5 ， 一括

1 9住一括

1 9住一括

31住一括

27住一括

29住一括

29t主 1 1

29住一括

29住一括

29住一括

29住一括

29住一括

29住一括

3 . 6  29住一括

29住一括

29住一括

29住一括

29佳一括

29住一括

281主一括

241主5

24住

23住一括

23住一括

23住一括

23住一括

23住一括

27 . 9  。。

789 20 号 住 菱 形 土 器 21 . 1  

790 21 号 住 菱 形 土 器

791 22 号 住 姿 形 土 器 21 . 0  

792 " .. 23 . 4  

25 . 0  

22 . 5  

25 . 2  37 . 5  

祭 杷 土 器793 。

弓t

Fb

'i

瓜生
句i
aHT

4hA
n〆“
nr臼

器

器

器

土

土

土

形

形

形

官官一
官官一
古軍

住

住

住

民一円
口巧
口巧

3

7

8
 

ワω
ワU
9u

aaτ

Fb

po

 

nv

nwd

qu

 

勾，e

ヴ'

nt

27 . 1  

白 川 水系 型

安 国 寺式

複合口縁

白 川 水系型

白 川 水系 型

白 川 水系 型

1 5 . 1  7

00

ny

nu

--

ヮ“

nJ

4&

Fb

nb

n，d

oo

nwd

n汐

nud

n汐

nu

nu

nu

nu

nu

nu

nU

AU

AU

AU

弓t

可t

nt

。。

。。

。。

。。

。。

。。

。。

。。

。。

。。

。イシ
4シ。

。。

イシ。

クイシ
。イシ

暗文
脚台

高 杯 形 土 器。

1 5 . 2  。イシ

nwu

 

q句U旬EA
nu

 
ハ札

一

のノ“一

一

Fhd
n民u
nuJV

Qu

i

仏

一

一

1

2

2

 

器土
砂
0
0
0

形受。

。

。

。

。

810 29 号 住 愛 形 土 器 20 . 1  

81 1 30 号 住 童 形 土 器 1 3 . 1  

812  .. 鉢 形 土 器 1 3 . 4  

8 1 3  3 1 号 住 登 形 土 器 1 7 . 2  

814 .. 鉢 形 土 器 1 1 . 4  

1 7 . 6  

24 . 2  23 . 3  

(1 3 . 0) 14 . 2  胸部中位削 り

複合口縁

8 . 2  9 . 2  815  

816  

4シ。

脚台付の脚部

丸底

5 . 9  14 . 5  イシイシ

817 .. 愛 形 土 器

818 32 号 住 壷 形 土 器 完形

白 川 水系型

白 川 水系型

20住

20住一括

20住一括

20住一括

20住一括

20住一括

27 . 8  43 . 9  20 . 0  

1 8 . 7  8 19  

820 

821 

822 

823 

イシ。

。。

ク。

4 . 9  

20 . 1  
小型 丸底土 器 4 . 8  

費 形 土 器 1 9 . 6  

3 . 6  イシ
イシ

296 
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No. 遺 構 名 器 備 考種
計 測 値

口 径 (cm) 器 高 (叩) 胴最大径 (叩) 脚台径 (叩) 脚台高 (cm)
登録番号

イシ
824 33 号 住 壷 形 土 器

825 

826 

827 

828 

829 

830 

。
。
。
イシ
。

831 35 号 住 斐 形 土 器
。832 。

。

鉢 形 土 器
。

斐 形 土 器
。
ク

833 37 号 住 差 形 土 器

834 // 愛 形 土 器

835 36 号 住 楚 形 土 器 20 . 0  

14 . 0  

20 . 0  

26 . 0  

1 2 . 1  9 . 5  

27 . 2  

1 2 . 3  1 4 . 4  

9 . 3  

2 1住一括

21住一括

21住一括

3 . 4  21住1

5 . 55 2 1住一括

21住一括

21住一括

22住一括

22住一括

37住一括

37住一括

39住一括

複 合 口 縁

タ タ キ
脚台付 ， 磨 き

脚台

脚台

丸底

白 川 水系 型

21 . 5  

20 . 6  

21 . 0  

21 . 6  

第1 0表 石器計測表

No. 遺 構 名

716  縄文関係
7 17  

836 1 8 号 住

837 5 号 住

838 1 2 号 住

839 1 5 号 住

840 1 6 号 住

841 2 1 号 住

842 28 号 住

843 25 号 住

844 30 号 住

845 7 号 住

846 21 号 住

847 35 号 住

848 4 号 住

849 " 

850 // 
851 1 0 号 住

852 1 5 号 住

853 1 7 号 住

854 22 号 住

855 1 8 号 住

856 25 号 住

857 28 号 住

858 30 号 住

859 32 号 住

860 33 号 住

861 35 号 住

862 36 号 住

器 種

片

器

鉱

石

石製

剥

削

磨

砥
。
。
イシ
。
。
。
。

蔽 石
イ〉
" 

台 石
。
。
。
。
。
。
。
。
。
イシ
。
。
イシ
。

質
一
石

岩

岩

岩

岩

岩

一
限

山

山

石
一
黒

安

頁

頁

安

頁
。

砂 岩

安 山 岩
。

砂 岩

安 山 岩
。
。

安 山 岩
。
。
イシ
。
。
。
。
。
。
。
。
イシ
。
。

計 測 値

長 (cm) 幅 (cm) 厚 (cm) 重 (g ) 
2 . 3  

3 . 4  

5 . 1  

7 . 3  

1 2 . 1  

7 . 2  

5 . 7  

9 . 7  

8 . 1  

8 . 2  

1 5 . 5  

1 0 . 0  

8 . 1  

1 1 . 6  

27 . 0  

31 . 8  

37 . 4  

30 . 4  

40 . 4  

36 . 2  

47 . 6  

21 . 4  

30 . 0  

31 . 2  

25 . 8  

30 . 6  

30 . 4  

43 . 0  

35 . 0  

2 9 7 

3 . 0  

3 . 7  

1 . 0 

4 . 3  

3 . 9  

3 . 5  

1 . 8 

4 . 1  

3 . 3  

6 . 7  

9 . 2  

9 . 9  

8 . 0  

1 0 . 1  

26 . 6  

39 . 2  

43 . 4  

29 . 2  

58 . 0  

41 . 4  

37 . 6  

1 8 . 8  

2 1 . 4  

36 . 6  

32 . 0  

39 . 8  

43 . 2  

48 . 6  

34 . 4  

0 . 5  

1 . 2 

0 . 2  

2 . 4  

3 . 3  

2 . 4  

0 . 5  

2 . 9  

2 . 8  

2 . 4  

1 1 . 7  

1 . 2 

1 1 9 . 4  

258 . 2  

1 04 . 7  

6 . 8  

1 96 . 0  

1 30 . 8  

2 . 6  1 93 . 3  

2 . 5  562 . 7  

7 . 8  1 1 14 . 7  

6 . 0  591 . 8  

9 . 2  1 497 . 8  

1 1 . 4  1 2060 

1 2 . 4  24000 

1 2 . 3  2 1000 

8 . 4  1 0620 

1 4 . 5  52500 

1 5 . 4  25000 

1 0 . 6  24000 

1 5 . 5  7570 

1 0 . 2  9300 

1 6 . 85 32000 

7 . 6  9890 

1 4 . 4  22000 

1 1 . 4  �2000 

1 7 . 0  50000 

1 3 . 4  1 9000 
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住

住
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住
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2

5

5

5

5
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2

9
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2

9

1
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ε

9

3

3

3
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3

2
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2
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第1 1 表 金属器計測表

No. 遺 構 名 器 種 キオ 質
計 調d 値

登録番号長 (cm) 幅 (cm) 厚 (cm) 重 (g ) 
863 28 号 住 鉄 錫‘ 鉄 6 . 1  3 . 3  0 . 1  20 . 5  291:主7

864 32 号 住 イシ 。 4 . 2  2 . 0  0 . 2  7 . 1  32住4

865 29 号 住 イシ 。 6 . 2  2 . 7  0 . 1  8 . 8  281:主2

866 イシ 。 イシ 5 . 1 1 . 35 0 . 1 5 4 . 0  281:主l

867 36 号 住 。 。 4 . 0  0 . 9  0 . 1  2 . 9  391:主6

868 28 号 {主 i イシ 。 8 . 8  2 . 8  0 . 4  18 . 7  29住l

869 25 号 住 。 イシ 5 . 4  2 . 6  0 . 2  7 . 8  321:主27

870 29 号 住 。 イシ 5 . 1  1 . 9 0 . 1  3 . 8  281:主3

871 。 。 。 4 . 5  1 . 6 0 . 35 5 . 3  C-1 1 一括

872 25 号 住 。 。 3 . 5  1 . 3 0 . 2  2 . 2  32住1 1

873 28 号 f主 。 。 2 . 6  0 . 9  0 . 4  2 . 5  291:主1 9

874 。 環 頭 万 子 。 1 5 . 8  1 . 8 0 . 3  29 . 8  29住2

875 。 万 子 。 5 . 4 1 . 8 0 . 1 5 1 0 . 0  291主6

876 25 号 住 。 。 5 . 9  0 . 9  0 . 2  4 . 9  321:主24

877 33 号 住 茎 万 子 。 8 . 6  1 . 4 0 . 2  4 . 6  2 1住

878 29 号 住 銘 イシ 7 . 2  1 . 6 0 . 35 1 . 2 1 8住4

879 イシ イシ イシ 3 . 2  1 . 7 0 . 1  6 . 0  N-5 一括

880 28 号 住 鉄 鎌 。 1 2 . 6  3 . 5  0 . 2  52 . 6  291:主5

881 。 手 鎌 。 6 . 3  3 . 2  0 . 1  1 4 . 3  291:主9

882 。 。 。 5 . 4  2 . 5  0 . 1  7 . 0  表面採集

883 28 号 f主 鉄 片 。 3 . 8  1 . 6 0 . 1  5 . 6  29住8

884 3 号 住 。 。 2 . 9  1 . 1  0 . 1  1 . 0 1 4住

885 イシ 4シ 。 2 . 4  0 . 7  0 . 91 0 . 5  14住

886 28 号 住 。 。 6 . 8  2 . 5  0 . 1  1 4 . 4  29住3

887 1 7 号 住 。 。 9 . 6  2 . 7  0 . 1  1 98 . 0  1 2f:主49

888 3 号 住 。 。 3 . 6  0 . 45 0 . 3  1 . 3 1 4住

889 30 号 住 。 。 3 . 3  1 . 7 0 . 1  6 . 0  241主l

890 29 号 住 。 。 2 . 2  0 . 7  0 . 2  1 . 2  28f:主5

891 26 号 住 。 。 2 . 8  2 . 0  0 . 1  4 . 6  26住

892 29 号 住 イシ イシ 3 . 2  2 . 5  1 . 3 9 . 8  281:主6

298 
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第 V 章 狩尾 ・ 前 回遺跡の調査 と 成 果

第 V 章 狩尾 ・ 前田遺跡の調査と 成果

第 1 節 弥生時代後期の遺構と 遺物
狩尾 ・ 前田遺跡 で は 、 弥生時代後期 の竪穴式住居

跡 と 堀立柱建物跡 お よ び土壌墓の遺構 を検出 し た 。

し か し 、 調査は遺跡 の 一 角 を 対象 と し た も の に過 ぎ

ず、 調査区外や遺跡の周辺部 に は 、 さ ら に 多 く の住

居跡の存在 を 予測 さ れ る 。

1 . 竪穴式住居跡と 遺物

① 竪穴式住居跡と 土器

怒穴式住居跡 は 、 調査 I 区 に 3 基、 調査 H 区 に 8

基、 調査 皿 区 に 2 基 の 計13基 を確認で き た 。 調査町

区 に は住居跡の検出 は な し ミ 。 ま た 、 掘建柱建物跡 は 、

調査 皿 区 で 1 基確認 し 、 土壌墓は 、 調査 H 区 で 2 基

検出 し た 。 以下、 調査 I 区 の l 号住居跡 か ら 順 に み

て い こ う 。

1 号住居跡 (第222図)

調査 I 区 の北東部 に位置す る 小規模 な 竪穴式住居

跡で、 南側 が調査区外 に 掛か り 、 南西側 は撹乱 し て

い る 。 平面形態は 長方形で、 南北軸は推定 で お よ そ

4 m 、 東西軸は2 . 72m 、 壁高 は約 5 � 10cm を 測 り 、

調査面 は 削平 が著 し い 。

柱穴は 2 本穿 ち 、 柱聞 は約2 . 50m を 測 る 。 南側 の

柱穴 に は礁 が 2 個 人 っ て お り 、 柱抜取後 に 入 り 込 ん

だ と み ら れ る 。 炉 は 、 柱聞 の 北 よ り に 偏 し 、 炉内 は 、

上層 に 焼土混 じ り の 赤褐色土 と 、 下層 に カ ー ボ ン を

わ ずか に 含 む 黒褐色土 が堆積す る 。 炉の平面形態 は 、

直径48cmの 胴張 り の正方形 を 呈 し 、 深 さ は 、 床面 か

ら 14cm を 測 り 、 炉壁は 焼 け て い な い 。 ベ ッ ド状遺構

は確認 で き な い 。 東側 中央部 の 壁 に接す る 床面 は 、

浅い掘込 み が あ り 、 そ の 両脇 に は 、 壁 に 平行 し て 、

深 さ 1 5cm�25cmの 支柱穴 と み ら れ る 穴 を確認 し 、 こ

れ は 入 口施設 と 思 わ れ る 。

出土遺物 は 、 北西側 で小破片 の 土器 が出 土 し た 。

[土器] (第222図 893-895) 

聾形土器 (893 ・ 894 ・ 895) を 図示 し た 。

こ れ ら は 、 胴部上半部 よ り 以下 を 欠 き 、 底部 の形

299 

状は判 ら な し ミ 。 器形 に つ い て は 、 893 ・ 894 が頚部 よ

り 「 く 」 の 字 に 屈 曲 し 、 や や外反 し て 聞 く 。 895 は 、

頚部 よ り 屈 曲 し 、 直 口 し て 聞 く 。 胴部 は 、 3 点 と も

口 径 よ り も 張出 し 、 ま た 、 外面胴部 に タ タ キ 目 が観

察 さ れ 、 そ の 上 に ハ ケ メ を 残 し 、 口 縁部 は ナ デ調整

を 施 す 。 895 は ハ ケ メ が薄 い 。 内 面 は 、 い ずれ も ハ

ケ メ と ナ デ調整で あ る 。 そ の ほ か 、 胴上半部 に 薄 い

カ ー ボ ン が付着 す る も の (893) 、 口 縁 か ら 胴部 に か

け て 黒斑 を 残す も の (894) が あ る 。

2 号住居跡 (第223図〉

調査 I 区最北部 に位置す る 竪穴式住居跡 で、 北西

隅 が調査区 外 lこ 掛 か る 。 北東 か ら 南西 に か け で 、 近

代 に 掘 ら れ た 竹製 の 暗渠 が住居跡 を 貫通 し 、 そ の部

分 が撹乱 を 受 け て い る 。 周辺部 は 自 然流路 で あ り 、

表土 を 剥 い だ 時点、 で、 調査面 に地下水 が湧出 し た 。

住居跡の平面形態は 長方形で、 南北軸3 . 1 1 m 、 東西

軸3 . 90m 、 壁高 は l Ocm程度 で削平 が著 し い 。 柱穴 は

2 本穿 ち 、 柱聞 は2 . 30m を 測 り 、 東西方 向 に柱軸 が

あ る 。 炉は、 柱聞 の や や 西 よ り に偏 し 、 そ の平面形

態は、 隅 丸 で胴張 り の正方形 を 呈 し 、 最大径56cm、

深 さ は床面 か ら 1 0cm を 測 る 。 炉内 は 締 ま り の な い 黒

褐色土 で覆 わ れ 、 炉上 に は 20cm程度 の喋 を 検出 し た 。

ベ ッ ド状遺構の検出 は 無 く 、 ま た 、 西 壁 に 接 す る 床

面 は 、 不整形 な 掘込み が あ り 、 柱穴部分 を 含 み 、 深

さ は 10cm� 15cm と 浅 く 、 そ の 用 途 は 不明 で、 あ る 。 出

土遺物 は 、 木材の形状 を 残す 炭 化物 が多 く 出土 し 、

そ の 向 き は 、 主 に 東北 か ら 南西方 向 で あ り 、 後 に 焼

却処分 し た と み ら れ る 。 炉の 南西方向80cmの 床 面 に

は 、 長軸50cm、 短軸20cmの 楕円形 の 範囲 で、 ベ ン ガ

ラ を 少量 に 検出 し た 。 土 器 は 、 多 数の 小破 片 が出土

し 、 主 に 南側 か ら 投 げ捨て ら れ た も の と み ら れ る 。

[土器] (第223図 896-第224図 903) 

査形土器 (896) 、 鉢形土 器 (897) 、 聾形土器 (898

-903) が出土 し た 。 896 は 、 査形土器 の 口 縁部小破

片 で、 器形 は外反 し 、 端部 でつ ま み 上 げ立 ち 上 が り 、

上端部 は 欠 く 。 ま た 、 端部 の 平坦面 に は 、 ハ ケ に よ

る 刺突 文 が あ り 、 そ の 凹 内 に ベ ン ガ ラ が付着 し て い
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第 1 節 弥生時代後期 の遺構 と 遺物

る 。 器面 は 、 内 外 と も ナ デ調 整 で あ る 。 897 は 、 素

口縁の鉢形土器で完形 で あ る 。 器形 は 、 や や 丸み を

も っ た 底部 か ら 外傾 し つ つ 内轡 し て 口 縁部へ 至 り 、

端部 は つ ま み上 げ て 鈍 く 尖 が る 。 器面調整 は 、 外面

がハ ケ 調 整、 下 半部 に 整形時の ヘ ラ 削 り があ る 。 内

面 は ハ ケ と ナ デ調 整 がみ ら れ る 。 898 は 、 器形 を 図

化復元 で き た 聾形土器で、 器形 は 、 丸底の底部 を 持

ち 、 頚部 よ り 「 く 」 の 字 に屈 曲 し 、 や や外反 し て端

部へ至 る 。 胴部 の 最 大径 は 中位 の や や上 に あ る 。 外

面 は 、 胴部上半部 に タ タ キ 目 がみ ら れ 、 そ の 上 に 粗

〈 ハ ケ メ 調整 を施 し 、 そ の あ と を ナ デ調整 し て い る 。

。
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ケ メ の あ と ナ デ調整 し て い る 。 内 面 は 、 粗 い ハ ケ メ

の あ と ナ デ調 整 し 、 底部 に は 指圧痕 が み ら れ る 。

899-903 は 、 胴上半部、 中位、 下 半部 よ り 以下 を 欠

く も の で、 器形 は 、 頚部 よ り 「 く 」 の 字 に 屈 曲 し 、

直口 す る も の (899 ・ 900 ・ 903) 、 やや外反 す る も の

(901 ・ 902) が あ り 、 そ の 中 で、 口 縁端部 を つ ま み

上 げ る も の (902) が あ る 。 器面調 整 は 、 い ず れ も

外面胴部 に タ タ キ 目 を 施 し 、 そ の 胴部 に は ハ ケ メ を

残す も の (899) と 、 み ら れ な い も の (900-903)

があ る 。 内 面 は 、 す べ て ハ ケ メ と ナ デ調 整 を 施す。
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第 1 節 弥生時代後期 の遺構 と 遺物

そ の ほ か 、 器面 に 黒斑 を 残 す も の (898 ・ 899.......901 )

が あ る 。

3 号住居跡 (第225図)

調査 I 区東部 中 央 に 位置す る 竪穴式住居跡で、 西

側 の 大半 が調査区外 に 掛か る 。 こ れ も 著 し い 削平 を

受 け て お り 、 ま た 、 自 然流路上 に あ る た め 、 水害 ま

た は後世の耕作 に よ っ て住居跡内 の撹乱がみ ら れ 、

中 層 で は 、 地下水 の 湧 出 が あ っ た 。 住居跡の平面形

態は、 長方形 と み ら れ 、 南北軸4 . 40m 、 東西軸は調

査区外 ラ イ ン ま での 残存長3 . 30m 、 壁高 は35-30cm

程度 を 測 る 。 南東側 に は 張出部分 が あ り 、 切合部 と

思 わ れ た が、 根拠 に な る 遺構や資料の検出 がな く 、

南東部 は撹乱 を 受 け た も の か 、 あ る い は北東部 がベ

ッ ド状遺構 な の か は 不 明 で あ る 。 住穴 は 、 調査区外

寄 り の 中央 に 1 本検出 し 、 北西 か ら 南東 に 軸 を も っ

2 本柱の 可能性 が あ る 。 床面 は 、 南側 に撹乱部分 が

あ り 、 住居造成 時 に 埋立 て て い た も の と み ら れ る 。

北側 の 壁際 に は 、 浅 く 掘 ら れ た 壁溝がみ ら れ る 。 そ

の ほ か 、 用途不 明 の 小穴 を 2 カ 所 に 検出 し た 。 炉 は

確認 さ れ ず、 調査区外 に あ る も の と 思 わ れ る 。

出土遺物 は 少 な く 、 土器の破片や小石 が数点出土

し た の み で あ る 。

[土器] (第225図 904.......907) 

904 は 、 童形土器で、 口 縁部 の 小破片 と み ら れ る 。

器形 は 、 わ ずか に 外反 し 、 端部 は 少 し つ ま み 上 げて

い る 。 器面 は 、 内外共 に ナ デ調整で あ る 。 外面 に は 、

ナ デ調整の あ と に 、 縦方 向 の 暗文 を 施 し 、 に ぷ い 燈

色 の 丹塗 がみ ら れ る 。 905 は 、 壷 ま た は 鉢形土器の

口 縁部小破片 と み ら れ 、 やや外反 し て い る 。 器面 は 、

内 外共 に ナ デ調整で、 外面 に 暗赤色 の 丹塗 があ る 。

906 は 、 費形土器で、 胴上半部 か ら 底部 に か け て 欠 く 。

器形 は 、 頚部 よ り 「 く 」 の 字 に 屈 曲 し て 聞 き 、 端部

は 弱 く つ ま み上 げ る 。 口 縁部内 面 は 、 傾斜す る 平 坦

面 を 有 す る 。 器面 は 、 風化 が著 し い が内外共 に ナ デ

で あ ろ う 。 907 は 、 聾形土器の脚台部で、 器高 が低 く 、

端部 は つ ま み 上 げ て い る 。 外面 は ハ ケ メ 調整 を 施 し 、

内面 は ナ デ調整で あ る 。

4 号住居跡 (第226図〉

調査 E 区 東部 中 央 に 住 置す る 竪穴式住居跡で、 平

面形態は 長方形、 南北軸5 . lOm 、 東西軸6 . 82m を 測
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る 。 埋土 は 、 タ カ シ コ ゾ ウ が生成 し た 跡 が あ り 、 鉄

分 を 多 く 含 ん で、赤黄色 に 変色 し て お り 、 層 住 は 不 明

瞭であ る 。 柱穴 は 4 本穿 ち 、 四隅 か ら 2 m 前後の 所

に あ る 。 北側 、 2 つ の 柱穴底部 に は 、 礎石 を検出 し

た 。 炉は 、 南側柱軸線上 に あ り 、 や や 西 に 偏 し 、 そ

の平面形態 は 、 隅 丸胴張 り の 長方形 を 呈 し 、 長軸84cm、

短軸75cm、 深 さ は 床面 か ら 12cm程度 を 測 る 。 炉内 は 、

黒灰色土 が堆積 し 、 そ の 中 層 に 木材の炭化層 があ る 。

ベ ッ ド状遺構は 、 北西側 を 除 い た 3 隅 に 検 出 し 、 床

面 か ら の比高差 は 、 南西側遺構で12cm程度 を 測 り 、

他の二つ は床面 よ り も わ ずか に 高 い 。 ま た 、 南側 中

央 の 壁 に 接す る 床面 は 、 不整形 な 掘込み があ り 、 支

柱穴 と み ら れ る 小穴 も 北北東方向 に 2 本穿 っ て お り 、

入口施設関連 と み ら れ る 。

出土遺物 は 、 石器の砥石 (1 025) 1 点、 磨石 (1 029)

1 点、 鉄器 は 、 茎 万 子 (1 038) 1 点、 装 身 具の ガ ラ

ス 小玉 (1 040) 1 点 が出土 し た 。 ベ ン ガ ラ は 、 南西

側 の ベ ッ ド床面 か ら 、 直径 お よ そ 35cmの 円形状で、検

出 し た 。 土 器 は 、 西 か ら 南面 に か け て ま ば ら に み ら

れ 、 ま た 、 南東の住穴周辺 に は 、 や や か た ま っ て 出

土 し た 。 特徴 が あ る も の と し て 重弧文 を 意 匠 し た 土

器の小片 が床面 か ら 出土 し た 。

I土器] (第227図 908.......第228図 929) 

壷形土器 (908....... 9 1 5) 、 鉢形土器 (91 6....... 92 1 ) 、 高

杯形土器 (922.......924) 、 聾形土 器 (925-928) 、 祭最E

土器 (929) を 図示 し た 。

査形土器は 、 素 口 縁 (908.......9 1 0) と 複合口縁 (91 1

....... 9 1 5) が あ る 。 素 口 縁の 査形土 器 は 、 い ずれ も 口

縁部 ま た は 胴上半部 よ り 底部 に か け て 欠 く 。 器形 は 、

外反 し 直口 す る も の (908) と 直口 し 伸 び る も の (909 ・

91 0) が あ り 、 器面調 整 は 、 い ずれ も 細 か い ハ ケ メ

と ナ デ調整 を施す。 複合口縁の査形土器は 、 頚部 よ

り 以下 を 欠 く も の (91 1 ・ 9 1 2) や 、 器体 を 図化復元

で き た も の (91 3) 、 口 縁部破片 (91 4 ・ 9 1 5) があ り 、

器形 は 、 頚部 よ り 緩や か に 曲 が り 、 端部 を 肥厚 さ せ 、

上端部 を つ ま み 上 げて 、 断面三角形 を 呈す る も の (91 1

....... 9 1 3) や、 頚部 の 形状 は 判 ら な い が、 端部 を 肥厚

さ せ 、 上端部 を つ ま み 上 げ て 、 断面三 角 形 を 呈す る

も の (91 4 ・ 9 1 5) が あ り 、 ま た 、 9 1 3 は 、 底部 がや

や尖 っ た 丸底 で、 卵形の胴部 を も ち 、 最 大 径 は 胴部
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の 中位 に あ る 。 器面調整 に つ い て は 、 内外 と も に 丁

寧 に ナ デ調 整 す る も の (909 ・ 9 1 1 ・ 9 1 2) と 、 外面

は ナ デ調整、 内面 は ハ ケ メ と ナ デ調整す る も の (908)

と 、 9 1 3 は 、 外面 の 胴部上半部 に タ タ キ 目 がみ ら れ、

胴部 の 内外 と 口 縁の 内部 は 、 粗い ハ ケ メ で調整 し 、

そ の後 に ナ デ調 整 を施 す。 口 縁部外面 は 、 丁寧 に横

ナ デ調整 し 、 内面底部 に は指圧痕 がみ ら れ る 。 頚部

か ら 肩部 に か け て 、 櫛描の平行線文 と ヘ ラ に よ る 列

点文、 お よ び薄 い 流水 文 を 意 匠 し て い る 。 そ の ほ か 、

器面 の色調 が内外 と も 赤み を 帯 び る も の (9 1 0) や、

指圧痕 を 内部 に残す も の (909) があ る 。

鉢形土器は 、 素 口 縁 (91 6-91 9) 、 屈 曲 目縁 (920)

と 、 器形 不 明 な も の (92 1 ) が あ る 。 こ れ ら は 、 器

体 を 図化 復 元 で き た も の (91 6) や 、 底部 ま た は 胴

部 中 位 よ り 以下 を 欠 く も の (91 7-920) 、 口 頚部 お

よ び底部 を 欠 く も の (921 ) が あ る 。 91 6-91 9 の 器

形 は 、 い ず れ も 口 縁部 が内 傾 す る 。 920 は 、 頚部 で

屈 曲 し て 聞 き 、 内 部 に 稜線 を 呈 す る も の が あ る 。

921 は 、 胴部 で緩や か に 曲 が る 。 器面調 整 は 、 外面

に ハ ケ メ と ナ デ調 整 を施す も の (91 6-9 1 8 ・ 921 ) 、

丁寧 に ナ デ る も の (9 1 9) が あ り 、 内 面 は ハ ケ メ と

ナ デ調 整 を 施す も の (91 6) 、 丁寧 に ナ デ る も の (91 7

-91 9 ・ 921 ) が あ る 。 そ の ほ か 、 内部 に指圧痕 を残

す も の (91 9) や 、 外面 に 黒斑 がみ ら れ る も の (9 1 6 ・

920 ・ 921 ) が あ る 。

高坪形土 器 は 、 杯部 中位 よ り 以下 お よ び口縁端部

を 欠 く も の (922) と 、 脚 台部破片 (923 ・ 924) が

あ る 。 器形 に つ い て 、 922 は 、 杯部 中 央 か ら 頚部 に

至 り 、 屈 曲 し て 聞 き つ つ 伸 び、 均二部内部 は 内管 し て

頚部 で稜線 を 作 る 。 923 は 、 杯部底部 よ り 外反 し て

裾部 に 至 り 、 肉 厚 は裾部 で薄 く な る 。 器面調整 に つ

い て 、 922 は 、 外面 に 弱 い ハ ケ メ と ナ デ調整 を施 し 、

内 面 は 丁寧 に ナ デ る 。 923 ・ 924 は 、 い ずれ も 外面 に

ハ ケ メ を 施 し 、 内 面 は 前 者 がハ ケ メ と ナ デ調整 を 、

後者がナ デ調整の み を施す。

聾形土器は 、 胴部上半部 よ り 以下 を 欠 く も の (925 ・

926) と 、 脚台部破片 (927 ・ 928) が あ り 、 器形 に

つ い て 、 925 は 、 頚部 よ り r < J の 字 に 屈 曲 し 、 わ

ずか に 外反 し て 聞 き 、 上端部 をーつ ま み上 げやや尖 り 、

断面三 角 形 を 呈 す る 。 926 は 、 口 縁部 がや や外反 す る 。
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928 は 、 底部 よ り 裾部 に 向 か つ て 直 口 し て い る 。 927

は 、 脚部 の 詳細 は 不 明 で あ る 。 器面調整 に つ い て は 、

内外 と も ハ ケ メ と ナ デ調整の も の (925) 、 内外 と も

ナ デ調整の み (926 ・ 928) 、 外 面 が ナ デ調 整で、 内

面 は ハ ケ メ と ナ デ調 整 を施す も の (927) が あ る 。

祭最E 土 器 (929) は 、 頚部 の み を 残 し て お り 、 三

角形凸帯 を 持 ち 、 外面 は 黒塗 り が あ る 。 内 面 は ナ デ

調整 し て い る 。 型式的 に は 、 長頚丸底 の 査形土器 に

似 て い る 。

5 号住居跡 (第229図)

調査 E 区北東部 に位 置す る 竪穴式住居跡で、 平 面

形態 は 長方形、 南北軸3 . 80m 、 東西軸4 . 84m 、 壁高

お よ そ 50cm を 測 る 。 埋土 は 、 タ カ シ コ ゾ ウ に よ り 土

色 が変色 し 、 層 の 見分 け が容 易 で、 な い 。

柱穴 は 4 本 で、 全体的 に やや 西 よ り に 穿 っ て い る 。

南東の柱穴部 に は 、 図 に示す よ う に 炭 化 し た 柱 が床

面 よ り lOcm程残 る 。 炉は南側の柱穴間 に あ り 、 西 に

偏 し て 、 そ の平面形態 は 隅 丸胴張 り の 長方形で、 深

さ は 床面 か ら お よ そ 30cm を 測 り 二段 に な っ て い る 。

炉内 は 、 上層 に レ ン ガ色 の 焼土 があ り 、 中 層 に 黒褐

色士、 下層 に 黒色 で軟 ら か い 炭化物 が堆積 し 、 ま た 、

炉上 に は30cmの離 を 検 出 し た 。 ベ ッ ド状遺構は 、 北

東 お よ び北西隅 に 検出 し 、 床 面 と の 比高差 は7- 4 cm

と 低 い 。 壁溝は 全周 に亙 っ て検出 し 、 ま た 、 北西側

ベ ッ ド と 柱穴 と の 聞 に も 、 溝 が浅 く 掘 ら れ て い る 。

炉の北西側 に は 、 深 さ 8 cmの 楕円形 を 呈す る 用途不

明 の穴 と 、 南西壁 に接す る 隅部 は 、 不 整形 の 浅 い 掘

込み があ る 。 ま た 、 南側 中 央 の 壁 に接す る 床面 は 、

浅い掘込み があ り 、 支柱穴 と み ら れ る 穴 も 検 出 し 、

入口施設 と み ら れ る 。 焼土 は 、 西側 中 央 の 壁 に 接す

る 部分 と 、 南側 中央 か ら 住居 中央部 に 亙 っ て検出 し 、

そ の レ ベ ル は 主 に 下層 に あ る が、 西側部 の 焼土 は 壁

際の位置で中層 よ り 検出 し た 。

出土遺物は 、 石器の磨石 (1 030) が 1 点 、 台石( 1 03 1 ・

1 033) 2 点、 鉄製品 は 出土 せ ず、 ベ ン カヲ は北東側

ベ ッ ド近 く の 床 面 に ブ ロ ッ ク 状で検出 し た 。 土器 は 、

分布図 を み て 判 る よ う に 、 南中央 か ら 東南 に か け て

移 し く 出土 し 、 土 器溜め 状態 に な っ て い る 。 ま た 、

炭化物分布図 に 示 し た よ う に 、 木 材 を 焼却 し た と み

ら れ る 炭化材 も 、 南 半 面 に か け て 移 し く 検 出 し 、 屋
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材 と み ら れ る 。 土器 と 炭化物 は 、 相互 に 折 り 重 な っ

て 出土 し 、 図 は 便宜上分割 し て 作図 し た 。 そ の他、

出土 し た 土器 に は 、 6 号住居跡出 土 の 土器 と 接合す

る も の が 2 点 (939 ・ 941 ) あ る 。

[土器1 (第230図 930-第236図 953) 

壷形土 器 (930-937) 、 高均二形土器 (938) 、 費形

土器 (939-953) を 図示 し た 。

査形土 器 は 、 素 口 縁 (930-933) 、 複合口縁 (934

-936) 、 器形不 明 (937) が あ る 。 器体 は 、 完形、

ほ ぽ完形 の も の (931 ・ 933 ・ 935) や、 図化復元 し

た も の (936) が あ る 。 こ れ 以外 の 器体 は 、 頚部 よ

り 底部 に か け て欠 く も の (930) 、 胴上半部以下 を 欠

く も の (932 ・ 934) や 、 口 頚部 を 欠 く も の (937)

が あ り 、 素 口 縁 の 器形 に つ い て は 、 頚部 よ り 直 口 す

る も の (930) と 、 頚部 よ り 屈 曲 し 、 や や 聞 い て 直

口 す る も の (93 1 ) の ほ か 、 頚部 が S 字 を 描 き 、 口

縁部 が大 き く 聞 く も の (932) 、 頚部 が S 字 を 描 き 、

口 縁部 が外反 し て 聞 く も の (933) が あ る 。 ま た 、

複合口縁では 、 頚部 が緩や か に 曲 が り 、 外反 し て 聞

き 、 端部 は 外傾 し 平坦面 を 作 り な が ら 立 ち 上 が り 、

上端部 は つ ま み 上 げて や や尖 り 、 断面三 角 形 を 呈す

る も の (934 ・ 935) や 、 頚部 が緩や か に 曲 が り 、 や

や 内轡気味 に 内傾 し て や や長頚 に な り 、 端部 で肥厚

し 外反 し て 開 く も の (936) が あ る 。 胴部 に つ い て は 、

卵形の 丸底 で、 最大径 が中佐 に あ る も の (931 ・ 933 ・

935 ・ 937) や、 底部 がやや尖 っ た 丸底 で、 最大径 が

肩部 に あ る も の (936) が あ る 。 器 面 調 整 は 、 外面

に タ タ キ 目 がみ ら れ、 ハ ケ メ と ナ デ調整 を施す も の

(931 ・ 933 ・ 936) や、 ハ ケ メ と ナ デ調整の も の (930 ・

934 ・ 935) 、 ナ デ調整の み (932) が あ り 、 内 面 は ハ

ケ メ と ナ デ調整の も の (931 ・ 933 ・ 935-937) や 、

丁寧 に ナ デ調整 を 施 す も の (930 ・ 932 ・ 934) があ る 。

文様や凸帯 に つ い て は 、 口 縁端部 に 浅 い 刻 み 目 を施

し 、 頚部 カか、 ら 肩部 に か け て 櫛描の平行線文 と 列点文、

お よ び

よ び頚部 に 三角 形 凸帯 を ま わ す も の (936) があ る 。

高均二形土 器 は 、 脚 台 の 裾部 (938) で、 器形 は 、

裾部 が大 き く 聞 き 、 器高 は 不明 。 器面調整 は 、 外面

に 弱 い ハ ケ メ と ナ デ調整 を 施 し 、 内 面 は 丁寧 に ナ デ

る 。
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翠形土器の 器体 は 、 完形、 ほ ぼ完形の も の (940)

や、 図 化 復 元 し た も の (939 ・ 941 ・ 942) が あ る 。

そ れ以外 は 、 胴部上半部 よ り 以下 を 欠 く も の (943

-945 ・ 947-949) や 、 胴部上半部 よ り 口 縁部 に か

け て 欠 く も の (953) 、 脚台の み残す も の (950 ・ 951 )

や 、 底部 の み (952) が あ る 。 器形 は 、 頚部 が 「 く 」

の字 に屈 曲 し 聞 く も の (939-949) で、 そ の 中 で、

聞 き な が ら 直 口 す る も の (939 ・ 941 ・ 943 - 945 ・

947 ・ 948) や、 外側 は 直 口 し 、 内側 は 内傾す る も の

(942) 、 外面 は 直 口 し 、 頚部 の 内 面 で少 し 盛 り 上 が

っ て稜線 を 作 り 、 端部 でつ ま み上 げや や尖 り 、 断面

三 角 形 を 呈す る も の (946) や 、 聞 き な が ら 直 口 し 、

端部 で、つ ま み 上 げ て 、 や や 尖 り 気味 の も の (949)

があ る 。 胴部 を 持つ も の は 、 最大径 が中位 に あ る も

の (939 ・ 942) 、 中位 よ り や や上 に あ る も の (940 ・

941 ・ 946) があ り 、 肩部 に あ る も の (953) が あ る 。

胴部 の 張 り 具合は 、 口 径 と ほ ぼ同等 な も の か ら 、 か

な り 胴 が張 っ た も の も あ る 。 器面調整 は 、 外面 に タ

タ キ 目 がみ ら れ 、 ハ ケ 、 ナ デ調 整 を 残 す も の (940

-943 ・ 946 ・ 949 ・ 953) 、 タ タ キ 目 と ハ ケ 調 整 を 施

す も の (939 ・ 947 ・ 948) 、 ハ ケ メ と ナ デ調整の も の

(944 ・ 952) 、 タ タ キ 目 と ナ デ調整の も の (945) が

あ る 。 内 面 は 、 ハ ケ メ と ナ デ調 整 を 施 す も の (939

-943 ・ 945-947 ・ 949) 、 ハ ケ メ 調整の み (944 ・ 948 ・

952 ・ 953) が あ り 、 ま た 、 953 の 内 面 は 剥離 が著 し い 。

脚台の部住 は 、 底部接合部 (950) と 裾部 の み (951 ) 

で、 950 は 、 外面 に 薄 い ハ ケ メ を 残 し 、 内 面 の 器底

側 に ナ デ調整 を 施 し 、 脚台内面側 に ハ ケ メ が あ る 。

95 1 は 、 底部 か ら 裾部 へ 直 口 し て 伸 び、 端部で立 ち

上 が り な が ら つ ま み上 げや や尖 る 。 外面 に タ タ キ 目

がみ ら れ、 ナ デ調整 を 施す。 内 面 は ナ デ調整で指圧

痕 を 残す。 そ の ほ か 、 外面 に 黒斑 があ る も の (932 ・

933 ・ 936 ・ 937 ・ 939 ・ 941 -944 ・ 946 ・ 948 ・ 952 ・

953) や、 カ ー ボ ン が付着 し て い る も の (939-942 ・

946) 、 赤変 がみ ら れ る も の (940-942) が あ る 。

6 号住居跡 (第237図〉

調査 H 区北部中央 に 位 置す る 竪穴式住居跡で、 規

模は E 区の 中 では 一番大 き い 。 平面形態は正方形 に

近 く 、 南北軸6 . 18m 、 東西軸6 . 74m 、 壁高 は お よ そ

60cm を 測 り 、 調査面 は 削平 を 受 け て い る 。 埋土 は 、
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タ カ シ コ ゾ ウ が脈状 に 走 り 、 土 層 識別 は 容 易 で な い 。

全層 に わ た り 砂の 含 有 が多 く 、 下層 では地下水 が湧

出 し た 。

柱穴 は 4 本 で、 四 隅 か ら 2 m 前後の 所 に 穿 ち 、 炉

は 南側柱間 に あ り 、 や や 西 に 偏 す る 。 そ の平面形態

は 、 隅 丸胴張 り の正方形で、 深 さ は床面 よ り 20cm程

度 で、 炉内 は カ ー ボ ン を 含 ん だ 黒色土 が堆積 し て い

た 。 べ y ド状遺構は 四間 に あ り 、 床面 と の比高差 は 、

3 � 9 cm を 測 り そ う 高 く な い 。 南側 の 壁 に接す る 床

面 は浅 い 堀 り 込 み が あ り 、 支柱穴 と み ら れ る 穴 も 検

出 し 、 こ れ は 入 口施設 と み ら れ る 。 ま た 、 東部 中央

の 壁 に 接す る 床面 に は 、 やや長方形気味で深 さ 10cm

程度 の 浅 い 掘 り 込 み が あ り 、 そ の 中 に は用途不明の

穴 も 観察 し た 。 床 面上 に は 、 南西の柱穴 か ら 炉 に か

け て の 範囲 で焼土 を 検出 し 、 ま た 、 東側 の所々 に も

焼土 がみ ら れ た 。 北側 中 央 の 壁際の佐置 に は 、 土嬢

墓 を 検 出 し 、 そ れ に つ い て は 、 後項で述べ る 。

出土遺物 は 、 石 器 の 台 石 (1 032) が 1 点出土 し 、

鉄製品 の 出土 は 無 い 。 炭化物 は 、 カ ー ボ ン 混 じ り の

灰 が所 々 に ブ ロ ッ ク 状で認 め ら れ 、 ま た 、 東側中主間

中央よ り や や南寄 り の位 置 に は 、 カ ー ボ ン に伴 っ て

焼骨 を 検出 し た 。 ベ ン ガ ラ は 、 北部 中央の床面 で認

め ら れ た が、 こ れ は土壌墓 に 伴 う も の で あ る 。 ま た 、

南東岡部 の 壁 に接す る 埋土 に も ベ ン ガ ラ が認め ら れ

た 。 土 器 は 、 住居 中央部 に 集 中 し 、 5 号住居跡出土

土 器 と 接合す る も の (984 ・ 994) 、 9 号住居跡出土

土 器 と 接合 す る も の (980) が あ る 。 そ の ほ か 、 装

身具の ガ ラ ス 小玉 (1 043) が、 南東部柱穴 よ り や や

南の位置で、 床上25cmの 高 さ か ら 出 土 し た 。

[土器] (第238図 954-第244図 1 008) 

壷形土器 (954-963) 、 鉢形土 器 (965-973) 、 高

杯形土 器 (964 ・ 974 ・ 975) 、 聾形土器 (976-1 008)

を 図示 し た 。

査形土 器 の 器体 は 、 図化復元 で き た も の (959) 、

頚部 よ り 以下 を 欠 く も の (954-957 ・ 960) 、 口縁部

を 欠 く も の (958) 、 頚部 の 破 片 (961 ・ 962) 、 肩部

の破片 (963) が あ る 。 素 口 縁の 器 形 は 、 口 縁部 が

外反 し 、 上端部 は つ ま み 上 げ鈍 く 尖 る も の (954) や、

頚部 で屈 曲 し や や外 反 し て 聞 く も の (955 ・ 960) 、

口 縁部 が外反 し 上端部 で つ ま み 上 げ や や 尖 る も の

3 1 9 
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(956 ・ 957 ・ 959) が あ る 。 胴 お よ び底部 に つ い て は 、

丸底 を 呈 し 卵 形 で最 大 径 が 中位 に あ る も の (958 ・

959) が あ る 。 器 面 調 整 は 、 外 面 に ナ デ、 そ の 上 に

暗文 を 施す も の (954) 、 丁寧 に ナ デ る も の (955 ・ 956)

や、 ナ デ調整で頚部 に 櫛描平行線文 を 意匠 す る も の

(957) 、 タ タ キ 目 がみ ら れ ハ ケ メ と ナ デ調 整 を施す

も の (958) 、 タ タ キ 目 がみ ら れハ ケ メ を 残す も の (962) 、

ハ ケ メ と ナ デ調整 を施す も の (961 ) 、 ハ ケ メ と ナ デ

調整で、 頚部 か ら 肩部 に か け て 櫛描波状文 と 刺突文

帯 を 意 匠 す る も の (959) や、 ナ デ調 整 で、 口 縁端

部の平坦面 に ハ ケ 状工具後部 に よ る 押圧 し た 斜行文

様 を 施す も の (960) や 、 ハ ケ メ と ナ デ調整 で、 丹

塗 を 施す も の (963) が あ る 。 ま た 、 頚部 の 境部 に

凸帯 を施す も の (961 ・ 962) で は 、 ヘ ラ 状工具 に よ

る 刻 目 を 持つ も の (961 ) と 、 持 た な い も の (962)

があ り 、 双方 と も 凸帯 の 断面 形 は 台形状で あ る 。 内

面 は 、 ハ ケ メ と ナ デ調整 を施す も の (959 ・ 96 1 ・ 962 ・

963) や、 ハ ケ メ 調整 の み (958) 、 ナ デ調整の み (955

-957 ・ 960) や、 細 か い ハ ケ メ の 上 に 丹塗 を 薄 く 塗

る も の (954) が あ る 。 そ の ほ か 、 胴部 中 央 に 黒斑

を残す も の (958) が あ る 。

鉢形土 器 は 、 完形 の も の (965) 、 図化復元 し た も

の (967 ・ 970-972) 、 底部 を 欠 い た も の (966 ・ 968 ・

969 ・ 973) が あ り 、 器形 は 、 素 口 縁 (965-968) と

屈 曲 口 縁 (969-973) が あ る 。 こ の 素 口 縁 は 、 端部

がや や直立 し た も の (965 . 966) や、 内 傾 し た も の

(967) 、 胴下半音1I か ら 内傾 し 、 上端部 で、つ ま み 上 げ

鈍 く 尖 る も の (968) が あ る 。 屈 曲 口 縁 は 、 胴部 中

位 よ り 内傾 し 、 頚部 で屈 曲 、 直 口 し て 開 く も の (969 ・

972) と 、 直 口 し て 聞 き 、 端部 を や や つ ま み 上 げ る

も の (970 ・ 973) や、 頚部 で屈 曲 し 外反 し て 開 く も

の (971 ) が あ る 。 胴部 に つ い て は 、 最 大 径 が胴下

半部 に あ る も の (968) 、 中佐 に あ る も の (969) 、 中

位 よ り や や 上 に あ る も の (970) 、 肩 部 に あ る も の

(971 ・ 972) に 分 け ら れ る 。 胴部 の 張 り 具合 は 、 口

縁径 よ り 張出 す る も の (971 -973) や 、 口 縁部 と ほ

ぼ等 し い も の (969) 、 口 縁径 よ り 内 に あ る も の (970)

があ る 。 底部 は 、 欠 く も の を 除 い て は 、 い ずれ も 丸

底 で あ る 。 器面調整は 、 外面 に ナ デ調整 を施す も の

(967) 、 ナ デ調整 と ミ ガキ状の ナ デ を持つ も の (966) 、
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ハ ケ メ と ナ デ調整の も の (965 ・ 968-973) があ り 、

内 面 は 、 ナ デ調 整 の み (968) や 、 ナ デ と ハ ケ メ 調

整 を 残す も の (965-967 ・ 969-973) に 分 け ら れ る 。

そ の ほ か 、 内面 に指圧痕 を 残す も の (968 ・ 970 ・ 972 ・

973) や 、 外面 に 黒斑 が あ る も の (965-967 ・ 972) 、

カ ー ボ ン が付着す る も の (969) が あ る 。

高杯形土 器 は 、 口 唇部 と 脚台 を 欠 く も の (974)

と 脚柱 の一部 で裾 を 欠 く も の (975) が あ る 。 974の

器形は 、 杯部上部 で内轡 し て 立 ち 上 が り 、 頚部 で屈

曲 し て 聞 き 、 わ ず か に 外 反 し て 伸 び る 。 975 は 、 底

部 よ り す ぼみ な が ら 直 口 す る 。 器面調整 に つ い て 、

974 は 、 口 縁部外面 の ハ ケ メ を ナ デ消 し 、 杯部の外

面 と 内 面 は 丁寧 に ナ デ る 。 975 の 外 面 は 、 ハ ケ メ を

ナ デ消 し 、 内 面 は ナ デ る 。

要形土 器 は 、 完形 の も の (978) や 、 図化復元で

き た も の (977 ・ 979-981 ・ 984) 、 口 頚部 を 欠 き 脚

台 を 持つ も の (976) 、 底部 ま た は 胴下半 を 欠 く も の

(982 ・ 983 ・ 985-987) 、 胴上半部 か ら 底部 を 欠 く

も の (988-991 ) 、 口 頚部 の み を 残す も の (992 ・ 993) 、

胴下半部 ま た は底部 か ら 脚台 に か け て残 る も の (994

-998 ・ 1 00 1 ・ 1 003 ・ 1 004) や 、 脚台 を残す も の (999 ・

1 000 ・ 1 002) が あ る 。 器形 は 、 胴部 よ り 内傾 し 、 頚

部 で 「 く 」 の 字 に 屈 曲 し て 聞 き 、 直 口 す る も の (977 ・

979 ・ 981 ・ 982 ・ 984 ・ 985 ・ 987-989 ・ 991 ・ 992) や、

頚部 で 「 く 」 の 字 に屈 曲 し 、 外反 し て 聞 く も の (998 ・

983 ・ 993) 、 や や外反 し て 聞 く も の (980 ・ 986 ・ 990)

が あ る 。 胴部 は 、 最大径 がほ ぼ胴部 の 中 位 に あ る も

の (978 ・ 979) 、 中佐 よ り や や上 に あ る も の (977 ・

980 ・ 982 ・ 984-986) 、 肩部 に あ る も の (981 ) に 分

け ら れ る 。 胴部 の張 り に つ い て は 、 口 縁径 よ り 内側

に 張 る も の (979) 、 口 縁径 と ほ ぼ同等 (981 ) 、 わ ず

か に 外 に 張 る も の (982) 、 外 に 張 る も の (977 ・ 978 ・

980 ・ 983-987 ・ 989) が あ り 、 全体的 に 胴長の特徴

を 持つ 。 底部 は 、 や や 尖 底 の 丸底 を 呈す る も の (1 006

-1 008) 、 卵形の 丸底 (978 ・ 980 ・ 984) の も の 、 不

安定 な 平底でやや上 げ底気味 な も の (981 ) があ る 。

器面調整は 、 外面 に タ タ キ 目 がみ ら れ 、 ハ ケ メ 、 ナ

デ調整 を 残す も の (977 ・ 980-984 ・ 986 ・ 987) 、 タ

タ キ がみ ら れ ハ ケ メ 調整 と ケ ズ リ を 施す も の (978)

や、 ハ ケ メ 、 ナ デ調整 と ケ ズ リ を 施す も の (985) 、
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タ タ キ 目 がみ ら れハ ケ メ 調整 を 残す も の (979) や 、

タ タ キ 目 と ナ デ調 整 を 施 す も の (989 ・ 994) 、 ハ ケ

メ と ナ デ調整 を施す も の (988 ・ 990 ・ 991 ) 、 さ ら に

ハ ケ メ 調整の み (976 ・ 992) が あ り 、 内 面 に つ い て

は 、 ハ ケ メ と ナ デ調整の も の (976-981 ・ 983 ・ 984 ・

990 ・ 991 ) が大半 を 占 め る が、 ハ ケ メ 調整の み (982 ・

985-989 ・ 992) も あ る 。

脚台 は 、 そ の部佐が完形の も の (1 000 ・ 1 002) と 、

図化復元 し た も の (994-999 ・ 1 00 1 ・ 1 003-1 005)

があ る 。 器形 は 、 器高 が高 い も の (994 ・ 999-1 005)

や 、 底部 よ り 屈 曲 し 直口 し て伸 び る も の (999 ・ 1 000 ・

1 002 ・ 1 005) 、 や や 外 反 気 味 に 伸 び る も の (994 ・

1 00 1 ・ 1 003 ・ 1 004) があ り 、 端部 でつ ま み上 げ る も

の (1 002) も あ る 。 な お 、 底部側 の 天井周 面 に 砂 っ

ぽ い 状態 の も の (994 ・ 1 000 ・ 1 00 1 ) がみ ら れ る 。

器面調整は 、 外面 に タ タ キ 目 がみ ら れ 、 ハ ケ メ 、 ナ

デ調整 を 残す も の (1 008) 、 タ タ キ 目 がみ ら れ ハ ケ

メ 調 整 を 施す も の (1 000) 、 タ タ キ 目 と ナ デ調 整 を

残す も の (994) 、 ハ ケ メ と ナ デ調整 を 施す も の (999 ・

1 002 ・ 1 003) 、 さ ら に 、 ハ ケ メ 調整の み (995 ・ 997 ・

1 005 ・ 1 006) 、 ナ デ 調 整 の み (996 ・ 998 ・ 1 001 ・

1 004 ・ 1 007) が あ り 、 内面 に つ い て は 、 ハ ケ メ と ナ

デ調整の も の (996 ・ 997 ・ 999 ・ 1 001 -1 003 ・ 1 005 ・

1 006) や、 ハ ケ メ 調整の み (995 ・ 1 000 ・ 1 007 ・ 1 008) 、

ナ デ調整の み (994 ・ 998 ・ 1 004) が あ る 。 そ の ほ か 、

外面 に 黒斑 があ る も の (977-980 ・ 982 ・ 984-986 ・

989 ・ 992 ・ 1 006 ・ 1 008) 、 赤 変 を 残 す も の (977 ・

978 ・ 992) 、 外面 に カ ー ボ ン の 付着 がみ ら れ る も の

(978 ・ 982 ・ 989 ・ 992 ・ 993 ・ 1 007) や、 カ ー ボ ン

が内 面 に み ら れ る も の (996 ・ 998) も あ る 。 ま た 、

内面 に 籾痕 の よ う な 巣 が あ る も の (990) が あ る 。

7 号住居跡 (第245図)

調査 H 区西部 中央 に あ る 竪穴式住居跡で、 8 号 と

9 号住居跡 を 切 る 。 平面形態は横長の 長方形 で、 規

模は、 南北軸3 . 99m 、 東西軸6 . 53m 、 壁高 は お よ そ

50cm を 測 る 。

柱穴は 2 本穿 ち 、 柱間 隔 は お よ そ 3 m を 測 る 。 炉

は 西寄 り に 偏 し 、 そ の平面形態 は 、 隅 丸でやや長方

形 を 呈 し 、 規模は 55cmX 80cm、 深 さ は 床 面 か ら 20cm

を 測 る 。 炉内 は 、 底 か ら 2 cmの 下 層 に 、 草木類の炭
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第 1 節 弥生時代後期 の 遺構 と 遺物

化物 が堆積 し 、 ま た 炉壁は焼 け て い な い 。 ベ ッ ド状

遺構は 南西側 を 除 く 三 間 に あ り 、 床 面 と の 比高差は

4 cm� 9 cm程度 で、高 く な い 。 南側 中 央 の 壁 に 接す る

床面 は 、 不整形 の 浅 い 掘 り 込み と 、 支柱穴 と み ら れ

る 小穴 が あ り 、 入 口 施設 と 思 わ れ る 。 東側中央の壁

際 に は 、 貯蔵穴 と み ら れ る や や 円形 に近 い 穴 があ り 、

最大径は お よ そ 70cm、 深 さ は 床 面 か ら 1 3cm を 測 り 、

遺物 の 出土 は な い 。 東側柱穴 の 東隣 す る 床面 に は浅

い 溝 が あ り 、 間仕切施設 と み ら れ る 。 南側 の 壁 に接

す る 床面 は 、 棚状で斜行 し て い る 。 そ の ほ か 、 壁溝

の検出 は な い 。

出土遺物 は 、 石 器 の 台 石 (1 034) が l 点 、 鉄鉱(1 036)

==f ー戸ーー- 一戸戸ー�

， '1;/ 
回 - 回

1 点、 装 身具は ガ ラ ス 小玉 (1 042) 1 点 が出土 し た 。

炭化物 は 、 長 さ 35cm幅lOcmの 木炭 が東側柱穴 の 北隣 、

床面 か ら 約 9 cmの 高 さ の 位置で検出 し 、 炉内 に も み

ら れ る 。 ベ ン ガ ラ の検出 は 無 い 。 土 器 は 、 小破片 が

ま ば ら に 出土 し た 。

[土器1 (第245図 1 009- 1 01 2) 

鉢形土器 (1 009 ・ 1 0 1 0) 、 翠形土器 (1 0 1 2) 、 器種

不明 (1 0 1 1 ) の破片 を 図示 し た 。

1 009 は 、 素 口 縁の 鉢形土器 で、 胴下半部 を 欠 く 。

器形 は 、 底部 か ら 胴上半部 に か け て 内管 し 、 端部 に

か け て 内傾、 上端部 は 少 し つ ま み上 げて い る 。 外面

の調整は 、 ハ ケ メ と ナ デ調 整 を施 し 、 内 面 は ハ ケ メ
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調整で、 口 縁部 は 少 し ナ デて い る 。 ま た 、 外面 の胴

部 に 薄 い 黒斑 が あ る 。 1 0 1 0 は 、 素 口 縁の 鉢形土器で、

図化復元で き る 資 料で は な い 。 器形 は 、 底部 か ら 胴

上半部 に か け て 内管 し 、 端部 に か け て や や内傾、 上

端部 は つ ま み上 げ て い る 。 器面調整 は 、 内外 と も ナ

デ調整 で あ る 。 1 0 1 1 は 、 底部 と 脚台の接合部分で、

器種 は特定 で き な い 。 外面 は ナ デ調整で、 そ の 上 に

丹塗があ る が、 脚部 で塗 り が な く な っ て い る 。 内面

は 、 底部、 脚部 と も ナ デ調整の手法 を 持 つ 。 1 0 1 2 は 、

翌形土器の脚台部分 で、 裾部 を 残 す 。 器形 は 、 底部

よ り 裾部 に 向 か つ て 直 口 し 、 端部でやや内傾 し 少 し

つ ま み 上 げ る 。 器面調整は 、 内 外 と も に ナ デ調整で、

外面 に タ タ キ 目 がみ ら れ る が薄 い 。

8 号住居跡 (第246図〉

調査 E 区 中 央 の やや西 よ り に 位 置す る 竪穴式住居

跡で、 北西部 は 7 号住居跡 に 切 ら れ て い る 。 平面形

態は 長方形で、 南北 に 長 い 。 規模は 、 南北軸3 . 82m 、

東西軸 2 m 、 壁高 は お よ そ 18cm と 浅 く 、 調査面 は 削

平 を 受 け て い る 。

柱穴 は 、 主柱穴 l 本 が北側 中央 に 穿 っ て い る が、

そ れ に 相対す る 柱穴 は確認で き な か っ た 。 東壁際 に

は 、 壁 に 平行 す る 浅い 柱穴 を 2 本 を 検出 し 、 入口施

設の 支柱穴 と 思 わ れ る 。 炉 は 、 南北柱軸聞 に 在 し 、

やや北 に 偏 す る 。 そ の 平 面形態 は 円形で、 最大径 は

お よ そ 40cm、 深 さ は 床面 か ら 14cm を 測 り 、 小規模で、

あ る 。 炉内 は 2 層 に 分 か れ 、 上 層 は 焼土混 じ り の 黒

褐色土 で軟 ら か く 、 下 層 は カ ー ボ ン 混 じ り の黒褐色

土 が堆積す る 。 炉上 に は 、 丸 い離 が炉面 よ り 少 し 浮

い て 状態で検出 し 焼け て は い な い 。 そ の ほ か 、 ベ ッ

付加童構、 壁溝の検出 は 無 い 。

出土遺物 は 、 石器、 鉄製品 、 炭化物、 ベ ン ガ ラ 等

は 出土 せ ず、 土 器 は 小破片 が南側 よ り に 点在 し て 出

土 し た 。

{土器1 (第246図 1 01 3 ・ 1 0 1 4)

査形土器 (1 0 1 3) と 鉢形土器 (1 01 4) が図化で き

た 資料 で あ る 。

1 0 1 3 は 、 複合口縁の査形土 器 で 、 頚部 よ り 底部 に

か け て 欠 く 。 器形 は 、 頚部 よ り 屈 曲 し 、 外反 し な が

ら 聞 き 、 上端部 でつ ま み上 げ鈍 く 尖 る 。 器面調整は 、

外面 に ナ デ調 整 がみ ら れ 、 内 面 は ハ ケ メ と ナ デ調整
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を施 し 、 ハ ケ メ は 薄 し ミ 。 1 0 1 4 は 、 屈 曲 口 縁の 鉢形土

器 と み ら れ 、 胴上半部 か ら 口 縁部、 お よ び底部 を 欠

く 。 器形 は 椀状で、 胴上半部 の 欠損 し た破面 を 、 削

り 磨 い た 跡 があ り 、 再利 用 し た と み ら れ る 。 器面調

整 は 、 外面 に ま ば ら な ハ ケ メ を 施 し 、 内 面 は ハ ケ メ

と ナ デ調整 を 残す。 ま た 、 内 面 に は 指圧痕 がみ ら れ

る 。

9 号住居跡 (第247図〉

調査 E 区西側中央部 に 位置す る 竪穴式住居跡で、

北東部 の 大半 は 7 号住居跡 に切 ら れ 、 南西部 は 1 0号

住居跡 を 少 し 切 る 。 平面形態 は 長 方形 で東西 に 長 い 。

規模は 、 南北軸3 . 50m 、 東西軸5 . 21 m 、 壁高 は お よ

そ 40cm を 測 り 、 調査面 は 削平 を 受 け て い る 。

柱穴は 2 本 を 穿 ち 、 柱聞 は お よ そ 2 . 20m を 測 り 、

柱痕 は 西側の柱穴 に確認 し た 。 炉は 、 柱軸 よ り や や

南 に 偏 し た 中央部 に 位 置す る 。 そ の平面形態 は 、 隅

丸で胴張 り の や や正方形 に 近 い 。 規模 は 、 75cmX 70cm、

深 さ は 床面 か ら 27cm を 測 る 。 炉内 は 、 上層 に 軟質 の

黒褐色土、 下層 に カ ー ボ ン 混 じ り の 暗褐色土 が堆積

し 、 石や土器の小破片 を 含 む。 炉底 は 、 軟 ら か い 草

木質の カ ー ボ ン が堆積 し て い る O な お 、 炉 か ら 出 土

し た 土器の小破片 は 、 西 か ら 流 れ 込 む痕跡 が あ る 。

ベ ッ ド状遺構は 、 北西 と 南東の間部 に確認 で き 、 南

東側 は 中央部 の位置で 7 号住居跡 に 切 ら れ て い る 。

床面 と の比高差 は 、 5 � 10cm程度 を 測 り 、 北西側 の

ベ ッ ド状遺構 が南東側 よ り も 高 い 。 ま た 、 南側中央

の 壁 に 接す る 床面 は 、 不整形 の 浅 い 掘 り 込 み と 、 支

柱穴 と み ら れ る 小穴 が あ り 、 入 口施設 と 思 わ れ る 。

な お、 床 面 は 砂敷 き で あ る が軟質 で、 床 面 近 く で地

下水 の 湧 出 がみ ら れ た 。

出土遺物 は 、 石 器 の 出 土 は 無 い が、 鉄製品 で は 、

柳葉形鉄搬の 茎 (1 037) 1 点 を 、 西側柱穴 の北西、

床面 か ら 約15cmの レ ベ ル で出 土 し た 。 ま た 、 炭化物

は 、 木材の形状 を 残 し た 炭化物 が中央部 に 集 中 し て

検出 し 、 廃棄焼却 し た も の と み ら れ る 。 ベ ン ガ ラ は 、

小 さ な ブ ロ ッ ク で、 床 面 の 2 カ 所 に 検出 し た 。 土器

は 、 小破片 が点在 し て 出 土 し た 。

[土器1 (第247図 1 0 1 5-1 01 8) 

壷形土器 ( 1 0 1 5 ・ 1 0 1 7) 、 鉢形土 器 (1 0 1 6) 、 費形

土器 (1 01 8) を 図示 し た 。
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1 0 1 5 は 、 査形土器の 口 縁部 と み ら れ 、 頚部以下 を

欠 く 。 口 縁端部 は 外反 し て お り 、 肉 厚 は か な り 厚 く 、

欠 損 面 で、2cm を 測 る 。 端部 の 平坦面 に 、 ハ ケ に よ る

押圧文 を 浅 く 穿 っ て い る 。 器面調整は 、 外面 に ハ ケ

メ と ナ デ調 整 を施 し 、 内面 は 組 く ザ ラ ザ ラ し て い る 。

1 0 1 7 は 、 複合口縁の査形土器で、 胴上半部 か ら 底部

に か け て 欠 く 。 器形 は 、 胴上半部 よ り 内傾 し 、 頚部

で緩や か に 屈 曲 し て 外反 し な が ら 聞 き 、 上端部 を つ

ま み上 げや や尖 り 、 断面 三 角 形 を 呈 す る 。 外面 は 、

胴部 に タ タ キ がみ ら れ 、 ハ ケ メ 調整 を 残す。 頚部 は

縦方向 に 細 か い ハ ケ メ 調 整 が あ り 、 口 縁端部 は ナ デ

る 。 内 面 は 、 ハ ケ メ を ナ デて お り 、 ハ ケ メ は 薄 く 残

る 。 1 0 1 6 は 、 屈 曲 口 縁の鉢形土器で底部 を 欠 き 、 最

大径 は 胴部 の 中佐 に あ る 。 器形 は 、 胴部 中位 か ら 内

傾 し 、 頚部 で屈 曲 し 聞 き 伸 び、 端部 で少 し 外反 し 、

上端部 を や や つ ま ん で い る 。 器面調整は 、 内外の 口

縁部 を ナ デ調整 し 、 胴部 は ハ ケ メ を ナ デ消 し て 、 薄

く ハ ケ メ が残 る 。 ま た 、 口 縁部 お よ び胴上半部 に 黒

斑 を も っ 。 1 0 1 8 は 、 聾形土器 の 口 縁部 で、 頚部以下

を 欠 く 。 器形は 、 頚部 よ り 屈 曲 し て 聞 き 、 直 口 し 伸

び る 。 器面調整は 、 内外 と も ナ デ調整であ る 。

第 V 章 狩尾 ・ 前 田遺跡の調査 と 成果

1 0 ・ 1 1 号住居跡 (第248図〉

調査 H 区南西部 に位置す る 竪穴式住居跡で、 10号

住居跡 は 、 北側 を 9 号住居跡 に 切 ら れ 、 ま た 、 1 1 号

住居跡 に浅 く 切 ら れ て い る 。 西側 の 大 半 は 調査区外

に掛か り 、 不明 な 点 も 多 い 。 平面形態 は 、 両住居跡

と も 角 隅部 分 が あ る こ と か ら 長方形 と み ら れ る 。 規

模 は 、 1 1 号住居跡 の一辺長3 . 75m を 測 る こ と がで き 、

壁高 は 10号住居跡 が1 5cm、 1 1 号住居 跡 が38cm程度 を

測 り 、 調査面 は 削平 を 受 け て い る 。 層 位 は 調査区外

の ラ イ ン 上 で記録、 中 層 で、地下 水 が湧 出 し 、 調査は

容 易 で な か っ た 。 な お、 1 1 号住居跡 の 床 面 は 、 層 位

断面 で検出 で き た 。

10 ・ 1 1 号住居跡 での柱穴、 炉、 ベ ッ ド状遺構、 壁

溝の検出 は で き ず、 ま た 、 出土遺物 は 、 小破片 の 土

器が出土 し た の み で、 図化 す る に 至 る 資料 は 無 く 、

石器、 鉄製 品 、 炭化物、 ベ ン ガ ラ 類の検出 も 無 い 。

1 2号住居跡 (第249図〉

調査 皿 区南側 中 央部 に 位置す る 竪穴式住居跡で、

立地は 高台の好所 に あ り 、 ま た 本遺跡の遺構中 で一

番大 き い 。 南東部 は 調査区外 に 掛 か り 、 平面形態 は 、

ほ ぽ正方形 に 近 く 、 南北 に やや長 い 。 規模は 、 西側 、
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南北方 向 の辺長 で約7 . 80m 、 東西軸7 . 22m 、 壁高 は

お よ そ 35cm を 測 り 、 調査面 は 削平 を 受 け 、 ま た 、 床

面 は 、 黄褐色 の砂質土 で あ る 。

主柱穴 は 4 本 で、 北 と 西側 の柱聞 に 比較的浅い柱

穴 が あ り 、 支柱 があ っ た と 推測 さ れ る 。 柱痕 は北東、

南西の柱穴 で確認で き た 。 炉 は 、 東側 中央部 に あ り 、

平面形態は楕円状で炉周 は や や盛 り 上 がっ た 炉堤 が

あ る 。 規模は 、 長軸約 1 m 、 短軸85cm、 深 さ は炉堤

よ り 40cm を 測 る 。 炉内 は上 層 に 焼土 と カ ー ボ ン 混 じ

り の 黒褐色土 が堆積 し 、 下層 に は ふ かふ か状の カ ー

ボ ン が堆積 し て い る 。 ベ ッ ド状遺構は 、 南東部 の調

査区外 を 除 い て は 、 三隅部 に確認 し 、 L 字形 を 呈す

る 。 そ の北西 と 南西の遺構は二段 に な っ て お り 、 そ

の 比高差は あ ま り 無 く 2 - 3 cm を 測 る 。 な お 、 床面

と の 比高差は 5 - 13cm程度 で、 南西部 が一番 高 い 。

東側 中 央部 の 壁 に 接す る 床面 に は 、 浅 い 掘 り 込み と

支柱穴 と み ら れ る 小穴 が あ り 、 入 口 施設 と 思 わ れ る O

ま た 、 北側 中央部 で壁際 の 床面 に は 、 壁 に 平行 し て

3 つ の 穴 を 穿 っ て お り 、 中央の穴は深 さ 26cm を 測 る

が、 そ の 用途 は 不明。 ま た 、 中 央部で、 やや南 に 偏

す る 位 置 に は 、 や や正方形 に 近 い 平面形態の土坑が

あ り 、 55 X 62cm、 深 さ 5cm を 測 り 、 そ の 表 面 は 著 し

く 硬化 し て し そ る が、 そ の 用途 も 不明 で あ る 。 南西の

ベ ッ ド状遺構近 く と 、 ま た 、 中 央部 よ り 西1 0 2m の

位置の位 置 に は 焼土 が あ り 、 惰円状の ブ ロ ッ ク 状で

検出 し た 。 そ の ほ か 、 壁溝は 、 ほ ぼ全周 に亙 っ て検

出 し た 。

出土遺物 は 、 砥石 (1 026 ・ 1 027) が 2 点 、 鉄片(1 039)

が 1 点、 粉末状の ス ラ グ が 7 カ 所、 ベ ン ガ ラ は 1 5-

25cm程度 の ブ ロ ッ ク 状で床面 に 点在 し た 。 炭化物 は 、

木炭 が床面上 で検出 し た 。 ま た 、 西側 中央の壁際 に

は 、 1 5cm程度 の 集石 が1 2個 出 土 し 、 ま た 、 西側 の 間

柱穴際 に は 、 凝灰岩 の 平 石 が床面上 に 置 か れ 、 集石

と も に そ の 用途 は 不明 で あ る 。 土器は小破片、 細片

が出土 し た 。

[土器] (第250図 1 01 9-1 022) 

鉢形土器 (1 0 1 9 ・ 1 020) 、 翠形土器 (1 02 1 ・ 1 022)

を 図化 し た 。 1 0 1 9 は 、 屈 曲 口 縁の 鉢形土器で、 底部

を 欠 き 、 最大径 は胴部 中位 の やや上 に あ る 。 器形 は 、

胴部最大径 の 位 置 か ら 内傾 し 、 頚部 で屈 曲、 やや外
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反 し て 伸 び、 端部 でやや外側 に 膨 ら む。 外面 は 、 細

か い ハ ケ メ が胴部 を 縦横 に 走 り 、 頚部 か ら 口 縁部 に

か け て 、 細 か な ハ ケ メ が縦方向 に 走 る 。 端部 は 横 ナ

デ調整 を 施 し 、 内 面 は 、 薄 い ハ ケ メ を 胴部 に施 し 、

頚部 に 縦方向 の ハ ケ メ が密 に 走 り 、 口 縁部 は ナ デ調

整 を 施 し て い る 。 ま た 、 胴部上半部 か ら 頚部 に か け

て 指圧痕 がみ ら れ る 。 そ の ほ か、 胴部下半部 に 黒斑

がみ ら れ る 。 1 020 は 、 素口縁の鉢形土器で底部 を 欠

く 。 器形 は底部 か ら 胴上半部 に か け て 内管 し 、 端部

に か け て 内傾す る 。 器面 調整 は 、 内外 と も 強 く ナ デ

る 。 1 02 1 は 、 胴上半部 よ り 以下 を 欠 く 菱形土器で、

器形 は 、 胴部 よ り 屈 曲 し て 伸 び、 端部近 く でやや外

傾 し 、 上端部 は つ ま み 上 げて 鈍 く 尖 る 。 屈 曲部 は 鈍

角 で内 面 に 稜線 を 有 す る 。 器面調整は 、 内外 と も ハ

ケ メ 調整で、 口 縁端部 に か け て は ナ デ調 整 を施す。

そ の ほ か 、 頚部 に カ ー ボ ン の付着 が あ る 。 1 022 は 、

聾形土器の脚台 で、 そ の裾部 を 残 し 、 上部 を 欠 い て

い る 。 器面調整は 、 外面 に ハ ケ メ を 施 し 、 内 面 は ナ

デて い る 。 ま た 、 端部 の 内外面 に 指圧痕 がみ ら れ る 。

胎土 は や や 赤み が あ る 。

1 3号住居跡 (第250図〉

調査 皿 区 南側 中 央部 に 位置す る 竪穴式住居跡で、

1 2号住居跡の 南西隣 に あ る 。 住居跡の北東部の 一部

が調査区内 で あ り 、 大半 を 調査区外で 占 め ら れ、 規

模、 柱穴、 炉、 ベ ッ ド状遺構 な ど は 不 明 な 点 が多 い 。

平面形態 は 、 角部 があ る こ と か ら 、 方形 の形態 と み

ら れ る 。 壁高 は 、 良 好 な 所で、26cm を 測 り 、 調査面 は

削平 を 受 け て い る 。 壁溝は 西壁側 に検出 し た 。

出土遺物 は 、 小破片、 細片 が出土 し 、 石 器、 鉄製

品 、 炭化物、 ベ ン ガ、 ラ 等の 出 土 は 無 い 。

[土器] (第250図 1 023 ・ 1 024)

鉢形土器 (1 023) 、 聾形土器 (1 024) を 図示 し た 。

1 023 は 、 素 口 縁の 鉢形土器で底部 を 欠 く 。 器形 は 、

底部 か ら 内管 し て 立 ち 上 が り 、 端部近 く でやや内傾

す る 。 外面 は 、 ナ デ調整で、 内 面 は 組 い ハ ケ メ を 施

し 、 やや雑 な 作 り で あ る 。 そ の ほ か 、 外面胴部 に 黒

斑 がみ ら れ る 。 1 024 は 、 胴上半部 か ら 底部 に か け て

欠 く 聾形土器で、 器形 は 、 胴上半部 は 内傾 し 、 頚部

で屈 曲、 直 口 し て 聞 く 。 端部 は わ ずか に つ ま み 上 げ

て い る 。 外面 は 、 ハ ケ メ の 上 に 粗い タ タ キ 目 が胴部



に み ら れ 、 口 縁部 は ナ デ を 施す 。 内面 は 、 丁寧 に ナ

デ る 。

② 石 器 (第251 図~第255図)

石器では 、 砥石 4 点 (1 025-1 028) 、 磨石 2 点 (1 029

・ 1 030) 、 台石 4 点 (1 03 1 -1 034) が出土 し た 。 ま た 、

凝灰岩 石 材 1 点 ( 1 035) も 出土 し て い る 。 そ の住居

跡 ご と の 内訳 を 示 そ う 。

砥石 は 、 4 号住居跡 l 点、 12号住居跡 2 点、 出土

住居跡不明 1 点 が出土 し た 。 磨 石 は 、 4 号住居跡、

5 号住居跡で 1 点 づっ 出土 し た 。 台石 は 、 5 号住居

跡で 2 点 が出 土 し 、 6 号住居跡、 7 号住居跡 l 点づ

っ 出 土 し た 。 ま た 凝灰岩石 材 1 点 は 、 1 2号住居跡 で

検出 さ れ た 。

砥石 は 、 素材の形状や研 ぎ方 に よ っ て い ろ い ろ と

形 を 変 え る 。 そ の 意味で は 、 そ の形態の分類属性 を

捉 え る こ と が困難 な 道具の一つ で あ る 。 狩尾 ・ 前田

遺跡で は 、 直方体 を 呈 す る も の が中心 で あ る が、 研

ぎ面 が大 き く 湾曲 し て い る も の (1 025) も あ る 。 石

材では 、 頁岩 (1 028) と 砂岩 (1 025-1 027) があ り 、

研 ぎで は 、 き め の細 か い 頁岩 は仕上 げ砥 で あ り 、 砂

岩 の も の は 荒砥 か 中砥 では な い だ ろ う か 。

磨石 は 、 2 点 と 少 な か っ た 。 1 029 は 、 4 号住居跡

か ら 出土 し た も の で、 作業面 は 1 面 で あ る 。 そ の磨

り 減 り は 顕著 で、 、 よ く 使 い 込 ま れ て い る こ と がわ か

る 。 石 材 は 、 安 山岩 で あ る 。 1 030 は 、 5 号住居跡で

出土 し た 。 砂岩製 で あ る 。 磨 り 減 り 方 が少 な い 資料

で、 融打痕 が先端部 に 観察 さ れ る 。

台石 は 、 す べ て 安 山 岩 で あ る 。 す べ て の 資料 が床

直で出土 し て い る 。 石器 の 大 き さ か ら い っ て も 、 据

え 置 か れ た場所 を そ れ ほ ど移動 し な い 石器で あ ろ う 。
そ の 前提で、 そ の住居跡の場所 を 見 て み よ う 。

5 号住居跡では 2 点、 の台石 が出 土 し て い る 。 そ の

場所は 、 南壁 ぎ わ の貯蔵穴東脇 (1 031 ) と 住居跡中

心部 か ら 南西へl . 4m の所で出土 し た 。 6 号住居跡 は 、

中心部 か ら 西へ 2 m ほ ど い っ た 所で、 西壁 に 近 い と

こ ろ に 出土位 置 が あ っ た 。 7 号住居跡 は 、 ほ ぽ中心

部 に あ る が、 炉の位置 か ら は約 1 m ほ ど離 れ て い た 。

わ ず か な 資 料 で あ る が、 住居跡 の 中 央部 と 壁 ぎ わ や

貯蔵穴付近 に残 さ れ て い た こ と が わ か る 。

次 に 、 住居跡の総数 と 台石 出土住居跡の 数 と の 比
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較 を お こ な っ て み る が、 検 出 さ れ た 竪穴式住居跡の

数 が少 な く 、 参考資料程度 の も の と な ろ う 。 そ の際 、

完掘 さ れ ず に 台石 が出 土 し な か っ た 住居跡 も あ る と

予想 さ れ る の で、 未掘部分 が住居跡 の 半 分以上 に 上

り 、 し か も 台石 を 出土 し て い な い住居跡 は 、 こ の検

討か ら 外 し て お き た い 。

こ の検討の 対象 に な る 住居跡は 、 全部 で10基で あ

っ た 。 こ れ に 対 し て 、 台石 が出土 し た住居跡 は 、 3

基であ る 。 10対 3 な の で、 台石残置住居 の 出現頻度

は 、 3 . 33対 1 で、 3 基強 に 1 基の割合 と い う こ と に

な ろ う 。

以上、 二 つ の 検討事項 を 設 け て 、 記述 し た 。 有 意

な デー タ では な い が、 今後の検討デー タ 蓄積 の ー っ

と し て提示す る 。

凝灰岩 石 材 が12号住居跡 か ら 1 点 出 土 し た 。 そ の

位 置 は 、 中 央部 か ら 南 西 l こ 1 . 8m の 所 で あ っ た 。 台

石 の 素材 と 考 え る 向 き も あ る が、 そ の 石 材 が も ろ い

凝灰岩 で あ る こ と か ら そ の 可能性 は低 い 。 何 ら か の

意味 を 考 え る 必要 は あ ろ う が、 そ こ ま で の 言 及 は 不

可能 だ ろ う 。

③ 鉄器とその関連資料 (第256図)

狩尾 ・ 前田遺跡 で は 、 わ ずか で は あ っ た が、 鉄器

お よ び そ の 関連 資 料 が出土.し た 。 そ の 器種や種類 ご

と の 内訳は 、 鉄鉱 3 点、 茎 万 子 1 点、 そ の他 の 鉄片

1 点 で あ る 。 こ れ を さ ら に 、 住居跡 ご と に 整理 し て 、

下 に提示 し よ う 。

4 号住居跡……茎 万 子 1 点 (1 038)

7 号住居跡……鉄鎖 l 点 (1 036)

9 号住居跡……鉄鉱 1 点 ( 1 037)

1 2号件 居 跡……偏平鉄片 1 点 (1 039)
次 に 、 資料 ご と に 説明 を 加 え て い き た い 。

鉄鉱は 、 1 036 ・ 1 037 で あ る 。 1 036 は 、 圭頭斧箭形

式鉄鉱の可能性 が高 い 。 1 037は 、 柳葉形式鉄鍛の 茎

であ ろ う 。

万 子 は 、 叩38 で あ る 。 茎万子 で あ る 。 基部 を わ ず

か に 欠損 し て い る 。 聞 は 片 関 で、 刃 部側 に 直角 に 付

け ら れ て い る 。 ほ ぞ穴 が、 茎基部側 の 中 央部 に 1 孔

が穿 た れ て い る 。 木質 を 残 し て い る 。

鉄片 (1 039) は 、 1 点 で あ る 。 小型の 偏平鉄片 で

あ る 。
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④ 装 身 具 (第257図〉

装身 具 に は 、 ガ ラ ス 小玉 が あ る 。 カ、、 ラ ス 小玉 は 、

3 点、 あ っ て 、 4 号住居跡 か ら 1 点、 6 号住居跡 か ら

l 点 、 7 号住居跡 か ら 1 点 が出土 し た 。 色 は 紺色 で、

色調は 6 号住居跡 の も の が淡 く 、 4 号住居跡 と 7 号

住居跡の も の が深 い 。

2 . 掘立柱建物跡 (第258図〉

弥生時代 に 属す る 掘立柱建物跡が、 1 基検出 さ れ

た 。 検出 さ れ た 調査区 は 調査 皿 区 で、 そ の北側 に あ

る 柱穴 l 個 が調査区外 に 隠 れ て い る が、 そ の構造 を

知 る に は さ ほ ど問 題 で は な い 。 。

建物は 2 間 2 聞 で、 そ の平面形態は 正方形 を 呈 し

て い る 。 そ の住間 隔 は 、 東側柱列 で北 よ り 9 m 、 9 m 、

南柱列 で東 よ り 1 1 . 5m 、 8 m 、 西柱列 で南 か ら 10 . 5m 、

8 m (推定) 、 北柱列 で西 か ら 10m (推定) 、 10m で

あ る 。 柱穴 は 、 32cm- 16cmの 円形 を 呈 し 、 深 さ は20cm

程度 で あ っ た 。 住痕跡 は確認 さ れ な か っ た 。

3 . 土壌墓 (第259図〉

土壌墓が 2 基検出 さ れ た 。 そ の場所は 、 い ずれ も

調査 E 区 で あ る (第221 図) 。

1 号土繍墓 (第259図〉

6 号住居跡 と 7 号住居跡 に 切 ら れ た 状態で検出 さ

れ た 。 掘 り 方 は段掘 り で、 2 段 の 面 が あ る 。 そ の 比

高 は 、 20cmで、 あ る 。 土墳墓の現状で は そ の 規模 を 知

る こ と は で き な い 。

出土遺物 で は 、 完形 に 近 い 土 器 が 1 点 と 土器片 1

点 が出土 し た 。 ま た 、 礁 が 3 個 出土 し で も い る 。 土

器片 を 除 い た も の が供献品 で あ ろ う 。

[土器1 ( 1 043 ・ 1 044)

1 043 は 、 査形土器の小破片 で あ る 。 そ の部位 は 、

肩部で、 刺突文 が観察 さ れ る 。 1 044は 、 ほ ぼ完形 の

査形土器で あ る 。 口 縁形態は 、 複合口縁で、 白 川 水

系 型複合口 縁 と 呼 ば れ る も の で あ る 。 肩部上半 か ら

頚部 に か け て 櫛描 に よ る 平行線文、 肩部下半 に 櫛描

に よ る 流水 文 が施文 さ れ て い る 。 器面 は 、 タ タ キ と

ハ ケ 目 が一部観察 さ れ 、 そ の他の部分 は ナ デで調整

さ れ て い る 。
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2 号土績墓 (第259図)

2 号土墳墓は 、 6 号住居跡 の 床 面 で検 出 さ れ た 。

二つ の遺構の時期的 な 前後関係 で は 、 6 号住居跡の

床 が 2 号土墳墓 を 覆 っ て い た の で、 土墳墓の 方 が時

期的 に 先行す る 。

平面形態 は 、 隅 丸の 長方形で、 長 軸2 . 02m 、 短軸

8 . 8-7 . 5m を 測 る 。 深 さ は 、 住居跡 に 切 ら れ て い た

の で、 正確 な 数値 を 求 め る こ と がで き な か っ た 。 現

状値 で は 、 4 cmで、は あ る 。 埋土 に は 、 多 量 の ベ ン ガ

ラ が認 め ら れ た が、 お そ ら く 屍床 に ベ ン ガ ラ が ま か

れ て い た の で あ ろ う 。

出土遺物 は 、 無 か っ た 。

4 . ま と め

調査の結果、 竪穴式住居跡の遺構数 は 1 3基、 堀立

柱は 1 基、 土墳墓 2 基 を 検 出 し た 。 遺物 で は 、 竪穴

式住居跡 を 中 心 に し て 、 土 器、 石器、 鉄器、 装 身 具

が出土 し 、 炭化物、 ベ ン ガ ラ な ど を 検 出 し た 。 こ れ

ら 遺構の 立地、 規模、 遺 物 の 出 土状況、 種類、 形態

な ど を 1 - 3 項で詳 し く 述べ て き た が、 本章 を 終 え

る に あ た り 、 そ れ ぞれ の 項 目 を 整理 し 、 狩尾 ・ 前 田

遺跡の特徴 を あ げて み よ う 。

[集落]

本遺跡の調査区 は 、 北西~南東方 向 に 長 く 、 調査

1 - 皿 区 は 、 そ の 範囲の 中 で、 4 つ の ブ ロ ッ ク に 分

か れ て 所在 し て い る 。 検出 し た 遺構 に は 、 ど の よ う

な 傾 向 があ る の か 、 ま ず、 竪穴式住居跡の 規模 に 視

点 を 置 い て 考慮 す る と 、 長幅比の グ ラ フ (第260図)

に 示 す よ う に 、 住居跡 は 、 短軸4 . 5m X 長軸 6 m を

境 に し て 、 大型の住居跡 と 小型の住居跡の 2 つ の グ

ル ー プ に 分 け る こ と がで き る 。 小型の グ ル ー プ は 、

推定 も 含 め 、 1 ・ 2 ・ 3 ・ 5 ・ 8 ・ 9 ・ 1 1 号住居跡

(以下 、 住居跡の 呼称は 、 番号の後 に 号住 を 付 け て

呼ぶ) 、 大型の グ ル ー プは 、 4 ・ 6 ・ 7 ・ 1 2号住 で、

10 ・ 1 3号住 は 調査区外 に 掛 か る た め 不 明 で あ る 。 つ

ぎ に 、 竪穴式住居跡の配置的状況 に つ い て み て み る

と 、 調査 I 区 は 、 小型住居跡の み の検出 で あ り 、 大

型住居跡は無 い 。 調査 E 区 は 、 小型 と 大型住居跡 が

混在 し 、 調査 皿 区 は 、 大型 の住居跡 を 検 出 し 、 小型

住居跡 は 見 当 た ら な い 。 ま た 、 調査 E 区 は 、 集 落 が
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型へ の転換 と 見 て 取 れ る こ と も で き る が、 こ れ に つ

い て は 、 住居跡の 出土土器か ら み て 時期的 な 判 断 が

必要 で あ ろ う 。

住居跡の平面形態で は 、 小型は 長方形 で作 ら れ 、

大型 に な る ほ ど、 正方形 に 近 づ く 傾向 に あ る 。 ま た 、
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第256図 遺構内 出 土鉄製品実測図

集 中 し て お り 、 調査 皿 ・ 町 区 は 、 住居跡 が少 な く 、

調査町 区 に 至 っ て は 、 全 く 住居跡の検出 が無 い 。 こ

れ ら の 事象 か ら み て 、 南 に 行 く ほ ど住居跡は 大型化

す る 傾向 が あ る と い え る 。 ま た 、 調査 E 区 が集落の

中心的存在 を 予想 さ れ る 。 さ ら に 立地的 な 面 か ら み

て 、 1 � 3 号住 と 5 � 1 1 号住 は 、 自 然流路 を 境 に し

て 、 北側 の 集 落 と 南側 の 集 落 に 分 け る こ と も 可能だ

ろ う o

つ ぎ に 、 柱数 と 住居跡 の 規模 に 視点 を 置 く と 、 小

型の住居跡は 2 本柱 で あ り 、 大型 に な る ほ ど柱数 は

増加 し て 4 本柱 と な り 、 さ ら に 1 2号住の よ う な 大型

住居 は 多 本柱 と な っ て い る 。 し か し 、 5 号住 は異質

で、 小型 な が ら 4 本柱で構成 し て お り 、 小型か ら 大

@ ⑥ 。
① 。 ⑪ 
1 040 1 04 1  1 042 

。 5 cm h 
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く と 、 l 号住 と 8 号住 は小型の住居跡で、 入 口 方 向

は 東側 に あ る 。 炉は柱軸線上 で北寄 り (短軸 よ り 右

寄 り ) に あ り 、 入 口施設 と み ら れ る 支柱穴 も 同様 に

配置 し 、 2 つ の住居跡の平面形態は よ く 類似 し て い

る 。 さ ら に 、 東方向 に 入 口 を 持つ も の は 、 調査 皿 区

に 所在 す る 大型 の 1 2号住 が あ り 、 ま た 、 1 号住 ・ 8

号住 ・ 1 2号住は 、 直線上 に 位置 し 、 ほ ぽ40m の等間

隔 に並 ん で お り 、 何 か を 暗示 し て い る 。 な お 、 そ の

主軸方向 が一致 す る と み ら れ る 10号住 も 考慮 に 入 れ

る 必要 が あ り 、 そ の他 の住居跡は 、 す べ て 入 口 が南

側 に あ る 。 東 に 入 口 を 持つ住居跡 は 、 他 の住居跡 と

比較 し て 明 ら か に 異質 で あ り 、 当 時の住居 に 対す る

考 え 方 の 変遷 、 文化の 移入、 あ る い は 、 人 の 入 れ替

わ り な ど思考 さ れ 、 ま た 、 時期判別 の 対象 材料 に も

挙 げ ら れ る も の と 推察 さ れ る 。

竪穴式住居跡 の 時期的 な 推移 を 、 切 り 合 い 関係 で

考察 す る と 、 7 � 1 1 号住 の住居跡 は 切 り 合い 部 で、

古 さ の順 は 、 1 0→1 1→ 9 → 7 と な り 、 ま た 、 8 → 7

も 成立 し て い る 。 そ こ で、 先 に述べ た 1 0号住 が東 に

入 口 を も つ こ と が確認で き れ ば、 東 に 入 口 を も っ住

居跡 は 本遺跡の 中 で も 、 古い 平面形態 を も つ こ と が

予想 さ れ 、 住居跡の 変還 の 手掛 か り に な る と 推察 さ

れ る 。

[土器]

出土 し た 土 器 は 、 そ の遺跡 の 時期決定 に お い て重

要 な 基準 と な る 。 そ の 際、 熊本での 弥生時代後期土

器群の 型式研究 は 、 聾形土 器 の 器形 の 変化 (特 に 口

縁部 か ら 胴部 中 位 ま で) と 、 脚台、 お よ び底部 の 形

状変化 を 型式表徴 に し て進 め て い る 。 そ れ は 、 中期

黒髪式土器 か ら 古式土師器 ま での 口 縁部 、 胴部、 底

部形状の型式的 な 流 れ を 考 え る う え で有効 な 方法 だ 。

本遺跡住居跡の 中 に は 、 多 数 の 出土資料 を 持つ も の

があ り 、 時期決定 の 基準 に な る も の と み ら れ る 。 そ

の住居跡 を 中心 に し て 、 前述 し た 慣例 に 準拠 し な が
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ら 、 土器組成 の 関係 に つ い て 整理 し て み よ う 。 こ の 資料の 中 で、 聾形土 器 の 特徴 を 抽出 し て み る

4 号住 で は 、 壷形土器 (908-91 5) 、 鉢形土器 (91 6 と 、 ま ず、 脚台付 き の聾形土器 (以下、 脚台付 き 型

-921 ) 、 高杯形土器 (922-924) 、 聾形土器 (925- 式 と 呼ぶ) と 底部 が丸底 を 呈 す る 聾形土器 (以下、

928) 、 祭杷土器 (929) が出土 し て い る 。 丸底型式) の 2 種 に 分 け ら れ る 。 こ の 2 種の外面調

特徴 を 持つ聾形土器 と し て 925 が挙 げ ら れ る 。 胴 整は、 タ タ キ 目 が顕著 に み ら れ る も の や 、 タ タ キ 目

部上半部以下 を 欠 き 、 上端部 は つ ま み上 げ鈍 く 尖 る 。 が薄い も の 、 無 い も の に 分 か れ 、 こ れ ら は 、 ハ ケ メ

器面調整は 、 内外 と も ハ ケ メ と ナ デ調整 を施す 。 こ を残す も の と 、 ハ ケ メ を わ ずか に 残 す も の 、 ハ ケ メ

の 出 土 資 料 は 、 他の住居跡出土資料 と 調整方法 でー が無 い も の に 分 け ら れ る 。 こ の 区 分 で聾形土 器 を み

線 を 引 い て お り 、 相応す る 住居跡は他 に は み ら れ ず、 て み よ う 。 丸 底 型 式 は 、 977 - 982 ・ 984 ・ 1 006 -

一つ の 時期 を構成 す る も の と 考 え ら れ る 。 1 008 が挙 げ ら れ、 こ の 中 で、 タ タ キ 目 が顕著 に み ら

6 号住 を み て み よ う 。 こ の住居跡 は土器溜め の様 れ 、 ハ ケ メ を 残す も の (980 ・ 1 006) 、 ハ ケ メ を わ ず

相 を な し て い る 。 査形土器(954-963) 、 鉢形土器(965 か に 残 す も の (984) 、 ハ ケ メ が無 い も の (98 1 ) が

-973) 、 高杯形土器 (964 ・ 974 ・ 975) 、 聾形土器 (976 あ り 、 ま た 、 タ タ キ 目 が薄 く 、 ハ ケ メ を 残す も の (977 ・
-1 008) が出土 し た 。 978-980 ・ 982) や 、 タ タ キ 目 がみ ら れ ず、 ハ ケ メ
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調整の も の (1 008) 、 ま た は 、 ナ デ調整の も の (1 007) ケ メ を わ ずか に残す も の (987) 、 ハ ケ メ が無 い も の

が あ る 。 つ ぎ に 、 脚 台付 き 型式 を 挙 げ る と 、 994- (989) が あ り 、 ま た 、 タ タ キ 目 が薄 く ハ ケ メ を 残

1 005 が あ り 、 多 数 出土 し て い る 。 こ れ ら を 器面調整 す も の は無 く 、 さ ら に 、 タ タ キ 目 がみ ら れ ず、ハ ケ 調

で区分す る と 、 タ タ キ 目 を 持つ も の (1 000) と 、 あ 整の み (988 ・ 990-992) や 、 ケ ズ リ がみ ら れ ハ ケ

と は す べ て タ タ キ 目 が無 い も の に 分 け ら れ る 。 こ の

う ち 、 999 ・ 1 000 ・ 1 002 ・ 1 005 は 、 い ずれ も 器高 が

高 く 、 白 川 水系型の特徴 を 持 つ 。 さ ら に 、 底部型式

が不 明 な も の (983 ・ 985-993) で は 、 タ タ キ 目 が
顕著 に み ら れ 、 ハ ケ メ を 残す も の (983 ・ 986) 、 ハ
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メ 調整の も の (985) 、 ナ デ調整の み (993) が あ る 。

こ れ ら の 資 料 か ら 判断 し て 、 脚台型式 と 丸底型式 は 、

共伴 し て お り 、 時期決 定 の 基準 に な る も の と 考 え ら

れ る 。 こ の住居跡 に 相応す る 住居跡 と し て 5 号住 が

、
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5 号住 は 、 6 号住 と 同様、 土器溜め の様相 を な し

て お り 、 査形土器 (930.....937) 、 高杯形土器 (938) 、

童形土器 (939.....953) が出土 し た 。

こ の 資料の 中 で、 菱形土 器 の 特徴 を 抽出 し て み る

と 、 ま ず、 丸底型式 は 、 939.....942 ・ 952 ・ 953 が挙 げ

ら れ る 。 こ の 中 で、 器面 に タ タ キ 目 が顕著 に み ら れ 、

ハ ケ メ を 残 す も の (939) や、 ハ ケ メ を わ ず か に残

す も の (940) 、 ハ ケ メ がほ と ん ど無 い も の (941 . 942) 

があ る 。 つ ぎ に 、 脚台付 き 型式 と し て は 、 脚台破片

(95 1 ) があ り 、 裾部 に か け て 直 口 し 、 器高 が高 く 、

白 川 水系 型 の 特徴 を 持 つ 。 外面 に タ タ キ 目 がみ ら れ 、

ナ デ調整 を施 し 、 ハ ケ メ は み ら れ な い 。 内 面 は ナ デ
調 整 を 施 す 。 さ ら に 、 底部型式 が不 明 な も の (943

.....949) を み て み る と 、 器 面 に タ タ キ 目 が顕著 に み

ら れ 、 ハ ケ メ を 残す も の (943) や 、 ハ ケ メ を わ ず

か に残す も の (946) 、 ハ ケ メ が無 い も の (945 ・ 949)

があ り 、 ま た 、 タ タ キ 目 が薄 く 、 ハ ケ メ を 残す も の

(947 ・ 948) や、 タ タ キ 目 がみ ら れ ず、 ハ ケ 調整の

み (944) が あ る 。 こ れ ら の 資 料 も 、 時期 決定 の 基

準 に な り 、 出 土 資 料 か ら 判断 し て 、 脚台型式 と 丸底

型式 は 、 層 位的 に み て 共伴資料で あ る が、 脚台 の 資

料 が 1 点 の み と い う こ と が気 に か か る 。 ま た 、 5 号

住 と 6 号住 は 、 出 土 資 料 か ら み て 、 時期的 に 近 い も

の と み ら れ る が、 そ の 古新 に つ い て は 、 脚部 の 出土

数 か ら み て 、 6 号住 の 後 に 5 号住 が出現 し た も の と

考 え ら れ る 。 さ ら に 、 5 号住、 6 号住 に 相応す る 住
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居跡 と し て 、 l 号住、 2 号住、 7 号住、 1 2号住 、 1 3

号住 が挙 げ ら れ 、 こ れ ら 住居跡 の蓋形土 器 に つ い て

少 し 説明 し て み よ う 。

l 号住 は 、 斐形土器 (893.....895) の 3 点 が出土 し

た 。 底部 は 、 脚台付 き か 丸底型式 か は 不 明 で、 あ る が、

い ずれ も 、 胴部外面 に タ タ キ 目 が顕著 に み ら れ 、 ハ

ケ メ を 残 す。 2 号住 は 、 898 が あ り 、 丸底 型式 で タ

タ キ 目 を施す。 ま た 、 899.....903 も タ タ キ 目 が顕著 に

み ら れ る 。 7 号住 で は 、 脚台付 き 型式 の 1 01 2 が あ り 、

器面 は タ タ キ 目 がみ ら れ 、 内 外 と も ナ デ調 整 が主体

で あ る 。 器高 が高 く 、 白 川 水 系 型 の 型式的特徴 を 持

つ。 7 号住 は 、 前述 し た よ う に 、 切 り 合 う 住居跡 ( 7

� 1 1 号住) の 中 で は 、 最 も 新 し い こ と が判 明 し て い

る 。 12号住 は 、 脚台付 き 型式 の 1 022 が あ り 、 外面 は

ハ ケ メ 調整、 内 面 は ナ デ調 整 を 施 す 。 器高 が高 く 、

白 川 水系型の特徴 がみ ら れ る 。 1 3号住 で は 、 1 024の

斐形土 器 が挙 げ ら れ 、 胴部上半部 よ り 以下 を 欠 く 。

外面 に タ タ キ が顕著 に み ら れ 、 ハ ケ メ を 残 す 。 内 面

は ナ デ調整で あ る 。

こ こ で、 前述 し た 以外の住居跡 に つ い て 少 し 触 れ

て み よ う 。 3 号住、 8 号住、 9 号住、 1 0号住、 1 1 号

住 が挙 げ ら れ る が、 い ずれ も 時期決定 の 資料の 出 土

は無 い 。 し か し 、 切 り 合 い 関係 で、 10号住→1 1 号住

→ 9 号住 と 、 8 号住→ 7 号住 は 成立 し て お り 、 そ れ

か ら で も 時期的 な も の は 少 し は窺 え よ う 。 こ の住居

跡の 中 で、 3 号住の聾形土器 の脚台破片 (907) は 、

下端径 が器高 よ り 大 き い と い う 特徴 を 持 ち 、 本遺跡

で も 古い 型式的特徴 を 持 つ が、 住居跡 が 自 然流路の

影響 を 受 け て わ り 、 混入 し た 可能性 が高 い 。

以上、 本遺跡の 竪穴式住居跡の 出 土 土 器 を 詳 し く

み て き た 。 こ こ で、 出土土器 の 型式検討 を 通 し て 、

時期的 な も の を 判断 し て み る と 、 二 つ の 時期 に ま と

め ら れ る 。 ひ と つ は 、 タ タ キ 目 を 持 た な い 特徴 を 持

つ聾形土器で、 4 号住 が挙 げ ら れ る 。 も う ひ と つ は 、

脚台付 き 菱形土器 と 、 タ タ キ 目 を 施す 丸底型式の棄

形土器 と が共伴 し て い る 時期 で 、 そ の住居跡 を 挙 げ

る と 、 1 号住 ・ 2 号住 ・ 5 号住 ・ 6 号住 . 7 号住 ・

12号住 ・ 13号住 が あ り 、 こ れ ら は 時期 的 に み て 近 い

も の と 推察 さ れ る 。 さ ら に 、 こ れ ら の住居跡 か ら 出

土 し た 、 タ タ キ 目 を施す 丸底型式 の聾形土 器 は 、 タ
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タ キ 目 の 中 に ハ ケ メ を 残す も の と 、 残 さ な い も の の

2 種 が あ り 、 型式的変遷 を 暗示 し て い る 。 な お、 こ

の 丸底型式の費形土器は 、 陣内遺跡、 下 山 西遺跡、

小合志原遺跡、 西弥護免遺跡、 で も 出土 例 がみ ら れ 、

古式土師器へ と 変遷 し て 行 く 過程 に み ら れ る 。

本遺跡の住居跡は 、 二つ の 時期 に 分 け ら れ る と 述

べ た が、 し か し 、 こ れ ら の住居跡 は 、 時期的 に は接

近 し て い る と 考 え ら れ 、 結 果 と し て 、 本遺跡 は 、 弥

生終末期、 も し く は 古墳時代初頭 に跨 が る 時期 に 営

ま れ た 小単位 の集 落で、 狩尾遺跡群で は 最 も 新 し い

集落 と 推測で き る 。

[石器 ・ 鉄器 ・ ガラ ス小玉1

石 器 に は 、 砥石 3 点、 磨石 2 点、 台石 4 点 が出土

し 、 鉄器は 、 鉄鍛 2 点、 茎 万 子 1 点、 鉄片 1 点、 ガ

ラ ス 小玉 3 点 が出土 し た 。 そ の住居跡 ご と の 内訳は、

整理 し て 第12表 に 示 し て い る 。 そ の 表 を み て 判 る こ

と は 、 1 2号住 を 除 き 、 4 号住、 5 号住、 6 号住、 7

号住、 9 号住 と 、 調査 E 区 に 集 中 し 、 集落の中心的

要 素 を 構成 し て い る 。 ま た 、 4 ・ 6 ・ 7 号住 に は 、

ガ ラ ス 小玉 が 1 個 ずつ 出土 し 、 い ずれ も l 個 だ け を

検出 し た 。 こ れ は ど う い う 意味で こ の 3 つ の住居跡

に伴 っ た も の な の か は 疑 問 が残 る が、 今後 の 考察 が

望 ま れ る 。

[炭化物1

2 号住、 5 号住、 9 号住で炭化物 が多量に検出 し

た 。 調査の結果、 こ れ ら は 、 屋 材 を 廃棄焼却 し た住

居跡 と 思 わ れ る 。 そ れ ぞれ の住居跡 を み て み よ う 。

ま ず、 2 号住 は 、 屋 材 と み ら れ る 木材の形状 を残

す 炭化材が、 東北 か ら 南西方向 に 主 に 向 か っ て い た 。

炭化物 の 出土 し た 層 は I 層 で、 E 層 は褐色砂質土 で

床 面 を 覆 っ て い る こ と や、 ま た 、 炉内上 の 石 が焼 け

て い な い こ と 、 ま た は 床面 か ら 出土 し た完形の鉢が

二次的 に 焼 け た 形跡は み ら れ な い こ と か ら 判 断 し て 、

屋材は 後 に 焼却処分 さ れ た こ と を 窺 わ せ る 。

5 号住の 炭化物出土状況は 、 住居跡の 南側 か ら 中

央部 に か け て 集 中 し て お り 、 住居跡の 北側 は 、 わ ず

か し か み ら れ な い 。 木材の形状 を 残 す 幅15cm を 超 え

る 大 き な 炭化 材 も 検出 し 、 住居 に伴 う 屋 材 と み ら れ

る 。 ま た 、 焼土層 に つ い て は 、 主 に 下 層 で検出 し 、

西壁際 で は 中 層 で検出 し て い る 。 床 面 は 焼 け て お ら

ず、 床面 で出土 し た 台石 も 焼 け た 形跡 が な い 。 さ ら

に 、 炭化物 は 、 土器 と 焼土 と 相1i J こ 折 り 重 な っ て 検

出 し て い る こ と か ら 判断 し て 、 こ の住居 は 火 災住居

では な く 、 住居 を 廃棄 し た う え で、 し ば ら く し て 、

焼却処分 し た も の と み ら れ る 。 ま た 、 南東の柱穴 に

は 、 柱の炭化材が折 れ た 状態 で、残 っ て そ の残

る 部分 は 、 床 面 か ら 約10cm を 測 り 、 地 中 で は 泥化 し

て い る 。

9 号住の炭化物出土状況は 、 住居中央部 に 集 中 し 、

中 層 で検出 し て い る 。 柱材 と み ら れ る 炭化 材 も あ る

が、 そ の検出量は前述 し た 、 2 . 5 号住 と 比較す る

と 少 な い 。 こ の住居跡の 炭化物 も 廃材 を 焼却 し た も

の と み ら れ る 。

[その他1

そ の他、 特徴 を 持つ住居跡 と し て は 、 12号住居跡

の集石 があ る 。 住居跡の 西壁際 の 床面 か ら 、 1 5叩程

度 の 1 2個 の離 が重 な っ た 状態で出土 し た 。 こ れ ら は 、

何 に 使用 し た の か は 不明 だ が、 狩尾遺跡群 に は 、 こ

う し た集石 を 持つ住居跡 が幾つ か み ら れ る 。

No. 磨鍛 砥石 磨石 台石

第1 2表 遺構別石器 ・ 鉄製品組成表

鉄鎌 手鎌鉄鉱 刀 子

環 万 子 茎 万 子 不明
錐 鉄 片

平 棒 塊

2 

4

5

6

7

9

U
 

2 l 
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第 2 節 時期不明の溝と 自然流路
1 . 溝 (第261 図〉

時期 が不明 な 泣 構 と し て 、 講 を 2 本検出 し た 。 共

に 、 調査 町 区 の 南刊仰側!刊リ で

そ し で 2 号 と 呼 ん でで、、 説明 を 加 え た い。

1 号溝 (第261 図〉

調査区 の 中 で は も っ と も 南側 で検出 さ れ た 溝 で あ

る 。 IJ ぽ東西方 向 に の び て い る 。

調査 し た 範囲 で の 長 さ は 、 1 4 . 8m で、 そ の 幅 は 、

O . 88m �O . 65 m で あ る 。 j訟の断面形 は 、 深 め の lIlL71ヲ

を 呈 す る 。 確認面 か ら の 深 さ は 、 南 側 でl Ocm、 北側

で、23cm を 測 る 。

埋土 の 土佐積状況では 、 常時水 が流 れ た 形跡 を と ど

め て い な p 。 し た が っ て 、 そ の 機能 を 積極的 に 1íI�定

す る こ と は で、 き な い 。

明 ら か に こ の 溝 に 伴 う と 忠 わ れ る 遺 物 が出 土 し て

い な い た め に 、 そ の 所属H寺期 は 不 明 で あ る 。

2 号溝 (第261 図)

調査区 の 西側 に あ る 溝 で あ る 。 ほ ぽ東 西方向 に の

3 4 9  

第 V 章 狩尾 ・ 前回遺跡の調査 と 成 果

びで い る 。

調査 し た 範囲 での 長 さ は 、 1 4 . 4 m で あ る 。 幅 は 1 m 

�O . 65 m を 測 る 。 溝の断面形 は 、 浅 い 台形 で、 そ の

確認町ー か ら の 深 さ は 、 西イJ!iJ で、22cm、 東 側 で、 1 2cm で あ

る 。

出土造物 は 無 い た め に 、 そ の 所属H寺期 を 推測す る

こ と は で き な か っ た 。 ま た 、 こ の 機 能 に つ い て も l

号溝 と 同 じ よ う に 不明 で あ る 。

2 . 自 然流路 (第261 図〉

調査 I 区 で 、 東 西 方 向 に の びた 自 然 の 川 の 流路 を

続出 し た 。 こ の 川 が常 時的 な も の だ っ た の か 、 -11寺

的 な も の だ つ か の か は わ か ら な い 。

こ の流路の 周 辺 では 、 広 範囲 に 多 立 の 砂 が被 っ て

い る 。 ま た 、 調査 日 区 の 弥生 時 代 の 竪穴式住居跡 で

も 砂 が埋土 の 一 つ に な っ て い る 。 ま た 、 調査 I 区 の

3 号住居跡 は 、 こ の 流路 に 関 係 し で か 、 大 き く 破壊

を 受 け 、 そ こ に 多 量 の 砂T�告 が推積 し て い た 。 こ う し

た こ と か ら 、 こ の 流路 が弥生時代 後期j に 比較的近 い

Hキ代 に は も う 存 在 し て い た こ と が わ か る 。
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第 V 章 狩尾 ・ 前 回遺跡の 調査 と 成果

第1 3表 土器計測表

No. 遺 構 名 器 備 考五十 j

 

uN只・1 値

893 1 号 住 吉富 形 土 器

穏 口 径 (cm) 器 高 (cm) 胴最大径 (cm) 脚台径 (cm) 脚台高 (cm)
登録番号

。 。894 

895 。 。

18 . 5  

1 5 . 8  

20 . 。

896 2 号 住 登 形 土 器

897 " 鉢 形 土 器 1 3 . 2  

898 " 整 形 土 器 23 . 8  

899 。 。

900 " 

901 ク

902 " 

903 " 

904 3 号 住 壷 形 土 器

905 

906 

。 。

ク 斐 形 土 器

907 " ? 

908 4 号 住 壷 形 土 器

909 

910  

9 1 1  

9 12  

9 13  

914  

915  

9 16  

9 17  

918  

9 19  

920 

921 

922 

923 

924 

925 

926 

927 

928 

929 

イシ 。

。 。

。 。

。 。

。 。

。 イシ
。 。

。

イシ
。

。

。

ク 。

ク 高 勾、 形 土 器
。 。

。 イシ

20 . 1  

21 . 4  

1 8 . 8  

1 8 . 6  

20 . 3  

23 . 5  

1 3 . 2  

1 0 . 7  

1 1 . 2  

20 . 5  

20 . 0  

1 9 . 2  

。 斐 形 土 器 23 . 7  

1 8 . 4  。

。 イシ
イシ ペシ
。 祭 曜日 土 器

。 イシ
930 5 号 f主 壷 形 土 器 1 2 . 6  

931 

932 

933 

934 

935 

936 

937 

938 

939 

940 

941 

942 

943 

944 

945 

。 。

。 。

ぞシ 。

1 5 . 3  

1 2 . 5  

1 7 . 1  

22 . 8  

。

。 22 . 2

" 22 . 6  

。

イシ 。

。
高 均J 形 土 器

斐 1f� 土 器 1 9 . 7  

21 . 1 

。

イシ
イシ 。

。 。

ク 。

。 。

。 イ〉

21 . 6  

20 . 1  

21 . 1  

1 8 . 6  

21 . 5  

8 . 1 5 

45 . 2  24 . 6  

21 . 7 

47 . 7  

9 . 1  

4 . 1  

3 . 3  

5 . 8  

5 . 5  

39 . 0  

39 . 3  

18 . 5  

1 0 . 8  2 . 8  

鉢 形 土 器 1 8 . 4  

1 6 . 8  

" 9 . 9  

1 4 . 0  

" 1 6 . 0  

28 . 0  

18 . 9  

1 9 . 1  

1 1 . 1  

1 5 . 5  

1 4 . 9  

25 . 2  

22. 7 

51 . 3  31 . 1  

71 . 6  44 . 6  

(38 . 0) 27 . 5  

14 . 4  

38 . 7  22 . 2  

37 . 3  21 . 0  

44 . 4  

43 . 3  

24 . 3  

24 . 2  

35 1 

2 í:11 . 2 

2 1主l

2 住7

3 1主5

3 1主39

3 1主9- 1 1

3 1主I

3 1主3 . 5 . 一括

3 住1 . 6 . 一括

3 住一括

3 1主13

4 住一括

4 住28

4 住7

4 f主6

1 1主58

1 住一括

1 住一括

1 住一括

l 住9

1 1主8 . 1 32

1 住一括

1 住一指

1 1主53 . 55

1 住一括

l 住一括

1 住一指

1 住36

1 住一括

1 住一括

1 1主72

l 住一指

I 住一括

1 住21 . 27

1 住一指

1 住一括

1 住一括

6 住一指

6 1主1 40 . 1 4 1

6 1主73

6 1主140 . 1 4 1

6 1主18 . 26

6 1主57

6 1:主

6 1主29 . 57 . 58

6 住一括

6 f主59 . 60

6 1主35 . 59 他

6 1主1 7 . 1 9 t也

6 住30 . 39 他

6 住140 . 一括

6 1主4

6 f主73

，古-n:ノフCII;ノ

赤彩

赤彩

脚台

I� 川 水 系型

白 川 水 系 型

白 川 水系型

白 川 水 系型

白 川 水系 型

黒彩

白 川 水 系型

白 川 水 系 型

複 合 口 縁

台

底

底

底

底

脚

丸

丸

丸

丸



計 測 値
No 逃 構 名 器 種

口 径 (叩) 総 高 (cm) 胴最大径 (cm) 脚台径 (側) 脚台高 (叩)

946 5 号 住 整 形 土 器 21 . 6  34 . 8  26 . 6  

7・

Ru

qu

AU

旬i

nL

qJ

Aゐ

AZ

A宮

Fhd

FD

Rυ

PD

AHU

Qd

nuu

qu

qu

nud

nud

 

。
。
。

。

。
。
。
。

ク

。
。
。
。
。

954 6 号 住 登 形 土 器

955 

956 

957 

958 

959 

960 

961 

962 

963 

964 

965 

966 

967 

968 

969 

970 

971 

972 

973 

974 

975 

976 

977 

978 

979 

980 

981 

982 

983 

984 

985 

986 

987 

988 

989 

990 

991 

992 

993 

994 

995 

996 

997 

998 

。
。
" 
。
。
" 
。
。
。
。

。
。
。

。
。
" 
イシ
。
。

1 9 . 9  

2 1 . 0  

20 . 6  

1 3 . 4  

21 . 4  

1 5 . 8  

1 8 . 5  

21 . 2  

27 . 7  

(36 . 6) 1 4 . 4  

1 5 . 7  38 . 9  27 . 0  

鉢 形 土 器 1 9 . 2  。
。
。
。
。
。
。
4シ
。
。 高 杯 形 土 器

。
。
" 
イ少
。
。
。
。

。

。
イシ
" 
。
。
。
。
。
イシ
。
。
。
。
" 
。
。
。
。
イシ
。
。
。

8 . 7  1 9 . 2  

4 1 . 2  

38 . 7  

25 . 2  

43 . 7  

33 . 2  

23 . 6  

1 9 . 1  7 . 5  19 . 1  

1 8 . 3  10 . 1  18 . 9  

8 . 7  5 . 2  9 . 6  

1 6 . 3  8 . 3  1 6 . 4  

1 7 . 4  1 3 . 1  1 6 . 5  

1 5 . 0  1 1 . 6  1 7 . 9  

1 6 . 0  14 . 0  1 9 . 9  

1 2 . 6  ( 5 . 0) 14 . 4  

1 9 . 1  

登録番号

6 住54 ， 59 他

6 1主140

6 住140 ， 一括

6 1主1 77

6 住一括

6 1主50

6 住一括

6 1主3 ， 73

5 1主

5 1主42

5 1主58

5 住23

5 住1 . 一括

5 1主22

5 住一括

5 1主36

5 住36

5 住一括

5 住一括

5 住

5 1主7 ， 1 3

5 1主92 ， 108

5 住一括

5 住1 1

5 1主18 ， 23

5 1主55 ， 60

5 住90

5 1主1 ， 一括

5 住96 ， 一括

5 住18

5 1主一括

考備

丸底

丸底

丸底

赤彩 ， 11音文

I� 川 水系型

白 川 水系 型

赤彩

赤彩

11却台付

5 住34 ， 92 他 丸底

5 住82 ， 1 1 3 他 丸底

5 住1 6 ， 90 他 丸底

5 住56 ， 58 他 丸底

5 住90 丸底

5 住92 ， 1 75 丸底

5 1:ì57 ， 1 82 

5 住53 6 1:主64 �L底

5 住82 ， 92 ， 一括

5 1主102 ， 1 58 他

5 1:主1 1 0 ， 1 1 4 他

5 住56 ， 90 他

5 住24 ， 182 他

5 白:589

5 1:主90 ， 1 1 9

5 1主90 司 107

5 住74

5 住一指

5 住1 20

5 t主103

5 住1 8 ， 一括

5 住18

査 つ

。
。 護 形 土 器
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
イシ
。
。
。
ク
。

21 . 2  

1 8 . 6  

1 7 . 2  

2 1 . 0  

21 . 0  

14 . 8  

1 9 . 7  

1 8 . 8  

1 7 . 5  

20 . 2  

20 . 7  

1 9 . 0  

1 8 . 4  

20 . 7  

1 9 . 4  

1 5 . 1  

1 5 . 2  

39 . 0  

25 . 8  

24 . 7  

1 6 . 0  

26 . 1  

20 . 5  

1 5 . 8  

26 . 2  

22 . 2  

22 . 4  

25 . 2  

22 . 0  
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No. 遺 構 名 器 干重 昔ト 調4 f直
口 径 (佃) 器 高 (口n} 胴最大径 {cm} 脚台径 {cm} 脚台高 (叩)

登録番号 {庸 考

999 6 号 住 翌日 形 土 器 1 6 . 1  5 1主84

1000 。 。 1 6 . 5  5 住1 00 ， 1 76

1001 。 。 5 住一括

1002 。 4シ 15 . 0  5 住 P -2

1003 。 。 5 f主33

1004 。 。 5 1主156

1005 。 。 5 1主56

1006 4シ 4シ 5 住22 ， 23 丸底

1007 。 。 5 1主92 丸底

1008 .. 。 5 住一括他 丸底

1009 7 号 住 鉢 形 土 器 18 . 2  ( 6 . 1 ) 1 8 . 8  7 住

1010 。 。 7 住一括

1011  。 。 7 住一括 l即台 ， 赤彩
1012 。 斐 形 土 器 1 6 . 5  7 住一括

1013 8 号 住 童 形 土 器 1 3 . 3  8 13:37 

1014 。 鉢 形 土 器 20 . 0  8 住一括

1015 9 号 住 壷 形 土 器 27 . 7  9 住73

1016 。 。 1 6 . 0  18 . 0  18 . 8  9 1主43 ， 45 ， 72 鉢形土 器 ?

1017 .. 。 22 . 8  9 1主19 ， 74 白 川 水系型

1018 。 務 形 土 器 24 . 8  9 1主47

1019 1 2 号 住 萱 形 土 器 1 2 . 0  16 . 1  1 7 . 6  1 21主75 ， 76

1020 ク 鉢 形 土 器 1 8 . 7  4 . 8  1 9 . 4  12住一括

1021 。 斐 形 土 器 20 . 2  12住一括

1022 。 つ 16 . 6  1 21主57

1023 13 号 住 鉢 形 土 器 21 . 6  5 . 7  21 . 9  131主4

1024 。 裂 形 土 器 18 . 6  13住10

1043 1 号土坑 壷 形 土 器 1 土坑

1044 。 。 1 7 . 4  24 . 3  1 土坑72 ， 76 白 川 水 系 型
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第1 4表 石器計測表

遺 構 名 器 質
測 値

登録番号No. 種 石
長 (cm) 幅 (cm) 厚 (cm) 重 (g ) 

1025 4 号 住 砥 石 砂 岩 20 . 5  13 . 5  8 . 7  3035 . 0  1 f主63

1026 1 2 号 住 イシ イシ 9 . 3  5 . 0  2 . 9  227 . 3  1 2f主35

1027 。 。 。 1 0 . 2  5 . 7  3 . 7  330 . 1  1 2f主14

1028 。 。 頁 岩 7 . 2  5 . 3  2 . 9  146 . 5  I 区一括

1 029 4 号 住 高直 石 安 山 岩 9 . 9  8 . 7  6 . 8  83l . 2  l f主71

1030 5 号 住 。 砂 岩 8 . 1  5 . 5  5 . 5  346 . 2  6 f主87

1031 5 号 住 i口J、 石 安 山 岩 35 . 0  38 . 0  1 0 . 0  14380 6 住1 84

1 032 6 号 住 。 ク 45 . 8  32 . 0  1 3 . 5  32000 5 f主

1033 5 号 住 。 イシ 29 . 2  25 . 2  8 . 0  1 0775 6 f主27

1 034 7 号 住 。 。 28 . 6  46 . 0  8 . 6  1 5500 7 住

1035 1 2 号 住 。 凝 灰 岩 61 . 8  39 . 2  9 . 6  24000 1 2f主

第1 5表 金属器 ・ 装身具計測表

遺 構 名 器 種 材 質
言十 i則 f直

登録番号No. 
長 (cm) 幅 (cm) 厚 (cm) 重 (g ) 

1 036 7 号 住 S失 鎌 S失 5 . 0  1 . 7 0 . 1  4 . 8  7f: 主1 7

1 037 9 号 住 。 イシ 3 . 8  0 . 6  0 . 55 5 . 2  9 f主46

1038 4 号 住 茎 万 子 。 8 . 7  2 . 2  0 . 1 5 1 0 . 6  l f主37

1039 1 2 号 住 量生 片 5失 2 . 2  0 . 7  0 . 05 0 . 8  1 2f主

径 (cm) 厚 (cm) 孔径 (cm) 色

1 040 4 号 住 丸 玉 カ、 ラ ス 0 . 8  0 . 54 0 . 35 紺 1 住

1041 6 号 f主 イシ 。 0 . 53 0 . 4  0 . 2 1 タ ー コ イ ズ 5 住

1 042 7 号 住 。 。 0 . 7  0 . 6  0 . 1 8 紺 7 1主
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第羽 章 池田 ・ 古園遺跡の調査と 成果

第 1 節 弥生時代後期の遺構と 遺物
弥生時代後期の遺構 に は 、 竪穴式住居跡 と 周溝遺

構があ る 。 調査区 は 二 箇所 に 分 か れ 、 調査 I 区 は 水

路部分 の調査区 で、 調査 H 区 は 災 害復 旧 に か か わ る

面的 な 調査区 で あ る 。 調査 I 区 と 調査 E 区 は 、 距離

的 に離 れ て お り 必ず し も 同ー の 集 落 と は 言 え な い 。

以下、 竪穴式住居跡 か ら }I慎 に み て い こ う 。

1 . 竪穴式住居跡と 遺物

① 竪穴式住居跡と 土器

弥生時代後期 の 竪穴式住居跡は 、 全部 で35基が検

出 さ れ た 。 前記 し た 調査区毎 の 内訳は 、 調査 I 区22

基、 調査 H 区13基であ る 。 調査 I 区 では 22基 を 調査

し た 。 お そ ら く 、 調査は遺跡群 の一 角 を 対象 に し た

だ け で あ り 、 調査区外 に 遺構の 分 布 が広 がっ て い る

も の と 思 わ れ る 。 実際 に 、 水路幅 の 調査の た め 、 住

居跡の ほ と ん ど が、 そ の 全容 を 明 ら か に す る こ と が

で き な か っ た 。 調査面積 と 遺構数 か ら 推定 す る と 、

さ ら に 多 く の住居跡の存在 を 予想、 で き そ う だ 。 調査

H 区 で は 13基 を 調査 し た 。 調査 E 区 の 北側 に い く に

し た が っ て 、 遺構の 分布 が ま ば ら に な る よ う だ 。 こ

れ も ま た w そ の 全体 を 調査 し た 訳では な い 。

以下、 1 号 か ら 順 に み て い こ う 。

1 号住居跡 (第263図)

調査 I 区 最西端 の竪穴式住居跡 で あ る 。 西側部分

が調査区外で削平 を 受 け て お り 、 推定 では あ る が 4 m

X 3 m 程度 の 規模 と 思 わ れ る 。 平面形態 は 、 計測可

能 な 場所で南北軸2 . 88m 、 東西軸2 . 57m 以上 を 測 る 。

壁高 は約10cm で、 あ る 。 炉は 、 住居跡の 中 央 よ り や や

北側 に 設 け ら れ て い た 。 炉内 は 、 カ ー ボ ン 等 の 混入

し た 土 と 、 焼土 に よ っ て 満 た さ れ て い た 。 そ の 平面

形態 は 、 42cmX 28cmの楕円形 を 呈 す る 。 柱穴は 、 検

出 で き な か っ た 。 炉 と 南 壁 と の 聞 に は 、 ほ ぼ円形 を

呈す る 貯蔵穴 が あ る 。 深 さ は 、 20cm を 測 る 。 床面 に

は ベ ン ガ ラ が l つ の ブ ロ ッ ク で認め ら れ た 。 硬化面

は 、 炉の南側 と 貯蔵穴の 東側 及 び西側 に み ら れ た 。
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こ の よ う な 、 硬化 面 の 広 が り の様子 か ら 入 り 口 は

南側 で、 壁際 の貯蔵穴 を ま た ぐ か た ち で、 出 入 り し

た も の と 思 わ れ る 。 壁 ぎ わ に は 、 測溝 がみ ら れ た 。

出土土 器 は 小量で、、 石器 は 出土 し な か っ た 。 鉄関

係 で は 、 鉄鍛 が 1 点 (1 341 ) が出土 し て い る 。

[土器] (第263図 1 045) 

1 045 は 、 査形土 器で、 口 縁部 と 頚部 を 欠 い た 資料

で あ る 。 最大径 は 、 胴部 の ほ ぼ中位付近 に あ り 、 胴

自1)上半 の 表面 に は ハ ケ 目 が残 り ス ス が付着 し て い る 。

下 半 は て い ね い に な で ら れ て い る 。 底部 は 丸底 で、

壷 を 斐 に再利用 し た も の と 思 わ れ る 。

2 号住居跡 (第264図)

北側 が調査区外の た め 、 そ の 全容は 不 明 で、 あ る 。

平 面形態は正方形 と 推定 さ れ 、 南北軸4 . 73m 、 東西

軸7 . 23m を 測 る 。 壁高 は 、 約30cmで、 あ る 。 炉 は 、 住

居跡の 中央部 よ り も 南へ 1 m ほ どず ら し て 設 け ら れ 、

炉内 に 灰 や焼士 は確認 で き な か っ た 。 そ の平面形態

は 、 直径95�100cm の 川 形 を 呈 し 、 深 さ 20cm で あ っ た 。

調査区 の 関係 か ら 、 柱穴 は 問 か ら 約2 . 50m 前後の場

所 に 3 本穿 た れ て い る の が、 確認で き た だ け だ っ た 。

ま た 、 3 本 と も 18�14cmの 柱痕跡 を確認す る こ と が

で き た 。 ベ ッ ド状遺構 は 、 東 壁 に 一 箇所設 け ら れ て

い る 。 べ y ド の 高 さ は 、 9�2cm で あ る 。 炉 と 南壁 と

の 聞 に は 、 不整の 楕円形 を 呈 す る 貯蔵穴 が あ る 。 床

面 と 貯蔵穴 の 最深部 と の差 は 、 1 5cm を 測 る o こ の 貯

蔵穴上の床面 と ほ ぼ同 レ ベ ル か ら 、 集石 が出土 し た 。

南隅の底面 に は さ ら に 直径20cmの 柱穴状の 穴 が 2 つ

み ら れ る O 入 口施設 の 支 え 柱の跡で あ ろ う か 。 壁 ぎ

わ に は 、 測溝がみ ら れ た 。

出土土器 は 、 か な り 多 量 に の ぼ っ た 。 し か し 、 そ

の ほ と ん ど が破片や細片 で あ る 。 石 器 は 、 砥石 が 3

点、 ( 1 25 1 - 1 253) 出 土 し 、 鉄器 は 鉄鉱 7 点 (1 295 ・

1 309 ・ 1 3 1 6 . 1 3 1 7 ・ 1 332 ・ 1 336 ・ 1 344) 、 鉄斧 2 点

(1 351 ・ 1 353) 、 錨 2 点 (1 360 ・ 1 364) 、 手 鎌 1 点、

( 1 376) 、 鉄片1 8点 (扇 平 14 点 1 383 - 1 396、 棒状 l

点1 407 、 塊状 I 点1 444) が出土 し た 。

[土器] (第264図 1 046- 1 052) 



第 1 節 弥生時代後期の遺構 と 遺物

5 号周溝遺構
473 . 60m 

40m 

20 

。

第262図 池田 ・ 古園遺跡遺構配置図
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1 号住居跡

40m 

20 

。

1 0号住居跡

7 号住居跡

6 号住居跡

3 号住居跡

2 号住居跡



壷形土器 (1 046 ・ 1 047) 、 高坪形土器 (1 048�1 050) 、

聾形土器 (1 051 ・ 1 052) が出 土 し た 。 1 046 は 、 平縁

の 口 縁部 で内外面共 に ナ デ調整がみ ら れ る 。 1 047 も 、

童形土器の 口縁部 で あ る 。 複合口 縁で、 器面は撫で

ら れ 、 外面 の一部 に ハ ケ 目 が残 さ れ て い る 。 1 048 は 、

高杯形土器の脚部 で あ る 。 外面 は 、 僅 か に ハ ケ 目 を

の こ す が、 全体的 に は ミ ガ キ 調整 さ れ て い る 。 内面

に は 、 へ ラ 削 り がみ ら れ る 。 1 049 も 、 高杯形土器の

脚部 で あ る 。 ほ ぽ直線的 な 柱状部 か ら 裾部 は 、 ラ ッ

パ状 に 聞 く 。 外面 は 、 全体的 に ミ ガ キ 調整 さ れ 、 内

第 刊 章 池田 ・ 古園遺跡の 調査 と 成果

面 の 一部 に は ハ ケ 目 を の こ し 、 ヘ ラ 削 り がみ ら れ る 。

1 050 は 、 高杯形土器の杯部 で あ る 。 杯 の 直線的胴部

か ら 屈 曲 し て 口縁 を な す 器形 を と る 。 器面調整 は 、

内外 と も ミ ガ キ 調 整 で あ る 。 1 05 1 は 、 翠形土器 の 口

縁部 で、 「 く 」 の 字 に 屈 曲 す る 。 器 面 調 整 は 、 内 面

に ハ ケ 目 を の こ し 、 外面 は で い ね い な ナ デ調 整 が観

察 さ れ る 。 1 052は 、 童形土器の脚台部 で器面 は 撫 で

ら れ 、 一部ハ ケ 目 がの こ っ て い る 。

3 号住居跡'. (第265図〉

住居跡の北壁南壁は 、 調査区外 に の びて い る 。 平
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面形態 は 、 長方形 と 推定 さ れ 、 南北軸5 . 03m 、 東西

軸6 . 48m を 測 る 。 壁高 は 、 約15cm前後 で、 あ る 。 炉は 、

検出 で き な か っ た 。 柱穴は 4 本 で、 北東 の 隅 か ら 約

1 . 8m の 所 に 穿 た れ て い る 。 柱痕跡 は 、 4 本 と も 確

認で き た 。 そ の 直径 は 、 20- 1 5cmで、 あ る 。 住居跡中

央 か ら 約 1 m 南 に深 さ 20cm程の 土坑がみ ら れ 、 東壁

の や や 南 よ り に も 深 さ 1 5cm程の土坑が検出 さ れ た 。

ま た 、 西壁の 隅 と 中央 に 土坑 が検出 さ れ た 。 さ ら に 、

西壁に は 、 測溝がみ ら れ た 。 こ れ は 、 現地で は 西風

が強 い こ と に 関係 す る の で あ ろ う か。

出土土器は 、 住居跡 中 央 か ら 約 1 m 南の土坑よ り

2 固体分 の 土 器 が出土 し た 。 石 器 は 出土 し な か っ た 。

鉄器は 、 手鎌 1 点 (1 373) が出土 し た 。

[土器] (第266図 1 053-第268図 1 059) 

査形土器 (1 953 ・ 1 054) 、 鉢形土器 (1 055) 、 聾形

土器 (1 056-1 059) を 図示 し た 。 1 053 ・ 1 054 は 、 複

合口縁で あ る 。 1 053 は 、 内外面共 に ハ ケ 目 が残 り 、

全体的 に は ナ デ調 整 がみ ら れ る 。 肩部へ の 文様 は 、

櫛描 に よ る 平行文 と 流水 文 で あ る 。 1 054 は 、 内外面
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第 W 章 池田 ・ 古圏遺跡の 調査 と 成果

共 に ナ デ調整で、 口 縁端部 に 刻 み 目 があ る 。 1 055 は 、

屈 曲 口縁の鉢形土器 で あ る 。 1 056- 1 059 は 、 丸底 で、

胴部最大径 は ほ ぼ中位 に 位置す る 。 胴部 に は タ タ キ

が残 さ れ 、 口縁部 か ら 屈 曲部 に か け て と 内面 に は 、

ハ ケ 目 がみ ら れ る 。 1 056の 口 縁端部 は 弱 く つ ま み上

げ ら れ 、 1 058 は 、 口 縁端部 でや や 内 湾 す る 。

4 ・ 5 号住居跡 (第269図〉

4 号住居跡 は 、 5 号住居跡 を 切 っ た 状態 で検出 さ

れ た 。 4 号住居跡、 5 号住居跡は 、 そ の ほ と ん ど が

調査区外 に あ り 、 そ の 規模及 び平面形態 は 不 明 で、 あ

る 。 4 号住居跡 は 、 主軸 を 南北 に と る 。 壁高 は 、 約

23cm前後で、 あ る 。 住居 内 の南側 の 一部 に やや 高 ま っ

た部分 が あ る 。 ベ ッ ド状遺構 に 類似す る が、 小 さ く

て 不 明 で あ る 。 ま た 、 南側入 り 口 に 数個 の 自 然石 を

組み 合 わ せ る の は 、 2 号住居跡 と 類似す る 。 同時期

の特徴 な の で あ ろ う か 。 ま た 、 最 も 特徴的 な の は 、

東側壁添い に 浅 い 土 坑 を と も な う こ と で あ る 。 ま た 、

薄 く では あ る がベ ン ガ ラ が検 出 さ れ た 。

5 号住居跡 は 、 4 号住居跡 と 6 号住居跡 に 切 ら れ
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池田 ・ 古園遺跡の調査 と 成 果第 W 章

で南北軸3 . 30m 、 東西軸3 . 85m を 測 る 。 壁高 は 、 約5 号住居跡 も 、 主軸 を 南北 にた状態で検出 さ れ た 。

36cm で、 あ る 。 炉は 、 住居跡中央 よ り も や や南へ ず ら4 号住居と る 。 壁高 は約25cmで、 あ る 。 出 土 土 器 は 、

し て 設 け ら れ て い た 。 炉は 、 楕円形で長辺62cm ・ 短跡 ・ 5 号住居跡合 わ せ て 、 約20点出土 し た 。 石器は

辺48cm を 測 る 。 比高 は 8 cmで、 あ る 。 炉内部 に は 焼土出土 し な か っ た 。

が残 さ れ て い た 。 柱穴 は 2 本 で、 北西隅 か ら 2 . 1 5m1 060-1 065) [土器] (第269図

の場所 に 1 個 、 東西軸上 で2 . 60m の 聞 を お い て 1 個査形土器 (1 060) 、 鉢形土器 (1 061 ・ 1 065) 、 霊形

穿た れ て い た 。 1 6 - 1 2cmの柱痕跡 が確認で、 き た 。 ま土器 (1 062-1 064) が出土 し た 。 1 060 は 、 査形土器

た 、 東側の柱穴の 床面 で、 粘土 を 踏み 固 め た よ う なの底部 で あ る 。 1 06 1 は 、 屈 曲 口 縁の鉢形土器 で あ る 。

形跡 がみ ら れ た 。 住居跡中央 を 中 心 に し て 、 多 量 の器面 は ナ デ調 整 で、 内 面 の 一部 に ハ ケ 目 を 残 す 。

焼土 と 炭化物 が検出 さ れ た 。 何 ら か の か た ち で、 火ナ デ調整がみ ら れ る 。1 065 は 、 鉢形土器の脚台で、

災 に あ っ た も の と 思 わ れ る 。 北壁 と 西壁 に は 、 測溝1 062-1 064は 、 蓋形土器の 口 縁部 か ら 胴部上位 の 資

がみ ら れ た 。 出土土器 は 多 く 出土 し 、 石 器 は 、 磨石料 で あ る 。 内外面共 に ハ ケ 目 調整 が残 る 。

1 点 ( 1 265) 、 鉄器 は 、 手鎌 l 点 (1 374) 、 鉄片 l 点6 号住居跡 (第270 ・ 27 1 図)

(1 397) が出土 し た 。東壁南壁共 に 削平 を 受 け 、 そ の 全容 は 明 ら か で な

い 。 平面形態は 正方形 と 推定 さ れ 、 計測可能 な 場所
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第 1 節 弥生時代後期 の遺構 と 遺物

【土器1 (第270図 1 066-第271 図 1 084) 

壷形土器 (1 066-1 075) 、 鉢形土器 (1 076) 、 高坪

形土器 (1 077) 、 聾形土器 (1 078-1 083) 、 小型丸底

土 器 (1 084) を 図示 し た 。 1 070 は 、 頚部 に 刻 み 目 凸

帯 がめ ぐ る 査形土器 で あ る 。 表面 に は 、 タ タ キ と ハ

ケ 目 を 残 し 、 内面 に は 一部ハ ケ 目 がみ ら れ る 。 1 066

は 、 素 口 縁で、 直 口 ぎみ に 立 ち 上 が る 。 1 067 は 、 底

部で、 や や 凸 レ ン ズ状 に ふ く ら む。 器面調整は 、 ナ

デ調整で外面 の 一部 に ハ ケ 目 を 残 す 。 1 069 は 、 複合

口 縁の 口縁部 で全体的 に ナ デ調 整 を 施 し 、 内面 に僅

か に ハ ケ 目 を残す。 1 071 -1 075 は 、 頚部 か ら 肩部 に

か け て の部位で、 1 071 に は平行文、 1 072 に は流水文、

1 073 ・ 1 074 に は平行文 と 流水 文 、 1 075 に は平行文 と

流水文 さ ら に刺突 文 がみ ら れ る 。 1 076 は 、 素口縁の

鉢形土器で、 内外面共 に ナ デ調 整 がみ ら れ 、 一部ハ

ケ 目 が残 る 。 1 077 は 、 坪部 の 下 半部 の み で、 内外面

共 に 縦方 向 の 暗文 がみ ら れ る 。 1 078 は 、 口縁部 か ら

胴部上位の部位で、 外面 に タ タ キ 、 内 面 に ハ ケ 目 調

整 がみ ら れ る 。 1 083 は 、 胴部上位 を 欠 く 丸底 の 資料

で あ る 。 外面 に は 、 タ タ キ の痕跡 が残 り 、 内 面 は で

い ね い な ナ デ調 整 で、 一 部 ハ ケ 目 が残 る 。 1 079 と

1 080は 、 脚部 で、 1 081 と 1 082 は 、 丸底 で あ る 。 1 080

は 、 脚部 の 下部 で、 外面 は ナ デ調整、 内面 に は一部
ハ ケ 目 を残す。 1 081 は 、 やや厚 み の あ る 丸底の底部

の み の 資料 で あ る 。 器面調整は ナ デ調整で、 外面 に f

ハ ケ 目 を 残 す 。 1 082 は 、 1 08 1 よ り 薄 く やや尖 っ た 丸

底 で あ る 。 内外共 に ハ ケ 目 調整 がみ ら れ る 。 1 084は 、

肩 平 な 丸底 を も っ小型丸底土器で、 底部 よ り ゆ る や

か に 立 ち 上 が り 、 胴部最大径 で内 湾 し 、 ほ ぽ直立 の

口 縁部 に い た る 。

7 号住居跡 (第272図~第274図)

平面形態 は 、 ほ ぽ長方形でやや西方壁が張 り だ し

た い びつ な 形 の住居 で あ る 。 南北軸3 . 70m 、 東西軸

4 . 97 m を 測 る 。 壁高 は 、 約40cmで あ る 。 炉は 、 住居

跡 の 中 央部 よ り も やや 南 に 設 け ら れ 、 灰や炭化物が

確認 さ れ た 。 そ の平面形態は 、 74cmX 57cmの楕円形

を 呈 し 、 深 さ 14cmで あ っ た 。 炉周辺 の床面東側 に は 、

わ ず か な 盛 り 上 が り が み ら れ る 。 柱穴 は 2 本 で、

3 . 05m の 間 隔 を お い て 、 ほ ぽ東西軸 に 穿 た れ て い た 。

柱痕跡は 、 東側 が18cmで、 西側 が15cmで あ る 。 南壁

の 中央部 に は 、 貯蔵穴 が あ る 。 隅 丸 の 台形 を 呈 し 、

そ の 4 辺 の 長 さ は75-60cmで、 深 さ 約1 0cmで、 あ る 。

ま た 、 炉 と 南壁の 聞 に は柱穴状の 穴 が 2 本 あ り 、 直

径1 4cmの 柱の痕跡 がみ ら れ た 。 用途 は 不 明 で あ る が、

入 口 の 何 ら か の施設 か も し れ な い 。 ベ ッ ド状遺構は 、

住居跡の東側の 2 箇所 に み ら れ た 。 そ の 床面 と の 比

高 は 、 北東部 の も の が10cm、 南東部 の も の が 8 cmで

あ っ た 。 壁 ぎ わ の 測溝は 、 ほ ぽ全周 に わ た っ て確認

さ れ た 。 硬化面 は 、 住居跡中央部 に み ら れ た 。 ま た 、

住居跡の 床面 よ り 1 2叩-25cm程浮 い た 状態 で、 板石

状の石 片 が多 数 出 土 し た 。 住居 を廃棄す る 段階 に 、

何 ら か の 形 で混入 し た も の で あ ろ う 。

出土土 器 は 、 ほ ぼ完形 の 土 器 を 含 め 多 数 出 土 し た 。

石器では 、 磨石 が 1 点 ( 1 264) 、 台石 が 2 点 ( 1 275 ・

1 276) 、 砥石 が 1 点 出 土 し た 。 台石 の う ち 1 点 は 、 床

直で出土 し た 。 鉄器は 、 鉄鉱 (1 342) と 手鎌 (1 370)

があ る 。

[土器1 (第272図 1 085-第274図 1 1 02) 

壷形土器 (1 085-1 090 ・ 1 092) 、 鉢形土器 (1 093) 、

高杯形土器 (1 095 ・ 叩95) 、 聾 形 土 器 (1 091 ・ 1 096

-1 098) を 図示 し た 。 1 085 は 、 ほ ぼ完形 で 丸底 の 査

形土器 で あ る 。 素 口 縁で、 肩部 に 平行文 と 連簾文 が

み ら れ る 。 1 086 は 、 口 縁部 か ら 肩部 に か け て の 資料

で あ る 。 素 口 縁で、 頚部 に は 刻 み がつ い た 凸帯 がめ

ぐ る 。 1 087 ・ 1 088 ・ 1 090 は 、 複 合 口 縁で あ る 。 1 088

は 、 口縁下端 に 刻 み 目 が観察 さ れ る 。 器面調整は 、

ナ デ調整で一部 に ハ ケ 目 がみ ら れ る 。 1 087 は 、 口 縁

端部 と 下端部 に 刻 み 目 がみ ら れ る 。 内外面供 に ナ デ

調整が施 さ れ 、 肩部へ の 文様 は 、 櫛描 き に よ る 平行

文 と 流水 文 で あ る 。 1 090 は 、 長腔で丸底 の 壷形土器

で あ る 。 口 縁端部 に は 刻 み が、 頚部 に は 鋸歯文 がみ

ら れ る 。 内外面共 に ハ ケ 目 がみ ら れ る 。 1 089 は 、 腔

部 の み の 資料で、 内外面共 に ハ ケ 目 を 残 す 。 1 092 は 、

肩部 の み の 資料で、 平行文 がみ ら れ る 。 1 093 は 、 屈

曲 口 縁の鉢形土器 で、 内外面共 に ナ デ調整では あ る

が、 ハ ケ 目 も 残す 。 1 094 は 、 高均二形土器の柱状部 で、

外面 の上住 に は ミ ガ キ が、 下位 に は ハ ケ 目 がみ ら れ

る 。 内面 に は下方向 の ケ ズ リ がみ ら れ る 。 1 095 は 、

高杯形土 器 の 脚部 の 下 半部 で透 か し がみ ら れ る 。

1 096-1 098 は 、 口 縁部 か ら 頚部 に か け て の 資料で、
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第 1 節 弥生時代後期 の遺構 と 遺物

全体的 に は ナ デ調 整 が施 さ れ 、 内外面 共 に ハ ケ 目 を

残す。 1 099 ・ 1 1 00 ・ 1 1 02 は 、 脚台 を も っ 童形土器で

あ る 。 1 09 1 は 、 脚台部 を 取 り 除 き 、 そ の部分 を 調整

し て 再利用 し た 形跡 がみ ら れ る 。 内外面 の 一部 に ハ

ケ 目 を 残 す が、 て い ね い な ナ デ調整であ る 。 1 099 は 、

胴部最大径 を 中佐 よ り も やや上位 に も ち 、 内外面共

に ハ ケ 目 調整で一部 ナ デ調 整 がみ ら れ る 。 ま た 、 や

や低 い 脚台 で あ る 。 1 1 0 1 は 、 胴部下半部 を 欠 く 資料

で器面 に は 、 ハ ケ 目 が残 り 一部 タ タ キ の痕跡 も 見受

け ら れ る 。 1 1 02 は 、 胴部中位 に 最大径 が あ り 、 高 い

脚台 を も っ 。 器面調 整 は 、 内外面 と も に ハ ケ 目 調整

で あ る 。

8 号住居跡 (第275図〉

住居跡の北側部分 が調査区外の た め 、 そ の 規模及

び平面形態 は 不明 で あ る 。 壁高 は約22cmで、 あ る 。 内

部 の施設は判 ら な い 。 柱穴 を 、 確認す る こ と は で き

な か っ た が、 南側壁 宮 わ に 意味不明 の 穴 が、 東側壁

ぎ わ に 土坑の一部 が検出 さ れ た 。 ま た 、 東壁南壁に

は 測溝 がみ ら れ、 隅 に は小 さ い 穴 が 2 個 み ら れ た 。

出土土器 は 、 小破片 がほ と ん ど で、 図化 に 耐 え る

も の は 無 か っ た 。 石 器 は無 く 、 鉄器 も み ら れ な い 。

9 号住居跡 (第275 ・ 276図〉

調査 I 区 中 央 よ り 、 や や東 に あ る 竪穴式住居跡 で、

平 面 形 態 は 正方形 で、 南側 中 央 に 1 m X 3 . 5m の 台

形状の で、 っ ぱ り を も っ 。 南北軸4 . 93m 、 東西軸4 . 10m

を 測 る 。 壁高 は 、 約54cmで、 あ る 。 炉 は 、 住居跡の 中

央部 よ り も 東へ50cm ほ どずれ て 設 け ら れ て い た 。 そ

の平面形態 は 、 65cm X 5 1 cmの楕円形 を 呈 し 、 深 さ 32cm

で あ っ た 。 炉内 と 炉周辺 に は 、 炭化物 が残 っ て い た 。

柱穴 は 2 本 で、 そ の 南北軸上で約1 . 90m 程の 聞 を お

い て 穿 た れ て い た 。 柱痕跡 は北側 の 一本 で確認で き 、

直径約14cmで あ っ た 。 ベ ッ ド状遺構は 、 北西部 と 南

東部 の 2 箇所 に 設 け ら れ て い た 。 ベ y ド の 高 さ は 、

北西部 の も の が約15cmで、 南東部 の も の が約 5 cmで

あ る 。 炉 と 東壁 と の 聞 に は 、 ほ ぽ正方形の 平面形態

を 呈 す る 貯蔵穴 が あ る 。 一辺70cmの 大 き さ で、 深 さ

は 23cmで、 あ る 。 貯蔵穴の底面西側 に は40cmの 聞 を お

い て 2 個 の 穴 が あ る 。 直径1 3cm と 20cmの 大 き さ で あ

る 。 入 口施設の 支 え 柱 と 考 え ら れ る 。 ま た 、 炉の 西

側 に硬化面 がみ ら れ た 。 そ の他、 用途不明の土坑 と 、
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ほ ぽ全周 に め ぐ る 壁 ぎ わ の 測溝 が検出 さ れ た 。 出 土

土器は相 当 量 あ っ た が、 図化 に 耐 え る も の は 少 な か

っ た 。 石 器 では 台石 1 点 ( 1 278) が、 鉄器 で は 鉄鉱

2 点 (1 307 ・ 1 335) 、 錨 1 点 (1 354 ・ 1 355) 、 不明鉄

器 (1 377) 、 鉄j宰 1 点、 ( 1 346) が出土 し て い る 。

[土器1 (第276図 1 1 03-1 1 06) 

壷形土器(1 1 03) 、 鉢形土器(1 1 04) 、 聾形土器(1 1 05 ・

1 1 06) を 図示 し た 。 1 1 03 は 、 長腔査の胴部 の み の 資

料 で あ る 。 全体的 に は ナ デ調整で、 内外面共 に 一部

ハ ケ 目 を の こ す 。 1 1 04 は 、 素 口 縁の 鉢形土器で、 内

外面共 に ハ ケ 目 調 整で あ る 。 1 1 05 は 、 脚台付 き の整

形土器で、 外面 の 胴部上位 に は ハ ケ 目 と タ タ キ を 残

し 、 内 面 は 、 ハ ケ 目 調整 で あ る 。 脚台は低 く 、 胴部

下半 に は 黒斑 がみ ら れ る 。 1 1 06 は 、 口 縁部 と 脚台部

を 欠 く 胴部 の み の 資料 で外面 に は ハ ケ 目 と タ タ キ を

残 し 、 内 面 に は ハ ケ 目 がみ ら れ る 。 ま た 、 胴部 中 位

付近 に 煤 が、 付着 し て い た 。

1 0号住居跡 (第227図)

住居跡南側 は 、 調査区外で あ り そ の 全容 は 明 ら か

で な い 。 平面形態 は 長方形 と 推定 さ れ 、 南北軸2 . 90m

以上、 東西軸6 . 06m を 測 る 。 壁高 は 、 約60cm前 後 で

あ る 。 炉 と 思 わ れ る 土坑は 、 住居跡の 中央部 よ り も

南へ80cmほ どずれ て い た 。 平面形態 は 、 直径40cmの

円形 を 呈 す と 思 わ れ 、 深 さ は 6cmで、 あ っ た 。 炉 の 周

囲 に 、 直径l Ocmほ どの小穴 が 3 個 あ っ た 。 柱穴 は 2

本で、 そ の 東西軸上 で2 . 80m の 聞 を お い て 穿 た れ て

い た 。 柱痕跡 は 2 っ と も 14cmで あ る 。 ベ ッ ド状遺構

は 東壁側 と 西壁側 に 設 け ら れ、 東壁側 は切 ら れ た状

態で検出 さ れ た 。 床面 と の 比高 は そ れ ぞれ 、 10cm、

1 6cm を 測 っ た 。 全周 で は な い が、 壁 ぎ わ に は 測溝 が

み ら れ た 。 ま た 、 住居跡の 中央部 に は硬化面 がみ ら

れ 、 柱状の 炭化物 や焼土 が検出 さ れ た 。 出土土器 は 、

小破片 や細片 が多 く 出土 し た 。 石 器 は 、 磨製石鎌 l

点 ( 1 249) 、 砥石 1 点 ( 1 254) 、 台石 l 点 ( 1 277) が

出土 し た 。 こ の 台石 は 、 ほ ぼ床 直上 で 出土 し た 。 鉄

器 は 、 鉄鉱 6 点 (1 298-1 300 ・ 1 303 ・ 1 304 ・ 1 3 1 5) 、

偏平鉄片 (1 398) 、 棒状鉄片 3 点 (1 437 ・ 1 438 ・ 1 445)

が出土 し た 。

[土器1 (第277図 1 1 07-1 1 1 3) 

査形土器 (1 1 07-1 1 09) 、 鉢形土器 (1 1 1 0 ・ 1 1 1 1 ) 、



第 百 章 池田 ・ 古園遺跡の 調査 と 成 果

∞ 。‘ ・ ∞
・ 1 1 、、

一一
勧、
、" ・ ・ \。

⑨ 「
H
品
J1一山・
c
c
ヨ

8 -�}住居跡

A 

- 回

A L =475 . 00m A ' 

ヨd �..L主

三 ハマコ
， コ

止Fg
凶OO � JÒ ∞ . 0 

1 1 445 
「
H
ミ
印・
c
c
ヨ

， コ

A 

-∞ 、A L =475 . 00m 
回 ・ ・ 0 。'A・

ヨ げ
第275図 池田 ・ 古園遺跡 8 ・ 9 号住居跡実測図

3 7 1 

4 m 

2 

。

コ

E
OC .
R・
一V
H
」



弥生時代後期の遺構 と 遺物第 1 節

縁部 が r < J の 字 に 屈 曲 し 、 内外面 に ハ ケ 目 を の こ菱形土器 (1 1 1 2 ・ 1 1 1 3) が出土 し た 。 1 1 07 は 、 複合

す。 1 1 1 3 は 、 聾形土器の脚台部の み の 資料 で あ る 。口縁の資料で、 器面調整は 、 ナ デ調整で あ る 。 1 1 09

低 い 脚台で、 内外面 に ハ ケ 目 を の こ す 。は 、 底部の み の 資料でやや凸 レ ン ズ 状 に 底部 がふ く

1 1 号住居跡 (第278図)ら み 、 内外面 に ハ ケ 目 を の こ す 。 1 1 08 は 、 1 1 09 よ り

南壁は調査区外 で さ ら に 削平 を 受 け 、 そ の 全 容 はも 凸 レ ン ズ状 に 底部 がふ く ら み 、 内面 に ハ ケ 目 を の

明 ら か で な い が、 1 2号住居跡 を 切 っ た 状態で検出 さこ す 。 1 1 1 0 は 、 鉢形土器の胴部 の み の 資料で、 扇平

れ た 。 平面形態 は 不明 で あ る が、 南北軸2 . 58m 以上、な 球形 を 呈 し 、 外面 に ハ ケ 目 を の こ す 。 1 1 1 1 は 、 素

東西軸6 . 80m を 測 り 、 や や胴張 り に な る よ う で あ る 。口 縁部で口縁の鉢形土器で あ る 。 球形の 胴部 か ら 、

壁高 は 、 約79cmで あ る 。 炉は確認で き な か っ た が、て い ね い な ナ デ調整では 内 湾 ぎみ と な る 。 外面 は 、

住居跡中央付近 に は硬化面 がみ ら れ た 。 住穴 は 2 本一部 タ タ キ の 跡 が残 り 、 内 面 は 、 ハ ケ 目 調整であ る 。

だ け確認で き 、 北西隅 か ら 1 . 70m の場所 に 1 個 、 東

20cm 1 0  。
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第 l 節 弥生時代後期 の逃構 と 遺物

西ililh 上 で3 . 1 0m の 聞 を お い て l 個穿 た れ て い た 。 2 小型丸底土器 (1 1 30) 、 祭肥土器 (1 1 31 ) を 図示 し た 。

本 と も 約 l Ocmの柱痕跡が確認で、 き た 。 べ y ド状泣構 1 1 1 4 は 、 口 縁端部 に 刻 み を も っ 。 ま た 、 外面 の 一部

は北東 問 に 設 け ら れ 、 床 面 と の 比 高 は l Ocrn を i�11 っ た 。 と 内 面 に は 、 ハ ケ 目 を の こ す 。 1 1 29 も 査形 土 器 で あ

ま た 、 北東隅 と 北壁中 央部 に そ れ ぞれ I J J形 と 不定形 ろ う か。 口 縁端部 に 刻 み を も ち 、 頚部 に 指頭抑圧 に

の 土坑がみ ら れ た 。 よ る 刻 み がつ い た 三 角 形 の 凸 帯 がめ ぐ る 。 表 面 は ナ

出 土 土 器 は 多 く 出 土 し 、 石 器 は 、 ほ ぽ 床 上 で台 石 デ調 整で、 内 面 に は ハ ケ 目 を 残 す 。 1 1 1 5�1 1 1 8 は 、

l 点 ( 1 279) が出土 し た 。 鉄器は 、 扇 平鉄片 1 点 (1 399) 壷形土 器 の 肩 部 の み の 資 料 で拓本 で示 し た 。 櫛描 に

が出土 し た 。 よ る 平 行 文 と 流水 文 がみ ら れ る 。 1 1 1 9 は 、 底 部 の み

[土器] (第278図 1 1 1 4� 1 1 30) の 資 料 で 、 や や ふ く ら む平 底 で あ る 。 器面 調 整 は 、

査 形 土 器 (1 1 1 4� 1 1 1 9 ・ 1 1 29) 、 鉢形 土 器 (1 1 20 ナ デ調 整 で 内 外 面 の 一 部 に ハ ケ 目 を 残 す 。 1 1 20 ・

�1 1 21 ) 、 高杯形土器 (1 1 22) 、 整形土器 (1 1 23�1 1 28) 、 1 1 2 1 は 、 屈 曲 口 縁で 口 縁部 か ら 肩部 に か け て の 資 料
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第 1 節 弥生時代後期 の 遺構 と 遺物

で あ る 。 1 1 2 1 は 、 屈 曲部 に や や強 い く びれ を も っ。

全体的 に は ナ デ調整 を 施 し 、 外面 に タ タ キ と ハ ケ 目

を 内面 に僅 か に ハ ケ 目 を 残 す 。 1 1 20 は 、 ゆ る や か な

屈 曲部 を も ち 内外面 に僅 か に ハ ケ 目 を の こ す。 1 1 22

は 、 高杯形土器の杯部 で あ る 。 杯 の や や 丸み を も っ

た 胴部 か ら 屈 曲 し て 口 縁 を な す 器形 を と っ て い る 。

器面調整は 荒 い ナ デで、 内 面 に ハ ケ 目 が残す。 1 1 23

-1 1 28 は 、 護形土器の胴部 と 脚台部 の屈曲部 の部位

で、 全体的 に は ナ デ調整で内外面 の 一部 に ハ ケ 目 を

の こ す。 1 1 23 は 、 聾形土器 の 胴部 の み の 資 料で あ る 。

最 大径 は 、 胴部 の 中佐 よ り や や上 に あ り 、 卵形 を 呈

す る 。 表面 は ハ ケ 目 調 整、 内 面 は ナ デ調整で一部ハ

ケ 目 を 残す 。 胴部 中位 に は 、 黒斑 がみ ら れ た 。 1 1 28

は 、 脚台 の み の 資料 で あ る 。 器面調整 は ナ デ調整で、

外面 に ハ ケ 目 を の こ す 。 1 1 30 は 、 小型丸底土器 の 直

立 ぎみ の 口縁部 で あ る 。 赤焼 き でナ デ調整 を施 し 、

内外面 に ハ ケ 目 を の こ す 。 1 1 3 1 は 、 祭肥土器の頚部

で、 三 角 形凸帯 が 3 条 ま わ っ て い る 。 器面調整は ナ

デ調整で、 上 の 2 条 は ベ ン ガ ラ が塗 ら れ て い た 。

1 2号住居跡 (第280図)

住居跡の北西隅 は 調査区外 で あ り 、 ま た 、 8 号住

居跡 ・ 10号住居跡 ・ 1 1 号住居跡 に 切 ら れ た 状態で検

出 さ れ 、 そ の 全容 は 明 ら か では な い 。 遺構確認の際、

東西の線 がい ひeつ な た め 切 り 合 い の可能性 を 持 ち な

が ら 掘 り す す め た が、 明確 に は確認で き な か っ た 。

平面形態 は 、 や や い びつ な 正方形 と 推定 さ れ 、 南北

軸6 . 45m 、 東西軸7 . 22m を 測 る 。 壁高 は 、 約46cmで、

あ る 。 硬化面 が、 7 cm� 3 cmの 比高差で、二枚確認 さ

れ た 。 炉 は 、 住居跡の 中央部 よ り も やや南 に 設 け ら

れ 、 灰 や炭化物 が確認 さ れ た 。 そ の平面形態 は 隅 丸

の 台形 を 呈 し 、 四辺は 95cm�55cm を 測 っ た 。 炉の掘

り 込み は 、 上の硬化 面 で確認 し 掘 り 下 げた が、 下の

硬化面上 で は 若干 ず れ て 検 出 さ れ た 。 何 ら か の理由

で、 作 り 変 え た も の と 思 わ れ る 。 柱穴 は 4 本 で あ る 。

柱痕跡 は確認で き な か っ た が、 南西の 1 本 で は柱の

底石 に 使 っ た と 思 わ れ る 板石状の 石 が、 割 れ た状態

で検出 さ れ た 。 ま た 、 上 の硬化面 を 剥 ぎ取 っ た と こ

ろ 、 下 の硬化面 を 掘 り 込 む か た ち で、 2 本 の柱穴 を

石雀認 し た 。 さ ら に 、 こ の 2 本 に 対応す る と 思 わ れ る

柱穴 を 一本 だ け では あ る が、 北側 で確認 し た 。 お そ

3 76 

ら し も う 一本 は 上 の硬化面の住居跡 に 伴 う 南西の

柱穴 と 共有 し て い た も の と 思 わ れ る 。 ベ ッ ド状遺構

は 、 住居跡の北東側 の 1 箇所 に み ら れ た 。 そ の 床面

と の比高 は 、 約 6 cmで あ っ た 。 壁 ぎ わ の 測溝は 、 北

東隅 で確認 さ れ た 。 こ れ ら の こ と か ら 、 下 の硬化面

に 対応す る 住居 を 拡張 し て 、 上 の硬化面 に 対応す る

住居 に 作 り 替 え た も の と 推定 さ れ る 。

出土土器 は 、 破片 や細片 が多数出土 し た 。 石 器 で

は 、 砥石 が 1 点 ( 1 280) 、 磨石 が 1 点 ( 1 266) 、 台石

が 2 点 ( 1 280 ・ 1 281 )出土 し た 。 鉄器 は 、 鉄撤 (1 327) 、

偏平鉄片 (1 404 ・ 1 405 ・ 1 409) が あ る 。

[土器] (第280図 1 1 32-第281 図 1 1 49) 

壷形土器 (1 1 32-1 1 40) 、 鉢形土器 (1 1 41 ・ 1 1 42) 、

高杯形土器 (1 1 43-1 1 46) 、 費形土 器 (1 1 47 ・ 1 1 48) 、

小型丸底土器 (1 1 49) を 図示 し た 。 1 1 32 ・ 1 1 33 は 、

口縁部 か ら 肩部 に か け て の 資 料 で あ る 。 1 1 32 の 口 縁

端部 に は刻 み がみ ら れ 、 頚部 に は刻 み の あ る 三角 形

の 凸帯 がめ ぐ る 。 ま た 、 そ の 下 に は刺突 文 がめ ぐ る 。

器面調整 は 、 ナ デ調整で内外共 に ハ ケ 目 を の こ す 。

1 1 33 は 、 口 縁端部 に 刻 み がみ ら れ 、 頚部 に は 刻 み の

あ る 台形の 凸 帯 がめ ぐ る 。 全体的 に は ナ デ調整で、

内外面 に ハ ケ 目 を の こ す 。 1 1 34 ・ 1 1 35 は 、 複 合 口 縁

であ る 。 1 1 34 は 、 口 縁端部 に は 刻 み がみ ら れ 、 器面

調整 は ハ ケ 目 調整 で あ る 。 1 1 35 は 、 全体的 に ナ デ調

整で、 外面 の 一部 に ハ ケ 目 を 残す 。 1 1 36 ・ 1 1 37 は 、

肩部 の 資 料 で あ る 。 平 行 文 と 波状文 (1 1 36) 、 竹管

文 (1 1 37) があ る 。 1 1 38-1 1 40 は 、 底部 の み の 資料

で あ る 。 1 1 38 は 、 や やふ く ら む平底 で、 表面 は ナ デ

調整であ る 。 1 1 39 は 、 やや不安定 な 平底 で あ る 。 表

面 は ナ デ調整で、 内面 に は 、 一部ハ ケ 目 を の こ す 。

1 1 4 1 は 、 鉢形土 器の脚台部 で あ る 。 器面 は 、 て い ね

い に ナ デで あ る 。 1 1 42 は 、 素 口 縁の 鉢形土器 で あ る 。

口縁の端部 は 、 や や 直立 ぎみ で あ る 。 器面 に は ハ ケ

目 調整の痕跡 がの こ さ れ て い る 。 1 1 43-1 1 46 は 、 高

杯形土器 で あ る 。 1 1 43 は 、 坪 の 丸み を も っ た 胴部 か

ら 屈 曲 し て 口 縁 を な す 器形 を と っ て い る 。 器面調整

は で い ね い な ナ デ調整で、 内外面 の 一部 に ハ ケ 目 が

の こ さ れ て い る 。 1 1 44 は 、 杯部 の 中位部 で し ゃ く れ

上 が っ て 有段 を な し 、 そ の ま ま 外反 ぎみ に の びて端

部へ い た る 。 器面調整は 、 ナ デ調 整 で あ る 。 1 1 45 は 、
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第 1 節 弥生時代後期の遺構 と 遺物

高杯形土器の脚部で、 そ の裾部でやや内傾す る 。 透

か し の 数 は 不 明 で あ る が、 そ の痕跡は み ら れ る 。 全

体的 に ナ デ調整で、 内外面 の 一部 に ハ ケ 目 を の こ す。

1 1 46 は 、 高杯形土器の柱状部 で、 3 孔の透 か し を も

っ 。 柱状部 の 上半部 に は 縦方 向 の ミ ガ キ がみ ら れ、

下部 に は ハ ケ 目 がの こ る 。 ま た 、 内面 に は下方向 に

削 り がみ ら れ る 。 1 1 47 は 、 聾形土器の 口縁部 の み の

資料で、 口 縁端部 に 刻 み を も っ 。 器面 は ナ デ調整で

一部 ハ ケ 目 を の こ す 。 内 面 は ハ ケ 目 調 整 で あ る 。

1 1 48 は 、 脚台部 で、 内外面 に ハ ケ 目 を の こ す。 1 1 49

は 、 底部 を 欠 く 扇 平 な 胴部 を も っ小型丸底土器で あ

る 。 胴部最大径で内湾 し て く びれ、 外傾 し つ つ 口縁

部 に い た る 。 器面調整は ナ デ調整で、 外面 に僅 か に

ハ ケ 目 を の こ す 。

1 3号住居跡 (第282図)

住居跡の 南隅部分は 調査区外で あ る 。 15号住居跡

の 下 で検出 さ れ、 東隅 は 14号住居跡 に切 ら れ て い た 。

平面形態 は や や胴張 り の 長方形で、 南北軸4 . 94m 、

東西軸4 . 27m を 測 る 。 壁高 は約43cmで あ る 。 炉は住

居跡の 中央 よ り も やや南西側 に 設 け ら れ て い た 。 炉

内 では灰 や炭化物 が検出 さ れ た 。 そ の平面形態は、

直径65cm前後の 円形 を 呈 し 、 深 さ 1 5cmで、 あ っ た 。 炉

の 周 囲 に は 、 や や 高 ま り がみ ら れ た 。 柱穴 は 2 本 で、

そ の 南北軸上 で、約2 . 25m の 聞 を お い て 穿 た れ て い た 。

柱痕跡は 2 本 と も 1 5cmで、 あ る 。 ベ ッ ド状遺構 は 、 東

西 の 隅 の 2 箇所 に み ら れ る 。 床 面 か ら の 高 さ は 東西

と も 約10cm程度 で、 あ る 。 壁 ぎ わ に は 、 測溝 が全周 に

わ た っ て み ら れ た 。 北壁の 中央部 に は楕円形の土坑

も あ る 。 硬化面 は 中央部 の 広 い 範囲で確認 さ れ 、 ベ

ン ガ ラ が西壁 ぎ わ の 1 箇所で検出 さ れ た 。

出土土器は破片や細片 がほ と ん ど で、 図化 に 耐 え

る も の は 少 な か っ た 。 石 器 は 無 く 、 鉄器では鈎 が 1

点 (1 363) が出土 し た 。

[土器1 (第282図 1 1 50-1 1 52) 

査形土 器 (1 1 50) 、 蓋 形 土 器 (1 1 5 1 ・ 1 1 52) を 図

示 し た 。 1 1 50 は 、 査形土器の 口 縁部 の み の 資料であ

る 。 器面調整は ナ デ調 整で、 内 面 の 一部 に ハ ケ 目 を

の こ す 。 1 1 5 1 は 、 脚台付 き の蓋形土器で、 胴部表面

に は タ タ キ と ハ ケ 目 を の こ し 、 内 面 に は ハ ケ 目 がみ

ら れ る 。 脚台部 は 、 屈 曲部 か ら や や内傾 し 裾部 に い
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た る 。 器面調整は ナ デ調整で一部 に ハ ケ 目 を の こ す 。

ま た 、 1阿部 に は 黒斑 が、 脚台 に は受熱部 がみ ら れ た 。

1 1 52 は 、 胴部下部 を 欠 く 資 料 で あ る 。 表面 の 口 縁部

か ら 腔部 に か け て は タ タ キ を 残 し 、 胴部 に は ハ ケ 目

調整がみ ら れ る 。 内 面 は ナ デ調 整 と ハ ケ 目 調整 で あ

る 。 こ れ も ま た 、 胴部 に 黒斑 がみ ら れ る 。

1 4号住居跡 (第283図〉

住居跡 の 南側 が調査区外 で あ り 、 西壁の一部 で13

号住居跡 を 切 っ た状態 で検出 さ れ た 。 そ の平面形態

は不明 で あ る が、 南北軸2 . 56m 以上、 東西軸5 . 66m

を 測 る 。 壁高 は 、 約38cm前後で、 あ る 。 炉は検出 で き

な か っ た 。 柱穴は 2 本確認 し た が、 4 本柱の 可能性

も あ る と 思 わ れ る 。 柱痕跡は確認 で き な か っ た 。 ベ

ッ ド状遺構は東西の 隅 の 2 箇所で検 出 さ れ た 。 東側

の 方 は 床 面 と の 比 高 が約 7 cm程 あ っ た が、 西側 の 方

は掘 り す ぎて し ま い 不 明 で あ る 。 住居跡 の 中 央部 に

は硬化面 が広 が り 、 東側 の 住穴 の そ ば に 、 薄 く で は

あ る がベ ン ガ ラ が検 出 さ れ た 。

出土土器は相 当 量 あ っ た が、 ほ と ん ど が破片 で あ

っ た 。 石 器 は 、 台石 1 点 ( 1 282) が出土 し た 。 鉄器

では鉄鉱 7 点 (1 333-1 339) 、 鉄斧 l 点 (1 352) 、 肩

平鉄片 2 点 (1 400 ・ 1 40 1 ) が出土 し て い る 。

[土器] (第283図 1 1 53-1 1 6 1 )  

査形土器 (1 1 53 ・ 1 1 54) 、 鉢形土器 (1 1 55) 、 高均二

形土器 (1 1 56) 、 聾形土器 (1 1 57-1 1 61 ) を 図示 し た 。

1 1 53 ・ 1 1 54 は 、 口 縁部 か ら 肩部 に か け て の 査形土器

の 資 料 で あ る 。 1 1 53 は 、 頚部 でやや内傾 ぎみ に 真 っ

す ぐ 立 ち 上 が り 、 摘 ま み を も っ 口 縁端部 に い た る 。

腔部 に は刺突 文 がめ ぐ り 、 内外面 の 一部 に ハ ケ 目 を

残す。 1 1 54 は 、 頚部 でほ ぼ直行 ぎみ に 立 ち 上 が り 、

口 縁端部 で外反 す る 。 内外 と も に ハ ケ 目 調整 で あ る 。

1 1 55 は 、 鉢形土器の 口 縁部 で あ る 。 内傾 し て 立 ち 上

が り 、 削 り 出 し の 口 縁端部 に い た る 。 器調整面 は ナ

デ調整で一部ハ ケ 目 を 残 す 。 さ ら に 口縁端部 の 内 面

に は 、 へ ラ 削 り がみ ら れ る 。 1 1 56 は 、 高杯形土器 の

均二部 で、 ほ ぽ直線的 な 胴部 か ら 屈 曲 し 外湾 し て 口 縁

部 に い た る 。 全体的 に は ナ デ調整で、 内外面 の一部

に ハ ケ 目 を 残 す 。 1 1 57 ・ 1 1 58 は 、 胴部上部 の み の 資

料で あ る 。 両 方 と も 、 や や 丸み を も っ た 胴部 か ら 腔

部で 「 く 」 の 字 に 屈 曲 す る 口 縁部 を も っ 。 1 1 57の屈
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曲 の 方 がやや急 で あ る 。 ま た 両 方 と も 器面調整は ハ

ケ 目 調整で あ り 、 ス ス の付着 がみ ら れ る 。 1 1 59 は 、

口 縁部 か ら 肩部 に か け て の部位 で、 内外面共 に ハ ケ

目 調整 がみ ら れ る 。 1 1 60 ・ 1 1 6 1 は 、 聾形土器の脚台

上部 の 資料 で あ る 。 全体的 に は ナ デ調整で、 外面 の

一部 l こ ハ ケ 目 を残す。 ま た 1 1 6 1 に は 受熱部 がみ ら れ

る 。

1 5号住居跡 (第284図)

住居跡北側 は 調査区外 で あ り 、 ま た 検出 面 は 削平

を 受 け て お り 床面 の み が残 る だ け の状態 で、 そ の 全

容 は 明 ら か では な い 。 さ ら に 、 南東隅 の 床 面 は 13号

第 羽 章 池田 ・ 古圏遺跡の 調査 と 成果

住居跡の 黒色埋土 の 上 に 、 赤土 を 張 っ て 作 っ て い る 。

な わ 、 削平 が著 し く 壁は 検出 で き な か っ た 。 ま た 、

西 の 隅 は 9 号住居 に よ っ て 切 ら れ て い る 。 壁高 は約

18cmで、 あ る 。 炉は 南側壁 よ り 1 . 65m 程の と こ ろ に 検

出 さ れ た 。 平面形態 は 、 直径95 �85の 円 形 を 呈 し 、

深 さ 26cmで、 あ っ た 。 炉内 に は 、 灰 と 炭化物 がみ ら れ

た 。 柱穴は 2 本確認 さ れ 、 東西軸上 で3 . 85 m の 聞 を

お い て 穿 た れ て い た 。 柱痕跡 は確認で き な か っ た 。

そ の位 置 か ら こ の住居 は 4 本柱 と 推定 さ れ 、 あ と 2

本 は 調査区外 に あ る も の と 思 わ れ る 。 住居跡の 中 央

部 に は硬化面 が広 が り 、 壁 ぎ わ に は 測溝 がみ ら れ た 。
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ま た 、 壁 ぎ わ 添 い に は 幅 1 m 、 深 さ 約30cm程の掘 り

込 み がみ ら れ た 。 こ の こ と は 、 住居 の建設時 に 張 り

床 の 技法 を 用 い る た め に 、 赤土 を 必要 と し 採取 し た

の で は な い か と 思 わ れ る 。

出土土器 は 、 ほ と ん ど が破片や細片 で あ っ た 。 石

器 は 無 く 、 鉄器は 、 扇 平鉄片 1 点 (1 403) が出土 し

た 。

[土器) (第284図 1 1 62 ・ 1 1 63)

聾形土 器 (1 1 62 ・ 1 1 63) を 図示 し た 。 1 1 62 は蓋形

土器の脚台部 の み の 資 料 で あ る 。 脚台高 は 高 く 、 ほ

ぽ直線的 に裾部 に 至 る が、 脚台中位 よ り やや下で若

干ふ く ら む。 ま た 、 脚台天井部 は ほ ぼ水平 で、 あ る 。

表面 に は タ タ キ や黒斑 を 残 し 、 内 面 に は ハ ケ 目 調整

や指跡 がみ ら れ る 。 1 1 63 は 、 口 縁部 か ら 肩部 に か け

て の 資料で あ る 。 口 縁端部 に は摘 ま み 上 げ がみ ら れ 、

表面 に ハ ケ 目 と タ タ キ を 残 し 、 内 面 に は ハ ケ 目 がみ

ら れ る 。

1 6号住居跡 (第284図〉

1 5号住居跡 と 18号住居跡の 下 に あ る 住居跡で、 両

者 に 先行す る も の で あ る 。 南側壁の み の検出の た め 、

全体像 は 不 明 で あ る 。 東西両側 に 約 9 cmの ベ ッ ド状

の 高 ま り が あ り 、 壁 ぎ わ に は 測溝 がみ ら れ る 。 ま た 、

三 箇所 に 土坑がみ ら れ た 。 そ の 用 途 は 不 明 で、 あ る 。

出土土器 は 、 ほ と ん ど が破片 や細片 で図化 に 耐 え

う る も の は 無 か っ た 。 石 器 、 鉄器は 無 い 。

1 7号住居跡 (第285図〉

北西隅 が調査区外で あ る が、 平面形態 は や や胴張

り の 長方形 と 推定 さ れ る 。 南北軸5 . 60m 以上、 東西

軸7 . 1 6m を 測 る 。 壁高 は 、 約28cm で あ る 。 炉は 、 住

居跡の 中央部 よ り も 南へ70cmほ どずれ て い た 。 平面

形態は 、 長軸1 . 24m 、 短軸 1 m の楕円形 を 呈 し 、 深

さ 24cm を 測 っ た 。 柱穴 は 四 本 で、 隅 か ら 1 . 80m � 

2 . 20m の 所 に 穿 た れ て い る 。 北西の一本 は 、 半分 だ

け 検 出 さ れ た 。 ベ ッ ド状遺構は 、 南西隅 に あ る 。 床

面 か ら の 高 さ は 15cm程度 で、 あ る 。 炉 と 南壁 と の 聞 に

は 、 貯蔵穴 と 思 わ れ る 1 . 35m X O . 90m の台形 を 呈 す

る 深 さ 18cmの穴 があ っ た 。 南北の 壁 ぎ わ に は 測溝 が、

東側 の 両 隅 に は 土坑がみ ら れ た 。 炉の北側 と 貯蔵穴

の 東側 に は 、 硬化面 が広 がっ て い た 。 さ ら に 、 ベ ン

ガ ラ が数箇所で薄 く で は あ る が検出 さ れ た 。
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出土土 器 は 、 破片や細片 が多 く 出土 し た 。 石 器 で

は 、 砥石 1 点 ( 1 256) 、 磨石 1 点 ( 1 267) 、 台石 1 点

( 1 283) が出土 し た 。 鉄器で は 、 鉄鎌 6 点 (1 3 1 0 ・

1 3 1 9 ・ 1 322 ・ 1 328 ・ 1 330 ・ 1 340) 、 錨 2 点、 ( 1 361 ・

1 366) 、 手鎌 (1 37 1 ) 、 不 明 鉄器 (1 381 ) 、 扇 平 鉄片

3 点 (1 302) が出土 し た 。 装飾品 と し て は 、 瑠璃色

の ガ ラ ス 玉 2 点 (1 450 ・ 1 457) が出土 し た 。

[土器) (第286図 1 1 64-1 1 69) 

査形土器 (1 1 64 ・ 1 1 65) 、 聾形土 器 ( 1 1 67-1 1 69)

を 図示 し た 。 1 1 64は 、 小型の壷形土 器 の 口 縁部 の み

の 資料で、 器面調整は ナ デ調 整 で あ る 。 1 1 65 も 、 査

形土器の 口 縁部 の み の 資料で あ る 。 口 縁形態は複合

口 縁で、 器面調整は ナ デ調 整 で あ る 。 1 1 66 は 、 聾形

土器の 口 縁部 か ら 肩部 に か け て の部位 で あ る 。 摘 ま

み 出 し の 口 縁端部 か ら 、 ほ ぽ直線的 に 「 く 」 の 字 に

屈 曲 す る 。 表面 に は ハ ケ 目 と タ タ キ が残 り 、 内面 に

は ハ ケ 目 がみ ら れ る 。 1 1 67 は 、 底部 を 欠 く 資 料 で あ

る 。 胴部最大径 は 、 ほ ぼ胴部 の 中佐 に 住 置す る O 表

面 に は タ タ キ がみ ら れ 、 内 面 に は ハ ケ 目 が残 る 。 ま

た 、 胴部 中位 に は 黒斑 と ス ス がみ ら れ 、 下位 に は 受

熱部 がみ ら れ た 。 1 1 68 は 、 口 縁部 か ら や や曲線的 に

「 く 」 の 字 に 屈 曲 し 、 胴部 中 位 で最大径 を も ち 丸底

の底部 に 至 る 。 器面調整は/ 、 ヶ 目 調整 と タ タ キ で、

内面 に は ハ ケ 目 を 残 す 。 こ れ も ま た 、 胴部 中位 に 黒

斑 と ス ス がみ ら れ 、 底部 に は 受 熱部 が み ら れ た 。

1 1 69 は 、 胴部 中位 よ り 下 を 欠 く 資料 で あ る 。 摘 ま み

出 し の 口縁端部 か ら や やふ く ら み な が ら 、 腔部 に い

た り ' < J の 字 に屈 曲 す る 。 表面 に は ハ ケ 目 と タ タ

キ を 残 し 、 内面 は ナ デ調整 で、ハ ケ 目 を 残 す 。 胴部上

位 に は 黒斑 と 煤 がみ ら れ る 。

1 8号住居跡 (第287図〉

住居跡の北側 は 調査区外で、 検出 し た 遺構 も 削平

が著 し く そ の 全容は 明 ら か で は な し ミ 。 さ ら に 、 東側

は 17号住居跡 に切 ら れ た 状態 で検出 さ れ た 。 ま た 、

西側 は 1 6号住居跡 と 切 り 合 い が あ る と 思 わ れ 、 掘 り

下 げた と こ ろ 床面 の 下 に 掘 り 込 み が確認で き た 。 こ

の こ と か ら 、 1 8号住居跡 は 1 6号住居跡の 上 に 作 ら れ

た と 推定 で き る 。 平面形態 は 不 明 で、 壁高 も 残 り の

良 い と こ ろ で、約15cmで、 あ る 。 炉 は 、 石室認 で き な か っ

た 。 柱穴は 、 一本 だ け確認で き た 。 柱穴の 西側 に は
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硬化面 がみ ら れ る 。 ベ ッ ド状遺構 は 東隅 の 約 1 cmの

高 ま り と 、 南壁中央部 か ら 北へ の び る 約 4 cmの 高 ま

り が検出 さ れ た 。 壁 ぎ わ に は途切 れ て は い る が測溝

があ り 、 意味不 明 の 土坑 も み ら れ た 。

出土土器 は 少 な か っ た が、 床上 で同一固体 と 思 わ

れ る 接合で き そ う な 資料 も あ っ た 。 石器 ・ 鉄器 は無

p。

[土器] (第287図 1 1 70 ・ 1 1 71 )

査形土 器 (1 1 70) 、 鉢形土 器 (1 1 7 1 ) の 2 点 を 図

示 し た 。 1 1 70 は 、 童形土器の 肩部 か ら 底部 に か け て

の 資 料で、 胴部最大径 を ほ ぼ そ の 中位 に も つ 。 肩部

に 波状の 櫛描文 がみ ら れ 、 胴部 に は ハ ケ 目 調整 が、

底部 に は ナ デ調 整 がみ ら れ る 。 内 面 は ナ デ調整で、

一部ハ ケ 目 を 残す 。 1 1 7 1 は 、 底部 を 欠 く 鉢形土器で

あ る 。 半球状の 胴部 か ら 胴部最大径で内湾 し 、 素口

縁の端部 に い た る 。 器面調整 は 、 ナ デ調整で内外面

共 に ハ ケ 目 を残す。

1 9号住居跡 (第288図)

住居跡南側 は 調査区外で、 さ ら に 一部撹乱 を 受 け

て い る 。 平面形態 は 隅 丸 の 長方形 と 推定 さ れ 、 南北

軸3 . 20m 以上、 東西軸5 . 22m を 測 る 。 壁高 は 、 約29cm
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であ る 。 炉は 、 住居跡 の 中 央部 よ り や や南 に ずれ て

設 け ら れ 、 炉内 に 灰 や焼土 は確認 で き な か っ た 。 そ

の平面形態 は 、 60cmX 53cmの 隅 丸 の 長方形 を 呈 し 、

深 さ 14cmで あ っ た 。 柱穴は 2 本 で、 そ の 東西軸上で
2 . 20m の 聞 を お い て 穿 た れ て い た 。 西側 の柱穴 は 東

側 と 比べ て 浅 く 疑問 が残 る が、 位 置 か ら し で も こ れ

が柱穴で あ ろ う 。 ベ ッ ド状遺構は 、 住居跡の北東隅

と 北西隅 さ ら に 南東壁 ぎ わ に み ら れ る 。 そ の 床 面 と

の比高は そ れ ぞれ 8 側、 21 cm、 7 叩で あ っ た 。 炉の

周囲 と そ の 南側 に は硬化面 が広 が り 、 南壁 ・ 西壁 ぞ

い に は 測溝 がみ ら れ た 。 ま た 、 2 箇所 に 円形 の 浅 い

土坑が検出 さ れ た 。

出土土 器 は 、 少 な く 図化 に 耐 え る も の は 無 か っ た 。

石器では砥石 1 点 ( 1 257) が出土 し た 。 鉄製品 で は 扇

平鉄片 ( 1 439) が出土 し た 。

第20号住居跡 (第289図)

調査 I 区最東端 に 位 置す る 住居跡で、 南側 の 半 分

以上 は 調査区外で、 そ の 平面形態 は 不 明 で、 あ る 。 壁

高 は 、 約57cmで、 あ る 。 炉や柱穴 は 、 確認で き な か っ

た 。 ベ ッ 付加童構 は 、 北東関 に 長方形 の も の が あ り 、

北西隅 に は r L J 字型の も の がみ ら れ た 。 床 面 と の
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比高 は そ れ そ。れ14cm、 9 cm を 測 っ た 。 住居跡の 中央

部付近 に は硬化面 が広 が り 、 壁 ぎ わ に は ほ ぼ全周 に

わ た っ て 測溝 が検 出 さ れ た 。

出土土器 は 、 ほ と ん ど が破片や細片 で あ っ た が、

北西の ベ ッ ド状遺構の ほ ぼ直上で同一固体 と 思 わ れ

る 聾型土器 がつ ぶ れ た 状態で出土 し た 。 石器では床

面上で台石 1 点 ( 1 284) が出土 し た 。 鉄器 に は 、 偏

平鉄片 2 点 (1 406 ・ 1 41 0) が あ る

[土器1 (第289図 1 1 72-1 1 74) 

壷形土器 (1 1 72) 、 高杯形土器 (1 1 73) 、 聾形土器

(1 1 74) を 図示 し た 。 1 1 72 は 、 査形土器の 口縁部 の

み の 資料 で あ る 。 内外面 と も に ナ デ調整で一部ハ ケ

目 を残す。 1 1 73 は 、 高坪形土器の脚部 の み の 資料で

あ る 。 柱状部下端部 か ら ほ ぼ直線的 に裾部 に い た る 。

表面 は ナ デ調整で一部ハ ケ 目 を 残す 。 内面 は ハ ケ 目

調整で あ る 。 1 1 74は 、 聾形土器の 胴部下端部 か ら 底

部 を 欠 く 資料で、 胴部最大径 を ほ ぼ そ の 中佐 に も つ 。

表面 に は ハ ケ 目 と タ タ キ を 残 し 、 内面 に はハ ケ 目 調

整 がみ ら れ る 。 ま た 胴部中位 に は 黒斑 と ス ス がみ ら

れ る 。

21 ・ 22号住居跡 (第290図)

と も に 北側 が大 き く 削 ら れ た住居跡 で、 21 号住居

跡は22号住居跡 を 切 っ た 状態で検出 さ れ た 。 21号住

居跡の 全容 は 不 明 で あ る が、 そ の 計測可能 な 場所で

の数値 は 、 南北軸2 . 32m 、 東西軸5 . 70m 、 以上 を 測

る 。 な お東壁は 明確 に確認で き な か っ た た め 、 東西

軸の数値は推定 で あ る 。 住居跡の残存状態 が悪 く 、

そ の 壁高 は約1 0cm に す ぎ な p 。 ま た 炉、 柱穴等の位

置か ら 四本柱の住居跡 と 思 わ れ る 。 柱穴は 2 本 だ け

検出で き 、 住居跡の 東西軸上 で2 . 65m の 聞 を お い て

穿た れ て い た 。 残 り は 削平 を 受 け た も の と 思 わ れ る 。

炉は住居跡 の 中 央部 よ り も 南 に 設 け ら れ て い た と 推

定 で き る 。 実際 に は 、 検出 し た 柱穴 を 結ぶ線上 よ り

も やや北 に あ っ た 。 そ の平面形態 は 、 直径95-90cm

の 不整 の 円 形 で深 さ 1 9cm を 測 る 。 炉内部 に は灰や炭

化物 を 含 ん だ 土層 がみ ら れ た 。 ベ ッ ド状遺構は 、 南

西隅 に l 箇所設 け ら れ て い た 。 床 面 と の 比高 は 、 9 cm 

で あ る 。 南壁の 中央部 に は貯蔵穴 が あ る 。 平面形態

は楕円形で、 長軸1 . 1 5m 、 短軸O . 80m を 測 っ た 。 深

さ は 26cmで、 そ の 中 に は 石積み の よ う に 石 が ま と ま
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っ て い た 。 ま た貯蔵穴北側 の 2 箇所 に貯蔵穴 を 切 る

よ う な 形で、 直径45-40cm を 測 る 円形 の 柱穴状の穴

があ っ た 。 深 さ は 、 約20cmで、 あ る 。 入 口施設の 支 え

柱 と し て利 用 さ れ た も の と 推定 で き る 。 南西隅 の 壁

ぎ わ に は 、 測溝が検出 さ れ た 。 炉周辺 に は硬化面 が

広 が り 、 ベ ン ガ ラ も 2 箇所でみ ら れ た 。

22号住居跡 は 、 21 号住居跡 に 切 ら れ た 状態 で検出

さ れ 、 内部の施設 は ほ と ん ど わ か ら な い 。 壁高 は 、

約23cmで、 あ る 。 炉、 柱穴等 は検出 で き な か っ た が、

東壁 ぎ わ に は 測溝 がみ ら れ た 。

出土土器は21 号住居跡、 22号住居跡 と も に ほ と ん

ど が破片 や細片 で あ っ た 。 石 器 で は 磨 石 2 点 ( 1 268 ・

1 269) が出土 し た 。 鉄器 で は 鉄鉱 l 点 (1 32 1 ) 、 不

明鉄器 l 点(1 381 ) 、 扇平鉄片 3 点(1 408 ・ 1 41 1 ・ 1 41 2)

が出土 し た 。

[土器1 (第290図 1 1 75-1 1 78) 

要形土器 (1 1 75-1 1 78) 4 点 が出土 し た 。 1 1 75 は 、

胴部 の み の 資料で、 最大径 を そ の 中佐 よ り や や 上 に

も つ 。 表面 に は タ タ キ と ハ ケ 目 を の こ し 、 内 面 は 荒

い ナ デ調整で一部 ハ ケ 目 を 残 す 。 1 1 76 は 、 胴部上半

部 か ら 上 を 欠 く 資 料 で あ る 。 底部 は 丸底 で受熱部 が

み ら れ る 。 器面調整は 内外面 と も に ハ ケ 目 調整 で あ

る 。 1 1 77 は 、 脚台部 の み の 資料 で あ る 。 屈 曲部 か ら

やや外湾 し な が ら 裾部 に い た る 。 器面調 整 は 、 内 外

面 と も に ナ デ調整で あ る 。 1 1 78 は 、 胴部下位 か ら 脚

台上部 に か け て の 資 料 で あ る 。 内外面 と も に 一部 ハ

ケ 目 を の こ す 。

23号住居跡 (第291 図~第292図)

こ の住居跡 か ら 調査 E 区 に は い る 。 ほ ぼ全容 が わ

か る 数少 な い住居跡の 一つ で あ り 、 24号住居跡、 25

号住居跡、 第 5 号 円形周溝遺構 を 切 っ た 状態 で検 出

さ れ た 。 平面形態 は 隅 丸の正方形で、 南北軸6 . 34m 、

東西軸6 . 30m を 測 る 。 壁高 は 約34cmで、 あ る 。 炉 は 、

住居跡 の 中 央部 よ り も 1 m ほ ど南へ ずれ て い た 。 平

面形態 は 、 直径80cmの 不 整 な 円形 を 呈 し 、 深 さ 1 5cm

で あ っ た 。 炉内 に は灰 混 じ り の 土層 が確認 で き た 。

柱穴 は 、 四隅 か ら 2 . 50m 前後の場所 に 4 本穿 た れ て

い た 。 ベ ッ ド状遺構 は地山 を 掘 り 残 し た も の で は な

く 、 土 を 張 り つ け た も の で、 一部 の 残存状況 か ら 、

北隅 、 北西隅 、 南隅の 3 箇所 に 推定 で き る 。 北西隅
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第 1 節 弥生時代後期 の遺構 と 遺物

の ベ ッ ド状遺構の 残存部 と 、 床 面 と の 比 高 は 7 cm程

度 で あ る 。 南壁中央部 に は 、 半径約 1 m の 半 円形状

の貯蔵穴 が検出 さ れ た 。 深 さ 23cmで一部 ベ、 ン ガ ラ が

散布 し て い た 。 ま た貯蔵穴の北側 2 箇所 に貯蔵穴 を

切 る よ う な 形で、 楕円形 と 円形の柱穴状の 穴 が あ っ

た 。 深 さ は32�40cmで あ る 。 入 口 の施設 に伴 う も の

で あ ろ う か 。 住居跡 の 中 央部 に は硬化面 が広 が り 、

2 つ の 土坑 と 二箇所で焼 け た部分 がみ ら れ た 。

出土土器 は 、 小破片 や細片 が多 か っ た 。 石器では

磨製石鎌 1 点 ( 1 250) 、 砥石 1 点 ( 1 258) 、 磨石 1 点

( 1 270) 、 台石 2 点 ( 1 285 ・ 1 286) が出土 し た 。 こ

の う ち 、 台 石 の l 点 は 床 直上 に あ っ た 。 鉄器 では鉄

鉱 2 点 (1 337 ・ 1 343) 、 錨 2 点 ( 1 358 ・ 1 365) 、 扇平

鉄片 3 点 (1 3 1 4-1 3 1 5) 、 棒状鉄片 1 点 ( 1 440) 、 不

明 鉄器 1 点 (1 380) 、 鉄j宰 5 点 (1 447- 1 45 1 ) が出

土 し た 。 こ の よ う に 、 か な り 鉄製 品 が多 い住居跡で

あ る 。

[土器] (第292図 1 1 79-1 1 84) 

、、 ， I ， ， 
1 1 79 

一寸

聾形土器 (1 1 79-1 1 84) を 図示 し た 。 1 1 79 は 、 口

縁部 か ら 胴部上半部 に か け て の 資料 で あ る 。 器面調

整 は 、 内外面 と も に ハ ケ 目 調整で あ る 。 1 1 80 は 、 口

縁部 か ら 肩部 に か け て の 資料 で あ る 。 口 縁端部 に つ

ま み 上 げ を も ち 、 内 外面 に ハ ケ 目 が観察 で き る 。

1 1 81 - 1 1 84 は 、 聾形土器の脚台 で あ る 。 と も に 低 い

脚台で、 脚台の 天井部付近 に 砂つ ぶ が観察 で き る 。

1 1 82 は 屈 曲部 か ら ほ ぼ直線的 に裾部 に い た る 。 天井

部 は ほ ぼ水平 でト、 表面 の 一部 に ハ ケ 目 を 残す 。 1 1 83

は 、 ゆ る や か な 屈 曲部 を も ち 、 裾部 でやや外反 す る 。

天井部 は 下 に 凸 を 呈 し 、 内外面 に ナ デ調 整 がみ ら れ

る 。 1 1 84 は 、 屈 曲部 か ら や や外反 し つ つ裾部 に い た

る 。 外面 に ハ ケ 目 を 残す 。

24号住居跡 (第293図)

こ の住居跡は 、 3 つ の遺構 と の切 り 合 い がみ ら れ

た 。 西壁 を 23号住居跡 に 切 ら れ 、 南側 で26号住居跡

と 5 号円形周溝 を 切 っ た 状態 で検 出 さ れ た 。 平面形

態は 長方形で、 計測可能 な 部分 で、 の 南北軸は5 . 14m 、

ふ�\， ，\'♂ 
""明、 守�川1\\ �\\ \\\作句Y

， ， 
1 1 80 

、、

「ト--F
1 1 82 

1 1 81  

、、

。 1 0cm 
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第 W 21 池田 - 古図i立跡の調査 と 成 果

東西軸4 . 50m 以上 を 測 る 。 ほ ぽ 中 規模の住居跡 と い れ る 。

え る 。 壁高 は 、 1 8cm で あ る 。 炉 は 、 住居跡中央部 よ 出土土 器 は 、 図化 に 耐 え う る わ ずか な 例 を 除 け ば、

り も 南 に 90cm ほ ど ず れ て 設 け ら れ て い た 。 平面形態 ほ と ん ど が破片や細片 で あ る 。 石 器 で は 、 磨 石 が 1

は 、 直径74cm の P l形 を 呈 し 、 深 さ 14cm で、 あ っ た 。 炉 点 ( 1 271 ) 出 土 し て い る 。 鉄器 で は 鉄鉱 1 点 (1 41 8) 、

の北側 の 大 き な 土 坑 は 、 後 の 撹乱 と 思 わ れ る 。 柱穴 環頭刀子 l 点( 1 346) 、 銘 1 点(1 356) 、 手鎌 2 点 ( 1 374 ・

は 4 本柱 と 思 わ れ 、 東 壁 の 両 IIIU; か ら 2 m 前後 の 位 置 1 375) が出土 し た 。

に 2 本 、 そ の 東 西 軸 上 で2 . 80 m の 聞 を お い て 2 本穿 [土器1 (第293図 1 1 85�1 1 87) 

た れ て い た 。 た だ 他 の 3 本 に 比 べ て 南東の柱穴 は 小 壷 形 土 器 ( 1 1 85 ・ 1 1 86) 、 鉢形 土 器 ( 1 1 87) を 図

さ く 浅 く て 、 や や 見 劣 り す る 。 ベ ッ ド状遺構は み ら 示 し た 。 1 1 85 は 、 査形土 器 の 肩部 の み の 資 料 で あ る 。

れ な か っ た 。 炉 と 南壁の ほ ぼ中 間 に 、 直径38cm の柱 肩 部 に は連j嘉文 が施 さ れ て い た 。 1 1 86 は 、 頚部 か ら

穴状の 穴 が検出 さ れ た 。 出 入 口 に 関 す る 迫構 と 思 わ 肩音1\ に か け て で あ る 。 肩 音1\ に は 箆状工具 に よ る 刺突
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弥生時代後期 の遺構 と 遺物第 l 節

1 . 50m ほ どず ら し て 設 け ら れ て い た 。 平面形態 は 、文 がみ ら れ る 。 1 1 87 は 、 底部 を 欠 き 屈 曲 口 縁 を も っ

l . 07m XO . 70m の 楕円形 を 呈す る 。 深 さ は 1 5cmで、鉢形土 器 で あ る 。 半 円球状の 胴部 か ら 屈 曲部 で 「 く 」

底面 に灰 と 炭化物の 混 じ っ た 土 層 が確認で き た 。 柱口 縁部 に い た る 。 内外面 と も にの 字 に や や外反 し 、

穴は 4 本 で あ る 。 特異 な 点 は 、 東側 の 二 本 の 柱穴 かハ ケ 目 がみ ら れ る 。

ら 土器 が出土 し た こ と で あ る 。 特 に 、 南東側 の柱穴25号住居跡 (第294 ・ 295図)

か ら は 、 ほ ぽ完形 に 近 い 鉢形土器が出土 し た 。 柱の南側 の 壁 の 一部 を 、 23号住居跡 に切 ら れ た 状態で

抜 き 取 り 後、 意図的 に 納め ら れ た も の で あ ろ う か 。検出 さ れ た 。 平面形態 は 長方形 で あ る 。 計測可能 な

伺 ら か の儀式 に 伴 う も の と 考 え ら れ る 。 ベ ッ ド状遺部分 で南北軸5 . 88m 以上、 東西軸7 . 63m を 測 る 。 壁

構 は 、 北壁 ぎ わ に4 . 20m X l . 50m の 長方形 を 呈 す る

⑥ E r1 
高 は 、 28cmで、 あ る 。 炉 は 、 住居跡の 中央部 か ら 南へ
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第 VJ 章 池田 ・ 古図i立跡の調査 と 成 果

も の と 、 東壁 ぎ わ に 1 . 70m X 1 . 50m の ほ ぼ正方形 を 出 土 土 器 は ほ ぼ完形の も の の 他 、 破 片 や細片 が出

呈す る も の がみ ら れ た 。 そ れ ぞ れ の 床 面 と の 比高 は 、 土 し た 。 石 器 で は 砥石 1 点 ( 1 259) が出 土 し た 。 鉄

8 cm、 l l cm を 測 っ た 。 ま た 、 長 方 形 の べ y ド状遺構 器 で は 鉄鍛 5 点 ( 1 293 ・ 1 3 1 3 . 1 320 ・ 1 323 . 1 338) 河

東 附 の 一 部 に 、 ベ ン ガ ラ が散布 し て い た 。 南壁は23 茎刀 子 l 点 ( 1 348) 、 錨 2 点 ( 1 359 ・ 1 362) 、 扇 平 鉄

号住居跡 に 切 ら れ て い る が、 炉 と 南壁の 聞 に 貯蔵穴 片 1 2点 (l41 6 � 1 427) 、 棒状鉄片 1 点 (1 441 ) 、 鉄浮

と 忠 わ れ る 土坑の一部 がみ ら れ た 。 住居跡の 中央部 l 点 ( 1 452) が出 土 し た 。

に は 硬 化 面 が広 が り 、 壁 ぎ わ に は 全 周 に め ぐ る 測溝 [土器1 (第295図 1 1 88�1 1 95) 

が検出 で き た 。 多 く の住居跡で測j訟 がみ ら れ る た め 、 壷形土器 ( 1 1 88 ・ 1 1 89) 、 鉢形土 器 ( 1 1 90) 、 高杯

西壁の一部 で断面 を 観察 し て み た と こ ろ 、 l幅約 4 cm、 形 土 器 ( 1 1 9 1 � 1 1 93) 、 斐 形 土 器 ( 1 1 94 ・ 1 1 95) を

深 さ 22cmの矢板状の痕跡 が確認で き た 。 ま た 、 地山 図示 し た 。 1 1 88 は 、 ベ ン ガ ラ が塗 ら れ た 小型 の 査形

を 掘 り 込み 矢板 を う っ た 後 、 矢板 を 固定 す る た め に 土 器 で あ る 。 口 縁形態 は 素 口 縁 で 、 や や 胴張 り ぎみ

土 が張 り 付 け ら れ た よ う な 形跡 も み ら れ た 。 の 胴音1\ を も っ 。 I!阿部 中 位 よ り や や 上 に 最大 径 が あ る 。
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第 1 節 弥生時代後期 の 遺構 と 遺物

肩部 に は 、 櫛描 き に よ る 連簾文 がみ ら れ 、 口縁部 と

胴部 に は 、 ミ ガ キ と ハ ケ 目 がみ ら れ る 。 内面 に は ハ

ケ 目 を残す。 1 1 89 は 、 壷形土器 の 口 縁部 の み の 資料

で あ る 。 複合口 縁で、 そ の 上端部 と 下端部 に 刻 み が

観察 で き る 。 内外面 と も に ナ デ調整で あ る 。 1 1 90 は 、

完形 に ち か い 鉢形土器 で あ る 。 屈 曲 口 縁で、 ほ ぽ球

状の胴部 を も っ。 胴部表 面 に は 、 タ タ キ と ハ ケ 目 調

整の あ と 上方 向 の 削 り が施 さ れ て い る 。 内面 は ナ デ

調整で一部ハ ケ 目 を 残 す 。 1 1 9 1 は 、 高杯形土器の杯

部 で あ る 。 や や 丸み を も っ た 胴部 か ら 屈 曲 し て 口縁

を な す 器形 を と っ て い る 。 器面調整は ハ ケ 目 調整で、

内面 に は 暗文 がみ ら れ る 。 1 1 92 は 、 杯部 の下端部 か

ら 柱状部 に か け て の 資 料 で あ る 。 透 か し は 、 3 孔で

あ る 。 柱状部表面 と 杯部底面 に は ミ ガ キ と 暗文 がみ

ら れ 、 柱状部内面 に は ナ デ調 整 がみ ら れ る 。 1 1 93 は 、

杯部 と 脚台部 の接合部 で あ る 。 杯部底面 に は ミ ガキ

が観察 で き 、 器面調整は ナ デ調 整 で あ る 。 1 1 94 は 、

口 縁部 か ら 肩部 に か け て の 資 料 で あ る 。 胴部最大径

付近 か ら や や 内 湾 し つ つ屈 曲部 に い た り 、 やや強 く

外反す る 。 内外面 と も に ナ デ調整で あ る 。 1 1 95 は 、

聾形土器の脚台の み の 資料 で あ る 。 内外面 と も に ナ

デ調 整で、 外面 の 一部 に ハ ケ 目 を残す。

26号住居跡 (第296図〉

27号住居跡の廃棄後、 そ の上 に 作 ら れ た よ う で あ

り 、 北西 の 壁 ぎ わ は 24号住居跡 に切 ら れ た状態 で検

出 さ れ た 。 平面形態 は 長方形で、 南北軸5 . 30m 、 東

西軸6 . 05m を 測 る 。 壁高 は 、 20cmで、 あ る 。 炉は 、 住

居跡の 中央部 か ら 南へ 1 . 20m ほ どず れ て 設 け ら れ て

い た 。 平面形態 は 、 直径約90cmの 不 整 な 円形 を 呈す

る 。 深 さ は 1 8cmで、 炉内 に は 炭化物や焼土の上 (炉

底 よ り 4 cm lf. ど上) に や や ま と ま っ た 状態で土器が

検 出 さ れ た 。 柱穴 は 4 本 で、 そ れ ぞ れ の 四 隅 か ら

1 . 60m � 1 . 80m の 所 に 穿 た れ て い る 。 ベ ッ ド状遺構

は 、 北側 及 び 東側 の 壁 ぎ わ に か け て 、 r L J 字形 に

検 出 で き た 。 床面 と の 比 高 は 約 7 cmで、 あ る 。 こ の r L J

字 の延長線 は 、 27号住居跡の 輪郭 に ほ ぼ一致す る 。

こ の こ と か ら 、 始 め か ら ベ ッ ド状遺構 を 作 り だ し た

の では な く 、 張 り 床 し て住 む う ち に 沈下 し た の で は

な い か と 考 え れ ら れ る 。 南壁の 中央部 に は 、 半径 1 m

の 半 円形状で深 さ 24cmの貯蔵穴 がみ ら れ る 。 硬化面

396 

は炉の東側 と 西側 、 さ ら に ベ ッ ド状遺構の一部 に検

出 さ れ た 。 北壁、 東壁 ぎ わ に は 測溝 がめ ぐ っ て い た 。

出土土 器 は 、 ほ と ん ど が破片や細片 で あ っ た 。 石

器、 鉄器 は 出 土 し て い な い 。

[土器1 (第296図 1 1 96-1 20 1 )  

査形土器 (1 1 96 ・ 1 1 97) 、 鉢形土器 (1 1 98) 、 童形

土器 (1 1 99-1 200) を 図示 し た 。 1 1 96 ・ 1 1 97 は 、 査

形土器の 口 縁部 の み の 資料で、 口 縁形態は と も に複

合口縁で あ る 。 1 1 96 は 、 内外面 と も に ナ デ調整で外

面 の 一部 に ハ ケ 目 を 残す。 1 1 97 は 、 表面 に 黒塗 り の

可能性 が あ る 。 器面調整は ナ デ調整で内 面 の 一部 に

ハ ケ 目 を 残す 。 1 1 98 は 、 鉢形土器 の 胴部下半部 を 欠

く 資料 で あ る 。 屈 曲 口 縁で、 内外面 に ハ ケ 目 を 残す。

1 1 99 は 、 胴部 と 脚台部 の接合音[1 の 資料で、 脚台の天

井部 は や や凸 を 呈す る 。 内外面 と も に ナ デ調整で あ

る 。 1 200 は 、 脚台上部 の み の 資料で、 こ れ も ま た 天

井部 でやや凸 を 呈 す る 。 器面調整は 、 ナ デ調整で外

面 に ハ ケ 目 を 残す。 1 20 1 は 、 脚台上端 よ り 上 を 欠 く

資料であ る 。 高 い脚台で、 上位 よ り ほ ぼ直線的 に裾

部 に い た る 。 ナ デ調整で、 外面 の 一部 に ハ ケ 目 を 残

す 。

27号住居跡 (第297図〉

26号住居跡の 下 に あ る 住居跡で あ り 、 西 隅 で 5 号

円形周溝遺構 を 切 っ た 状態 で検出 さ れ た 。 平面形態

は 長方形で、 南北軸4 . 98m 、 東西軸6 . 20m を 測 る 。

壁高 は 、 46cmで、 あ る 。 炉 は 、 住居跡の 中央部 よ り も

南へ80cmほ どず ら し て 設 け ら れ て い た 。 平面形態は 、

78cmX 66cmの楕円形 を 呈 し 、 深 さ 22cmで あ っ た 。 ま

た 炉の 周 囲 に は 、 わ ず か な 盛 り 上 が り がみ ら れ た 。

柱穴 は 4 本で、 住居跡の 四隅 か ら 2 . 1 0m �2 . 20m ほ

ど離 し て 穿 た れ て い た 。 ま た 、 住居跡の 中央 よ り や

や北 に 26号住居跡の柱穴 も 確認で き た 。 ベ ッ ド状遺

構は住居跡西隅 に あ り 、 1 . 90m X 1 m の 長方形 を 呈

す。 床面 と の 比 高 は 9 cmで、 あ る 。 こ の他 に も 、 北隅

に やや高 ま っ た 部 分 がみ ら れ 、 ベ ッ ド状遺構の 存在

の 可能性 が高 い 。 南壁の 中央部 に は 、 半楕円形の貯

蔵穴 がみ ら れ た 。 そ の北側 に は 、 3 つ の小 さ な 柱穴

状の穴 が あ り 、 そ の う ち の 2 つ は貯蔵穴 を 切 る か た

ち で検出 さ れ た 。 入 口施設 の 支 え 柱 か も し れ な い 。

硬化面 は住居跡 中央部 を 中 心 に 広 く 確認で き た 。 た
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東西軸7 . 36m を 測 る 。 壁高 は 、 45cm で、 あ る 。 炉 は 、そ の 一部 が中 央付近 で 長 方形 に 切 ら れ て い た 。だ 、

住居跡の 中 央部 よ り 南ヘ 1 . 30 m ほ ど ず ら し て 設 け らこ れ は 26号住居跡の 壁 ぎ わ に あ た り 、 住 居 を 作 る 時

れ て い た 。 平 面形態 は 、 直径約90cmの 不 整 な 円 形 をに 掘 り 込 ん だ も の と 推定 さ れ る 。 測j誌 は 全 周 で は な

呈 し 、 深 さ 28cmで、 あ る 。柱穴は 4 本 で 、 四隅 か ら 2 . 70mい が検 出 さ れ 、 東隅西隅 に は 浅い 土坑がみ ら れ た 。

�2 . 90m の 聞 を お い て 穿 た れ て い た 。 ベ ッ ド状遺構出 土 土 器 は 、 ほ と ん ど が破 片 や細片 で あ り 、 図化

2 箇所 に そ の痕跡 ら し き も の が認 め ら れ た 。 比は 、に 耐 え う る も の は 少 な し ミ 。 石 器 は �.I\� く 、 鉄器 で は 鉄

高 は 3 cm前 後 を 測 っ た が、 存 在 し た と し て も 貼 り つ鍛 l 点 ( 1 331 ) 、 棒状鉄片 l 点 ( 1 428) が出土 し た 。

け て 作 ら れ た も の と 思 わ れ 、 明確 に 検 出 で き な か っ1 202) [土器1 (第297図

た 。 炉の南側 に は 、 ほ ぽ隣接す る よ う に 貯蔵穴 と 思1 点 の み を 図示 し た 。 1 202 は 、整 形 土 器 ( 1 202)

わ れ る 土坑の 一 部 が検 出 で き た 。 貯蔵穴 の 北側 に は口縁部 か ら 肩 部 に か け て の 資 料で あ る 。 器面調整は

2 つ の 柱穴状の 穴 が在 り 、 西 側 の も の は 炉 と 貯蔵穴口 縁部 に は ナ デ調 整 が内 外面 と も に ハ ケ 自 調整 で 、

を 切 り 、 東 側 の も の は 貯蔵穴 を 切 っ た 状態 で検 出 さみ ら れ る 。

れ た 。 硬化面 は 、 住居跡中央部 を 中 心 に 広 く 形成 さ28号住居跡 (第298 ・ 299図)

れ て い た 。 測溝 は 、 tltl'全周 に み ら れ た 。調 査 E 区 の 南西隅 に 位置す る 、 大型 の住居跡 で あ

出 土 土 器 は 多 か っ た が、 ほ と ん ど が破片や細片でる 。 住居跡南西部 は 調査区外 で あ り 、 東 側 で 5 号 円

あ っ た 。 石 器 で は 砥石 2 点 ( 1 260 ・ 1 261 ) 、 磨 石 l 点形周溝遺構 を 切 っ た 状態で検出 さ れ た 。 そ の 全容は

( 1 273) が出土 し た 。 鉄器 では 主失動員 3 点 ( 1 296 ・ 1 324 ・

1 334) 、 鉄鎌( 1 367) 、 手鎌( 1 368) 、 不 明 鉄器 l 点 ( 1 379) 、

明 ら か で な い が、 平 面 形態 は 胴張 り の 正 方形 と 推定

さ れ る 。 計 測可 能 な 場所 で の 数値 は 、 南北îlîllJ6 . 44m 、

、、も

J ノ

1 205 \ 1 206 20cm 1 0 。

1 208 

ノ 「、 1210
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偏平鉄片 2 点 (1 430 ・ 1 43 1 ) が出土 し た 。

[土器] (第299図 1 203- 1 21 0) 

査形土 器 (1 203 ・ 1 204) 、 高均二形土器 (1 205) 、 聾

形土器 (1 206-1 21 0) を 図示 し た 。 1 203 は 、 壷形土

器の 口 縁部 の み の 資料 で あ る 。 器面調整は ナ デ調整

で、 内外面 の 一部 に ハ ケ 目 を 残 す 。 1 204 は 、 肩部の

み の 資料で あ り 拓本 で示 し た 。 肩部 に 櫛描 き に よ る

連簾文 が観察 で き る 。 1 205 は 、 高杯形土器の柱状音1I

上部 で あ る 。 外面 に は ミ ガ キ が、 内 面 に は ナ デ調整

がみ ら れ る 。 1 206 ・ 1 208 は 、 菱形土器の胴部 中位 よ

り 下 を 欠 く 資料で あ り 、 と も に あ ま り 張 ら な い 胴部

を も っ 。 1 206 の 胴部 の 器面調整はハ ケ 目 調整で、 口

縁部内外面 に は ナ デ調 整 がみ ら れ る 。 1 208 は 、 屈 曲

部 でやや強 く 外反 し 口 縁端部 に い た る 。 表面 に タ タ

キ を の こ し 、 胴 部 内 面 に は ハ ケ 目 が観察 で き る 。

1 207 ・ 1 209 は 、 口 縁部 か ら 肩部 に か け て の 資料で、

と も に 外湾 ぎみ の 口縁部 を も っ 。 1 207 は 、 全体的 に

ハ ケ 目 調整で、 口 縁端部 に は ナ デ調 整 がみ ら れ る 。

1 209 は 、 胴部表面 に わ ず か に タ タ キ がみ ら れ 、 胴部

内面 に は ハ ケ 目 を 残 す 。 1 21 0 は 、 聾形土器の脚台部

の み の 資料で、 脚台 中位 か ら や や外反 し て裾部 に い

た る 低 い 脚台 で あ る 。 器面調整は ナ デ調整で、 外面

の一部 に ハ ケ 目 を 残 す 。

29号住居跡 (第300-302図)

大型の住居跡 で平面形態は 歪 ん だ 正方形 を 呈 し 、

南北軸7 . 77m 、 東西軸7 . 88m を 測 る 。 壁高 は 、 35cm

であ る 。 炉は 、 住居跡中央部 か ら 南へ 1 . 40m ほ どず

ら し て 設 け ら れ て い た 。 平面形態は 直径約 1 m の 不

整 な 円形 を 呈 し 、 深 さ 32cmで、 あ る 。 炉の周囲 に は 、

わ ずか な 盛 り 上 が り がみ れ る 。 炉の確認面 よ り 約20cm

ほ ど上 に 焼土 がみ ら れ た が、 炉 と は 直接関係 な い と

思 わ れ る 。 柱穴 は 7 本検出 さ れ た 。 こ の住居跡 に 明

確 に 伴 う と 思 わ れ る の は 4 本 で あ る 。 西隅、 北隅 か

ら 約2 . 60m 離れ た場所 に 2 本穿 た れ、 そ れ ぞれは東西

軸上 で約3 . 70m の 距離 を お い て 穿 た れ て い た 。 北側

の 2 本 の柱穴の 内側 に は 、 さ ら に 2 本 の柱穴 が検出

さ れ た 。 こ の う ち の 西側 の l 本 では あ る 程度 ま と ま

っ た 状態 で土 器 が出 土 し た 。 ま た 炉内部 に は 、 南隅

の住穴 と ほ ぼ同 じ 深 さ の 、 柱穴状 の 穴 が存在 し た 。

こ れ ら の こ と は 、 こ の住居跡 の建 て か え や切 り 合 い

40 1 
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の可能性 を 示唆す る も の で あ る が、 明確 に確認は で

き な か っ た 。 ベ ッ ド状遺構は 、 北隅 と 西隅 の 2 箇所

で検出 さ れ た 。 と も に 長方形 を 呈 し 、 床 面 と の 比 高

は そ れ ぞれ l l cm、 1 3cm を 測 る 。 南壁の 中 央部 に は 、

半径1 . 25m の 半 円 形状の貯蔵穴 が検出 さ れ た 。 貯蔵

穴の北の縁辺 に は 、 貯蔵穴 を切 る よ う な 小柱穴一対

がみ ら れ た 。 さ ら に そ れ を 切 る よ う な 小 さ な 柱穴状

の穴 も み ら れ た 。 入 口 の 付帯施設 と 考 え ら れ る 。 こ

れ も ま た 、 建て か え や切 り 合 い の 可能性 を 示す も の

で あ ろ う か 。 住居跡 の 中 央付近 に は硬化面 を 掘 り 込

む 3 つ の土坑 が検出 さ れ た が、 と も に住居跡 に 伴 う

も の では な い 。 北隅 の ベ ッ ド状遺構の裾部付近 に は 、

ベ ン ガ ラ が散布 し 炭化物 も み ら れ た 。 東 隅 、 南隅 に

は浅い土坑がみ ら れ た 。 ま た 、 全周 で は な い が測溝

も 検出 さ れ た 。

出土土 器 は か な り 多 量 に の ぼ り 、 ま と ま っ て の 出

土 も 多 か っ た 。 土製 品 では 、 紡錘車 3 点 ( 1 453-1 455)

が出 土 し た 。 石 器 で は 、 砥石 1 点 ( 1 263) 、 台石 l

点 ( 1 287) が出土 し た 。 こ の 台石 は 、 東壁 ぎ わ で、25cm

ほ ど 浮 い た 状 態 で 出 土 し た 。 鉄器 で は 、 鉄鍛 5 点

(1 292 ・ 1 294 ・ 1 30 1 ・ 1 305 ・ 1 3 1 4) 、 手鎌 1 点 (1 369) 、

扇平鉄片 5 点 (1 432-1 436) が出 土 し た 。

[土器] (第30 1 図 1 21 1 -第302図 1 226) 

壷形土器 (1 21 1 -1 21 8) 、 高杯形土器 (1 2 1 9 ・ 1 220) 、

整形土器 (1 22 1 - 1 226) を 図示 し た 。 1 2 1 1 ・ 1 2 1 2 は 、

ほ ぼ完形の 童形土 器 で あ る 。 1 21 1 は 、 や や尖 っ た 丸

底 か ら 胴部中位で最大径 を も ち 、 頚部 で内傾 ぎみ に

屈 曲 し 立 ち 上 が る 。 そ れ か ら 、 さ ら に や や 強 く 外反

し 口 縁端部 に い た る 。 胴部表 面 に は タ タ キ と ハ ケ 目

を残 し 、 内 面 に は ハ ケ 目 が観察 さ れ る 。 1 21 2 は 、 や

や不安定 な 平底 の 厚 い底部 か ら 胴部 中位 よ り や や上

で最大径 を も ち 、 頚部 で外傾 し て 立 ち 上 が る 。 さ ら

に 口 縁端部 でや や外反 す る 。 器面 に は タ タ キ と ハ ケ

目 を 残 し 、 内 面 に は 荒 い ナ デ調 整がみ ら れ る 。 1 21 3

は 、 口 縁部 の み の 資料 で あ る 。 全体的 に ナ デ調整で、

外面 の一部 に ハ ケ 目 を 残 す 。 1 21 4 . 1 21 5 は 、 口 縁部

か ら 頚部 に か け て の 資 料 で あ り 、 と も に 複合口縁で

あ る 。 1 21 4 は 、 頚部上端 に 櫛描 き に よ る 平行 文 がみ

ら れ る 。 器面調整は 、 内外面 と も に ナ デ調 整 で あ る 。

1 21 5 は 、 頚部 か ら ゆ る や か に 立 ち 上 が り 、 口 縁下端
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第 1 節 弥生時代後期 の遺構 と 遺物
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部 で逆 「 く 」 の字 に 屈 曲 し 口 縁端部 に い た る 。 口縁

下端部 に は 刻 み がみ ら れ 、 内外面 の 一部 に は ハ ケ 目

を 残 す 。 1 2 1 6- 1 21 8 は 、 壷形土器の 肩部 の み の 資料

で あ り 、 拓本 で示 し た 。 1 21 6 に は 、 櫛描 き に よ る 平

行文 と 流水 文 が観察 さ れ た 。 1 21 7 ・ 1 21 8 に は 、 流水

文 がみ ら れ る 。 1 21 9 は 、 高杯形土器の杯部 の 口縁部

か ら 屈 曲部 に か け て の 資 料 で あ る 。 屈 曲部 で し ゃ く

れ 上 が っ て 有段 を な し 、 そ の ま ま 外反 ぎみ に の び て

口 縁端部へ い た る 。 全体的 に ナ デ調整 がみ ら れ る 。

1 220 は 、 住居跡 に 伴 う も の で は な く 、 後世の掘 り 込

み か ら 出土 し た も の で あ る 。 杯部 の 口縁部 を 欠 く 資

料で、 高 い 脚台 か ら 届平 な 半球形状の胴部 に い た り 、

屈 曲部 で強 く 外反 す る 。 胴部内 面 は 剥落 し て 調整は

不 明 で、 あ る が、 全体的 に ナ デ調整で内外面 の一部 に

ハ ケ 目 を 残す 。 1 22 1 は 、 整形土器の胴部下半部 を 欠

く 資料 で あ る 。 胴部 は あ ま り 張 ら ず、 内外面 と も に

ハ ケ 目 調整 がみ ら れ る 。 1 222 ・ 1 223 は 、 口 縁部 か ら

肩部 に か け て の 資料で あ る 。 1 222 は 、 肩部 か ら や や

ゆ る や か に 「 く 」 の 字 に 屈 曲 し 、 口縁部 に い た る 。

内外 面 と も に ナ デ調 整 で、 一部 に ハ ケ 目 を 残 す。

1 223 は 、 屈 曲部 でやや強 く 外反 し 、 ほ ぼ直線的 に 口

縁端部 に い た る 。 器面調整は ナ デ調整で、 内 面 の 一

部 に ハ ケ 目 を 残す。 1 224 は 、 費形土器の脚台部 で あ

る 。 高 い 脚台で、 接合部 か ら ほ ぼ直線的 に の び裾部

でやや外反 す る 。 全体的 に ナ デ調整で、 内外面 に ハ

ケ 目 を残す。 1 225 は 、 底部 を 欠 く 小型の斐形土器で

あ る 。 尖底 と 推定 さ れ る 底部 か ら 、 胴部上位 に 最大

径 が あ る 砲弾状の 胴部 を も っ。 さ ら に 頚部 で外湾 ぎ

み に 屈 曲 し て 、 口 縁端部 に い た る 。 表面 に は ハ ケ 目

調整 と ナ デ調整がみ ら れ、 内 面 に は ハ ケ 目 調整が施

さ れ て い た 。 1 1 26 も 、 底部 を 欠 く 聾形土器 で あ る 。

丸底 と 推定 さ れ る 厚 い 底部 か ら 曲線的 に立 ち 上 が り 、

胴部 中佐 よ り や や上 で最大径 を も っ 。 さ ら に 頚部 で

ほ ぼ直線的 に 屈 曲 し て 、 口 縁部 に い た る 。 表面 に は

タ タ キ と ハ ケ 目 を 残 し 、 内 面 の 一部 に も ハ ケ 目 が観

察 さ れ る 。

30号住居跡 (第303 ・ 304図)

30号住居跡 は31号住居跡 を 切 っ た状態 で検出 さ れ

た 。 ま た 、 30号住居跡 の 南隅 は 調査区外 で そ の 全容

は 明 ら か では な い 。 平面形態 は 、 歪 ん だ長方形 と 推
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定 さ れ、 南北軸3 . 50m 、 東西軸4 . 57m を 測 る 。 壁高

は 、 残 り の 良 好 な 部 分 で、48cmで、 あ る 。 炉 は 、 住居跡

中央部 よ り 南へ50cm ほ どずれ た 場所 に 設 け ら れ て い

た 。 平面形態 は 、 直径約70cmの 円形 を 呈 す る 。 深 さ

は21cmで、 炉内 に は灰 や炭化物 は検出 で き な か っ た

が、 焼土 の 粒子 がみ ら れ た 。 炉の 周 囲 に は 、 わ ず か

な 盛 り 上 が り が あ っ た 。 柱穴は 2 本 で、 そ の 東西軸

上 で2 . 35m の 聞 を お い て 穿 た れ て い た 。 ベ ッ ド状遺

構は、 長方形 を 呈す る も の が東隅西隅 の 2 箇所で検

出 さ れ た 。 床面 と の 比高 は 、 と も に 7 cm前後 を 測 る 。

炉 と 南東壁 と の 聞 に 、 一対の柱穴状の穴 が検 出 さ れ

た 。 壁か ら やや離 れ た と こ ろ に あ る が、 入 口施設の

支 え 柱 か も し れ な い 。 硬化面 は 、 住居跡の 中 央部 と

東隅 の ベ ッ ド状遺構上 に 広 が っ て い た 。 壁 ぎ わ に は 、

全周 に 測溝 がめ ぐ り 、 用途不明 の 土坑 も み ら れ た 。

そ の う ち 直径 8 � 1 5cmの 小 さ い 柱穴状の穴 は 、 壁板

を 支 え る た め の も の と も 推定 で き る 。

出土土器 は 、 あ ま り 多 く な か っ た が、 ほ ぽ完形 に

接合で き そ う な 童形土器 が北東壁 ぎ わ の ベ ッ ド 直上

に寝 か さ れ た 状態 で出 土 し た 。 石 器 は 無 く 、 鉄器で

は 、 鉄鉱 1 点 ( 1 302) が出土 し た 。

[土器1 (第304図 1 23 1 ) 

聾形土器 l 点 ( 1 23 1 ) を 図示 し た 。 1 23 1 は 、 前述

の床直上で出土 し た 脚 台 の 一部 を 欠 く 斐形土器 で あ

る 。 やや外湾 ぎみ の 口 縁部 か ら 、 頚部 で屈 曲 し ほ ぽ

中位 に 最大径 を も っ卵 型 の 胴部 に い た る 。 脚 台 の 天

井部 は 水平 で、 あ る 。 胴部上半部の 表面 に は タ タ キ と

ハ ケ 目 を 残 し 、 内面 に は わ ずか に ハ ケ 目 が残 る 。 ま

た 、 胴部 中位 に は 黒斑 がみ ら れ煤 も 付 い て い た 。

31 号住居跡 (第303図 1 227-第304図 1 230) 

3 1号住居跡は 、 大部分 を 30号住居跡 に 切 ら れ た 状

態で検出 さ れ 、 内部施設 は ほ と ん ど わ か ら な い 。 平

面形態は長方形 と 推定 で き 、 計測可能 な 場所で南北

軸4 . 25m 、 東西軸5 . 70m を 測 る 。 壁高 は 、 27cm前後

であ る 。 炉 は 、 確認で き な か っ た 。 柱穴 も 明確 に は

確認で き な か っ た が、 北隅 か ら 1 . 70m の場所 に 1 本

だ け 柱穴 と も 考 え ら れ る 穴 を 検出 し た 。 ベ ッ ド状遺

構は 、 東壁 に 沿 う 長方形 を 呈 し 、 床 面 と の 比 高 は 9 cm 

を 測 る 。 ま た 、 東壁 ぎ わ に は 測溝 が あ り 、 30号住居

跡 と 同 じ よ う な 直径14� 7 cmの 小 さ い 柱穴状の 穴 も
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み ら れ た 。

出土土器 は 、 ほ と ん ど が破片 で あ っ た が、 接合で

き そ う な 資料 も 多 か っ た 。 石 器 で は 、 磨石 l 点( 1 274) 

が出土 し た 。 鉄器 は 出 土 し な か っ た 。

[土器] (第303図 1 227�第304図 1 230) 

斐形土器 (1 227�1 230) を 図示 し た 。 1 227 ・ 1 228

は 、 口 縁部 か ら 胴部 上位 に か け て の 資 料 で あ る 。

1 227 は 、 や や外湾す る 口縁部 を も ち 、 内 面 の 一部 に

ハ ケ 目 を残す 。 1 228 は 、 あ ま り 張 ら な い 胴部 か ら 、

頚部 でやや強 く 外反 し 口縁部 に い た る 。 器面調整は

ナ デ調整で、 内外面 の 一部 に ハ ケ 目 を残す。 1 229 は 、

口 縁部 か ら 肩部 に か け て の 資 料 で あ る 。 頚音11 で屈 曲

し ほ ぼ直線的 に の び る 口 縁部 を も っ 。 内外面 と も に

ナ デ調 整 で あ る 。 1 230 は 、 蓋形土器の脚台 を 欠 く 資

料 で あ る 。 ほ ぽ直線的 な 口 縁部 か ら 頚部 で屈 曲 し 、

胴部上位 で最大径 を と り 、 先 ぼ そ り の 胴部下位 に い

た る 。 胴部 内外面 は ハ ケ 目 調 整で、 口縁部内外面 に

は ナ デ調整が施 さ れ て い る 。

32号住居跡 (第305図)

調査 H 区 の ほ ぼ中央部 に位置 し 、 3 号 円形周溝遺

構 に 隣接す る 。 平面形態 は 、 長方形で、南�t軸5 . 34m 、

東西軸6 . 97m を 測 る 。 壁高 は 約32cm前後で、 あ る 。 炉

は 、 住居跡の 中央部 よ り も 南へ 1 . 30m ほ どず ら し て

設 け ら れ て い た 。 平面形態 は 、 1 m XO . 80m の 楕円

形 を 呈 し 、 凸状の 出 っ 張 り も み ら れ た 。深 さ は約20cm

あ り 、 炉内 で は 、 底 面 よ り 4 cm ほ ど浮い た状態 で台

石 が出土 し た 。 何 ら か の 際 に 、 捨 て ら れ た も の と 思

わ れ る 。 ま た 、 炉の周囲 に は 、 硬化 し た 6 � 4 cmの

盛 り 上 が り がみ ら れ た 。 柱穴 は 4 本検出 さ れ た 。 北

隅東隅 か ら 2 m 前後の場所 に 2 本穿 た れ 、 そ れ ぞれ

は 東 西軸上 で3 . 80m の 聞 を お い て 穿 た れ て い た 。 こ

の う ち 東側 の 柱穴内 か ら は 、 ほ ぽ完形の鉢形土器 が

出土 し た 。 柱 を 抜 き 取 る 時 に 、 儀式的 な 意味で納め

ら れ た も の で あ ろ う か。 ベ ッ ド状遺構 は 、 北 ・ 東 ・

西の 3 つ の 隅 に検出 さ れ た 。 そ れ ぞれ の 床面 と の 比

高 は 、 1 3cm、 1 6cm、 9 cm を 測 っ た 。 南壁中 央 よ り や

や西 に は 、 不整形 の 浅 い 掘 り 込 み がみ ら れ た 。 そ の

中 に は 、 一対の小住穴 が穿 た れ 、 縁辺で は さ ら に 小

さ い 柱穴状の穴 が 3 箇所で検出 さ れ た 。 入口施設 に

伴 う も の と 考 え ら れ る 。 住居跡中央部 に は硬化面 が
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広 が り 、 壁 ぎ わ に は 測溝 も み ら れ る 。

出土土器 は 、 完形 の 土 器 1 点 を 除 き ほ と ん ど が破

片 で あ っ た 。 石 器 で は 、 磨 石 1 点 ( 1 272) 、 台 石 1

点 ( 1 288) が出土 し た 。 鉄器で は 、 茎 万 子 ( 1 349) 、

偏平鉄片 ( 1 429) 、 棒状鉄片 ( 1 442) が出土 し た 。

[土器] (第305図 1 1 32�1 238) 

壷形土器 (1 232 ・ 1 233) 、 鉢形土 器 ( 1 234) 、 高杯

形土器 ( 1 235) 、 蓋形土器 ( 1 236 ・ 1 237) 、 祭杷 ( 1 238)

を 図示 し た 。 1 232 は 、 壷形土 器の 口 縁部 で あ る 。 複

合口 縁で、 全体的 に は ナ デ調整で内 面 の 一部 に ハ ケ

目 を 残す。 1 233 は 、 底部 の み の 資料で あ る 。 平底 を

な し 、 内外面 と も に ナ デ調整で内 面 の 一部 に ハ ケ 目

がみ ら れ る 。 1 234 は 、 柱穴 か ら 出 土 し た ほ ぽ完形の

鉢形土器 で あ る 。 や や 尖 り ぎみ の 底部 か ら 浅 く 扇 平

な 体部 を も っ 。 そ の 最大径 よ り 内湾 し 、 頚部 で さ ら

に外傾 し つ つ 立 ち 上 が る 。 器面調整は ナ デ調整 で、

口縁部 内 面 の 一部 に ハ ケ 日 を 残す 。 1 235 は 、 高杯形

土器の杯音11上半部 で あ る 。 中位部 よ り や や上 で、 弱

く し ゃ く れ上 が り 、 内 面 に は稜線 を 残 し そ の ま ま 外

反 ぎみ に の びて 、 丸 み を も っ端部 に い た る 。 器面調

整は 、 内外面 と も に ナ デ調整 を 施す 。 1 236は 、 口 縁

部 か ら 肩音11 に か け て の 資料 で あ る 。 全体的 に ナ デ調

整で、 内外面 の 一部 に ハ ケ 目 が観察 で き る 。 1 237 は 、

整形土器の脚台 の み の 資料 で あ る 。 低 い 脚 台 で 、 裾

部でやや外反 す る 。 表面 は ハ ケ 目 調 整で内面 は ナ デ

調整で あ る 。 1 238 は 、 祭杷 に 用 い ら れ た と 思 わ れ る

鍔付 き の小型丸底土器で、 底部 と 頚部 を 欠 く 資 料 で

あ る 。 廟 平 で浅 い 体部 に 鍔 が付 く 。 頚部 は 、 長頚 に

な る も の と 思 わ れ る 。 器面調 整 は 、 内外面 と も に ナ

デ調整で あ る 。

33号住居跡 (第306図)

調査 E 区 の東隅 に 位置 し 、 大部分 が調査区外 に か

か っ て い る た め 、 住居跡の 全 容 は 明 ら か で は な い 。

西壁の 両隅の様子や柱穴 の 住 置 な ど か ら 、 平 面形態

は長方形 を 呈す る の で は な い か と 推定 さ れ る 。 壁高

は 、 良 好 な 部分 で、約33cm を 測 る 。 炉 は 、 検 出 で き な

か っ た 。 柱穴 は 2 本 と 考 え ら れ る が、 北 西 隅 か ら

2 . 35m の場所 に 1 本 だ け確認 で き た 。 も う l 本 は 、

調査区外 に 隠 れ て い る も の と 思 わ れ る 。 ベ ッ ド状遺

構 は 、 西隅 に あ る 。 1 . 70m X 1 . 1 0m の 長 方形 を 呈 し 、
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床面 と の 比 高 は約lOcmで、 あ る 。 柱穴の北側 に は硬化

面 がみ ら れ 、 西側 に は ベ ン ガ ラ が散布 し て い た 。 壁

ぎ わ に は 測溝 がめ ぐ り 、 西壁 に は 2 箇所 で小柱穴 が

検出 で き た 。

出土土 器 は 、 図化 に 耐 え う る も の が少 な く 、 こ こ

では聾形土 器 を 1 例提示す る 。 石 器 は 無 く 、 鉄器 で

は 、 鉄鉱 1 点 (1 297) が出土 し た 。

[土器] (第306図 1 239) 

聾形土 器 ( 1 239) を 図示 し た 。 1 239は 、 脚台の接

合部 の 資料 で あ る 。 天井部 は 水平 で、 器面調整 は 内

外面 と も に ナ デ調整 カザ包 さ れ て い る 。

34号住居跡 (第307 ・ 308図)

調査 E 区最北部 に 住置す る 住居跡 で あ り 、 北側 は

調査区外で、 そ の 全容 は 明確 で な い 。 ま た 、 全体的

に 削平 がみ ら れ 、 特 に 東壁は崩 れ がひ ど く 確認 が難

し か っ た 。 平面形態 は 不 明 で、 あ る が、 計測可能 な 場

所で、南北軸3 . 68m 以上 、 東西軸6 . 30m を 測 る 。 壁高

は残 り の 良 好 な 場所で、 約21cmで、 あ る 。 柱穴 は 、 南

壁の 両 隅 よ り 約 3 m の 距離 を お い て 、 2 本穿 た れ て

い る の を確認 し た 。 し か し 、 4 本柱の 可能性 も 十分

残 さ れ る 。 炉 は 、 ほ ぼ 2 本 の 柱穴 を 結ぶ線上 に 設 け

ら れ て い た 。 平面形態は 、 直径90�80cmの 不 整 な 円

形 を 呈す る 。 深 さ は20cmで、 炉内 では灰 や炭化物 が

検出 さ れ た 。 ベ ッ ド状遺構 は 、 南壁の東隅 に確認で

き た が表面 に は 凹 凸 が多 く み ら れ 、 残 り は あ ま り 良

く な か っ た 。 床面 と の 比高 は 、 約 8 cmで、 あ る 。 炉 と

南壁の 聞 に は 、 不整形 な 掘 り 込 み がみ ら れ た 。 こ の

西側の 縁辺 は 崩 れ て 、 い びつ な 形 を 呈 し て い た 。 南

壁 と 西壁 に は 測溝 がめ ぐ っ て い る の を確認 し た 。 さ

ら に 西壁 ぎ わ に 小 さ く 浅い 土坑 がみ ら れ た 。 硬化面

は 炉 を 中 心 に 広 がっ て い た が、 硬化は 弱 か っ た 。

出土土器は 少 な か っ た が、 床直上で押 し 潰 さ れ た

よ う に な っ た 査形土器胴部 の 資料 も あ っ た 。 石器で

は 、 砥石 1 点 ( 1 262) 、 台石 l 点 ( 1 289) が出土 し た 。

鉄器は 、 出 土 し な か っ た 。

[土器] (第307図 1 240-第308図 1 248) 

査形土器 ( 1 240-1 244) 、 斐形土器 ( 1 245-1 248)

を 図示 し た 。 1 240 は 、 短頚 の 査形土器 の 口 縁部 か ら

肩部 に か け て の 資料 で あ る 。 や や 薄 い 肩部 か ら 頚部

でやや強 く 屈 曲 し 、 短 い 口 縁端部 に い た る 。 内外面

第 羽 章 池田 ・ 古園遺跡の調査 と 成果

に ベ ン ガ ラ が塗 ら れ 、 器面調整は ミ ガ キ が施 さ れ て

い た 。 1 242 ・ 1 243 は 、 長頚の査形土器の 口 縁部 で あ

る 。 1 242 に は 、 端部 に やや 弱 い つ ま み 上 げ が、 1 243

に は 、 やや強 い つ ま み 上 げ がみ ら れ る 。 ま た 、 と も

に 表面 がハ ケ 目 調整、 内 面 がナ デ調整で あ る 。 1 24 1

は 、 壷形土器の 口 縁部 か ら 胴部上位 に か け て の 資料

で あ る 。 つ ま み上 げの 口 縁端部 を も ち 、 肩部 に 三 角

の 凸帯 を め ぐ ら し 刻み を 施 す 。 器面調整は 、 ナ デ調

整で内外面 の一部 に ハ ケ 目 を 残 す 。 1 244は 、 査形土

器の胴部 の み の 資料 で あ る 。 胴部上住 と 、 中位 に 三

角形の刻み 目 凸帯 を め ぐ ら す。 外 面 は ナ デ調整 と ハ

ケ 目 調整で、 内 面 は て い ね い な ナ デ調 整 で あ る 。 な

お、 こ の 資料は 床直上 で出土 し た 。 1 246-1 248は 、

胴部上位 に最大径 を も っ聾形土器 で あ る 。 1 246 は 、

低 い 脚台 か ら 胴張' り の 胴部 に い た り 、 頚部 で屈 曲 し 、

やや内湾 ぎみ の 口縁部 を も っ。 全体的 に ナ デ調整で、

外面 の一部 に ハ ケ 目 を 残 す 。 1 247 は 、 低 い 脚台 か ら

あ ま り 張 ら な い 胴部 に い た り 、 口 縁部 は ほ ぼ直線的

に の び る 。 外面 は ハ ケ 目 調整 で、 内 面 は ナ デ調整 で

あ る 。 1 248は 、 脚台 を 欠 く 資 料 で あ る 。 あ ま り 張 ら

な い 胴部 か ら 、 ほ ぽ直線的 な 口縁部 に い た る 。 外面

は ハ ケ 目 調整で、 内 面 は ナ デ調整で一部ハ ケ 目 を 残

す。

35号住居跡 (第309図)

調査 E 区最西端 に 位 置 し 、 住居跡西壁は 調査区外

で撹乱 を 受 け て い た 。 ま た北壁の検出 が難 し く 、 実

線部分 で確認 し た が、 破線 で示 し た 推定線 が壁 と 思

わ れ る 。 平面形態 は正方形 と 推定 さ れ 、 計測可能 な

部分での南北軸は5 . 56m 、 東西軸5 . 25m 以上 を 測 る 。

壁高 は 、 良 好 な 部分 で、23cm で、 あ る 。 炉は 、 住居跡中

央部 よ り 南へ1 . 20m ほ どず ら し て 設 け ら れ て い た 。

平面形態 は 、 67cm X 55cmの 不 整 な 長 方形 を 呈す る 。

炉の深 さ は約1 7cmで、 炉内 に は灰 と 植物 の 残骸 がみ

ら れ た 。 柱穴は 4 本 で あ る が、 北西の l 本 は 削平 を

受 け て お り 、 検出 で き な か っ た 。 東壁の 両 隅 か ら 2 m

前後の場所 に 2 本 穿 た れ 、 そ の う ち 北側 の柱穴の 東

西軸上 で3 . 20m の 聞 を お い て l 本穿 た れ て い た 。 東

側 の 2 本 で は 、 直径1 8cmの柱痕跡 を 検 出 し た 。 ベ ッ

付加童構 は 設 け ら れ て い な か っ た 。 炉 と 南壁 と の 聞

に は 、 深 さ 20cmの 惰円形 を 呈 す る 穴 が あ り 、 東壁 ぎ
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わ に も 、 小 さ く 浅 い 土坑がみ ら れ た 。 住居跡中央部

に は硬化面 が広 が り 、 南東の柱穴 の 東側 で は 小量の

ベ ン ガ ラ が検出 さ れ た 。 北壁 ぎ わ の 一部 に は 、 測溝

がみ ら れ た 。

出土土器 は わ ず か で あ っ た 。 石 器 で は 、 台石 1 点

( 1 290) が ほ ぼ床直上 で出土 し た 。 鉄器は 、 出土 し

な か っ た 。

② 石 器 (第31 0図~第326図〉

石 器 で は 、 磨 製 石 銑 2 点 (1 249 ・ 1 250) 、 砥石13

点 (1 25 1 - 1 263) 、 磨石 1 1 点 ( 1 264-1 274) 、 台石1 6

点 (1 275-1 291 ) が出 土 し た 。 そ の住居跡 ご と の 内

訳 を 示 そ う 。

磨製石鍛 は 、 10号住居跡 と 23号住居跡 か ら 1 点づ

っ 出土 し た 。 砥石 は 、 10号住居跡、 1 2号住居跡、 1 7

号住居跡、 19号住居跡、 23号住居跡、 25号住居跡、

29号住居跡、 34号住居跡で 1 点 づっ 、 28号住居跡 で

2 点、 2 号住居跡で 3 点 が出土 し た 。 磨石 は 、 6 号

住居跡、 7 号住居跡、 12号住居跡、 1 7号住居跡、 23

号住居跡、 24号住居跡、 28号住居跡、 31 号住居跡、

32号住居跡で l 点づっ 、 20 ・ 21 号住居跡 で 2 点 出土

し た 。 台石 は 、 7 号住居跡 と 12号住居跡、 そ し て23

号住居跡 で 2 点 が出 土 し た 他 は 、 9 号住居跡、 10号

住居跡、 1 1 号住居跡、 14号住居跡、 1 7号住居跡、 20

号住居跡、 29号住居跡、 32号住居跡、 34号住居跡、

バ凡一一

、、、

\i//

A 
。 l Ocm 

A L = 475 . 00m 

ヨよ
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35号住居跡 で 1 点づっ 出 土 し た 。

1 249 と 1 250 は 、 磨製石織 で あ る 。 二っ と も 石 材 は 、

頁岩 で あ る 。 1 249 は 、 基部 を 欠 損 し た 資料 で、 そ の

形態的特徴 は わ か ら な い 。 全体の形状は 、 柳葉形 を

呈 し て い る 。 1250 は 、 平基式 の 石銑で あ る 。 形状は 、

す ぽ ま っ た 基部 を持つ細長 の 五 角 形 を 呈 す る 柳葉形

で あ る 。

砥石 は 、 素材の形状や研 ぎ方 の 違 い に よ っ て い ろ

い ろ な 形状 に な り 、 そ の形態の分類属性 を 捉 え る こ

と が困難 な 道具 で あ る 。 池 田 ・ 古園遺跡 で も 、 偏平

な も の や偏平 な 円柱状 か ら 直方体の形、 ま た は 不整

形 を し た も の な ど、 個体 ご と に 千差万別 で あ る 。 石

材 で は 、 頁 岩 ( 1 25 1 - 1 255 . 1 256- 1 26 1 ) と 砂岩

(1 256 ・ 1 262) 、 石灰岩 (1 263) が利 用 さ れ て い る 。

研 ぎの段階 で い け ば、 き め の 細 か い 頁岩 は 仕上 げ砥

で、 砂岩 の も の は 荒砥 か 中砥 では な い だ ろ う か 。

磨石 は 、 ど の 資 料 を 観察 し で も 作業 面 が平坦 に 磨

り 減 っ て い て 、 よ く 使 い 込 ま れ て い る こ と を 伺 わ せ

る 。 し か も 、 1 266 を 除 い て 、 そ の 減 り 方 で は 1 面 だ

け の も の が多 く 、 作業面 は l 面 に 固定 さ れ る こ と が

通常であ っ た よ う だ 。 石 材 で は 、 す べ て 安 山岩 で あ

る 。 そ の 使 い込 み の 激 し さ か ら 考 え て 、 住居 t:J' よ び

集落移動 の 際 に 常 に 携帯 さ れ て い く 石 器 の 一 つ で あ

ろ う と 想像 さ れ る 。
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第 VI 章 池田 ・ 古園遺跡の 調査 と 成 果
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調査区 に あ る た め 、 そ の 出土位置は は っ き り と し な台石 は 、 ほ と ん ど の 資 料 が床直の状態 で出土 し て

こ の住居跡 が 4 本柱 で あ る こ と を 考 えい 。 た だ し 、い る 。 石器の 大 き さ か ら い っ て も 、 据 え 置 か れ た場

る と 、 そ の 中 心部 か ら 北や 1 m 以上離れ た 部分で出所 を そ れ ほ ど移動 し な い 石器 で あ ろ う 。 そ の 前提で、

2 土 し て い る こ と は推測で き る 。 12号住居跡で は 、そ の住居跡の場所 を 見 て み よ う 。

l 点 だ け が床 直 で あ っ た 。 そ の点 が出土 し て い て 、そ7 号住居跡では 2 点 の 台 石 が出土 し て い る が、

場所は 、 中心部 か ら 南へ 2 m い っ た 所で、 炉 と 南壁の 中 の l 点 が床面 か ら 検出 さ れ た 。 そ の場所 は 、 住

と の 中 間 地点 に あ っ た 。 14号住居跡 は 、 そ の 中 心部9 号住居居跡中心部 か ら 北へ 1 m い っ た 所 で あ る 。

か ら 西へ 2 m い っ た 所、 西側柱の 脇 に 出土位置があr;;: ツ跡 は 、 中 心部 か ら 北東 へ 1 . 3m ほ ど い っ た 所、

る 。 17号住居跡の 出土佐置は 、 南壁中心部 か ら そ のド状遺構 に そ の 出土位置 が あ っ た 。 10号住居跡 は 、

壁 に 沿 っ て 東へ 1 . 4m い っ た 所 に あ っ た 。 20号住居中 心部 か ら 北東 へ l . 4m い っ た 所、 東側柱穴 の 脇 に

跡の平面形態 は 、 そ の状況 か ら 正方形 と 考 え ら れ る

ノ!?!
あ っ た 。 1 1 号住居跡 で は 、 そ の ほ と ん ど の部分 が未
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の で、 中 心部 と 北壁 と の 中 間地点 に 出土 し た場所が

あ る も の と 推測 さ れ る 。 23号住居跡では 、 2 点の台

石 が床面 直上 で見 つ か っ た 。 ひ と つ は 、 そ の 中 心部

か ら 北ヘ2 . 5m の 所、 も う ひ と つ は 、 中 心部 か ら 東

へ 1 . 7m の 所 で あ っ た 。 29号住居跡 の 台 石 は 、 東壁

ぎ わ で見 つ か っ た 。 そ の位 置 は 、 東 壁の 中 心点 か ら

南へ1 . 2 m ほ ど い っ た 所 で あ る 。32号住居跡の台石 は 、

炉内 か ら 出土 し て い る 。 炉内 に は灰 が入 っ て い た が、

そ の灰 の 面 に 直接の る 出 土状態 で あ っ た 。 34号住居

跡 は 、 そ の 中 央部、 そ こ か ら 南 西へ 1 . 3m ほ ど い っ

た 部分 に 出土位 置 が あ っ た 。 そ の場所は 、 貯蔵穴の

西隣 に あ た っ て い る 。 35号住居跡は 、 そ の 中央部付

近 に 出土位置 が あ っ た 。

こ れ を 整理 す る と 、 大 き く は 、 炉内、 住居跡の 中

央部 、 ベ ッ ド状遺構、 お よ び壁 ぎ わ や貯蔵穴付近 に

整理す る こ と がで き る だ ろ う 。 そ の 実数 は 、 炉内 は

1 住居跡 1 点、 住居跡の 中央部 7 住居跡 8 点、 ベ ッ

ド状遺構 l 住居跡 1 点、 壁 ぎ わ や貯蔵穴付近 4 住居

跡 4 点 と い う 結果 が得 ら れ た 。 整理 の結果で は 、 炉

周辺では 少 な く 、 中央部 に そ の 多 く が残 さ れ て い た

こ と がわ か る 。 ま た 、 そ の 中央部 の 中 で も 中心付近

に は 無 く 、 そ の 外縁部 に 集 ま っ て い る 。 し か し 、 特

定の場所 に 偏 在 す る 傾 向 は認 め ら れ な か っ た 。 全体

を 通観す る と 、 住居跡の 中 心地点、や炉 を め ぐ る よ う

に し て 、 台 石 の 置場 が設 け ら れ て い た よ う に も 見受

け ら れ る 。

次 に 、 住居跡の総数 と 台石 出 土住居跡の 数 と の 比

較 を お こ な っ て み よ う 。 そ の際、 完掘 さ れず に 台 石

が出土 し な か っ た住居跡 も あ る と 予想 さ れ る の で、

未掘部分 が住居跡の 半分以上 に 上 り 、 し か も 台石 を

出土 し て い な い住居跡 は 、 こ の 検討か ら 外 し て お き

c::=:> 1 250 
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た し ミ 。

こ の 検討の 対象 に な る 住居跡 は 、 全部 で29基 で あ

っ た 。 こ れ に 対 し て 、 台石 が出土 し た住居跡 は 、 13

基であ る 。 29対13 な の で、 台石残置住居 の 出現頻度

は 、 2 . 23対 1 で、 2 基強 に 1 基の割合 と い う こ と に

な ろ う 。

以上、 検討事項 を 2 つ 設 け て 、 記述 し た 。 有意 な

デー タ と は な ら な い が、 今後の検討デー タ の 蓄積の

ーっ と し て提示 し て お く 。

③ 鉄器とその関連資料

池田 ・ 古園遺跡で は 、 多 く の 鉄器 と そ の 関連 資 料

が出土 し た 。 そ の 器種や種類 ご と の 内 訳 は 、 鉄鉱54

点、 環頭万子 l 点、 茎 万 子 2 点 、 不 明 万 子 1 点 、 鉄

斧 4 点、 錐13点、 鉄鎌 1 点 、 手鎌 9 点、 不明鉄器 5

点、 そ の他の鉄片64点、 鉄棒 7 点 で あ る 。 こ れ を さ

ら に 、 住居跡 ご と に 整理 し て 、 下 に提示 し よ う 。

次 に 、 器種 ご と に 説 明 を 加 え て い き た い 。

1 号住居跡……鉄鉱 1 点 ( 1 341 )

2 号住居跡……鉄鎌 7 点 (1 295 ・ 1 309 ・ 1 3 1 6 ・

1 3 1 6 ・ 1 332 ・ 1 336 ・ 1 344)

鉄斧 2 点 ( 1 35 1 ・ 1 253)

錐 2 点 ( 1 360 ・ 1 364)

手鎌 l 点 ( 1 376)

不明鉄器 1 点 ( 1 378) 

偏平鉄片1 5点 ( 1 383-1 396 ・ 1 407)

棒状鉄片 1 点 ( 1 444)

塊状鉄片 1 点 ( 1 482)

3 号住居跡……手鎌 1 点 ( 1 373)

6 号住居跡……手鎌 1 点 (1 374)

偏平鉄片 1 点 ( 1 397)

7 号住居跡……鉄鉱 l 点 ( 1 342)

手鎌 1 点 ( 1 370)

9 号住居跡……鉄鍛 2 点 ( 1 307 ・ 1 335)

錨 2 点 ( 1 354 ・ 1 355)

不明鉄器 1 点 ( 1 377)

鉄j宰 1 点 ( 1 346)

10号住居跡… ・ ・ ・鉄鉱 6 点 ( 1 298-1 300 ・ 1 303 ・

1 304 ・ 1 3 1 5)

偏平鉄片 l 点 ( 1 398)

棒状鉄片 3 点 ( 1 437 ・ 1 438 ・ 1 445)
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1 1 号住居跡……偏平鉄片 l 点 (1 399)

12号住居跡… …鉄鉱 1 点 ( 1 327)

偏平鉄片 3 点 ( 1 404 ・ 1 405 ・ 1 409)

13号住居跡……錐 1 点 (1 363)

14号住居跡… …鉄鍛 7 点 (1 333-1 339)

鉄斧 1 点 ( 1 352)

偏平鉄片 2 点 (1 400 ・ 1 40 1 )

1 5号住居跡… …偏平鉄片 1 点 ( 1 403)

1 7号住居跡… …鉄鉱 6 点 ( 1 3 1 0 ・ 1 3 1 9 . 1 322 ・

1 328 ・ 1 330 ・ 1 340)

錨 2 点 ( 1 361 . 1 366) 

手鎌 1 点 (1 37 1 )

不明鉄器 1 点 (1 381 )

偏平鉄片 1 点 ( 1 402)

20号住居跡…・ ・ 偏平鉄片 2 点 (1 406 ・ 1 41 0)

21 号 ・ 22号 … …鉄鉱 1 点 ( 1 32 1 )

住居跡 不 明 万 子 l 点 (1 347)

偏平鉄片 4 点( 1 408 ・ 1 41 1 ・ 1 41 2)

23号住居跡……鉄鉱 2 点 ( 1 337 ・ 1 343)

錨 2 点 ( 1 358 . 1 365) 

不明鉄器 1 点 (1 380)

偏平鉄片 3 点 ( 1 41 3- 1 41 5)

棒状鉄片 1 点 ( 1 440)

鉄j宰 5 点 (1 447- 1 45 1 )

24号住居跡……鉄鉱 1 点 ( 1 41 8)

環頭万子 l 点 ( 1 346)

錨 1 点 (1 356)

手鎌 2 点 ( 1 374 ・ 1 375)

25号住居跡・ … ・ ・鉄鉱 5 点 ( 1 293 ・ 1 3 1 3 ・ 1 320 ・

1 323 ・ 1 338)

茎万子 1 点 ( 1 348)

錨 2 点 (1 359 ・ 1 362)

偏平鉄片1 2点 ( 1 41 6-1 427)

棒状鉄片 1 点 ( 1 441 )

鉄j宰 1 点 ( 1 452)

27号住居跡……鉄鍛 1 点 ( 1 33 1 )

棒状鉄片 1 点 ( 1 428)

28号住居跡… ・ ・鉄鉱 3 点 ( 1 296 ・ 1 324 ・ 1 334)

鉄鎌 1 点 ( 1 367)

手鎌 1 点 ( 1 368)

432 

不明鉄器 1 点 ( 1 379)

偏平鉄片 2 点 ( 1 430 ・ 1 43 1 )

29号住居跡…・ ・ ・鉄鍛 5 点 (1 292 ・ 1 294 ・ 1 30 1 ・

1 305 . 1 3 1 4) 

手鎌 l 点 (1 369)

偏平鉄片 5 点 (1 432-1 436) 

30号住居跡……鉄鉱 1 点 ( 1 302)

32号住居跡……茎万子 1 点 (1 349)

偏平鉄片 1 点 (1 429)

棒状鉄片 1 点 ( 1 442)

33号住居跡……鉄鎖 1 点 ( 1 297)

[鉄鎌] ( 1 292-1 452) 

鉄鉱は 、 54点出土 し て い る 。 そ の形式 の 内 訳 は 、

無茎三 角 形式 鉄鉱1 1 点 ( 1 292- 1 362) 、 柳葉形式鉄

鉱15点 ( 1 303-1 3 1 7) 、 圭頭斧箭形式鉄鉱1 0点 ( 1 3 1 8

-1 327) 、 方頭斧箭形式鉄鎌 1 点 ( 1 328) 、 欠損資料

の た め に帰属 不 明 で、 あ る が柳葉形式鉄鉱の 可能性 が

高 い も の 7 点 ( 1 329- 1 335) 、 閉 じ く 圭頭斧箭形式

鉄鉱の 可能性 が高 い も の 3 点 ( 1 336 ・ 1 337 . 1 339) 

で、 そ の他 に 帰属不明 な も の 7 点( 1 338 ・ 1 340-1 345)

があ る 。

無茎三角 形式鉄鎌 の 基部 は 、 す べ て 凹 基腸挟式 で

あ る 。 1 292や1 297は 、 そ の挟 り 入 り の状態や平面形

態 に お い て 、 他の も の と は 、 異質 で あ る 。 そ の他の

資料は 、 そ の 基部 の挟 り 入 り がやや浅か っ た り 、 や

や聞 き ぎみ の 弧 を 描 い た り す る が、 平面形態が二等

辺三角形 を 呈 し て い る 点 で は 共通 し て い る 。

柳葉形式鉄倣で は 、 そ の 可 能性 が高 い も の も 含 め

て 見 て み よ う 。 形状で は 、 幅広 の も の と 細身 の も の

があ り 、 ま た 、 そ れ ぞれ に 大型品 と 小型品 も あ る 。

い ずれ も 関 は 明確 で、 な い 。

圭頭斧箭形式鉄鉱 は 、 大型の も の があ る 。 ま た 平

面形態 で は 、 撤身 と 茎 と が明 瞭 に 作 り 分 け ら れ て い

る も の も あ れ ば、 平面形態だ け で は わ か ら な い も の

も あ る 。

方頭斧箭型式鉄鉱 は 、 1 例 あ っ た ( 1 328) 。 鍛身

と 茎 と が平面形態だ け では 明瞭 に 区別 で き な い 。

[]J子] ( 1 346-1 349) 

万 子 は 、 4 点、 出 土 し た 。 環頭 万 子 1 点 ( 1 346) 、

茎 万 子 2 点 (1 348 ・ 1 346) 、 そ れ に 帰 属 不 明 の も の



1 点 ( 1 347) で あ る 。 資料 ご と に 見 て み よ う 。

1 346 は 、 環頭 刀 子 で あ る 。 環頭部 は 明 瞭で、 柄の

刃側 か ら 屈 曲 さ せ て 作 り 出 し て い る 。 そ の 断面形 は 、

円形 で あ る 。 聞 の 有無 は 、 不 明 で、 あ る O

1 347 は 、 万 子 の 切先 か ら 身 の 中央部 で あ る 。 茎の

形態 は 、 不明 で、 あ る が、 刀 身 の 幅 か ら 、 茎万 子 と 考

え ら れ る 。

1 348は 、 茎 万 子 で あ る 。 切 先 は 丸 く 作 ら れ 、 一見

す れ ば剣 に 似 た 形状 で あ る 。 聞 は 、 片 関 で、 斜め に

作 ら れ て い る 。 ほ ぞ穴 が、 関部 の 刃 と 背側 に 1 孔づ

っ 、 茎基部側 の 中 央部 に 1 孔 が穿 た れ て い る 。

1 349 は 、 茎 万 子 の 茎付近 で あ る 。 木質 を 残 し て い

る 。 関 に つ い て は 、 不 明 で、 あ る 。

[鉄斧] ( 1 350-1 353) 

4 点出土 し た 。 ど の 資料 も 袋斧 と 呼ばれ る 資料 に

あ た る 。 袋部の 作 り 出 し は 、 両側 か ら 折 り 曲 げ ら れ

て い る が、 両端 は 、 接着 し て い な い 。 1 350 ・ 1 352 ・

1 353の よ う に 幅 広 の も の と 、 1 35 1 の よ う に 細 身 の も

の があ る 。

[錨] ( 1 354-1 364) 

13点 が出土 し た 。 完形 に 近 い 資料 と 、 1 357-1 359

と 1 363-1 366の よ う に 、 そ の破片資料があ る 。 身 の

断面 で は 、 三 日 月 形 を 呈 し 弱 い 弧状 を 呈す る も の と

平坦 な も の ( 1 360 ・ 1 362 . 1 364) と が あ り 、 幅 で は 、

幅広 の も の と 細身 の も の が あ る 。 1 354 と 1 355 は 、 残

り が良好で、、 木質部 を 残 し て い る 。

[鉄鎌] ( 1 367) 

先端部 の み を 欠 損 し た も の が、 1 点出土 し た 。 鉄

製刈鎌の 身 で あ る 。 刃 は 、 や や湾曲 ぎみ で あ る が、

直 刃 の 分類 に 入 ろ う 。

[手鎌] ( 1 368-1 376) 

9 点 が出 土 し た 。 両端 を 折 り 曲 げた も の と 、

の よ う に 両端 を 折 り 曲 げず に 、 木 の柄 に挟み込 ま せ

た も の の二 種 があ る 。 刃 部 は 、 研 ぎ直 し を経 て も 直

刃 の 形状 を と ど め て い る 。 木質 は 、 1 369 と 1 372 に残

さ れ て い た 。

[不明鉄器] ( 1 377-1 381 ) 

器種不 明 の 鉄器 が あ る 。 そ れ は 、 棒状 を 呈す る も

の で、 鉄倣の 茎 と し て は 長 す ぎ る と 判断 し た 資 料で

あ る 。 全体の形状 が不 明 で、 あ る が、 紡錘車 の 軸 の 可
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能性 が高 い 。

[鉄片類] ( 1 382-1 445) 

鉄片 は 、 64点 が出土 し た 。 そ の形状 に は 、 偏平 な

も の ( 1 383-1 427 ・ 1 429-1 436 ・ 1 443) と 棒状の も

の ( 1 428 ・ 1 437- 1 442 ・ 1 444 . 1 445) 、 塊状 の も の

( 1 382) が あ る 。

出土 し た 鉄片 に は 、 大 き さ や形状 に お い て 、 鉄器

製作の い ろ い ろ な 段階の も の が含 ま れ て い る と 判断

さ れ よ う 。 特 に 、 偏平鉄片 や棒状鉄片や塊状鉄片 は 、

し か り で あ る 。 ま た 、 偏平鉄片 に も 、 1 43 1 の よ う に

鉄器素材 と し て 十分 に 利 用 で き る も の か ら 三 角 形 の

小型鉄片 ま で が含 ま れ て い る 。 で も 、 こ う し た 傾向

を 池 田 ・ 古園遺跡の み で検討す る こ と は 、 資料数の

上 で も 不可能 で あ ろ う か ら 、 狩尾遺跡群全体 で の そ

の数量的検討 が必要 と な ろ う 。

[鉄津] ( 1 446-1 452) 

鉄j宰 は 、 7 点出 土 し て い る 。 成 分分析 を お こ な っ

て い な い の で、 どの段階 の 鉄津 な の か は 不明 でb あ る 。

出土 し た住居跡 は 、 8 号住居 跡 で 1 点、 23号住居跡

で 5 点、 25号住居跡で 1 点 で あ っ た 。 特 に 、 23号住

居跡で は 、 資料数 が多 く 、 注 目 さ れ る 。 た だ し 、 23

号住居跡の状況か ら 判断す る 限 り 、 こ れ が鍛冶遺構

で あ る と す る に は そ の理 由 が不充分 で、 あ る 。

④ 土製品 ・ 装身具 (第335図)

土製品 は 、 す べ て 紡錘車 で あ る 。 い ずれ も 29号住

居跡 か ら 出土 し た も の で あ る 。 1 455の よ う に 厚 手 の

も の と 薄手 の も の が あ る 。 土 器 片 の 再利 用 品 では な

く 、 粘土 か ら 直接 に 作 り 出 さ れ た も の で あ る 。

装身 具 に は 、 ガ ラ ス 小玉 と 碧玉製 管玉 が あ る 。 ガ

ラ ス 丸玉 は 、 2 点 あ っ て 1 7号住居跡 か ら 出土 し た 。

色 は 紺色系 で、 色 調 は 1 456 が淡 く 、 1 457が深 か っ た 。

碧玉製管玉は 、 溝 か ら 出土 し て い る

2 . 周溝遺構 (第336図~第338図〉

周溝遺構は 、 5 基 あ っ た が、 い ずれ も 調査 E 区 か

ら の 検出 で あ っ た 。 た だ し 、 調査 I 区 の 面積 が狭 く 、

そ の 周辺 での周溝遺構の 有無 は 、 不 明 で、 あ る 。 な お 、

こ の遺構の性格 に つ い て は 不 明 な 点 が多 か っ た 、 今

回 の 調査で も そ の性格 を 推 定 す る 手 だ て を 得 る こ と

は で、 き な か っ た 。
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第 1 節 弥生時代後期 の遺構 と 遺物

1 号周溝遺構 (第336図)

調査 E 区 の 東端 で検出 さ れ た遺構で、 2 号周溝遺

構 に 隣接 し て 作 ら れ て い た 。 検出状況 か ら す れ ば、

2 号周溝遺構 を 切 っ て 作 ら れ て い る よ う だ 。

平面形態 は 、 台形 を 呈 し 、 直径 6 m -6 . 5m を 測 る 。

状か ら 判断す れ ば、 胴部 の 最大径 は 、 胴部上位 に あ

る も の と 思 わ れ る 。 器面 内 外面 と も に ハ ケ の 後 に ナ

デ調整 が施 さ れ て い る 。

2 号周溝遺構 (第337図)

l 号周溝遺構の西隣で検出 さ れ た 遺構で あ る 。 削

溝の 幅 は 1 . 2m -0 . 7m で、 そ の 断面形 は 皿形 で あ る 。 平 が激 し く て 、 そ の 全容 は 知 り え な か っ た 。

深 さ は 、 50cm を 測 る 。 遺構の平面形態 は 、 現存状態 か ら 判断す れ ば、 椿

出土遺物 と し て は 、 図化 に 耐 え う る 壷形土器や聾 円形 を 呈す る も の と 思 わ れ る 。 各所 の 計 測 は 不可能

形土器 が あ っ た が、 そ の 量 は わ ずか で あ っ た 。

[土器1 (第336図 1 459-1 462) 

査形土器 ( 1 459 . 1 460) と 整形土器 (1 461 ・ 1 462)

を 図示 し て い る 。 1 459 は 、 素 口 縁 の 査形土器 で あ る 。

頭部 か ら 肩部 に か け て 櫛描文 が施文 さ れ る 。 器面 は 、

ナ デ調 整 で あ る 。 1 460は、 壷形土器の底部 で あ る 。

底部 の 底 は 、 凸 レ ン ズ状 に膨 ら ん で い る 。 器面外面

に は ハ ケ 目 が観察 さ れ る 。 1 46 1 と 1 462 は 、 聾形土器

の 口 縁部 か ら 胴部上位 ま での 資 料 で あ る 。 資料の現

/ ノ

で、 深 さ も 10叩ほ ど し か残 っ て い な か っ た 。

出土遺物 は 、 無 い 。

3 号周溝遺構 (第337図)

調査 E 区 の 真 ん 中 に位置す る 遺構で、 そ の北側 が

溝 に よ っ て破壊 さ れ て い る 。 平面形態は 、 胴 が張 っ

た 正方形 で、 一辺 が 4 m 前後、 溝の 幅 は 0 . 6m -0 . 5m 

で あ っ た 。 断面形 は 、 U 字形 を 呈 し て い る 。 深 さ は 、

50cmで、 遺構の 幅 の割 り に は深 く 掘 り 込 ま れ て い る 。

4 号周溝遺構 (第338図)

調査 E 区 の北端近 く で検出 さ れ た遺構で あ る 。 削

平 の 度 合 い が大 き く 、 深 さ 7 cm程度 し か残 っ て い な

か っ た 。 し た が っ て 、 平面形態や規模 な ど は 不 明 で

あ る 。

5 号周溝遺構 (第338図)

調査 E 区 の 中 で も そ の 南端 に あ る 遺構 で あ る 。 周

\ 辺 に は 、 多 く の竪穴式住居跡 が切 り 合 っ て い る と こ

c二二3 ニコ

。 5 

く二コ二 代 こ の遺構 も そ れ ら の住居跡 と 切 り 合 哨系 に

@) 1 456 0 

@ 即<ID 

@ 目 1

1 454 あ っ た 。 こ の こ と は 、 こ の遺構の時期 を 特定す る 上

l Ocm 

で、 貴重 な 基準 と な っ た o

平面形態 は 、 不 整 の 円 形 を 呈 し 、 直径 は 六m 前後

を 測 る 。 溝の幅は 、 0 . 9m -0 . 7m で、 そ の断面形は

台形 を 呈 し て い る 。 深 さ は 、 50叩で あ る 。

遺物 と し て は 、 土 器 が わ ず か で は あ っ た が出土 し

た 。

[土器1 (第338図 1 463) 

聾形土器 (1 463) を 図示 し て い る 。 胴部下半部の

資料であ る 。 器面 の 調 整 は 、 ハ ケ 調整 と 一部 の ナ デ

調整であ る 。 胴部 の 最大径 の 位 置 は 不 明 だ が、 現状

の 器形 か ら 判断す れ ば、 中位 よ り も 上位 に 最大径 が

く る 資料で あ ろ う 。

第335図 遺構内 出土紡錘車及び装身具実測図
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第 l 節 弥生時代後期 の 遺構 と 遺物

3 . ま と め
調査の結果、 弥生時代後期 に 属 す る と 考 え ら れ る

遺構は 、 竪穴式住居跡35基、 周溝遺構 5 基 が検出 さ

れ た 。 ま た 、 遺物 で は 、 主 に 竪穴式住居跡 を 中 心 に

し て 土器、 石器、 鉄器、 土製品 、 装 身 具 が出土 し た 。

以下、 そ れ ぞれ の 項 目 を 設定 し て 、 整理 し て い こ

7 。

[集落1

集落関係 と し て は 、 竪穴式住居跡 と 周溝遺構 を 取

り 上 げ る 。

池 田 ・ 古園遺跡調査 I 区 で は 、 竪穴住居跡22基 を

検出 し た 。 し か し 、 水路幅 の 調査 で あ り 、 ほ と ん ど

の住居跡で そ の 全容 を 明 ら か に す る こ と は で き な か

っ た 。 ま た 、 周溝遺構 は 検 出 で き な か っ た 。 調査 E

区 で は 、 竪穴住居跡13基 と 周溝遺構 5 基 を 検出 し た 。

周溝遺構は 、 住居跡 に切 ら れ て お り 住居跡 に 先行す

る こ と は確実 で あ る 。 調査面積 も 限 ら れ て お り 、 な

ぜ E 区 の み に検出 さ れ た の か は 不明 で、 あ る 。

竪穴住居跡 の 大 き さ を み て み よ う 。遺構配置図 (第

263 図) を 見 て み る と 、 住居跡 の 大 き さ に お い て 大

小 2 つ の グ ル ー プ があ る よ う に 感 じ ら れ る 。 そ こ で

そ の 資 料 と し て 、 縦軸 を住居跡 の 長 軸 に 、 横軸 を 短

軸 に し て 、 そ の 長 幅比 の グ ラ フ (第339図) を 作成

し た 。 ( な お 、 調査 I 区 で は ほ と ん ど が調査区外 に

か か る た め 、 柱穴の位置、 数 な ど を 手 が か り に推定

さ れ る も の に つ い て も 取 り 上 げ た 。 ) こ れ を 見 て も 、

大 き く 2 つ の グ ル ー プ に 分 か れ る よ う で あ る 。 そ こ

で、 大 き め の住居跡 を A 群、 小 さ め の住居跡 を B 群

と し て +食言す を し て み よ う 。

池田 ・ 古園遺跡 では 、 柱 の 数 で 3 種類の竪穴住居

跡 が あ る 。 4 本柱 と 2 本柱、 そ し て 、 床面 に柱穴 が

無 い住居跡 で あ る 。 ま ず、 A 群 と B 群 と の 中 での住

居跡の構成 を み て み る こ と に し よ う 。

A 群 で は 、 4 本柱の み が13基あ っ た 。 一方、 B 群

に は 2 本柱 が 7 基 と 柱穴 の 無 い も の が 1 基 あ っ た 。

傾向 と し て は 、 大型の住居跡は 4 本住で、 小型の住

居跡は 2 本柱 か O 本 で あ る と い え そ う で あ る 。

住居跡の切 り 合い は 、 9 箇所でみ ら れ た 。 5 号住

居跡 と 4 号住居跡 お よ び 5 号住居跡 と 6 号住居跡、

446 

1 2号住居跡 と 8 号住居跡 お よ び1 2号住居跡 と 10号住

居跡 さ ら に 12号住居跡 と 1 1 号住居跡、 1 5号住居跡 と

9 号住居跡 お よ び15号住居跡 と 13号住居跡 さ ら に 15

号住居跡 と 16号住居跡、 1 3号住居跡 と 14号住居跡、

18号住居跡 と 1 6号住居跡 お よ び18号住居跡 と 17号住

居跡、 21号住居跡 と 22号住居跡、 23号住居跡 と 25号

住居跡 お よ び23号住居跡 と 24号住居跡、 26号住居跡

と 24号住居跡 わ よ び26号住居跡 と 27号住居跡、 30号

住居跡 と 31 号住居跡、 以上 9 箇所で あ る 。 な お、 4

号、 5 号、 8 号、 14号、 1 6号、 18号住居跡は 、 柱の

数や規模 が不 明 な た め 、 こ こ では 除外す る 。 そ れ で

は 、 切 り 合い 関係 を 整理 し て み よ う 。

1 2号住居跡 と 10号住居跡 お よ び12号住居跡 と 1 1 号

住居跡で は 、 1 2号住居跡は 4 本柱の 大型住居跡 で あ

る 。 10号住居跡、 1 1 号住居跡 は そ の 全容 が不明 で あ

る が、 10号住居跡は 2 本柱の小型住居跡で、 1 1 号住

居跡は 4 本柱の 大型住居跡 と 推定 で き る 。 切 り 合い

関係 は 、 12号 が1 0号 と 1 1 号 に 切 ら れ て い る 。 大型住

居 が小型住居 と 大型住居跡 に 切 ら れ て い る 事例 で あ

る 。 1 5号住居跡 と 9 号住居跡 お よ び1 5号住居跡 と 13

号住居跡で は 、 15号住居跡は 4 本柱の大型住居 と 推

定 で き る 。 9 号住居跡 と 1 3号住居跡は 2 本柱の小型

住居跡 で あ る 。 切 り 合 い 関係 は 、 15号 が 9 号 に 切 ら

れ 、 15号 が1 3号 を 切 る (13号住居跡は 15号住居跡の

下 で検出) 状態 で あ っ た 。 い う な ら ば、 大型住居 が

小型住居 を切 り 、 逆 に 小型住居 に 切 ら れ た 事例 で あ

る 。 21号住居跡 と 22号住居跡 で は 、 21 号住居跡 は 4

本柱の 大型住居 と 推定 さ れ 、 22号住居跡 は柱の数は

分 か ら な い が大型住居 と 推定 さ れ る 。 切 り 合い 関係

は 、 21 号 が22号 を 切 っ て い る 。 大型住居 が大型住居

を 切 っ て い る 事例 で あ る 。 23号住居跡 と 24号住居跡

お よ び23号住居跡 と 25号住居跡では 、 23号、 24号、

25号 と も に 大型住居跡で あ る 。 切 り 合い 関係 は 、 23

号 が24号 と 25号 を 切 っ て い る 。 大 型住居 が大型住居

を切 っ た 事例 で あ る 。 26号住居跡 と 24号住居跡 お よ

び26号住居跡 と 27号住居跡 で は 、 24号、 26号、 27号

と も に大型住居跡で あ る 。 切 り 合い 関係 は 、 26号 が

24号 に切 ら れ、 27号 を 切 っ て い る (27号住居跡は 、

26号住居跡の 下 で検出) 状態で あ っ た 。 大型住居 が

大型住居 に切 ら れ た 事例 で あ る 。 30号住居跡 と 31 号
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住居跡 で は 、 30号住居跡は 2 本柱の小型住居 で あ る 。

31 号の住の 数 は 不 明 で、 あ る が、 小型住居 で あ る 。 切

り 合 い 関係 は 、 30号 が31 号 を 切 っ て い る 。 小型住居

が小型住居 に 切 ら れ て い る 事例 で あ る 。

さ て 、 こ う し た 切 り 合い 関係 を も と に 考察 し て み

る と 、 大型住居 (= 4 本柱) と 小型住居 (= 2 本柱)

の 時期差 を 考 え る こ と は で き な い よ う で あ る 。 O 本

柱は 1 基の み で切 り 合い 関係 も な く 、 こ れ に つ い て

言及 は で き な い 。 し か し 、 少 な く と も 大型住居 と 小

型住居 は 、 当 初 か ら 併存 し な が ら 存続 し て い っ た と

考 え る の が妥 当 で あ ろ う 。 し か し 、 こ れ だ け で、 集

落の構成 が明 ら か に な っ た わ け では な い 。 つ ぎ に 、

出土土器 の 整理 を 行 な っ て み よ う 。

[土器]

そ れ ぞれ の住居跡 か ら 出土 し た 童形土器 の 、 器形

変化 と 脚台 お よ び底部 の形式変化 を 中心 に お き な が

ら 、 そ の土 器組成 の 関係 を 整理 し て い こ う 。

34号住居跡 で は 、 査形土 器 (1 240- 1 244) 、 聾形

土器 (1 245-1 248) が出土 し て い る 。 出土 し た 聾形

土 器 は 、 胴部 の 最大径 が、 上住 に あ り 、 低 い 脚台 が

付 い た 土器 で あ る 。 器面調整 は 、 ハ ケ 目 調整 な い し

ナ デ調整で あ る 。 こ の 土 器 は 、 池田 ・ 古園遺跡の蓋

形土器 の 中 で型式的 に も っ と も 古い段階 で あ る 。 査

形土器 で は 、 短頚の も の と 長頚の も の があ る 。 さ ら

に 頚部 や胴部 に 、 刻 み を も っ 三 角 形 の 凸帯 を め ぐ ら

す も の があ る 。
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31 号住居跡は 、 童形土器の 型式的特徴 か ら 34号住

居跡 と ほ ぼ同 じ 段階 に お か れ る 遺構 で あ る 。 出 土遺

物 は 、 す べ て 聾形土器 (1 227-1 230) が あ る 。 い ず

れ も 、 脚台 を 欠 い て い る が、 胴部最大径 がそ のよ位

に あ る 。 器面調整は 、 ハ ケ 調整 が 中 心 の も の ( 1 230)

と ナ デ調整中 心 の も の ( 1 227-1 229) で あ る 。

7 号住居跡 は 、 特徴的 な 資料 が出 土 し た住居跡で

あ る 。 出土土器 は 、 査形土器 (1 085-1 090 ・ 1 092) 、

鉢形土器 (1 093) 、 高杯形土器 (1 094 ・ 1 095) 、 聾形

土器 (1 091 ・ 1 096- 1 1 02) で あ る 。 聾形土器 に は 、

二種 が あ る 。 ひ と つ は 、 や や低 い 脚台 で胴部最大径

が中佐 よ り や や上 に あ る 土器 で、 二 つ 目 は 、 や や 高

い脚台で胴部最大径 が そ の 中位 に あ る 土器 で あ る 。

器面調整は 、 両 者 と も に タ タ キ の痕跡 は な く 、 内外

面 に ハ ケ 日 調整 が観察 で き る 。 こ の 二種の費形土器

は 、 そ の 出土状態 か ら 共伴資料 と 判 断 さ れ る 。 こ の

斐形土器は 、 型式的特徴 か ら 9 号住居跡 の 資 料 よ り

も 後出 す る も の と 判断 さ れ る 。 壷形土 器 で は 、 素 口

縁 と 複合口縁の 二 種 が あ る 。 素 口 縁の 口 縁部 を も っ

壷形土器 に は 、 肩部 に 刻 み の つ い た 凸帯 を め ぐ ら す

も の と 、 肩部 に 平行文 と 連簾文 を も つ も の が あ る 。

複合口 縁 に は 、 口 縁部 の 上端 あ る い は 下端 に 刻 み を

も つ も の や、 肩部 に 平行文 と 流水 文 を施す も の と 鋸

歯文 を施す も の があ る 。 鉢形土 器 では 、 屈 曲 口 縁 で

平底 の土器 1 点 が あ る 。 高杯形土 器で は 、 や や 聞 き

ぎみ に な る 柱状部 と ほ ぼ直線的 に裾部 に い た る 脚台

下端部の 資料があ る 。

こ の 7 号住居跡出 土 の 土器 と 時期 的 に 近 い 資料 と

し て 、 聾形土器の 型式的特徴 を 基 に し て 、 挙 げて み

よ う 。 2 号住居跡 (第264図) 、 4 号住居跡 (第269図) 、

5 号住居跡 (第269図) 、 9 号住居跡 (第276図〉 、 10

号住居跡 (第277図〉 、 1 1 号住居跡 (第278 ・ 279図) 、

14号住居跡 (第283図) 、 20号住居跡 (第289図) 、 23

号住居跡 (第292 図) 、 25号住居跡 (第95 図〉 、 28号

住居跡 (第299図〉 、 32号住居跡 (第305 図〉 が そ れ

に相 当 す る 。

3 号住居跡 も 、 特徴的 な 資料 を 出土 し た住居跡で

あ る 。 出 土 土 器 は 、 査形土器 ( 1 053 . 1 054) 、 鉢形

土器 (1 055) 、 聾 形 土 器 ( 1 056 - 1 059) で あ る 。 斐

形土器は 、 脚台の な い 丸底 で長胴化 の進 ん だ 胴部 を
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も つ 資料で、 あ る 。 胴部中位 に 最大径 を も ち 、 外面 に

タ タ キ と ハ ケ 目 を の こ し 、 内 面 に は ハ ケ 目 調整がみ

ら れ る 。 壷形土器では 、 複合口 縁 を も っ 2 点 があ る 。

口 縁上端部 に 刻 み を も つ も の と 、 肩部 に 平行文 と 流

水 文 を施す も の があ る 。 鉢形土 器は 、 屈 曲 口 縁で、

口 縁 が直行気味 に 立 ち 上 が る 資料で あ る 。 こ の 3 号

住居跡出土土 器 と 時期的 に 近 い 資 料 と し て 、 斐形土

器 の 型式的特徴 を 基 に し て 、 挙 げ て み よ う 。 6 号住

居跡 (第270 ・ 271 図) 、 15 号住居跡 (第284図) 、 1 7

号住居跡 (第286図) が そ れ に 相 当 す る 。

聾形土器以外 の 土器 を み て み よ う 。 壷形土器の 口

縁形態 に は 、 素 口 縁 と 複合口 縁 が あ る 。 素 口 縁の 土

器 に は 、 小型の も の や直 口 気味 に 立 つ 口 縁の も の 、

朝顔形状 に 開 く 口 縁部 に 長 い 胴部 が付 く も の と があ

る 。 三 つ 目 の 頚部 に は刻 み の あ る 凸帯 がめ ぐ る も の

があ る 。 複合口縁の土器 に は 、 頚部や肩部 に 平行文

や流水文 がみ ら れ る 。

鉢形土 器 に は 、 素 口 縁の も の があ る 。 底部 か ら 胴

部へ斜め に 立 ち 上 が っ て い く も の で あ る 。

高杯形土器 で は 、 浅 い杯部 の も の が出土 し て い る 。

丸み を も っ た 身 か ら 急 に 口 縁部へ 真 っ 直 ぐ に 立 ち 上

が り 、 さ ら に そ の ま ま 外半 し て い く 器形 で あ る 。 こ

の他、 小型丸底土器 も あ る 。

7 号住居跡で も な け れ ば 3 号住居跡で も な い 資料

も あ る 。 資料的 に は 貧 弱 で あ り 、 そ の 内容 を 知 る に

は 少 々 心 も と な い 。 対象 と な る 住居跡 は 、 1 2号住居

跡 (第280 ・ 281 図) 、 13号住居跡 (第282図) 、 26号

住居跡 (第296図) 、 29号住居跡 (第301 ・ 302図〉 で

あ る 。 形態組成 は 、 口 縁部 に 刻 み 、 単純な 口 縁の査

形土器。 頭部 に 刻 み 目 凸帯 を め ぐ ら す 単純な 口縁の

壷形土器、 肥後型の複合口縁壷形土器、 素口縁の鉢

形土器、 屈 曲 口縁の鉢形土器、 身 が丸 く て 全体的 に

深 め の 高杯形土器、 口 縁部 が し ゃ く れ気味 に ひ ら く 、

浅め の 高坪形土器、 そ し て 蓋形土器 で あ る 。 た だ し 、

こ れ が完全 な 形で出土 し て い る 住居跡は な い 。 時期

的 に は 、 童形土器 の 型式的特徴 か ら 3 号住居跡 と 7

号住居跡の 聞 に は い る 資料 で あ る 。

以上、 池田 ・ 古園遺跡の 竪穴式住居跡は 、 出土土

器検討 を 通 し て 、 四 つ の 時期 に ま と め ら れ る 。 次 に 、

そ れ ぞれ の 時期 ご と に住居跡 の 類型 を ま と め て み よ
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7 。

31号住居跡 と 34号住居跡 が、 池田 ・ 古園遺跡で も

っ と も 古い 土 器 を 出土 し た 。 住居跡の 類型は 、 不明

で あ る 。

次 に く る の が、 2 号住居跡、 4 号住居跡、 5 号住

居跡、 7 号住居跡、 9 号住居跡、 10号住居跡、 1 1 号

住居跡、 14号住居跡、 20号住居跡、 23号住居跡、 25

号住居跡、 28号住居跡、 32号住居跡 で あ る 。 住居跡

の類型では 、 2 本柱小型住居 が 3 基 c 7 号 、 9 号 、

1 0号) 、 4 本柱大型住居 が 6 基 ( 2 号 、 1 1 号 、 1 5号 、

23号 、 25号 、 26号) あ る 。

次 は 、 1 2号住居跡、 13号住居跡、 26号住居跡、 29

号住居跡で あ る 。 住居跡 の 類型では 、 2 本柱小型住

居跡 3 基 (1 3号 、 26号 、 29号) 、 4 本柱大型住居 1

基 (1 2号) で あ る 。
池田 ・ 古園遺跡 で も っ と も 新 し い 時期 の も の が、

3 号住居跡、 6 号住居跡、 1 5号住居跡、 17号住居跡

で あ る 。 住居跡類型 で、 整理 し て み よ う 。 2 本柱小

型住居 は 1 基 ( 3 号) 、 4 本柱大型住居 が 3 基 ( 6 号 、

1 5号 、 1 7号) と い う こ と に な る 。

[石器]

石器 に は 、 磨製石鍛 2 点、 砥石 1 1 点 、 磨石 1 1 点、

台石16点 が あ る 。 そ の住居跡 ご と の 内 訳 は 、 第10表

に 示 し て い る 。 な お 、 「①石 器」 の 項 で は 、 台 石 の

設置場所 と 台石 が住居跡 に遺存す る 割合 に つ い て 言

及 し た 。 そ の結果 を ま と め て み よ う 。

設置場所 に つ い て は 、 特別 な 傾 向 を 見 出 す こ と が

で き な か っ た 。

依存状況では 、 遺跡の 時期幅 を 無視 し て 集 計 し 、

2 . 23対 1 で、 2 基強 に l 基の割合で あ っ た 。 し か し 、

こ れ は あ く ま で も 時期 を 無視 し た も の だ っ た 。 そ こ

で、 こ こ で は 、 上記 し た 結果 を も と に し て そ の操作

を 再度 お こ な っ て み た い 。

31号住居跡 と 34号住居跡 で あ る 。 こ の 二 つ の住居

跡では 、 34号住居跡 か ら そ の 出土 を み た 。

次 に 、 2 号住居跡、 4 号住居跡、 5 号住居跡、 7

号住居跡、 9 号住居跡、 1 0号住居跡、 1 1 号住居跡、

14号住居跡、 20号住居跡、 23号住居跡、 25号住居跡、

28号住居跡、 32号住居跡 を み て み よ う 。 7 号、 9 号、

1 0号、 1 1 号 、 20号、 23号、 32号 か ら 台石 が出 土 し て
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1 2点、 鉄鎌 1 点、 手鎌 9 点、 不 明 鉄器 5 点 、 そ の他そ の比率 は 、 1 . 85い る 。 1 3基 に 対 し て 7 基で あ り 、

の鉄片64点、 鉄j宰 7 点、 が あ る 。 そ の住居跡 ご と の 内2 基弱 に 対 し て 1 基の割合で遺存 し て対 1 で あ り 、

こ こ で は住居訳は 、 整理 し て 第10表 に 示 し て い る 。い る こ と に な る 。

跡類型 ご と に そ の 出土 の 傾 向 を 検討 し て み た い 。1 2号住居跡、 1 3号住居跡、 26号住居跡、 29号住居

鉄器 が出土 し た 4 本柱大型住居 は 、 1 2基 で あ っ た 。こ の 中 で、 台石 は 、 1 2号 と跡 に つ い て 見 て み よ う 。

2 号 (鉄鉱 7 点 、 鉄斧 2 点 、 錨 2 点、 手鎌そ れ は 、2 基 に 対 し29号で発見 さ れ て い る 。 遺存の 比率 は 、

(手鎌 1 点) 、口一円内ベU1 点、 不明鉄器 1 点 、 鉄片17点) 、て 1 基で あ る 。

(鉄銑 1 点、 鉄片 3 点) 、 1 7(鉄片 1 点) 、 1 2号1 1 号6 号住居跡、 15号住居跡、3 号住居跡、最後 は 、

号 (鉄鍛 1 点、 錐 2 点 、 手鎌 1 点、 不 明 鉄器 1 点、1 7号住居跡で あ る 。 内 、 台石 が遺存 し て い た住居跡

鉄片 1 点) 、 23号 (鉄鉱 2 点、 鋒 2 点 、 不 明 鉄器 3 点、4 基 に 1 基は 、 1 7号 の 1 基の み で あ る 。 す な わ ち 、

(鉄鉱 l 点 、 環 頭 万 子鉄片 l 点、 鉄津 5 点) 、 24号と い う 遺存状況で あ る 。

(鉄鉱 5 点 、 茎 万1 点、 錨 1 点、 手鎌 2 点) 、 25号[鉄器]

(鉄子 1 点、 錐 2 点、 鉄片 1 3 点 、 鉄津 1 点) 、 27 号鉄器 お よ び そ の 関係 資料 に は 、 鉄鉱54点、 環頭 万

鍛 1 点、 鉄片 1 点) 、 28号 (鉄鉱 3 点、 鉄鎌 1 点、子 1 点、 茎 万 子 2 点、 不 明 万 子 l 点、 鉄斧 3 点、 錨

遺構別石器 ・ 鉄製品組成表第1 6表

鉄i宰片
塊

鉄一
平不明手鎌鉄鎌錨鉄斧刀 子

環万子 茎刀子 不明鉄鉱台石磨石砥石磨鍛No. 
棒

1 5  2 2 7 3 

噌i

nd

qδ

Rυ

RU

3 

2 2 

6 

2 7

8

9

0

1

2

日

1

1

1

:

 

3 2 

2 

2 

8 1 4  

1 5  

1 7  

1 8  

1 9  

20 

21 22 

2 

5 

4 

3 2 2 2 

2 

23 

2 

449 

1 2  

5 

2 

2 5 

'EA
n〈u
pkd
唱EA

2 

24 

25 

ηt
oO
Qd
nU
3i
ワu
qd
Aヨ
「b

nL
ηL
ヮ“
司υ
qJ
qJ
qd
qu
qJ



歴史時代の遺構 と 遺物第 2 節

歴史時代の遺構と 遺物第 2 節
(鉄鍛手 鎌 1 点 、 不 明 鉄器 1 点、 鉄片 2 点) 、 29号

(茎 万 子 l 点、5 点 、 手鎌 1 点、 鉄片 5 点) 、 32号

1 . 溝 (第340図)6 号 (手2 本柱小型住居 で、 は 、で あ る 。鉄片 2 点)
調査 H 区 の 北側で、 東西方向 に の び る 歴史 時代 の

溝 を 検出 し た 。 確認で き た 溝 の 長 さ は 、 約60 m で、

(鉄鉱 1 点、 手鎌 l 点) 、

9 号 (鉄鉱 2 点、 錐 2 点 、 不明 鉄器 l 点、 鉄j宰 1 点) 、

10号 (鉄鎌 6 点、 鉄片 4 点) 、 13号 (錨 1 点) 、 30号

口一句ηt

 

鎌 1 点 、 鉄片 1 点)

幅 は 、 上端 5 m -5 . 5 m 、 下端1 . 8 m - 1 m を 測 っ た 。

溝は 、 調査区外 に も の びて い っ て お り 、 そ の総延長か ら 出 土 し て い る 。(鉄鉱 l 点)(鉄鉱 1 ) 、 33号
は わ か ら な い 。器種 ご と に 出土数 を 整理 し 、 住居類型 ご と に平均 を

溝の 断面形 は 、 西側 では 聞 き ぎみ の V 字状、 東側求 め て 、 比較 し て み よ う 。
に な る と 台形 と な る 。 溝埋土の 堆積状況は 、 南北両鉄鉱は 、 大型住居2 . 23本 で、 小型住居 1 . 38本 と や
方向 か ら の 交互堆積 を 示 し 、 自 然堆積の状況 を み せど れ も 大や大型 の 方 が多 い 。 万 子 と 鉄斧 と 鉄鎌は 、
て い る 。 埋土 中 に は そ の 中位部 に硬化 し た 面 が一面型住居 の 出土 で あ る 。 錨 は 、 大型住居0 . 69本で、 小
認め ら れ 、 一時期道路 と し て 利 用 さ れ て い た こ と を型住居0 . 38本 と 大型住居 が優位 に あ る 。 手鎌は 、 大
伺 わ せ る 。型住居0 . 46本 で、 小型住居0 . 13本 と 大型住居 の 方 が

優位 で あ る 。 す な わ ち 、 大型住居 の 方 が、 器種的 に
2 . 出土遺物も 内容 が豊 富 でト あ る 一方、 す べ て の 鉄器で も 優佐 に

溝の埋土 中 か ら 、 弥生式土器、 管玉、 土 師器、 須立 っ て い る こ と が わ か る 。
恵器、 鉄鉱 な ど が出土 し た 。 遺物の状態 は 、 相 当 数

こ れ ら は遺構 に 伴が ロ ー リ ン グ を 受 け て い た の で、

し た がっう も の では な く て 、 流 れ込み と 判断 し た 。

て 、 弥生時代関係 の 資 料 に つ い て は 、 実測図 と し て

こ の 溝 に 近 い 時期 の も の と し て 、 土師提示せ ず に 、

器や須恵器、 そ れ に 鉄鍛 を 示 す に 止 め て お き た い 。

須恵器 ( 1 464-1 508)①
 

出土 し た 須恵器 に は 、 杯 蓋 ( 1 465- 1 468) 、 高 台

付杯 ( 1 469-1 473) 、 杯 ( 1 475-1 483) 、 査 ( 1 484 ・

1 485) 、 蓋 ( 1 464) 、 高杯 ( 1 486) があ る 。 ま た 、 図

示 し て い な い が、 聾 の 胴部片 も 多 数検出 さ れ た 。

[蓋1 ( 1 464) 

短頚壷の蓋で あ る 。 つ ま み は 、 無 い 。 天井部 は 回

転ヘ ラ 切 り で、 器 面 の 内 外 は ナ デ調整で あ る 。

[杯蓋1 ( 1 465-1 468) 

つ ま み が付 く も の ( 1 467 . 1 468) と つ ま み が付 か

な い も の の 二種 が あ り 、 つ ま み の 形状では宝珠形 の

と ボ タ ン 状の偏平 な つ ま み ( 1 468)つ ま み ( 1 467)

があ る 。 調整技法 は 、 天井部 が 回転へ ラ 切 り 、 器面

の 内外面 を横方向 の ナ デで あ る 。 器 高 で は 、 高 い も

と 低 い も の ( 1 465 ・ 1 468) があ る 。

[高台付杯1 ( 1 469-1 473) 

大型の も の ( 1 469 ・ 1 472) と 小型 の も の ( 1 470-

の ( 1 466 ・ 1 467)
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1 47 1 ) があ る 。 高台 は 、 丸み を 持 っ て 外湾 し 、 低 い 。

そ の張 り 付 け 部 は 、 杯 の 外縁部 よ り も 内側 に あ る も

の (1 469 ・ 1 470) 、 や や 内 側 に あ る も の ( 1 47 1 ) 、 周

縁 に 付 け ら れ る も の ( 1 472�1 474) が あ る 。 底部 か

ら 体部の立 ち 上 が り は 、 円弧 を描 く も の ( 1 469 ・ 1 472)

と 屈 曲 す る も の ( 1 47 1 ・ 1 473 ・ 1 474) が あ る 。 {本部

は 、 内湾 ぎみ に 立 ち 上 が る も の ( 1 469) と 外反 ぎみ

の も の ( 1 470) 、 直線的 な も の ( 1 47 1 ) が あ る 。 器

面の調整は 、 ー 横方 向 の ナ デ調 整で あ る 。

[坪] ( 1 475�1 483) 

大 き さ では 、 1 478や 1 483の よ う に小型 の も の と そ

れ 以外の 大型の も の が あ る 。 器形 で は 、 体部 の 立 ち

上 が り が内湾 ぎみ の も の (1 476 ・ 1 483) と 直線的 な

も の ( 1 475 ・ 1 48 1 ・ 1 477) が あ る 。 底部 か ら 体部へ

の 立 ち 上 が り は 、 丸 み を 持 つ も の ( 1 475 . 1 476 � 

1 478 ・ 1 482) と 屈 曲 す る も の ( 1 477 ・ 1 48 1 ・ 1 483)

があ る 。 調整では 、 底部 は 回転へ ラ 切 り 、 器面 の 内

外面は ヨ コ 方向 の ナ デ調整で あ る 。

[壷] ( 1 484 ・ 1 485)

1 484は 、 査の 口 縁部 で あ る 。 肩部 か ら 頭部 が ラ y

パ状 に 聞 き 、 口 縁端部 で急、 に 外反 す る 。 器面 の 調 整

は 、 ナ デ調整で あ る 。 1 485は 、 査の 口 縁部 で あ る 。

頭部 か ら 一度外反 し た 後 に 斜め に 真 っ 直 ぐ 立 ち 上 が

り 口 縁部 と な る 。 器面調整 は 、 ナ デ調 整 で あ る 。

[高杯] ( 1 486) 

1 486 は 、 高杯 の 脚部 か ら 体部 に か け て の も の で あ

る 。 調整は 、 ナ デ調 整 が施 さ れ て い る 。

② 土師器 ( 1 487�1 508)

出土 し た 土 師器 に は 、 杯蓋(1 487) 、 杯( 1 488�1 495) 、

聾 ( 1 496�1 507) 、 鉢 ( 1 508) が あ る 。

[:t:不蓋] ( 1 487) 

つ ま み が付 か な い 蓋 で あ る 。 端部 は や や折 り 曲 げ

ぎみ に 内傾す る 。 器面 調 整 は 、 横方向 の ナ デで あ る 。

[杯 ・ 皿] ( 1 488�1 495) 

1 488�1 492は 、 i不 で あ る 。 器高 が高 い も の ( 1 490)

と 低 い も の と があ る 。 体部 の 立 ち 上 が り は 、 真 っ 直

ぐ に の び る も の ( 1 488 ・ 1 490) と 内 湾 ぎ み の も の

(1 489) が あ る 。 底部 は 、 回転ヘ ラ 切 り で、 器面 は 、

横方向 の ナ デ調整 で あ る 。

1 493�1 495 は 、 皿で あ ろ う 。 底部 か ら 体部へ の 移
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第 2 節 歴史 時代 の遺構 と 遺物

行 が緩 や か な も の (1 493 ・ 1 495) と 屈 曲 す る も の

(1 494) と が あ る 。 底部 は 、 回転ヘ ラ 切 り で、 器面

の調整は 、 横方 向 の ナ デ調整で あ る 。

[聾1 ( 1 496-1 507) 

1 496- 1 508 は 、 聾 を 図示 し て い る 。 聾 の 出 土量は 、

こ の 時期の土器の 中 で は 相 当 量 あ る が、 胴部破片 が

多 く を 占 め て い る 。 こ こ で は 、 口 縁部 の 資料で、 そ

の 口 径 が あ る 程度復元 で き る も の を 提示 し て い る 。

全体的 に は 、 胴 が張 ら ず に 口 縁部 か ら そ の ま ま な

で肩 ぎみ に 胴部へ 移行 す る 器形 を と る が、 一部 1 504

の よ う に 胴部 が張 っ て 肩部 を も つ も の が あ る 。 口縁

部 は 、 く の 字状 に 折れ 曲 が る も の が多 い が、 こ の他

に 口 縁部 の折れ が見 ら れ な い も の (1 50 1 ) や 口 縁部

が短 い も の (1 503) も 認め ら れ る 。 器面の調整は 、

外面 では ほ と ん ど の も の がナ デ調整で あ る が、 一部

に ハ ケ 調整の痕 を 残 し て い る 資料 も み ら れ る 。 内面

は 、 斜め 方 向 の へ ラ 削 り で調整 さ れ て い る 。

[鉢1 ( 1 508) 

鉢は 、 1 点 を 図示 し て い る 。 丸み を も っ て 体部 が

立 ち 上 が り 、 口 縁部 で ゆ る く 外へ折 り 曲 げ ら れ て い

る 。 器面 の調整は 、 外面 がハ ケ 調整の後の ナ デ調整

で、 内 面 は 横方向 の ヘ ラ 削 り で あ る 。

③ 鉄器 (第343図〉

溝の上層部 か ら 2 本 の 鉄器 が出土 し た 。 一緒 に 出

土 し た 土器 の 特徴 か ら 歴史 時代 の も の と 判断 さ れ る 。

1 509は 、 箆被両 丸造撃箭形式 の 鉄撤で あ る 。 茎の一

部 を 欠損 し て い る た め に そ の 全長 は 不明 で あ る 。 計

測値は 、 鍛身長1 . 4cm、 同最大幅0 . 75cm、 箆 長 4 cm、

同 幅0 . 85cm、 茎最 大 幅O . 4cm を 測 る 。 1 5 1 0 は 、 方頭

斧箭形式 の 鉄鍛 で あ る 。 計測値 は 、 撤身 長5 . 6cm、

同幅1 . 15cm、 茎長3 . 25cm、 同最大幅3 . 5cm を 測 る 。

3 . まとめ
歴史 時代 の遺構 と し て は 、 溝 を 調査 し 、 そ の埋土

か ら 多 量 の歴史 時代遺物 が出 土 し た 。 し か し 、 前項

で も 述べ て い る よ う に 、 そ の 多 く がロ ー リ ン グ を 受

け て い て 、 残念 な が ら そ の 溝 に伴 う の で は な く 、 流

れ込み の 資料 と 判断 さ れ た 。 し た がっ て 、 こ の 出土

土 器 を も っ て こ の溝の年代 を 決定 す る こ と は で き ず、

あ く ま で も 参考資料程度 の 価値 し か持 ち え な い 。 そ

m
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。 1509
う は い っ て も 、 あ る 程度 の 時期的 な 限定 が可能で、 あ

り 、 そ の年代観 を 示 し て み た い 。

年代観 を 見 る た め の 基準資料 と し て は 、 須恵器 が

便利 で あ ろ う 。 中 で も 資料 が も っ と も 多 い杯蓋 と 杯

は 、 そ の 決定 の 上 で 問題 と さ れ よ う 。

出土 し た 杯蓋や杯 は 、 9 世紀初頭の 型式的特徴 を

良 く 示 し て い る 。 す な わ ち 、 熊本 の 須恵器編年 (松

本1980) に 従 え ば、 第 四様式 に 該当 す る 資料群 で あ

り 、 こ の編年観は 、 壷の 口 縁形態 で も う な ずけ る だ

ろ う 。 た だ し 、 杯蓋 に 器 高 が比較的深 い 資料 が あ る

の で、 一部 の 資 料 は 8 世紀末 に ま で上 り そ う だ の
以上 の こ と か ら 、 出土須恵器 は 、 9 世紀初頭 に そ

の年 代 が も と め ら れ 、 一部 8 世紀末 に ま で上 る 資料

があ る と 予想 で き る 。

こ の結果 を 踏 ま え て 、 溝の 年代 を 捉 え よ う と す る

と き 、 9 世紀以降 の 年代 が推定 さ れ る 。 し か も 、 9

世紀初頭の集落 を破壊 し て 開 削 さ れ て い る こ と を 考

え れ ば、 9 世紀後半以降 で あ る 可能性 が高 い 。

さ で 、 こ の溝の機能 で あ る が、 そ の 当 初 の も の は

不 明 で あ る 。 そ れ は 、 溝 の 底 に硬化 し た 面 が残 さ れ

て い な か っ た り 、 土 層 堆積の観察 か ら は 、 常時水 が

流れ て い た 形跡 も 認め る こ と がで き な か っ た か ら だ 。

た だ し 、 溝の 中位面 に は 明 ら か な 硬化面 が存在 し て

い る の で、 一時期 、 こ れ が道 と し て 利 用 さ れ て い た

こ と は確 か で あ る 。 そ れ は 、 少 な く と も 9 世紀後半

よ り も 多 少時間 を 置 い た 頃 れ る 。
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第1 7表 土器計測表

計 測 値
No. 遺 構 名 器 種

目 径 (叩) 器 高 {cm} 胴最大径 (叩) 脚台径 {cm} 脚台高 {cm}

1045 1 号 住 壷 形 土 器 一 一 26 . 0  

1046 2 号 住 壷 形 土 器 1 3 . 4  

1047 

1048 

1049 

1050 

1 051  

1 052 

イシ 1 1 . 5 

高 杯 形 土 器ク
。 イシ
。 。

。 務 形 土 器 18 . 0  

。 。

1053 3 号 住 壷 形 土 器

1054 � � 

1 055 

1 056 

1057 

1058 

。 鉢 形 土 器

愛 形 土 器。

。 。

。 。

1059 � � 

1060 4 号 住 登 形 土 器

1061 

1 062 

1063 

1064 

1065 

。 鉢 型 土 器

饗 形 土 器。

。 。

。 。

。 。

1066 6 号 f主 査 形 土 器

1067 � � 

1068 

1069 

1 070 

1071 

1072 � 

1073 � 

1 074 � 

1075 � 

1076 

1077 

1078 

1079 

1080 

1 081 

1082 

1083 

1084 

。 。

イシ 。

。 。

。 。

。

。

。

。

。 鉢 形 土 器 9 . 7  

高 杯 形 土 器

費 形 土 器 26 . 0  

イシ
. 0 
イシ 。

。 。

。 。

。 。

イシ 。

。 小型丸底土 器

1085 7 号 住 萱 形 土 器

1086 

1087 

1088 

1 089 

1090 

1091 

1092 

1093 

1094 

1095 

1096 

1097 

イシ 。

イシ ク

23 . 3  

22 . 5  

1 6 . 3  

1 2 . 5  

22 . 0  

20 . 8  

20 . 5  

1 9 . 4  

1 8 . 8  

23 . 7  

1 8 . 0  

1 3 . 2  

1 5 . 4  

1 5 . 6  

1 8 . 3  

1 1 . 0  

1 3 . 1  

1 8 . 0  

1 1 . 2 

1 3 . 1  

21 . 0  

( 5 . 5) 

48 . 5  

4 . 9  

47 . 3  

45 . 0  

40 . 0  

6 . 9  

28 . 0  

45 . 2  

38 . 5 

1 5 . 4  

31 . 8  

1 3 . 1  

25 . 3  

22 . 6  

22 . 9  

25 . 2  

9 . 7  

23 . 8  

1 1 . 5  

1 9 . 9  

25 . 4  

20 . 2  

1 6 . 8  

14 . 5  

l J . 6  

1 1 . 6  

1 9 . 2  

登録番号

Fhu
nxU

 

8

5

J

括

n
汐

の
L

n
U

胃
i

d
生

4

唱EAF「υnr“

Fhd

phu

一

住

住

住

住

住

住

唱E目品
。r“
。r“
内f“
η，“
nr“

ハ可リvnペuI
 

2 f:主6

5 . 9  2 f:主95

3 t主12 . 32

3 住一括

3 住一括

3 住1 7 . 31

3 住20 . 21

3 f主l - A

3 住l

4 住1 9

4 住9

41: 主3

41:主20

4 住8

4 住1 ， 2 . 1 1

5 住1 30

5 住47

5 住一括

5 住

5 1主89 . 1 1 7

5 住

5 1主

5 住

5 1主41 ， 1 64 

5 住

5 住1 8

5 住一括

5 1主40

5 住一括

5 住92

5 f:主1 5 1

5 f:主20 . 28

5 f:主82 . 85

5 住7

6 住86

6 住

6 1主

6 住

6 1主

6 t主88

6 1主

6 住一括

6 住

6 1主

6 1主

6 住

6 1主

f蒲 考

。 イシ

複 合 口 縁

脚
脚

白 川 水系 型

複 合 口 縁

底

底

底

底

部

丸

丸

丸

丸

底

脚台

底部

複 合 口 縁

白 川 水系 型

白 川 水 系 型

白 川 水系 型

白 川 水系 型

白 川 水系 型

脚台
脚台
丸底

丸底

丸底

完形

白 川 水系 型

複 合 口 縁

白 川水 系 型

底部整形

脚
脚

。 。

イシ 。 1 9 . 1

菱 形 土 器 1 9 . 8  

登 形 土 器

鉢 形 土 器 1 2 . 4  

高 杯 形 土 器

。

。

。

。

。 。

。 護 形 土 器 1 8 . 2  

イシ 。
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No. 遺 構 名 器 備 考種 計 ì<<U 値
口 径 (cm) 器 高 (叩) 腕最大径 (cm) 脚台径 (叩) 脚台高 (叩)

1098 7 号 住 斐 形 土 器 1 ;' . 9  

1 099 

1 1 00 

1 1 01  

1 1 02 

イシ 。

イシ 。

。 。

。 。

1 1 03 9 号 住 壷 形 土 器

1 1 04 " 鉢 形 土 器

1 1 05 " 斐 形 土 器

1 106 。 。

1 1 07 1 0 号 住 壷 形 土 器 1 1 . 7  

1 1 08 " 

1 1 09 

1 1 10 

1 1 1 1  

1 1 1 2  

1 1 1 3  

。 。

。 鉢 形 土 器
。 。

。 婆 形 土 器 22 . 4  

。 。

1 1 14 1 1 号 住 壷 形 土 器 25 . 4  

1 1 1 5  " ク

Fo
nt
oO
Qu
nu
tA
ヮ“
qd
A苛
Fb
au
nt
au
nu
nu
1A

1A
1A
14
1i
ワ臼
?u
ワω
ワ白
ワ臼
ヮ“
ヮ“
ヮ“
ヮω
ワ臼
qu
qυ

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1
 

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1
 

イシ 。

イシ 。

。 ク
イシ ク
イシ 高 杯 形 土 器 24 . 7  

鉢 形 土 器 1 7 . 8  

1 3 . 8  

斐 形 土 器

。

イシ
。

。 ク
イシ 。

。 。

。 イシ
。 ク
。 壷 形 土 器 ? 22 . 7  

小 型 丸底土 器 8 . 0  

祭 肥 土 器

。

。

1 132 1 2 号 住 壷 形 土 器 21 . 1  

1 133 '， " 20 . 0  

1 1 34 

1 1 35 

1 136 

1 1 37 

1 1 38 

1 1 39 

1 1 40 

1 1 41 
1 142 

1 143 

1 144 

1 145 

1 1 46 

1 147 

1 1 48 

1 1 49 

。 イシ
イシ イシ
。 。

。 イシ
。 。

。 。

。 。

" 鉢 形 土 器
。 。

登録番号

20 . 8  

1 7 . 3  

1 7 、 5

1 9 . 1  

1 1 . 6  

1 7 . 1  

1 8 . 2  

1 8 . 3  

2 1 . 6  

1 8 . 9  

4� 1 24 . 7  (:2 ， . J) 18 . 7  

22 . 7  

45 . 2  25 . 4  

15 . 5  

7 . 2  

34 . 1  19 . 1  

32 . 4  

14 . 2  

1 1 . 9  

1 1 . 2  

6 . 7  

1 3 . 3  

7 . 6  

10 . 3  

イシ
高 杯 形 土 器 1 8 . 4  

。 2 1 . 9

一 一 1 1 . 9

イシ

。

。 。

1 5 . 7  

14 . 1  

22 . 6  

" 菱 形 土 器 35 . 8  

0 一 一 一 13 . 5。

。 小 型 丸底土器 1 1 . 5  

1 1 50 1 3 号 住 壷 形 土 器 14 . 7  

25 . 0  

8 . 8  

5 . 9  9 . 1  
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巧t'

nud

nwuv

nxu

nxU

OAU
 

主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
住
住
住
住

1

1

1

1

1

1

1

1

i

i

f

i

f

1
 

ιU
FO
FO
Po
ιu
n6
06
RU
06
Qd
qu
od
ny
qu
nud

 

ハHV勾，s

4 . 4  

4 . 1  9 f主
10住84

10住

10住

10f主

10住

I Of主52

1 0住1 26

IOf主75

10住27

I Of主64

1 0住127

1 0f主59

10f主23

10i主106

6 . 1  1 0住1 1 6 ， 1 1 9

IOfì22 

10住一括

10住一括

1 7住31 1 ， 339

l7f:主322 ， 323

1 7i主337

l7f:主69

l7f:主103

1 7f:主303

1 7f主187

l7f:主351

l7f:主1 1 2

2 . 4  l7f:主350

1 7住71

l7f:主107 ， 1 21

l7f:主1 4

1 7i主278

1 7住32

17f:主 220

1 7i主325

1 71主31 6

1 31主9 ， 1 3

'古・zノ7C-'I� 

長顕

，三�rr./.7G1仁ノ

複合口縁

底部
底音11

赤彩

脚台

白川水系型
白川水系型
白川水系型
白川水系型
底部

ムロ
ムロ
ムロ
ムロ
ムロ

脚
脚
脚
脚
脚

白川水系型
白川水系型

底部
底部
底部
脚台

脚 ， 透 か し

脚 ， 透 か し

口 唇 に 刻み

脚台



計 測 値

口 径 (cm) 器 高 (cm) 胴最大径 (叩) 脚台径 (叩) 脚台高 (cm)

菱 形 土 器 17 . 2  27 . 2  1 5 . 6  1 1 . 0  6 . 0  1 31主
1 8 . 1  30 . 5  20 . 4 一 一 13住32
1 2 . 8 一 一 1 1住53
1 2 . 3 一 一 一 1 1住5
1 1 . 8 一 一 一 1 1住74
29 . 6  ( 7 . 4) 一 一 1 1住
21 . 6 一 一 一 1 1住1 1 2
1 9 . 0 一 一 一 1 1住1 1 2
1 9 . 0 一 一 一 一 1 1住78 ， 97

1 1住I I I
1 1住
1 5f主17
1 5住135
141主209
1 4住202
1 4住1 8
141主38 ， 39
1 4住227
1 4住91 ， 1 62
1 21主l
1 21宝2
1 9住2
1 91主8
1 9住l
20 ， 2 1住21
20 ， 2 I f主24
20 ， 2 1住30
21住9 ， 1 5 ， 1 7
23住24
231主14
23住5
23住38
231主34
23住9
24住
24住
241主5 ， 1 1
25住2 ， 43
251主46
251主70
25住25
25住39
251宝52
25住1
25住67
26住一括
26住一括
261主53 ， 56
261主44
261主48
261主43
27住1 1
29住一括

池田 ・ 古園遺跡の 調 査 と 成 果

トも

1 1 5 1 
1 1 52 
1 1 53 
1 1 54 
1 1 55 
1 1 56 
1 1 57 
1 1 58 
1 1 59 
1 1 60 
1 1 61 

考備登録番号

第VI章

種

査 形 土 器

鉢 形 土 器

高 杯 形 土 器

斐 形 土 器

。

器

1 3 号 住

14 号 住

遺 構 名

。

イシ

ク

イシイシ
。

。

。

。

1 0 . 8  1 5 . 1  

白川水系型

丸底20 . 2  
23 . 5  

40 . 7  

23 . 3  
1 0 . 2  
1 9 . 9  
1 4 . 2  
1 9 . 4  
22 . 5  
1 9 . 3  

。

斐 形 土 器
。

壷 形 土 器
イシ

斐 形 土 器イシ

白川水系型31 . 9  
25 . 5  1 3 . 8  23 . 5  

1 5 . 6  
1 5 . 3  

22 . 4 
20 . 3  

20 . 4  

イシ
。

査 形 土 器

鉢 形 土 器

壷 形 土 器

高 杯 形 土 器

斐 形 土 器

壷 形 土 器

菱 形 土 器

イシ
。

1 8 号 住

20 号 住
イシ

与す工i

 

ロ可
。

τi

o

nr“

 

nHv

 

nrM

 

脚台

丸底

ムロ
ムロ
ム口

脚
脚
脚

5 . 6  
4 . 3  
6 . 3  

1 4 . 0  
1 2 . 2  
1 5 . 4  

。

。

。

。

( 8 . 2) 

。

壷 形 土 器

鉢 形 土 器

壷 形 土 器 赤彩

白川水系型
下音11 に削 り
日音文
目音文 ，透か し

1 4 . 2  
1 7 . 2  

14 . 0 

1 5 号 住

17 号 住

1 5 . 4  9 . 9  

21 . 0  2 1 . 2  
2 1 . 5  
25 . 4  

饗 形 土 器

斐 形 土 器

住
住

口一吋
口方

ワhw
qd
n〆“
n，u

。

。

。

。

24 号 住
" 

1 3 . 2  

1 7 . 6  
1 1 . 6  
1 7 . 6  
1 2 . 4  
27 . 7  

器

器

ヒ

土

。

ト

形

罪

杯

鉢
官同

ク
25 号 住

。

。

。

1 1 62 
1 1 63 
1 1 64 
1 1 65 
1 1 66 
1 1 67 
1 1 68 
1 1 69 
1 1 70 
1 1 71 
1 1 72 
1 1 73 
1 1 74 
1 1 75 
1 1 76 
1 1 77 
1 1 78 
1 1 79 
1 1 80 
1 181 
1 1 82 
1 183 
1 1 84 
1 1 85 
1 1 86 
1 187 
1 1 88 
1 189 
1 1 90 

。。

脚台
白川水系lli!
黒 彩

3 . 5  1 2 . 5  

18 . 3  

28 . 7  

1 8 . 5  
1 4 . 7  
1 6 . 。。

脚台
脚台1 6 . 8  

イシ

整 形 土 器

壷 形 土 器

イシ

斐 形 土 器

査 形 土 器

鉢 形 土 �

愛 形 土 器イシ

27 号 住
28 号 住

。

。

26 号 住

イシ

1 1 91 
1 1 92 
1 1 93 
1 1 94 
1 1 95 
1 1 96 
1 1 97 
1 1 98 
1 1 99 
1200 
1 201 
1 202 
1 203 

。

1 9 . 2  
1 4 . 3  
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No. 遺 構 名 器 積 一 計 ìJltl 値
1 204 28 号 住 萱 形 土 器
1205 " 高 杯 形 土 器
1206 <- 斐 形 土 器 17 . 0  
1207 
1208 
1209 
1210 

。 。 22 . 4  
1 5 . 5  
21 . 0  

1 4 . 4  
1 1 . 4  
1 5 . 8  
21 . 1  。 。

。 1 5 . 3

1 242 
1 243 
1 244 
1245 
1 246 
1247 
1 248 
1459 
1460 
1461 
1462 
1463 
1464 
1465 
1466 

イシ ク

。 。

。 。
高 均二 形 土 器 31 . 0  

。 ク

。 。

イシ イシ

菱 形 土 器 1 7 . 6  

。 。

。 。

20 . 9  
20 . 0  

1 6 . 6  
14 . 4  
30 . 3  
34 . 2  
28 . 4  
30 . 2  
18 . 0  
1 7 . 8  

1 3 . 3  

。
高 杯 形 土 器 20 . 3  
菱 形 土 器 21 . 5  

1 238 <- 祭 杷 土 器
1239 33 号 住 菱 形 土 器
1240 34 号 住 登 形 土 器 1 1 . 2 
1241 " <- 23 . 0  

1 2 1 1  29 号 住 釜 形 土 器
1212 
12 13 
1214 
12 15 
12 16 
12 1 7 
12 18 
12 1 9 
1 220 
1221 
1 222 
1 223 
1 224 
1 225 

イシ イシ

1 5 . 0  
1 4 . 3  

。
鉢 形 土 器 46 . 0  
饗 形 土 器 25 . 6  

22 . 4  

37 . 0  
28 . 5  

(1 1 . 4) 

21 . 3  
37 . 0  

30 . 2  
(34 . 0) 

8 . 3  

32 . 4  

3 . 5  
1 . 25 
2 . 1 7 

1 8 . 4 

22 . 0  
18 . 6  

1 7 . 4  

1 5 . 4  
22 . 0  

28 . 6  
20 . 2  

1 3 . 9  

32 . 4  

26 . 2  9 . 4  
20 . 09 10 . 0  
24 . 2  

1 1 . 3  

17 . 0  

1 5 . 3  

登録番号

29住一括
29住一括
29f主16 ， 42
29f主1
29住5
29t主45

3 . 5  29t主56

6 . 4  

30t主74 ， 94
30住74 ， 81 ， 1 88
30t主120
30住
30t主10 . ， 1 98 
30住
30住
30t主
30住63

1 0 . 9  30住86
30f主191
30住201
30t主38

( 9 . 2) 30住一括
30住130 ， 136
30f主74 ， 94
3l t主13
3lt主20
3lt主19
31住1 5 ， 23
32f主18
28住一括
28f主 1 1
28住
28t主16
28住29

4 . 2  28住19
28住一括
33住6
42住4
42t主16
42住21
42住22 ， 23
42t主19
43住6

3 . 5  43f主3 ， 10
3 . 0  43住一括

431:主22 ， 23
1 周溝遺構

l 周溝遺構

l 周溝遺構

1 周溝遺構

4 周溝遺構

溝一括
j義一括
講一括

備 考

脚

台
形
形

脚
完
完

白川水系型
複合口縁
白川水系型
白川水系型
白川水系型

口縁部を欠

台
底
底

脚
丸
丸

白川水系型
底部
完形

脚台

脚台
赤彩

。 。

。
。 イシ
。 。

。

。
。 。
。 ク
。 。
。 。

1226 <- <-

1 227 31 号 住 斐 形 土 器
1228 
1229 
1 230 

。 。
。 。
イシ 。

1 231 30 号 住 斐 形 土 器
1232 32 号 住 登 形 土 器
1233 
1 234 
1 235 
1 236 
1 237 

。 イシ
。 鉢 形 土 器
。

<- 。

。

。
。 。

1 号周j韓 蚤 形 土 器
。 。

き語 形 土 器 24 . 7  
26 . 6  

。
。 。

4 号周溝 愛 形 土 器
溝 須 恵 器 杯 蓋
。 。
。 。

26 . 1  
22 . 5  

1 9 . 5  
13 . 2  
1 5 . 1  
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第 羽 章 池田 ・ 古園遺跡の 調査 と 成果

遺 構 名 器 種
計 調4 値 登録番号 {蒲 考No. 

口 径 {cm} 器 品 {cm} 胴最大径 (叩) 脚台径 {cm} 脚台品 {cm}

1 467 溝 須 恵 器 均二 蓋 j毒一括 1 . 0cm つ ま み

1468 ク 。 1 2 . 7  1 . 0 j義一括 1 . 2cm つ ま み
1469 。 須 恵 器 杯 1 6 . 9  5 . 63 1 0 . 85 0 . 6  溝一括 高台付 ，赤彩
1470 。 。 1 3 . 0  4 . 0  8 . 35 0 . 5  溝一指 高台付
1471 。 イシ 1 1 . 6  4 . 32 7 . 1  0 . 4  j誇一括 高台付
1472 ク 。 1 0 . 05 0 . 7  j毒一括 高台付
1473 。 。 9 . 1  0 . 6  溝一括 高台付
1474 。 。 7 . 8  0 . 5  i議一括 高台付
1475 。 。 1 4 . 1  5 . 0  8 . 9  溝一括

1 476 ク 。 1 2 . 6  4 . 1 2 6 . 9  j簿一括

1 477 。 。 1 3 . 5  3 . 45 9 . 3  溝一括

1 478 イシ 。 7 . 1  溝一括

1 479 イシ 。 7 . 3  i韓一括

1 480 イシ イシ 8 . 7  j講一括

1 481 。 。 1 3 . 9  4 . 1  9 . 95 溝一括

1482 。 。 6 . 5  j誇一括

1483 イシ 。 1 0 . 4  3 . 63 溝一括

1 484 。 須 恵 器 壷 6 . 9  j茸一括

1 485 イシ イシ 1 1 . 3  溝一括

1 486 。 須 恵 器 高 杯 j義一括

1 487 ク 土 師 器杯 蓋 1 3 . 95 2 . 7  9 . 0  i茸一括

1 488 。 土 師 器 杯 溝一括

1 489 イシ 。 1 1 . 8  3 . 18 8 . 75 j器一括

1 490 。 。 1 7 . 8  4 . 9  8 . 0  溝一括

1491 。 。 1 3 . 1  j義一括 黒色土器
1492 。 。 8 . 8  j薄一括

1 493 。 イシ 1 1 . 5 2 . 35 6 . 1  j捧一括 赤彩
1494 イシ 土 師 器 皿 1 6 . 65 3 . 05 1 1 . 0  j善一括 赤彩
1495 。 。 9 . 3  2 . 1  5 . 2  j毒一括

1 496 。 土 師 器 斐 28 . 9  j誇一括

1 497 。 。 1 5 . 7  j薄一括

1 498 ク イシ 22 . 9  j毒一括

1499 。 。 1 7 . 85 1 7 . 1 5  j寿一括

1 500 。 。 24 . 7  j毒一括

1 501 。 。 1 5 . 5  1 5 . 0  溝一括

1 502 。 。 26 . 1  i溝一括

1 503 。 。 1 0 . 5  1 0 . 0  j第一括

1 504 イシ 。 20 . 9  i章一括 赤彩
1505 。 。 24 . 0  j義一括

1 506 。 。 26 . 5  j義一括

1 507 。 。 21 . 1  j義一括 赤彩
1508 イシ 。 26 . 6  溝一括

459 



第1 8表 石器計測表

No. 遺 構 名 登録番号

1249 10 号 住
1250 23 号 住
1251 2 号 住
1252 " 
1 253 " 
1 254 10 号 住
1 255 1 2 号 住
1256 1 7 号 住
1257 1 9 号 住
1 258 23 号 住
1259 25 号 住
1260 28 号 住
1 26 1 ク
1 262 34 号 住
1263 29 号 住
1264 7 号 住
1265 6 号 住
1266 1 2 号 住
1267 1 7 号 住
1 268 21 . 22号住
1 269 " 
1 270 23 号 住
1271 24 号 住
1 272 32 号 住
1273 28 号 住
1 274 31 号 住
1 275 7 号 住
1276 " 
1 277 1 0 号 住
1278 9 号 住
1279 1 1 号 伎
1280 1 2 号 住
1 281 " 
1 282 1 4 号 住
1283 1 7 号 住
1 284 20 号 住
1 285 23 号 住
1 286 " 
1 287 29 号 住
1288 32 号 住
1 289 34 号 住
1290 35 号 住
1 29 1 

器

磨 製 石 鍛
。

砥 石
。
。
4シ
。
。
。
イシ
。
。
。
。
イシ

磨 石
。
。
イシ
。
。
。
。
。
。
。

台 石
イシ
4シ
。
。
イシ
イシ
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

種
計 測 値

長 (cm) 幅 (cm) 厚 (cm) 重 (9 ) 
4 . 25 
3 . 1  
6 . 7  
4 . 8  
4 . 3  
8 . 9  
5 . 6  
3 . 6  
3 . 1  
5 . 9  
5 . 4  
8 . 0  
5 . 5  
1 3 . 35 
6 . 6  
9 . 5  
1 0 . 0  
1 1 . 7  
1 0 . 7  
1 0 . 8  
10 . 3  
9 . 2  
1 0 . 6  
1 1 . 1  
10 . 8 
9 . 7  
28 . 6  
42 . 4  
46 . 8  
24 . 0  
34 . 1  
24 . 1  
26 . 8 
33 . 0  
1 9 . 8  
48 . 0  
29 . 4 
37 . 6  
34 . 6  
46 . 2  
40 . 4  
27 . 2  
30 . 0  

1 . 6  
1 . 2  
4 . 7  
3 . 1  
3 . 9  
5 . 1  
1 . 4 
3 . 2  
3 . 4  
2 . 5  
3 . 2  
1 1 . 8  
3 . 5  
6 . 2  
4 . 0  
7 . 6  
8 . 2  
1 0 . 1  
8 . 5  
8 . 7  
8 . 6  
8 . 5  
7 . 6  
1 0 . 0  
1 1 . 4  
7 . 9  
30 . 4  
48 . 8  
36 . 2  
38 . 0  
47 . 6  
36 . 6  
33 . 6  
37 . 8  
25 . 4  
30 . 0  
41 . 8  
48 . 0  
46 . 0  
50 . 2  
48 . 6  
39 . 6  
40 . 6  

qd
qd
QU
巧t
Aせ
n，t
ヮ“
ヮ“
nu
oo
--
内b
ワu
Fb
nU
氏U
nb

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

AU
nU
AU
'ー
のL
ti
--
ヮ“
ti
ヮ“
ヮω
aq
ワu
cO
FU
CO
FO

2 . 6  
1 . 3 
32 . 7  
51 . 0  
49 . 6  
1 24 . 8  
1 6 . 7  
3 1 . 7 
1 5 . 0  
25 . 0  
43 . 7  
308 . 7  
65 . 3  
590 . 0  
105 . 0  
608 . 8  
877 . 1  

9 1主29
23f.主12
2 f.主1 1 9
2 f.主
2 住1 6
9 住78
1 7f.主282
1 4住142
1 8住
23住
25住73
29f.主61
29住
42住
30住
6 f.主 1
5 住146
1 7f1367 
14f.主206
20 . 2 1住37
20 . 2H主38
23住32
241主1 2
28住52
291主19
3 1住 8
6 1主
6 t主
9 住
8 住
10f.主
l7f主
l 7f主
1 H主
1 41主
1 91主
23住
231主
30住
28住
42住1 7
43f.主
ワ

。

頁 岩
。
イシ
。
。

砂 岩
頁 岩
イシ
。
ぞシ
。

砂 岩
石 灰 岩
安 山 岩
。
。
イシ
。
。
ク
。
ク
。
。

安 山 岩
。
イシ
。
。
。
イシ
。
" 
。
。
。
。
。
イシ
。
。
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5 . 2  1 023 . 1  
8 . 0  935 目 7
7 . 7  759 . 5  
5 . 7  81 6 . 0  
6 . 6  739 . 3  
7 . 4  779 . 4  
8 . 0  1 304 . 1  
9 . 2  1 662 . 8  
6 . 9  742 . 9  
7 . 05 80000 . 0  
1 4 . 6  48500 . 0  
1 5 . 0  33500 . 0  
1 0 . 1 1 5020 . 0  
1 2 . 2  3 1 500 . 0  
10 . 5  1 1 500 . 0  
8 . 4  10070 . 0  
13 . 3  24500 . 0  
5 . 6  1 8670 . 0  
8 . 2  1 1 090 . 0  
1 1 . 9  1 9000 . 0  
8 . 9  2 1000 . 0  
1 3 . 1  2 1000 . 0  
1 1 . 1  34000 . 0 
1 5 . 9  37500 . 0  
1 0 . 0  1 5 1 40 . 0  
1 7 . 6  3 1000 . 0  



池田 ・ 古園遺跡の 調査 と 成 果第 羽 章

金属器 ・ 装身具計測表第1 9表

イ〉

46 1 

登録番号

30住 ピ ッ ト
251主55
30住137
2 住103
291主32
331主10
9 1主42
9 住6
9 1主36
301主1 1 1
32fìA 
9 1主36
9 f主63
30住40
I 区一括
8 1主 1 6
I 区表面採集
2 1主1 22
141主 1 1 3
1 41宝83
1 41主59
25f主72
30住148
9 1主65
2 1主25
2 住21
241主10
14住一指
251主68
20 . 2 lf主36
1 41主213
25住54
291主58
I 区一括
I 区表採
17住361 . 362
1 4f主 1 66
I 区一括-
1 41主228
27f=!:9 
2 住106
1 1住84
29f主29
8 住上層一括
2 f主一括
231主一括
25f主31
l l f主12 1
141主106
1 住9
6 1主 a括
23住一括
2 1主125

重 (g ) 
2 . 0  
4 . 2  
7 . 7  
1 1 . 9  
1 2 . 5  
1 1 . 6  
5 . 5  
4 . 2  
3 . 6  
1 . 3 
2 . 1  

計 測 値
幅 (cm) 厚 (cm)

2 . 8  0 . 1  
2 . 2  0 . 1 5  
2 . 9  0 . 1 
2 . 8  0 . 1 5  
3 . 6  0 . 1 5 
1 . 9 0 . 2  
2 . 1  0 . 1 5 
1 . 7 0 . 1  
2 . 0  0 . 1 5 
1 . 2 0 . 1  
1 . 5 0 . 1  

長 (cm)
2 . 3  
3 . 0  
5 . 0  
5 . 3  
5 . 3  
7 . 9  
3 . 4  
3 . 9  
4 . 2  
2 . 0  
2 . 8  

質
鉄

。
。

。
イシ
。
イシ
イシ
イシ

キオ種

調車
。

。

。

。

。
イシ

。
イシ

llåo 
鉄

遺 構 名

29 号 住
25 号 住
29 号 住
2 号 住
28 号 住
33 号 住
10 号 住

29 号 住
30 号 住
10 号 住
10 号 住
29 号 住

9 号 f主

2 号 住
1 7 号 住

3 . 6  
2 1 . 5  
5 . 4  
1 9 . 2  
33 . 7  
2 1 . 9  
1 7 . 6  
1 3 . 2  
9 . 2  
7 . 1  
8 . 7  
4 . 7  
8 . 0  
3 . 9  

4 . 1  
4 . 8  
5 . 4  
3 . 4  
2 1 . 6  
9 . 5  
6 . 8  
2 . 2  
'i
Qd
F0
06
14
nL
OKM
AU
P口
nL
にυ
1ム
Fb
Aud

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

 

RU
Fhu
qd
'i
qo
qυ
oO
Fhd
QEU
FO
A生
qJ
'i
qd

8 . 8  
6 . 7  

7 . 8  
1 1 . 3  
6 . 1  

7 . 9  

0 . 2  
0 . 4  
0 . 1  
0 . 1  
0 . 25 
0 . 3  
0 . 3  
0 . 2  
0 . 3  
0 . 2  
0 . 3  
1 . 5 
0 . 2  
0 . 3  
0 . 35 
0 . 3  
0 . 25 
0 . 1 5 
0 . 1  
0 . 1  
0 . 5  
0 . 1 5 
0 . 1  

1 . 9 

2 . 95 
2 . 1  
2 . 2  
1 . 3 
1 . 7 
1 . 9 

0 . 1 5 
0 . 4  
0 . 1  
0 . 45 
0 . 5  
0 . 25 
0 . 1 5 
0 . 3  
0 . 3  
0 . 25 
0 . 4  1 . 5 

1 . 8 
1 . 0 
1 . 6 
1 . 9 
2 . 4  

1 . 6 

1 . 9 
1 . 8 
1 . 6 
ゥ'
qtυ
PO

I
l
-
1 . 3 
1 . 7 
3 . 2  
1 . 4 
2 . 0  
1 . 1  

OU

ED

 

ワu
qυ
4・
nU
7・
-A
Fb
ヴd
フ臼
nU
7a
1‘
FU
A唾
ワu
nt
FO
刈せ
AUZ
A官
。O
Qd
'i
句1
00
Qd
ワ臼
nb
1i
7a
巧，，
氏U
弓t

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

 

AU1
00
AUτ
Ti
nd
nwd
qd
qu
勾d
氏u
nu
au
弓4
9υ
にd
nb
4‘
nD
FU
FO
A占
FU
4・
内d
nU
Fb
にd
qJ
au
qO
ワμ
司“
ヮ“

1

1

1

 

。
。

。

nU
A告
の4
44

•
•
•
•

 

ヮ“
つれ】
ワ臼
ワu
-tA
q4υ
Fhd
n吋U

•
•
•
•

 

つδ
ηL
'I
'I

ろシ

。
。

。
イシ
イシ
イシ
イシ

。
イシ

今

イシ

。

イシ
。
。
。
。
。
イシ

イシ
イシ

。
。

4シ

。

。
イシ

。

。
イシ

。
イシ
ク
。
イシ
イシ
。
ぞ〉
。
イシ
。

。

イシ
。
。
ク

イシ
。
。

25 号 住
29 号 住
10 号 住
2 号 住

24 号 住
17 号 住
25 号 住
21 . 22号住
1 7 号 住
25 号 住
28 号 住

12 号 住
17 号 住

17 号 住
27 号 住
2 号 住
14 号 住
28 号 f主
9 号 住
2 号 住
23 号 住
25 号 住
14 号 住
17 号 住
l 号 住
7 号 住
23 号 住
2 号 住

No. 

1 292 
1293 
1 294 
1 295 
1296 
1 297 
1 298 
1 299 
1300 
1301 
1302 
1303 
1304 
1 305 
1306 
1307 
1308 
1309 
13 10 
131 1 
13 1 2 
13 13 
13 14 
13 1 5 
13 16 
13 1 7 
13 18 
1 3 1 9 
1320 
1321 
1 322 
1 323 
1 324 
1325 
1326 
1327 
1328 
1329 
1330 
1331 
1332 
1333 
1334 
1335 
1336 

。
4シ
。

イシ

イシ
。

。
。

。

。
" 
。
。

。
。

0 . 1  
0 . 1  
0 . 1 5 
0 . 8  
0 . 4  
0 . 25 
0 . 25 
0 . 2  

2 . 0  
1 . 8 
2 . 1  
8 . 0  
0 . 5  
0 . 4  
0 . 4  
1 . 1  

3 . 5  
4 . 3  
4 . 8  
3 . 7  
4 . 0  
5 . 0  
4 . 6  
3 . 0  
3 . 3 

イシ
イシ
。
イシ

。

。
。

。

イシ
イシ

。

。
ペシ
。
。
。

1 337 
1 338 
1339 
1340 
1 341 
1342 
1343 
1344 イシ

。
。



No. 遺 構 名 登録番号

1345 2 号 住
1346 24 号 住
1347 2 1 ， 22号住
1 348 25 号 住
1 349 32 号 住
1350 '" 
1 35 1 2 号 住
1 352 1 4 号 住
1 353 2 号 住
1 354 9 号 住
1 355 9 号 住
1 356 24 号 住
1357 '" 
1358 23 号 住
1 359 25 号 住
1360 2 号 住
1361 1 7 号 住
1362 25 号 住
1363 1 3 号 住
1 364 2 号 住
1365 23 号 住
1366 1 7 号 住
1 367 28 号 住
1368 28 号 住
1369 29 号 住
1370 7 号 住
1 37 1 1 7 号 住
1372 24 号 住
1373 3 号 住
1374 6 号 住
1375 24 号 住
1376 2 号 住
1377 9 号 住
1378 2 号 住
1379 28 号 住
1380 23 号 住
1381 1 7 号 住
1382 2 号 住
1 383 '" 
1 384 " 
1 385 " 
1 386 " 
1 387 '" 
1 388 " 
1 389 '" 
1 390 '" 
139 1 " 
1 392 '" 
1 393 " 
1394 " 
1 395 '" 
1396 " 
1397 6 号 住

器 種 材 質

鉄
。
。
。
。
。
。
。
。
ク
イシ
。
。
ク
。
ク
。
イシ
。
。
イシ
。
。
イシ
。
。
。
イシ
。
。
。
4シ
。
イシ
。
。
イ少
。
。
。
。
。
。
。
。
。
イシ
。
イシ
。
イシ
イシ
。

計 測 直

長 (cm) 幅 (cm) 厚 (cm) 重 (g ) 
3 . 5  
8 . 8  
3 . 2  

ti
胃i
aq
凋uτ
n''
A汐
qo
nV
Fo
nt
司i
AU
06
nt
nL
aq
AU
n4
Ru
n日
'I
Rv
qo
nhv
AU
aq
にd
ワ臼
胃i
Fhd
胃i
nt
瓜生
po
nv
qu
nru
a位
。ム
ハU
4a
Awd
ηt
oo
anτ
qδ
no
phu
QU

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

 

ヮ，
mi
FD
Ed
λ宅
nu
Qd
Qu
qu
qu
AT
nu
au
つω
氏U
9fM
つd
ワω
氏U
ヮ'
nu
oO
A晶E
Au-
qd
1A
qd
凋宅
qu
oo
nb
FD
WD
AM-
qu
nd
A宅
4・
9d
nJ臼
qu
1A
ワu
qd
a-
9u
qd
qゐ
14

1

1

1

1

 

Fhυ

F、υ

6
00
nυ
ハb
氏U
3
4・
qd
oo
nv
qd
2
kd
2
0d
Fb
nu
nu
nu
っ-u
nu
--
7
qd
po
pb
ηt
ワ'
1A
5
7
2且
作り
4
4
4
6
pb
2
1
l
au
--
ヮ“
6
戸包
ヴ'
qd
l
I
O
Rd
l

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

-


nu
--
11
ワω
1i
qd
ワu
qd
11
11
1A
11
EE
--
BE
--
1A
つU
11
11
1i
11
9d
ワ臼
つ白
ワ白
21
ワ臼
つd
qd
ワ臼
ワu
nu
hu
nU
Au
nu
qu
?“
つ臼
?u
ワ白
11
11
11
1A
nu
--
14
1A
1A
nu
?u

Fhυ

FHυ

pkjv

Fhd

「「υ

Fhυ

A抽E
FU
--
11
00
E且
1A
Z且
1A
1A
1i
1A
1A
1ょ
1i
1i
1A
1i
1i
nυ
1i
1A
1A
11
司i
1i
1i
qυ
11
11
1A
1i
λ守
9d
14
qo
qu
00
1A
1A
1A
1A
1A
1i
1i
11
14
ワ臼
噌1
9u
1A
ワ臼
1i

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

-
-
-
-
-
-
-
-

Au
nu
nu
nu
nり
nu
nU
Aり
ハU
AU
nU
AU
nU
ハU
Au
nU
Au
nu
nu
nU
Au
nU
ハU
nu
nU
ハU
nu
nu
nU
AU
AU
ハU
nU
ハU
ハU
AU
ハU
ハU
AU
AU
Au
nu
nu
nu
nu
nu
nu
nv
ハU
nU
AU
ハU
nU

4 . 0  
1 1 . 9  
2 . 4  
32 . 6  
1 3 . 7  
43 . 2  
20 . 4  
44 . 4  
9 . 1  
1 2 . 2  
1 3 . 6  
1 3 . 6  
4 . 1  
4 . 6  
7 . 5  
1 7 . 6  
6 . 5  
3 1 . 5  
7 . 6  
1 . 4 
2 . 2  
3 . 1  
53 . 7  
1 3 . 5  
1 8 . 0  
20 . 4  
5 . 4  
9 . 7  
8 . 9  
9 . 6  
9 . 4  
7 . 8  
1 4 . 2  
9 . 3  
4 . 4  
3 . 6  
4 . 6  
48 . 2  
3 . 4  
6 . 7  
7 . 8  
7 . 2  
3 . 4  
1 . 4 
3 . 9  
2 . 6  
1 . 4 
4 . 1  
8 . 4  
3 . 9  
3 . 4  
2 . 2  
1 . 7 

一括
24i主 1 1 8
20 . 2 1住一括
25i主37
28f主31
5 グ一括
2 住1 36
1 l f主 1 1 5
2 f主76
8 住41
8 住1 7
24住1 22
一括
23住31
251主49
2 1主122
1 41主82
251主65
1 31主54
2 住44
23住一括
14住一括
291主14
表面採集
30f主109
6 f主6
1 4住53
24住1 58
3 住47
5 住一指
24f主102
2 1主26
8 1主76
2 住一括
29f:主60
231主36
1 4f主101
2 住49
2 1主50
2 f主 1 1 6
2 f主26
2 fì83 
2 f主 1 1 8
2 住37
2 f主25
2 1主100
2 住一括
2 住一括
2 住42
2 f主125
2 住一括
2 f主 1 1 7
5 住一括

鍬

子

子

子

万

万

頭

鉄

環

万

茎
。

鉄 斧
ク
。
" 
錨
。
。
。
。
イシ
イシ
今
。
。
。
イシ
。

鉄 鎌

手 鎌
イシ
。
。
。
。
。
。
。

不 明 鉄 器
。
。
イシ
ク

鉄 片
。
ク
。
。
イシ
。
イシ
。
。
。
。
イシ
。
。
。

462 



第 VI 章 池田 ・ 古図遺跡の 調査 と 成果

No. 遺 構 名 登録番号

1398 1 0 号 住
1399 1 1 号 住
1400 1 4 号 住
1401 1 4 号 住
1402 1 7 号 住
1403 1 5 号 住
1404 1 2 号 住
1405 '" 
1406 20 号 住
1407 2 号 住
1408 2 1 . 22号住
1409 1 2 号 住
1410 20 号 住
141 1 21 . 22号住
1 4 12 2 1 ， 22号住
14日 23 号 住
1414 " 
14 15 '/ 
1 4 1 6 25 号 住
1417 '" 
14 18 '" 
14 19 '/ 
1420 '" 
1421 '/ 
1 422 '/ 
1423 '" 
1424 ク
1425 '" 
1426 " 
1427 '" 
1 428 27 号 住
1429 32 号 住
1430 28 号 住
1431 '/ 
1432 29 号 住
1433 '/ 
1434 '" 
1435 '" 
1436 ク
1437 10 号 住
1438 '" 
1439 1 9 号 住
1440 23 号 住
1441 25 号 住
1442 32 号 住
1443 今
1444 2 号 住
1445 1 0 号 住
1446 9 号 住
1447 23 号 住
1448 '" 
1449 '" 
1450 '/ 

器

鉄

鉄 i宰
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。
イシ

計 測 {直
長 (叩) 幅 (cm) 厚 (cm) 重 (g ) 

A比五
戸b
nu
qL
QU
00
1A
1i
勺'
9d
nt
ハU
nJ
PU
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ワ臼
ハυ
nU
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にU
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AUτ
Aせ
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にd
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qd
Fhd
Fb
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つd
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ヮ“
AUI
A‘
9d
つd
9d
nJ
ワu
つd
ワω
ワム
14
9d
ワムM
唱1
91U
Aせ
ヲU
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AUA
つω
ヮ“
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A官
ワ臼
つjv
Aせ
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qu
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つ白
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HaT
氏U
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pO
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ヮ，
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弓t
oO
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。O
AUτ
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9u
1A
ワ臼
ハυ
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nu
-A
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日υ
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nU
E且
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nV
9h
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ワ白
ワ臼
ワiM
1i
1A
1且
ハu
nu
nu
ハu
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ハU
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nJ
1A
nu
ヮ“
ヮ“
nυ
Au
nu
nu
ヮ“
nυ
凸u
nu
nv
nu

0 . 1 5 
0 . 1  
0 . 1  
0 . 5  
0 . 6  
0 . 1  
0 . 1 
0 . 2  
0 . 7  
0 . 1  
0 . 1  
0 . 1 5 
0 . 6  
0 . 2  
0 . 1  
0 . 1  
0 . 1  
0 . 1  
0 . 1  
0 . 1 5 
0 . 1  
0 . 1  
0 . 1 5 
0 . 6  
0 . 1 5 
0 . 4  
0 . 45 
0 . 1 5 
0 . 4  
0 . 1  
0 . 3  
0 . 1  
0 . 5  
0 . 1  
0 . 1  
0 . 3  
0 . 1  
0 . 1  
2 . 5  
0 . 6  
2 . 5  
0 . 4  
0 . 1 
0 . 4  
0 . 3  
0 . 1  
0 . 35 
0 . 2  
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7 . 2  
4 . 6  

4
7
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内b
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1ム
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nv
FD
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1i
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1ム
1且
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9 住62
1 0住47
1 1住60
1 1住一括
14住45
1 5住一括
1 7f主247
1 7f:l:255 
1 9住一括
2 住一括
20 ， 2lf主7
1 7住263
1 9住一括
20 ，m主18
20 ， 2lf主8
23f:主39
23住一括
23住一括
25f主16
25f主66
25住27
25f主18
25f主53
25f主59
25f主62
25f主 13
25住一括
25住71
25f主60
25住51
27住一括
28f主44
29住一括
29f主27
30f主145
30住一括
3M主40
30f主 1 1 4
30住 ピ ッ ト
9 住8
9 f:l:66 
1 8f主7
23住一括
25f主61
28住28
一括
2 f主133
9 f主88
8 住
23f主5-6
23f主5-7
23住
23f主5-3
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No. 遺 構 名 器 種 キオ 質 計 調リ 値 登録番号長 (cm) l幅 (cm) 厚 (cm) 重 (9 ) 
1451 23 号 住 S失 j宰 鉄 23f:主
1 452 25 号 住 。 。 25f:主S-2
1 509 j糞 S失 鎖産 。 7 . 7  0 . 7  0 . 3  7 . 4  溝中 l 層
1510 。 。 。 8 . 8  1 . 2  0 . 4  10 . 7  溝中 2 í将

径 (cm) 厚 (cm) 孔径 (cm) 重 (9 ) 
1 453 29 号 住 紡 錘 車 土 器 5 . 2  0 . 6  0 . 7  30{主107
1 454 。 4シ 。 0 . 9  30住一括
1455 イシ 。 。 5 . 1 -4 . 7  1 . 1  0 . 6  30住103

径 (叩) 厚 (叩) 孔径 (cm) 色
1456 1 7 号 住 丸 玉 ガ ラ ス 0 . 6  0 . 35 0 . 2  淡納戸色 14住
1457 。 。 。 0 . 7  0 . 3  0 . 2  群音色 1 4住
1458 語専 管 玉 。 0 . 5  1 . 2 0 . 1  グ リ ー ン ビ リ ヤ ー ドー溝
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第四章 総 括
第 1 節 縄文時代の狩尾遺跡群

調査の結果、 狩尾 ・ 湯 の 口遺跡 か ら 押型文土器 と

石鍛、 狩尾 ・ 方無 田遺跡 か ら 黒曜石 の剥片 と い う 縄

文時代関係 の 資料 が出 土 し た 。 そ の 意味す る 所 を ま

と め て み た い 。

阿蘇地方 の 先土器時代遺跡 で は 、 北外輪山 の裾野

の一角 に あ る 遺跡 の 一 つ 、 下城遺跡 が こ れ ま での と

こ ろ も っ と も 古い 。 し か し 、 数10万年前 と い う 日 本

列島 の 先土器時代 の歴史 か ら す れ ば、 そ の 年代 は ほ

ん の序 の 口 と い う こ と に な る 。 阿蘇の あ け ぼの の探

究 は 、 ま だ ま だ 先 の 永 い 話 で あ る 。

さ て 、 阿蘇地方 で も っ と も 古い 石器文化 が発見 さ

れ て い る 所は 、 先 に も 書 い て い る よ う に 、 小国町下

城遺跡で あ る (緒方 ・ 古森1 980) 。 層 位的 に は2 . 2万

年前 に 降 っ た 姶良 T n 火山灰 (以下、 A T ) 層 の 下

か ら 発見 さ れ て い る の で、 そ れ よ り も 古い 年代 が与

え ら れ よ う 。 ナ イ フ 形石器文化の編年 では 、 九州 ナ

イ フ 形石 器文化第 H 期 (木崎1 988) に あ た る 。 た だ

し 、 類例 は 、 阿蘇周辺の 熊本側 に は 見 出 せ ず、 そ の

実態 に つ い て は な か な か わ か ら な い こ と が多 い 。

こ の 下城遺跡 で は 、 こ の 年 代 の 石 器文化の他 に 、

A T 層 の上 か ら も 石器文化 が発見 さ れ て い る (緒方 ・

田 中 1979 、 緒方 ・ 古森1 980) 。 ナ イ フ 形 石 器 や 三 稜

尖頭器 が石器組成 の 中心 と な る 時期 で、 九州 ナ イ フ

形石器文化 第 皿 期 と 呼 ば れ て い る (木崎1 988) 。 こ

の 時期 は 、 上記 し た 石器 の 他 に 、 剥片尖頭器 と 呼ば

れ る 特徴的 な 石 器 を 出 土 す る 場合 も あ る 。 例 え ば、

阿蘇町大観峯遺跡で見 つ か っ た 石 器文化 (古森1982)

が こ れ で あ る 。 阿蘇外輪山 の カ ル デ ラ 側 の 縁 に 近 い

部分 に位置す る 遺跡 で あ る 。

こ の 第 皿 期 は 、 阿蘇外輪山周辺 で爆発的 に遺跡 が

増加す る 時期 で も あ る 。 上記 し た 遺跡の他 に 、 例 え

ば、 菊地市伊野遺跡 で著名 な 菊地川 上流域遺跡群や

西原村 に 群集 す る 大矢野原遺跡群 な ど で あ る 。 阿蘇

を め ぐ る 先土器時代人 の 生 活 が活発化 し た こ と を 物

語 る か の よ う で あ る 。
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と こ ろ が、 こ の 時代 の 人 々 の 足跡で は 、 阿蘇谷 の

カ ル デ ラ 内 では未 だ に 発見例 が無 い 。 こ れ は 、 ま だ

見つ か っ て い な い と い う 考 え も 成 り 立つ が、 そ う で

は な く て カ ル デ ラ 内 が ま だ ま だ 居 を 構 え る だ け の環

境 に な か っ た と い う 考 え 方 も 一つ で あ る 。 こ の 後 者

の 立場 に 立っ と き 、 で は 、 人 び と は い っ た い い つ か

ら カ ル デ ラ 内 に 居 を 構 え 始め た の か が問 題 に な っ て

く る だ ろ う 。

こ れ ま で カ ル デ ラ 内 で発見 さ れ て い る 遺跡 で は 、

先土器時代 の終末 か ら 縄文時代草創期 に か け て の細

石器文化や縄文時代 の も の が一番古 い 。 例 え ば、 阿

蘇町湯浦 B 遺跡、 二本松遺跡、 下 り 山遺跡、 西小園

遺跡、 湯浦A 遺跡、 松尾遺跡、 湯山 D 遺跡、 買 込遺

跡、 一の宮町中 園遺跡、 柿の 木遺跡で発見 さ れ て い

る 細石核、 押型文土 器 や撚糸 文土 器 が そ の 資料 で あ

る (清 田 1982) 。 こ の 中 で、 二 本 松遺跡 は 、 こ の 早

期の土器の他 に 、 縄文時代 中期 か ら 後期 、 そ し て 晩

期 ま での土器 が採集 さ れ て い て 、 断絶は し な が ら も

継続的 に 集落が営 ま れ て い た こ と を 伺 わ せ る 。 つ ま

り 、 縄文時代 の 古い 頃 か ら 安定 し た 生 活 がお こ な わ

れ て い た の で あ る 。 そ し て 、 そ う し た 生 活 が細石 器

文化 に ま で遡 る 可能性 と し て 、 湯浦 B 遺跡 の細石核

があ る 。 た だ し 、 湯浦 B 遺跡 は 、 外輪内 壁の 中 腹 に

あ る 狭 い 平坦面 に あ り 、 他の遺跡 と は 少 々 異 な っ た

立地 を と っ て い る こ と に は 注意 が必要 で あ ろ う 。

こ の よ う に み て み る と 、 阿蘇谷 の カ ル デ ラ 内 へ の

居住域の拡大 は 、 細石器 文化 に そ の傾向 が見 ら れ る

と は い え 、 縄文時代 に な っ て か ら 本格化す る こ と が

は っ き り す る だ ろ う 。

今回の狩尾遺跡群 の 調査 で は 、 縄文時代 に 関連 す

る 遺物 が出土 し た と は い え 、 そ の 出土状況 を み る か

ぎ り け っ し て 安定 し た 状況 に は な か っ た 。 し か し 、

そ う だ か ら と い っ て 、 そ の 考 古学的 な 意味 が薄 い わ

け では な い 。 狩尾遺跡群 の 周 辺 に 当 該期 の遺物 が安

定 し て 出 土 す る 遺跡 が存在す る こ と を 伺 わ せ 、 し か

も カ ル デ ラ 内 へ の 居住域拡大 を 示 す 資 料 が増 え た 、

そ の 意味は 大 き い だ ろ う 。
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第 2 節 弥生時代の狩尾遺跡群

1 . 弥生時代中期の遺構

狩尾 ・ 方無田遺跡 か ら 、 弥生時代 中期初頭の城 ノ

越式土器の時期 の 竪穴式住居跡 が 2 基検出 さ れ た 。

い ずれ も 、 桐張 り で四隅 が丸 い 長方形 を 呈 し 、 長軸

4 m 前後で短軸 3 m ほ ど の小型住居跡 で、 あ っ た 。 こ

の 種の住居跡 は 、 西原村谷頭遺跡 (松村1 978) で 3

基 が確認 さ れ て い て 、 黒髪式土器 が共伴 し て い る 。

た だ し 、 こ の遺跡で は 円形住居跡 も 一緒 に あ る の で、

二種の住居跡の 関係 が問題 と な っ て こ よ う 。

と こ ろ で、 中期の竪穴式住居跡 の 最近 の 調査例 と

し て は 、 菊水町宮 の 前遺跡、 鹿本町御宇 田遺跡、 西

原村谷頭遺跡、 阿蘇町前 田遺跡、 熊本市石原 ・ 亀の

甲遺跡、 黒髪町遺跡、 城南町上の原遺跡、 人吉市中

通遺跡 な ど が あ る 。 中期 の 始 め 頃 で は 、 円形 と 隅 丸

の 長方形や楕円形 (上の原遺跡) 、 正方形 と 長方形 (石

原 ・ 亀の 甲遺跡) が あ り 、 中期中頃 では 円形 (御宇

田遺跡) が、 中期終わ り 頃では 円形 と 隅 丸の正方形

(谷頭遺跡) 、 円形 (前田遺跡 ・ 中通遺跡) 、 長方形

(宮の 前遺跡) が あ る 。

こ の よ う に み て く る と 、 中期 の住居跡の 形 で は 、

円形の系列 と 方形の 系 列 が存在 し 、 そ れ ぞれ の段階

で そ れ ら が共存 し て い る と い う こ と が わ か る 。 そ し

て 、 こ の 共存の事実 は 、 熊本市江津苗代津遺跡 (方

形) や城南町上の 原遺跡 (円形) が示す よ う に 、 前

期 に あ っ て も み ら れ る 。 つ ま り 、 前期 か ら 継続 し て

き た 方無田遺跡の長方形の系列 は 、 谷頭遺跡や石原 ・

亀の 甲遺跡の段階 を 経 て 、 次 の 後期 に 受 け継がれ 、

一方の 円 形 の系列 は 、 前期 か ら 中期 ま での 中 で継続

す る が後期 に 至 っ て 原則的 に は 消滅す る と い う 図式

化 が可 能で、 あ る 。

2 . 土器編年について

狩尾遺跡群 で は 、 中期 と 後期 の土器 が出土 し て い

る 。 こ れ ら の 資料 を 使 っ て 、 狩尾遺跡群の土器編年

を 中食言す し よ う 。

[ 中期}

中期の遺物 は 、 方無田遺跡 と 前 田遺跡で検出 さ れ

た 。 い ずれ も 、 城 ノ 越式土器 と 黒髪式土器 で あ っ た
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が、 遺構 を 伴 っ て 出 土 し た の は 、 方無田遺跡の み で

あ る 。 し た がっ て 、 方無回遺跡 を 中 心 に し て 概観 し

て お く 。

2 基の竪穴式住居跡 が出 土 し た 。 い ずれ の住居跡

も 資料的 に は 不備 な 点 が多 く て 、 良 好 と は い え な い

の で、 両 方 を あ わ せ た 形 で狩尾遺跡群の 弥生時代 中

期初頭の編年標式資 料 と し よ う 。

斐形土器 し か 出土 し て お ら ず、 そ の組成 の 特徴 を

抽 出 す る こ と がで き な か っ た 。 聾 は 、 逆 L 字形 な い

し 断面 三 角 形 の 口 縁形態 に 特徴 が あ る 。 口 縁端部へ

の刻 み が無 く 、 口 縁下 に は 、 三 角 形凸帯の貼 り 付 け

か沈線 が 1 条巡 る 。 底部は 厚 く 、 や や上 げ底 を な し

て い る 。

こ の 資 料 は 、 城 ノ 越式土器の 型式的特徴 を よ く 示

し て い る 。 し か も 口縁端部 に 刻 み が見 ら れ な い の で、

型式的 に は よ り 後 出 的様相 が伺 え る 。

[後期]

後期 の 資 料 は 、 狩尾遺跡群 の す べ て の遺跡で検出

さ れ て い る 。 そ の編年 を 時期 ご と に 整理 し て い っ て

み よ う 。

第 I 期

池田 ・ 古園遺跡の34号住居跡の 出土 土器 が、 こ の

時期 の代表的 な 標式 資 料 で あ る 。 査形土器 と 童形土

器の み の 出 土 で あ り 、 完全 な 形態構成 では な い 。 し

た が っ て 、 そ の様相 全体 を 認識す る こ と は で き な か

っ た 。

査形土器 に は 、 形態的 に 3 つ の 種類 が あ る 。 口 縁

部 が ラ ッ パ状 に 聞 く 長頚の査 ( 7 ・ 8 ) 、 「 く 」 の 字

状 に 屈 曲 す る 短頚の小型査 ( 9 ) 、 「 く 」 の 字状の 口

縁部 と 球形胴部 、 そ し て 刻 目 凸帯 を 貼 り つ け た 大型

の査 (1 0 ・ 1 1 ) で あ る 。

斐形土器 (1 2 . 1 3) は 、 低 い 脚台 が付 い た 土器で、

胴部 の 最大径 が そ の上半部 に あ る 。

以上、 整形土器の 型式的特徴 か ら 判断 し て 、 こ の

時期 は 、 菊池川 流域編年 の 津袋 I 期 (高木1 979) に

対比 で き る 。

な お、 他の遺構 に は 、 池田 ・ 古園遺跡30号住居跡

があ る 。

第 E 期

狩尾 ・ 湯の 口遺跡 2 号住居跡の 出土土器 が、 こ の



時期 の 標式資料で あ る 。 こ の 時期 の 資 料 も 住居跡の

検 出 数 が少 な く て 、 そ の様相全体 を 認識す る ま で に

は い た っ て い な い 。

査形土器 に は 、 袋状口縁 を も っ 長頭査 ( 1 4) と 重

弧文土器 ( 1 5) が あ る が、 そ の 全体像 は 不明 な 点 が

多 い 。 お そ ら く 、 前の 時期 と 後 の 時期 と の か ね あ い

を 考 え れ ば、 第 I 期 に み ら れ た 口 縁部 が ラ ッ パ状 に

聞 い た 長頚の査や 「 く 」 の 字状 に 屈 曲 す る 短頚の小

型査 な ど も 構成形態 と な る と 予測で き ょ う か。

鉢形土器 は 、 口 縁部 がす ぽ ま り 気味の 小型鉢 (1 6) 

がみ ら れ る 。

聾形土 器 に は 、 二つ の種類があ る 。 一つ は 、 第 I

期の土器 を 踏襲 し た も の ( 1 7) で、 も う 一つ は 、 新

し い 器形的 な 特徴 を 持 つ も の (1 8) で あ る 。 前者は 、

低 い 脚台 を 付 け て 胴部 の 上位 に そ の最大径 が く る 。

後 者 は 、 胴部 の 最大径 がや や下 が っ て 、 胴部 の 長胴

化 が進 ん で い る 資料 で あ る 。 脚台 に つ い て は 不 明 で

あ る が、 1 9の よ う な 低 い脚台 がつ く も の と 予測で き

る 。

こ の よ う に 、 浮袋 I 期 の 斐 を 踏襲 し つ つ 、 長胴化

し た 新 た な 器形 が加 わ る 聾形土器の形態構成 は特徴

的 で あ る 。 菊池川流域の土器編年 と の 比較で は 、 古

い段階の聾形土器 を 残 し て い る と い う 点 か ら 、 津袋

I 期の 新 し い段階 に 相 当 す る と 理解 で き ょ う 。

他の遺構 と し て は 、 狩尾 ・ 湯の 口遺跡10号住居跡

が該当 し よ う 。

第 E 期

聾形土器 を 中 心 に し て ほ ぼ全体的 に バ ラ ン ス の と

れ て い る 点 か ら 、 池田 ・ 古園遺跡 7 号住居跡出土土

器 を こ の時期 の 標式 資 料 と し た 。 た だ し 、 こ れ の み

で は 、 そ の形態構成 全体 を カ バ ー で き な い の で、 狩

尾 ・ 湯の 口遺跡14号住居跡 を 併 せ て 標式 と し た 。

査形土 器 は 、 外来的 な 要 素 を 加 え て 、 と て も 豊富

な 形態内組成 を な し て い る 。 口縁や頭部 の形状 に着

目 す れ ば、 大 き く 、 長頭査、 素 口 縁壷、 複合口縁壷

と い う 3 つ の 種類 が あ る 。 長頚査 に は 、 第 I 期 か ら

の流れ で あ る ラ ッ パ状 に 聞 く 口縁の壷 (21 ・ 22) と

袋 状 口 縁壷 に よ く 似 た 胴部 を も っ 長頚壷 (23) 、 重

弧文土器 (36) が あ る 。 素口 縁壷 に は 、 第 I 期 か ら

の 流 れ で あ る 小型 の 短頚壷 (24) 、 や や 直立気味 に
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の び る 口 縁 の 査 (25) 、 頚部 と 胴部 と の 境付近 に 微

隆起凸帯 を 2 条巡 ら し た 大型査 (26) 、 同 ピ 部位 に

三角形凸帯 (27) や刻 目 凸帯 (28) を 巡 ら し た 壷、

肩部 に 櫛描状の 平行文や簾状文 を施 し た 査 (29) が

あ る 。 複合口縁壷で は 、 白 川 水系 型 と 呼 ば れ る 断面

三角形の 口縁の も の (31 -32) や外来系 で あ る 直立

気味の も の (33) 、 口卒者端部 が強 く 外へ折れ る も の (34) 、

安国寺式系統の壷 (35) が あ る 。

な お 、 白 川 水系 型複 合口 縁査の肩部文様 に は 、 3

つ の 種類 が あ る 。 鋸歯文 の み の も の (30) 、 平 行 文

と 簾状文 (32) 、 平 行 文 と 流水 文 に 近 い も の (3D

がそ れ で 、 白 川 水系型複 合 口 縁壷 は 、 そ の 当 初近 く

か ら 複数 の 文様系 列 の 土 器 が存在 し て い る こ と に は

注意 が必要 で あ る 。 ま た 、 素 口 縁の 壷の 中 に も 文様

を 共有 し て い る も の (29) が あ る こ と も 注意 が必要

で あ ろ う 。 ま た 、 口t家音E の {乍 り は 、 ど れ も が シ ャ ー

プで、 両端 に 刻 み がは い っ た り (31 ) 、 上端 に し か

は い ら な か っ た り (30 ・ 32) と 、 そ れ ぞ れ に 個性的

で あ る 。 こ の よ う な 口 縁の作 り と 文様系列 と の 対応

関係 が白 川 流域 で普遍 か ど う か 、 他の遺跡 で も 検証

し て み る 必要 が あ ろ う 。

鉢形土器 に も 5 つ の 種類 が あ る 。 コ ッ フ1犬の も の

(37) 、 素 口縁で身 が浅 い も の (38 ・ 39) 、 屈 曲 口 縁

で 口 が広 い も の (40 ・ 4D 、 屈 曲 口 縁 で胴 が張 っ て

口 縁 がす ぽ ま る も の (42) 、 屈 曲 口 縁 で あ る が直 口

気味の も の (43 ・ 44) が そ れ で あ る 。

高杯形土器 に は 、 2 つ の種類 が あ る 。 口 縁部 が し

ゃ く れ気味 に 長 く 延 び る も の (45) と 短め の 口縁の

土器 (46) で あ る 。

整形土器 に は 、 3 つ の種類があ る が、 器面 調 整 が

ハ ケ 調整 と い う 点 で は 3 者 と も 共通 す る 。 低 い 脚 台

の 聾 (49) と 高 い 脚 台 の 聾 (50) 、 そ し て 脚 台 が欠

損 し た段階で再加 工 し て 丸底化 さ せ た も の (5 1 ) で

あ る 。 低 い 脚台 の も の は 、 第 E 期 に 成立 し た 系統の

土器で、 胴部 の 最 大径 が中位 よ り も や や上 に 位 置 す

る も の で あ る 。 高 い 脚台の聾 は 、 第 皿 期 に な っ て 作

り 始め ら れ る 土器で、 胴部 の 最大径 が そ の 中位付近

に あ る 。 底部 を 再 加 工 す る 土 器 で は 、 そ の 器形修正

の時期 がそ れ ま で言 わ れ て い た 時期 よ り も 古 く な っ

て 、 後期後 半 の 初 め に 求 め ら れ そ う で あ る 。 い ずれ
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第 2 節 弥生時代の狩尾遺跡群

に し て も 、 第 皿 期 の 饗形土器の動態 は 、 胴部 の長胴

化 が定着す る 一方で‘、 脚台 が高 く な っ た り 、 そ れ を

は ずす 動 き が見 ら れ た り と い う 複雑 な も の で あ る 。

特殊 な 土 器 と し て は 、 鍔付 き の 小型土器 (52) や

肩部 に 2 � 3 条 の 三 角形凸帯 を 巡 ら し た 小型の長頚

(査形) 土 器 (53) が あ る 。

菊池川流域編年 と の対比では 、 津袋 H 期 (高木1979)

に 該当 す る 資 料 で あ る が、 高 い 脚台 が付 く と い う 点

では そ の も の で は な L 迎 。 菊池川流域 と の地域分化 が

始 ま っ た の か も し れ ず、 中 九州 の 弥生時代社会の動

向 に 新 た な 局面 が現 れ た 時期 と し て 積極的 に 評価 し

な け れ ば な ら な い 。

第N期

聾形土器の 組成 関係 が充 実 し て い る と い う 点 か ら 、

狩尾 ・ 方無 田遺跡 4 号住居跡 か ら 出土 し た 土器 を 標

式 資 料 と し た 。 た だ し 、 形態構成全体 か ら み れ ば不

完全で、 あ り 、 そ れ を カ バ ー す る 意味で、 狩尾 ・ 湯の

口遺跡40号住居跡、 狩尾 ・ 方無田遺跡 7 号住居跡 と

33号住居跡、 狩尾 ・ 前 田 遺跡 4 号住居跡、 池田 ・ 古

園遺跡29号住居跡 の 資 料 を 加 え て 構成 し た 。

壷形土器 は 、 第 四 期 ほ ど で は な い が、 外来的 な 要

素 が加 わ っ て と て も 豊富 で\ 大 き く は 、 長頚査、 素

口 縁査 、 複合 口 縁壷 と い う 3 つ の 種類 が あ る 。 長頚

査 は 、 第 皿 期 か ら の流 れ で あ る 長頚査 (54) があ る 。

素 口 縁壷 に は 、 第 皿 期 に み ら れ た やや直立気味 に の

び る 口 縁の 査 (56 ・ 57) 、 口 縁部 が広 く 聞 い た 壷 (58)

が あ る 。 複合口縁査 で は 、 白 川 水系型 と 呼ばれ る 断

面 三 角 形 の 口縁の も の (59-61 ) や外来系 で あ る 直

立気味の も の (62) が あ る 。

白 川 水 系 型複合口縁査 の 肩部文様 に は 、 3 つ の 種

類 が あ り そ う で、 第 皿 期 の 様相 が基本的 に は 踏襲 さ

れ る 。 例 え ば、 鋸歯文 の み が付 さ れ る 単純な 文様 を

も っ30の 流 れ は 、 文様構成上直接的 な 関係 を 考 え る

こ と は で き な い が、 59の よ う な 単純な 文様 に対応関

係 が見 出 せ そ う で あ る 。 ま た 、 32の よ う な 平行文 と

簾状文 を 主文様 と す る 土器 は 、 60の断片資料 に そ の

存 在 が伺 え る し 、 3 1 の よ う な 平行文 と 流水文 に 近 い

文様構成 は 、 61 の よ う な 本格的 な 平行文 と 流水文 と

の複合へ と 変化 し て い る 。 ま た 、 口 縁部 の作 り は 、

59や60の よ う に シ ャ ー プ さ を 残 し な が ら も 、 やや そ

の傾向 を 弱 く し て い る 。

鉢形土器 に も 3 つ の 種類 が あ る 。 素口 縁で胴部 か

ら 真 っ 直 ぐ 立 ち 上 が る も の (63 ・ 64) 、 素 口 縁で底

部 か ら 斜 め に 立 ち 上 が る も の (65 ・ 66) 、 屈 曲 口 縁

で口 が広 い も の (67 ・ 78) 、 脚台付 き の 素 口縁の鉢(69)

で あ る 。

高坪形土器 に は 、 3 つ の 種類があ る 。 口 縁部 が し

ゃ く れ気味 に 大 き く 延 び ひ ら く も の (71 ) と 短 く ひ

ら く も の (72) 、 そ し て 71 に 近 い が身 が丸み を 持 ち 、

全体 に 深 め の も の (7の で あ る 。

斐形土 器 に は 、 2 つ の 種類が あ る 。 一つ は 、 第 皿

期 に 現 れ た 長 い 脚台 がつ い た 土 器 (74) で、 も う 一

つ は 、 丸底 の 斐 (75 ・ 76) で あ る 。 た だ し 、 器面調

整の特徴 で は 、 ハ ケ 調 整 が主流で タ タ キ の痕跡 を 一

部 に と ど め る と い う 点 で両者 と も に 共通 し て い る 。

器形的 な 特徴では 、 い ずれ も 胴部最大径 が胴部 中位

に 位置 し て い る 。 第 町 期 の 童形土 器 の 動 態 は 、 低 い

脚台付 き の 斐 が消 え て 、 新 た に 丸底 の 蓋 が作 ら れ る

よ う に な り 、 器面調整での ハ ケ 調 整 が し だ い に 省略

さ れ つ つ あ る と こ ろ に そ の 特徴が見出 さ れ る 。

特殊 な 土器 に は 、 肩部 に 2 � 3 条 の 三 角 形凸帯 を

巡 ら し た 小型長頚 (査形) 土器 (7の が あ る 。

第 V 期

斐形土器の 組成 関係 が充実 し て い る 狩尾 ・ 前 田 遺

跡 5 号住居跡 と 6 号住居跡 か ら 出土 し た 土 器 を 標式

資料 と し た 。 た だ し 、 形態構成全体 か ら み れ ば不完

全で あ り 、 そ れ を カ バ ー す る 意味で、 狩尾 ・ 湯の 口

遺跡29号 ・ 32号住居跡、 狩尾 ・ 前田遺跡 2 号住居跡

と 6 号住居跡、 池田 ・ 古園遺跡 6 号住居跡の 資料 を

加 え て 構成 し た 。

こ の 時期 の 査形土器 も 、 そ の 内容 は 豊富 で、 あ る 。

そ の種類 に は 、 長頚査、 素 口 縁壷、 複合口縁壷 と い

う 3 つ が あ る 。 長頚査 は 、 78で あ る 。 こ の 系 列 の 査

形土器 は 、 第 皿 期 に 属 す る 池 田 ・ 古園遺跡第25号住

居跡 に も 類す る 資料 が あ り 、 第 皿 期以来継続す る 土

器 と 見 な さ れ る 。 素 口 縁査 に は 、 第 皿 期 に み ら れ た

やや直立気味 に の び る 口 縁 の 査 (80) 、 口 縁部 が広

く 聞 い た 壷 (81 ) が あ る 。 複合 口 縁査 で は 、 白 川 水

系型 と 呼ばれ る 断面 三 角 形 の 口 縁の も の (82 ・ 83)

や 口 縁部全体 を 肥厚 さ せ て 複合 口 縁 と な す土 器 (84)
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があ る 。 後者 は 、 外来系 の 査形土器 で あ る 。

白 川 水系型複合口縁査 の 肩部文様 に は 、 2 つ の種

類 が見 出せ た 。 例 え ば、 平行文 と 簾状文 を 主文様 に

し て そ れ ら を 組み 合 わ せ た 土器 (82) と 平行文 と 流

水文 を 文様 と す る 土器 (83) で あ る 。 い ずれ も 、 第

皿 期 以降 か ら 継続 し て い る 文様 の 特徴 で あ る 。 ま た 、

口出蒙音E の作 り は 、 シ ャ ー プ さ を 欠 い て い る 。

鉢形土器 に は 4 つ の 種類 が あ る 。 素口 縁で胴部 か

ら 真 っ 直 ぐ に 立 ち 上 が る も の (85) 、 底部 か ら 斜め

に 立 ち 上 が る 素 口 縁の も の (86-88) 、 屈 曲 口縁で

口 が広 く て 胴部 中位 に 最 大径 が く る も の (89 ・ 90) 、

屈 曲 口 縁 で 口 縁 が直 口 気味の も の (91 ) 、 屈 曲 口 縁

で胴部上位 に 最大径 が く る も の (92) で あ る 。

高杯形土器 に は 、 3 つ の 種類 が あ る 。 口 縁部 が し

ゃ く れ 気味 に 大 き く 延 び ひ ら く も の (93) と 短 く ひ

ら く も の (95) 、 93 に 近 い が丸 み を も っ た 身 で、 全

体 に 深 め の も の (94) で あ る 。

聾形土器 に は 、 2 つ の種類があ る 。 脚台 がつ い た

聾 (96) と 丸底 の 聾 (97 ・ 98) で あ る 。 表面 の 器面

調整は 、 ハ ケ 調 整 が無 く な り 、 タ タ キ の痕跡 が胴部

の上半分で顕著 に残 さ れ る 。 こ の 時期 の 聾形土器 を

特徴付 け る 型式的 な 表徴 で あ る 。 ま た 、 こ こ で は分

期す る こ と は し な か っ た が、 狩尾 ・ 前 田遺跡 6 号住

居跡の よ う に脚台付 き の 聾形土器 を 安定 し て 器種内

組成 に も つ土器群 と 5 号住居跡の よ う に極端 に 少 な

い か全 く 無 い 土器群 と い う 様相 の違 い も 注 目 し 、 将

来 の 検討課題 と す べ き で あ ろ う 。 第 百期 の聾形土器

の 動 態 は 、 表面 か ら ハ ケ 調整 の 加 工 が な く な り 、 そ

の後半期 に は脚台付 き の聾形土器 が作 ら れ な く な る

と こ ろ に そ の特徴 が見 出 さ れ る 。

特殊 な 土器 と し て は 、 肩部 に 2 � 3 条 の 三角形凸

帯 を 巡 ら し た 小型 の 長頚 (査形) 土器 (99) があ る 。

ま た 、 小型丸底土器 ( 1 00 ・ 1 01 ) も 形態組成 の 中 に

加 わ っ て く る 。

3 . 狩尾遺跡群弥生時代後期土器群の展開

こ こ では 上記 し て き た 土器編年 を 中 心 に し て 、 形

態 ご と に 土器群展 開 を 縦断的 に 整理 し て み よ う 。

[聾形土器1

聾形土器 を 編年的 に 並べ る と 幾つ か の 方 向性 が見
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え て く る 。 器形的 な 側面 を 見 て み よ う 。

器形の 変化 は 、 お お む ね 長胴化の 方 向 に あ る こ と

が こ れ ま で も 再三 に わ た っ て述べ ら れ て き た (高木

1 979、 野田 1982他) 。 こ う し た こ と は 、 狩尾遺跡群

で も 同様の こ と が言 え る 。 つ ま り 、 胴部最大径 が そ

の上位 に く る 第 I 期 の 聾形土 器 か ら そ の 中位 に く る

第 百 ・ V 期 の 聾形土器 ま で の 流 れ に そ の傾向 が伺 え

る の で あ る 。 し か し そ の あ ら わ れ方 は 、 け っ し て 単

純 な も の では な く 、 古い 様相 を 残 し な が ら も 新 た な

様相 を 付 け 加 え る と い う 、 極 め て 漸進的 な も の で あ

っ た 。

例 え ば、 第 I 期 で は 内外面 がナ デ調整 さ れ る も の

(1 の があ る 一方 で\ ハ ケ 調整の痕跡 が広 く の こ る

も の ( 1 3) があ る し 、 第 E 期 に は 胴部 の 中位近 く に

最大径 が く る 土器 ( 1 8) が あ ら わ れ る 。 第 皿 期 では 、

低 い 脚台 (49) と 高 い 脚台 (50) が共存 す る 一方 で、

底部 を 丸底 に 成形す る 土器 (51 ) も 現 れ て い る 。 こ

う し た 傾向 は 、 第 町 期 と 第 V 期前半 に 至 っ て 安定化

し 、 高 い 脚台の土器 (74) と 丸底 の 土 器 (75 ・ 76)

に ま と ま り 、 第 V 期後半 に は脚台付 の 土 器 が失 わ れ

て 丸底 の み と な る 。 こ う し た 流 れ が捉 え ら れ る の で

あ る 。

次 に 調整加工 の 変遷 を み て み よ う 。 基本的 に は 、

手法 を 違 え る 復数 の 調 整加 工 が徐 々 に 省 略 さ れ て い

っ て 、 単純な 調整へ と 移行 す る と い う 法則 が読 み取

れ る 。

第 I 期の聾形土 器 は 、 最終的 な 調整 が ナ デ調整の

も の ( 1 2) と ナ デ調 整 が省 略 さ れ て ハ ケ 調整 ( 口 縁

部周辺 がナ デ調整) に な る も の ( 1 3) で あ る 。 す で

に ナ デ調整省略へ の過程が読み取 れ そ う で、 こ う し

た傾向 は 第 H 期 に ま で引 き 継 がれ る 。 第 皿 期 に な る

と 、 胴部内外面 共 に 、 ナ デ調 整 は 口 縁部周辺 に 限 ら

れ て 、 そ の ほ と ん どの部分 がハ ケ 調整の み と な る (49

-51 ) 。 第 町 期 で は 、 ハ ケ 調整 が主流 (74-76) で、

口 縁部 内 外 面 と も に ハ ケ 調 整 の 跡 が残 さ れ る も の

(76) も 現 れ る 。 ま た 、 胴部 の 上半部 に は タ タ キ の

痕跡 が わ ず か に 残 さ れ る よ う に な り 、 調 整の 簡略化

が大 き く 進 ん で、 い る こ と に な る (74-76) 。 そ し て 、

第 V 期 で、は ハ ケ 調整 が 口 縁部 や胴部 の 一部 に 残 り 、

あ と は タ タ キ の痕跡の み が残 さ れ て 、 調整の 省 略化
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第 2 節 弥生時代 の狩尾遺跡群

は 頂点、 に 達す る こ と に な る (97 ・ 98) 。

以上の よ う に 、 聾形土器の 型式的 な 変遷 は 、 器形

の 変化 と 器面調整の変遷 と を 関連 さ せ た 形でた ど る

こ と がで き る 。 今後 は 、 聾形土器製作の特徴 を さ ら

に 粘土 の レ ベ ル に ま で踏み込 ん で、検討す る こ と が要

求 さ れ よ う 。 そ う す れ ば、 さ ら に 細 か い検討が可能

と な ろ う

[壷形土器1

査形土器 の 問 題 で は 、 白 川 水系型複合口縁 を も っ

査形土器 が重要 で あ り 、 し か も 豊富 な 資 料がみ ら れ

る 。 こ れ を 中 心 に し て 考 え て み よ う 。

白 川 水系 型複合口縁の査形土 器 は 、 狩尾遺跡群 で

は 第 皿 期 に 現 れ 、 第 V 期 ま で継続す る 。 つ ま り 、 3

時期 に ま た が っ て 継続 し た 比較的 息 の 長 い 査形土器

と い う こ と に な ろ う 。 し か も 、 第 皿 期以降 は 、 弥生

時代後期後半 に あ た っ て い て 、 そ の 意味では後期後

半 を 代表 す る 土器 の ーっ と い う こ と に な る 。 で は 、

そ の時期幅 の 中 で何 ら か の 型式的 な 変化 が追 え る だ

ろ う か。 ま ず、 口 縁部 の 形状 か ら 見 て い っ て み よ う 。

第 皿 期 の 口縁部形状の特徴 は 、 複合口縁部 が小振

り で し か も シ ャ ー プだ と い う 点 (30-3の で あ る 。

し か も 口縁部 の 端部 の 上下 に は 強 い 刻 み がみ ら れ る 。

こ う し た 口 縁部 も 第 町期 に 至 る と 、 し だ い に 大 き く

な り 、 シ ャ ー プ さ を 欠 き 始 め る (59-61 ) 。 こ う し

た 傾 向 は 口 縁部下端の 反 り の 鋭 さ が無 く な る な ど、

次 の 第 V 期 に な っ て さ ら に 増 大 し (82 ・ 83) 、 わ ず

か に 施 さ れ る 口 縁端部へ の 刻 み も 弱 々 し い (83) 。

こ の よ う に 、 口 縁部 の 特徴 は 、 時期 ご と に 変化 が認

め ら れ る の で、 こ う し た 特徴 を 型式的 な 表徴 と 見 な

す こ と も 可能 か も し れ な い 。 こ の 表微 が普遍的 な も

の か ど う か 、 遺跡 を こ え て 、 そ の 分布域の 中 での 型

式変化 の状況 を 検討す る 必要 が あ る だ ろ う 。

文様 では ど う だ ろ う か。 す で に 前記 し て い る こ と

で も あ る が、 繰 り 返 し て み た い 。

第 皿 期 の 壷形 土 器 に は 、 鋸歯文 の 土 器 (30) 、 平

行 文 と 流水 文 に 近 い 土 器 (31 ) 、 そ し て 平行文 と 簾

状文の 土 器 (32) の 3 者 が あ る 。 こ の 3 者の土器が

こ の 種の土 器の 成立期近 く に 存在 し て い る こ と は 、

そ の 最初の 時期 か ら 複数の系統の 土器 が存在 し て い

た こ と を 示す も の で あ り 、 注 目 さ れ る 事実 で あ る 。

第 町 期 で は 、 列 点 文 の 土 器 (59) 、 平 行 文 と 流水文

の 土 器 (61 ) 、 そ れ に 簾状文 を 上住 に施 し て い る 土

器 (60) の 三 つ があ り 、 第 皿 期 の そ れ と 対応関係 が

見 い 出 せ そ う で あ る 。 し か も 第 百 期 に な っ て も 、 平

行文+流水文の土器 (83) と 簾状文 +流水 文 の 土 器

(82) が存在 し て 、 単純な 文様の土器 を 除 い て 、 基

本的 に 同様の系統関係 が存在 し て い る の で あ る 。 こ

こ に 、 文様構成上、 白 川 水系 型複 合 口 縁童形土器 に

は 、 そ の 当初 よ り 複数 の 系 列 の 土 器 が存在 し て い て 、

そ れ ぞれ が そ れ ぞれ に 系統的 に つ な が っ て い た 可能

性 が高 く な っ た 。 こ れ も ま た 、 遺跡 を こ え て 、 そ の

分布域の 中 での 、 そ の 実際 を 検討す る 必要 がでて き

た よ う だ 。

次 に 、 査形土器全体の 問題 を 整理す る 必要 が あ る 。

例 え ば、 移入土器の 問題や在来系 の 査形土器の 型式

的変遷 な ど が そ れ で あ る 。 し か し 、 こ れ に つ い て は

そ れ ぞれ に 検討 を 加 え る 際 の 問題点 が ク リ ア ー で き

て い な い の で、 多 く を 語 る こ と がで き な い 。

移入土 器 の 問 題 で は 、 そ の 移入 が どの 時期 に 、 し

か も どの よ う な 戸庁 か ら お こ な わ れ て い る の か ど う か

が ま ず検討の 中 心課題で あ ろ う 。 そ う で あ る な ら ば、

第 I 期 か ら 第 V 期 に か け て 、 す べ て の 時期で安定 し た

資料の検出 が要 求 さ れ る lま ずで あ る 。 し か し 残念 な

が ら 、 狩尾遺跡群 で は 第 I 期 と 第 E 期 の 資料 が極端

に 少 な く 、 そ う し た 問題意識 を 解決す る た め に は 少 々

心 も と な い 。 少 な く と も 第 皿 期の段階 に は 、 多 く の

土 器 が大分県側や 菊池川 流域方面 か ら 持 ち 込 ま れ て

い る の は確実 で、 あ る 。 で も 、 第 I 期 や 第 E 期 に は そ

う し た 事実 が無 い と す る に は 資料不足 な の で あ る 。

要す る に 、 こ の テ ー マ に は 、 阿蘇谷 の複数の遺跡 を

検討 し な け れ ば多 く を 語れ な い 、 そ れ ほ ど に 重要 な

問題で あ ろ う 。

ま た 、 他の在来系査形土器の 型式変化 に つ い て も 、

細 か く 検討 を 加 え る 上 では 資 料不 足 で あ る 。 こ れ に

つ い て も 今回 の検討 か ら は 外 し て お き た い 。

次 に 、 重弧文土器 を み て み よ う 。 球磨川 上流域で

認識 さ れ て い る 免田式土器 を 代表す る の が、 こ の 重

弧文土器 で あ る 。 た だ し 、 白 川 や緑川 の 中 ・ 下流域

で も 多 数 の遺跡 が発見 さ れ て い て 、 中 心地域の一つ

に な っ て い る 。 こ う し た こ と か ら 、 白 川 の上流域 に
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あ る 阿蘇 カ ル デ ラ 内 に も 、 下 山 西遺跡 (高谷 ・ 島津

ほ か1 987) や 相木谷遺跡 な ど、 1 0箇所ほ どの遺跡で

出土例 が知 ら れ て い る 。 し か し 、 こ の種の土器 も 表

面採集資料がほ と ん どで あ り 、 そ の属す る 時期 に つ

い て も け っ し て 明確 に さ れ て い る わ け では な か っ た 。

そ う し た 意味 か ら も 、 今 回 の 調査例 は 、 そ の所属時

期 が明 ら か に な っ た 例 と し て 、 重要 な 発掘所見 と い

う こ と に な ろ う 。

狩尾遺跡群 で検出 さ れ た 重弧文土 器 は 、 そ の編年

の 中 で第 E 期 (1 5) と 第 皿 期 (36) に 属 し て い る 。

菊池川流域編年 の 津袋 I 期後半 と 津袋 H 期前半、 す

な わ ち 弥生時代後期前半の終わ り 頃 と 後期後半 の 始

め 頃 と い う 時期 で あ る 。 こ の 発掘 デー タ か ら す れ ば、

弥生時代後期 の 中 頃 と い う 極 め て 限 ら れ た 時期 に 重

弧文土器 が共伴す る と い う こ と に な る 。 と て も 興味

あ る 事実 で あ ろ う 。 ま た 、 下 山 西遺跡 では、 弥生時

代後期 の 中 頃 に あ た る 第 E 期 の竪穴式住居跡での検

出例 が あ り 、 こ れ も 狩尾遺跡群での そ れ と 同 ヒ 状況

で あ る 。

で は 、 そ れ よ り も 新 し い 時期 は ど う だ ろ う 。

狩尾遺跡群で も 下 山 西遺跡 で も そ の検出例は な い 。

ま た 、 狩尾遺跡群 第 町 期 と 第 V 期 に 近 い 資料 が出土

し て い る 陣内遺跡 で も 重弧文土器は 出土 し な か っ た 。

こ の 3 遺跡の例 か ら は 、 弥生時代後期終わ り 頃 か ら

古墳時代 に か け て の 時期 で の 出 土例 は 無 い と い う こ

と で あ る 。

こ う い う こ と を 考 え る と 、 白 川 上流域 に 展 開 し て

い た 弥生時代後期 の 社会 に あ っ て 、 重弧文土 器 が使

わ れ て い た 時期 は 、 中 頃 (始め 頃 ま で拡大す る か も

し れ な い が) と い う 極 め て 限定 さ れ た 時間 幅 の 中 に

車内 ま っ て し ま う と い う こ と か も し れ な い 。

[その他の土器]

そ の他の土器で も 同様の検討が必要 な の で、 触 れ

る こ と と す る が、 必 ず し も 聾形土器や査形土器 と 同

U よ う な 型式 変化 を 認識す る こ と は で き な い か も し

れ な い 。

鉢形土器 に は 、 素 口 縁の も の と 屈 曲 口 縁の も の と

い う 、 大 き く 二 つ の 種類 に 分類 さ れ る 。 ま た 、 こ の

そ れ ぞれ は 、 そ の 器形的 な 特徴 か ら さ ら に 分類が可

能 で あ る 。 つ ま り 、 棄 口 縁 の 鉢形土器 に は 、 コ ッ プ
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状の も の 、 胴部 か ら 口 縁部 ま で が真 っ 直 ぐ に 立 ち 上

が る も の 、 底部 か ら 口縁部 に か け て 斜め に 立 ち 上 が

る も の 、 そ し て脚台 を 付 け る も の で あ る 。 ま た 、 屈

曲 口 縁の 鉢形土 器 に は 、 口 が広 い も の 、 胴部 の 中位

か ら 上位 に か け て が張 り 出 し て 口 がす ぽ ま る も の 、

そ し て 口 縁部 が直 口 気味 に 立 つ も の が あ る 。 以上の

さ ま ざ ま な 器形 を と る 鉢形土器 に は 、 そ れ ぞれ に 型

式的 な 変遷 を あ る 程度 予想 さ せ る 資料 も 含 ま れ て い

る 。 例 え ば、 口 が広 め の屈 曲 口縁鉢形土器 は 、 r40 ・

4 1→67→89J と p う 変遷 か ら す れ ば、 胴部全体 が丸

み を 帯 び る 土器 (40 ・ 41 ) か ら 下膨 れ (67) と な り 、

胴部 中 位 が強 く 張 り 出 す 土 器 (89) へ と 変化 す る 過

程 が認識で き そ う で あ る 。 た だ し 、 こ う し た 認識 も

鉢形土器の一部 に つ い て 言 え る こ と で あ り 、 そ れ ぞ

れ の 形態下形態 の 土 器 に つ い て 一般化 で き る も の で

は な い 。 こ れ も ま た 、 今後 に 残 さ れ た 課題のーっ と

い え よ う か。

高杯形土器 も 資料 が少 な く て 、 具体化 で き な い の

が残念 で、 あ る 。 複数の遺跡 の 成 果 を 踏 ま え て 、 今後

検討 を 要 し よ う 。 た だ し 、 口 縁部 が し ゃ く れ 気味 に

長 く 延 び る 高杯形土器 に は 、 r45→71 →93J と い う

型式変化 がた ど れ そ う だ し 、 ま た 、 短 め の 口 縁の 土

器 に も 、 r46→72→95J と い う 型 式 変 化 を 認識 す る

こ と がで き る 。 今後 の検討課題 で あ ろ う 。

4 . 鉄製品 の ま と め

狩尾遺跡群 に 属 す る 遺跡 は 、 弥生時代後期 の遺跡

と し て 比類な く 鉄製品 を 多 く 出土 し た 遺跡 で あ り 、

鉄製品 を 抜 き に し て 遺跡の性格 を 語 り え な い 。

遺跡群全 体 の 鉄製 品 は 318点 で あ る 。 鉄製 品 の 出

土状況 に は注 目 す べ き 2 つ の 特徴 が あ り 、 ひ と つ は

床面での鉄片 の 出 土 で あ り 、 他 は 、 遺構埋土 よ り 廃

棄状態での鉄製 品 の 出土 で あ る 。 出 土 し た 鉄製 品 の

過半 が床面 を 離 れ て い る こ と は 、 一見、 資 料価値 を

庇 め る よ う で あ る が、 実 は そ う では な く 、 再利 用 さ

れ ず廃棄 さ れ た 鉄製品 の 多 さ こ そ が、 こ の遺跡群で

は鉄製品 が貴重 品 で は な く 、 あ り ふ れ た 「捨 て る ほ

ど」 あ る 品 物 で あ る こ と を 知 実 に 示 し て い る 。

さ ら に 床面 での 鉄片 お よ び鉄津 の 出 土 は 、 集落の

中 で鍛冶 な い し 鉄器の制作 が な さ れ て い た こ と を 示
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し て い る 。

鉄製品生産の時期について

狩尾遺跡群 に お け る 鉄製 品 の 生産 は 、 狩尾 E 期 に

は す で に 開始 さ れ て い る 。 住居跡 の 数 は こ の 時期以

降増加 す る 。 こ れ以前の狩尾 I 期 に も 鉄製 品の 出土

は み ら れ る が、 量的 に 少 な く 、 ま た 生産遺構は確認

さ れ て い な い 。

狩尾 E 期 に は 、 狩尾 ・ 湯の 口遺跡 に 鉄製 品 の 工房

と し て 機能 し た 大型住居 が出現す る 。 狩尾遺跡群の

住居跡 が爆発的 に 増加 す る の は 、 次 の 狩尾 皿 期以降

で調査 し た住居跡の ほ と ん ど が こ れ に 含 ま れ る が、

弥生時代後期 の 鉄製 品 の 生 産 は 、 集落の本格的 な 形

成 と ほ ぼ軌 を ー に し て な さ れ た 現象 と 見 て よ か ろ う 。

鉄製品 の 生産 は 、 狩尾 E 期 か ら 狩尾 V 期 ま で存続

す る が、 各遺跡 で生産 の 開 始 に は差異 が あ り 、 狩尾 ・

湯の 口遺跡 で は 、 他の遺跡 に 先駆 け て 集 落の 開始 と

同時期 に 鉄製 品 の 生産 の 開始 さ れ る 。 狩尾 ・ 方無田

遺跡では 、 古 い 時期 か ら 断続 し つ つ集落が存続す る

が、 鉄製 品 の 生 産 は 狩尾 皿 期 か ら 開始 さ れ る 。狩尾 ・

前 田遺跡 も 同 じ く 狩尾 皿 期 か ら で あ る 。 池 田 古園遺

跡 で は 、 狩尾 I 期 か ら 集落は あ る が鉄製品 の生産は

狩尾 皿 期 か ら 開始 さ れ る 。

鉄製品生産の盛行 し た 時期 は 、 狩尾遺跡群 を構成

す る 各遺跡 で若干 の 時期差 が窺 わ れ 、 こ れ を 反 映す

る も の と し て 、 形態の 判別 で き る 鉄織の う ち 、 無茎

と 有茎 の 比率 を み る と 各遺跡の 有茎鉄鉱の 占 め る 比

率 は 次 の と お り で あ る 。

狩尾 ・ 湯の 口 遺跡 で は 有 茎鉄鎌36% 、 狩尾 ・ 方無

田遺跡は有茎鉄鉱 9 % 、 池田 古園遺跡、は有茎鉄鎌27 %

で あ り 、 古い形態で、 あ る 有茎鉄鎌の 占 め る 比率 の 高

い遺跡ほ ど早 く か ら 鉄製 品 の 生産 が開始 さ れ た と 敢

え て み る な ら ば、 狩尾 ・ 湯の 口遺跡、 が最 も 古い と み

る こ と がで き る 。 ま た 狩尾 ・ 方無 田遺跡では無茎鉄

鉱は 1 点の み で あ り 、 鉄製品 の 生産 は 比較的新 し い

時期 に 集 中 す る と み ら れ る 。 鉄鉱の形態 で時期 を 論

じ る こ と は危険で、 あ る が土器でみ た 集落の時期 と よ

く 符合す る 。

狩尾 町期以後 は 土器の 上 で も 聾形土器の 長脚化 お

よ び タ タ キ の 多 用 な ど大 き な 画期 が あ る が、 鉄製 品

生産 の 上 で も 変化 がみ ら れ る 。 狩尾 ・ 湯の 口遺跡、 で
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は 狩尾 V 期以後、 鉄製品生産 の 中 心的 な 大型住居 が

消 え 、 各住居跡 か ら 少量ずつ の 均等 な 出土 と な り 全

体 と し て零細化す る 。 一方、 池 田 古園遺跡で は 狩尾

町 、 V 期以降 に 鉄製品 の 生産 が台頭す る が、 製 品 の

組成 に は 鉄鉱が多 い 特徴 が あ り 、 背後 に 大 き い 社会

変化 が窺 わ れ る 。 池 田 古園遺跡では 、 鉄製品 を 多 く

出 し た住居跡は い ずれ も 床面 積が大 き い が、 こ の 時

期 に は他住居跡 よ り 隔絶 し た 規模の 大型住居 は存在

し な い 。

狩尾遺跡群 に お け る 鉄製 品 の 生産 の 終罵 は 明 ら か

で な い が、 大 き い 流 れ と し て 鉄製 品 の 生産 は 、 狩尾 ・

湯の 口遺跡 が一歩先行 し て集落の 開 始 と と も に 始 ま

り 、 狩尾 V 期 に は 衰退 がみ え 、 集 落 そ の も の が狩尾

V 期 に 入 る こ ろ 廃絶す る 。 こ の 時期の住居跡で あ る

狩尾 ・ 湯の 口遺跡の住居跡 か ら は 、 九州 山地 に伝統

的 な 磨製石鍛 と 形状の 酷似 し た 銅鉱 が出 土 し た が、

か か る 遺物 は 狩尾遺跡群の 鉄製品生産 に つ い て い く

つ か の示唆 を 与 え る も の で あ る 。

ま ず こ の地の 人 々 が 自 ら の 青銅器の 祭器 を 磨製石

鍛 に 揮 し て 作 り 、 鉄製品 に 石 器 が置 き 換 え ら れ て 久

し い 時期 ま で護持 さ れ て い た と い う こ と は 、 鉄製品

を 生産 し た 人 々 の 出 自 が、 外来者 では な く 、 在地の

従来 か ら 磨製石織 を 専業的 に 制 作 し て い た 人 々 と 深

い 関 わ り が あ る こ と を 意味す る で あ ろ う 。

ま た 集落の廃絶 と 同時期 こ ろ こ の 銅鉱は放棄 さ れ

る が、 こ の 時期 に は 狩尾 ・ 湯の 口遺跡 で は 鉄製 品 の

生産 が零細化 し 、 さ ら に鍛冶素材 を 供給 す る 大型住

居 が消 え る 。 池田 古園遺跡 で も 鉄製 品 の 生 産 は 盛行

し て い る も の の 同様 に 大型住居 が存在 し な い 現象 が

み ら れ る 。 こ う し た 現 象 の 背後 に は 一次 素材 を 供給

す る 部 門 が よ り 高次 の 共同体 に 包摂 さ れ 、 こ の 結果

と し て 伝統的 な 集 落 が ア イ デ ン テ ィ テ ィ ー を 喪失 し

た 象徴的 な 出来事 と し て 銅鍛の廃棄 の 意味 を 読み取

る こ と がで き ょ う 。

石棺出土の鏡片 に つ い て も 同様 の 事例 と し て理解

す る こ と がで き る 。 本来共同体 の 所有 で あ る も の が

首長の個人的 な 副 葬品 と さ れ た こ と は 、 鏡片の 有 し

た社会的統合機能の喪失 し た 姿 で あ り 、 銅鍛の放棄

と 同 ヒ く 、 あ る い は そ れ以上 に 集 落の 独立性 に 大 き

な 変更 が加 え ら れ た こ と を 意味す る 。 こ れ ら 青銅器



製 の レ ガ リ ア の廃棄 は 今 ま さ に 弥生社会 が こ こ に終

罵 し た こ と を 物語 る も の で あ る 。 石棺の副 葬品 に は

当初、 相 当 な 鉄製 品 を 期待 し た も の で あ る が、 一つ

の鉄片 す ら 見出 し 得 な か っ た 。 弥生社会の終罵 と と

も に 狩尾遺跡群の鉄製品生産 は停止 さ れ た か 、 あ る

い は 少 な く と も 鉄製 品 生産 の ヘ ゲモ ニ ー を 喪失 し た

も の で あ ろ う 。

鉄製品の生産体制について

鉄製品 の 生産 に は 大 き く 分 け て 地金 か ら 素材であ

る 板材、 線材 を 供給す る 鍛冶 と 、 鉄製品 へ の 成形、

研磨 な どへ の加工 と の 2 部門 が考 え ら れ、 こ れ を 反

映す る 遺物 が鉄棒 と 鉄片 で あ る 。 た だ し 両部 門 は い

ずれ も 火 を媒介 と す る 工程 を 含 ん で お り 、 必ず し も

空 間的 に 明 白 に 分離 し て い る も の では な い 。 ま た 両

部門 の 中 間段階 も 存在 す る で あ ろ う 。 鉄製品 の 生産

体制 は 、 各時期 ご と に 変遷 がみ ら れ る が、 こ れ か ら

弥生後期末 の 技術 の 変化 の み な ら ず共同体の 変容過

程 を読み取 る こ と がで き る 。 各時期 の 鉄製 品 の 生産

体制 の検出 は 、 集落の 存続期聞 が長 い 狩尾 ・ 湯の 口

遺跡で典型的 に 現 れ 、 池 田 古園遺跡で一部把握す る

こ と がで き る 。

狩尾遺跡群 で鉄製品 の 生産 が、 確認 さ れ る の は 、

狩尾 ・ 湯の 口遺跡の狩尾 E 期 か ら で あ る 。 こ の 時期

に は 一般住居跡 と 隔絶 し た 規模の 大型住居 が出現す

る が こ の住居跡 に 鉄片 は 出 土 す る が鉄津は な い 。 し

か し 床面 は焼 け て お り 鉄製 品 の 加工 に か な り 限定 さ

れ た 鍛冶工房 で あ る 。 こ の 大型住居 は 狩尾 皿 期 に も

引 き 続 き 鉄製品 に 加 工 す る 工房 と し て機能 し 、 鉄j宰

を 出土 し た 周 囲 の 鍛冶工房 と の組合せ が こ の 時期 の

生産体制 で あ る こ と が判 明 す る 。 狩尾 町期 に は 、 狩

尾 ・ 湯の 口 遺跡 で は一般住居跡 よ り 隔絶 し た 規模の

大型住居 が条溝の 外 に 移 り 、 ま た 鉄浮 と 鉄片 が と も

に 出土 す る こ と か ら 素材 と 鉄製品 が集 中 し て 生産 さ

れ た と み ら れ る 。

一般住居跡 よ り 隔絶 し た 規模の 大型住居 の 意義 に

つ い て は 、 階級的差異 に 基づ く 有 力 者の住居 と す る

説、 年齢階梯制 に お け る 若年 層 の 集会施設 と す る 説

あ る い は 集落全体の 公共的集会施設 が考 え ら れ る が、

こ こ では 後 2 者 を 妥 当 と し 、 こ れ に 工房 と し て の 機

能 が付加 さ れ 、 農閑期 の 生 業 の ひ と つ と し て 鉄製品
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の 生産 がな さ れ た と み ら れ る 。 こ の 姿 が狩尾 E 、 皿

期の鉄製品 生産 で あ り 、 素材は付随 す る 一般住居規

模の鍛冶工房 か ら 供給 さ れ た の で あ ろ う 。

狩尾 町 期 の 特徴 は 、 条溝の 外 に 工房 が移 る こ と と 、

よ り 工房 と し て の 効率化の傾向 を 深め る こ と で あ る

が、 大型住居 の 有 し た 集落 を 統括す る 公共的機能 は

後景化 し 条溝の廃絶 に み ら れ る よ う に 集落の 独立性

に 騎 り が現 れ る 。

狩尾 V 期 の 生産体制 は 隔絶 し た 規模の 大型住居 が

姿 を 消 し 、 鉄片 と 若干 の 鉄津 を 出土 す る や や大型の

住居 と 、 鉄片 を 出主 す る 多 数 の 一般住居跡の組合せ

に 変 わ る 。 集落 を 統括す る 公共的機能 も と と も に 素

材 を 供給す べ き 工房 が消 え 、 経済的 に も 自 主性 を 失

う 。 池 田古園遺跡で も 、 こ の 時期 に や は り 隔絶 し た

規模の大型住居 は存在 し な い 。 池 田 古園遺跡 で は こ

の時期 に 鉄製品 の 生 産 は む し ろ 盛況 を 呈す る が、 そ

の 内容 は 主 に 鉄鉱 で あ る 。 狩尾遺跡群 の 集 落 が高次

の 共同体 に 包摂 さ れ る 過程で鉄製 品 の 生産 も 統制 が

加 え ら れ る 中 で、 狩尾遺跡群 の 最後 の 鉄製 品 生 産 と

し て 、 武器 で あ る 鉄織 の 生産 の み が許容 さ れ た こ と

は興味深 い こ と で あ る 。

鉄製品生産の技術について

狩尾遺跡群で どの様 に し て 鉄製 品 生産 が な さ れ た

か技術 に つ い て は 今後 の 研究課題 で あ ろ う 。 こ こ で

は技術的 問 題 に 関 わ る い く つ か の 指摘 に 留 め た い 。

狩尾遺跡群 では鍛冶操業 を 行 っ て い る に も か か わ ら

ず 1 点の ふ い ごの 羽 口 も 出土 し な か っ た 。 炉の深 さ

か ら み て 強制送風 は 必要 で あ り 、 何 ら か の 送風装 置

があ っ た と み ら れ る が実体 は 明 ら か で な い 。 狩尾 ・

湯の 口遺跡では 2 基の 大型住居 が浅い浸食 谷 の 谷 頭

部分 に あ り 、 池田 古園遺跡 で も 後世 に 溝 と し て 聞 か

れ た 同様の谷 に 接 し て 鉄製 品 生 産 の な さ れ た住居跡

があ り 、 明 ら か に 谷 か ら の 通風 を 選好 し た 立地 で あ

る が先 に 論 じ た よ う に 自 然風 は 操業 の 必須条件 で は

な く 、 そ の 意義 は 今後の諜題で あ る 。

操業の 中 心施設 で あ る 炉は 周 囲 がや や 盛 り 上 が る

皿状の掘 り 込 み で、 一部 の 炉は さ ら に 中央 を 深 く 掘

り 下 げ柔 ら か い 草本類の 炭 化物 が充填 さ れ て い る 。

恐 ら く 断熱 お よ び防湿効果 を 期 す る も の と み え 、 後

世の 製鉄炉の 地下構造 を 思 わ す も の が あ る 。
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最後 に 何 ゆ え に 狩尾遺跡群で、鉄製 品 の 生 産 が な さ

れ た か を 考 え た い 。 鉄製 品 の 出土状況は ほ と ん ど使

い捨て で あ り 、 破損品 を 補修 あ る い は 回収 し て 再利

用 さ れ て い な い 。 こ れ は 生産地な ら で は の 鉄製品 の

消費状況で あ る が、 仮 に 舶載品 で あ る 鉄素材 に す れ

ば、 あ ま り に 浪費的 な 消費 に 過 ぎ、 ま た 陸揚げ地点、

か ら も か な り の遠隔 の 山 間地で地金 を 鉄製品 に加 工

す る 必然性 は 乏 し い 。 こ う し た 困難は 、 た だ ひ と つ

地金は舶載品 で な く 在地での製鉄か ら な さ れ た と し

て 氷解 す る も の で あ る が こ の解明 は 今後の課題であ

る 。 な お狩尾遺跡群の近 く に は戦前 ま で稼働 し て い

た 鉄鉱山 があ り 、 ま た遺跡 の 背後 は強風が吹 き 上 げ

る 外輪山南麓で、 技術 が あ れ ば十分 に 製鉄 を 可能 と

す る 。 弥生時代 に 製鉄の 開 始 が遡 り う る と す れ ば、

そ れ は局地的 に せ よ 日 本列 島 内 での鉄地金の 自 給 で

あ り 、 当 時 の 大陸 と の 交渉の意味 も 改 め て 聞 い 直 さ

れ ね ば な ら な い だ ろ う 。

5 . 弥生時代の狩尾遺跡群

阿蘇谷最古の 弥生時代遺跡 が ど こ に あ る か は 、 な

か な か わ か ら な い 。 そ う し た状況の 中 で、 狩尾 ・ 方

無田遺跡でみ つ か っ た 中期初頭の 竪穴式住居跡は 、

重要で、 あ っ た 。 お そ ら く 、 阿蘇谷 で発見 さ れ た竪穴

式住居跡の 中 で も っ と も 古い も の に違 い な い 。 た だ

し 、 今回 の 調査 は 、 当 時 の 集落の一角 を 調査 し た に

す ぎず、 今後 に 残 さ れ た 課題 は 多 い 。

後期 は 、 狩尾遺跡群の 各時期 の 中 で も 、 特 に 充実

し た 内容で あ っ た 。 例 え ば、 竪穴式住居跡の数 に し

て も 、 湯の 口遺跡45基、 方無 田遺跡38基、 前田遺跡

1 3基、 池 田 ・ 古園遺跡35基 で あ り 、 全体 で131 基 を

確認 し て い る 。 お そ ら く 相 当 量の情報 が調査デー タ

の 中 に 眠 っ て い る に 違 い な い 。

こ う し た デー タ の ま と め の ー っ と し て 1 � 4 項の

中 で、 住居跡の 形状の 問題、 土器群の編年 と そ の展

開 、 そ し て 鉄製品 の 問題 に つ い て 考 え て き た 。 し か

し 、 こ う し た デー タ か ら 派生 す る 問 題は こ れ の み に

止 ま る も の では な い 。 そ こ で、 こ れ よ り 、 特 に 問題

と さ れ る で あ ろ う も の に 限 っ て 、 幾つ か の 問題点 と

し て 整理 し て み た い 。
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[集落l

そ れ ぞれ の 集 落 に つ い て は 、 章 ご と に ま と め て お

い た が、 集落の構成 を 知 る に は 少 々 資料不足 で あ っ

た 。 従 っ て 、 4 遺跡全体 を 通観 し て の 問題 を 考 え て

み た い 。

2 項 と 3 項 で も 述べ た よ う に 、 狩尾遺跡群 に お け

る 弥生時代後期土器群 は 、 第 I 期 か ら 第 V 期 ま での 、

五 つ の 時期 に 編年 で き た 。 こ の結果 を 基 に し て 、 集

落の継続性 を み て み よ う 。 湯の 口 遺跡 で は 、 第 E 期

の住居跡 2 基、 第 皿 期 6 基、 第 百 期 2 基、 第 V 期 7

基 と い う 形 で推移 し て い る 。 多 少 の 増減 は あ っ て も 、

第 E 期 か ら 第 V 期 ま で、 こ の 土地 が継続的 に集落 と

し て 利 用 さ れ て い る こ と がわ か る 。 そ し て 、 こ う し

た集落の時期的 な 継続性 は 、 狩尾遺跡群 の 中 の他の

遺跡で も 基本的 に 共通 し て み ら れ る 現象 で あ る 。 例

え ば、 狩尾 ・ 方 無 田 遺跡 で は 第 皿 期 ( 3 基) 、 第 百

期 ( 6 基) 、 第 V 期 (1 1 基) と 継続 し 、 狩尾 ・ 前 田

遺跡で も 第 百 期 ( 1 基) 、 第 V 期 ( 7 基) が あ る 。

ま た 、 池田 ・ 古園遺跡で は 、 第 E 期 の住居跡 が現状で

は発見 さ れ て い な い が、 第 I 基 ( 2 基) 、 第 皿 期 (13基) 、

第 百期 ( 4 基) 、 第 V 期 ( 4 基) と い っ た 継続性 が

み ら れ る 。 ま た 、 こ う し た 現象 は 、 狩尾遺跡群の近隣

の遺跡 で あ る 下 山 西遺跡 で も 認め ら れ る こ と で あ る 。

こ の よ う に 、 狩尾遺跡群及 び近隣 の遺跡では 、 弥

生時代後期 中 頃以降、 集落 は 時期的 に 継続 し て い た
こ と がわ か っ た 。 で は 、 そ れ ぞれ の遺跡 で同時併存

し て い る 時期 の 取扱 い を ど う す れ ば い い の で あ ろ う

か。 つ ま り 、 第 百 期 や 第 V 期 の 湯 の 口遺跡や方無 田

遺跡、 前田遺跡 そ れ に 池田 ・ 古園遺跡 でみ ら れ る 集

落が、 隣 ど う し の ム ラ と し て 同 時 に 併存 し て い た の

か ど う か 、 と い う 問題 で あ る 。

例 え ば、 併存 だ っ た ら 、 狩尾遺跡群 の丘陵 ご と に

ム ラ が存在 し て い て 、 そ の密度 が相 当 に 濃 い も の に

な る 。 し か も 阿蘇外輪の 麓や中央火口丘の 麓 に は 当

該期の遺跡 が数 多 く 点在 し て い る の で、 相 当 数 の ム

ラ が同時 に存在 し て い た こ と に な る 。 や は り 、 すべ

て を 併存 と 考 え る に は 少 々 無理 があ る よ う だ。 そ う

で あ る な ら ば、 集落移動 と そ れ に 伴 う 集落の回帰 に

原因 が あ る と 考 え る 方 が よ り 合理的 で、 あ ろ う 。 な ら



ぱ、 そ の 移動 が ど の よ う な 契機 の も と に お こ な わ れ

た の か を 問題 に し な け れ ば な ら な い し 、 ま た そ の 移

動 の 臨 界 が ど れ く ら い の 広 さ だ っ た の か も 問題 に し

な け れ ば な ら な い だ ろ う 。 い ず、れ に し て も 、 当 時の

生業の 問題や阿蘇谷 に お け る 人 間 集 団 の 領域問題 な

ど に か か わ る 重要 な 問題 だ け に 、 今後慎重 に議論 を

進 め て い く 必要 が あ ろ う 。

ま た 、 阿蘇谷の 弥生時代社会の 中 に 占 め る 狩尾遺

跡群や下 山 西遺跡 ・ 陣内遺跡の佐 置 も 併せ て 問題 と

すべ き で あ る 。 残念 な が ら こ こ で言 及 す る 余裕 も そ

の 能 力 も な い が、 簡単 に そ の概略 を述 べ て お く 。

一の宮町長 目 塚古墳 な ど、 阿蘇谷 で最 も 古 く 、 最

も 大 き な 古墳 が阿蘇谷 の 東側 に 集 中 し て い る 事実は 、

阿蘇谷 の 古墳時代 の 中 心 が こ の 一帯 に あ る こ と を 物

語 る も の で あ る 。 ま た 、 そ の 直前 の 時期 で あ る 弥生

時代後期 も 同様の こ と を 考 え て お か な け れ ば な ら な

い だ ろ う o そ し て 、 そ の地理的位 置 か ら は 、 豊後方

面の 弥生時代社会 と の 密接 な 関係 を 伺 え る し 、 現 に 、

安国寺式系統の 土器 が多量 に 阿蘇一帯 に 入 り 込 ん で

も い る 。 そ う で あ る 時、 狩尾遺跡群 を 含 む阿蘇谷西

側の遺跡の位置付 け は 、 お の ず と 判 っ て く る は ずだ 。

し か し 、 問題は そ れ だ け では な い 。 つ ま り 、 西側 に

位置す る 遺跡 と い う 地理的位 置 か ら は 、 菊池川 流域

や 白 川 下流域 に よ り 近 い場所 に あ る と い う 利 点 も 存

在 し て い る 。 要 す る に 、 狩尾遺跡群 を 初 め と す る 阿

蘇谷西側の遺跡 は 、 中心地域 か ら は 離 れ た 場所 に あ

る と は い っ て も 、 阿蘇 よ り も 西 に あ る 他の地域の社

会 と の 関係 を 考 え る 上 で は 、 極 め て 重要 な 場所 に あ

る わ け だ 。 そ う い う 意味で も 、 菊池川流域の要素 が

ど れ く ら い 入 り 込 ん で い る の か 、 ま た 、 こ れ ま で同

U 文化圏 と 考 え ら れ が ち な 白 川 下流域の遺跡 と 狩尾

遺跡群 と は ど う い う 点 が似 て 、 ど う い う 点 で異 な っ

て い る の か も 、 各種の遺物 を 手掛 か り に し て 検討 し

て い か な け れ ば な ら な い だ ろ う 。

[生業]

阿蘇町宮山遺跡で、 弥生時代後期 の 竪穴式住居跡

内 か ら 炭 化 し た 籾 が見 つ か っ て い る (緒方 1 972) 。

米作 り がお こ な わ れ て い た こ と の傍証資料で あ る 。

ま た 、 阿蘇町前 田遺跡 で は 黒 髪式土器 が使 わ れ て い

た 頃 (弥生時代 中期) の 竪穴式住居跡の 中 か ら 石 包
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丁 が見 つ か っ て い る (島津1983) 。 こ れ も ま た 、 そ

の傍証資料であ る 。 要 す る に 、 阿蘇谷 で の 米作 り は 、

弥生時代中期 に ま では確実 に遡 る の で あ る 。 そ し て 、

方無田遺跡の調査 で は 、 黒髪式土器 よ り も 前 に 編年

さ れ る 城 ノ 越式土 器 の 時期 の竪穴式住居跡 が発見 さ

れ た 。 残念 な が ら 、 石 包 丁 な ど、 米作 り を 傍証す る

資料は発見 さ れ な か っ た が、 そ の 集 落立地 か ら す れ

ば そ の存在 を 充 分 に 予想す る こ と は で き る 。

後期 に な る と 、 米作 り 関係 の 資 料 も 多 く な る 。 例

え ば、 湯の 口遺跡の 石 包 丁 で あ り 、 各遺跡 で発掘 さ

れ て い る 手鎌な ど の 鉄製穂摘 み 具 で あ り 、 方 無 田 遺

跡 と 池田 ・ 古園遺跡の 鉄鎌 が そ れ に あ た ろ う 。

一方、 米作 り と は 直接 に 関係 の な い 生 活道具 も み

つ か っ て い る 。 ぞ れ は 、 台石 で あ り 、 磨 石 で あ る 。

こ れ ら は 、 4 つ の遺跡 そ れ ぞれ で見 つ か っ て い て 、

当時、 狩尾遺跡群内 で は 極 め て 一般的 な 道具で あ っ

た こ と を伺 わ せ る 。 そ し て 、 そ の 道具 が縄文時代 に

あ っ て は ド ン グ リ 類の製粉用 に 給 さ れ て い た こ と を

思 う 時、 狩尾遺跡群 の 弥生時代の ム ラ の 中 で も ド ン

グ リ 類 が依然 と し て 食用 に 給 さ れ て い た 事実 を 認識

す る こ と がで き る 。 た だ し 、 そ の ド ン グ リ 食 が当 時

の食生活の 中 に 占 め る 割合 が ど の 程度 だ っ た の か は

類推す る こ と は 不可能で、 あ る 。 で も 、 寺沢薫 ・ 知子

両氏 がお こ な っ た 「弥生時代 の 植物質食料の 基礎的
研究J (寺沢 ・ 寺沢1 981 ) を み る か ぎ り 、 そ の 占 め

る 割合は相 当 に 高 そ う で あ る o 米食や ド ン グ リ 食 だ

け で は な く 、 イ モ 類や ウ リ 類、 雑穀類 な ど の 豊富 な

種類の植物食、 そ れ に 動物食 な ど、 食 の 対象 も 多 様

で あ る こ と を 認識す る こ と が必要 な よ う だ 。

狩尾遺跡群の各遺跡 を み て み る と 、 台石 が、 2 �

3 基の住居跡 に 対 し て l 基 と い う 頻度 で住居跡 の 中

か ら 検出 さ れ て い る 。 集落の継続時期 や住居跡の建

て 替 え ・ 移動 に伴 う 台石 の 移動 を 勘案 す れ ば 、 ほ ぼ

す べ て の 家の 中 に 台 石 が設 置 さ れ て い た 可能性 が高

い 。 つ ま り 、 ド ン グ リ 食 が か な り の割合で、 こ の 地

域の ム ラ に 普及 し て い た こ と の あ ら わ れ で あ ろ う 。

し か も 、 こ れ と 同様の傾 向 は 、 下 山 西遺跡 で も 確認

さ れ て い る 事実 (高谷 ・ 島津ほ か 1987) で あ っ て 、

阿蘇谷 での 弥生時代後期 の 食生 活 を 考 え る 上 で は 、

特 に 注意 を 要 す る 事例 で あ ろ う 。
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湯の 口遺跡 と 池 田 ・ 古園遺跡 か ら 歴史 時代 の遺構

が検出 さ れ た 。 湯の 口遺跡 の 方 は 集落跡 で、 池田 ・

古園遺跡 の 方 は溝 で あ っ た 。

湯 の 口遺跡では 、 6 基の竪穴式住居跡 と 6 基の掘

立柱建物跡 が あ っ た 。 そ の 年代 は 、 竪穴式住居跡 が

8 世紀の終わ り か ら 9 世紀の始め に か け て で、 掘立

柱建物跡 は そ れ よ り も 新 し い 年 代 と 思 わ れ た 。

こ こ で ま ず、 集 落立地 の 景観 を 問題 に し た い と 思

7 。

弥生時代 の 集落の上 に 、 歴史 時代 の集落が作 ら れ

る 例 は 、 阿蘇 谷 で は 陣内遺跡 が あ げ ら れ る 。 古墳時

代 ( 6 世紀代) の竪穴式住居跡 1 基の他 に 、 中世期

の掘立柱建物跡 が 6 基検 出 さ れ て い る 。 し か も 、 出

土陶磁器の 型式的検討 に よ っ て 、 鎌倉時代 か ら 室町

時代 ま での継続的 な 集落の存在 が指摘 さ れ て い る 。

こ の こ と は 、 弥生時代 の集 落立地 と 中世末期 の そ れ

と がほぼ同 じ も の で あ る こ と の傍証で も あ り (清田 ・

島津1 987) 、 特 に 注意 し て お き た い 調査事例 で あ る 。

さ て 、 湯 の 口遺跡、 は 、 こ の 陣内遺跡 に 極め て 類似

し た 特徴 を 示 し て い る 。 そ れ は 、 弥生時代 の集落 と

歴史時代の集落が閉 じ 場所 に営 ま れ て い る こ と と 同

時 に 、 そ の 立地場所が良 く 類似 し て い る と い う こ と

で あ ろ う 。 そ の 意味で、 陣内遺跡 で指摘 さ れ た 弥生

時代 か ら 中世期 ま で継続 し た 集落立地の景観問題 に

つ い て 一つ の 資料 を 追加 し た 今 回 の 調査 の 意義 は 大

き い は ずだ 。

池田 ・ 古園遺跡では溝が調査 さ れ た 。 そ の 中位面

に硬化面 が作 ら れ て い た の で、 一時期、 道 と し て 利

用 さ れ た こ と を 伺 わ せ た 。 出土遺物では 、 須恵器や

土師器 が出 土 し た 。 そ の 型式的特徴 は 、 9 世紀代 の

も の に 近 い と 考 え ら れ て い る 。 た だ し 、 こ れ ら の遺

物 は 、 か な り の も の がロ ー リ ン グ を 受 け て い て 、 こ

の 溝 に伴 う も の では な い と 判断 さ れ る 。 お そ ら く 、

こ れ ら の遺物 を 伴 っ た 竪穴式住居跡 が破壊 さ れ 、 そ

れ ら の遺物 が、 溝 が埋 ま る 過程で遺構内 に流れ込ん

だ 結果で あ ろ う と 予想 さ れ る 。 し た がっ て 、 こ の溝

の 年 代 は 、 9 世紀の後半以後の あ る 時期 と い う こ と

だ け で、 そ の も の の 年代 を 究明 す る に は 資料不足 で

あ っ た 。
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さ て 、 こ の遺構の機能 で あ る が、 す で に 前章 の 中

で簡単 に ふ れ た 。 そ れ は 、 溝開 削 当 時の 使 用 目 的 は

推測で き な か っ た が、 あ る 一時期 に 道路 と し て 利 用

さ れ て い た こ と は 明 ら か だ 、 と い う こ と で あ っ た 。

つ ま り 、 道路 と し て の機能 は 、 こ の溝 が 当 時の集落

と 集落 を 結 ん で、 い た こ と 示 し て い る の で あ る 。 少 々

問題 に で き る 点 で あ る 。 そ れ は 、 湯の 口 遺跡で確認

し た 集落立地の 景観問題 と は やや趣 を 異 に し て い る

か ら だ。

池田 ・ 古圏遺跡周辺 に は 、 弥生時代 の 集 落 と 共 に 、

9 世紀前後 の 頃 の 集落跡の 存 在 が予測 さ れ た 。 ま た 、

周辺 に は 古墳時代 の 墓地で あ る 池 田 石 桔群 が あ っ て 、

古墳時代 の集落跡 を こ の 近辺 に 予想 で き る 。 す な わ

ち 、 こ の 周辺 で は 、 弥生時代 か ら 9 世紀 ま で集落 が

継続 し た よ う で あ る 。 一方、 池田 ・ 古園遺跡 の 近 く

に は 、 現在 で も 集落 が点在 し て い る 。 つ ま り 、 弥生

時代 か ら 継続 し て い た 古代 の 集 落 と 現在 の 集落 と が

隣合 わ せ に な っ て い る の で あ る 。 池 田 ・ 古園遺跡周

辺の 土地が、 弥生時代 や古墳時代 か ら 奈良 ・ 平安時

代 を 経 て 、 現在 に 至 る ま で集 落地 と し て 利 用 さ れ て

い た こ と を 示す調査デー タ で あ る 。

池田 ・ 古園遺跡の 調査 は 、 陣内遺跡で注意 さ れ た 、

中世以前の集落立地景観 と 近世以 降 の そ れ と が相違

し で い る 事実 と は違 っ て 、 そ れ ら が良 く 似 た 景観 を

な し て い る 事実 を 提供 し た 点 で意義 が大 き い 。 そ う

い え ば、 「 な べ づ る 線」 沿線 の 集 落 が、 中 世集 落 の

景観 を 止 め て い る と い う 村上 豊 喜氏 の 指摘 (村上

1977) が想起 さ れ る 。 こ の 周辺 が 「 な べ づ る 線」 沿

線では な い に し て も 、 注意す べ き 事実 で あ ろ う 。

狩尾遺跡群周辺 に 、 集 落立地景観の 問 題 で、二つ の

違 っ た 顔 が あ る 。 一つ は 、 中世以前 と 以後 では そ の

景観 が異 な る と い う 湯の 口遺跡の顔、 も う 一つ は 弥

生時代 か ら 現在 に 至 る ま で あ ま り 変化 し て い な い 池

田 ・ 古園遺跡周辺 の 顔で あ る 。 村上氏 が指摘 し た こ

と が正解 で も な い し 、 i青 田 ・ 島津氏 が指摘 し た こ と

が正解 で も な い 。 狩尾周辺 か ら な べ づ る 線沿線周辺

に か け て は 、 こ う し た複雑 な 様子 を 見 て 取 る 必要 が

あ る こ と を 、 今回 の 調査 は 教 え て く れ た よ う だ 。
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ズ1 ， 6靖 司 五ぜ(高床)忍量スl 曇 召 告さト�ヰ. 牛電手オ スI 丑全 量豆 豆71 �

吾司 叫I î 4期豆 斗� 叶 祖斗. 刈l 幻主 牛電ス1 叫I î ミラ 謹 哩 ヰ 謹 告 司 01

�01 吾豆司 司 ， 叶 ヲ員 会 謹 λB せ告 書留 証 を企斗::ïL .Â� zf喧ヰ. 蓮 司 スH 豆曇

。1 司 叫 んi 7}ス� ::ïL 按せズl ミラ 旦豆ズl 吐， 包 甚叫I î � 主71 惹 λ8 仕告 λIJ Zf

雪 司 号i巷 骨子(遺構) 叶 ヰ.

・ 7}司 ..2.7}E干平時令司 (狩尾方無 田 遺跡)

狩尾湯の 口 遺蹟� 寺号 5仙n叫l 獄ヰ. 牛祖ヰ 子号司 首1 ::ïLヌトミラ 1.2mo1

zヰ. 呼 7，146喝 暗叶 司 暑 苦苦言ト�ヰ. 0�Jl.o1 (捕生) 中期 初頭 羽 』豆λl

(城越)式期司 牛電苧オ ス� 2基曇 召 曇詩�ヰ. 召 吾ズl 宅i 毛 主λト干 司 王司 尋

吐(北端) 吋 司 ， 吋 71 î ヰ寄」己主 弁司 会 オ! 今司 � -3! .Q..豆 且包ヰ. 。干丘01

(靖生) 後期司 牛電子オ ス! と 38基， 豆普旦 3基， 苧干(周溝)令干 2基曇

召 告さ千頭ヰ.

・ ロト叫1 1:干令司 ( 前 田 遺跡)

狩尾湯の 口 遺蹟ヰ 斗4さ さト祖全 斗01 叫l 干五 号寄J主主 2l= 5O伽n 哩 叶

3司 �tヰ. 2，796喝 曹司 司 曇 聖者意干減ヰ. o�Jl.oH調生) 後期再 牛電手河 ズ1

13基， 五分(高床)忍量ズI 1精， 豆普旦 271 曇 祖 告さt�ヰ. 五せ祖量ヰ ミラ

o�Jl.ol (靖生) 後期叫l 司 すき千七 提 叶 ヰ.
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. 01 苅 斗・卒豆 ì̂ 正二弁司 (池 田 ・ 古園遺跡)

主λトスl � 号叶l 斗 アトサ 寺号叫 剖 ヌl をヰ. 01 ヲ1 ヰズJ 干(池 田地区) 3，299唱

す叶 司 ， 手主将 とズJ 干(古園地区) 981唱 すロ1 司 曇 主λ同干減ヰ. すヰ主主

ol Oi 忍 号叶 却白n�ヰ 司 会 司 ズI � 号サヰ(古園遺跡)斗 す寄 (池 田 遺跡)

会 主λト許鍍ヰ. 爾 弁司 会 喧 司 きト斗司 令司 01 匁斗:il 且包 斗. 卒豆λ司 王二

(古園) ズl � �さ せ 唱 牛豆 半是也 尋 3m吐 主λト許�ズJ 吐， 三Eλト干 祖 百 ofl

ì̂ 手オ ス1 7ト 膏豆司 �斗. oþJl.叶 (蒲生) 中期司 互71 哩，後期� 牛電子オ

ス.1 3571 ， 司 斗λl 叫 司 召 01 必1m， 寄 生n， 忍 01 2.5-3m� 大溝曇 召 告さト

ヌi ヰ.

3. 丞斗� ヰ

01 喧 三Eλトミラ oþJl.o1 (蒲生) ペ 司 後期曇 号{] ..Q..豆 社 祖 苛ス1 斗 旦ズ1 �

守分会 事干頭ヰ. 2f:.斗� :ïヰ吋l 叫 司 ì̂ 78 司 司 旦三工スト 註ヰ.

① 47ß � i子司 会 zf斗 司 苛ス1 i!干2 且叶 吋 司 干斗 号λl 刊 号ヌ1 桂 司 号

。1 ヰ. λ.1 71 と ol=Jl.ol (蒲生) 後期 01 1̂ 吐， 告豆喧 豆71 � 宣言 斗 脅(型式事)

司 吾司 巷 ヰ叫� ì̂ 後期曇 ヰペ 5期豆 斗量 牛 鉱工キ. 3司 71 前半代司 看

守ズ1 01 1斗. 百 羽 oþJl.ol (蒲生) 中期 初頭� 城越式期ofl � 方無 田 叫� ì̂ 手

オ ズ1 7ト 且01 ス1 せ， 吐吾 01 獄叶 宮寺司 主主 宰71 井ス1 � 召 苛01 且 叶 ズJ

曾と斗.

② 卒71 叶� � 狩尾 I 期刊 湯の 口 遺跡� 干号 祖吐ヰ叫l 牛電手オ 弁司

会 吐吾71 ペ 斗許五 狩尾 E 期吋l 吾 肴 � ヌト 干号� 71 .!ji(基部)等主主

牛電手7-l ス1 7干 叶 号電ヰ. ユ λい1 吋l 干号全 電吐きトミラ ミ史 刻 苦 手干(周

溝)アト せ吾叶 �ヰ. 正 司 苛� 叫巷号刊 を せ-6l � 苦(箱式石棺)01 吐吾叶

�ヰ. 。ト ヰ2 方無目前 田・ 池 田 ・ 古園� Zf 弁司 司 王 牛電手オ ズ1 7} せ

量。i ;司 湯 の 口 遺跡 。l SJ 叫 斗 と 狩尾町 . V期7} 手荷 7ト 喧ヰ. 祖 利 豆ペ

牛電手3司 ス1 司 教を 号 叫 司:il �斗.

③ zf 弁司 011 ì̂ �窓会 謹 71 謹唱 。1 告豆司 匁 ヰ. 寺牛叫 斗 3687ß 叫l 重

苦斗. 苅l吾主豆局 ミラ 尋 1.走， 苦 号叶 �ヰ. 叶 Z完 全 省 苛叫 叫 λ守 護� '^� 
せ 寺会 アト晋01 司 司 �t:十七 契 舎 1干時叫 五 鉱工ヰ. 神 霊(製織)， 弔 電 (精

錬)� 崎平司 包 茶 会 堂主豆 ヰ苛司 也 吾司 会 ア1 1斗司 ズ| 詰主唱 せ喧ヰ.

④ 4埼 玉司 令司 会 ZfZf 吐号司 寺号刻� 7} 0ト斗 :il 祖 埼 豆λ1 � 許斗司 号

号利 時三工 卒司 喧ヰ. 01 斗 巷会 寺号河I � '^� 仕 71 吐会 牛忍(水 田 ) 01 斗豆

且吋 スl スl 吐， 牛祖 (水 田)� 唱 スl と 萄 苛叶 ヌlせ 干号司 手 喧 告スH源地)

叫耳 λ� Zf:!司 叶 忍斗.

⑤ 狩尾遺跡群会 1992喧 叶l 主斗司 匁ヰ. λl R.oþロト斗 弁司 (下山西遺跡)ヰ

巷01 中九州� 叫 韮司 包 oþJl.ol (蒲生) 後期� 召 苛ズl 斗五 雪 牛 �ヰ.
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写 真 図 版



図版 1

1 遺跡、遠望 (方無田遺跡 ・ 前回遺跡)

2 遺跡遠望 (池田 ・ 古園遺跡)
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図版 3

狩尾 ・ 湯の口遺跡

5 .  2 号 竪穴式住居跡 (遺物出土状況)

6 .  2 号 竪穴式住居跡 (完掘)
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図版 4

狩尾 ・ 湯の口遺跡

7 .  3 号 竪穴式住居跡

8 .  4 号 竪穴式住居跡
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図版 5

狩尾 ・ 湯の 口遺跡

9 .  5 ・ 6 号 竪 穴 式住居跡

1 0 .  5 ・ 6 号 竪穴式住居跡 (鉄鉱)

4 8 7  



図版 6

狩尾 ・ 湯の口遺跡

1 1 . 7 号 竪穴式住居跡

1 2 .  8 号 竪穴式住居跡
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狩尾 ・ 湯の口遺跡

1 3 .  9 号竪穴式住居跡

1 4 .  9 号竪穴式住居跡 (鉄器)



図版 8

狩尾 ・ 湯の口遺跡

1 5 .  1 0号竪穴式住居跡

1 6 .  1 1 号竪穴式住居跡

490 



狩尾 ・ 湯の口遺跡

1 7 .  1 2号 竪穴式住居跡

1 8 .  1 3号 竪穴式住居跡

4 9 1  



一 図版1 0

⑬ 

狩尾 ・ 湯の 口遺跡

1 9 .  1 4号 竪穴式住居跡 (遺物出土状況)

20 . 1 4号 竪穴式住居跡

4 9 2  



図版1 1

狩尾 ・ 湯の口遺跡

21 . 1 4号 竪穴式住居跡 (遺物出土状況)

22 . 1 4号 竪穴式住居跡 (供献土器出土状況)

4 93 



図版1 2

嶋官 埠

23: 

狩尾 ・ 湯の口遺跡

23 . 1 5 ・ 1 6 ・ 1 7号 竪穴式住居跡

24 . 1 8号 竪穴式住居跡

4 9 4  



狩尾 ・ 湯の口遺跡

25 . 1 9号 竪穴式住居跡

26 . 1 9号 竪穴式住居跡 (勾玉出土状況)

4 9 5  



図版1 4

狩尾 ・ 湯の口遺跡

27 . 20 ・ 2l 号 竪穴式住居跡

28 . 22号竪穴式住居跡

4 9 6  



図版1 5

⑫ 

、岡闘脚ふ

狩尾 ・ 湯の口遺跡

2明町、 ;..' ... 

29 . 23号 竪穴式住居跡 (実測風景)

30 . 24号 竪穴式住居跡

3 
:':':"-' 

4 9 7  
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狩尾 ・ 湯の口遺跡

31 ， 25号 竪穴式住居跡

32 ， 26号 竪穴式住居跡

図版1 6

4 98 



図版1 7

狩尾 ・ 湯の口遺跡

33 . 27号 竪穴式住居跡

(遺物出土状況 白が鉄製品 ・ 鉄淳)

34 . 27号 竪穴式住居跡 (完堀)

4 9 9  



図版1 8

狩尾 ・ 湯の口遺跡

35 . 27号 竪穴式住居跡 (炉周辺)

36 . 27号 竪穴式住居跡 (管玉他)



図版1 9

狩尾 ・ 湯の 口遺跡

37.  28号 竪穴式住居跡

38 . 28号竪穴式住居跡 (造物出土状況)

5 0 7  



図版20

狩尾 ・ 湯の口遺跡

39 . 29号 竪穴式住居跡 (遺物出土状況)

40 . 29号 竪穴式住居跡
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図版21

狩尾 ・ 湯の口遺跡

41 . 29号 竪穴式住居跡

(土器出土状況)

42 . 30号 竪穴式住居跡



図版22

狩尾 ・ 湯の口遺跡

43 . 31 号 竪穴式住居跡

44 . 31 号 竪穴式住居跡 (遺物出土状況)

5 04 



狩尾 ・ 湯の口遺跡

45 . 32号 竪穴式住居跡

46 . 32号 竪 穴 式住居跡 (祭杷土器)

5 05 



図版24

狩尾 ・ 湯の口遺跡

47 . 33号 竪穴式住居跡

48 . 33号 竪穴式住居跡 (鉄器)
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図

狩尾 ・ 湯の口遺跡

49 . 34号 竪穴式住居跡

50 . 35号 竪 穴 式住居跡

507 



図版26

狩尾 ・ 湯の 口遺跡

51 . 36号 竪穴式住居跡 ( 白 線 は炭化物)

52 . 36号 竪穴式住居跡 (土器出土状況)
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図版28

狩尾 ・ 湯の口遺跡

55 . 39号 竪穴式住居跡

56 . 40号 竪穴式住居跡

5 1 0  



図版29

狩尾 ・ 湯の口遺跡

57 . 40号 竪穴式住居跡
(遺物出土状況)

58 . 41 号 竪穴式住居跡



図版30

狩尾 ・ 湯の 口遺跡

59 . 42号 竪穴式住居跡

60 . 42号 竪穴式住居跡 (銅銭)

5 7 2  



狩尾 ・ 湯の 口遺跡

61 . 42号 竪穴式住居跡 (炉)

62 . 42号 竪穴式住居跡 (炉内灰層)

5 7 3  



. ' 、内q “ ，

狩尾 ・ 湯の口遺跡

63 ， 43号 竪穴式住居跡

64 ， 44号 竪穴式住居跡

司pk 

図版32

，t .- t 酢ト

5 1 4  



図版33

狩尾 ・ 湯の口遺跡

65 . 45号 竪穴式住居跡

66 . 調査風景

5 1 5  



図版34

狩尾 ・ 湯の口遺跡

67 . 1 号溝

68 . 1 号溝

5 7 6  



狩尾 ・ 湯の口遺跡

69 . 1 号溝 (遺物出土状況)

70 . 1 号溝 (作業風景)

5 1 7  



図版36

狩尾 ・ 湯の 口遺跡

71 . 1 号周溝遺構

72 . 2 号周溝遺構

5 1 8  



図版37

狩尾 ・ 湯の口遺跡

73 . 土坑

74 土犠墓

5 1 9  



図版38

狩尾 ・ 湯の口遺跡

75 ・ 76 . 1 号箱式石棺



図版39

狩尾 ・ 湯の口遺跡

77 ・ 78 . 2 号箱式石棺



図版40

狩尾 ・ 湯の口遺跡

79 銅鏡出土状況

80 箱式石棺配置状況



図版41

狩尾 ・ 湯の 口遺跡、

81 ・ 82 . 3 号箱式石棺
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図版42

狩尾 ・ 湯の口遺跡

83 . 46号竪穴式住居跡

84 . 47号 竪穴式住居跡

5 2 4  



狩尾 ・ 湯の口遺跡

85 . 48号 竪穴式住居跡

86 . 49号 竪穴式住居跡

525 
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図版44

狩尾 ・ 湯の口遺跡

87 . 50 ・ 51 号 竪穴式住居跡

88 . 1 号掘立柱建物跡



図版45

;，... 

⑮ 
狩尾 ・ 湯の口遺跡

89 . 2 号掘立柱建物跡

90 . 3 号掘立柱建物跡

5 2 7  



図版46

⑪ 

狩尾 ・ 湯の口遺跡

91 . 4 号掘立柱建物跡

92 . 6 号掘立柱建物跡
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図版47

狩尾 ・ 方無田遺跡

93 . 1 号 竪穴式住居跡

94 . 2 号 竪穴式住居跡

5 2 9  



図版48

狩尾 ・ 方無田遺跡

95 . 3 号 竪穴式住居跡

96 . 4 号 竪穴式住居跡

5 3 0  



図版49

狩尾 ・ 方無田遺跡

97 . 5 号 竪穴式住居跡

98 . 6 号 竪穴式住居跡

53 7 



図版50

狩尾 ・ 方無田遺跡

99 . 7 号 竪穴式住居跡

1 00 .  8 号 竪穴式住居跡
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図版51

狩尾 ・ 方無田遺跡

1 01 . 9号 竪穴式住居跡

1 02 .  1 0号 竪穴式住居跡
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図版52

狩尾 ・ 方無田遺跡

1 03 .  1 1 号 竪穴式住居跡

1 04 .  1 2号 竪穴式住居跡
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狩尾 ・ 方無田遺跡

1 05 .  1 3号 竪穴式住居跡

1 06 .  1 4号 竪穴式住居跡
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図版54

狩尾 ・ 方無田遺跡

1 07 .  1 5号 竪穴式住居跡

1 08 .  1 6号 竪穴式住居跡

5 3 6  



狩尾 ・ 方無回遺跡

1 09 .  1 7号 竪穴式住居跡

1 1 0 .  1 8号 竪穴式住居跡

5 3 7  



図版56

狩尾 ・ 方無田遺跡

1 1 1 . 1 9号 竪穴式住居跡

1 1 2 .  20号 竪穴式住居跡

5 3 8  



狩尾 ・ 方無田遺跡

1 1 3 .  21 号 竪穴式住居跡

1 1 4 .  22号 竪穴式住居跡

5 3 9  



図版58

士十

⑩ 
狩尾 ・ 方無田遺跡

1 1 5 ，  23号 竪穴式住居跡

1 1 6 ，  24号 竪穴式住居跡
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狩尾 ・ 方無回遺跡

1 1 7 .  25号堅 竪穴式住居跡

1 1 8 .  26号堅 竪穴式住居跡

5 4 1 



図版60

⑩ 
狩尾 ・ 方無因遺跡

1 1 9 .  27 ・ 28号 竪穴式住居跡

1 20 .  27号 竪穴式住居跡
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図版61

⑪ 

狩尾 ・ 方無田遺跡

1 21 . 28号竪穴式住居跡

1 22 .  29号竪穴式住居跡
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図版62

狩尾 ・ 方無田遺跡

1 23 .  30号竪穴式住居跡

1 24 .  31 号竪穴式住居跡
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図版63

⑬ 
狩尾 ・ 方無田遺跡

1 25 .  32号竪穴式住居跡

1 26 .  33号竪穴式住居跡
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図版64

狩尾 ・ 方無田遺跡

1 27 .  34号竪穴式住居跡

1 28 .  35号竪穴式住居跡
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図版65 マ

" 

司
品市

⑩

 

狩尾 ・ 方無回遺跡

1 29 .  36号竪穴式住居跡

1 30 .  37号竪穴式住居跡

5 4 7  



図版66

狩尾 ・ 方無田遺跡

1 31 . 38号竪穴式住居跡

1 32 .  39号竪穴式住居跡
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(ミ
狩尾 ・ 方無田遺跡

1 33 .  40号竪穴式住居跡

1 34 .  1 号周 溝遺構

5 4 9  



図版68

狩尾 ・ 方無田遺跡

1 35 .  2 号周 溝遺構

1 36 .  1 号土犠墓
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図版69

狩尾 ・ 方無田遺跡

1 37 .  2 号土犠墓

1 38 .  3 号土墳墓

55 1 
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図版71

狩尾 ・ 前田遺跡

1 40 調査 E 区全景 (南か ら )

1 41 調査 E 区全景 (西か ら )

553 



図版72

⑩

 

狩尾 ・ 前田遺跡

1 42 .  1 号竪穴式住居跡

1 43 .  2 号竪穴式住居跡

554 
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⑩ 
狩尾 ・ 前田遺跡

1 44 .  2 号竪穴式住居跡 (出土土器)

1 45 .  3 号竪穴式住居跡

555 
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狩尾 ・ 前田遺跡

1 46 .  4 号竪穴式住居跡 (南か ら )

1 47 .  4 号竪穴式住居跡 (東か ら )

5 5 6  



狩尾 ・ 前田遺跡

1 48 .  5 号竪穴式住居跡 (遺物出土状況)

1 49 .  5 号竪穴式住居跡

5 5 7  



図版76

⑩ 

""'" 

狩尾 ・ 前田遺跡

1 50 .  5 号竪穴式住居跡

(炭化柱材 平面状況)

1 51 . 5 号竪穴式住居跡

(炭化柱材 断面状況)



図版77

狩尾 ・ 前回遺跡

1 52 .  6 号竪穴式住居跡 (遺物出土状況)

1 53 .  6 号竪穴式住居跡

5 5 9  



狩尾 ・ 前田遺跡

l 54 .  6 号竪穴式住居跡 (ガラス玉出土状況)

l 55 .  7 号竪穴式住居跡

図版78
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狩尾 ・ 前田遺跡

1 56 .  8 号竪穴式住居跡

1 57 .  9 号竪穴式住居跡

5 6 7 
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狩尾 ・ 前回遺跡

1 58 .  1 0 ・ 1 1 号竪穴式住居跡

1 59 .  1 2号竪穴式住居跡

562 
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狩尾 ・ 前田遺跡

1 60 .  1 2号竪穴式住居跡

1 61 . 1 3号竪穴式住居跡

563 



狩尾 ・ 前田遺跡

1 62 . 土坑

1 63 土壊墓

図版82

564 



図版83

狩尾 ・ 前田遺跡

1 64 . 掘建柱建物跡

1 65 .  1 号溝



狩尾 ・ 前田遺跡

1 66 .  2 号溝

1 67 . 自 然流路 ( 卜 レ ンチ)

図版84



池田 ・ 古園遺跡

1 68 遺跡遠望

1 69 .  1 号竪穴式住居跡

5 6 7  



図版86

池田 ・ 古園遺跡

1 70 .  2 号竪穴式住居跡

1 71 .  3 号竪穴式住居跡

568 



図版87

池田 ・ 古園遺跡

1 72 .  4 号竪穴式住居跡

1 73 .  5 号竪穴式住居跡



池田 ・ 吉国遺跡

1 74 .  6 号竪穴式住居跡

1 75 . 調査風景

図版88

5 70 



図版89

池田 ・ 古園遺跡

1 76 .  7 号竪穴式住居跡 (遺物出土状況)

1 77 .  7 号竪穴式住居跡

5 7 7  



図版90

⑩ 
池田 ・ 古園遺跡

1 78 .  7 号竪穴式住居跡 (土器出土状況)

1 79 .  8 号竪穴式住居跡

5 72 



図版91

池田 ・ 古園遺跡

1 80 .  9 号竪穴式住居跡

1 81 .  1 0号竪穴式住居跡

5 73 
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⑩

 

池田 ・ 古園遺跡

1 82 .  1 1 号竪穴式住居跡

1 83 .  1 2号竪穴式住居跡

5 74 



池田 ・ 古園遺跡

1 84 .  1 3号竪穴式住居跡

1 85 .  1 4号竪穴式住居跡

5 75 



池田 ・ 古菌遺跡

1 86 ，  1 5号竪穴式住居跡

1 87 ，  1 6号竪穴式住居跡

図版94

5 76 



池田 ・ 古園遺跡

1 88 .  1 7号竪穴式住居跡

1 89 .  1 8号竪穴式住居跡

577 



図版96

池田 ・ 古園遺跡

1 90 .  1 9 ・ 21 ・ 22号竪穴式住居跡

1 91 . 1 9号竪穴式住居跡

578 



図版97

t 
⑩ 

池田 ・ 古園遺跡

1 92 .  20号竪穴式住居跡

1 93 .  21 号竪穴式住居跡

5 7 9  
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⑩

 

池田 ・ 古園遺跡

1 94 ，  23号竪穴式住居跡

1 95 ，  24号竪穴式住居跡

580 



図版99

池田 ・ 古園遺跡

1 96 .  25号竪穴式住居跡

1 97 .  26号竪穴式住居跡

58 7 



図版1 00

池田 ・ 古園遺跡

1 98 .  27号竪穴式住居跡

1 99 .  28号竪穴式住居跡

582 
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‘ 

池田 ・ 古園遺跡

200 . 29号竪穴式住居跡

201 . 29号竪穴式住居跡 (紡錘車)

583 



図版1 02

池田 ・ 古園遺跡

202 . 29号竪穴式住居跡 (鉄鉱)

203 . 30 ・ 31 号竪穴式住居跡

584 



池田 ・ 古園遺跡

204 . 32号竪穴式住居跡

205 . 調査風景

585 
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⑩ 

池田 ・ 古園遺跡

206 . 33号竪穴式住居跡

207 . 33号竪穴式住居跡 (鉄鍛)

586 



池田 ・ 古園遺跡

208 . 34号竪穴式住居跡

209 . 35号竪穴式住居跡

5 8 7  



図版1 06

⑪ 
池田 ・ 古園遺跡

21 0 .  1 号周 溝遺構

21 1 .  2 号周 溝遺構

588 



池田 ・ 古園遺跡

21 2 ，  3 号周 溝遺構

21 3 ，  4 号周 溝遺構

5 8 9  



⑪ 

池田 ・ 古園遺跡

21 4 .  5 号周 溝遺構

21 5 . 誇

図版1 08



池田 ・ 古園遺跡

21 6 . 第 I 調査区全景

5 9 7  



狩尾 ・ 湯の口遺跡出土の登形土器 図版1 1 0

t 

�三塁』

⑩ 
21 8 ，  2 号住

21 9 ，  1 4号住 220 ， 1 4号住

221 ， 1 4号住

222 ， 1 4号住

224 ， 1 4号住

223 ， 1 4号住

5 9 2  
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i ⑫ 
225 . 1 4号住

⑫ 
228 . 32号住

⑩ 
230 . 32号住

226 . 1 5号住

⑫ 
229 . 32号住

231 . 40号住

5 9 3  
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227 . 27号住



図版1 1 2

232 . 40号住

⑬ 
233 . 40号住

狩尾 ・ 湯の口遺跡出土の鉢形土器

234 . 40号住

235 . 4 号住

236 . 1 0号住 237 . 1 4号住

594 



238 . 1 4号住

240 . 1 4号住
239 . 1 4号住

241 . 24号住 ⑫ 
242 . 29号住

⑫ 
243 . 32号住

245 .  34号住

244 . 32号住
247 . 37号住

246 . 36号住 248 .  38号住

5 9 5  



図版1 1 4

249 . 40号住

狩尾 ・ 湯の口遺跡出土の高士平形土器

251 . 1 4号住

250 . 7 号住

252 . 1 4号住

253 . 1 4号住

⑩ 
254 . 38号住

5 9 6  



図版1 1 5 狩尾 ・ 湯の口遺跡出土の婆形土器

⑫ 
255 . 2 号住

257 . 1 4号住

259 . 32号住

⑩

 

261 . 36号住

256 . 1 4号住

258 . 1 8号住

260 . 33号住

262 . 38号住

5 9 7  



図版1 1 6

狩尾 ・ 湯の口遺跡出土のその他の土器

264 . 32号住

⑩ 
265 . 32号住

263 . 24号住

狩尾 ・ 湯の口遺跡溝出土の壷形土器

⑫ 

266 

269 

268 

⑪ 
270 271 

5 98 



図版1 1 7
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狩尾 ・ 湯の口遺跡溝出土の鉢形土器

275 

狩尾 ・ 湯の 口 遺跡溝出土の高士不形土器

⑪ 
277 

273 

⑬ 

狩尾 ・ 湯の口遺跡溝出土の斐形土器

⑬

 

5 9 9  
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⑩ 
279 

狩尾 ・ 湯の口遺跡溝出土の小型丸底土器

281 

狩尾 ・ 方無因遺跡出土の萱形土器

282 . 4 号住

283 . 32号住

284 . 30号住

600 



図版1 1 9

狩尾 ・ 方無回遺跡出土の鉢形土器

285 . 28号住 286 . 4 号住

287 . 7 号住

289 . 21 号住

288 . 1 8号住

⑩ 
290 . 21 号住

291 . 30号住

6 0 1 
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293 . 一括

292 . 33号住
狩尾 ・ 方無田遺跡出土の髪形土器

狩尾 ・ 方無回遺跡出土の高坪形土器

⑩ 
294 . 21 号住 ⑩ 

295 . 4 号住

⑩ 
296 . 4 号住

⑫ 
297 . 4 号住

602 
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⑩ 298 . 4 号住

300 7 号住

302 . 1 1号住
603 

299 . 4 号住 I(JJ'

;1住 ⑩

2i住 ⑩



図版1 22

狩尾 ・ 方無田遺跡出土の小型丸底土器

303 . 32号住

狩尾 ・ 前田遺跡出土の楚形土器

⑩ 
304 . 4 号住 305 . 5 号住

⑩ 
306 . 5 号住 307 . 5 号住

604 



図版1 23

⑩ 
308 . 5 号住

309 . 5 号住

31 0 .  6 号住

⑪ 
31 1 .  9 号住

狩尾 ・ 前回遺跡出土の鉢形土器

31 2 .  1 2号住

31 3 .  2 号住

31 4 .  4 号住

605 



図版1 24

31 5 .  6 号住 31 6 .  6 号住

狩尾 ・ 前田遺跡出土の褒形土器

31 7 .  9 号住

⑬ 
31 8 .  2 号住

⑬ 
31 9 .  5 号住

⑩ 
320 . 5 号住

606 
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⑫ 
321 . 5 号住 322 . 5 号住

324 . 6 号住

⑬ 
323 . 6 号住

⑬ 
325 守 5 号住

326 . 6 号住

607 



327 . 6 号住

329 . 6 号住

池田 ・ 古園遺跡出土の査形土器

⑬

 

331 . 6 号住

608 

図版1 26

328 . 6 号住

狩尾 ・ 前田遺跡出土の祭把土器

⑩ 
330 . 4 号住

332 . 3 号住
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⑬ 
333 . 6 号住 334 . 7 号住

⑬ 
337 . 7 号住

335 . 7 号住

338 .  1 2号住

336 . 7 号住

609 
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340 . 25号住

339 . 1 8号住

341 . 29号住 342 . 29号住

池田 ・ 古園遺跡出土の鉢形土器

344 . 6 号住

343 . 34号住

6 1 0  
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⑩ 
346 . 9 号住

345 .  7 号住

348 . 25号住

347 . 1 8号住

池田 ・ 古園遺跡出土の饗形土器

⑩ 
349 . 32号住

池田 ・ 古園遺跡出土の高杯形土器

351 . 3 号住

⑩ 
350 . 29号住

6 7 7 



⑮ 

352 . 3 号住 353 . 7 号住 ⑮ 

354 . 

7 号住 355 

7 号住

356 . 9 号住

6 1 2  
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357 . 1 5号住
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358 . 1 7号住

360 . 26号住

362 . 34号住

6 1 3  

⑩ 
359 . 26号住

361 . 31 号住
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363 



狩尾 ・ 湯の口遺跡出土の石器 ・ 青銅器 ・ 土製品

Li-⑩ 
364 . 磨製石鎌 ・ 石包丁

池田 ・ 古園遺跡出土の石器 ・ 土製品

⑩

 

図版1 32

⑮ 
365 . 銅銭片

366 . 銅鍛

⑩ 
367 土製円板 1 4号住

368 土 製 円 板 27号住

369 磨製石鎌

' 370 . 紡錘車

6 7 4  



図片反1 33 狩尾 ・ 湯の口遺跡出土の鉄製品

⑪ 
371 . 鉄鉱

⑬ 
372 鉄鉱

6 7 5  



⑬ 
373 鉄鍛

⑬ 
374 鉄鍛 ・ 刀子

a--E'
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図版1 34
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375 刀 子 ・ 錨

⑬ 
376 鈍
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• 
⑬ 
377 錨

L ;;?;f: ;J 

車置曹 -B 

じマJ 田園静
⑬ 
378 手鎌
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a 

⑬ 
379 手鎌 ・ 不明鉄器

狩尾 ・ 方無田遺跡出土の鉄製品

⑩ 
380 . 鉄鉱

6 7 9  



図版1 38

⑩ 
381 刀 子

⑫ 
382 錨 ・ 鉄鎌 ・ 手鎌 ・ その他

6 2 0  



図版1 39 池田 ・ 古園遺跡出土の鉄製品

• 
⑩ 
383 . 鉄鉱

⑩ 
384 . 鉄鉱

62 7 
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⑮ 
385 . 鉄鉱

⑮ 
386 鉄鉱

622 
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• 
⑫ 
387 鉄鍛

⑩ 
388 力子 ・ 鉄斧 ・ 錨

623 
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⑩ 

鴨繍圃園 三正1
⑩ 
390 鈍 ・ 鉄鎌 ・ 手鎌

624 
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⑮ 
391 . 手鎌 不明鉄器 その他

狩尾 ・ 湯の口遺跡出土の歴史時代鉄製品 ・ 紡錘車

⑮ 392 . 47号住

紡錘車の軸 ・ 鉄片

醤畠

625 

393 . 4 号堀立柱

紡錘車
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